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Disclaimer   免責事項 

DICOM is the worldwide Standard for medical imaging and related information. It is published and 

copyright by the National Electrical Manufacturers Association (NEMA). The normative DICOM 

Standard is published in English, and is available free on the official website at 

http://dicom.nema.org/standard.html.  

This document is a translation prepared by the Japan Medical Imaging and Radiological Systems 

Industries Association (JIRA) under agreement with NEMA, with the intention to help Japanese 

readers understand the DICOM Standard more readily. 

This translation represents a “best effort”; however, differences in meaning may exist between this 

translation and the normative DICOM Standard. Further, the DICOM Standard is under continuous 

maintenance and extension, so readers should expect that there are changes that are not reflected in 

this translation. 

In the event of any difference between this translation and the DICOM Standard published in English 

by NEMA, the English version is normative and takes precedence. 

Implementations shall claim conformance to the normative DICOM Standard. Users are advised to 

obtain the most current documents of the DICOM Standard directly from the official website. 

 

DICOMは医用画像と関連する情報に関する国際標準規格です。DICOM規格は米国電機工業会（NEMA）

が発行し著作権を有します。DICOM規格の規範文書は英語で出版され，公式サイト 

http://dicom.nema.org/standard.html から無償でダウンロードが可能です。 

この文書は日本語を好む読者が DICOM規格をより容易に理解するための手助けを意図して，NEMAの許可

を得て一般社団法人日本画像医療システム工業会（JIRA）が提供する翻訳です。 

この翻訳は最善の努力を以て提供されていますが，この翻訳と規範 DICOM規格の間に意味の違いが存在

するかもしれません。更に，DICOM規格は継続的な保守と拡張が施されているので，読者はこの翻訳に反映

されていない変更が存在することに留意する必要があります。 

この翻訳と NEMAが発行する英語版の DICOM規格との間に差が生じた場合は，英語版が規範であり優先し

ます。 

実装は規範 DICOM規格への適合性を宣言しなければなりません。使用者は DICOM規格の最新の文書を

公式サイトから直接入手することが要望されます。 

 

http://dicom.nema.org/standard.html
http://dicom.nema.org/standard.html
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解説 

 

この文書は，DICOM Committeeが作成し，NEMAが発行した下記の規格を検討用として翻訳したもの
である。 

PS 3.4-2001 
Digital Imaging and Communications in Medicine (DICOM) 
Part 4: Service Class Specifications 
File name: 00_04pu.pdf 
 

変更部分翻訳  繁村 直 
翻訳登録： 2002.9.6 
ファイル名 P04j0129.doc 
 
ＤＩＣＯＭ規格 PS 3.4-2001 は PS 3.4-2000 に多くの CP による修正と下記の Supplement に基づく
追加を行ったものである。 

Supplement 41 Security Enhancements 2 - Digital Signatures 
Supplement 50 Mammography CAD 
Supplement 52 General Purpose Worklist 
Supplement 57 Revised Secondary Capture Objects 
Supplement 59 Key Object Selection SOP Class 
ＤＩＣＯＭ規格 PS 3.4-2000 はＤＩＣＯＭ規格 PS 3.4-1999 に多くの CP による修正と下記の 
Supplement に基づく追加を行ったものである。Supplement と翻訳者名を記す（敬称略）。 

Supplement 23: Structured Reporting Storage SOP Classes  高橋（島津） 
Supplement 30: Waveform Interchange 繁村 
Supplement 33: Grayscale Softcopy Presentation State Storage 繁村 
ＤＩＣＯＭ規格 PS 3.4-1999 はＤＩＣＯＭ規格 PS 3.4-1998 に多くの CP による修正と下記の 
Supplement に基づく追加を行ったものである。Supplement と翻訳者名を記す（敬称略）。 

Supplement 15: Visible Light Image for Endoscopy, Microscopy, and Photography 森村 
Supplement 29: Radiotherapy Treatment Record IOD 青江，清水，井水，加畑 
Supplement 32: Digital X-Ray 高橋，加畑 
Supplement 35: Retire Referenced Print 岩田 
Supplement 36: Codes and Controlled Terminology 森村 
Supplement 37: Printer Configuration Retrieval SOP Class and New Optional Attributes for Basic Print 岩田 
Supplement 38: Basic Print Image Overlay Box and Retire Print Image Overlay Box SOP Class 岩田 
Supplement 39: Add Stored Print Media Storage, Retire Normalized Print Media Storage 岩田 
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まえがき 

ＡＣＲ (American College of Radiology) とＮＥＭＡ (National Electrical Manufacturers Association) は，医
療におけるデジタル画像と通信（ＤＩＣＯＭ）のための規格を開発するために合同委員会を組織した。

このＤＩＣＯＭ規格は，ＮＥＭＡの手続きに従って開発された。 

この規格は，欧州のＣＥＮ ＴＣ２５１そして日本のＪＩＲＡを含む他の標準化組織との連絡の中で，
また米国のＩＥＥＥ，ＨＬ７，そしてＡＮＳＩを含む他の組織による論評を得て，開発された。 

ＤＩＣＯＭ規格は，次の文書の中で確立された指針を用いて，複数の巻の文書として構成される。 

— ISO/IEC Directives, 1989 Part 3: Drafting and Presentation of International Standards. 

この文書は，次の巻から構成されるＤＩＣＯＭ規格の一つの巻である。 

ＰＳ３．１ 序文と概要 

ＰＳ３．２ 適合性 

ＰＳ３．３ 情報オブジェクト定義 

ＰＳ３．４ サービスクラス仕様 

ＰＳ３．５ データ構造と符号化 

ＰＳ３．６ データ辞書 

ＰＳ３．７ メッセージ交換 

ＰＳ３．８ メッセージ交換のためのネットワーク通信支援 

ＰＳ３．９ メッセージ交換のための２点間通信支援 

ＰＳ３．１０ 媒体保存とファイルフォーマット 

ＰＳ３．１１ 媒体保存応用プロファイル 

ＰＳ３．１２ 媒体相互交換のための媒体フォーマットと物理媒体 

ＰＳ３．１３ プリント管理二点間通信サポート 

ＰＳ３．１４ グレースケール標準表示関数 

ＰＳ３．１５ セキュリティプロファイル 

ＰＳ３．１６ 内容写像資源 

これらの巻は，関係したしかし独立した文書である。それらの開発レベルおよび承認状態は異なるこ

とがある。追加の巻が，この複数の巻の規格に加えられることがある。ＰＳ３．１はこの規格の現在

の巻の基本参照文献として使用される。 
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１ 適用範囲と適用分野 

ＤＩＣＯＭ規格のこの巻はデジタル医用情報の通信に適用可能な実世界活動の抽象的定義を提供する

サービスクラス定義の集合を明記する。各サービスクラス定義に対してこの巻は下記を明記する： 

― サービスクラス定義の活動の意味記述 

― サービスクラス記述に適用可能なＤＩＭＳＥサービス操作および通知のグループ 

― サービスクラス定義によってサポートされ，そして同位のＤＩＣＯＭ応用エンティティ間で実
行されることがある，一つ以上の機能的に関連したサービス－オブジェクト対（ＳＯＰ）クラ

ス 

― 各サービス－オブジェクト対（ＳＯＰ）クラスの，ＰＳ３．３の中で明記される適用可能な情
報オブジェクト定義との関係 

各サービスクラス定義に対して，この巻は下記を明記しない： 

― ＩＯＤの意味記述のために必要な情報 

― ＩＯＤに関連した関係する実世界オブジェクトとの関係 

― ＩＯＤの特徴を記述する属性 

この巻は，ＤＩＣＯＭ規格の他の巻と下記のことで関係がある： 

― 巻３，情報オブジェクト定義は，この巻の中で定義されるサービスが適用されることがある情
報オブジェクト定義の集合を明記する 

― 巻５，データ構造と意味は，この巻の中で定義されるＩＯＤに適用されるときＤＩＭＳＥプロ
トコルの中で使用されるデータ符号化を定義する 

― 巻６，データ辞書は，この巻の中で定義される全てのＩＯＤ属性のタグによる索引を含む。こ
の索引は各属性についての値表現と値多重度を含む 

― 巻７，メッセージ交換プロトコルは，この巻の中で定義されるＩＯＤに適用されることがある
ＤＩＭＳＥサービスおよびプロトコルを定義する 

２ 参照規格 

下記の規格は，このテキストの中で参照することで，この規格の規定を構成する規定を含んでいる。

出版の時点で，示された版は有効であった。全ての規格は改訂の対象であり，この規格に準拠して一

致をみるために，関係者は下記に示す規格の最新の版を適用する可能性について調査することを推奨

される。 

ISO/IEC Directives, 1989 Part 3 : Drafting and Presentation of International Standards. 

ISO 7498-1, Information Processing Systems- Open Systems Interconnection - Basic Reference Model. 

ISO/TR 8509, Information Processing Systems- Open Systems Interconnection - Service Conventions 

３ 定義 

この規格の目的のために，次の定義が適用される。 
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３．１ 参照モデル定義 

規格のこの巻は，ISO 7498-1 の中で定義される次の用語を使用する: 

ａ．応用エンティティ Application Entity 

ｂ．サービスまたは層サービス Service or Layer Service 

ｃ．応用エンティティ名称 Application Entity Title 

３．２ サービス規約定義 

規格のこの巻は，ISO/TR 8509 の中で定義される次の用語を使用する： 

ａ．プリミティブ Primitive 

３．３ ＤＩＣＯＭ序文と概要定義 

規格のこの巻は，ＰＳ３．１の中で定義される次の用語を使用する： 

ａ．属性 Attribute 

ｂ．コマンド Command 

ｃ．データ辞書 Data Dictionary 

ｄ．情報オブジェクト Information Object 

ｅ．メッセージ Message 

３．４ ＤＩＣＯＭ上位層サービス定義 

規格のこの巻は，ＰＳ３．８の中で定義される次の用語を使用する： 

ａ．固有識別子（ＵＩＤ） Unique Identifier (UID) 

ｂ．ＤＩＣＯＭ上位層サービス DICOM Upper Layer Service 

３．５ ＤＩＣＯＭメッセージ交換定義 

規格のこの巻は，ＰＳ３．７の中で定義される次の用語を使用する： 

ａ．ＤＩＣＯＭメッセージサービス要素（ＤＩＭＳＥ） DICOM Message Service Element (DIMSE) 

ｂ．ＤＩＭＳＥ－Ｎサービス DIMSE-N Services 

ｃ．ＤＩＭＳＥ－Ｃサービス DIMSE-C Services 

ｄ．ＤＩＭＳＥサービスグループ（ＤＳＧ） DIMSE Service Group (DSG) 

３．６ ＤＩＣＯＭ情報オブジェクト定義 

規格のこの巻は，ＰＳ３．３の中で定義される次の用語を使用する： 

ａ．属性タグ Attribute Tag 

ｂ．複合ＩＯＤ Composite IOD 

ｃ．ＤＩＣＯＭ応用モデル DICOM Application Model 
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ｄ．ＤＩＣＯＭ情報モデル DICOM Information Model 

ｅ．情報オブジェクト定義 Information Object Definition (IOD) 

ｆ．モジュール Module 

ｇ．正規化ＩＯＤ Normalized IOD 

３．７ ＤＩＣＯＭ適合性 

規格のこの巻は，ＰＳ３．２の中で定義される次の用語を使用する： 

ａ．標準ＳＯＰクラス Standard SOP Class 

ｂ．特殊化ＳＯＰクラス Specialized SOP Class 

ｃ．適合性宣言 Conformance Statement 

３．８ ＤＩＣＯＭデータ構造と符号化 

規格のこの巻は，ＰＳ３．５の中で定義される次の用語を使用する： 

ａ．データ要素 Data Element 

ｂ．データ集合 Data Set 

３．９ ＤＩＣＯＭサービスクラス定義 

次の定義が，ＤＩＣＯＭ規格のこの巻の中で，一般に使用される： 

結合プリント画像 Combined Print Image： 

画像およびオーバレイを重ねることにより生成された画素マトリクスで，その寸法は画像およびオー

バレイを囲む最小の長方形によって定義される。 

ＤＩＣＯＭ情報モデル DICOM Information Model： 

ＤＩＣＯＭ応用モデルによって定義される実世界オブジェクトのクラスを表現している情報オブジェ

クト定義の間の関係をモデル化するために使用されるエンティティ－関係図。 

ＤＩＣＯＭ応用モデル DICOM Application Model： 

ＤＩＣＯＭ規格の関心領域内にある実世界オブジェクトの間の関係をモデル化するために使用される

エンティティ－関係図。 

メタサービス－オブジェクト対（ＳＯＰ）クラス Meta Service-Object Pair (SOP) Class： 

単一の項目をもつ集合の使用を折衝する目的のために単一のＳＯＰの下に関係づけられることがある

ＳＯＰクラスの予め定義された集合。 

事前フォーマット済グレースケール画像 Preformatted Grayscale Image： 

プリントされる画像の中に期待される注釈，グラフィックス，および（ＶＯＩ ＬＵＴまでの，そして
それを含む）グレースケール変換の全てが焼き込まれた，またはＳＣＰへ送られる前に適用された画

像。それは意図された表示極性が光度測定解釈 (0028,0004) によって指定された表示可能画像である。 

事前フォーマット済カラー画像 Preformatted Color Image： 

プリントされた画像の中に期待される注釈，グラフィックス，およびカラー変換の全てが焼き込まれ
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た，またはＳＣＰへ送られる前に適用された画像。 

実世界活動 Real-World Activity： 

ＤＩＣＯＭ規格の関心領域内で処理する情報の特定領域に属する実世界の中にそれは存在する。その

ような実世界の活動は，ＳＯＰクラスと呼ばれる一つ以上のコンピュータ情報メタファによって表現

されることがある。 

実世界オブジェクト Real-World Object： 

ＤＩＣＯＭ規格の関心領域内にある操作がその上に実行されることがある実世界の中にそれは存在す

る。そのような実世界オブジェクトは，ＳＯＰインスタンスと呼ばれるコンピュータ情報メタファを

通して表現されることがある。 

サービスクラス利用者 Service Class User (SCU)： 

特定のアソシエーションの上で操作を起動しそして通知を実行するＤＩＣＯＭ応用エンティティ（Ｄ

ＩＭＳＥサービス利用者）によって行われる役割。 

サービスクラス提供者 Service Class Provider (SCP)： 

特定のアソシエーションの上で操作を実行しそして通知を起動するＤＩＣＯＭ応用エンティティ（Ｄ

ＩＭＳＥサービス利用者）によって行われる役割。 

サービスクラス Service Class： 

単一の応用を遂行するためにそれらが一緒に記述されている，関連づけられているＳＯＰクラスおよ

びメタＳＯＰクラスの集積。 

サービス－オブジェクト対（ＳＯＰ）クラス Service-Object Pair (SOP) Class： 

通信のための正確なコンテキストを完全に定義する，（サービスクラス定義によって指定される）Ｄ

ＩＭＳＥサービスの特定集合および一つの関連する情報オブジェクト定義の連合。 

サービスオブジェクト対（ＳＯＰ）インスタンス Service-Object Pair (SOP) Instance： 

情報オブジェクトおよび通信コンテキストの具体的な存在。 

 

４ 記号と省略形 

次の記号と省略形が，ＤＩＣＯＭ規格のこの巻の中で使用される。 

ACR American College of Radiology 

ASCII American Standard Code for Information Interchange 

AE Application Entity 

ANSI American National Standards Institute 

CEN TC251 Comité Européen de Normalisation - Technical Committee 251 - Medical Informatics 

DICOM Digital Imaging and Communications in Medicine 

DIMSE DICOM Message Service Element 

DIMSE-C DICOM Message Service Element-Composite 
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DIMSE-N DICOM Message Service Element-Normalized 

HL7 Health Level 7 

IE Information Entity 

IEEE Institute of Electrical and Electronics Engineers 

IOD Information Object Definition 

IS Information System 

ISO International Standards Organization 

JIRA Japan Industries Association of Radiation Apparatus 

NEMA National Electrical Manufacturers Association 

OSI Open Systems Interconnection 

SCP Service Class Provider 

SCU Service Class User 

SOP Service-Object Pair 

UID Unique Identifier 

５ 規約 

５．１ エンティティ－関係モデル 

５．１．１ エンティティ 

エンティティ（実体）は，エンティティ－関係（Ｅ－Ｒ）モデルの中で，実世界オブジェクト，実世

界オブジェクトのクラス，または（ＩＯＤまたはモジュールのような）ＤＩＣＯＭデータ表現を表現

するために使用される。エンティティは，ＤＩＣＯＭ規格のこの巻では，図５．１－１の中で示され

るように，箱として描かれる。 

エンティティ名

 

図５－１ エンティティ規約 

５．１．２ 関係 

関係は，エンティティが関係する方法を定義するが，ＤＩＣＯＭ規格のこの巻では，図５．１－２の

中に示されるように，ひし形として描かれる。 

送信元

エンティティ名

あて先

エンティティ名
関係a b

 

図５－２ 関係規約 
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関係は，矢印によって示されるとように，送信元からあて先エンティティに向かうと解釈される。ａ

とｂは関係の送信元とあて先の集合の元の個数をそれぞれ示す。下記の集合の元の個数が許される： 

ａ． （a=1, b=1）：一個の送信元エンティティが一個のあて先エンティティに関係がある 

ｂ． （a=1, b=0-n）：一個の送信元エンティティが零個以上のあて先エンティティに関係がある 

ｃ． （a=1, b=1-n）：一個の送信元エンティティが一個以上のあて先エンティティに関係がある 

ｄ． （a=1-n, b=1）：一個以上の送信元エンティティが一個のあて先エンティティに関係がある 

ｅ． （a=1-n, b=0-n）：一個以上の送信元エンティティが零個以上のあて先エンティティに関係があ
る 

ｆ． （a=1-n, b=1-n）：一個以上の送信元エンティティが一個以上のあて先エンティティに関係があ
る 

（a=1-n, b=1-n）の関係においては，送信元とあて先の集合の元の個数の値は異なることがある。値“n”
はただ単に一個以上を示す。 

注： ＤＩＣＯＭは，他の文献の中でしばしば使用されるＥ－Ｒ図表規約に矢印の使用を追加した。これは，意
図されたものと逆の順序の中で関係を読む結果として生じ得る正しくない関係を推断する可能性を避け

るためになされた。例えば，矢印がない場合は，「猫がねずみを捕まえる」という関係を「ねずみが猫を

捕まえる」と読むこともできる。 

関係は双方向のことがある（即ち，関係が両方向で真である）。そのような場合は，使用される規約

は，送信元およびあて先エンティティの双方の方向を指す矢印である。 

５．２ シーケンス 

ＤＩＣＯＭ規格のこの巻におけるいくつかの表は，記号「>」を使用することによって項目のシーケン
ス（連鎖）を表示する。 

付属書Ａの中で，「>」は「モジュールのシーケンス」を識別するために使用される。入れ子構造のモ
ジュールのシーケンスは，「>>」によって識別される。付属書Ｂと付属書Ｃの中で，「>」は「属性の
シーケンス」を識別するために使用される。項目のシーケンスが符号化される方法の完全な仕様につ

いてはＰＳ３．５を参照すること。 

注： モジュールのシーケンスの構造物を含む情報オブジェクト定義（ＩＯＤ）は，しばしばフォルダと呼ばれ
る。「属性のシーケンス」の使用は「フォルダ」に限定されない。 

５．３ 応答状態値 

ＤＩＣＯＭ規格のこの巻におけるいくつかの表は，実装特有の応答状態コードを，コードの一部分と

して記号「xx」を使用することによって表示する。 

５．４ 使用法仕様 

ＳＯＰクラスの構造ブロックは，モジュールとＤＩＭＳＥサービスである。ＳＯＰクラスと関連する

ＤＩＭＳＥサービスは，必須（Ｍ）または任意選択（Ｕ）のことがある。使用法は，ＳＣＵとＳＣＰ

に対して異なることがある。使用法は，文字の対として明記される：前者はＳＣＵ使用法を示し，後

者はＳＣＰ使用法を示す。 

ＤＩＭＳＥサービスに対する使用法仕様の意味と挙動は，次の通りである： 
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M/M ＳＣＵは，ＤＩＭＳＥサービスをサポートするが，しかしアソシエーション上でそ

れを使用する必要はない。ＳＣＰは，ＤＩＭＳＥサービスをサポートする。 

U/M ＳＣＵは，ＤＩＭＳＥサービスをサポートし使用することがある。ＳＣＰは，ＤＩ

ＭＳＥサービスをサポートする。 

U/U ＳＣＵは，ＤＩＭＳＥサービスをサポートし使用することがある。ＳＣＰは，ＤＩ

ＭＳＥサービスをサポートすることがある。ＳＣＰがＳＣＵによって使用されるＤ

ＩＭＳＥサービスをサポートしない場合は，それは失敗状態を返す。 

複合ＩＯＤに対するモジュールとその使用法は，ＰＳ３．３の中で定義される。正規化ＩＯＤは同様

にモジュールから構築される，しかし使用法は，ＤＩＣＯＭ規格のこの巻の中で属性ごとに明記され

る。次の使用法仕様は，特定のＳＯＰクラス仕様の中で使用法仕様によって取って代わられる場合を

除き，正規化ＩＯＤの全ての属性に適用される。 

正規化ＩＯＤの属性に対する使用法仕様の意味と挙動は，下記の通りである： 

1/1 ＳＣＵは，属性に対して値を提供する。ＳＣＵが値を供給しない場合は，ＳＣＰは

失敗状態（「行方不明属性」，コード 0120H ）を返す。ＳＣＰは，属性をサポート
する。ＳＣＰは属性に対して零値（長さ零そして値なしで提供される属性）をサポ

ートしない。 

3/1 ＳＣＵは，属性に対する値を取得するかあるいは提供することがある。ＳＣＰは属

性をサポートする。ＳＣＰは属性に対して零値（長さ零そして値なしで提供される

属性）をサポートしない。 

-/1 属性のＳＣＵの使用法は，未定義である。ＳＣＰは属性をサポートする。ＳＣＰは

属性に対して零値（長さ零そして値なしで提供される属性）をサポートしない。 

2/2 ＳＣＵは属性に対して値を取得するかあるいは提供する。ＳＣＵは常に属性を提供

する，しかし零値が許される（長さ零そして値なしで提供される属性）。ＳＣＰは，

属性をサポートする，そして属性に対して零値（長さ零そして値なしで提供される

属性）を許す。 

3/2 ＳＣＵは属性に対して値を取得するかあるいは提供することがある。ＳＣＰは属性

をサポートする，そして属性に対して零値（長さ零そして値なしで提供される属性）

を許す。 

-/2 属性のＳＣＵの使用法は未定義である。ＳＣＰは属性をサポートする，そして属性

に対して零値（長さ零そして値なしで提供される属性）を許す。 

3/3 ＳＣＵは属性に対して値を取得するかあるいは提供することがある。ＳＣＰは属性

をサポートすることがある。ＳＣＰがその属性をサポートしない，そしてそれがＳ

ＣＵによって要求される場合には，ＳＣＰは警告状態（「無効な属性値」，コード 
0106H）を返す。ＳＣＰが属性をサポートにしない，そしてＳＣＵはそれを提供する
場合は，その属性は無視される。 

ＳＣＰ使用法タイプ指定が“Ｃ”によって修正される場合には（例えば，3/1C），上に述べた仕様は，
指定条件に合致する場合にはＳＣＰは属性をサポートするという必要条件を含むために修正される。 
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６ ＤＩＣＯＭ情報モデル 

ＤＩＣＯＭの情報モデルは，医用画像の通信に関係する情報の構造および組織を定義する。図６－１

は，ＤＩＣＯＭ情報モデルの主要構造間の関係を示す。 

サービスクラス仕様

関係する・・を

指定する

ＳＯＰクラス

として定義される

に適用する
サービスグループ

の集合である

ＤＩＭＳＥサービス

または媒体保存サービス
属性

含む

情報オブジェクト定義

1

n

1

1

1

n n

1

1

1 1

 

図６－１ ＤＩＣＯＭ情報モデルの主要構造 

６．１ 情報オブジェクト定義 

情報オブジェクト定義（ＩＯＤ）は，実世界オブジェクトについての情報を明記するために使用され

るオブジェクト指向抽象的データモデルである。ＩＯＤは，交換されるべき情報の共通の考え方を持

つ通信する応用エンティティを提供する。 

ＩＯＤは，実世界のオブジェクトの特定インスタンスを表現するのではなく，むしろ同じ性質を共有

する実世界オブジェクトのクラスを表現する。実世界オブジェクトの単一のクラスを表現するために

使用されるＩＯＤは，正規化情報オブジェクトと呼ばれる。関係する実世界オブジェクトについての

情報を含むＩＯＤは，複合情報オブジェクトと呼ばれる。 

６．１．１ 複合ＩＯＤ 

複合ＩＯＤは，実世界のＤＩＣＯＭモデルにおける幾つかのエンティティの部分を表現する情報オブ

ジェクト定義である。（ＰＳ３．３参照）。そのようなＩＯＤは，ＩＯＤが表現する実世界オブジェ

クトの中で固有でない，むしろ関係する実世界オブジェクトの中で固有である属性を含む。 
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これらの関係する実世界オブジェクトは，交換される情報に対して完全なコンテキストを提供する。

複合ＩＯＤのインスタンスが通信されるとき，この全体のコンテキストが応用エンティティ間で交換

される。複合ＩＯＤインスタンス間の関係は，このコンテキスト情報の中で伝達される。 

注： １．ＩＯＤインスタンスの実際の通信は，ＳＯＰインスタンス経由である。 

 ２．複合ＳＯＰインスタンスが実際に関係しているときは何時でも，コンテキスト情報の幾つかは冗長で
ある（即ち，同じ実世界オブジェクトについての同じ情報が，複数のＳＯＰインスタンスの中に含まれる）。 

複合ＩＯＤはＰＳ３．３の中で明記される。 

６．１．２ 正規化ＩＯＤ 

正規化ＩＯＤは，実世界のＤＩＣＯＭモデルにおける単一のエンティティを一般的に表現する情報オ

ブジェクト定義である。 

この規格の中では，正規化オブジェクト定義の厳密な定義は適応されていない。厳密な定義の適用は

しばしば不必要な複雑さをまねき，幾つかの応用に対して実装の性能を低下させる。 

正規化ＩＯＤのインスタンスが通信されるとき，そのインスタンスに対するコンテキストは実際には

交換されない。その代わりに，コンテキストは関係する正規化ＩＯＤインスタンスへのポインタの使

用を通して提供される。 

正規化ＩＯＤはＰＳ３．３の中で明記される。 

６．２ 属性 

ＩＯＤの属性は，実世界オブジェクトインスタンスの性質を記述する。関係する属性は，ＰＳ３．３

の中で見いだされるモジュール仕様の中で文書化される意味のより高いレベルを表現するモジュール

の中に分類される。 

属性は規則，ＰＳ３．５の中で指定される値表現および値多重度の概念，を使用して，データ要素と

して符合化される。特定データ要素のために，データ要素の値表現と値多重度が，ＰＳ３．６におい

てデータ辞書の中で明記される。 

６．３ オンライン通信および媒体保存サービス 

オンライン通信に対して，ＤＩＭＳＥサービスは，ネットワークまたは２点間インタフェースを横切

って操作または通知を起動することをＤＩＣＯＭ応用エンティティに許す。ＤＩＭＳＥサービスはＰ

Ｓ３．７の中で定義される。 

媒体保存相互交換に対して，媒体保存サービスは，媒体保存関係操作を起動することをＤＩＣＯＭ応

用エンティティに許す。 

媒体保存サービスはＰＳ３．１０の中で検討される。 

６．３．１ ＤＩＭＥＳ－Ｃサービス 

ＤＩＭＥＳ－Ｃサービスは，複合ＩＯＤにのみ適用可能なサービスである。ＤＩＭＥＳ－Ｃは操作サ

ービスのみを提供する。 

６．３．２ ＤＩＭＥＳ－Ｎサービス 

ＤＩＭＥＳ－Ｎサービスは，正規化ＩＯＤにのみ適用可能なサービスである。ＤＩＭＥＳ－Ｎは操作

および通知サービスの両方を提供する。 
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６．４ ＤＩＭＳＥサービスグループ 

ＤＩＭＳＥサービスグループは，ＩＯＤに適用可能な，ＰＳ３．７の中で定義される一つ以上の操作

／通知を明記する。 

ＤＩＭＳＥサービスグループは，ＤＩＣＯＭ規格のこの巻の中で，サービス－オブジェクト対クラス

の仕様の中で定義される。 

６．５ サービス－オブジェクト対（ＳＯＰ）クラス 

サービス－オブジェクト対（ＳＯＰ）クラスは，ＩＯＤおよびＤＩＭＳＥサービスグループの結合に

よって定義される。ＳＯＰクラス定義は，ＤＩＭＳＥサービスグループまたはＩＯＤの属性の中でサ

ービスの使用を限定することがある規則および意味を含む。 

ＳＯＰクラスの選択が，それらの相互作用をサポートする能力の同意した集合を確立するために，応

用エンティティによって使用される。ＰＳ３．７の中で記述されるように，この折衝はアソシエーシ

ョン確立時に実行される。拡張折衝は，ＳＯＰクラス内で特定の任意選択について更に同意すること

を，応用エンティティに許す。 

注： ＤＩＣＯＭ情報モデルの中で定義されるＳＯＰクラスは，ＩＳＯ／ＯＳＩ用語の中で管理されたオブジェ
クトクラスに等しい。オブジェクト指向用語に精通した読者は，オブジェクトクラスの方法を形成するも

のとしてＳＯＰクラス操作（および通知）を認識するであろう。 

６．５．１ 正規化および複合ＳＯＰクラス 

ＤＩＣＯＭは，ＳＯＰクラスの二つのタイプ，正規化および複合を定義する。正規化ＳＯＰクラスは，

正規化ＩＯＤおよびＤＩＭＥＳ－Ｎサービスの集合の結合として定義される。複合ＳＯＰクラスは，

複合ＩＯＤおよびＤＩＭＥＳ－Ｃサービスの集合の結合として定義される。 

注： ＳＯＰクラス仕様は，ＤＩＣＯＭ適合性必要条件を定義するために中心的な役割を行う。それは，彼等が
適合性を主張することがあるこの規格のよく定義された応用レベルサブセットを選択することを，ＤＩＣ

ＯＭ応用エンティティに許す。ＰＳ３．２を参照。 

６．６ アソシエーションの折衝 

アソシエーションの確立は，同位のＤＩＣＯＭ準拠応用エンティティの間の通信の最初の段階である。

応用エンティティは，どのＳＯＰクラスが交換されることができるか，そしてどのようにこのデータ

が符合化されるかを折衝するために，アソシエーションの確立を使用する。 

アソシエーション折衝は，ＰＳ３．７の中で定義される。 

６．７ サービスクラス仕様 

サービスクラス仕様は，通信している応用エンティティによって遂行されるべき特定の機能に関係し

た一つ以上のＳＯＰクラスのグループを定義する。サービスクラス仕様は，また，一つ以上のＳＯＰ

クラスへの適合性のいくつかの予め定義されたレベルを明言することを，実装に許す規則を定義する。

応用は，サービスクラス利用者（ＳＣＵ）またはサービスクラス提供者（ＳＣＰ）の何れかとして，

ＳＯＰクラスに適合することがある。 

サービスクラス仕様はＤＩＣＯＭ規格のこの巻の中で定義される。 

注： 同位の応用エンティティ間のそのような相互作用は，「クライアント／サーバーモデル」上で動作する。
ＳＣＵが「クライアント」として機能し，一方ＳＣＰが「サーバー」として機能する。ＳＣＵ／ＳＣＰ役
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割はアソシエーションの確立の間に決定される。 

７ 実世界のＤＩＣＯＭモデル 

ＤＩＣＯＭ規格の範囲内で，関連した実世界オブジェクトおよびそれらの関係を識別する実世界のＤ

ＩＣＯＭの考え方は，ＰＳ３．３の実世界のＤＩＣＯＭモデルの節において記述される。 

この節はＤＩＣＯＭ規格によって明記される種々のＩＯＤおよびそれらの関係を識別するＤＩＣＯＭ

情報モデルも同様に記述する。 
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付属書Ａ（規格） 確認サービスクラス 

Ａ．１ 概要 

Ａ．１．１ 適用範囲 

確認サービスクラスは，同位のＤＩＣＯＭ ＡＥ間の応用レベル通信を確認するサービスを定義する。
この確認はＣ－ＥＣＨＯ ＤＩＭＳＥ－Ｃサービスを使用して確立されたアソシエーション上で達成
される。 

Ａ．２ ＳＣＵ／ＳＣＰの挙動 

確認ＳＯＰクラスＳＣＵ役割をサポートするＤＩＣＯＭ ＡＥは，通信の確認を遠隔ＤＩＣＯＭ ＡＥ
に要求する。この要求はＣ－ＥＣＨＯ要求プリミティブを使用して実行される。確認ＳＯＰクラスＳ

ＣＰ役割をサポートする遠隔ＤＩＣＯＭ ＡＥは，Ｃ－ＥＣＨＯ応答プリミティブを発行する。Ｃ－Ｅ
ＣＨＯ確認の受信を受けて，ＳＣＵは確認が完了したことを決定する。Ｃ－ＥＣＨＯプリミティブの

仕様については，ＰＳ３．７を参照すること。 

Ａ．３ ＤＩＭＳＥ－Ｃサービスグループ 

Ｃ－ＥＣＨＯ ＤＩＭＳＥ－Ｃサービスは，同位のＤＩＣＯＭ ＡＥ間の通信を確認するために使用さ
れる機構である。Ｃ－ＥＣＨＯサービスおよびプロトコルパラメタは，ＰＳ３．７の中で定義される

ものが必要とされる。 

Ａ．４ 確認ＳＯＰクラス 

確認ＳＯＰクラスは，Ｃ－ＥＣＨＯ ＤＩＭＳＥ－Ｃサービスから構成される。結合する情報オブジェ
クト定義は定義されない。ＳＯＰクラスＵＩＤは “1.2.840.10008.1.1” である。 

特殊化ＳＯＰクラスおよび／またはメタＳＯＰクラスは確認ＳＯＰクラスに対して定義されていない。 

Ａ．５ アソシエーションの折衝 

アソシエーションの確立は，同位のＤＩＣＯＭ ＡＥ間の通信の全てのインスタンスの最初の段階であ
る。次の折衝規則が，確認ＳＯＰクラスをサポートするＤＩＣＯＭ ＡＥに適用される。 

― Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ要求の中で，アソシエーション要求側（確認ＳＣＵ役割）は，プレゼ
ンテーションコンテキストの中で，確認ＳＯＰクラスに対する抽象構文を伝達する。抽象構文

名は確認ＳＯＰクラスＵＩＤと等価である。 

― Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ応答の中で，アソシエーション受諾側（確認ＳＣＰ役割）は，プレゼ
ンテーションコンテキストの中で，サポートされる確認ＳＯＰクラスに対する抽象構文を受諾

する。 

確認ＳＯＰクラスに特有の応用アソシエーション情報は使用されない。 

Ａ．６ 適合性 

Ａ．６．１ ＳＣＵ役割をサポートする場合の適合性 

確認ＳＯＰクラスＳＣＵ役割に適合する実装は下記に合致する： 

― 節Ａ．３のＤＩＭＳＥサービスグループによって定義されるＣ－ＥＣＨＯサービス必要条件 
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― 節Ａ．５の中で定義されるアソシエーション折衝規則 

Ａ．６．２ ＳＣＰ役割をサポートする場合の適合性 

確認ＳＯＰクラスのＳＣＰの役割に適合する実装は下記に合致する： 

― 節Ａ．３のＤＩＭＳＥサービスグループによって定義されるＣ－ＥＣＨＯ操作規則 

― 節Ａ．５の中で定義されるアソシエーション折衝規則 

Ａ．６．３ 適合性宣言 

実装は，ＳＣＵ，ＳＣＰ，またはその両方として確認ＳＯＰクラスに適合することがある。適合性宣

言はＰＳ３．２の中で定義される書式である。 
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付属書Ｂ（規格） 保存サービスクラス 

Ｂ．１ 概要 

Ｂ．１．１ 適用範囲 

保存サービスクラスは，ＡＣＲ－ＮＥＭＡ 300-1988 と機能的に同様の方法の中で，画像の単純な転送
を容易にする応用レベルのサービスのクラスを定義する。それは一つのＤＩＣＯＭ ＡＥがもう一つの
ＤＩＣＯＭ ＡＥに画像を送ることを可能にする。 

Ｂ．１．２ サービス定義 

二つの同位ＤＩＣＯＭ ＡＥが，一つがＳＣＵの役割を担当する，そして一つがＳＣＰの役割を担当す
る保存サービスクラスのＳＯＰクラスを実装する。保存サービスクラスのＳＯＰクラスは，Ｃ－ＳＴ

ＯＲＥ ＤＩＭＳＥ－Ｃサービスを使用して実装される。Ｃ－ＳＴＯＲＥは，ＰＳ３．７の中で記述さ
れる。Ｃ－ＳＴＯＲＥの成功終了は，以下の意味をもつ： 

― ＳＣＵとＳＣＰの両方が，保存されるべき情報のタイプをサポートする。 

― 情報は何らかの媒体の中に保存される。 

― 幾つかの時間フレームで，情報はアクセスされることがある。 

注： 保存ＳＯＰクラスに対するサポートは，問合せ／取得サービスクラスのＳＯＰクラスに対するサポートを
含むことを必要としない。情報がアクセスされることがある方法は実装に依存する。幾つかのアクセス方

法が存在することが要求される。この方法は，保存サービスクラスのＳＣＰにおいて実装に依存した操作

を必要とすることがある。保存の期間も同様に実装に依存するが，ＳＣＰの適合性宣言の中に記述される。

保存ＳＯＰクラスは種々の環境で使用されることを意図される：例えば，モダリティでは画像をワークス

テーションまたは保管庫に転送すること，保管庫では画像をワークステーションに転送することまたはモ

ダリティに送り返すこと，ワークステーションでは処理画像を保管庫に転送すること等である。 

Ｂ．２ 挙動 

この節は，保存サービスクラスのＳＯＰクラスに対してＳＣＵおよびＳＣＰの挙動を議論する。Ｃ－

ＳＴＯＲＥ ＤＩＭＳＥ－Ｃサービスは，ＰＳ３．７の中で記述されるように，同位のＤＩＣＯＭ Ａ
Ｅ間でＳＯＰインスタンスを転送するために使用される機構である。 

Ｂ．２．１ ＳＣＵの挙動 

ＳＣＵは，対応するＩＯＤの必要条件に合致するＳＯＰインスタンスをもつＣ－ＳＴＯＲＥ ＤＩＭＳ
Ｅサービスを呼び出す。ＳＣＵは，Ｃ－ＳＴＯＲＥサービスの状態を認識する，そしてサービスの成

功または失敗に適切な行動をとる。 

注： １．適切な行動は実装に依存する。ＳＣＵは成功および失敗Ｃ－ＳＴＯＲＥ応答を区別する必要がある。
適切な行動は応用に従って異なることがあるが，ＳＣＵの適合性宣言の中に記述される。 

 ２．ＳＣＵは，同様に分離された検査管理ＳＯＰクラスのＳＣＵであるが，付属書Ｆの中に明記されるよ
うに検査識別情報に写像するために特別な必要条件に合致することが必要である。 

Ｂ．２．２ ＳＣＰの挙動 

保存ＳＯＰクラスのＳＣＰは，Ｃ－ＳＴＯＲＥサービスに対して実行側ＤＩＭＳＥサービス利用者と

して行動する。このサービスを成功して実行することによって，ＳＣＰはＳＯＰインスタンスが成功

して保存されたことを示す。 
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Ｂ．２．３ 状態 

表Ｂ．２－１はＣ－ＳＴＯＲＥ応答の中で返されることが状態コード値を定義する。一般状態コード

値および状態コード値に関係した領域はＰＳ３．７の中で定義される。 

表Ｂ．２－１ Ｃ－ＳＴＯＲＥ状態 

サービス状態 詳細な意味 プロトコルコード 関連領域 
拒絶された 資源なし A7xx (0000,0902) 
エラー データ集合がＳＯＰクラスに合わな

い 
A9xx (0000,0901) 

(0000,0902) 
 理解できない Cxxx (0000,0901) 

(0000,0902) 
警告 データ要素の強制 B000 (0000,0901) 

(0000,0902) 
 データ集合がＳＯＰクラスに合わな

い 
B007 (0000,0901) 

(0000,0902) 
 要素が放棄された B006 (0000,0901) 

(0000,0902) 
成功  0000 なし 

 

Ｂ．３ アソシエーションの折衝 

保存ＳＯＰクラスのＳＣＰは，ＳＯＰクラスに特有のＳＯＰインスタンス上に操作する。これらは，

ＰＳ３．７に定義されるＳＯＰクラス拡張折衝副項目を使用することがある。この副項目は，ＳＯＰ

クラス仕様に特有の応用情報を交換することをＤＩＣＯＭ ＡＥに許す。これは，サービスクラス応用
情報領域を定義することによって達成される。 

ＳＯＰクラス拡張折衝副項目折衝は，保存に基づくＳＯＰクラスに対しては任意選択である。 

次の折衝規則が，保存サービスクラスの全てのＤＩＣＯＭ ＳＯＰクラスおよび特殊化ＤＩＣＯＭ Ｓ
ＯＰクラスに適用される。 

Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ要求におけるアソシエーション要求側（保存ＳＣＵ役割）は下記を伝達する： 

― 保存サービスクラスのサポートするＳＯＰクラスおよび／またはメタＳＯＰクラスの各々に
対して，プレゼンテーションコンテキストの中で，一つの抽象構文 

― 任意選択として，保存サービスクラスのサポートするＳＯＰクラスおよび／またはメタＳＯＰ
クラスの各々に対して，一つのＳＯＰクラス拡張折衝副項目。 

Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ要求におけるアソシエーション受諾側（保存ＳＣＰ役割）は下記を受諾する： 

― 保存サービスクラスのサポートするＳＯＰクラスおよび／またはメタＳＯＰクラスの各々に
対して，プレゼンテーションコンテキストの中で，一つの抽象構文。 

― 任意選択として，保存サービスクラスのサポートするＳＯＰクラスおよび／またはメタＳＯＰ
クラスラスの各々に対して，一つのＳＯＰクラス拡張折衝副項目。 
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Ｂ．３．１ 拡張折衝 

アソシエーションの確立時に，実装は，ＰＳ３．７およびＰＳ３．８の中で記述されるように，彼等

の個別の能力についての情報を交換することがある。ＳＣＵとＳＣＰは，適合性のレベルとサポート

する任意選択についての情報を交換するために，ＰＳ３．７に記述されるように，ＳＯＰクラス拡張

折衝副項目構造を使用することがある。 

拡張折衝は，任意選択である。ＳＣＵまたはＳＣＰの何れかが拡張折衝をサポートしない場合には，

省略時選択が適用される。 

Ｂ．３．１．１ サービスクラス応用情報（Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ－ＲＱ） 

ＳＯＰクラス拡張折衝副項目は，ＰＳ３．７によって定義される必須領域のシーケンスで作られる。

表Ｂ．３－１は，Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ－ＲＱにおける保存サービスクラスのＳＯＰクラスに対す

るＳＯＰクラス拡張折衝副項目のサービスクラス応用情報領域の書式を示す。 

表Ｂ．３－１ サービスクラス応用情報（Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ－ＲＱ） 

項目バイト 領域名 領域の記述 
１ サポートのレ

ベル 
このバイト領域はアソシエーション要求側のサポートする保存レベ

ルを定義する。それは符号なし２進整数として符号化される，そして

次の値の一つを使用する： 
0 －レベル０ ＳＣＰ 
1 －レベル１ ＳＣＰ 
2 －レベル２ ＳＣＰ 
3 －非適用 アソシエーション要求側はＳＣＵのみである。 
拡張折衝がサポートされない場合は，省略時選択は３の値を持つ。

２ 予約済み この予約済み領域は値 00H を送るが，受信時にこの値を試験しない
３ デジタル署名

サポートのレ

ベル 

レベル２のＳＣＰはこのバイト領域でその挙動をさらに定義するこ

とがある。 
0 – 署名レベルは指定されない，ＡＥはＳＣＵだけであるか，あるい
はＡＥはレベル２のＳＣＰではない。 
1 – 署名レベル１ 
2 – 署名レベル２ 
3 – 署名レベル３ 
拡張折衝がサポートされない場合には，省略時は 0 の値を持つ。 

４ 予約済み この予約済み領域は値 00H を送るが，受信時にこの値を試験しない
５ 要素の強制 このバイト領域はアソシエーション要求側がデータ要素を強制する

ことがあるか否か定義する。それは符号なし２進整数として符号化さ

れる，そして次の値の一つを使用する： 
0 －データ要素を強制しない 
1 －データ要素を強制することがある 
2 －非適用 アソシエーション要求側はＳＣＵのみである。 
拡張折衝がサポートされない場合は，省略時選択は２の値を持つ。

６ 予約済み この予約済み領域は値 00H を送るが，受信時にこの値を試験しない
 

Ｂ．３．１．２ サービスクラス応用情報（Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ－ＡＣ） 

ＳＯＰクラス拡張折衝副項目は，ＰＳ３．７によって定義される必須領域のシーケンスで作られる。
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表Ｂ．３－２は，Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ－ＡＣにおける保存サービスクラスのＳＯＰクラスに対す

るＳＯＰクラス拡張折衝副項目のサービスクラス応用情報領域の書式を示す。 

表Ｂ．３－２ サービスクラス応用情報（Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ－ＡＣ） 

項目バイト 領域名 領域の記述 
１ サポートのレ

ベル 
このバイト領域はアソシエーション受諾側がサポートする保存レベ

ルを定義する。それは符号なし２進整数として符号化される，そして

次の値の一つを使用する： 
0 －レベル０ ＳＣＰ 
1 －レベル１ ＳＣＰ 
2 －レベル２ ＳＣＰ 
3 －非適用 アソシエーション受諾側はＳＣＵのみである。 
拡張折衝がサポートされない場合は，この拡張折衝に基づくアソシエ

ーション受諾側の能力について，アソシエーション要求側によって推

定はされない。 
２ 予約済み この予約済み領域は値 00H を送るが，受信時にこの値を試験しない
３ デジタル署名

サポートのレ

ベル 

レベル２のＳＣＰはこのバイト領域でその挙動をさらに定義するこ

とがある。 
0 – 署名レベルは指定されない，ＡＥはＳＣＵだけであるか，あるい
はＡＥはレベル２のＳＣＰではない。 
1 – 署名レベル１ 
2 – 署名レベル２ 
3 – 署名レベル３ 
拡張折衝がサポートされない場合には，この拡張折衝に基づいたアソ

シエーション受諾側の能力に関する仮定を，アソシエーション依頼側

は作らない。 
４ 予約済み この予約済み領域は値 00H を送るが受信時にこの値を試験しない 
５ 要素の強制 このバイト領域は，アソシエーション受諾側がデータ要素を強制する

ことがあるか否か定義する。それは符号なし２進整数として符号化さ

れる，そして次の値の一つを使用する： 
0 －データ要素を強制しない 
1 －データ要素を強制することがある 
2 －非適用 アソシエーション受諾側はＳＣＵのみである。 
拡張折衝がサポートされない場合は，この拡張折衝に基づくアソシエ

ーション受諾側の能力について，アソシエーション要求側によって推

定はされない。 
６ 予約済み この予約済み領域は値 00H を送るが，受信時にこの値を試験しない
 

Ｂ．４ 適合性 

保存サービスクラスに適合する実装は，下記に合致する： 

― 節Ｂ．２の中で定義されるＣ－ＳＴＯＲＥサービス必要条件 

― 節Ｂ．３の中で定義されるアソシエーション必要条件 



  PS 3.4-2001 翻訳原稿 

   2002/09/06 19

Ｂ．４．１ ＳＣＰとしての適合性 

ＳＣＰとしての保存ＳＯＰクラスへの適合性の三つのレベルが提供されることがある： 

― レベル０（局所）。レベル０の適合性は，画像の属性の利用者定義副集合が保存されるであろ
う，そしてそれ以外は破棄されるであろうことを示す。この属性の副集合は，実装者の適合性

宣言の中で定義される。 

― レベル１（基礎）。レベル１の適合性は，ＳＯＰクラスに関連するＩＯＤの中で定義される全
てのタイプ１および２属性が保存されるであろう，そしてアクセスされることがあることを示

す。他の全ての要素は破棄されことがある。ＳＣＰは，ＳＯＰインスタンスの属性がＩＯＤの

必要条件に合致することを確認することがあるが，しかし必要とはされない。 

― レベル２（全部）。レベル２の適合性は，ＳＯＰクラスに関連する情報オブジェクト定義の中
で定義される全てのタイプ１，タイプ２およびタイプ３属性が保存されるであろう，そしてア

クセスされることがあることを示す。ＳＣＰは，ＳＯＰインスタンスの属性がＩＯＤの必要条

件に合致することを確認することがあるが，しかし必要とはされない。 

適合性の何れのレベルでも，保存サービスクラスのＳＣＰが，ＳＯＰインスタンスをＳＣＰの問合せ

モデルに強制するために特定の属性の値を変更することがある。変更されることがある属性は下記の

ものである： 

属性 タグ 
患者ＩＤ (0010,0020) 
検査インスタンスＵＩＤ (0020,000D) 
シリーズインスタンスＵＩＤ (0020,000E) 

 

ＳＣＰがこのような変更を行う場合，警告の状態をもつＣ－ＳＴＯＲＥ応答を返す。 

注： １．これらの属性の変更は，ＳＣＰが問合せ／取得ＳＯＰクラスのＳＣＰである場合にも必要であること
がある。これらのＳＯＰクラスは，この規格の中で記述される。例えば，ＭＲスキャナは，ＭＲで生成さ

れた画像のために検査インスタンスＵＩＤを生成するように実装されることがある。これらの画像がＨＩ

Ｓ／ＲＩＳに監視された保管庫に送られる場合，ＰＡＣＳによって検査に対して割り当てられた検査のＵ

ＩＤに変更することを選択する場合がある。この強制を実行する機構は実装に依存する。 

 ２．他の属性が保存ＳＯＰクラスのＳＣＰによって変更／強制されることがある。 

 

レベル２（Ｆｕｌｌ）保存サポートへの適合性を主張するＳＣＰに対して，デジタル署名サポートの

３レベルが定義される。 

署名レベル１。ＳＣＰはデジタル署名を維持しないことがある，そしてそれらを置換えない。 

署名レベル２。ＳＣＰは到来するデジタル署名の完全性を維持しない，しかし，保存されてい

るＳＯＰインスタンスの署名を確認し，保存されたデータの完全性を保証するために実装特有

の手段を取り，ＳＯＰインスタンスを他のところに送信する前に置換デジタル署名を追加する

だろう。 

署名レベル３。ＳＣＰは到来するデジタル署名の完全性を維持する（即ち，ビットを維持し，

全ての属性を，それらがＩＯＤの中で定義されているかどうかにかかわらず，保存し取得する）。 



  PS 3.4-2001 翻訳原稿 

   2002/09/06 20

Ｂ．４．２ ＳＣＵとしての適合性 

ＳＣＵは，ＳＯＰクラスに関連するＩＯＤの必要条件に合致するＳＯＰインスタンスをもつＣ－ＳＴ

ＯＲＥ要求のみを生成する。 

Ｂ．４．３ 適合性宣言要求事項 

実装は，ＳＣＵ，ＳＣＰまたは両方として保存サービスクラスのＳＯＰクラスに適合することがある。

適合性宣言はＰＳ３．２の中で定義される書式である。 

Ｂ．４．３．１ ＳＣＵについての適合性宣言 

次の論点が，ＳＣＵとして保存ＳＯＰクラスへの適合性を主張する実装の適合性宣言の中に文書化さ

れる： 

― 成功Ｃ－ＳＴＯＲＥ応答の場合におけるＳＣＵの挙動が記述される。 

― 失敗Ｃ－ＳＴＯＲＥ応答の各々の場合におけるＳＣＵの挙動が記述される。 

― Ｃ－ＳＴＯＲＥ操作への応答の中で受信される警告状態の場合におけるＳＣＵの挙動。 

― 拡張折衝がサポートされているか否か。 

― サポートされる各ＩＯＤに対して保存ＳＯＰインスタンスの中に含まれることがある任意選
択要素が列挙される。 

Ｂ．４．３．２ ＳＣＰに対する適合性宣言 

次の論点が，ＳＣＰとしての保存ＳＯＰクラスへの適合性を主張する実装の適合性宣言の中に文書化

される： 

― 節Ｂ．４．１によって定義される適合性のレベルが記述される。 

－ 節Ｂ．４．１によって定義されるデジタル署名サポートのレベルが記述される。― 破棄さ
れるであろう任意選択要素が（ある場合は），サポートされる各ＩＯＤに対して列挙される。

適合性宣言は属性非可逆画像圧縮 (0028,2110) に関する方針を文書化する。 

― 成功Ｃ－ＳＴＯＲＥ操作の場合におけるＳＣＰの挙動が記述される。これは下記を含む： 

― 保存ＳＯＰインスタンスに対するアクセス方法 

― 保存の期間 

― 失敗Ｃ－ＳＴＯＲＥ応答状態のそれぞれの場合の意味が，適切な回復行動と同様に記述される。 

― 警告Ｃ－ＳＴＯＲＥ応答状態のそれぞれの場合の意味が，適切な行動と同様に記述される。 

― ＳＣＰが属性に強制を行う場合は，これが記述される，そしてそれが発生することがある条件
を記述する。 

Ｂ．４．４ 特殊化適合性 

実装は，保存されるべきＳＯＰインスタンスの適切なスーパーセットを用意することによって特殊化

ＳＯＰクラス適合性を提供することがある。この付属書の中で定義されるＳＯＰクラスの一つに，特

殊化ＳＯＰクラス適合性を提供する実装は，次の節の中で記述されるとおりに適合している，そして

次の節の中に記述される情報を適合性宣言内に含んでいる。 

実装は，ＳＣＵ，ＳＣＰまたはその両方として標準ＳＯＰクラスの特殊化に適合することを許される。
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適合性宣言はＰＳ３．２の中で定義される書式である。 

Ｂ．４．４．１ 特殊化ＳＯＰクラス識別 

標準ＳＯＰクラスを特殊化する実装は，標準ＳＯＰクラスの異形態の副クラスとしてその特殊化を定

義する。特殊化はそれ自体，それ自身固有のＳＯＰクラス識別子を持つ。 

適合性宣言は，ＰＳ３．２の中で定義されるように，特殊化ＳＯＰクラスを識別するＳＯＰ名とＳＯ

ＰクラスＵＩＤを宣言するＳＯＰクラス識別宣言を含む。ＳＯＰ名は固有であることが保証されない

が（実装者がその版権を得ない限りは），しかしＳＯＰクラスの非公式な識別を提供する。ＳＯＰク

ラスＵＩＤは，特殊化ＳＯＰクラスを唯一に識別できる，そしてＰＳ３．５の中で明記されるＤＩＣ

ＯＭ ＵＩＤの必要条件に適合する。 

Ｂ．４．４．２ 特殊化情報オブジェクト定義 

標準ＳＯＰクラスは，追加の私用属性をサポートすることによって特殊化されることがある。ＳＣＵ

操作宣言は，これらの特殊化を記述する，そしてＰＳ３．２の中で定義される書式である。この宣言

に続き，ＳＯＰインスタンスとともに送られるまたは保存される属性のリストがある。 

Ｂ．５ 標準ＳＯＰクラス 

保存サービスクラスの中のＳＯＰクラスは，保存されるべき複合ＩＯＤを識別する。表Ｂ．５－１は

標準ＳＯＰクラスを識別する。 

表Ｂ．５－１ 標準ＳＯＰクラス 

ＳＯＰクラス名 ＳＯＰクラスＵＩＤ ＩＯＤ仕様 
（ＰＳ３．３で定義される） 

コンピューティッドラジオグ

ラフィ画像保存 
1.2.840.10008.5.1.4.1.1.1  

ＣＴ画像保存 1.2.840.10008.5.1.4.1.1.2  
ＭＲ画像保存 1.2.840.10008.5.1.4.1.1.4  
核医学画像保存 1.2.840.10008.5.1.4.1.1.20  
ポジトロンエミッショントモ

グラフィ画像保存 
1.2.840.10008.5.1.4.1.1.128  

ＲＴ画像保存 1.2.840.10008.5.1.4.1.1.481.1  
ＲＴ線量保存 1.2.840.10008.5.1.4.1.1.481.2  
ＲＴ構造集合保存 1.2.840.10008.5.1.4.1.1.481.3  
ＲＴビーム治療記録保存 1.2.840.10008.5.1.4.1.1.481.4  
ＲＴ計画保存 1.2.840.10008.5.1.4.1.1.481.5  
ＲＴ近接照射治療記録保存 1.2.840.10008.5.1.4.1.1.481.6  
ＲＴ治療要約記録保存 1.2.840.10008.5.1.4.1.1.481.7  
二次取得画像保存 1.2.840.10008.5.1.4.1.1.7  
複数フレームシングルビット

二次取得画像保存 
1.2.840.10008.5.1.4.1.1.7.1 複数フレームシングルビット二次取

得画像 
複数フレームグレースケール

バイト二次取得画像保存 
1.2.840.10008.5.1.4.1.1.7.2 複数フレームグレースケールバイト

二次取得画像 



  PS 3.4-2001 翻訳原稿 

   2002/09/06 22

複数フレームグレースケール

ワード二次取得画像保存 
1.2.840.10008.5.1.4.1.1.7.3 複数フレームグレースケールワード

二次取得画像 
複数フレームトゥルーカラー

二次取得画像保存 
1.2.840.10008.5.1.4.1.1.7.4 複数フレームトゥルーカラー二次取

得画像 
ハードコピーグレースケール

画像保存 
1.2.840.10008.5.1.1.29  

ハードコピーカラー画像保存 1.2.840.10008.5.1.1.30  
独立カーブ保存 1.2.840.10008.5.1.4.1.1.9  
１２リードＥＣＧ波形保存 1.2.840.10008.5.1.4.1.1.9.1.1 １２リードＥＣＧ波形 
一般ＥＣＧ波形保存 1.2.840.10008.5.1.4.1.1.9.1.2 一般ＥＣＧ波形 
歩行ＥＣＧ波形保存 1.2.840.10008.5.1.4.1.1.9.1.3 歩行ＥＣＧ波形 
血行動態波形保存 1.2.840.10008.5.1.4.1.1.9.2.1 血行動態波形 
心臓電気生理学波形保存 1.2.840.10008.5.1.4.1.1.9.3.1 心臓電気生理学波形 
基本音声オーディオ波形保存 1.2.840.10008.5.1.4.1.1.9.4.1 基本音声オーディオ波形 
独立モダリティＬＵＴ保存 1.2.840.10008.5.1.4.1.1.10  
独立オーバレイ保存 1.2.840.10008.5.1.4.1.1.8  
独立ＶＯＩ ＬＵＴ保存 1.2.840.10008.5.1.4.1.1.11  
グレースケールソフトコピー 1.2.840.10008.5.1.4.1.1.11.1 グレースケールソフトコピー提示状

態 
独立ＰＥＴカーブ保存 1.2.840.10008.5.1.4.1.1.129  
保存プリント保存 1.2.840.10008.5.1.1.27  
超音波画像保存 1.2.840.10008.5.1.4.1.1.6 1  
超音波複数フレーム画像保存 1.2.840.10008.5.1.4.1.1.3. 1  
Ｘ線アンギオグラフィ画像保

存 
1.2.840.10008.5.1.4.1.1.12.1  

Ｘ線ラジオフロロスコピィ画

像保存 
1.2.840.10008.5.1.4.1.1.12.2  

デジタルX線画像保存 – 提示
用 

1.2.840.10008.5.1.4.1.1.1.1 ＤＸ ＩＯＤ（B.5.1.1 参照） 

デジタルX線画像保存 – 処理
用 

1.2.840.10008.5.1.4.1.1.1.1.1 ＤＸ ＩＯＤ（B.5.1.1 参照） 

デジタルマンモグラフィ画像

保存 – 提示用 
1.2.840.10008.5.1.4.1.1.1.2 デジタルマンモグラフィＩＯＤ

（B.5.1.2 参照） 
デジタルマンモグラフィ画像

保存 – 処理用 
1.2.840.10008.5.1.4.1.1.1.2.1 デジタルマンモグラフィＩＯＤ

（B.5.1.2 参照） 
デジタル口腔内 X線画像保存 
– 提示用 

1.2.840.10008.5.1.4.1.1.1.3 デジタル口腔内Ｘ線ＩＯＤ（B.5.1.3 
参照） 

デジタル口腔内 X線画像保存 
– 処理用 

1.2.840.10008.5.1.4.1.1.1.3.1 デジタル口腔内Ｘ線ＩＯＤ（B.5.1.3 
参照） 

ＶＬ内視鏡画像保存 1.2.840.10008.5.1.4.1.1.77.1.1 ＶＬ内視鏡画像 
ＶＬ顕微鏡画像保存 1.2.840.10008.5.1.4.1.1.77.1.2 ＶＬ顕微鏡画像 
ＶＬスライド座標微鏡画像保

存 
1.2.840.10008.5.1.4.1.1.77.1.3 ＶＬスライド座標微鏡画像 
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ＶＬ写真画像保存 1.2.840.10008.5.1.4.1.1.77.1.4 ＶＬ写真画像 
基本テキストＳＲ 1.2.840.10008.5.1.4.1.1.88.11 基本テキストＳＲ 
拡張ＳＲ 1.2.840.10008.5.1.4.1.1.88.22 拡張ＳＲ 
包括的ＳＲ 1.2.840.10008.5.1.4.1.1.88.33 包括的ＳＲ 
マンモグラフィＣＡＤ ＳＲ 1.2.840.10008.5.1.4.1.1.88.50 マンモグラフィＣＡＤ ＳＲ ＩＯＤ
キーオブジェクト選択文書 1.2.840.10008.5.1.4.1.1.88.59 キーオブジェクト選択文書 
 

Ｂ．５．１ 標準ＳＯＰクラスの特殊化 

Ｂ．５．１．１ デジタルＸ線画像保存ＳＯＰクラス 

デジタル X線画像保存－提示用ＳＯＰクラスは，提示意図タイプ (0008,0068) に対して FOR 
PRESENTATION の列挙値をもつＤＸ ＩＯＤを使用する。  

デジタル X線画像保存－処理用ＳＯＰクラスは，提示意図タイプ (0008,0068) に対して FOR 
PROCESSING の列挙値をもつＤＸ ＩＯＤを使用する。  

デジタル X線画像保存－処理用ＳＯＰクラスのＳＣＵまたはＳＣＰは，デジタル X線画像保存－提示
用ＳＯＰクラスを同様にサポートする。 

注： １．この必要条件の意図は，ＳＣＵがデジタルＸ線画像保存－処理用ＳＯＰクラスのみをサポートして，
ＳＣＰがデジタルＸ線画像保存－提示用ＳＯＰクラスのみをサポートする，またはその逆の事態を避ける

ことによって，相互運用可能性の有用なレベルを保証することである。それゆえ責務はデジタルＸ線画像

保存－表示用ＳＯＰクラスを「ベースライン」としてサポートすることである。 

２．ＳＣＵかＳＣＰが提示用ＳＯＰクラスを送信するか受信することができなければならないという意味

で，用語「サポート」はこの節の中で使用される。処理用ＳＯＰクラスのインスタンスが送信される場合

に，ＳＣＵが提示用ＳＯＰクラスのインスタンスを常に送信しなければならないと暗黙に定義する意図は

ない。 

また，アソシエーション確立中に，提示用ＳＯＰクラスのためのプレゼンテーションコンテキストを，起

動側が提案しなければならないということを暗黙に定義する意図はない。しかしながら，アソシエーショ

ン受諾側が，処理用ＳＯＰクラスプレゼンテーションコンテキストを受理する，そしてそのＳＯＰクラス

を好む場合には，提示用ＳＯＰクラスプレゼンテーションコンテキストを拒否することがある，その場合

には，提示用オブジェクトを生成することができなければ，後刻にＳＣＵとしてオブジェクトを「渡す」

ことがもはやできないことがある。 

ＳＣＵが処理用と提示用ＳＯＰクラスインスタンスの両方を「サポート」してもしなくても（送信するこ

とができてもできなくても），提案されたプレゼンテーションコンテキストから決定することは，ＳＣＰ

にとっては不可能である。そのような決定は，ＳＣＵが構成され，動作する方法と同様に，ＳＣＵのため

の適合性宣言に含まれている情報についての演繹的な知識を必要とする。両方のＳＯＰクラスをサポート

するＳＣＵは，その特定アソシエーション上で送信することを実際に意図しているインスタンスに依存し

て，アソシエーション確立中に一つあるいは他を単に提案することを決めるだろう，（ＳＣＵは提示用Ｓ

ＯＰクラスのインスタンスを，ＳＣＰが処理用を受諾しない場合，送信することができなければならない

けれども）。 

必要条件の意図は，ＳＣＵが提示用ＳＯＰクラスを送信することのみができる場合，どんなＳＣＰもそれ

を受信することができることを保証されるだろうということである。反対に，ＳＣＰが提示用ＳＯＰクラ

スを受信することのみができる場合，どんなＳＣＵもそれを送信することができることを保証されるだろ

う。 
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Ｂ．５．１．２ デジタルマンモグラフィ画像保存ＳＯＰクラス 

デジタルマンモグラフィ画像保存－提示用ＳＯＰクラスは表示意図タイプ (0008,0068) に FOR 
PRESENTATION の列挙値を持つデジタルマンモグラフィＩＯＤを使用する。  

デジタルマンモグラフィ画像保存－処理用ＳＯＰクラスは表示意図タイプ (0008,0068) に FOR 
PROCESSING の列挙値を持つデジタルマンモグラフィＩＯＤを使用する。  

デジタルマンモグラフィ画像保存－処理用ＳＯＰクラスのＳＣＵまたはＳＣＰは，デジタルマンモグ

ラフィ画像保存－提示用ＳＯＰクラスを同様にサポートする。 

Ｂ．５．１．３ デジタル口腔内Ｘ線画像保存ＳＯＰクラス 

デジタル口腔内 X線画像保存－提示用ＳＯＰクラスは，提示意図タイプ (0008,0068) に対して FOR 
PRESENTATION の列挙値をもつＤＸ ＩＯＤを使用する。  

デジタル口腔内 X線画像保存－処理用ＳＯＰクラスは，提示意図タイプ (0008,0068) に対して FOR 
PROCESSING の列挙値をもつＤＸ ＩＯＤを使用する。  

デジタル口腔内 X線画像保存－処理用ＳＯＰクラスのＳＣＵまたはＳＣＰは，デジタル口腔内 X線画
像保存－提示用ＳＯＰクラスを同様にサポートする。 

Ｂ．５．１．４ グレースケールソフトコピー提示状態保存ＳＯＰクラス 

付属書Ｎを参照。 

Ｂ．５．１．５ 構造化報告書作成保存ＳＯＰクラス 

付属書Ｏの必要条件は，次のＳＯＰクラスに適用される： 

・基本テキストＳＲ 

・拡張ＳＲ 

・包括的ＳＲ 

・マンモグラフィＣＡＤ ＳＲ 

付録Ｏの必要条件は，キーオブジェクト選択文書ＳＯＰクラスには適用されない。 

Ｂ．６ 退役標準ＳＯＰクラス 

表Ｂ．６－１の中のＳＯＰクラスはＤＩＣＯＭ規格の前の版で定義された。それらは現在退役してい

る，そして表Ｂ．５－１の中で示される新しい標準ＳＯＰクラスによって置き換えられた。 

注： 退役ＳＯＰクラスの使用はＤＩＣＯＭによって許されている。しかしながら，新しい実装はより新しいＳ
ＯＰクラスを実装することを強く推奨される。 

表Ｂ．６－１ 退役標準ＳＯＰクラス 

ＳＯＰクラス名 ＳＯＰクラスＵＩＤ 
核医学画像保存 1.2.840.10008.5.1.4.1.1.5 
超音波画像保存 1.2.840.10008.5.1.4.1.1.6 
超音波複数フレーム画像保存 1.2.840.10008.5.1.4.1.1.3 
Ｘ線アンギオグラフィバイプレン画像保存画像保存 1.2.840.10008.5.1.4.1.1.12.3 
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付属書Ｃ（規格） 問合せ／取得サービスクラス 

Ｃ．１ 概要 

Ｃ．１．１ 適用範囲 

問合せ／取得サービスクラスは，ＡＣＲ－ＮＥＭＡ 300-1988 に機能的に類似した方法の中で複合オブ
ジェクトインスタンスの簡単な管理を容易にする応用レベルのサービスのクラスを定義する。許され

る問合せのタイプは複雑ではない。このサービスクラスは，ＳＱＬのような包括的で一般化されたデ

ータベース問合せ機構を提供することを意図していない。それよりも，問合せ／取得サービスクラス

は，共通キー属性の小さい集合を使用した基本複合オブジェクトインスタンス情報の問合せに焦点を

合わせる。 

さらに，問合せ／取得サービスクラスは，複合オブジェクトインスタンスの明確に識別された集合を

取得／転送する能力を提供する。取得／転送能力は，ＤＩＣＯＭ ＡＥが，遠隔ＤＩＣＯＭ ＡＥから
複合オブジェクトインスタンスを取得すること，または遠隔ＤＩＣＯＭ ＡＥに別のＤＩＣＯＭ ＡＥ
への複合オブジェクトインスタンスの転送を開始することを要求することを許す。 

注： ＡＣＲ－ＮＥＭＡ 300-1988 への機能的な類似は，ＤＩＣＯＭへの移行を容易にする。 

Ｃ．１．２ 表記法 

次の表記法が，問合せ／取得情報モデルで用いられるキーのタイプを定義するために使用される。 

 

シンボル 説明 
Ｕ 固有キー属性 
Ｒ 必要キー属性 
Ｏ 任意選択キー属性 

 

Ｃ．１．３ 問合せ／取得情報モデル 

問合せ／取得サービスクラスのＳＣＰとして機能するために，ＤＩＣＯＭ ＡＥは多くの保存複合オブ
ジェクトＳＯＰインスタンスの属性についての情報を保持する。この情報は，明確に定義された問合

せ／取得情報モデルの中に組織化される。問合せ／取得情報モデルは，ＤＩＣＯＭ規格のこの付属書

の中で定義された標準問合せ／取得情報モデル，または実装者の適合性宣言の中で定義された私用問

合せ／取得情報モデルであることがある。 

問合せおよび取得は，明確に定義された情報モデルと対照して実装される。問合せ／取得サービスク

ラスの特定のＳＯＰクラスは，情報モデル定義およびＤＩＭＳＥ－Ｃサービスグループで構成される。

このサービスクラスの中では，情報モデルは他の多くのＤＩＣＯＭサービスクラスの情報オブジェク

ト定義（ＩＯＤ）と同様の役割を果たす。 

Ｃ．１．４ サービス定義 

二つの同位のＤＩＣＯＭ ＡＥが，一つがＳＣＵ役割を担当する，そして一つがＳＣＰ役割を担当する，
問合せ／取得サービスクラスのＳＯＰクラスを実装する。問合せ／取得サービスクラスのＳＯＰクラ

スは，ＰＳ３．７の中で定義されるＤＩＭＳＥ－ＣのＣ－ＦＩＮＤ，Ｃ－ＭＯＶＥ，およびＣ－ＧＥ

Ｔサービスを使用して実装される。 

基礎および拡張挙動の両方が，ＤＩＭＳＥ－ＣのＣ－ＦＩＮＤ，Ｃ－ＭＯＶＥ，およびＣ－ＧＥＴサ
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ービスのために定義される。基礎挙動は，相互運用を容易にするために全ての実装についての適合性

の最小水準を指定する。拡張挙動は，アソシエーション確立時に独立して折衝されることがある追加

機能を提供することで基礎挙動を強化する。 

次のＤＩＭＳＥ－ＣのＣ－ＦＩＮＤ，Ｃ－ＭＯＶＥ，およびＣ－ＧＥＴサービスの記述は，ＳＣＵ／

ＳＣＰの意味の簡単な概要を提供する： 

ａ） Ｃ－ＦＩＮＤサービスは，次の意味を伝達する： 

― ＳＣＵは，ＳＣＰが，要求の識別子の中で明記された全てのキーの照合を，それが所有する情
報に対して，要求の中で明記されたレベル（例えば，患者，検査，シリーズ，または複合オブ

ジェクトインスタンス）まで，遂行することを依頼する。 

注： この付属書の中では，用語「識別子」は，ＰＳ３．７の中で定義されるＣ－ＦＩＮＤ，Ｃ－ＭＯＶＥ，ま
たはＣ－ＧＥＴサービスの識別子サービスパラメタを指す。 

― ＳＣＰは，全てのキー領域および要求された全ての既知属性の値を含む識別子との各々の一致
に対して，Ｃ－ＦＩＮＤ応答を生成する。そのようなすべての応答は，未決定の状態を含むで

あろう。未決定状態は，照合の処理が完了していないことを示す。 

― 照合プロセスが完了したとき，Ｃ－ＦＩＮＤ応答は，成功の状態をもちそして識別子なしで送
られる。 

― Ｃ－ＦＩＮＤ要求への拒絶または失敗応答は，ＳＣＰが要求を処理することができないことを
示す。 

― ＳＣＵは，Ｃ－ＦＩＮＤサービスの処理の間はいつでも，Ｃ－ＦＩＮＤ－ＣＡＮＣＥＬ要求を
発行することによって，Ｃ－ＦＩＮＤサービスを取り消すことがある。ＳＣＰは，全ての照合

を中断して，取消の状態を返す。 

ｂ） Ｃ－ＭＯＶＥサービスは，次の意味を伝達する： 

― ＳＣＵは，取得のレベルでエンティティを識別する固有キー値を供給する。Ｃ－ＭＯＶＥのＳ
ＣＰは，固有キー値によって識別される対応する保存ＳＯＰインスタンスに対して，Ｃ－ＳＴ

ＯＲＥ副操作を開始する。これらのＣ－ＳＴＯＲＥ副操作は，Ｃ－ＭＯＶＥサービスとは異な

るアソシエーション上で発生する。問合せ／取得ＳＯＰクラスのＳＣＰ役割および保存ＳＯＰ

クラスのＳＣＵ役割は，同じシステム上で存在する場合があり，存在しない場合がある異なる

応用によって実行されることがある。Ｃ－ＳＴＯＲＥ副操作の開始機構はＤＩＣＯＭ規格の適

用範囲外である。 

注： これはそれらが同じＡＥタイトルを使用することを暗示しない。Ｃ－ＭＯＶＥ ＳＣＰ適合性への必要条
件については，Ｃ．６．１．２．２．２およびＣ．６．２．２．２．２，Ｃ．６．３．２．２．２を参照

すること。 

― ＳＣＰは，Ｃ－ＳＴＯＲＥ副操作の処理の間， 未決定と等しい状態をもつＣ－ＭＯＶＥへの
応答を，任意選択で生成することがある。これらのＣ－ＭＯＶＥ応答は，残存するＣ－ＳＴＯ

ＲＥ副操作の数および成功，警告および失敗の状態を返しているＣ－ＳＴＯＲＥ副操作の数を

示す。 

― 残存するＣ－ＳＴＯＲＥ副操作の数が零に到達したとき，ＳＣＰは成功，警告，失敗，または
拒絶に等しい状態をもつ最終応答を生成する。この応答は，成功，警告および失敗の状態を返

しているＣ－ＳＴＯＲＥ副操作の数を示すことがある。Ｃ－ＳＴＯＲＥ副操作の状態が失敗で
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あった場合は，ＵＩＤリストが返されるであろう。 

― ＳＣＵは，Ｃ－ＭＯＶＥの処理の間はいつでも，Ｃ－ＭＯＶＥ－ＣＡＮＣＥＬ要求を発行する
ことによって，Ｃ－ＭＯＶＥサービスを取り消すことがある。ＳＣＰは，全ての未完了のＣ－

ＳＴＯＲＥ副操作を終了する，そして取消の状態を返す。 

ｃ） Ｃ－ＧＥＴサービスは，次の意味を伝達する： 

― ＳＣＵは，取得のレベルでエンティティを識別する固有キー値を供給する。ＳＣＰは，固有キ
ー値によって識別される対応する保存ＳＯＰインスタンスに対してＣ－ＳＴＯＲＥ副操作を

発生する。これらのＣ－ＳＴＯＲＥ副操作は，Ｃ－ＧＥＴサービスと同じアソシエーション上

で実行される，そしてＳＣＵ／ＳＣＰの役割はＣ－ＳＴＯＲＥに対して逆であろう。 

― ＳＣＰは，Ｃ－ＳＴＯＲＥ副操作の処理の間に，未決定と等しい状態をもつＣ－ＧＥＴへの応
答を，任意選択で生成することがある。これらのＣ－ＧＥＴ応答は，残存するＣ－ＳＴＯＲＥ

副操作の数，および成功，警告および失敗の状態を返しているＣ－ＳＴＯＲＥ副操作の数を示

す。 

― 残存するＣ－ＳＴＯＲＥ副操作の数が零に達したとき，ＳＣＰは成功，警告，失敗，または拒
絶に等しい状態をもつ最終応答を発生する。この応答は，成功，警告および失敗の状態を返し

ているＣ－ＳＴＯＲＥ副操作の数を示すことがある。Ｃ－ＳＴＯＲＥ副操作の状態が失敗であ

った場合は，ＵＩＤリストが返されるであろう。 

― ＳＣＵは，Ｃ－ＧＥＴの処理の間はいつでも，Ｃ－ＧＥＴ－ＣＡＮＣＥＬ要求を発行すること
によって，Ｃ－ＧＥＴサービスを取り消すことがある。ＳＣＰは，全ての未完了のＣ－ＳＴＯ

ＲＥ副操作を終了する，そして取消の状態を返す。 

Ｃ．２ 問合せ／取得情報モデル定義 

問合せ／取得情報モデルは，アソシエーション確立時に折衝されるＳＯＰクラスによって識別される。

ＳＯＰクラスは，情報モデルおよびＤＩＭＳＥ－Ｃサービスグループの両者で構成される。 

注： このＳＯＰクラスは，問合せ／取得情報モデルのクラスを識別する（即ち，ＳＣＰがそれについての情報
を持つ保存ＳＯＰインスタンスのＳＯＰクラスではない。）。 

問合せ／取得情報モデルは，標準問合せ／取得情報モデルあるいは私用問合せ／取得情報モデルのど

ちらかであることがある。問合せ／取得サービスクラスの標準ＳＯＰクラスに対する情報モデル定義

は，この付属書の中で定義される。私用問合せ／取得情報モデルを使用するためには，私用問合せ／

取得情報モデル定義が提供される。問合せ／取得情報モデル定義は下記を含む： 

― エンティティ／関係モデル定義 

― キー属性定義 

Ｃ．２．１ エンティティ－関係モデル定義 

どんな問合せ／取得情報モデルに対しても，エンティティ－関係モデルは，階層における各レベル（例

えば，患者，検査，シリーズ，複合オブジェクトインスタンス）に対して定義される属性をもつエン

ティティの階層を定義する。 

Ｃ．２．２ 属性定義 

属性は，エンティティ／関係モデルにおける各レベルにおいて定義される。Ｃ－ＦＩＮＤ，Ｃ－ＭＯ

ＶＥ，またはＣ－ＧＥＴコマンドにおける識別子は，問合せ／取得情報モデルにおけるエンティティ
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の属性に対して照合されるべき値を含む。どんな問合せに対しても，属性が返されるエンティティの

集合が，問合せに関連するＳＣＰによって管理されるエンティティ上の対応する一致を持つ識別子の

中で明記されるキー属性の集合によって決定される。 

Ｃ．２．２．１ 属性タイプ 

問合せ／取得情報モデルの中のエンティティの全ての属性は，固有キー，必要キー，または任意選択

キーの何れかである。用語キー属性は，固有，必要，および任意選択キー属性を参照する。 

Ｃ．２．２．１．１ 固有キー 

エンティティ／関係モデルの中の各レベルにおいて，一つの属性が固有キーとして定義される。固有

キー属性の中の単一の値が，指定のレベルにおける単一エンティティを唯一に識別する。すなわち，

同じレベルにおける二つのエンティティが，同じ固有キー値を持つことはない。 

Ｃ－ＦＩＮＤ，Ｃ－ＭＯＶＥ，およびＣ－ＧＥＴ ＳＣＰは，問合せ／取得情報モデルによって定義さ
れる全ての固有キーの存在および一致をサポートする。Ｃ－ＦＩＮＤ，Ｃ－ＭＯＶＥ，およびＣ－Ｇ

ＥＴ ＳＣＰによって管理される全てのエンティティは，特定の零長さでない固有キー値をもつ。 

固有キーは，Ｃ－ＦＩＮＤ要求の識別子の中に含まれることがある。固有キーは，Ｃ－ＭＯＶＥおよ

びＣ－ＧＥＴ要求の識別子の中に含まれる。 

Ｃ．２．２．１．２ 必要キー 

エンティティ／関係モデルの各レベルにおいて，属性の集合が必要キーとして定義される。必要キー

は，Ｃ－ＦＩＮＤのＳＣＰが，Ｃ－ＦＩＮＤ要求の必要キーの中に含まれる値に基づいて照合をサポ

ートすることを意味する。複数のエンティティが，必要キーに対して同じ値を持つことがある。すな

わち，必要キーにおける別個の値が，キーのレベルにおいて単一エンティティを識別することは必要

ではない。 

Ｃ－ＦＩＮＤ ＳＣＰは，問合せ／取得情報モデルによって定義される全ての必要キーの存在および照
合をサポートする。Ｃ－ＦＩＮＤ ＳＣＰが零長さの必要キーをもつエンティティを管理する場合，値
は未知と見なされ，そして零長さの必要キーに対する全ての照合は，成功した照合と見なされる。 

必要キーはＣ－ＦＩＮＤ要求の識別子の中に含まれることがある。必要キーはＣ－ＭＯＶＥおよびＣ

－ＧＥＴ要求の識別子の中には含まれない。 

Ｃ．２．２．１．３ 任意選択キー 

エンティティ／関係モデルの各レベルにおいて，属性の集合が任意選択キーとして定義される。Ｃ－

ＦＩＮＤ要求の識別子の中に含まれる任意選択キーは，Ｃ－ＦＩＮＤ ＳＣＰによる存在および／また
は照合に対するサポートに依存して，挙動の三つの異なるタイプを持つことがある。Ｃ－ＦＩＮＤ Ｓ
ＣＰが： 

― 任意選択キーの存在をサポートしない場合，そのときには属性はＣ－ＦＩＮＤ応答の中で返さ
れない。 

― 任意選択キーの存在をサポートするが，任意選択キー上の一致をサポートしない場合，そのと
きには任意選択キーは零長さの必要キーと同じ方法で処理される。すなわち，任意選択キーに

対して照合されるべきことを明記された値は，無視される，しかし値は，この任意選択キーに

対してＳＣＰによって返されることがある。 

― 任意選択キーの存在および一致をサポートする場合，そのときには任意選択キーは必要キーと
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同じ方法で処理される。 

注： １．Ｃ－ＦＩＮＤ ＳＣＵは，零長さでない任意選択キーが，必要キーと同じ方法で処理されるであろう
と想定しないことがある。Ｃ－ＦＩＮＤ ＳＣＰの適合性宣言はサポートされる任意選択キーを列挙する。 

 ２．任意選択キーは，任意選択キーがＣ－ＦＩＮＤ ＳＣＰによって存在および／または一致についてサ
ポートされることがある，またはされないこともある点で必要キーとは異なる。一方，必要キーはＣ－Ｆ

ＩＮＤ ＳＣＰによって常にサポートされなければならない。 

任意選択キーは，Ｃ－ＦＩＮＤ要求の識別子の中に含まれることがある。任意選択キーは，Ｃ－ＭＯ

ＶＥおよびＣ－ＧＥＴ要求の識別子の中に含まれない。 

Ｃ．２．２．２ 属性照合 

次の照合のタイプが問合せ／取得サービスクラスにおけるキー属性に実行されることがある： 

― 単一値照合 

― ＵＩＤリスト照合 

― ユニバーサル照合 

― ワイルドカード照合 

― 範囲照合 

― シーケンス照合 

照合はキー属性のＶＲに対する文字レパートリの部分であることを必要としない特殊文字（即ち，

“*”，”?”，”-”，および “¥”）を必要とする。 

キー属性の全長はＰＳ３．５の中で明記される長さを越えることがある。値多重度（ＶＭ）はキー属

性に対してＰＳ３．６の中で明記されるＶＭよりも大きいことがある。 

Ｃ．２．２．２．１ 単一値照合 

要求の中でキー属性に対して指定される値が零長さでない場合で，そしてそれが： 

ａ）日付または時刻または日時でない場合で，ワイルドカード文字を含まない場合には 

ｂ）日付または時刻または日時の場合で，“-”をもたない単一の日付または時刻を含む場合には 

単一値照合が行われる。要求の中で明記された値に正確に一致する値をもつエンティティだけが一致

する。この照合は，実装依存であって適合性宣言の中で明記されるＰＮ値表現（例えば患者名 
(0010,0010)）をもつ属性を除いて,大文字と小文字を区別する。 

注： １．この定義は，日付あるいは時間あるいは日時が，真の文字列としてではなくそれらの意味によって一
致することを暗示する。例えば： 

 － DT「19980128103000.0000」は「19980128103000」と一致する。 

 － DT「19980128103000GMT」は「19980128073000GMT-3」と一致する  

 － TM「2230」は「223000」と一致する。 

 － TM「223000」は反対されたＡＣＲ／ＮＥＭＡ２．０形式「22:30:00」と一致する。 

 － DA「19980128」は反対されたＡＣＲ／ＮＥＭＡ２．０形式「1998.01.28」と一致する。 

 ２．応用が，日付と時間の単一値照合が別の応用によってどのように実行されるかについて関心を持って
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いる場合，それは代わりに範囲照合を使用することを考慮することがある，範囲照合は範囲の中の両方の

値と共に，同時に意味によって常に実行される。 

Ｃ．２．２．２．２ ＵＩＤリスト照合 

ＵＩＤのリストは，ＵＩＤの間の区切り記号として，値複数度演算子，バックスラッシュ (“¥”)を使
用することによって符号化される。リストの中の各項目は，単一ＵＩＤ値を含む。要求の識別子の中

に含まれるリストの中の各ＵＩＤは，一致を生成することがある。 

注： 単一値のリストは，ＶＲはＵＩそしてＶＭは複数として正確に符号化される（ＰＳ３．５参照）。 

Ｃ．２．２．２．３ ユニバーサル照合 

要求の中でキー属性に対して指定される値が零長さの場合，そのときには全てのエンティティがこの

属性に一致する。Ｃ－ＦＩＮＤ要求の中でユニバーサル照合仕様を含む属性は，選択された属性値が

対応するＣ－ＦＩＮＤ応答の中で返されることを要求する機構を提供する。 

Ｃ．２．２．２．４ ワイルドカード照合 

属性が，日付，時刻，符号付長，符号付短，符号無短，符号無長，単精度浮動小数点，倍精度浮動小

数点，他のバイト列，他のワード列，未知，属性タグ，１０進数列，整数列，年齢列，またはＵＩＤ

ではなく，そして要求の中で指定された値が，“*”または“?”の出現を含む場合，そのときは，“*”
は，文字の如何なるシーケンス（零長さ値を含む）とも一致し，そして“?”は，如何なる一つの文字
とも一致する。この照合は，実装依存であって適合性宣言の中で明記されるＰＮ値表現（例えば患者

名 (0010,0010)）をもつ属性を除いて,大文字と小文字を区別する。値表現についてはＰＳ ３．５を参
照。 

注： １．値が“*”のワイルドカード照合は，ユニバーサル照合と同じである。 

 ２．ＤＩＣＯＭによって指定されるワイルドカード照合方法は，ＤＩＣＯＭ以外の複数バイト文字用ワー
ドプロセッサーによってサポートされないかもしれない。 

Ｃ．２．２．２．５ 範囲照合 

属性が日付の場合には： 

ａ）書式“＜日付１＞－＜日付２＞”の列は，＜日付１＞と＜日付２＞を含み，その間に入る日付

の全ての出現と一致する。 

ｂ）書式“－＜日付１＞”の列は，＜日付１＞を含み，それに先行する日付の全ての出現と一致す

る。 

ｃ）書式“＜日付１＞－”の列は，＜日付１＞およびそれに続く日付の全ての出現と一致する。 

属性が時刻の場合には： 

ａ）書式“＜時刻１＞－＜時刻２＞”の列は，＜時刻１＞と＜時刻２＞を含み，その間に入る時刻

の全ての出現と一致する。 

ｂ）書式“－＜時刻１＞”の列は，＜時刻１＞を含み，それに先行する時刻の全ての出現と一致す

る。 

ｃ）書式“＜時刻１＞－”の列は，＜時刻１＞およびそれに続く時刻の全ての出現と一致する。 

属性が日時である場合には： 

ａ）書式「＜日時１＞－＜日時２＞」の文字列は，＜日時１＞－＜日時２＞を含み，その間に入る
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時間のすべての瞬間と一致する。 

ｂ）書式「－＜日時１＞」の文字列は，＜日時１＞を含み，それに先行する時間のすべての瞬間と

一致する。 

ｃ）書式「＜日時１＞－」の文字列は，＜日時１＞を含み，それに続く時間のすべての瞬間と一致

する。 

ｄ）時刻帯が属性の値の中に存在する場合は，それは照合の目的に対して考慮される。 

範囲照合は，日付および時刻を除く属性のタイプについては定義されない。 

Ｃ．２．２．２．６ シーケンス照合 

Ｃ－ＦＩＮＤ要求の識別子の中でキー属性が，項目のシーケンス（タイプＳＱの値表現）として構築

される属性に対して照合されることが必要である場合は，キー属性は，単一項目をもつ項目のシーケ

ンスとして構築される。この項目は，零以上の項目キー属性を含むことがある。各項目キー属性照合

は，項目毎の基準で実行される。節Ｃ．２．２．２の中で定義される照合のタイプが使用される：単

一値照合，ＵＩＤリスト照合，ユニバーサル照合，ワイルドカード照合，範囲照合およびシーケンス

照合（再帰的シーケンス照合）。 

全ての項目キー属性が一致する場合，照合が実行される属性の項目の少なくとも一つに対して，成功

照合が生成される。要求された属性だけを含んでいる照合項目のシーケンスが，対応するＣ－ＦＩＮ

Ｄ応答の中で返される。 

Ｃ－ＦＩＮＤ要求の識別子におけるキー属性が，キー項目属性を含まない場合（零長さの項目タグ），

そのときは全てのエンティティは，この属性に一致する。これは，選択されたキー属性値（全体の項

目シーケンス）が対応するＣ－ＦＩＮＤ応答の中で返されることを要求するユニバーサル照合類似の

機構を提供する。 

Ｃ．２．２．３ 複数値の照合 

１よりも大きい値複数度を持つ属性を照合するとき，値の何れかが一致すれば，全ての値が返される。 

Ｃ．３ 標準問合せ／取得情報モデル 

三種類の標準問合せ／取得情報モデルが，この付属書の中で定義される。各問合せ／取得情報モデル

は多くのＳＯＰクラスと関連している。次の三種類の階層的問合せ／取得情報モデルが定義される： 

― 患者ルート 

― 検査ルート 

― 患者／検査のみ 

Ｃ．３．１ 患者ルート問合せ／取得情報モデル 

患者ルート問合せ／取得情報モデルは，４レベル階層に基づいている： 

― 患者 

― 検査 

― シリーズ 

― 複合オブジェクトインスタンス 
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患者レベルは一番上のレベルであり，ＰＳ３．３の中で定義される複合ＩＯＤの患者情報エンティテ

ィ（ＩＥ）に関連する属性を含む。患者ＩＥはモダリティ独立である。 

検査レベルは患者レベルの下にあり，ＰＳ３．３の中で定義される複合ＩＯＤの検査ＩＥに関連する

属性を含む。検査は単一の患者に属する。単一の患者は複数の検査を持つことがある。検査ＩＥは，

モダリティ独立である。 

シリーズレベルは検査レベルの下にあり，ＰＳ３．３の中で定義される複合ＩＯＤのシリーズ，基準

座標系，および装置ＩＥに関連する属性を含む。シリーズは単一の検査に属する。単一の検査は複数

のシリーズを持つことがある。シリーズＩＥはモダリティ依存である。このモダリティ依存に適応す

るために，シリーズレベルでの任意選択キーの集合は，ＰＳ３．３の中で定義される任意の複合ＩＯ

Ｄからのシリーズレベルで定義される全ての属性を含む。 

一番下のレベルは複合オブジェクトインスタンスレベルであり，ＰＳ３．３の中で定義される複合Ｉ

ＯＤの複合オブジェクトＩＥに関連する属性を含む。複合オブジェクトインスタンスは単一のシリー

ズに属する。単一のシリーズは複数の複合オブジェクトインスタンスを含むことがある。ほとんどの

複合オブジェクトＩＥはモダリティ依存である。この可能性のあるモダリティ依存に適応するために，

複合オブジェクトインスタンスレベルでの任意選択キーの集合は，ＰＳ３．３の中で定義される任意

の複合ＩＯＤからの複合オブジェクトインスタンスレベルで定義される全ての属性を含む。 

Ｃ．３．２ 検査ルート問合せ／取得情報モデル 

検査ルート問合せ／取得情報モデルは，一番上のレベルが検査レベルであることを除いて，患者ルー

ト問合せ／取得情報モデルと同一である。患者の属性は検査の属性であると見なされる。 

Ｃ．３．３ 患者／検査のみ問合せ／取得情報モデル 

患者／検査のみ問合せ／取得情報モデルは，シリーズおよび複合オブジェクトインスタンスレベルが

サポートされていないことを除いて，患者ルートと同一である。 

注： このモデルは複合オブジェクトインスタンスレベルを含まないけれども，複合オブジェクトインスタンス
は患者および検査レベルで取得することができる（即ち，患者または検査に対する全ての複合オブジェク

トインスタンスを取得する）。 

Ｃ．３．４ 追加の問合せ／取得属性 

問合せ／取得情報モデルで使用されることがある幾つかの任意選択属性は，情報オブジェクト定義の

属性ではない，そして従ってＰＳ３．３の中で定義されていない。これらの属性は表Ｃ．３－１の中

で定義される。 

表Ｃ．３－１ 追加の問合せ／取得属性 

属性名 タグ 属性記述 
患者に関係した検査の数 (0020,1200) 患者レベル問合せ／取得探索基準に一致した

検査の数 
患者に関係したシリーズの数 (0020,1202) 患者レベル問合せ／取得探索基準に一致した

シリーズの数 
患者に関係したインスタンスの数 (0020,1204) 患者レベル問合せ／取得探索基準に一致した

複合オブジェクトインスタンスの数 
検査に関係したシリーズの数 (0020,1206) 検査レベル問合せ／取得探索基準に一致した

シリーズの数 
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検査に関係したインスタンスの数 (0020,1208) 検査レベル問合せ／取得探索基準に一致した

複合オブジェクトインスタンスの数 
シリーズに関係したインスタンス

の数 
(0020,1209) シリーズレベル問合せ／取得探索基準に一致

した複合オブジェクトインスタンスの数 
 

注：「複合オブジェクトインスタンス」ではなく単語「画像」の使用は歴史的である，また，画像タイプ以外

の複合オブジェクトインスタンスが数の中に含まれないことを意味しない。 

Ｃ．４ ＤＩＭＳＥ－Ｃサービスグループ 

三種類のＤＩＭＳＥ－Ｃサービスが問合せ／取得サービスクラスのＳＯＰクラスの構築において使用

される。次のＤＩＭＳＥ－Ｃ操作が使用される： 

― Ｃ－ＦＩＮＤ 

― Ｃ－ＭＯＶＥ 

― Ｃ－ＧＥＴ 

Ｃ．４．１ Ｃ－ＦＩＮＤ操作 

問合せ／取得サービスクラスの幾つかのＳＯＰクラスのＳＣＰは，ＰＳ３．７の中で記述されるＣ－

ＦＩＮＤ操作を使用する問合せを処理する能力があることがある。Ｃ－ＦＩＮＤ操作はそれによって

問合せが実行される機構である。識別子の中に存在するキーに対する一致はＣ－ＦＩＮＤ応答の中で

返される。 

Ｃ．４．１．１ Ｃ－ＦＩＮＤサービスパラメタ 

Ｃ．４．１．１．１ ＳＯＰクラスＵＩＤ 

ＳＯＰクラスＵＩＤは， Ｃ－ＦＩＮＤがそれに対して実行される問合せ／取得情報モデルを識別する。
ＳＯＰクラスＵＩＤに対するサポートは，このＣ－ＦＩＮＤ操作によって使用されるプレゼンテーシ

ョンコンテキストの抽象構文ＵＩＤによって暗示される。 

Ｃ．４．１．１．２ 優先度 

優先度属性は，同じＳＣＰによって実行されている他のＤＩＭＳＥ操作に関して，Ｃ－ＦＩＮＤ操作

の要求優先度を定義する。 

優先度要求の処理はＳＣＰに必要とされない。ＳＣＰが優先度処理をサポートするかどうか，そして

異なる優先度の意味はＳＣＰの適合性宣言の中で記述される。 

Ｃ．４．１．１．３ 識別子 

Ｃ－ＦＩＮＤ要求および応答の両方とも，データ集合として符号化される識別子を含む。（ＰＳ３．

５参照） 

Ｃ．４．１．１．３．１ 要求識別子構造 

Ｃ－ＦＩＮＤ要求の中の識別子は下記を含む： 

― ＳＣＰによって管理される保存ＳＯＰインスタンスの値に対して一致を見つけるべきキー属
性値 

― 問合せのレベルを定義する要素，問合せ／取得レベル (0008,0052)  
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― 条件付で，属性特定文字集合 (0008,0005) 。拡張または置換文字集合が使用される場合は，こ
の属性は必要である。 

問合せのレベルに対して許されるキー属性と値は，ＳＯＰクラス定義の中で問合せ／取得情報モデル

に対して定義される。 

Ｃ．４．１．１．３．２ 応答識別子構造 

Ｃ－ＦＩＮＤ応答は，要求の中に無いか，あるいはこの節の中で明記されていない属性を含まない。 

Ｃ－ＦＩＮＤ応答の中の識別子は下記を含む： 

― 要求の識別子の中に含まれるキー属性に対応する値をもつキー属性 

― 問合せのレベルを定義する要素，問合せ／取得レベル (0008,00529)。問合せ／取得レベルは，
要求の中で指定されるレベルに等しい。 

― 条件付で，属性特定文字集合 (0008,0005) 。拡張または置換文字集合が使用される場合は，こ
の属性は必要である。 

Ｃ－ＦＩＮＤ ＳＣＰは，取得ＡＥ名称データ要素または保存媒体ファイル集合ＩＤ／保存媒体ファイ
ル集合ＵＩＤデータ要素の何れかまたは両方をサポートすることが必要である。Ｃ－ＦＩＮＤ応答の

中で識別子は下記を含む： 

― 保存媒体ファイル集合ＩＤ (0088,0130，それは複合オブジェクトインスタンスが属する保存媒
体を識別する利用者または実装特有の人間の読むことができる識別子を定義する。この要素は，

Ｃ－ＦＩＮＤ要求の識別子（例えば，患者，検査，シリーズ，複合オブジェクトインスタンス）

の中で明記される問合せ／取得レベルで利用可能な複合オブジェクトインスタンスの集合に

関係する。この属性は，取得ＡＥ名称データ要素が存在しない場合，存在する。零値（０のデ

ータ要素長さ）は，ＳＯＰクラスによって定義される情報モデルの中で最低レベルを除き，全

レベルで有効である。 

― 保存媒体ファイル集合ＵＩＤ (0088,0140，それは複合オブジェクトインスタンスが属する保存
媒体を唯一に識別する。この要素は，Ｃ－ＦＩＮＤ要求の識別子（例えば，患者，検査，シリ

ーズ，複合オブジェクトインスタンス）の中で明記される問合せ／取得レベルで利用可能な複

合オブジェクトインスタンスの集合に関係する。この属性は，取得ＡＥ名称データ要素が存在

しない場合，存在する。零値（０のデータ要素長さ）は，ＳＯＰクラスによって定義される情

報モデルの中で最低レベルを除き，全レベルで有効である。 

注： ファイル集合概念が，ＰＳ３．１０の中で使用される。 

― 取得ＡＥ名称 (0008,0054)，それは複合オブジェクトインスタンスがネットワーク上で取得され
ることがある場所を識別するＤＩＣＯＭ応用エンティティ名称のリストを定義する。この要素

は，Ｃ－ＦＩＮＤ要求の識別子（例えば，患者，検査，シリーズ，複合オブジェクトインスタ

ンス）の中で明記される問合せ／取得レベルで利用できる複合オブジェクトインスタンスの集

合に関係する。この属性は，保存媒体ファイル集合ＩＤおよび保存媒体ファイル集合ＵＩＤ要

素が存在しない場合，存在する。この領域の中で指名された応用エンティティは，問合せ／取

得サービスクラスのＣ－ＧＥＴまたはＣ－ＭＯＶＥ ＳＯＰクラスの何れかをサポートする。
零値（０のデータ要素長さ）は，ＳＯＰクラスで定義される情報モデルの中で最低レベルを除

き，全レベルで有効である。 

注： １．例えば，“Ａ”のＡＥ名称をもつＤＩＣＯＭ ＡＥは，“Ｂ”のＡＥ名称をもつＤＩＣＯＭ Ａ
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Ｅに，“検査”に設定した問合せ／取得レベルでＣ－ＦＩＮＤ要求を実行する。ＤＩＣＯＭ ＡＥ“Ｂ”
は，各々の一致を見つけた検査に対して複合オブジェクトインスタンスがそれ自身によって取得さ

れることがあることを決める，そしてデータ要素取得ＡＥ名称を“Ｂ”に設定する。 

 ２．ファイル集合は，全ての問合せ／取得レベルに定義されないことがある。ＳＣＰがファイル集
合ＩＤ／ファイル集合ＵＩＤ任意選択をサポートするが，しかし，Ｃ－ＦＩＮＤ要求の中で明記さ

れる問合せ／取得レベルでこれらの属性を定義しない場合，値は未知であるとの意味で零の長さで

これらのデータ要素を返すことがある。ＳＣＵは，階層構造の中でより低い問合せ／取得レベルで

Ｃ－ＦＩＮＤを再発行する。 

 ３．キー属性の値が問合せ／取得サービスクラスのＳＣＰに知られていない事実は，それが下にあ
る情報オブジェクトの中に存在しないことを意味しない。従って，以降の取得が，属性の値を含む

ＳＯＰインスタンスの保存の原因になることがある。 

Ｃ－ＦＩＮＤ ＳＣＰはさらにインスタンス入手可能性 (0008,0056) データ要素をサポートすること
があるが，しかしサポートすることは必要ではない。このデータ要素はＣ－ＦＩＮＤ要求には含まれ

ない。Ｃ－ＦＩＮＤ応答の中で識別子は次のものを含んでいることがある： 

－ Ｃ－ＭＯＶＥあるいはＣ－ＧＥＴ取得要求の後に，複合オブジェクトインスタンスがどれくら
い急速に伝送に利用可能になるかを定義するインスタンス入手可能性 (0008,0056)。この要素は，
Ｃ－ＦＩＮＤ要求の識別子の中で指定された問合せ／取得レベル（例えば患者，検査，シリー

ズ，複合オブジェクトインスタンス）で入手可能な複合オブジェクトインスタンスの集合に関

係する。いくつかの複合インスタンスが他よりより遅く入手可能である場合，最も遅く入手可

能であるものの利用可能性が返される。このデータ要素が返されない場合，入手可能性は未知

かあるいは無指定である。空の値（零のデータ要素長さ）は許されない。このデータ要素のた

めの列挙値は次のとおりである： 

－インスタンスが直ちに利用可能であることを意味する「ONLINE」， 

－インスタンスが光ディスクまたはテープのような比較的遅い記録媒体から取得する必要が

あることを意味する「NEARLINE」， 

－インスタンスが主導介入によって取得する必要があることを意味する「OFFLINE」。 

Ｃ．４．１．１．４ 状態 

表Ｃ．４－１は，Ｃ－ＦＩＮＤ応答の中で返されることがある状態値を定義する。状態コード値に関

係する領域は，ＰＳ３．７の中で定義される。 

表Ｃ．４－１ Ｃ－ＦＩＮＤ応答状態値 

サービス状態 詳細な意味 プロトコルコ

ード 
関係領域 

拒絶 資源不足 A700 (0000,0902) 
失敗 識別子がＳＯＰクラスと一致しない A900 (0000,0901) 

(0000,0902) 
 処理不能 Cxxx (0000,0901) 

(0000,0902) 
取消 取消要求によって照合が終了した FE00 なし 
成功 照合が完了した－最終識別子は与えられていない 0000 なし 
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未決定 照合が継続している－最新の照合が供給された，

そして任意選択キーは必要キーと同じ方法でサポ

ートされた 

FF00 識別子 

 照合が継続している－一つ以上の任意選択キーが

この識別子にたいする存在そして／または照合に

ついてのサポートされなかったことを警告する 

FF01 識別子 

 

Ｃ．４．１．２ Ｃ－ＦＩＮＤ ＳＣＵ挙動 

この項は，Ｃ－ＦＩＮＤ ＳＣＵの基準と拡張の両方の挙動について説明する。 

Ｃ．４．１．２．１ ＳＣＵの基準挙動 

全てのＣ－ＦＩＮＤ ＳＣＵは，階層的探索の必要条件を満たす問合せ要求を作成することができる。 

Ｃ－ＦＩＮＤ要求の中に含まれる識別子は，問合せ／取得レベルの上の各レベルに対する固有キー属

性の中に単一値を含む。問合せ／取得レベルの上のレベルに関連する必要キーまたは任意選択キーは

指定しない。 

問合せ／取得レベルに関連する固有キー属性は，Ｃ－ＦＩＮＤ要求の中に含まれ，そして単一値照合，

ユニバーサル値照合，またはＵＩＤリスト照合を指定することがある。さらに，問合せ／取得レベル

に関連する必要および任意選択キーが，識別子の中に含まれることがある。 

ＳＣＵはＣ－ＦＩＮＤ要求を使用して次の意味を伝達する： 

― ＳＣＵは，ＳＣＰが，要求の中で指定された問合せ／取得レベルまで，それが所有する情報に
対して，要求の識別子の中で指定された全てのキーの照合を実行することを要求する。 

注： １． ＳＣＵは，ＳＣＰが任意選択キーをサポートすることを想定しないことがある。従って，任
意選択キーは，ＳＣＰによってサポートされる場合，ネットワーク関連のオーバーヘッドを削減す

ることにのみ役立つ。 

 ２． ＳＣＵは，ＳＣＰがＣ－ＦＩＮＤ要求の中で指定された任意選択キーをサポートすることに
失敗した場合，Ｃ－ＦＩＮＤ応答を濾過するように準備されねばならない。 

― ＳＣＵは，問合せレベルでのエンティティの照合の属性を伝達するために，未決定応答を解釈
する。 

― ＳＣＵは，未決定応答の終端を伝達するために，成功，失敗，または拒絶と等しい状態をもつ
応答を解釈する。 

― ＳＣＵは，Ｃ－ＦＩＮＤ要求への拒絶または失敗応答を，ＳＣＰが要求を処理することができ
ないことの指示として解釈する。 

― ＳＣＵは，Ｃ－ＦＩＮＤの処理の間いつでもＣ－ＦＩＮＤ－ＣＡＮＣＥＬ要求を発行すること
によってＣ－ＦＩＮＤサービスを取消すことがある。ＳＣＵは，Ｃ－ＦＩＮＤ－ＣＡＮＣＥＬ

が成功したことを示す取消の状態を認識する。 

Ｃ．４．１．２．２ ＳＣＵの拡張挙動 

拡張ＳＣＵ挙動は，アソシエーション確立時に折衝される。拡張挙動内の任意選択が折衝の中で同意

されない場合，その時は基準ＳＣＵ挙動だけがその任意選択に関して実行される。拡張ＳＣＵ挙動は，

次の任意選択をもつ全ての基準挙動を含む： 
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― 関係－問合せ 

Ｃ．４．１．２．２．１ 関係－問合せ 

関係－問合せをもつＣ－ＦＩＮＤサービスは，階層の中でどのレベルにおいてもキーのどの組み合わ

せも許す。問合せ／取得レベルに関連する固有キー属性は，Ｃ－ＦＩＮＤ要求の中に含まれる，そし

て単一値照合，ユニバーサル値照合，またはＵＩＤリスト照合を指定することがある。関係問合せに

たいするサポートは，固有キーが，Ｃ－ＦＩＮＤ要求の中で問合せ／取得レベルの上の全レベルに対

して指定される基準制限事項を取り除く。 

Ｃ．４．１．３ Ｃ－ＦＩＮＤ ＳＣＰ挙動 

この節は，Ｃ－ＦＩＮＤ ＳＣＰの基準挙動および拡張挙動の両方について議論する。 

Ｃ．４．１．３．１ ＳＣＰの基準挙動 

全てのＣ－ＦＩＮＤ ＳＣＰは，階層的探索の必要条件を満たす問合せを処理することができる。 

ＳＣＰは，Ｃ－ＦＩＮＤ応答を用いて次の意味を伝達する： 

― ＳＣＰは，それが所有する情報に対して，要求の中で指定されたレベルまで，要求の識別子の
中で指定された全てのキーの照合を，実行することを要求される。属性照合は，節Ｃ．２の中

で定義されるようにＣ－ＦＩＮＤ要求の識別子の中で指定されたキー値を使用して実行され

る。 

― ＳＣＰは，階層的探索方式を使用して，各一致に対してＣ－ＦＩＮＤ応答を生成する。全ての
このような応答は，その属性が単一照合からの値を含む識別子を含む。全てのこのような応答

は，未決定状態を含む。 

― 全ての一致が送信されたとき，ＳＣＰは，成功の状態を含むＣ－ＦＩＮＤ応答を生成する。成
功の状態は，応答が，各々の既知の一致に対してＳＣＰへ送信されたことを示す。 

― ＳＣＰは，要求を処理することができない場合，拒絶または失敗の状態をもつ応答を生成する。
拒絶または失敗応答は，識別子を含まない。 

― ＳＣＰは，一致の処理を完了する前にＣ－ＦＩＮＤ－ＣＡＮＣＥＬ指示を受信した場合は，一
致の処理を中断して，取消の状態を返す。 

Ｃ．４．１．３．１．１ 階層的探索方式 

問合せ／取得情報モデルの一番上のレベルから開始して，Ｃ－ＦＩＮＤ要求の中で指定されるレベル

まで継続するとき，下記の手続きが一致を生成するために使用される： 

ａ） 現在のレベルが，Ｃ－ＦＩＮＤ要求の中で指定されたレベルである場合は，Ｃ－ＦＩＮＤ要求
の識別子の中に含まれるキー一致列は，現在のレベルでの各エンティティに対してキー属性の

値に対して一致を見つける。指定した一致列の全てに属性が一致する各エンティティに対して，

識別子を構築する。この識別子は，より上のレベルでの固有キーの全て，およびＣ－ＦＩＮＤ

要求の中でそれらに一致するこのエンティティに対する属性の値の全てを含む。各々のそのよ

うな識別子に対して応答を返す。一致キーがない場合は，そのときは一致がなく，成功に等し

い状態をもちそして識別子のない応答を返す。 

ｂ） そうでなく，現在のレベルがＣ－ＦＩＮＤ要求の中で指定されたレベルでない，そしてＣ－Ｆ
ＩＮＤ要求の中で指定されるこのレベルに対する固有キー属性値と一致するエンティティが

ある場合，階層における次の下のレベルでこの手続きを実行する。 
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ｃ） そうでなく，一致するものがない場合は；成功に等しい状態をもつ応答を返す。 

注： 上記の説明は，再帰的手続きを明記する。この手続きは，それが階層レベルを下がるとともに複数回自身
に再帰することがあるが，しかし各レベルではそれは１回だけ循環する。 

Ｃ．４．１．３．２ ＳＣＰの拡張挙動 

拡張ＳＣＰ挙動は，アソシエーション確立時に折衝される。拡張挙動内の任意選択が，折衝の中で同

意されない場合，そのときは基準ＳＣＰ挙動だけが，その任意選択に関して実行される。拡張ＳＣＰ

挙動は，次の任意選択をもつ全ての基準挙動を含む： 

― 関係問合せ 

Ｃ．４．１．３．２．１ 関係問合せ 

関係問合せをもつＣ－ＦＩＮＤサービスは，階層における任意のレベルでキーの任意の組み合わせを

許す。一番下のレベルでは，関係問合せを使用する問合せは，単一値一致，ワイルドカード一致，ま

たはユニバーサル一致の何れかをもつ，そのレベルに対する固有キーを含む。関係問合せのサポート

は，固有キーが，Ｃ－ＦＩＮＤ要求の中で問合せ／取得レベルの上の全レベルに対して指定されると

いう基準制約を取り除く。 

Ｃ－ＦＩＮＤ ＳＣＰは，問合せ／取得レベルに関わらず，Ｃ－ＦＩＮＤ要求の中で指定される全ての
キーに基づいて照合を遂行する。 

Ｃ．４．１．３．２．２ 関係探索方式 

関係方式を使用する問合せは，階層における任意のレベルで任意のキー組み合わせを含むことがある。

問合せ／取得情報モデルの中で一番上のレベルから開始して，Ｃ－ＦＩＮＤ要求の中で指定される問

合せ／取得レベルに達するまで継続する，そして下記の手続きが一致を生成するため使用される： 

ａ） Ｃ－ＦＩＮＤ要求の識別子の中に含まれるキー一致列が，現在のレベルでの各エンティティに
対してキー属性の値に対して照合される。 

ｂ） キー属性が現在のレベルで指定されていないそして現在のレベルがＣ－ＦＩＮＤ要求の中で
指定されたレベルでない場合は，ワイルドカードが現在のレベルに対する固有キー属性に対し

て指定されたかのように，一致が実行される（即ち，現在のレベルでの全エンティティが一致

する）。 

ｃ） 現在のレベルがＣ－ＦＩＮＤ要求の中で指定されたレベルである場合，そのときは各一致エン
ティティに対して（一致エンティティは，属性がキー属性における指定一致列の全てに一致す

るものである），識別子を構築する。この識別子は，この再帰パス上の上のよりレベルでこの

手続きによって生成された属性の全て，およびＣ－ＦＩＮＤ要求の中でこれらに一致するこの

エンティティに対するキー属性の値の全てを含む。 

ｄ） そうでなく，現在のレベルがＣ－ＦＩＮＤ要求の中で指定されたレベルでない場合，その場合
は各一致エンティティに対して，一致キー属性の全ておよびこのエンティティに対して以前の

レベルで準備された全ての属性を含む属性のリストを構築する。それから，各一致エンティテ

ィに対して，階層の中で次の下のレベルでこの手続きを実行する。 

ｅ） そうでなく，一致するものがない場合は，成功に等しい状態をもちそして識別子のない応答を
返す。 

注： １．上記の説明は，再帰的手続きを明記する。それは，それが階層レベルを下がるときに複数回自
身に再帰することがある，そして各レベルで複数回再帰することがある（各一致エンティティに対
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して１回）。これは，多数の識別子が生成される結果になることがある。 

 ２．上に定義した手続きが，一致を生成するために用いられることは必要とされない。実装はデー
タベースの探索を実行するための異なるアルゴリズムを組み入れることが予想される。与えられた

問合せに対して一致の集合は，上記の手続きによって生成されるものと等価である。 

Ｃ．４．２ Ｃ－ＭＯＶＥ操作 

問合せ／取得サービスクラスのいくつかのＳＯＰクラスのＳＣＵは，ＰＳ３．７に記述されるＣ－Ｍ

ＯＶＥ操作を用いて取得を生成することがある。Ｃ－ＭＯＶＥ操作は，応用エンティティに，Ｃ－Ｓ

ＴＯＲＥ操作を使用して保存ＳＯＰインスタンスをもう一つの応用エンティティに転送することを，

もう一つの応用エンティティに指示することを許す。Ｃ－ＭＯＶＥサービスについてのサポートが，

Ｃ－ＭＯＶＥ操作のためにアソシエーションの上で起こるために，アソシエーション確立時にＣ－Ｍ

ＯＶＥのＳＣＵとＳＣＰの両方によって同意される。Ｃ－ＳＴＯＲＥ副操作は，Ｃ－ＭＯＶＥ操作を

遂行したアソシエーションとは異なるアソシエーションの上で常に遂行される。従って，問合せ／取

得サービスクラスのＳＣＰは，保存サービスクラスのＳＣＵとして機能する。 

注： 保存ＳＯＰインスタンスを受け取る応用エンティティは，Ｃ－ＭＯＶＥ操作の発行元であることもあり，
そうでないこともある。 

Ｃ－ＭＯＶＥ要求は，問合せ／取得情報モデルのどのレベルにも実行されることがある。しかし，保

存ＳＯＰインスタンスの転送は，このレベルでは行われないことがある。転送が行われるレベルはＳ

ＯＰクラスに依存する。（節Ｃ．６参照） 

Ｃ．４．２．１ Ｃ－ＭＯＶＥサービスパラメタ 

Ｃ．４．２．１．１ ＳＯＰクラスＵＩＤ 

ＳＯＰクラスＵＩＤは，それに対してＣ－ＭＯＶＥが実行される問合せ／取得情報モデルを識別する。

ＳＯＰクラスＵＩＤについてのサポートは，このＣ－ＭＯＶＥ操作によって用いられるプレゼンテー

ションコンテキストの抽象構文ＵＩＤによって暗示される。 

Ｃ．４．２．１．２ 優先度 

優先度属性は，Ｃ－ＭＯＶＥ操作，および同じＳＣＰによって実行されている他のＤＩＭＳＥ操作に

関する対応するＣ－ＳＲＯＲＥ副操作の要求優先度を定義する。 

優先度要求の処理はＳＣＰには要求されない。ＳＣＰが優先度をサポートするか否かにかかわらず，

処理および異なる優先度レベルの意味がＳＣＰの適合性宣言の中で記述される。同じ優先度が，全て

のＣ－ＳＴＯＲＥ副操作について使用される。 

Ｃ．４．２．１．３ 移動宛先 

移動宛先は，Ｃ－ＳＴＯＲＥ副操作の実行者の応用エンティティ名称を明記する。 

Ｃ．４．２．１．４ 識別子 

Ｃ－ＭＯＶＥ要求は識別子を含む。Ｃ－ＭＯＶＥ応答はＣ．４．２．１．４．２の中で必要とされる

識別子を条件付きで含む。 

注： 識別子はＰＳ３．７の中のＣ－ＭＯＶＥプリミティブの定義の中でＵとして明記されているが，このサー
ビスでの使用のために特殊化される。 

Ｃ．４．２．１．４．１ 要求識別子構造 

Ｃ－ＭＯＶＥ要求の中の識別子は含む： 
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― 取得のレベルを定義する問合せ／取得レベル（0008,0052） 

― 患者ＩＤ (0010,0020)，検査インスタンスＵＩＤ (0020,000D)，シリーズインスタンスＵＩＤ 
(0020,000E) およびＳＯＰインスタンスＵＩＤ (0008,0018) を含むことがある固有キー属性。 

階層の各レベルでの固有キーおよび取得のレベルに対して許される値は，問合せ／取得情報モデルに

対するＳＯＰクラス定義の中で定義される。 

注： 基準挙動では，問合せ／取得レベルが画像あるいはシリーズ，検査である場合は，ＵＩＤリスト照合を使
用して，一を越えるエンティティが取得されることがあるが，患者ＩＤ (0010,0020) に対しては単一値照
合値だけが指定されるだろう。 

Ｃ．４．２．１．４．２ 応答識別子構造 

失敗ＳＯＰインスタンスＵＩＤリスト (0008,0058) は，このＣ－ＭＯＶＥ操作が失敗したＣ－ＳＴＯ
ＲＥ副操作ＳＯＰインスタンスのＵＩＤのリストを指定する。Ｃ－ＭＯＶＥ応答の中の識別子は，Ｃ

－ＭＯＶＥ応答状態値に基づく失敗ＳＯＰインスタンスＵＩＤリスト (0008,0058) を条件付きで含む。
Ｃ－ＳＴＯＲＥ副操作が失敗しない場合は，失敗ＳＯＰインスタンスＵＩＤリスト (0008,0058) は存
在せず，従ってデータ集合は，Ｃ－ＭＯＶＥ応答の中で送られない。 

Ｃ－ＭＯＶＥ応答の中で： 

― 取消，失敗，拒絶または警告の状態を持つ識別子は，失敗ＳＯＰインスタンスＵＩＤリスト属
性を含む 

― 未決定の状態を持つ識別子は，失敗ＳＯＰインスタンスＵＩＤリスト属性を含まない（データ
集合なし） 

Ｃ．４．２．１．５ 状態 

表Ｃ．４－２は，Ｃ－ＭＯＶＥ応答の中で返されることがある状態値を定義する。状態コード値に関

連する領域は，ＰＳ３．７の中で定義される。 

表Ｃ．４－２ Ｃ－ＭＯＶＥ応答状態値 

サービス状態 詳細な意味 状態コード 関連領域 
拒絶 資源不足－一致の数を計算できない A701 (0000,0902) 
 資源不足－副操作を実行できない A702 (0000,1020) 

(0000,1021) 
(0000,1022) 
(0000,1023) 

 移動の宛先が未知である A801 (0000,0902) 
失敗 識別子がＳＯＰクラスと一致しない A900 (0000,0901) 

(0000,0902) 
 処理することができない Cxxx (0000,0901) 

(0000,0902) 
取消 取消指示によって副操作が終了した FE00 (0000,1020) 

(0000,1021) 
(0000,1022) 
(0000,1023) 
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警告 副操作が完了した－一つ以上の失敗 B000 (0000,1020) 
(0000,1021) 
(0000,1022) 
(0000,1023) 

成功 副操作が完了した－失敗なし 0000 (0000,1020) 
(0000,1021) 
(0000,1022) 
(0000,1023) 

未決定 副操作が継続中 FF00 (0000,1020) 
(0000,1021) 
(0000,1022) 
(0000,1023) 

 

Ｃ．４．２．１．６ 残存副操作の数 

残存副操作の数の算入は，Ｃ－ＭＯＶＥ応答の中の状態に依存して条件付きである。残存副操作の数

は，Ｃ－ＭＯＶＥ操作を完了するために必要な残存Ｃ－ＳＴＯＲＥ副操作の数を指定する。 

Ｃ－ＭＯＶＥ応答の中で： 

― 未決定の状態を持つ識別子は，残存副操作属性の数を含む 

― 取消の状態を持つ識別子は，残存副操作属性の数を含むことがある 

― 警告，失敗，拒絶，または成功の状態を持つ識別子は，残存副操作属性の数を含まない 

Ｃ．４．２．１．７ 成功副操作の数 

成功副操作の数の算入は，Ｃ－ＭＯＶＥ応答の中の状態に依存して条件付きである。成功副操作の数

は，成功して完了した要求転送によって生成されたＣ－ＳＴＯＲＥ副操作の数を指定する。 

Ｃ－ＭＯＶＥ応答の中で： 

― 未決定の状態を持つ識別子は，成功副操作属性の数を含む 

― 取消，警告，失敗，拒絶，または成功の状態を持つ識別子は，成功副操作属性の数を含むこと
がある 

Ｃ．４．２．１．８ 失敗副操作の数 

失敗副操作の数の算入は，Ｃ－ＭＯＶＥ応答の中の状態に依存して条件付きである。失敗副操作の数

は，失敗した要求転送によって生成されたＣ－ＳＴＯＲＥ副操作の数を指定する。 

Ｃ－ＭＯＶＥ応答の中で： 

― 未決定の状態を持つ識別子は，失敗副操作属性の数を含む 

― 取消，警告，失敗，拒絶，または成功の状態を持つ識別子は，失敗副操作属性の数を含むこと
がある 

Ｃ．４．２．１．９ 警告副操作の数 

警告副操作の数の算入は，Ｃ－ＭＯＶＥ応答の中の状態に依存して条件付きである。警告副操作の数

は，警告の状態をもつ要求転送によって生成されたＣ－ＳＴＯＲＥ副操作の数を指定する。 
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Ｃ－ＭＯＶＥ応答の中で： 

― 未決定の状態を持つ識別子は，警告副操作属性の数を含む 

― 取消，警告，失敗，拒絶，または成功の状態を持つ識別子は，警告副操作属性の数を含むこと
がある 

Ｃ．４．２．２ Ｃ－ＭＯＶＥ ＳＣＵ挙動 

この節は，Ｃ－ＭＯＶＥ ＳＣＵの基準および拡張挙動の両方を論議する。 

Ｃ．４．２．２．１ ＳＣＵの基準挙動 

ＳＣＵは，Ｃ－ＭＯＶＥ要求を用いて次の意味を伝達する： 

― ＳＣＵは，問合せ／取得レベルの上の各レベルに対して固有キー属性の中に単一値を供給する。
取得のレベルに対して，取得のレベルが検査レベルより上であるある場合は，ＳＣＵは一つの

ユニークキーを供給する，そしていくつかの項目の取得が望まれ，取得レベルが検査あるいは

シリーズ，画像である場合にはそれは一つのＵＩＤあるいはＵＩＤのリストを供給する。ＳＣ

Ｕは，また，移動の宛て先を供給する。移動の宛て先は，保存サービスクラスのＳＣＰとして

働くことができるＤＩＣＯＭ応用エンティティのＤＩＣＯＭ応用エンティティ名称である。 

― ＳＣＵは，Ｃ－ＳＴＯＲＥ副操作の処理の間，Ｃ－ＭＯＶＥへの応答を未決定と等しい状態を
もつと解釈する。これらの応答は，残存，成功，失敗および警告Ｃ－ＳＴＯＲＥ副操作の数を

示す。 

― ＳＣＵは，最終応答として，応答を，成功，警告，失敗または拒絶に等しい状態をもつと解釈
する。最終応答は，Ｃ－ＭＯＶＥ操作の結果である，成功Ｃ－ＳＴＯＲＥ副操作の数および失

敗Ｃ－ＳＴＯＲＥ副操作の数を示す。ＳＣＵは： 

― 成功の状態を，全ての副操作は成功であったことを示すと解釈する 

― 警告の状態を，一つ以上の副操作は成功であった，そして一つ以上の副操作は不成功であ
った，あるいは警告の状態を持った，または全ての副操作は警告の状態を持ったことを示

すと解釈する 

― 失敗または拒絶の状態を，全ての副操作は不成功だったことを示すと解釈する 

― ＳＣＵは，Ｃ－ＭＯＶＥの処理の間に何時でも，Ｃ－ＭＯＶＥ－ＣＡＮＣＥＬ要求を発行する
ことによってＣ－ＭＯＶＥサービスをキャンセルすることがある。ＳＣＵは，取消の状態をも

つＣ－ＭＯＶＥ応答を，転送がキャンセルされたことを示すと解釈する。取消の状態をもつＣ

－ＭＯＶＥ応答は，成功，失敗および警告Ｃ－ＳＴＯＲＥ副操作の数を含む。存在する場合は，

残存副操作カウントは，Ｃ－ＭＯＶＥ－ＣＡＮＣＥＬ要求のために開始されなかったＣ－ＳＴ

ＯＲＥ副操作の数を含む。 

Ｃ．４．２．２．２ ＳＣＵの拡張挙動 

拡張ＳＣＵ挙動は，アソシエーション確立時に折衝される。拡張挙動内の任意選択が，折衝の中で同

意されていない場合は，その時は基準ＳＣＵ挙動のみが，その任意選択に関して実行される。拡張Ｓ

ＣＵ挙動は，次の任意選択をもつ全ての基準挙動を含む： 

― 関係取得 
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Ｃ．４．２．２．２．１ 関係取得 

関係取得をもつＣ－ＭＯＶＥサービスは，ＳＣＵが，取得のレベルでのエンティティを識別するため

に問合せ／取得レベルの上のレベルに対して固有キー値を供給するという制限を取り除く。従って，

Ｃ－ＭＯＶＥ要求の識別子は，下記を転送することがある： 

― 検査インスタンスＵＩＤ (0020,000D) だけを提供することによって検査に関連した全複合オ
ブジェクトインスタンス 

― シリーズインスタンスＵＩＤ (0020,000E) だけを提供することによってシリーズに関連した
全複合オブジェクトインスタンス 

― ＳＯＰインスタンスＵＩＤ (0008,0018) のリストだけを提供することによって個々の複合オブ
ジェクトインスタンス 

Ｃ．４．２．３ Ｃ－ＭＯＶＥ ＳＣＰ挙動 

この節はＣ－ＭＯＶＥ ＳＣＰの基準および拡張挙動の両方を議論する。 

Ｃ．４．２．３．１ ＳＣＰの基準挙動 

ＳＣＰはＣ－ＭＯＶＥ応答を用いて下記の意味を伝達する： 

― ＳＣＰは，Ｃ－ＭＯＶＥ要求の識別子における固有キーの中の値に基づく転送のレベルでエン
ティティの集合を識別する。ＳＣＰは，対応する保存ＳＯＰインスタンスに対するＣ－ＳＴＯ

ＲＥ副操作を開始する。これらのＣ－ＳＴＯＲＥ副操作は，Ｃ－ＭＯＶＥ操作とは異なるアソ

シエーション上で起こる。問合せ／取得サービスクラスのＳＣＰは，保存サービスクラスのＳ

ＣＵとして機能する。 

― ＳＣＰは，Ｃ－ＳＴＯＲＥ副操作に対して新しいアソシエーションを確立する。ＳＣＰが与え
られた保存ＳＯＰインスタンスに対して適切なプレゼンテーションコンテキストを折衝する

ことができない場合，副操作は失敗したと見なされる。 

― ＳＣＰは，Ｃ－ＭＯＶＥ要求の中で指定された問合せ／取得レベルに依存して，患者ＩＤ，検
査インスタンスＵＩＤのリスト，シリーズインスタンスＵＩＤのリスト，またはＳＯＰインス

タンスＵＩＤのリストに関係する全ての保存ＳＯＰインスタンスに対して新しいアソシエー

ション上でＣ－ＳＴＯＲＥ副操作を開始する。 

― 任意選択で，ＳＣＰは，Ｃ－ＳＴＯＲＥ副操作の処理の間，未決定に等しい状態をもつＣ－Ｍ
ＯＶＥへの応答を生成することがある。これらの応答は，残存，成功，失敗，および警告Ｃ－

ＳＴＯＲＥ副操作を示す。 

― 残存副操作の数が零に到達するとき，ＳＣＰは，成功，警告，失敗，または拒絶に等しい状態
をもつ最終応答を生成する。この応答は，成功副操作の数，失敗副操作の数，および警告状態

をもつ副操作の数を示す。Ｃ－ＭＯＶＥ要求の中に含まれる状態は下記を含む： 

― 全ての副操作が成功であった場合は，成功 

― 一つ以上の副操作が成功であった，そして一つ以上の副操作が不成功であったかまたは警
告の状態を持った場合は，警告 

― 全ての副操作が警告の状態を持った場合は，警告 

― 全ての副操作が不成功であった場合は，失敗または拒絶 
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― ＳＣＰは，Ｃ－ＭＯＶＥの処理の間は何時でも，Ｃ－ＭＯＶＥ－ＣＡＮＣＥＬ要求を受け取る
ことがある。ＳＣＰは，全ての処理中のＣ－ＳＴＯＲＥ副操作を中断する，そしてＣ－ＭＯＶ

Ｅ応答の中で取消の状態を返す。取消の状態を持つＣ－ＭＯＶＥ応答は，成功，失敗，および

警告Ｃ－ＳＴＯＲＥ副操作の数を含む。存在する場合は，残存副操作カウントは，Ｃ－ＭＯＶ

Ｅ－ＣＡＮＣＥＬ要求のために開始されなかったＣ－ＳＴＯＲＥ副操作の数を含む。 

Ｃ．４．２．３．２ ＳＣＰの拡張挙動 

拡張ＳＣＰ挙動は，アソシエーション確立時に折衝される。拡張挙動内の任意選択が折衝の中で同意

されない場合，その時は基準ＳＣＰ挙動だけが，その任意選択に関して実行される。拡張ＳＣＰ挙動

は，下記の任意選択を持つ全ての基準挙動を含む：。 

― 関係取得 

Ｃ．４．２．３．２．１ 関係取得 

関係取得をもつＣ－ＭＯＶＥサービスは，取得のレベルでのエンティティを識別することを助けるた

めに，問合せ／取得レベルの上のレベルに対してＳＣＵが固有キー値を供給するという制限を取り除

く。従って，Ｃ－ＭＯＶＥ要求の識別子は，下記の転送を指定することがある： 

― 検査インスタンスＵＩＤ (0020,000D) だけを供給することによって検査に関連した全複合オ
ブジェクトインスタンス像 

― シリーズインスタンスＵＩＤ (0020,000E) だけを提供することによってシリーズに関連した
全複合オブジェクトインスタンス 

― ＳＯＰインスタンスＵＩＤ (0008,0018) のリストだけを提供することによって個々の複合オブ
ジェクトインスタンス 

Ｃ．４．３ Ｃ－ＧＥＴ操作 

問合せ／取得サービスクラスのいくつかのＳＯＰクラスのＳＣＵは，ＰＳ３．７の中で記述されるＣ

－ＧＥＴ操作を使用して取得を生成することがある。Ｃ－ＧＥＴ操作は，保存ＳＯＰインスタンスを

開始側応用エンティティにＣ－ＳＴＯＲＥ操作を使用して転送することを，もう一つの応用エンティ

ティに指示することを，応用エンティティに許す。Ｃ－ＧＥＴサービスに対するサポートは，Ｃ－Ｇ

ＥＴ操作がアソシエーション上に起こるために，Ｃ－ＧＥＴのＳＣＵおよびＳＣＰの両方によってア

ソシエーション確立時に同意される。Ｃ－ＳＴＯＲＥ副操作は，Ｃ－ＧＥＴ操作と同じアソシエーシ

ョン上で成し遂げられる。従って，問合せ／取得サービスクラスのＳＣＰは，保存サービスクラスの

ＳＣＵとして機能する。 

注： 保存ＳＯＰインスタンスを受信する応用エンティティは，常にＣ－ＧＥＴ操作の発行元である。 

Ｃ－ＧＥＴ要求は，問合せ／取得情報モデルのどのレベルにも実行されることがある。しかしながら，

保存ＳＯＰインスタンスの転送は，このレベルで実行されないことがある。転送が実行されるレベル

はＳＯＰクラスに依存する。 

Ｃ．４．３．１ Ｃ－ＧＥＴサービスパラメタ 

Ｃ．４．３．１．１ ＳＯＰクラスＵＩＤ 

ＳＯＰクラスＵＩＤは，Ｃ－ＧＥＴがそれに対して実行されるべき問合せ／取得情報モデルを識別す

る。ＳＯＰクラスＵＩＤのサポートは，このＣ－ＧＥＴ操作によって使用されるプレゼンテーション

コンテキストの抽象的構文ＵＩＤによって暗示される。 
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Ｃ．４．３．１．２ 優先度 

優先度属性は，Ｃ－ＧＥＴ操作および対応するＣ－ＳＴＯＲＥ副操作の要求優先度を，同じＳＣＰに

よって実行される他のＤＩＭＳＥ操作に関連して定義する。 

優先度要求の処理は，ＳＣＰに必要とされない。ＳＣＰが優先度処理をサポートするかどうか，およ

び異なる優先度レベルの意味は，ＳＣＰの適合性宣言の中に記述される。同じ優先度が，全てのＣ－

ＳＴＯＲＥ副操作に対して使用される。 

Ｃ．４．３．１．３ 識別子 

Ｃ－ＧＥＴ要求および応答の双方は，識別子を含む。Ｃ－ＧＥＴ要求は識別子を含む。Ｃ－ＧＥＴ応

答はＣ．４．３．１．３．２の中で必要とされる識別子を条件付きで含む。 

注： 識別子はＰＳ３．７の中のＣ－ＧＥＴプリミティブの定義の中でＵとして明記されているが，このサービ
スでの使用のために特殊化される。 

Ｃ．４．３．１．３．１ 要求識別子構造 

Ｃ－ＧＥＴ要求の中で識別子は下記を含む： 

― 取得のレベルを定義する問合せ／取得レベル (0008,0052) 

― 患者ＩＤ (0010,0020)，検査インスタンスＵＩＤ (0020,000D)，シリーズインスタンスＵＩＤ 
(0020,000E)，およびＳＯＰインスタンスＵＩＤ (0008,0018) を含むことがある固有キー属性 

階層の各レベルでの固有キーおよび取得のレベルに対して許される値は，問合せ／取得情報モデルに

対するＳＯＰクラス定義の中で定義される。 

注： 基準挙動では，問合せ／取得レベルが画像あるいはシリーズ，検査である場合は，ＵＩＤリスト照合を使
用して，一を越えるエンティティを取得することがあるが，患者ＩＤ (0010,0020) に対しては単一値照合
値だけが指定されるだろう。 

Ｃ．４．３．１．３．２ 応答識別子構造 

失敗ＳＯＰインスタンスＵＩＤリスト (0008,0058) は，このＣ－ＧＥＴ操作がそれに対して失敗した
Ｃ－ＳＴＯＲＥ副操作ＳＯＰインスタンスのＵＩＤのリストを指定する。Ｃ－ＧＥＴ応答の中で識別

子は，Ｃ－ＧＥＴ応答に基づく失敗ＳＯＰインスタンスＵＩＤリスト (0008,0058) を条件付きで含む。
Ｃ－ＳＴＯＲＥ副操作が失敗しない場合は，失敗ＳＯＰインスタンスＵＩＤリスト (0008,0058) は存
在しない，従ってデータ集合はＣ－ＧＥＴ応答の中で送られない。 

Ｃ－ＧＥＴ応答の中で： 

― 取消，失敗，拒絶または警告の状態を持つ識別子は，失敗ＳＯＰインスタンスＵＩＤリスト属
性を含む 

― 未決定の状態を持つ識別子は，失敗ＳＯＰインスタンスＵＩＤリスト属性を含まない（データ
集合がない） 

Ｃ．４．３．１．４ 状態 

表Ｃ．４－３は，Ｃ－ＧＥＴ応答の中で返されることがある状態値を定義する。一般状態コード値お

よび状態コード値に関連する領域は，ＰＳ３．７の中で定義される。 
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表Ｃ．４－３ Ｃ－ＧＥＴ応答状態値 

サービ状態 詳細な意味 状態コード 関係領域 
拒否 資源不足―一致の数を計算できない A701 (0000,0902) 
 資源不足―副操作を実行できない A702 (0000,1020) 

(0000,1021) 
(0000,1022) 
(0000,1023) 

失敗 識別子がＳＯＰクラスと一致しない A900 (0000,0901) 
(0000,0902) 

 処理することができない Cxxx (0000,0901) 
(0000,0902) 

取消 取消指示によって副操作が終了した FE00 (0000,1020) 
(0000,1021) 
(0000,1022) 
(0000,1023) 

警告 副操作が完了した―一つ以上の失敗または警告 B000 (0000,1020) 
(0000,1021) 
(0000,1022) 
(0000,1023) 

成功 副操作が完了した―失敗または警告がない 0000 (0000,1020) 
(0000,1021) 
(0000,1022) 
(0000,1023) 

未決定 副操作が継続中である FF00 (0000,1020) 
(0000,1021) 
(0000,1022) 
(0000,1023) 

 

Ｃ．４．３．１．５ 残存副操作の数 

残存副操作数の算入は，Ｃ－ＧＥＴ応答の中の状態に基づいて，条件付きである。残存副操作の数は，

Ｃ－ＧＥＴ操作を完了するために必要な残存Ｃ－ＳＴＯＲＥ副操作の数を明記する。 

Ｃ－ＧＥＴ応答の中で： 

― 未決定の状態を持つ識別子は，残存副操作の数属性を含む 

― 取消の状態を持つ識別子は，残存副操作の数属性を含むことがある 

― 警告，失敗，拒絶，または成功の状態を持つ識別子は，残存副操作の数属性を含まない 

Ｃ．４．３．１．６ 成功副操作の数 

成功副操作の数の算入は，Ｃ－ＧＥＴ応答の中の状態に基づいて，条件付きである。成功副操作の数

は，成功して完了した要求転送によって生成されたＣ－ＳＴＯＲＥ副操作の数を明記する。 

Ｃ－ＧＥＴ応答の中で： 
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― 未決定の状態を持つ識別子は，成功副操作の数属性を含む 

― 取消，警告，失敗，拒絶，または成功の状態を持つ識別子は，成功副操作の数属性を含むこと
がある 

Ｃ．４．３．１．７ 失敗副操作の数 

失敗副操作の数の算入は，Ｃ－ＧＥＴ応答の中の状態に基づいて，条件付きである。失敗副操作の数

は，失敗した要求転送によって生成されたＣ－ＳＴＯＲＥ副操作の数を明記する。 

Ｃ－ＧＥＴ応答の中で： 

― 未決定の状態を持つ識別子は，失敗副操作の数属性を含む 

― 取消，警告，失敗，拒絶，または成功の状態を持つ識別子は，失敗副操作の数属性を含むこと
がある 

Ｃ．４．３．１．８ 警告副操作の数 

警告副操作の数の算入は，Ｃ－ＧＥＴ応答の中の状態に基づいて，条件付きである。警告副操作の数

は，警告の状態をもつ要求転送によって生成されたＣ－ＳＴＯＲＥ副操作の数を明記する。 

Ｃ－ＧＥＴ応答における： 

― 未決定の状態を持つ識別子は，警告副操作の数属性を含む 

― 取消，警告，失敗，拒絶，または成功の状態を持つ識別子は，警告副操作の数属性を含むこと
がある 

Ｃ．４．３．２ Ｃ－ＧＥＴ ＳＣＵ挙動 

この節は，Ｃ－ＧＥＴ ＳＣＵの基準および拡張挙動の両方を論議する。 

Ｃ．４．３．２．１ ＳＣＵの基準挙動 

ＳＣＵは，Ｃ－ＧＥＴ要求を用いて下記の意味を伝達する： 

― ＳＣＵは，同一アソシエーションの上で発生する予期されるＣ－ＳＴＯＲＥ副操作に適応する
ために，アソシエーション確立時に，充分なプレゼンテーションコンテキストを提案している。

問合せ／取得サービスクラスのＳＣＵは，保存サービスクラスのＳＣＰとして機能する。 

― ＳＣＵは，問合せ／取得レベルの上の各レベルに対して固有キー属性の中で単一値を供給する。
取得のレベルに対して，取得のレベルが検査レベルより上であるある場合は，ＳＣＵは一つの

ユニークキーを供給する，そしていくつかの項目の取得が望まれ，取得レベルが検査あるいは

シリーズ，画像である場合にはそれは一つのＵＩＤあるいはＵＩＤのリストを供給する。 

― ＳＣＵは，Ｃ－ＳＴＯＲＥ副操作の処理の間，Ｃ－ＧＥＴ応答を未決定と等しい状態を持つと
解釈する。これらの応答は，残存，成功，失敗，警告Ｃ－ＳＴＯＲＥ副操作の数を示す。 

― ＳＣＵは，最終応答として，成功，警告，失敗または拒絶と等しい状態をもつＣ－ＧＥＴ応答
を解釈する。最終応答は，Ｃ－ＧＥＴ操作の結果である成功副操作の数および失敗Ｃ－ＳＴＯ

ＲＥ副操作の数を示す。ＳＣＵは： 

― 成功の状態を，全ての副操作は成功であったことを示すと解釈する 

― 警告の状態を，一つ以上の副操作は成功であったそして一つ以上は不成功であった，また
は全ての副操作が警告の状態を持ったことを示すと解釈する 
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― 失敗または拒絶の状態を，全ての副操作は不成功だったことを示すと解釈する。 

― ＳＣＵは，Ｃ－ＧＥＴ要求の処理の間に何時でも，Ｃ－ＧＥＴ－ＣＡＮＣＥＬ要求を発行する
ことによってＣ－ＧＥＴ操作をキャンセルすることがある。取消の状態をもつＣ－ＧＥＴ応答

は，取得がキャンセルされたことをＳＣＵに示す。任意選択として，取消の状態をもつＣ－Ｇ

ＥＴ応答は，成功，失敗および警告Ｃ－ＳＴＯＲＥ副操作の数を示す。存在する場合は，残存

副操作カウントは，Ｃ－ＧＥＴ－ＣＡＮＣＥＬ要求のために開始されなかったＣ－ＳＴＯＲＥ

副操作の数を含む。 

Ｃ．４．３．２．２ ＳＣＵの拡張挙動 

拡張ＳＣＵ挙動はアソシエーション確立時に折衝される。拡張挙動の内の任意選択が，折衝の中で同

意されていない場合は，その時は基準ＳＣＵ挙動のみが任意選択に関してサポートされる。拡張ＳＣ

Ｕ挙動は下記の任意選択をもつ全ての基準挙動を含む： 

― 関係取得 

Ｃ．４．３．２．２．１ 関係取得 

関係取得をもつＣ－ＧＥＴサービスは，取得のレベルでエンティティを識別することを助けるために，

問合せ／取得レベルの上のレベルに対してＳＣＵが固有キー値を供給する制限を取り除く。従って，

Ｃ－ＧＥＴ要求の識別子は下記を取得することがある： 

― 検査インスタンスＵＩＤ (0020,000D) を供給することによって検査に関係する全複合オブジ
ェクトインスタンス 

― シリーズインスタンスＵＩＤ (0020,000E) を提供することによってシリーズに関係する全複
合オブジェクトインスタンス 

― ＳＯＰインスタンスＵＩＤ (0008,0018) のリストを提供することによって個々の複合オブジェ
クトインスタンス 

Ｃ．４．３．３ Ｃ－ＧＥＴ ＳＣＰ挙動 

この節では，Ｃ－ＧＥＴ ＳＣＰの基準と拡張挙動の両方の議論する。 

Ｃ．４．３．３．１ ＳＣＰの基準挙動 

ＳＣＰは，Ｃ－ＧＥＴ要求を用いて下記の意味を伝達する： 

― ＳＣＰは，Ｃ－ＧＥＴ要求の識別子における固有キーの中の値に基づいて，エンティティの集
合を取得のレベルで識別する。ＳＣＰは，対応する保存ＳＯＰインスタンスに対するＣ－ＳＴ

ＯＲＥ副操作を開始する。問合せ／取得サービスクラスのＳＣＰは，保存サービスクラスのＳ

ＣＵとして機能する。 

― ＳＣＰは，Ｃ－ＧＥＴ要求の中で指定される問合せ／取得レベルに基づいて，患者ＩＤ，検査
インスタンスＵＩＤのリスト，シリーズインスタンスＵＩＤのリスト，またはＳＯＰインスタ

ンスＵＩＤのリストに関係する全保存ＳＯＰインスタンスに対して，同一アソシエーション上

でＣ－ＳＴＯＲＥ副操作を開始する。 

― 問合せ／取得ＳＣＵが与えられた保存ＳＯＰインスタンスに対して適切なプレゼンテーショ
ンコンテキストを提供しなかったという理由で，ＳＣＰがＣ－ＳＴＯＲＥ副操作を開始するこ

とができない場合は，副操作は失敗と考えられる。 
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― 任意選択として，Ｃ－ＳＴＯＲＥ副操作の処理の間に，ＳＣＰは未決定と等しい状態を持つＣ
－ＧＥＴへの応答を生成することがある。これらの応答は残存，成功，失敗，警告Ｃ－ＳＴＯ

ＲＥ副操作の数を示す。 

― 残存副操作の数が零に到達するとき，ＳＣＰは，成功，警告，失敗，または拒否に等しい状態
を持つ最終応答を発生する。Ｃ－ＧＥＴ応答に含まれる状態は下記を含む： 

― 全ての副操作が成功であった場合は，成功 

― 一つ以上の副操作が成功であった，そして一つ以上の副操作が不成功であった，または警
告の状態を持った場合は，警告 

― 全ての副操作が警告の状態を持った場合は，警告 

― 全ての副操作が不成功であった場合は，失敗または拒絶 

― ＳＣＰは，Ｃ－ＧＥＴ要求の処理の間は何時でも，Ｃ－ＧＥＴ－ＣＡＮＣＥＬ要求を受け取る
ことがある。ＳＣＰは，全てのＣ－ＳＴＯＲＥ副操作処理を中断する，そしてＣ－ＧＥＴ応答

の中で取消の状態を返す。取消の状態をもつＣ－ＧＥＴ応答は，成功，失敗，そして警告Ｃ－

ＳＴＯＲＥ副操作の数を含む。存在する場合は，残存副操作カウントは，Ｃ－ＧＥＴ－ＣＡＮ

ＣＥＬ要求のために開始されなかったＣ－ＳＴＯＲＥ副操作の数を含む。 

Ｃ．４．３．３．２ ＳＣＰの拡張挙動 

拡張ＳＣＰ挙動は，アソシエーション確立時に折衝される。拡張挙動内の任意選択が折衝の中で同意

されない場合，その時は基準ＳＣＰ挙動だけがその任意選択に関して実行される。拡張ＳＣＰ挙動は

下記の任意選択をもつ全基準挙動を含む： 

― 関係取得 

Ｃ．４．３．３．２．１ 関係取得 

関係取得をもつＣ－ＧＥＴサービスは，取得のレベルでエンティティを識別することを助けるために

問合せ／取得レベルの上のレベルに対して，ＳＣＵが固有キー値を供給するという制限を取り除く。

従って，Ｃ－ＧＥＴ要求の識別子は，下記を取得することがある： 

― 検査インスタンスＵＩＤを供給することによって検査に関係する全複合オブジェクトインス
タンス 

― シリーズインスタンスＵＩＤを供給することによってシリーズに関係する全複合オブジェク
トインスタンス 

― ＳＯＰインスタンスＵＩＤのリストを供給することによって個々の複合オブジェクトインス
タンス 

Ｃ．５ アソシエーション折衝 

アソシエーションの確立は，同位ＤＩＣＯＭ ＡＥ間の通信のインスタンスの最初の段階である。ＤＩ
ＣＯＭ問合せ／取得ＳＯＰクラスをサポートするＡＥは，応用アソシエーション情報の使用を定義す

ることによってアソシエーション確立折衝を利用する。アソシエーション折衝の概要についてはＰＳ

３．７を参照。 

Ｃ－ＦＩＮＤ操作に基づく問合せサービスを含む，問合せ／取得サービスクラスのＳＯＰクラスは，

関係－問合せのような任意選択を折衝するためにＳＯＰクラス拡張折衝副項目を使用することがある。 
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Ｃ－ＭＯＶＥおよびＣ－ＧＥＴ操作に基づく取得サービスを含む，問合せ／取得サービスクラスのＳ

ＯＰクラスは，関係取得を折衝するためにＳＯＰクラス拡張折衝副項目を使用することがある。 

Ｃ－ＧＥＴ操作に基づく取得サービスを含む，問合せ／取得サービスクラスのＳＯＰクラスは，取得

のために使用されることがあるＳＯＰクラスを識別するためにＳＣＰ／ＳＣＵ役割選択副項目を使用

する。 

Ｃ．５．１ Ｃ－ＦＩＮＤ ＳＯＰクラスに対するアソシエーション折衝 

下記の折衝規則が，Ｃ－ＦＩＮＤ操作を含む問合せ／取得サービスクラスのＤＩＣＯＭ ＳＯＰクラス
および特殊化ＤＩＣＯＭ ＳＯＰクラスに適用される。 

アソシエーション要求側（問合せＳＣＵ役割）が，Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ要求の中で下記を伝達す

る： 

― プレゼンテーションコンテキストの中で，サポートされる各問合せに基づくＳＯＰクラスに対
して一つの抽象構文 

― 任意選択として，各問合せに基づくＳＯＰクラスに対して一つのＳＯＰクラス拡張折衝副項目 

Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ要求のアソシエーション受諾側（問合せＳＣＰ役割）が下記を受諾する： 

― プレゼンテーションコンテストの中で，サポートされる各問合せに基づくＳＯＰクラスに対し
て一つの抽象構文 

― 任意選択として，各問合せに基づくＳＯＰクラスに対して一つのＳＯＰクラス拡張折衝副項目 

Ｃ．５．１．１ ＳＯＰクラス拡張折衝 

ＳＯＰクラス拡張折衝は，アソシエーション確立時に，同位のＤＩＣＯＭ ＡＥが特定ＳＯＰクラスに
よって定義される応用アソシエーション情報を交換することを可能にする。これはサービスクラス応

用情報領域を定義することによって達成される。サービスクラス応用情報領域は関係問合せに対する

サポートを定義するために使用される。 

この交渉は任意選択である。存在しない場合は，デフォルト状態は： 

― 関係問合せをサポートしない 

アソシエーション要求側は，各ＳＯＰクラスに対して，一つのＳＯＰクラス拡張折衝副項目を使用す

ることがある。ＳＯＰクラスは，サービスクラス応用情報領域によって後続される（ＰＳ３．７に定

義される）対応する抽象構文名によって識別される。この領域は定義する： 

― アソシエーション要求側による関係問合せサポート 

アソシエーション受諾側は，提案される各ＳＯＰクラス拡張折衝副項目に対して，同じ値（１）を返

すことによってアソシエーション要求側の提案を受諾するか，または値（０）を返すによって提案を

却下する。 

ＳＯＰクラス拡張折衝副項目が，アソシエーション受諾側によって返されない場合は，その時には関

係問合せはアソシエーションの上でサポートされない。（デフォルト状態） 

ＳＯＰクラス拡張折衝副項目が，Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ指示の中に存在しない場合は，それらは，

Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ応答の中で省略される。 
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Ｃ．５．１．１．１ ＳＯＰクラス拡張折衝副項目構造（Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ－ＲＱ） 

ＳＯＰクラス拡張折衝副項目は，ＰＳ３．７によって定義される必須領域のシーケンスで構成される。

表Ｃ．５－１はＣ－ＦＩＮＤ操作を含むＤＩＣＯＭ問合せ／取得ＳＯＰクラスおよび特殊化ＤＩＣＯ

Ｍ問合せ／取得ＳＯＰクラスに対するサービスクラス応用情報領域を定義する。 

表Ｃ．５－１ ＳＯＰクラス拡張折衝副項目（サービスクラス応用情報領域）― 

Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ－ＲＱ 

項目バイト 領域名 領域の内容 
１ 関係問合せ このバイト領域は，アソシエーション要求側による関係問合せサ

ポートを定義する。符号なし２進整数として符号化され，次の値

の一つを用いる。 
0 ―関係問合せがサポートされない 
1 ―関係問合せがサポートされる 

 

Ｃ．５．１．１．２ ＳＯＰクラス拡張折衝副項目構造（Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ－ＡＣ） 

ＳＯＰクラス拡張折衝副項目は，ＰＳ３．７によって定義される必須領域のシーケンスで構成される。

表Ｃ．５－２はＣ－ＦＩＮＤ操作を含むＤＩＣＯＭ問合せ／取得ＳＯＰクラスおよび特殊化ＤＩＣＯ

Ｍ問合せ／取得ＳＯＰクラスに対するサービスクラス応用情報領域を定義する。 

表Ｃ．５－２ ＳＯＰクラス拡張折衝副項目（サービスクラス応用情報領域）― 

Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ－ＡＣ 

項目バイト 領域名称 領域の内容 
１ 関係問合せ このバイト領域は，アソシエーション受諾側にたいする関係－問

合せサポートを定義する。符号なし２進整数として符号化され，

次の値の一つを用いる。 
0 ―関係問合せがサポートされない 
1 ―関係問合せがサポートされる 

 

Ｃ．５．２ Ｃ－ＭＯＶＥ ＳＯＰクラスに対するアソシエーション折衝 

下記の折衝規則がＣ－ＭＯＶＥ操作を含む問合せ／取得サービスクラスのＤＩＣＯＭ ＳＯＰクラス
および特殊化ＤＩＣＯＭ ＳＯＰクラスに適用される。 

アソシエーション要求側（取得ＳＣＵ役割）がＡ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ要求の中で下記を伝達する： 

― プレゼンテーションコンテストの中で，各々のサポートされる取得に基づくＳＯＰクラスに対
して一つの抽象構文 

― 任意選択として，各々の取得に基づくＳＯＰクラスに対して一つのＳＯＰクラス拡張折衝副項
目 

Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ要求のアソシエーション受諾側（取得ＳＣＰ役割）が下記を受諾する： 

― プレゼンテーションコンテストの中で，各々のサポートされる取得に基づくＳＯＰクラスに対
して一つの抽象構文 

― 任意選択として，各々の取得に基づくＳＯＰクラスに対して一つのＳＯＰクラス拡張折衝副項
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目 

Ｃ．５．２．１ ＳＯＰクラス拡張折衝 

ＳＯＰクラス拡張折衝は，アソシエーション確立時に，同位のＤＩＣＯＭ ＡＥが，特定ＳＯＰクラス
によって定義された応用アソシエーション情報を交換することを可能にする。これは，サービスクラ

ス応用情報領域を定義することによって達成される。サービスクラス応用情報領域は，関係取得に対

するサーポートを定義するために使用される。 

この折衝は任意選択である。存在しない場合は，デフォルト状態は下記である： 

― 関係取得をサポートしない 

各ＳＯＰクラスに対して，アソシエーション要求側は，一つのＳＯＰクラス拡張折衝副項目を使用す

ることがある。ＳＯＰクラスは，サービスクラス応用情報領域によって後続される（ＰＳ３．７に定

義される）対応する抽象構文名によって識別される。この領域は下記を定義する： 

― アソシエーション要求側による関係取得サポート 

提案される各ＳＯＰクラス拡張折衝副項目に対して，アソシエーション受諾側は，同一値（１）を返

すことによってアソシエーション要求側の提案を受諾するか，または値（０）を返すことによって提

案を却下する。 

ＳＯＰクラス拡張折衝副項目が，アソシエーション受諾側によって返されない場合は，その時には関

係取得はサポートされない（デフォルト状態）。 

ＳＯＰクラス拡張折衝副項目が，Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ指示の中に存在しない場合は，それらはＡ

－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ応答の中で省略される。 

Ｃ．５．２．１．１ ＳＯＰクラス拡張折衝副項目構造（Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ－ＲＱ） 

ＳＯＰクラス拡張折衝副項目は，ＰＳ３．７によって定義される必須領域のシーケンスで構成される。

表Ｃ．５－３はＣ－ＭＯＶＥおよびＣ－ＧＥＴ操作を含むＤＩＣＯＭ問合せ／取得ＳＯＰクラスおよ

び特殊化ＤＩＣＯＭ問合せ／取得ＳＯＰクラスに対するサービスクラス応用情報領域を定義する。 

表Ｃ．５－３ ＳＯＰクラス拡張折衝副項目（サービスクラス応用情報領域）― 

Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ－ＲＱ 

項目バイト 領域名 領域の内容 

１ 関係問合せ このバイト領域は，アソシエーション要求側による関係－問合せ

サポートを定義する。符号なし２進整数として符号化され，次の

値の一つを用いる。 
0 ―関係取得がサポートされない 
1 ―関係取得がサポートされる 

 

Ｃ．５．２．１．２ ＳＯＰクラス拡張折衝副項目構造（Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ－ＡＣ） 

ＳＯＰクラス拡張折衝副項目は，ＰＳ３．７によって定義される必須領域のシーケンスで構成される。

表Ｃ．５－４はＣ－ＭＯＶＥおよびＣ－ＧＥＴ操作を含むＤＩＣＯＭ問合せ／取得ＳＯＰクラスおよ

び特殊化ＤＩＣＯＭ問合せ／取得ＳＯＰクラスに対するサービスクラス応用情報領域を定義する。 
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表Ｃ．５－４ ＳＯＰクラス拡張折衝副項目（サービスクラス応用情報領域）― 

Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ－ＡＣ 

項目バイト 領域名 領域の内容 
１ 関係問合せ このバイト領域は，アソシエーション受諾側にたいする関係取得

サポートを定義する。符号なし２進整数として符号化され，次の

値の一つを用いる。 
0 ―関係取得がサポートされない。 
1 ―関係取得がサポートされる。 

 

Ｃ．５．３ Ｃ－ＧＥＴ ＳＯＰクラスに対するアソシエーション折衝 

ＳＣＰがＣ－ＧＥＴ操作を実行するとき，それは保存のために複合ＳＯＰインスタンスを転送する目

的のためにＣ－ＳＴＯＲＥ操作を誘発する。この誘発Ｃ－ＳＴＯＲＥ操作（副操作と呼ばれる）は，

Ｃ－ＧＥＴプレゼンテーションコンテキストから特定Ｃ－ＳＴＯＲＥ副操作をサポートするプレゼン

テーションコンテキストへの切り替えを必要とする。 

下記の折衝規則が，Ｃ－ＧＥＴ操作を含む取得に基づくＤＩＣＯＭ問合せ／取得ＳＯＰクラスおよび

特殊化ＤＩＣＯＭ問合せ／取得ＳＯＰクラスに適用される。 

Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ要求の中でアソシエーション要求側（取得ＳＣＵ役割）が下記を伝達する： 

ａ） Ｃ－ＧＥＴ操作サポート： 

― プレゼンテーションコンテキストの中で，各々のサポートされるＳＯＰクラスに対して一
つの抽象構文をもつ 

― そして任意選択として，各々の取得に基づくＳＯＰクラスに対して一つのＳＯＰクラス拡
張折衝副項目をもつ 

ｂ） 誘発保存副操作サポート，ここでは（取得ＳＣＵ役割の中の）ＳＯＰクラスが，ＳＣＰ役割の
中の保存ＳＯＰクラスとして動作する。図Ｃ．５－１を参照。各々のサポートされる保存ＳＯ

Ｐクラスに対して，Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ要求は下記を含む： 

― プレゼンテーションコンテストにおける一つの抽象構文 

― ＳＣＰ役割のサポートを示すように設定されたＳＣＰ役割領域をもつ一つのＳＣＰ／Ｓ
ＣＵ役割選択折衝副項目。ＳＣＰ／ＳＣＵ役割選択折衝は，ＰＳ３．７の中で定義される

通り使用される。 

注： この折衝は，ＳＣＰ／ＳＣＵ役割選択折衝副項目のＳＣＵフラグにいかなる必要条件も置かない。
アソシエーション要求側が，ＳＣＵ役割の中で保存サービスクラスをサポートする場合，それは設

定されることがある。 
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保存副操作（Ｃ－ＳＴＯＲＥ）

取得操作（Ｃ－ＧＥＴ）

保存ＳＣＰ

として

動作する

保存ＳＣＵ

として

動作する

“Ａ”

取得

ＳＣＵ

“Ｂ”

取得

ＳＣＰ

 

図Ｃ．５－１ 副操作ＳＣＰ／ＳＣＵ役割の例 

Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ応答の中でアソシエーション受諾側（取得ＳＣＰ役割）が下記を伝達する： 

ａ） Ｃ－ＧＥＴ操作サポート： 

― プレゼンテーションテストの中で，サポートされる各々のＳＯＰクラスに対して一つの抽
象構文をもつ 

ｂ） 誘発保存副操作サポート，ここでは（取得ＳＣＰ役割を使用する）ＳＯＰクラスが，ＳＣＵ役
割の中で保存ＳＯＰクラスとして動作する。図Ｃ．５－１を参照。サポートされる各々の保存

ＳＯＰクラスに対してＡ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ応答は下記の両方を含む： 

― プレゼンテーションコンテストの中で，一つの抽象構文を 

― ＳＣＰ役割のアソシエーション受諾側のサポートの受諾を示すように設定されたＳＣＰ
役割領域をもつ一つのＳＣＰ／ＳＣＵ役割選択折衝副項目。ＳＣＰ／ＳＣＵ役割選択折衝

はＰＳ３．７の中で定義される通り使用される。 

注： この折衝は，ＳＣＰ／ＳＣＵ役割選択折衝副項目のＳＣＵフラグにいかなる必要条件も置
かない。アソシエーション受諾側が，保存ＳＣＰ役割を受諾する場合に，それが，設定さ

れることがある。 

図Ｃ．５－２は取得（Ｃ－ＧＥＴ）折衝の例を示す。 
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受諾 転送構文

A-ASSOCIATE-RQ A-ASSOCIATE-AC
ＤＩＣＯＭ ＡＥ “Ｂ”

ＤＩＣＯＭ ＡＥ “Ａ”

・ＡＥ“Ｂ”は取得ＳＣＰの役割を受諾する。

・ＡＥ“Ｂ”は保存ＳＣＰの役割を拒絶する（ＡＥ“Ａ”が保存ＳＣＵであることを許さない）
 

図Ｃ．５－２ 取得（Ｃ－ＧＥＴ）折衝の例 

Ｃ．５．３．１ ＳＯＰクラス拡張折衝 

ＳＯＰクラス拡張折衝は，アソシエーション確立時に，同位ＤＩＣＯＭ ＡＥが，特定のＳＯＰクラス
によって定義される応用アソシエーション情報を交換することを可能にする。 

これは，サービスクラス応用情報領域を定義することによって達成される。サービスクラス応用情報

領域は，関係取得に対するサポートを定義するために使用される。 

Ｃ－ＧＥＴ操作を含む取得サービスに基づくＳＯＰクラスに対する拡張折衝は，この付属書の節Ｃ．

５．２．１の中で定義されるＣ－ＭＯＶＥに対して定義される折衝と同一である。 

（Ｃ－ＳＴＯＲＥ副操作のための）保存サービスクラスのＳＯＰクラスに対する拡張折衝は付属書Ｂ

の中で定義される。 
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Ｃ．６ ＳＯＰクラス定義 

Ｃ．６．１ 患者ルートＳＯＰクラスグループ 

患者ルート問合せ／取得情報モデルの中で，情報は，要素 (0008,0052) における下記の４値の一つに
対応する４レベルの中に配置される： 

問合せ／取得レベル (0008,0052) の値 
患者情報 PATIENT 
検査情報 STUDY 
シリーズ情報 SERIES 
複合オブジェクトインスタンス情報 IMAGE 

 

注：規格の前版との互換性を可能にするために「複合オブジェクトインスタンス」ではなく単語「画像」の使

用は歴史的である。値 IMAGE によって指示されるレベルに画像タイプ以外の複合オブジェクトインス
タンスが含まれないことを意味しない。 

Ｃ．６．１．１ 患者ルート問合せ／取得情報モデル 

Ｃ．６．１．１．１ Ｅ／Ｒモデル 

患者ルート問合せ／取得情報モデルは，図Ｃ．６－１の中で示されるエンティティ関係図によって表

現されることがある。 

 

含む 

シリーズ

n

含む 

n

患者 

持つ 

1

n

1

1

検査 

インスタンス

 

図Ｃ．６－１ 患者ルート問合せ／取得情報モデルＥ／Ｒ図 
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Ｃ．６．１．１．２ 患者レベル 

表Ｃ．６－１は患者ルート問合せ／取得情報モデルの患者問合せ／取得レベルでの属性を定義する。 

注： １．この情報モデルの属性の記述は，この巻の節Ｃ．３の中に含まれる。 

 ２．患者ＩＤが世界的に固有でないことがあるが，検査インスタンスＵＩＤは世界的に固有であり，二つ
の検査が誤認されることがないことを保証する。 

表Ｃ．６－１ 患者ルート問合せ／取得情報モデルに対する患者レベル属性 

属性名 タグ タイプ 
患者の名前 (0010,0010) Ｒ 
患者ＩＤ (0010,0020) Ｕ 
参照患者シーケンス (0008,1120) Ｏ 
> 参照ＳＯＰクラスＵＩＤ (0008,1150) Ｏ 
> 参照ＳＯＰインスタンスＵＩＤ (0008,1155) Ｏ 
患者の誕生日 (0010,0030) Ｏ 
患者の誕生時刻 (0010,0032) Ｏ 
患者の性別 (0010,0040) Ｏ 
他の患者ＩＤ (0010,1000) Ｏ 
患者の他の名前 (0010,1001) Ｏ 
民族グループ (0010,2160) Ｏ 
患者コメント (0010,4000) Ｏ 
患者に関係した検査の数 (0020,1200) Ｏ 
患者に関係したシリーズの数 (0020,1202) Ｏ 
患者に関係したインスタンスの数 (0020,1204) Ｏ 

 

Ｃ．６．１．１．３ 検査レベル 

表Ｃ．６－２は患者ルート問合せ／取得情報モデルの検査情報レベルでのキーを定義する。 

注： １．この情報モデルの属性の記述は，この巻の節Ｃ．３の中に含まれる。 

 ２．患者ＩＤが世界的に固有でないことがあるが，検査インスタンスＵＩＤは世界的に固有であり，二つ
の検査が誤認されることがないことを保証する 

表Ｃ．６－２ 患者ルート問合せ／取得情報モデルに対する検査レベルキー 

属性名 タグ タイプ 
検査日付 (0008,0020) Ｒ 
検査時刻 (0008,0030) Ｒ 
受付番号 (0008,0050) Ｒ 
検査ＩＤ (0020,0010) Ｒ 
検査インスタンスＵＩＤ (0020,000D) Ｕ 
検査のモダリティ (0008,0061) Ｏ 
照会医師の名前 (0008,0090) Ｏ 
検査記述 (0008,1030) Ｏ 
手続きコードシーケンス (0008,1032)  Ｏ 
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> コード値 (0008,0100)  Ｏ 
> 符号化体系指定子 (0008,0102) Ｏ 
> 符号化体系版 (0008,0103) Ｏ 
> コード意味 (0008,0104)  Ｏ 
検査読影医師の名前 (0008,1060) Ｏ 
受診時診断記述 (0008,1080) Ｏ 
参照検査シーケンス (0008,1110) Ｏ 
> 参照ＳＯＰクラスＵＩＤ (0008,1150) Ｏ 
> 参照ＳＯＰインスタンスＵＩＤ (0008,1155) Ｏ 
患者の年齢 (0010,1010) Ｏ 
患者の身長 (0010,1020) Ｏ 
患者の体重 (0010,1030) Ｏ 
職業 (0010,2180) Ｏ 
患者の追加病歴 (0010,21B0) Ｏ 
他の検査番号 (0020,1070) Ｏ 
検査に関係したシリーズの数 (0020,1206) Ｏ 
検査に関係したインスタンスの数 (0020,1208) Ｏ 
解釈作成者 (4008,010C) Ｏ 

 

Ｃ．６．１．１．４ シリーズレベル 

表Ｃ．６－３は，患者ルート問合せ／取得情報モデルのシリーズ情報レベルでのキーを定義する。 

表Ｃ．６－３ 患者ルート問合せ／取得情報モデルに対するシリーズレベル属性 

属性名 タグ タイプ 
モダリティ (0008,0060) Ｒ 
シリーズ番号 (0020,0011) Ｒ 
シリーズインスタンスＵＩＤ (0020,000E) Ｕ 
シリーズに関係したインスタンスの数 (0020,1209) Ｏ 
シリーズレベルの他の全属性  Ｏ 

 

注： 属性シリーズに関係したインスタンスの数は任意選択キーである。それは，しかしながら，ＳＣＰがサポ
ートすることを強く推奨される広く必要とされるキーおよび応答属性と認識される。 

Ｃ．６．１．１．５ 画像レベル 

表Ｃ．６－４は，患者ルート問合せ／取得情報モデルの画像情報レベルでのキーを定義する。 

表Ｃ．６－４ 患者ルート問合せ／取得情報モデルに対する画像レベルキー 

属性名 タグ タイプ 
インスタンス番号 (0020,0013) Ｒ 
オーバレイ番号 (0020,0022) Ｏ 
カーブ番号 (0020,0024) Ｏ 
ＬＵＴ番号 (0020,0026) Ｏ 
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ＳＯＰインスタンスＵＩＤ (0008,0018) Ｕ 
複合オブジェクトインスタンスレベルの他

の全属性 
 Ｏ 

 

注： 理想的には，これらのキーに一致することをＳＣＰに要求するためにオーバレイ番号 (0020,0022)，カー
ブ番号 (0020,0024)，ＬＵＴ番号 (0020,0026) および報告書番号 (0020,00AA) は,タイプ Oではなくタイ
プ Rであるだろう。しかしながら，改訂されたモデルに気づいていないＳＣＰとの互換性のために，そ
れらはタイプ Oのままである。改訂されたモデルに気づいているＳＣＰは，整合がこれらのキー上で実
行されるとその適合性宣言の中で述べることができる。非画像オブジェクトの中にある場合,インスタン
ス番号 (0020,0013) は改訂されたオブジェクトの中にある場合は好ましいキーである。 

Ｃ．６．１．１．６ ＧＥＴおよびＭＯＶＥ命令および副操作の適用範囲 

Ｃ－ＭＯＶＥまたはＣ－ＧＥＴ要求は，問合せ／取得モデルのどのレベルに対しても実行されること

がある。しかしながら，保存ＳＯＰインスタンスの転送は，常に複合オブジェクトインスタンスレベ

ルで起こる。Ｃ－ＭＯＶＥまたはＣ－ＧＥＴは，問合せ／取得レベルが： 

― 患者レベルでは，患者に関係した全複合オブジェクトインスタンスが転送されることを示す。 

― 検査レベルでは，検査に関係した全複合オブジェクトインスタンス転送されることを示す。 

― シリーズレベルでは，シリーズに関係した全複合オブジェクトインスタンスが転送されること
を示す。 

― 画像レベルでは，選択された個々の複合オブジェクトインスタンスが転送されることを示す。 

注： 基準挙動では，問合せ／取得レベルが画像あるいはシリーズ，検査である場合は，ＵＩＤリスト照合を使
用して，一を越えるエンティティが取得されることがあるが，患者ＩＤ (0010,0020) に対しては単一値照
合値だけが指定されるだろう。 

Ｃ．６．１．２ 適合性必要条件 

実装は，患者ルートＳＯＰクラスグループのＳＯＰクラスの一つに，ＳＣＵ，ＳＣＰまたは両方とし

て適合することがある。適合性宣言は，ＰＳ３．２の中で定義される書式である。 

Ｃ．６．１．２．１ ＳＣＵ適合性 

Ｃ．６．１．２．１．１ Ｃ－ＦＩＮＤ ＳＣＵ適合性 

患者ルートＳＯＰクラスグループのＳＯＰクラスの一つに適合する実装は，節Ｃ．４．１．２の中で

記述される基準Ｃ－ＦＩＮＤ ＳＣＵ挙動を使用して，節Ｃ．６．１．１の中で記述される問合せ／取
得情報モデルに対する問合せをサポートする。 

患者ルートＳＯＰクラスグループのＳＯＰクラスの一つにＳＣＵとして適合する実装は，それが任意

選択キーをサポートするかどうか，その適合性宣言の中で記述する。それが任意選択キーをサポート

する場合は，それがサポートする任意選択キーを列挙する。 

ＳＣＵとして患者ルートＳＯＰクラスグループのＳＯＰクラスの一つに適合する実装は，それが関係

問合せを生成することがあるかどうか，その適合性宣言の中で記述する。それが関係問合せをサポー

トする場合は，それは同様に拡張折衝をサポートする。 

Ｃ．６．１．２．１．２ Ｃ－ＭＯＶＥ ＳＣＵ適合性 

患者ルートＳＯＰクラスグループのＳＯＰクラスの一つにＳＣＵとして適合する実装は，節Ｃ．４．
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２．２の中で記述されるＣ－ＭＯＶＥ ＳＣＵ挙動を使用して，節Ｃ．６．１．１の中で記述される問
合せ／取得情報モデルに対して転送をサポートする。 

Ｃ．６．１．２．１．３ Ｃ－ＧＥＴ ＳＣＵ適合性 

患者ルートＳＯＰクラスグループのＳＯＰクラスの一つにＳＣＵとして適合する実装は，節Ｃ．４．

３．２の中で記述されるＣ－ＧＥＴ ＳＣＵ挙動を使用して，節Ｃ．６．１．１の中で記述される問合
せ／取得情報モデルに対して取得をサポートする。 

Ｃ－ＧＥＴ操作を使用して取得を生成する，患者ルートＳＯＰクラスグループのＳＯＰクラスの一つ

にＳＣＵとして適合する実装は，Ｃ－ＧＥＴによって生成されるＣ－ＳＴＯＲＥ副操作をサポートす

る保存サービスクラスＳＯＰクラスを，その適合性宣言の中で記述する。 

Ｃ．６．１．２．２ ＳＣＰ適合性 

Ｃ．６．１．２．２．１ Ｃ－ＦＩＮＤ ＳＣＰ適合性 

患者ルートＳＯＰクラスグループのＳＯＰクラスの一つに適合する実装は，節Ｃ．４．１．３の中で

記述されたＣ－ＦＩＮＤ ＳＣＰ挙動を使用して，節Ｃ．６．１．１の中で記述される問合せ／取得情
報モデルに対して問合せをサポートする。 

患者ルートＳＯＰクラスグループのＳＯＰクラスの一つにＳＣＰとして適合する実装は，それが任意

選択キーをサポートするかどうか，その適合性宣言の中で記述する。それが任意選択キーをサポート

する場合は，それはそれがサポートする任意選択キーを列挙する。 

患者ルートＳＯＰクラスグループのＳＯＰクラスの一つにＳＣＰとして適合する実装は，それが関係

問合せをサポートするかどうか，その適合性宣言の中で記述する。関係問合せをサポートする場合は，

それは同様に拡張折衝をサポートする。 

ＳＣＰとして患者ルートＳＯＰクラスグループのＳＯＰクラスの一つに適合する実装は，その適合性

宣言を中で，それがＰＮ ＶＲ属性に対して大文字と小文字を区別しない照合をサポートするかどうか
を述べ，そしてこれが適用される属性を列記する。 

Ｃ．６．１．２．２．２ Ｃ－ＭＯＶＥ ＳＣＰ適合性 

患者ルートＳＯＰクラスグループのＳＯＰクラスの一つにＳＣＰとして適合する実装は，節Ｃ．４．

２．３の中で記述されるＣ－ＭＯＶＥ ＳＣＰ挙動を使用して，節Ｃ．６．１．１の中で記述される問
合せ／取得情報モデルに対して転送をサポートする。 

Ｃ－ＭＯＶＥ操作を使用して転送を生成する，患者ルートＳＯＰクラスグループのＳＯＰクラスの一

つにＳＣＰとして適合する実装は，Ｃ－ＭＯＶＥによって生成されるＣ－ＳＴＯＲＥ副操作をサポー

トする保存サービスクラスＳＯＰクラスを，その適合性宣言の中で記述する。 

Ｃ．６．１．２．２．３ Ｃ－ＧＥＴ ＳＣＰ適合性 

ＳＣＰとして患者ルートＳＯＰクラスグループのＳＯＰクラスの一つに適合する実装は，節Ｃ．４．

３．３の中で記述されるＣ－ＧＥＴ ＳＣＰ挙動を使用して，節Ｃ．６．１．１の中で記述される問合
せ／取得情報モデルに対して取得をサポートする。 

Ｃ－ＧＥＴ操作を使用して取得を生成する，患者ルートＳＯＰクラスグループのＳＯＰクラスの一つ

にＳＣＰとして適合する実装は，Ｃ－ＧＥＴによって生成されるＣ－ＳＴＯＲＥ副操作をサポートす

る保存サービスクラスＳＯＰクラスを，その適合性宣言の中で記述する。 
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Ｃ．６．１．３ ＳＯＰクラス 

問合せ／取得サービスクラスの患者ルート問合せＳＯＰクラスグループにおけるＳＯＰクラスは，患

者ルート問合せ／取得情報モデル，およびサポートされるＤＩＭＳＥ－Ｃ操作を識別する。次の標準

ＳＯＰクラスが識別される： 

ＳＯＰクラス名 ＳＯＰクラスＵＩＤ 
患者ルート問合せ／取得情報モデル－ＦＩＮＤ 1.2.840.10008.5.1.4.1.2.1.1 
患者ルート問合せ／取得情報モデル－ＭＯＶＥ 1.2.840.10008.5.1.4.1.2.1.2 
患者ルート問合せ／取得情報モデル－ＧＥＴ 1.2.840.10008.5.1.4.1.2.1.3 
 

Ｃ．６．２ 検査ルートＳＯＰクラスグループ 

検査ルート問合せ／取得情報モデルの中で，情報は要素 (0008,0052) における下記の３値の一つに対
応する３レベルに配置される： 

問合せ／取得レベル (0008,0052) の値 
検査情報 STUDY 
シリーズ情報 SERIES 
複合オブジェクトインスタンス情報 IMAGE 

 

注：規格の前版との互換性を可能にするために，「複合オブジェクトインスタンス」ではなく単語「画像」の

使用は歴史的である。値 IMAGE によって指示されるレベルに画像タイプ以外の複合オブジェクトイン
スタンスが含まれないことを意味しない。 

Ｃ．６．２．１ 検査ルート問合せ／取得情報モデル 

Ｃ．６．２．１．１ Ｅ／Ｒモデル 

検査ルート問合せ／取得情報モデルは図Ｃ．６－２の中で示されるエンティティ関係図によって表現

されることがある。 
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図Ｃ．６－２ 検査ルート問合せ／取得情報モデルＥ／Ｒ図 

Ｃ．６．２．１．２ 検査レベル 

表Ｃ．６－５は，検査ルート問合せ／取得情報モデルの検査情報レベルでのキーを定義する。 

注： １．この情報モデルの属性の記述は節Ｃ．３の中に含まれる。 

 ２．患者ＩＤが世界的に唯一でないことがあるが，検査インスタンスＵＩＤは世界的に唯一であり，二つ
の検査が誤認されることがないことを保証する。 

表Ｃ．６－５ 検査ルート問合せ／取得情報モデルに対する検査レベルキー 

属性名 タグ タイプ 
検査日付 (0008,0020) Ｒ 
検査時刻 (0008,0030) Ｒ 
受付番号 (0008,0050) Ｒ 
患者の名前 (0010,0010) Ｒ 
患者ＩＤ (0010,0020) Ｒ 
検査ＩＤ (0020,0010) Ｒ 
検査インスタンスＵＩＤ (0020,000D) Ｕ 
検査のモダリティ (0008,0061) Ｏ 
照会医師の名前 (0008,0090) Ｏ 
検査記述 (0008,1030) Ｏ 
手続きコードシーケンス (0008,1032)  Ｏ 
> コード値 (0008,0100)  Ｏ 
> 符号化体系指定子 (0008,0102) Ｏ 
> 符号化体系版 (0008,0103) Ｏ 
> コード意味 (0008,0104)  Ｏ 
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検査読影医師の名前 (0008,1060) Ｏ 
受診時診断記述 (0008,1080) Ｏ 
参照検査シーケンス (0008,1110) Ｏ 
> 参照ＳＯＰクラスＵＩＤ (0008,1150) Ｏ 
> 参照ＳＯＰインスタンスＵＩＤ (0008,1155) Ｏ 
参照患者シーケンス (0008,1120) Ｏ 
> 参照ＳＯＰクラスＵＩＤ (0008,1150) Ｏ 
> 参照ＳＯＰインスタンスＵＩＤ (0008,1155) Ｏ 
患者の誕生日 (0010,0030) Ｏ 
患者の誕生時刻 (0010,0032) Ｏ 
患者の性別 (0010,0040) Ｏ 
他の患者ＩＤ (0010,1000) Ｏ 
患者の他の名前 (0010,1001) Ｏ 
患者の年齢 (0010,1010) Ｏ 
患者の身長 (0010,1020) Ｏ 
患者の体重 (0010,1030) Ｏ 
民族グループ (0010,2160) Ｏ 
職業 (0010,2180) Ｏ 
患者の追加病歴 (0010,21B0) Ｏ 
患者コメント (0010,4000) Ｏ 
他の検査番号 (0020,1070) Ｏ 
患者に関係した検査の数 (0020,1200) Ｏ 
患者に関係したシリーズの数 (0020,1202) Ｏ 
患者に関係したインスタンスの数 (0020,1204) Ｏ 
検査に関係したシリーズの数 (0020,1206) Ｏ 
検査に関係したインスタンスの数 (0020,1208) Ｏ 
解釈作成者 (4008,010C) Ｏ 

 

注： 「複合オブジェクトインスタンス」ではなく単語「画像」の使用は歴史的である。値 IMAGE によって
指示されるレベルに画像タイプ以外の複合オブジェクトインスタンスが数の中に含まれないことを意味

しない。 

Ｃ．６．２．１．３ シリーズレベル 

検査ルート問合せ／取得情報モデルのシリーズレベルに対する属性は，節Ｃ．６．１．１．４の中で

記述した患者ルート問合せ／取得情報モデルのシリーズレベルに対する属性と同じである。 

Ｃ．６．２．１．４ 複合オブジェクトインスタンスレベル 

検査ルート問合せ／取得情報モデルの複合オブジェクトインスタンスレベルに対する属性は，節Ｃ．

６．１．１．５の中で記述した患者ルート問合せ／取得情報モデルの複合オブジェクトインスタンス

レベルに対する属性と同じである。 

Ｃ．６．２．１．５ ＧＥＴおよびＭＯＶＥ命令および副操作の適用範囲 

Ｃ－ＭＯＶＥまたはＣ－ＧＥＴ要求は，問合せ／取得モデルのどのレベルに対しても実行されること
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がある。しかしながら，保存ＳＯＰインスタンスの転送は常に複合オブジェクトインスタンスレベル

で起こる。Ｃ－ＭＯＶＥまたはＣ－ＧＥＴは，問合せ／取得レベルが： 

― 検査レベルでは，検査に関係した全複合オブジェクトインスタンスが転送されることを示す。 

― シリーズレベルでは，シリーズに関係した全複合オブジェクトインスタンスが転送されること
を示す。 

― 画像レベルでは，選択された個々の複合オブジェクトインスタンスが転送されることを示す。 

注： 基準挙動では，問合せ／取得レベルが画像あるいはシリーズ，検査である場合は，ＵＩＤリスト照合を使
用して，一を越えるエンティティが取得されることがある。 

Ｃ．６．２．２ 適合性必要条件 

実装は，検査階層構造ＳＯＰクラスグループのＳＯＰクラスの一つに，ＳＣＵ，ＳＣＰまたは両方と

して適合することがある。適合性宣言は，ＰＳ３．２の中で定義される書式である。 

Ｃ．６．２．２．１ ＳＣＵ適合性 

Ｃ．６．２．２．１．１ Ｃ－ＦＩＮＤ ＳＣＵ適合性 

検査ルートＳＯＰクラスグループのＳＯＰクラスの一つに適合する実装が，節Ｃ．４．１．２の中で

記述されるＣ－ＦＩＮＤ ＳＣＵ挙動を使用して，節Ｃ．６．２．１の中で記述される問合せ／取得情
報モデルに対する問合せをサポートする。 

検査ルートＳＯＰクラスグループのＳＯＰクラスの一つにＳＣＵとして適合する実装が，それが任意

選択キーをサポートするかどうか，その適合性宣言の中で記述する。それが任意選択キーをサポート

する場合は，それがサポートする任意選択キーを列挙する。 

検査ルートＳＯＰクラスグループのＳＯＰクラスの一つにＳＣＵとして適合する実装が，階層的探索

を使用して問合せを発生することが可能である。関係問合せ任意選択が成功裏に折衝されたのでなけ

れば，関係問合せを用いる問合せを生成しない。 

検査ルートＳＯＰクラスグループのＳＯＰクラスの一つにＳＣＵとして適合する実装が，それが関係

問合せを生成することがあるかどうか，その適合性宣言の中で記述する。それが関係探索をサポート

する場合は，それは同様に拡張折衝をサポートする。 

Ｃ．６．２．２．１．２ Ｃ－ＭＯＶＥ ＳＣＵ適合性 

検査ルートＳＯＰクラスグループのＳＯＰクラスの一つにＳＣＵとして適合する実装は，節Ｃ．４．

２．２の中で記述されるＣ－ＭＯＶＥ ＳＣＵ挙動を使用して，節Ｃ．６．２．１の中で記述される問
合せ／取得情報モデルに対して転送をサポートする。 

Ｃ．６．２．２．１．３ Ｃ－ＧＥＴ ＳＣＵ適合性 

検査ルートＳＯＰクラスグループのＳＯＰクラスの一つにＳＣＵとして適合する実装は，節Ｃ．４．

３．２の中で記述されるＣ－ＧＥＴ ＳＣＵ挙動を使用して，節Ｃ．６．２．１の中で記述される問合
せ／取得情報モデルに対して取得をサポートする。 

Ｃ－ＧＥＴ操作を使用して取得を発生する，検査ルートＳＯＰクラスグループのＳＯＰクラスの一つ

にＳＣＵとして適合する実装は，Ｃ－ＧＥＴによって発生されるＣ－ＳＴＯＲＥ副操作をサポートす

る保存サービスクラスＳＯＰクラスを，その適合性宣言の中で記述する。 
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Ｃ．６．２．２．２ ＳＣＰ適合性 

Ｃ．６．２．２．２．１ Ｃ－ＦＩＮＤ ＳＣＰ適合性 

検査ルートＳＯＰクラスグループのＳＯＰクラスの一つに適合する実装が，節Ｃ．４．１．３の中で

記述されるＣ－ＦＩＮＤ ＳＣＰ挙動を使用して，節Ｃ．６．２．１の中で記述される問合せ／取得情
報モデルに対して問合せをサポートする。 

検査ルートＳＯＰクラスグループのＳＯＰクラスの一つにＳＣＰとして適合する実装は，それが任意

選択キーをサポートするかどうか，その適合性宣言の中に記述する。任意選択キーをサポートする場

合は，それはそれがサポートする任意選択キーを列挙する。 

検査ルートＳＯＰクラスグループのＳＯＰクラスの一つにＳＣＰとして適合する実装は，それが関係

的探索をサポートするかどうかについて，その適合性宣言の中で記述する。関係的探索をサポートす

る場合は，それは同様に，拡張折衝をサポートする。 

ＳＣＰとして検査ルートＳＯＰクラスグループのＳＯＰクラスの一つに適合する実装は，その適合性

宣言を中で，それがＰＮ ＶＲ属性に対して大文字と小文字を区別しない照合をサポートするかどうか
を述べ，そしてこれが適用される属性を列記する。 

Ｃ．６．２．２．２．２ Ｃ－ＭＯＶＥ ＳＣＰ適合性 

検査ルートＳＯＰクラスグループのＳＯＰクラスの一つにＳＣＰとして適合する実装は，節Ｃ．４．

２．３の中で記述されるＣ－ＭＯＶＥ ＳＣＰ挙動を使用して，節Ｃ．６．２．１の中で記述される問
合せ／取得情報モデルに対して転送をサポートする。 

Ｃ－ＭＯＶＥ操作を使用して転送を生成する，検査ルートＳＯＰクラスグループのＳＯＰクラスの一

つにＳＣＰとして適合する実装は，Ｃ－ＭＯＶＥによって生成されるＣ－ＳＴＯＲＥ副操作をサポー

トする保存サービスクラスＳＯＰクラスを，その適合性宣言の中で記述する。 

Ｃ．６．２．２．２．３ Ｃ－ＧＥＴ ＳＣＰ適合性 

検査ルートＳＯＰクラスグループのＳＯＰクラスの一つにＳＣＰとして適合する実装は，節Ｃ．４．

３．３の中で記述されるＣ－ＧＥＴ ＳＣＰ挙動を使用して，節Ｃ．６．２．１の中で記述される問合
せ／取得情報モデルに対して取得をサポートする。 

Ｃ－ＧＥＴ操作を使用して取得を生成する，検査ルートＳＯＰクラスグループのＳＯＰクラスの一つ

にＳＣＰとして適合する実装は，Ｃ－ＧＥＴによって生成されるＣ－ＳＴＯＲＥ副操作をサポートす

る保存サービスクラスＳＯＰクラスを，その適合性宣言の中で記述する。 

Ｃ．６．２．３ ＳＯＰクラス 

問合せ／取得サービスクラスの検査ルートＳＯＰクラスグループの中でＳＯＰクラスは，検査ルート

問合せ／取得情報モデル，およびサポートされるＤＩＭＳＥ－Ｃ操作を識別する。下記の標準ＳＯＰ

クラスが識別される： 

ＳＯＰクラス名称 ＳＯＰクラスＵＩＤ 
検査ルート問合せ／取得情報モデル－ＦＩＮＤ 1.2.840.10008.5.1.4.1.2.2.1 
検査ルート問合せ／取得情報モデル－ＭＯＶＥ 1.2.840.10008.5.1.4.1.2.2.2 
検査ルート問合せ／取得情報モデル－ＧＥＴ 1.2.840.10008.5.1.4.1.2.2.3 
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Ｃ．６．３ 患者／検査のみＳＯＰクラスグループ 

患者／検査のみ問合せ／取得情報モデルの中で，情報は，要素 (0008,0052) における下記の値の一つ
に対応する二つのレベルに配置される： 

問合せ／取得レベル (0008,0052) の値 
患者情報 PATIENT 
検査情報 STUDY 

 

Ｃ．６．３．１ 患者／検査のみ問合せ／取得情報モデル 

Ｃ．６．３．１．１ Ｅ／Ｒモデル 

患者／検査のみ問合せ／取得情報モデルは，図Ｃ．６－３の中で示されるエンティティ関係図によっ

て表現される。 

患者

持つ

1

n

検査

 

図Ｃ．６－３ 患者／検査のみ問合せ／取得情報モデルＥ／Ｒ図 

Ｃ．６．３．１．２ 患者レベル 

患者／検査のみ問合せ／取得情報モデルの患者レベルに対する属性は，節Ｃ．６．１．１．２の中で

記述される患者ルート問合せ／取得情報モデルの患者レベルに対する属性と等しい。 

Ｃ．６．３．１．３ 検査レベル 

患者／検査のみ問合せ／取得情報モデルの検査レベルに対する属性は，節Ｃ．６．１．１．３の中で

記述される患者ルート問合せ／取得情報モデルの検査レベルに対する属性と等しい。 

Ｃ．６．３．１．４ ＧＥＴおよびＭＯＶＥ命令および副操作の適用範囲 

Ｃ－ＭＯＶＥまたはＣ－ＧＥＴ要求は，問合せ／取得モデルのどのレベルに対しても実行されること

がある。しかしながら，保存ＳＯＰインスタンスの転送は，常に画像レベルで起こる。Ｃ－ＭＯＶＥ

またはＣ－ＧＥＴは，問合せ／取得レベルが 

― 患者レベルでは，患者に関係した全画像が転送されることを示す。 

― 検査レベルでは，検査に関係した全画像が転送されることを示す。 

Ｃ．６．３．２ 適合性必要条件 

実装は，患者／検査のみＳＯＰクラスグループのＳＯＰクラスの一つにＳＣＵ，ＳＣＰもしくは両方

として適合することがある。適合性宣言は，ＰＳ３．２の中で定義される書式である。 
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Ｃ．６．３．２．１ ＳＣＵ適合性 

Ｃ．６．３．２．１．１ Ｃ－ＦＩＮＤ ＳＣＵ適合性 

患者／検査のみＳＯＰクラスグループのＳＯＰクラスの一つに適合する実装が，節Ｃ．４．１．２の

中で記述されるＣ－ＦＩＮＤ ＳＣＵ挙動を使用して，節Ｃ．６．３．１の中で記述される問合せ／取
得情報モデルに対して問合せをサポートする。 

患者／検査のみＳＯＰクラスグループのＳＯＰクラスの一つにＳＣＵとして適合する実装は，それが

任意選択キーをサポートするか，その適合性宣言の中に記述する。それが任意選択キーをサポートす

る場合は，それはサポートする任意選択キーを列挙する。 

患者／検査のみＳＯＰクラスグループのＳＯＰクラスの一つにＳＣＵとして適合する実装は，階層的

探索を使用して問合せを発生することが可能である。関係任意選択が成功裏に折衝されたのでなけれ

ば，関係探索を使用して問合せを生成しない。 

患者／検査のみＳＯＰクラスグループのＳＯＰクラスの一つにＳＣＵとして適合する実装は，それが

関係－問合せを発生することがあるかどうか，その適合性宣言に記述する。それが関係探索をサポー

トする場合は，それは同様に拡張折衝をサポートする。 

Ｃ．６．３．２．１．２ Ｃ－ＭＯＶＥ ＳＣＵ適合性 

患者／検査のみＳＯＰクラスグループのＳＯＰクラスの一つにＳＣＵとして適合する実装は，節Ｃ．

４．２．２の中で記述されるＣ－ＭＯＶＥ ＳＣＵ挙動を使用して，節Ｃ．６．３．１の中で記述され
る問合せ／取得情報モデルに対して転送をサポートする。 

Ｃ．６．３．２．１．３ Ｃ－ＧＥＴ ＳＣＵ適合性 

患者／検査のみＳＯＰクラスグループのＳＯＰクラスの一つにＳＣＵとして適合する実装は，節Ｃ．

４．３．２の中で記述されるＣ－ＧＥＴ ＳＣＵ挙動を使用して，節Ｃ．６．３．１の中で記述される
問合せ／取得情報モデルに対する取得をサポートする。 

Ｃ－ＧＥＴ操作を使用して取得を生成する，患者／検査のみＳＯＰクラスグループのＳＯＰクラスの

一つにＳＣＵとして適合する実装は，それがＣ－ＧＥＴによって生成されるＣ－ＳＴＯＲＥ副操作を

サポートする保存サービスクラスＳＯＰクラスを，適合性宣言の中で記述する。 

Ｃ．６．３．２．２ ＳＣＰ適合性 

Ｃ．６．３．２．２．１ Ｃ－ＦＩＮＤ ＳＣＰ適合性 

患者／検査のみＳＯＰクラスグループのＳＯＰクラスの一つに適合する実装は，節Ｃ．４．１．３の

中で記述されるＣ－ＦＩＮＤ ＳＣＰ挙動を使用して，節Ｃ．６．３．１の中で記述される問合せ／取
得情報モデルに対して問合せをサポートする。 

患者／検査のみＳＯＰクラスグループのＳＯＰクラスの一つにＳＣＰとして適合する実装は，それが

任意選択キーをサポートするかどうか，その適合性宣言の中に記述する。任意選択キーをサポートす

る場合は，それはそれがサポートする任意選択キーを列挙する。 

患者／検査のみＳＯＰクラスグループのＳＯＰクラスの一つにＳＣＰとして適合する実装は，関係探

索問合せをサポートするかどうか，その適合性宣言の中に記述する。それが関係的探索をサポートす

る場合は，それは同様に拡張折衝をサポートする。 

ＳＣＰとして患者／検査のみＳＯＰクラスグループのＳＯＰクラスの一つに適合する実装は，その適

合性宣言を中で，それがＰＮ ＶＲ属性に対して大文字と小文字を区別しない照合をサポートするかど
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うかを述べ，そしてこれが適用される属性を列記する。 

Ｃ．６．３．２．２．２ Ｃ－ＭＯＶＥ ＳＣＰ適合性 

患者／検査のみＳＯＰクラスクラスグループのＳＯＰクラスの一つにＳＣＰとして適合する実装は，

節Ｃ．４．２．３の中で記述されるＣ－ＭＯＶＥ ＳＣＰ挙動を使用して，節Ｃ．６．３．１の中で記
述される問合せ／取得情報モデルに対して転送をサポートする。 

ＳＣＰとして患者／検査のみＳＯＰクラスグループのＳＯＰクラスの一つに適合する実装は，Ｃ－Ｍ

ＯＶＥ操作を使用して転送を発生するが，それがＣ－ＭＯＶＥによって発生されるＣ－ＳＴＯＲＥ副

操作をサポートする，保存サービスクラスＳＯＰクラスをその適合性宣言の中に記述する。 

Ｃ．６．３．２．２．３ Ｃ－ＧＥＴ ＳＣＰ適合性 

患者／検査のみＳＯＰクラスグループのＳＯＰクラスの一つにＳＣＰとして適合する実装は，節Ｃ．

４．３．３の中で記述されるＣ－ＧＥＴ ＳＣＰ挙動を使用して，節Ｃ．６．３．１の中で記述される
問合せ／取得情報モデルに対して取得をサポートする。 

Ｃ－ＧＥＴ操作を使用して取得を生成する，患者／検査のみＳＯＰクラスグループのＳＯＰクラスの

一つにＳＣＰとして適合する実装は，それがＣ－ＧＥＴによって生成されるＣ－ＳＴＯＲＥ副操作を

サポートする，保存サービスクラスＳＯＰクラスをその適合性宣言の中で記述する。 

Ｃ．６．３．３ ＳＯＰクラス 

問合せ／取得サービスクラスの患者／検査のみＳＯＰクラスグループの中のＳＯＰクラスは，患者／

検査のみ問合せ／取得情報モデルとサポートするＤＩＭＳＥ－Ｃ操作を識別する。下記の標準ＳＯＰ

クラスが識別される： 

ＳＯＰクラス名称 ＳＯＰクラスＵＩＤ 
患者／検査のみ問合せ／取得情報モデル－ＦＩＮＤ 1.2.840.10008.5.1.4.1.2.3.1 
患者／検査のみ問合せ／取得情報モデル－ＭＯＶＥ 1.2.840.10008.5.1.4.1.2.3.2 
患者／検査のみ問合せ／取得情報モデル－ＧＥＴ 1.2.840.10008.5.1.4.1.2.3.3 
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付属書Ｄ（規格） 検査内容通知サービスクラス 

Ｄ．１ 概要 

検査内容通知サービスクラスは，検査の画像の存在，内容および送信元場所を，一つのＤＩＣＯＭ Ａ
Ｅが他のＤＩＣＯＭ ＡＥに知らせることを可能にする応用レベルのサービスのクラスを定義する。 

注： このサービスクラスの使用法の例は，検査に属している画像が全て保存されたことを受信者に通信するた
めに効率的なそして標準化された方法を，検査の画像の送信者に提供するために保存サービスクラスを補

足することである。 

ＤＩＣＯＭ ＡＥがこの情報を通信する理由は，検査内容通知サービスクラスの適用範囲外である。 

このサービスクラスは，通知されたＤＩＣＯＭ ＡＥ（ＳＣＰ）が： 

－ それが（ＳＣＵの視点から）検査を現在構成する画像を全て持っているかどうかを「確認」す
ること，およびこの情報をＳＣＵに返すことを可能にする。 

－ 検査の「可能性」が通知される，そして検査内容情報に基づく多くの応用を実行することを可
能にする。そのような応用は，検査内容通知サービスクラスの適用範囲外である。 

注： １．ＳＣＰによって保存された画像の使用法がサービスクラス定義の範囲外である保存サービスクラスと
同様の意味で，通知されたＳＣＵによる検査内容情報の使用法は，検査内容通知サービスクラスによって

標準化されない。 

 ２．通知されたＤＩＣＯＭ ＡＥ（ＳＣＰ）が，それが完全な検査を持っていないことを決定する場合は，
それは指示された送信元場所からこれらの画像のいくつかを取得することを決定することがある（直ちに

またはその都合のよいときに）。通知の中で提供された検査内容情報は，通知されたＳＣＰにとって，問

合せ／取得サービスクラスを用いてそのような取得操作（例えば，Ｃ－ＭＯＶＥ）を実行するために必要

な知識を含む。そのような行動の開始は，検査内容通知サービスクラスの範囲の外である。着手されるな

らば，それが着手される基準が，検査通知サービスクラスＳＣＰ適合性宣言の中で文書化されなければな

らない。 

検査内容通知サービスクラスは，単一のＳＯＰクラスで構成される：基本検査内容通知ＳＯＰクラス。

それは検査の入れ子構造，即ち，単純な「検査ディレクトリ」を反映する基本検査記述子ＩＯＤを使

用する。このＩＯＤはＰＳ３．３の中で定義される。検査内容通知サービスクラスはＰＳ３．７の中

で指定されるＣ－ＳＴＯＲＥ ＤＩＭＳＥサービスを使用する。 

Ｄ．２ アソシエーション折衝 

ＰＳ３．７の中で定義されるアソシエーション折衝規則は，このサービスクラスのＳＯＰクラスに適

用される。ＳＯＰクラス特有の応用情報は使用されない。 

Ｄ．３ 適合性概要 

このサービスクラス定義によって取り上げられる応用レベルサービスは，単一のＳＯＰクラスの中で

明記される：基本検査内容通知ＳＯＰクラス。 

Ｄ．４ 基本検査内容通知ＳＯＰクラス 

基本検査内容通知ＳＯＰクラスは，検査の画像を識別しそして取得する情報の最小集合のみを伝達す

る。それはサービスを単純に保つ，そしてあらゆるモダリティによって作られた画像を含む検査に対

して使用されるであろうことを保証する。 
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Ｄ．４．１ サービスクラス提供者 

ＳＣＰとしてこのＳＯＰクラスへの適合性を主張するＤＩＣＯＭ ＡＥは，このＳＯＰクラスと共に使
用されるＤＩＭＳＥ Ｃ－ＳＴＯＲＥ指示の使用を通して検査内容通知を受信する。 

ＳＣＰとしてこのＳＯＰクラスへの適合性を主張するＤＩＣＯＭ ＡＥは，ＳＣＵによって維持され，
そしてＳＣＰによって受信される必須および任意選択属性のサブセットを解釈することを選択するこ

とがある。 

ＳＣＰは，Ｃ－ＳＴＯＲＥ応答プリミティブを経由して，関連する要求に適用できる応答状態コード

を返す。（表Ｄ．４－１は応答状態を示す。）Ｃ－ＳＴＯＲＥ指示を受信した上で，ＳＣＰは，それ

が基本検査記述子の中で記述されるので，検査がそのシステム上に存在するかどうかを決めることが

できる。これはどの応答状態コードが返されるかを決めるだろう。このＳＯＰクラスは，ＳＣＵがこ

の通知を受信した結果として何を行うかについてそれ以上の必要条件を置かない。この挙動は，ＳＯ

Ｐクラス適合性宣言の一部として文書化される。 

表Ｄ．４－１ 応答状態 

サービス状態 詳細な意味 応答状態コード

成功 完全な検査内容がＳＣＰをサポートするシステムに存在する 0000 
成功 部分的な検査内容がＳＣＰをサポートするシステムに存在する 0001 
成功 検査内容は何もＳＣＰをサポートするシステムに存在しない 0002 
成功 検査内容がＳＣＰをサポートするシステムに存在するか否かは

未知である 
0003 

失敗 失敗した操作 Cxxx 
 

Ｄ．４．２ サービスクラス利用者 

このＳＯＰクラスにＳＣＵとして適合性を主張するＤＩＣＯＭ ＡＥは，基本検査内容通知を発行する
ことができる。それは，このＳＯＰクラスと共に使用されるＤＩＭＳＥ Ｃ－ＳＴＯＲＥ要求の使用を
通して，ＳＣＵによって起動される。 

注： ＳＣＵが，Ｃ－ＳＴＯＲＥ操作を何時起動するかの定義は，この規格の範囲内ではない。ＳＣＵの適合性
宣言は，通知の原因を明記する。 

ＳＣＵは，ＰＳ３．３の中で基本検査記述子ＩＯＤの中で定義された属性をもつデータ集合を含む。 

ＳＣＵは，Ｃ－ＳＴＯＲＥ確認および応答状態コードを処理する。このＳＯＰクラスは，ＳＣＵがこ

れらの応答状態コードを受けとった結果として何を行うかについてそれ以上の必要条件を置かない。

この挙動は，ＳＯＰクラス適合性宣言の一部として文書化される。 

Ｄ．４．３ 基本検査内容通知ＳＯＰクラスＵＩＤ 

基本検査内容通知ＳＯＰクラスは，値 “1.2.840.10008.1.9” を持つ基本検査内容通知ＳＯＰクラスＵＩ
Ｄによって唯一に確認される。 

Ｄ．４．４ 適合性必要条件 

下記の情報は，ＤＩＣＯＭ規格に適合性を主張している実装によって発行される適合性宣言の一部と

して提供される。 
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Ｄ．４．４．１ ＳＣＵ適合性必要条件 

― Ｃ－ＳＴＯＲＥを発行することをＳＣＵが起こした理由。 

― 受信する応答状態コードの結果としてのＳＣＵの挙動。 

― タイプ２Ｃ属性［例えば，取得ＡＥ名称 (0008,0054) ］をサポートするときのＳＣＵの挙動，
およびそれらがＣ－ＳＴＯＲＥの一部として発行される条件。 

Ｄ．４．４．２ ＳＣＰ適合性必要条件 

― 検査の画像が全てＳＣＰ ＤＩＣＯＭ ＡＥによって保存されることの確認が実行される，そし
て明示的な応答状態コードが返される。 

― この情報の受信によってとられる行動（不完全な検査ならば修正，画像の取得，その他）を含
む，検査内容通知情報を受信する結果としてのＳＣＰの挙動。 

― タイプ２Ｃ属性［例えば，取得ＡＥ名称 (0008,0054) ］をサポートするときのＳＣＰの挙動，
およびそれらがＣ－ＳＴＯＲＥの一部として発行される条件。 

 



  PS 3.4-2001 翻訳原稿 

   2002/09/06 72

付属書Ｅ（規格） 患者管理サービスクラス 

Ｅ．１ 概要 

Ｅ．１．１ 適用範囲 

患者管理サービスクラスは，Ｘ線撮影検査の管理の中で援助することを必要とされる，患者および患

者来院情報のサブセットの生成および追跡を容易にする応用レベルのサービスのクラスを定義する。

患者管理サービスクラスの目標は，一以上のＸ線撮影検査を達成する目的のために患者の受診，退院

および転送に関係する情報へのアクセスを必要としている応用エンティティをサポートすることであ

る。 

他のサービスクラス（例えば，保存，取得など）は患者情報のいくつかを（複合ＩＯＤメタファの使

用を通して）部分的に指定するが，そのようなサービスクラスの主な焦点は画像であって，患者では

ない。このサービスクラスは，患者情報と関係に焦点を置くことで，そのような画像指向サービスク

ラスから区別されることができる。画像指向サービスクラスとこのサービスクラスの間には，機能的

オーバラップは少しだけであるので，多くの実装が，応用機能性の完全な一組を提供するために，こ

のサービスクラスと一以上の画像指向サービスクラスの両方をサポートすることが可能である。 

Ｅ．１．２ 患者管理機能モデル 

患者管理機能モデルが，図Ｅ．１－１の中で示される。このモデルは，このサービスクラスによって

使用される患者管理応用の機能的な考え方を示す。モデルは，プロセス（円）とデータ流れ（矢印）

で構成される。簡単のために，最も基本的なデータ流れのみが図の中で示される。 

Ｅ．１．２．１ 患者を登録する 

このプロセスは，患者のための受診前オーダーを受け取り，そして患者を管理するために必要な情報

を作成する。登録された患者に関連する情報の例は，患者識別および患者名前である。 

Ｅ．１．２．２ 来院を予約する 

このプロセスは，登録された患者情報，および患者と室の都合の情報を取得する，そして患者の来院

を予約する。予約された来院に関連する情報の例は，予約済受診日と時刻，そして予約済退院日と時

刻である。 

Ｅ．１．２．３ 患者を受診させる 

室の都合，患者の到着，そして予約済患者情報は，患者を受診させるためにこのプロセスによって使

用される。受診患者に関連する情報の例は，受診のルート（例えば，緊急，通常），施設内居所（室）

である。 
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図Ｅ．１－１ 患者管理機能モデル 

Ｅ．１．２．４ 患者を転送する 

転送は，患者の長期施設内居所を変更すること，または患者を施設の中の特定場所に一時的に割り当

てることを含むことがある。受診済患者と室の都合が，この処理への入力である。転送された患者に

関連する情報の例は，施設内居所（長期），および患者の場所（一時的）である。 

Ｅ．１．２．５ 患者を退院させる 

このプロセスは，患者を退院させるために使用される。このプロセスの出力は，退院した患者である。

退院した患者に関連する情報の例は，患者の退院日と時刻，および退院時診断である。 

Ｅ．１．３ 患者管理情報モデル 

患者管理情報モデルは，患者管理機能モデルがその上に実行するデータの考え方である。データは，

ＰＳ３．３の中で定義される情報オブジェクト定義（ＩＯＤ）の使用を通してモデル化される。患者

および来院の二つのＩＯＤがこのサービスクラスによって使用される。患者ＩＯＤは，患者について

のマクロ情報を明記する，そして来院ＩＯＤは具体的な治療のエピソードの内容における患者に関連

している情報を明記する。患者および来院ＩＯＤの詳細な情報については，ＰＳ３．３を参照のこと。 

Ｅ．１．４ 患者管理状態 

患者管理情報モデルは，患者管理状態の有限集合を定義する。表Ｅ．１－１は有効な患者管理状態を

記述する。患者および来院ＩＯＤ間の情報の分割のために，状態情報は来院ＩＯＤによって主に明記

される。 
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表Ｅ．１－１ 患者管理状態 

状態 明記するＩＯＤ 記述 
登録した 患者 患者を登録するプロセスの完了の結果 
予約した 来院 患者来院が予約された 
受診した 来院 患者を受診または転送するプロセスの完了の結果 
退院した 来院 患者を退院させるプロセスの完了の結果 

 

表Ｅ．１－２は，有効な状態遷移の集合を定義する。上記で定義された状態の各々に対して，機能モ

デルに関連するイベントの発生に起因する有効な状態が明記される。これらの状態遷移は，患者およ

び来院管理ＳＯＰクラスの両方によって管理される。 

表Ｅ．１－２ 患者管理状態推移図 

  状態   
イベント 登録した 予約した 受診した 退院した 

来院を予約した 予約した    
患者が到着した 受診した 受診した   
患者を転送した 受診した 受診した 受診した  
患者が退院した 退院した 退院した 退院した  

 

Ｅ．２ 適合性概要 

このサービスクラス定義で取り上げている応用レベルのサービスは，三つの別個のＳＯＰクラス経由

で明記される。 

ａ） 分離患者管理ＳＯＰクラス 

ｂ） 分離来院管理ＳＯＰクラス 

ｃ） 分離患者管理メタＳＯＰクラス 

各ＳＯＰクラスは，患者ＩＯＤまたは来院ＩＯＤのサブセットに操作する，そしてＳＯＰクラスに適

用可能な属性，操作，通知，および挙動を明記する。応用エンティティの適合性は，患者および来院

管理ＳＯＰおよびメタＳＯＰクラスの一つ以上を選択することによって定義される。各ＳＯＰクラス

に対して，適合性必要条件は，サービスクラス提供者（ＳＣＰ）およびサービスクラス利用者（ＳＣ

Ｕ）に関して明記される。 

Ｅ．２．１ アソシエーション折衝 

アソシエーションの確立は，同位のＤＩＣＯＭ ＡＥ間の通信の全てのインスタンスの最初の段階であ
る。ＰＳ３．７の中で明記するアソシエーション折衝手続きは，サポートされるＳＯＰクラスまたは

メタＳＯＰクラスを折衝するために使用される。 

ＳＣＰ／ＳＣＵ役割選択折衝に対するサポートは，必須である。ＳＯＰクラス拡張折衝は，サポート

されない。 

注： イベント通知は，複数のアソシエーションを横切って論理的に拡張するプロセスである。ＳＣＰ実装は，
イベント通知が送られるべきＳＣＵのローカル表をサポートするべきである。 
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Ｅ．３ 分離患者管理ＳＯＰクラス 

分離患者管理ＳＯＰクラスは，実世界の患者についての情報の転送およびその状態の変化の通知を必

要とする応用エンティティのために意図されている。どちらのＤＩＣＯＭ ＡＥも他方に直接に影響す
ることができないので，ＳＯＰクラスは「分離」（“Detached”）と名付けられる。ＤＩＣＯＭ ＡＥ
は，情報についての通知または要求に基づくいくつかの行動をとることを選ぶことがあるが，そうす

ることを必要とはされない。 

注： １．例えば，ＰＡＣＳ観察ワークステーションにとって，表示されたすべての検査に対して正しい患者名
を表示することが重要であると仮定する。  “John Doe” という患者が入院させられ，検査が実施された
と仮定する。後で，正確な患者名が識別され，患者レコードの中の患者名が更新される。ＨＩＳが患者に

関するデータを維持する責任があると仮定すると，ＰＡＣＳはＨＩＳから新しい患者名を得る必要がある。

そのような構成の場合，ＨＩＳがＳＣＰで，ＰＡＣＳがＳＣＵである。ＰＡＣＳがこの通知を受信した時，

それはすべての適用可能な “John Doe” の検査に対して，患者名を取得しそして更新するかもしれない，
または，何もしないことを選択するかもしれない。 

 ２．前の例の中で使われた用語ＨＩＳおよびＰＡＣＳは，目的をはっきりさせるためだけに提供された。
この文書は，サービスクラス仕様に適合するＨＩＳ，ＲＩＳ，ＰＡＣＳ，または収集応用エンティティの

目的または役割を定義しないし，また強制もしない。 

Ｅ．３．１ ＤＩＭＳＥサービスグループ 

表Ｅ．３－１は，分離患者管理ＳＯＰクラスの下の患者ＩＯＤに適用可能であるＤＩＭＳＥ－Ｎサー

ビスを示す。 

ＤＩＭＳＥ－Ｎサービスおよびプロトコルは，ＰＳ３．７の中で明記される。 

表Ｅ．３－１ ＤＩＭＳＥ－Ｎサービスグループ 

ＤＩＭＳＥサービス要素 ＳＣＵ／ＳＣＰの用法 
Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴ M/M 
Ｎ－ＧＥＴ U/M 

 

Ｅ．３．２ 操作 

このＳＯＰクラスへの適合性をＳＣＵとして主張する応用エンティティは，下記の操作を起動するこ

とを許される。ＳＣＰとして，このＳＯＰクラスへの適合性を主張する応用エンティティは，下記の

操作を提供することが可能である。 

Ｅ．３．２．１ 患者情報を得る 

この操作は，ＳＣＵが，分離患者管理ＳＯＰインスタンスとして表現される特定実世界患者について

の情報を，分離された患者管理ＳＣＰによって得ることを可能にする。この操作は，適切な分離患者

管理ＳＯＰインスタンスと共に使用される，ＤＩＭＳＥ Ｎ－ＧＥＴサービスを通して起動される。 

Ｅ．３．２．１．１ 患者ＩＯＤサブセット仕様 

このＳＯＰクラスへの適合性をＳＣＵとして主張する応用エンティティは，ＳＯＰクラスの操作を経

由してＳＣＵが受信した，ＳＣＰによって維持される属性を解釈することを選ぶことがある。分離患

者管理ＳＯＰクラスへの適合性をＳＣＰとして主張する応用エンティティは，表Ｅ．３－２の中で明

記される患者ＩＯＤ属性のサブセットをサポートする。 
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表Ｅ．３－２ 分離患者管理ＳＯＰクラスＮ－ＧＥＴ属性 

属性名 タグ 必要条件タイプ（ＳＣＵ／ＳＣＰ） 
特定文字集合 (0008,0005) 3/1C（拡張または置換文字集合が使用され

る場合は必要） 
参照検査シーケンス (0008,1110) 3/2 
> 参照ＳＯＰクラスＵＩＤ (0008,1150) 3/1C（シーケンスが存在する場合は必要）
> 参照ＳＯＰインスタンスＵＩＤ (0008,1155) 3/1C（シーケンスが存在する場合は必要）
参照来院シーケンス (0008,1125) 3/2 
> 参照ＳＯＰクラスＵＩＤ (0008,1150) 3/1C（シーケンスが存在する場合は必要）
> 参照ＳＯＰインスタンスＵＩＤ (0008,1155) 3/1C（シーケンスが存在する場合は必要）
患者の名前 (0010,0010) 3/2 
患者ＩＤ (0010,0020) 3/2 
患者の誕生日 (0010,0030) 3/2 
患者の性別 (0010,0040) 3/2 
参照患者別名ＳＯＰインスタンスＵＩ

Ｄ 
(0038,0004) 3/2 

他の全ての属性  3/3 
 

Ｅ．３．２．１．２ サービスクラス利用者 

ＳＣＵは，Ｎ－ＧＥＴ要求プリミティブの中で，属性値がそれに対して返されるべき分離患者管理Ｓ

ＯＰインスタンスのＵＩＤを明記する。ＳＣＵは，節Ｅ．３．２．１．１の中で明記される分離患者

管理ＳＯＰクラス属性に対して属性値が返されることを要求することを許される。更に，任意選択の

患者ＩＯＤ属性に対して，値が要求されるかもしれない。 

ＳＣＵは，属性値がそれに対して返されるべき，管理患者ＳＯＰクラス属性のリストを明記する。こ

のリストに対する符号化規則は，ＰＳ３．７の中で明記されるＮ－ＧＥＴ要求プリミティブの中で明

記される。 

Ｎ－ＧＥＴ操作の中で，項目のシーケンス内で定義される属性の値は，ＳＣＵによって要求されない，

そしてＳＣＰによって返されない。 

ＳＣＵは，Ｎ－ＧＥＴ指示プリミティブへの応答の中で，ＳＣＰによって供給されるすべての要求さ

れた属性値を受信することが可能である。ＳＣＵは，ＳＣＰによって維持されない任意選択の属性に

対する属性値を要求することがある。そのような場合，ＳＣＰがこれらの属性に対する値を返すか，

返さないにかかわらず，ＳＣＵは正確に機能する。このサービスクラス仕様は，この情報を受信した

結果としてＳＣＵが実行することについて必要条件を置かない。 

注： 返される属性値に対して使用される文字集合を正確に解釈するためにＮ－ＧＥＴ要求プリミティブの中
で特定文字集合 (0008,0005) に対する属性値が要求されることが推奨される。 

Ｅ．３．２．１．３ サービスクラス提供者 

この操作は，ＳＣＵが，ＳＣＰから特定の分離患者管理ＳＯＰインスタンスに対する選択した属性値

を要求することを可能にする。この操作は，適切な分離患者管理ＳＯＰインスタンスと共に使用され

るＤＩＭＳＥ Ｎ－ＧＥＴサービスの使用を通して起動される。 

ＳＣＰは，Ｎ－ＧＥＴ応答プリミティブを経由して，関連した要求に適用可能なＮ－ＧＥＴ応答状態
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コードを返す。Ｎ－ＧＥＴ応答状態を条件として，ＳＣＰは，Ｎ－ＧＥＴ応答プリミティブ経由で，

ＳＣＰによって維持されるすべての要求された属性に対する属性値を返す（表Ｅ．３－２を参照）。

ＳＣＰは，ＳＣＰによって維持されていない任意選択属性に対するデータ要素を返さない。 

Ｅ．３．２．１．４ 状態コード 

このＳＯＰクラスとＤＩＭＳＥサービスに対して特定である状態値が表Ｅ．３－３の中で定義される： 

応答状態コードについてはＰＳ３．７を参照のこと。 

表Ｅ．３－３ 応答状態 

サービス状態 詳細な意味 応答状態コード 
警告 要求された任意選択属性はサポートされていない 0001 
 

Ｅ．３．３ 通知 

このＳＯＰクラスへの適合性をＳＣＵとして主張する応用エンティティは，次の通知を受信すること

を許される。このＳＯＰクラスへの適合性をＳＣＰとして主張する応用エンティティは，次の通知を

提供する能力がある。 

Ｅ．３．３．１ 患者イベント通知を受信する 

この通知は，分離患者管理ＳＯＰインスタンスの中で予期しない変化の通知を，ＳＣＵがＳＣＰから

受信することを可能にする。これらの通知は適切な分離患者管理ＳＯＰインスタンスと共に使用され

るＤＩＭＳＥ Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴサービスの使用を通してＳＣＰによって起動される。 

ＳＣＵは，Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴ応答プリミティブ経由で，関連する要求に適用可能なＮ－

ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴ応答状態コードを返す。ＳＣＵは，何れの通知の中に含まれる，全ての属

性を受諾する。このサービスクラス仕様は，ＳＣＵがこの情報を受信した結果として何を行なうかに

ついて必要条件を置かない。 

Ｅ．３．３．２ 患者イベント通知を提供する 

これらの通知は，実世界の患者の状態における予期しない変化の通知を，ＳＣＵがＳＣＰから受信す

ることを可能にする。この通知は，適切な分離患者管理ＳＯＰインスタンスと共に使用されるＤＩＭ

ＳＥ Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴサービスの使用を通して，ＳＣＰによって起動される。 

ＳＣＰは，Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴ要求プリミティブの中で，イベントがそれに対して関連す

る分離患者管理ＳＯＰインスタンスのＵＩＤ，およびイベントタイプＩＤを明記する。ＳＣＰは，更

に，表Ｅ．３－４の中で定義されるイベントに関係する属性を含む。 

注： 通知イベント情報の符号化は，ＰＳ３．７の中で定義される。 
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表Ｅ．３－４ 患者通知イベント情報 

イベントタ

イプ名 
イベントタイ

プＩＤ 
属性 タグ 必要条件タイプ 

ＳＣＵ／ＳＣＰ 
患者が登録

された 
１ 特定文字集合 (0008,0005) -/1C（拡張／置換文字集合

が使用される場合は必要）

  インスタンス作成日 (0008,0012) -/2 
  インスタンス作成時刻 (0008,0013) -/2 
  インスタンス作成者ＵＩＤ (0008,0014)  -/2 
  患者の名前 (0010,0010)  -/2 
  患者ＩＤ (0010,0020)  -/2 
  患者の誕生日 (0010,0030)  -/2 
  患者の性別 (0010,0040)  -/2 
  他の全ての定義された属性  -/3 
患者が削 ２ 特定文字集合 (0008,0005) -/1C（拡張／置換文字集合

が使用される場合は必要）

除された  患者の名前 (0010,0010)  -/2 
  患者ＩＤ (0010,0020)  -/2 
患者が更新

された 
３ 特定文字集合 (0008,0005) -/1C（拡張／置換文字集合

が使用される場合は必要）

  全ての更新された属性  -/1 
  患者の名前 (0010,0010)  -/2 
  患者ＩＤ (0010,0020)  -/2 

 

Ｅ．３．３．３ 状態コード 

特定の状態コードはない。応答状態コードについてはＰＳ３．７を参照のこと。 

Ｅ．３．４ 分離患者管理ＳＯＰクラスＵＩＤ 

分離患者管理ＳＯＰクラスは，値 “1.2.840.10008.3.1.2.1.1” を持つ分離患者管理ＳＯＰクラスＵＩＤに
よって，唯一に識別される。 

Ｅ．３．５ 適合性必要条件 

分離患者管理ＳＯＰクラスに標準ＳＯＰクラス適合性を提供する実装は，次の節の中で記述されるよ

うに適合する，そしてその適合性宣言内に次の節の中で記述される情報を含む。 

実装は，このＳＯＰクラスにＳＣＵ，ＳＣＰまたはその両方として適合することがある。適合性宣言

は，ＰＳ３．２の中で定義される書式である。 

Ｅ．３．５．１ ＳＣＵ適合性 

このＳＯＰクラスにＳＣＵとして適合する実装は，次の適合性必要条件に合致する 

― それが起動する操作 

― それが受信する通知 
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Ｅ．３．５．１．１ 操作 

それに対する属性値が（Ｎ－ＧＥＴサービスを使用して）ＳＣＵによって要求されることがある任意

選択属性が，ＳＣＵ操作宣言の中で列挙される。ＳＣＵ操作宣言は，ＰＳ３．２の中で定義されると

おりにフォーマットされる。 

Ｅ．３．５．１．２ 通知 

それに対する通知がＳＣＵによって処理されることがある全ての標準イベントタイプは，ＳＣＵ通知

宣言の中で列挙される。ＳＣＵ通知宣言は，サポートされるイベントタイプの列記リストを含む： 

［－ 患者が登録された；］ 

［－ 患者が更新された；］ 

［－ 患者が削除された；］ 

Ｅ．３．５．２ ＳＣＰ適合性 

このＳＯＰクラスにＳＣＰとして適合する実装が，下記に対する適合性必要条件に合致する： 

― それが実行する操作 

― それが起動する通知 

Ｅ．３．５．２．１ 操作 

それに対する属性値が（Ｎ－ＧＥＴサービスを使用して）ＳＣＵによって要求されることがある，Ｓ

ＣＰによってサポートされる任意選択属性は，ＳＣＰ操作宣言の中で列挙される。ＳＣＰ操作宣言は，

ＰＳ３．２の中で定義されるとおりにフォーマットされる。 

Ｅ．３．５．２．２ 通知 

ＳＣＵへの標準通知の中に含まれることがある任意選択属性が，ＳＣＰ通知宣言の中で列挙される。

ＳＣＰ通知宣言は，ＰＳ３．２の中で定義されるとおりにフォーマットされる。この宣言に続き，イ

ベントタイプと任意選択属性のリストがある。 

Ｅ．４ 分離来院管理ＳＯＰクラス 

分離来院管理ＳＯＰクラスは，実世界の来院についての情報とその状態の変化の通知の転送を必要と

するこれらの応用エンティティのために意図される。 

注： １．例えば患者の来院時を仮定すると，臨床医にとって，患者に施されることがある全ての古い検査に（Ｐ
ＡＣＳ観察ワークステーションで）アクセスをもつことが重要である。画像を正確な時間に入手可能にす

るために，ＰＡＣＳは施設への患者の受診に先だって，画像を予め取ってくることが必要である。ＨＩＳ

が，患者に関係するデータを維持する責任があると仮定すると，ＰＡＣＳは患者が何時受診したか，また

は受診が予約されているかを，ＨＩＳから得る必要がある。そのような構成では，ＨＩＳがＳＣＰであり，

ＰＡＣＳがＳＣＵである。ＰＡＣＳがこの通知を受け取った時，古い検査を保管庫から取得することがあ

り，何もしないことを選ぶことがある。 

 ２．前の例の中で使われたＨＩＳおよびＰＡＣＳの用語は，説明の目的のためだけに提供される。この文
書は，このサービスクラス仕様に適合する何れのＨＩＳ，ＲＩＳ，ＰＡＣＳ，または収集応用エンティテ

ィの目的または役割も定義しないし，強制もしない。 

Ｅ．４．１ ＤＩＭＳＥサービスグループ 

表Ｅ．４－１の中のＤＩＭＳＥ－Ｎサービスは，分離来院管理ＳＯＰクラスの下で来院ＩＯＤに適用
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できる。 

ＤＩＭＳＥ－Ｎサービスおよびプロトコルは，ＰＳ３．７の中で明記される。 

表Ｅ．４－１ ＤＩＭＳＥ－Ｎサービスグループ 

ＤＩＭＳＥサービス要素 ＳＣＵ／ＳＣＰの用法 
Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴ M/M 
Ｎ－ＧＥＴ U/M 
Ｎ－ＳＥＴ U/M 

 

Ｅ．４．２ 操作 

このＳＯＰクラスへの適合性をＳＣＵとして主張する応用エンティティは，次の操作を起動すること

を許可される。このＳＯＰクラスへの適合性をＳＣＰとして主張する応用エンティティは，次の操作

を提供することが可能である。 

Ｅ．４．２．１ 来院情報を得る 

この操作は，分離来院管理ＳＯＰインスタンスとして分離来院管理ＳＣＰによって表現される特定の

実世界来院についての情報を，ＳＣＵが得ることを可能にする。この操作は適切な分離来院管理ＳＯ

Ｐインスタンスと共に使用されるＤＩＭＳＥ Ｎ－ＧＥＴサービスを通して起動される。 

Ｅ．４．２．１．１ 来院ＩＯＤサブセット仕様 

このＳＯＰクラスへの適合性をＳＣＵとして主張する応用エンティティは，ＳＣＵがＳＯＰクラスの

操作を経由して受け取った，ＳＣＰによって維持される属性を解釈することを選択することがある。

ＳＣＰとして，分離来院管理ＳＯＰクラスへの適合性を主張する応用エンティティは，表Ｅ．４－２

の中で指定される来院ＩＯＤ属性のサブセットをサポートする。 

表Ｅ．４－２ 分離来院管理ＳＯＰクラスＮ－ＧＥＴ属性 

属性名 タグ 必要条件タイプ（ＳＣＵ／ＳＣＰ） 
特定文字集合 (0008,0005) 3/1C（拡張／置換文字集合が使用される場

合は必要） 
参照患者シーケンス (0008,1120) 3/1 
> 参照ＳＯＰクラスＵＩＤ (0008,1150) 3/1C（シーケンスが存在する場合は必要）
> 参照ＳＯＰインスタンスＵＩＤ (0008,1155) 3/1C（シーケンスが存在する場合は必要）
照会医師の名前 (0008,0090) 3/2 
参照検査シーケンス (0008,1110) 3/2 
> 参照ＳＯＰクラスＵＩＤ (0008,1150) 3/1C（シーケンスが存在する場合は必要）
> 参照ＳＯＰインスタンスＵＩＤ (0008,1155) 3/1C（シーケンスが存在する場合は必要）
他の全ての属性  3/3 

 

Ｅ．４．２．１．２ サービスクラス利用者 

ＳＣＵは，Ｎ－ＧＥＴ要求プリミティブの中で，属性値がそれに対して返されるべき分離来院管理Ｓ

ＯＰインスタンスのＵＩＤを明記する。ＳＣＵは，節Ｅ．４．２．１．１の中で明記されるどの分離

来院管理ＳＯＰクラス属性に対しても属性値が返されることを要求することを許される。更に，値は
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任意選択来院ＩＯＤ属性に対して要求されることがある。 

ＳＣＵは，属性値がそれに対して返されるべき来院管理ＳＯＰクラス属性のリストを明記する。この

リストの符号化規則は，ＰＳ３．７の中で指定されるＮ－ＧＥＴ要求プリミティブの中で明記される。 

Ｎ－ＧＥＴ操作の中で，項目のシーケンス内で定義される属性の値は，ＳＣＵによって要求されない，

そしてＳＣＰによって返されない。 

ＳＣＵは，Ｎ－ＧＥＴ指示プリミティブへの応答の中で，ＳＣＰによって提供されるすべての要求さ

れた属性値を受信することが可能である。ＳＣＵは，ＳＣＰによって維持されていない任意選択の属

性に対する属性値を要求することがある。そのような場合，ＳＣＵは，ＳＣＰがそれらの属性に対す

る値を返すか，返さないかにかかわらず，正確に機能する。このサービスクラス仕様は，この情報を

受信した結果としてＳＣＵが何を行うかについて必要条件を置かない。 

注： 返される属性値に対して使用される文字集合を正確に解釈するために，特定文字集合 (0008,0005) に対す
る属性値が，Ｎ－ＧＥＴ要求プリミティブの中で要求されることが推奨される。 

Ｅ．４．２．１．３ サービスクラス提供者 

この操作は，特定の分離来院管理ＳＯＰインスタンスに対する選択属性値を，ＳＣＵがＳＣＰから要

求することを可能にする。この操作は，適切な分離来院管理ＳＯＰインスタンスと共に使用されるＤ

ＩＭＳＥ Ｎ－ＧＥＴサービスを通して起動される。 

ＳＣＰは，Ｎ－ＧＥＴ応答プリミティブ経由で，関連した要求に適用可能なＮ－ＧＥＴ応答状態コー

ドを返す。Ｎ－ＧＥＴ応答状態に依存して，Ｎ－ＧＥＴ応答プリミティブ経由で，ＳＣＵは，ＳＣＰ

によって維持される全ての要求された属性に対する属性値を返す（表Ｅ．４－２を参照）。 

Ｅ．４．２．１．４ 状態コード 

このＳＯＰクラスおよびＤＩＭＳＥサービスに対して特有である状態値が，表Ｅ．４－３の中で示さ

れる通り定義される。 

応答状態コードについてはＰＳ３．７を参照のこと。 

表Ｅ．４－３ 応答状態 

サービス状態 詳細な意味 応答状態コード 
警告 要求された任意選択属性は，サポートされていない 0001 

 

Ｅ．４．２．２ 来院情報をセットする 

この操作は，分離来院管理ＳＯＰインスタンスとして分離来院管理ＳＣＰによって表現された特定の

実世界来院についての情報を，ＳＣＵが提供することを可能にする。この操作は，適切な分離来院管

理ＳＯＰインスタンスと共に使用されるＤＩＭＳＥ Ｎ－ＳＥＴサービスを通して起動される。 
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Ｅ．４．２．２．１ 来院ＩＯＤサブセット仕様 

このＳＯＰクラスへの適合性をＳＣＵとして主張する応用エンティティは，ＳＣＰによって維持され

る属性のサブセットを変更することを選択することがある。分離来院管理ＳＯＰクラスへの適合性を

ＳＣＰとして主張する応用エンティティは，表Ｅ．４－４の中で明記される来院ＩＯＤ属性のサブセ

ットをサポートする。 

表Ｅ．４－４ 分離来院管理ＳＯＰクラスＮ－ＳＥＴ属性 

属性名 タグ 必要条件タイプ（ＳＣＵ／ＳＣＰ） 
来院状態ＩＤ (0038,0008) 3/1 
現在の患者の所在 (0038,0300) 3/1 

 

Ｎ－ＳＥＴを使って更新される属性値に対して用いられる文字集合は，ＳＣＰによって使われたもの

と同じである。 

注： 特定文字集合 (0008,0005) に対する属性値がＮ－ＧＥＴ要求プリミティブの中で要求されることが推奨
される。 

Ｅ．４．２．２．２ サービスクラス利用者 

ＳＣＵは，Ｎ－ＳＥＴ要求プリミティブの中で，属性値がそれに対して提供されるべき分離来院管理

ＳＯＰインスタンスのＵＩＤを明記する。ＳＣＵは，節Ｅ．４．２．２．１の中で明記される何れの

分離来院管理ＳＯＰクラス属性に対しても属性値が更新されることを要求することを許される。 

ＳＣＵは，属性値がそれに対して提供されるべき来院管理ＳＯＰクラス属性のリストを明記する。こ

のリストに対する符号化規則は，ＰＳ３．７の中で明記されるＮ－ＳＥＴ要求プリミティブの中で明

記される。 

Ｅ．４．２．２．３ サービスクラス提供者 

この操作は，ＳＣＰが特定の分離来院管理ＳＯＰインスタンスに対する選択された属性値を更新する

ことを，ＳＣＵが要求することを可能にする。この操作は，適切な分離来院管理ＳＯＰインスタンス

と共に使用されるＤＩＭＳＥ Ｎ－ＳＥＴサービスの使用を通して起動される。 

ＳＣＰは，Ｎ－ＳＥＴ応答プリミティブ経由で，関連する要求に適用できるＮ－ＳＥＴ応答状態コー

ドを返す。 

Ｅ．４．２．２．４ 状態コード 

特定の状態コードはない。応答状態コードについてはＰＳ３．７を参照のこと。 

Ｅ．４．３ 通知 

このＳＯＰクラスへの適合性をＳＣＵとして主張する応用エンティティは，下記の通知を受信する。

このＳＯＰクラスへの適合性をＳＣＰとして主張する応用エンティティは，下記の通知を提供するこ

とが可能である。 

Ｅ．４．３．１ 来院イベント通知を受信する 

この通知は，分離来院管理ＳＯＰインスタンスに関連したイベントの予期しない通知を，ＳＣＵがＳ

ＣＰから受信することを可能にする。これらの通知は，適切な分離来院管理ＳＯＰインスタンスと共

に使用されるＤＩＭＳＥ Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴサービスの使用を通して，ＳＣＰによって起
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動される。 

ＳＣＵは，Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴ応答プリミティブ経由で，関連した要求に適用可能なＮ－

ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴ応答状態コードを返す。ＳＣＵは，何れの通知の中にも含まれる全ての属

性を受諾する。このサービスクラス仕様は，この情報を受信した結果としてＳＣＵが何を行なうかに

ついて必要条件を置かない。 

Ｅ．４．３．２ 来院状態イベント通知を提供する 

これらの通知は，来院の状態における予期しない変化の通知を，ＳＣＵがＳＣＰから受信することを

可能にする。この通知は，適切な分離来院管理ＳＯＰインスタンスと共に使用されるＤＩＭＳＥ Ｎ－
ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴサービスの使用を通して，ＳＣＰによって起動される。 

ＳＣＰは，Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴ要求プリミティブの中で，イベントがそれに対して関連し

ている分離来院管理ＳＯＰインスタンスのＵＩＤ，およびイベントタイプＩＤを指定する。ＳＣＰは，

更に，表Ｅ．４－５の中で定義されるイベントに関係する属性を含む。ＳＣＰによって維持されるそ

れらの属性だけが，この通知に含まれるであろう。 

注： 通知イベント情報の符号化は，ＰＳ３．７の中で定義される。 

表Ｅ．４－５ 来院通知イベント情報 

イベントタ

イプ名 
イベントタイ

プＩＤ 
属性 タグ 必要条件タイプ 

ＳＣＵ／ＳＣＰ 
来院が登録

された 
１ 特定文字集合 (0008,0005) -/1C（拡張／置換文字集合が

使用される場合は必要） 
  インスタンス作成日 (0008,0012) -/1 
  参照患者シーケンス (0008,1120) -/1 
  > 参照ＳＯＰクラスＵＩＤ (0008,1150) -/1C（シーケンスが存在する

場合は必要） 
  > 参照ＳＯＰインスタンスＵ

ＩＤ 
(0008,1155) -/1C（シーケンスが存在する

場合は必要） 
  来院状態ＩＤ (0038,0008)  -/1 
  インスタンス作成時刻 (0008,0013) -/2 
  インスタンス作成者ＵＩＤ (0008,0014)  -/2 
  受診ＩＤ (0038,0010)  -/2 
  他の全ての定義された属性  -/3 
来院が予約

された 
２ 特定文字集合 (0008,0005) -/1C（拡張／置換文字集合が

使用される場合は必要） 
  参照患者シーケンス (0008,1120) -/1 
  > 参照ＳＯＰクラスＵＩＤ (0008,1150) -/1C（シーケンスが存在する

場合は必要） 
  > 参照ＳＯＰインスタンスＵ

ＩＤ 
(0008,1155) -/1C（シーケンスが存在する

場合は必要） 
  来院状態ＩＤ (0038,0008)  -/1 
  予約済受診日付 (0038,001A) -/1 
  予約済受診時刻 (0038,001B) -/2 
  予約済患者施設内居所 (0038,001E)  -/2 
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  特定文字集合 (0008,0005) -/1C（拡張／置換文字集合が
使用される場合必要） 

患者が受診

した 
３ 特定文字集合 (0008,0005) -/1C（拡張／置換文字集合が

使用される場合必要） 
  参照患者シーケンス (0008,1120) -/1 
  > 参照ＳＯＰクラスＵＩＤ (0008,1150) -/1C（シーケンスが存在する

場合は必要） 
  > 参照ＳＯＰインスタンスＵ

ＩＤ 
(0008,1155) -/1C（シーケンスが存在する

場合は必要） 
  受診日付 (0038,0020)  -/1 
  来院状態ＩＤ (0038,0008)  -/1 
  照会医師の名前 (0008,0090) -/2 
  受診の経路 (0038,0016) -/2 
  受診時刻 (0038,0021) -/2 
患者が転送

された 
４ 特定文字集合 (0008,0005) -/1C（拡張／置換文字集合が

使用される場合必要） 
  参照患者シーケンス (0008,1120) -/1 
  > 参照ＳＯＰクラスＵＩＤ (0008,1150) -/1C（シーケンスが存在する

場合は必要） 
  > 参照ＳＯＰインスタンスＵ

ＩＤ 
(0008,1155) -/1C（シーケンスが存在する

場合は必要） 
  来院状態ＩＤ (0038,0008)  -/1 
  現在の患者の所在 (0038,0300)  -/1 
  患者の施設内居所 (0038,0400) -/1 
患者が退院

した 
５ 参照患者シーケンス (0008,1120) -/1 

  > 参照ＳＯＰクラスＵＩＤ (0008,1150) -/1C（シーケンスが存在する
場合は必要） 

  > 参照ＳＯＰインスタンスＵ
ＩＤ 

(0008,1155) -/1C（シーケンスが存在する
場合は必要） 

  来院状態ＩＤ (0038,0008)  -/1 
  退院時刻 (0038,0032)  -/2 
  退院日付 (0038,0030) -/2 
来院が取り

消された 
６ 受診ＩＤ (0038,0010)  -/2 

来院が更新

された 
７ 全ての更新された属性  -/1 
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Ｅ．４．３．３ 状態コード 

特定の状態値はない。状態コード値についてはＰＳ３．７を参照。 

Ｅ．４．４ 分離来院管理ＳＯＰクラスＵＩＤ 

分離来院管理ＳＯＰクラスは，値 “1.2.840.10008.3.1.2.2.1” を持つ分離来院管理ＳＯＰクラスＵＩＤに
よって，唯一に識別される。 

Ｅ．４．５ 適合性必要条件 

分離来院管理ＳＯＰクラスへの標準ＳＯＰクラス適合性を提供する実装は，下記の節の中で記述され

るように適合する，そしてそれらの適合性宣言内に下記の節の中に記述されるような情報を含む。 

実装はこのＳＯＰクラスに，ＳＣＵ，ＳＣＰ，あるいは両方として適合することがある。適合性宣言

はＰＳ３．２の中で定義される書式である。 

Ｅ．４．５．１ ＳＣＵ適合性 

このＳＯＰクラスにＳＣＵとして適合する実装は，下記に対する適合性必要条件に合致する 

― それが呼び出す操作 

― それが受信する通知 

Ｅ．４．５．１．１ 操作 

それに対する属性値が（Ｎ－ＧＥＴサービスを使用して）ＳＣＵによって要求されることがあるどの

任意選択属性も，ＳＣＵ操作宣言の中で列挙される。ＳＣＵ操作宣言は，ＰＳ３．２の中で定義され

るようにフォーマットされる。 

属性値が（Ｎ－ＳＥＴサービスを使用して）ＳＣＵによって提供されることがあるどの任意選択属性

も，ＳＣＵ操作宣言の中で列挙される。ＳＣＵ操作宣言は，ＰＳ３．２の中で定義されるようにフォ

ーマットされる。 

Ｅ．４．５．１．２ 通知 

それに対する通知がＳＣＵによって処理されることがあるすべての標準イベントタイプは，ＳＣＵ通

知宣言の中に列挙される。ＳＣＵ通知宣言は，サポートされるイベントタイプの列挙リストを含む： 

［－ 来院が登録された］ 

［－ 来院が予約された］ 

［－ 患者が受診した］ 

［－ 患者が転送された］ 

［－ 患者が退院した］ 

［－ 来院が更新された］ 

［－ 来院が削除された］ 

Ｅ．４．５．２ ＳＣＰ適合性 

このＳＯＰクラスにＳＣＰとして適合する実装は，下記に対する適合性必要条件に合致する： 

― それが実行する操作 
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― それが起動する通知 

Ｅ．４．５．２．１ 操作 

それに対する属性値が（Ｎ－ＧＥＴサービスを使用して）ＳＣＵによって要求されることがあるどの

任意選択属性も，ＳＣＰ操作宣言の中に列挙される。ＳＣＰ操作宣言は，ＰＳ３．２の中で定義され

るようにフォーマットされる。 

それに対する属性値が（Ｎ－ＳＥＴサービスを使用して）ＳＣＵによって更新されることがあるどの

任意選択属性が，ＳＣＰ操作宣言の中に列挙される。ＳＣＰ操作宣言は，ＰＳ３．２の中で定義され

るようにフォーマットされる。 

Ｅ．４．５．２．２ 通知 

ＳＣＵへの標準通知の中に含まれることがあるどの任意選択属性も，ＳＣＰ通知宣言の中に列挙され

る。ＳＣＰ通知宣言は，ＰＳ３．２の中で定義されるようにフォーマットされる。この宣言に続いて，

イベントタイプおよび任意選択属性のリストがある。 

Ｅ．５ 分離患者管理メタＳＯＰクラス 

分離患者管理メタＳＯＰクラスは，分離患者管理ＳＯＰクラス，および分離来院管理ＳＯＰクラスの

結合を表現する。それは，前記のＳＯＰクラスの両方に適合する応用エンティティに対して意図され

ている。分離患者管理ＳＯＰクラス，および分離来院管理ＳＯＰクラスに対して明記される全ての必

要条件は，患者管理メタＳＯＰクラスに適合する応用エンティティによって満足される。患者管理メ

タＳＯＰクラス必要条件に対して，節Ｅ．３から節Ｅ．４．５．２．２を参照のこと。 

Ｅ．５．１ 分離患者管理メタＳＯＰクラスＵＩＤ 

分離患者管理メタＳＯＰクラスは，値 “1.2.840.10008.3.1.2.1.4” を持つ分離患者管理メタＳＯＰクラス
ＵＩＤによって，唯一に識別される。 

Ｅ．６ 特殊化ＳＯＰクラス適合性 

実装は，標準ＳＯＰクラスの機能の適切なスーパーセットを提供することによって，特殊化ＳＯＰク

ラス適合性を提供することがある。この付属書の中で定義されるＳＯＰクラスの一つに特殊化ＳＯＰ

クラス適合性を提供する実装は，下記の節の中で記述されるように適合する，そしてそれらの適合性

宣言内に下記の節の中で記述する情報を含む。 

Ｅ．６．１ 適合性 

実装は，ＳＣＵ，ＳＣＰ，あるいは両方として，標準ＳＯＰクラスの特殊化として適合することを許

される。適合性宣言はＰＳ３．２の中で定義されるようにフォーマットされる。 

Ｅ．６．２ 特殊化ＳＯＰクラスの識別 

標準ＳＯＰクラスを特殊化するどの実装も，標準ＳＯＰクラスの異形態の副クラスとしてその特殊化

を定義する。そのようにして，特殊化はそれ自身の固有のＳＯＰクラス識別子を持つ。 

適合性宣言は，特殊化ＳＯＰクラスを識別するＳＯＰ名とＳＯＰクラスＵＩＤを宣言する，ＰＳ３．

２の中で定義されるような，ＳＯＰクラス識別宣言を含む。ＳＯＰ名は固有であることは保証されな

いが，ＳＯＰクラスの非公式の識別のために提供される。ＳＯＰクラスＵＩＤは特殊化ＳＯＰクラス

を唯一に識別する，そしてＰＳ３．５の中で明記されるＤＩＣＯＭ ＵＩＤ必要条件に適合する。 
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Ｅ．６．３ ＳＣＵ適合性 

特殊化ＳＯＰクラスにＳＣＵとして適合する実装は，下記に対する適合性必要条件に合致する： 

― それが起動する操作 

― それが受信する通知 

Ｅ．６．３．１ 操作 

標準ＳＯＰクラスは，追加の標準ＤＩＭＳＥ－Ｎ操作および／または追加の私的属性をサポートする

ことによって特殊化されることがある。ＳＣＵ操作宣言は，これらの特殊化を記述する，そしてＰＳ

３．２の中で定義されるようにフォーマットされる。 

この宣言に続き，次のリストがある： 

― 私的属性の追加により拡張される標準ＳＯＰクラスによってサポートされる標準操作 

― 標準ＳＯＰクラスによってサポートされない，しかし特殊化によってサポートされる標準操作，
および関連した標準および私的属性。 

各追加操作は，それがサポートする属性のリストと共に列挙される。 

Ｅ．６．３．２ 標準通知 

拡張なしでＳＣＵによって処理される標準の通知が，節Ｅ．３．３．２とＥ．４．３．２の中で指定

される通り列挙される。 

Ｅ．６．３．３ 拡張通知 

標準通知の中で標準の属性に追加して受信されることがあるどの私的属性も，ＳＣＵ通知宣言の中で

列挙される。 

更に，それに対する通知がＳＣＵによって要求されることがある私的イベントタイプが，ＳＣＵ通知

宣言の中で列挙される。ＳＣＵ通知宣言は，ＰＳ３．２の中で定義されるようにフォーマットされる。 

この宣言に続き，次のリストがある： 

― 私的属性の追加によって拡張された標準イベントタイプ 

― 拡張イベントタイプおよび関連した標準および私的属性 

Ｅ．６．４ ＳＣＰ適合性 

ＳＣＰとして特殊化ＳＯＰクラスに適合する実装は，次に対する適合性必要条件に合致する： 

― それが実行する操作 

― それが起動する通知 

Ｅ．６．４．１ 操作 

標準ＳＯＰクラスは，追加の標準ＤＩＭＳＥ－Ｎ操作および／または追加の私的属性をサポートする

ことによって特殊化されることがある。ＳＣＰ操作宣言は，これらの特殊化を記述する，そしてＰＳ

３．２の中で定義されるようにフォーマットされる。 

この宣言に続き，次のリストがある： 

― 私的属性の追加により拡張される標準ＳＯＰクラスによってサポートされる標準操作 
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― 標準ＳＯＰクラスによってサポートされない，しかし特殊化によってサポートされる標準操作
および関連する標準および私的属性 

各追加操作は，それがサポートする属性のリストと共に列挙される。 

Ｅ．６．４．２ 通知 

ＳＣＵへの標準通知の中に含まれることがあるどの私的属性も，ＳＣＰ通知宣言の中で列挙される。 

更に，それに対する通知がＳＣＵに送られることがあるどの私的イベントタイプも，ＳＣＵ通知宣言

の中で列挙される。ＳＣＵ通知宣言は，ＰＳ３．２の中で定義されるようにフォーマットされる。 

この宣言に続き，次のリストがある： 

― 私的属性の追加によって拡張される標準イベントタイプ 

― 拡張されたイベントタイプおよび関連する標準および私的属性 
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付属書Ｆ（規格） 検査管理サービスクラス 

Ｆ．１ 概要 

Ｆ．１．１ 適用範囲 

検査管理サービスクラスは，画像検査の登録，予約，実行および追跡を容易にする応用レベルのサー

ビスのクラスを定義する。検査の実行からの主な結果は一群の画像であるけれども，診断およびレビ

ューのために正しいコンテキストの中に収集画像を置くために必要な他の情報のホストがある。医療

の専門家は，単一画像からではなく，むしろ一群の画像および一緒に得た関連検査情報から診断をす

ることは明らかである。 

他のサービスクラス（例えば保存，問合せ／取得，など）は，検査情報のいくつかを（複合ＩＯＤメ

タファーの使用を通して）部分的に明記するけれども，そのようなサービスクラスの主な焦点は画像

であり，検査ではない。このサービスクラスが検査情報およびそれが収集画像に関係する方法に焦点

をあてることで，このサービスクラスはそのような画像指向のサービスクラスと区別することができ

る 

検査という用語は，サービスに対する要求の結果として発生される画像の一つ以上のシリーズを記述

する。検査は一つ以上の要求された手続きに関連する。検査に関連するシリーズは，複数画像モダリ

ティによって発生されることがある。 

シリーズは，単一の画像モダリティによって発生される関連する画像の集合である。複数モダリティ

を含むことがあるサービスへの要求によって定義される検査に，あるモダリティが作り出すシリーズ

の集合を，それによって関連づけることができる機構を提供することが必要である。 

検査構成要素は，単一画像モダリティ上で発生される一以上のシリーズを記述する。モダリティ実施

済手続きステップＳＯＰクラスは，検査構成要素ＳＯＰクラスの拡張である。モダリティ実施済手続

きステップＳＯＰクラスは，モダリティワークリスト管理ＳＯＰクラスに関係する拡張を含む。 

ＤＩＣＯＭ規格の中の種々の場所と表の中で，用語「検査構成要素」は，「検査構成要素管理」およ

び「モダリティ実施済手続きステップ」の両方に対する集合的な名前として使用される。ＳＯＰクラ

スは，それらのＳＯＰクラスＵＩＤによって識別される。 

注： 参照検査構成要素シーケンス (0008,1111) の中で，参照ＳＯＰクラスＵＩＤ (9998,1150) は，検査構成要
素管理ＳＯＰクラスのＵＩＤまたはモダリティ実施済手続きステップＳＯＰクラスのＵＩＤの何れかで

あり得る。ＳＯＰインスタンスＵＩＤは同一ではないであろう。 

ＤＩＣＯＭ複合ＩＯＤは，また，検査に画像のシリーズを関係づける。検査は，最初は単一モダリテ

ィの見方からシリーズの関連を表現するが，しかしながら，複合検査は，時間を超えて複数の発生元

からシリーズを蓄積することがある（付属書Ｄの中で記述される検査内容通知サービスクラスを参照）。 

正規化サービスおよび複合サービスの両方をサポートする環境の中で，検査管理ＳＯＰインスタンス

と一つ以上の複合ＳＯＰインスタンスの中で識別される検査との間には，一対多の関係がある。関係

する複合および正規化検査インスタンスを連結することは，操作上重要である。図Ｆ．１－１は，検

査概念の複合および正規化表現との間の関係を示す。特定の正規化検査インスタンスを識別する分離

検査管理ＳＯＰインスタンスＵＩＤが，関係する複合ＳＯＰインスタンスの中で，検査インスタンス

ＵＩＤを定義するために使用されることがある。この同じＵＩＤが，彼らをオリジナルの検査に連結

する関連する検査構成要素の参照検査シーケンス属性の中で同様に使用される。 

複合ＳＯＰインスタンスが画像機器のいくつかの異なる機器によって発生されるシリーズを含むこと
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があるので，それは，複数の検査構成要素を論理上含む。これらの構成要素は，複合ＳＯＰインスタ

ンスの中で任意選択で追跡される。 

検査

シリーズ

患者

複合ＳＯＰ

検査

1

1-n

1

1-n

1-n

1

1-n

1

1-n

1

検査構成要素は検査ＳＯＰ

インスタンスＵＩＤによっ

て検査を参照する

同じＵＩＤが検査ＳＯＰインス

タンスＵＩＤと検査インスタン

スＵＩＤに対して使用される

検査構成要素インスタンスＵ

ＩＤはシリーズの中で参照と

して任意選択で保たれる

画像

患者

検査

構成要素

 

図Ｆ．１－１ 検査概念の複合表現と正規化表現の間の関係 

検査管理サービスクラスの目標は，検査の予約，収集，そして診断に関係する情報へのアクセスを必

要とする応用エンティティをサポートすることである。患者準備，室の予約，そして会計のような応

用は，このサービスクラスの適用範囲外である。 

Ｆ．１．２ 検査管理機能モデル 

検査管理機能モデルが，図Ｆ．１－２の中に示される。モデルはプロセス（円）とデータ流れ（矢印）

で構成される。簡単にするために，最も基本的なデータ流れのみが示されている，そして発生する場

合がある付加的なデータ流れは図の中で表現されていない。 

Ｆ．１．２．１ 検査を登録する 

このプロセスは，検査に対するオーダーを取得する，そして検査を管理するために必要な情報を登録

する。登録される検査に関連する情報の例は，検査識別および関連する患者識別である。 
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Ｆ．１．２．２ 検査を予約する 

室，患者の都合および登録された検査情報は，検査を予約するためにこのプロセスによって使用され

る。予約済検査と関係のある情報の例は，検査のための予約済日付，時刻，手続きタイプおよび場所

である。 

.1 .2 .3

.4.5.6

検査を

登録する

検査のための

準備

検査を

予約する

検査を

実行する
検査品質を

確認する

確認済

検査
検査を

読影する

検査

オーダー
室の都合 患者の都合 患者が

到着する

登録済

検査

予約済

検査

到着済

検査

読影済

検査

患者が

退去する

拒絶された

検査

完了した

検査

 

図Ｆ．１－２ 検査管理機能モデル 

Ｆ．１．２．３ 検査のための準備 

患者到着が，このプロセスを起動する。このプロセスの間に，患者および画像機器は，検査収集のた

めに準備される。到着済検査と関連のある情報の例は，到着日付および時刻である。 

Ｆ．１．２．４ 検査を実行する 

到着済患者と到着済検査情報は，検査を実行するためにこのプロセスによって使用される。このプロ

セスの出力は，完了した検査である。完成した検査と関係のある情報の例は，検査開始日および時刻，

検査終了日および時刻，および収集した関連画像である。 

Ｆ．１．２．５ 検査品質を確認する 

完成した検査は，このプロセスの中で，充分な診断品質のものであることを保証するために確認され

る。検査が不十分な診断品質との理由で拒絶される場合は，そのときは検査を実行するプロセスが再

度開始される。検査が充分な診断品質の場合は，患者は解放される（退去することがある），そして

確認済検査は読影のための準備ができている。確認済検査と関係のある情報の例は，確認日および時
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刻である。 

Ｆ．１．２．６ 検査を読影する 

確認済検査はこのプロセスで読影される。一度読影されると，そのときは結果報告作成が検査に対し

て実行されることがある。結果報告作成の管理は，特定の検査に関係がある間は，検査管理プロセス

の本質的な部分ではない。結果報告作成機能を取り扱う結果管理サービスクラスに関する情報につい

ては付属書Ｇを参照のこと。読影日および時刻のような情報を含む読影済検査は，結果管理サービス

への入力として使用される。 

Ｆ．１．３ 検査管理情報モデル 

検査管理情報モデルは，検査管理機能モデルがその上に実行するデータの考え方である。かくして図

Ｆ．１－２における多くのデータ流れは，検査管理情報モデルの中で明記される。 

データは，ＰＳ３．３の中で定義される情報オブジェクト定義（ＩＯＤ）の使用によってモデル化さ

れる。五つのＩＯＤ，検査，検査構成要素およびモダリティ実施済手続きステップ，汎用予約済手続

きステップ，および汎用実施済手続きステップＩＯＤは，このサービスクラスによって使用される。

これらのＩＯＤについての追加の情報はＰＳ３．３を参照のこと。 

Ｆ．１．４ 検査管理状態 

検査がその状態にあることがある主要な状態が，検査管理情報モデルに密接に関連している。表Ｆ．

１－１は有効検査状態を記述する。 

検査状態は検査ＩＯＤの情報によって明記される。 

これらの検査状態に加えて，モダリティ実施済手続きステップのための状態は表Ｆ．１－３の中で定

義される。 

これらの検査状態に加えて，汎用予約済手続きステップおよび汎用実施済手続きステップのための状

態は表Ｆ．１－５およびＦ．１－７の中で定義される。 

表Ｆ．１－１ 検査管理状態 

状態 記述 
登録した 検査を登録するプロセスの完了の結果 
予約した 検査を予約するプロセスの完了の結果 
到着した 検査を準備するプロセスの完了の結果 
開始した 検査を実行するプロセスの開始の結果 
完了した 検査を実行するプロセスの完了の結果 
確認した 検査品質を確認するプロセスの完了の結果 
読影した 検査を読影するプロセスの完了の結果 

 

表Ｆ．１－２は，検査に対する有効状態遷移を定義する。上で定義された状態の各々に対して，機能

モデルに関係するイベントの発生から起因する有効な状態が，明記される。 
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表Ｆ．１－２ 検査管理状態遷移図 

    状態    
イベント 登録した 予約した 到着した 開始した 完成した 確認した 読影した

検査が予約された 予約した       
患者が到着する 到着した 到着した      
検査が開始された 開始した 開始した 開始した     
検査が完了した 完了した 完了した 完了した 完了した    
検査品質ＯＫ 確認した 確認した 確認した 確認した 確認した   
検査品質拒絶された 開始した 開始した 開始した 開始した 開始した   
読影された 読影した 読影した 読影した 読影した 読影した 読影した  
 

Ｆ．１．５ モダリティ実施済手続きステップ管理状態 

モダリティ実施済手続きステップに関係する状態情報はモダリティ実施済手続きステップＩＯＤによ

って，属性実施済手続きステップ状態 (0040,0252) の中で明記される。 

実施済手続きステップオブジェクトは，実世界手続きステップの「実施された」セグメントだけを表

現する，そして「予約済」セグメントは表現しない。イベントの数はしたがって制限される；全ての

イベントはモダリティによって開始される。状態「中断された DISCONTINUED」は中断されたある
いは不成功に終了したことを意味する，そしてそれは手続きステップの実行がモダリティによって始

められたが，しかし終了することができないときに起こることがある。モダリティは，情報システム

が計画を立て直すか関連する手続きステップを取り消すことを可能にするために，情報システム（Ｓ

ＣＰ）にこの状態変化を伝える。状態「完了した COMPLETED」は複合ＳＯＰインスタンスの収集が
成功裡に完了している，そしてＳＣＵが実施済手続きステップのために必要とされる属性値を全て提

供したことを意味する。 

表Ｆ．１－３は有効なモダリティ実施済手続きステップ状態について記述する。 

表Ｆ．１－３ モダリティ実施済手続きステップ状態 

状態 記述 
進行中 モダリティ実施済手続きステップが登録された，そして実行は進行中である 
中断された モダリティ実施済手続きステップの実行はモダリティによって取り消された 
完了した モダリティ実施済手続きステップは完了した 
 

表Ｆ．１－４は，実施済手続きステップに対する有効状態遷移を定義する。上記の定義状態の各々に

対して，イベントの発生に起因する有効状態が明記される。これらの状態遷移は，モダリティ実施済

手続きステップＳＯＰクラスによって管理される。 

表Ｆ．１－４ モダリティ実施済手続きステップ状態遷移図 

  状態  
イベント 進行中 中断された 完了した 

中断された実施済手続きステップ 中断した   
完了した実施済手続きステップ 完了した   
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Ｆ．１．６ 汎用予約済手続きステップ管理状態 

図Ｆ．１－３は，汎用予約済手続きステップの状態の変化を管理する方法を明記する。 

 

SCHEDULED

IN PROGRESS

COMPLETED DISCONTINUED 

SCP action 

SCU action 

SUSPENDED 

 

図Ｆ．１－３ 汎用予約済手続きステップ状態の管理 

ＳＣＰは SCHEDULEDの初期状態で汎用予約済手続きステップ（ＧＰ－ＳＰＳ）を生成するだろう。
入力情報の利用可能性は，属性「入力可能性フラグ」 (0040,4020) によって示される。ＳＣＵは入力
情報の利用可能性にかかわらず，状態 SCHEDULEDを持つＧＰ－ＳＰＳに作用し始めることがある。
ＳＣＵがＧＰ－ＳＰＳの実行に作用し始めるとすぐに，ＳＣＵは IN PROGRESSへの状態変更を要求
する。IN PROGRESSへの状態変更が応答される場合，状態が IN PROGRESSである限り，ＳＣＵは同
時にＧＰ－ＳＰＳ上に暗黙の排他的ロックを持つ。状態が IN PROGRESSより他の値を持つ場合，Ｇ
Ｐ－ＳＰＳ上に暗黙の排他的なロックはない。 

ＧＰ－ＳＰＳが一旦始動され，状態が IN PROGRESSである（すなわち，暗黙の排他的なロックを持
つ）場合は，別のＳＣＵによる状態を設定するすべてのその後の試みは失敗するであろう。状態を設

定する失敗は，誰か他の人がＧＰ－ＳＰＳの状態を既に IN PROGRESSに設定している，そしてそれ
に関連したタスクを実行するだろうということを示すであろう。ＧＰ－ＳＰＳの状態を IN PROGRESS
に設定している，そして，その終了の前にその制御を放棄したいＳＣＵは，SUSPENDEDまたは
SCHEDULEDへの状態変更を要求することがある。 
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IN PROGRESSと SCHEDULEDあるいは IN PROGRESSと SUSPENDEDの間の何れの方向においても
処理の数に制限はない。 

IN PROGRESS のＧＰ－ＳＰＳが一旦完了すれば，ＳＣＵは COMPLETEDへのその状態の変更を要求
する。 

もしＧＰ－ＳＰＳが完成していなければ，ＳＣＵはいつでも IN PROGRESS のＧＰ－ＳＰＳを中止す
ることがある。そうするために，ＳＣＵは，DISCONTINUEDへのＧＰ－ＳＰＳ状態の変更を要求する。 

一旦その状態が COMPLETEDまたは DISCONTINUEDであれば，ＳＣＰはＧＰ－ＳＰＳがどれくらい
の時間持続するか（ワークリストにおいて可視であるか）定義することに責任がある。 

汎用予約済手続きステップに関連する状態情報は，汎用予約済手続きステップＩＯＤによって，属性

「汎用予約済手続きステップ状態」 (0040,4001) の中で明記される。 

表Ｆ．１－５は有効な汎用予約済手続きステップ状態を，表Ｆ．１－６は有効な状態遷移を記述する。 

表Ｆ．１－５ 汎用予約済手続きステップ状態 

状態 記述 
Scheduled 生成された，そして実行されることが予約された汎用予約済手続きステッ

プ 
In Progress 生成され，実行中である汎用予約済手続きステップ。これは排他的なロッ

クを暗黙に意味する唯一の状態である。 
Suspended 汎用予約済手続きステップの実行が一時的に停止された。 
Discontinued 汎用予約済手続きステップの実行がＳＣＵによってキャンセルされた。 
Completed 汎用予約済手続きステップはＳＣＵによって完了した。 

 

表Ｆ．１－６ 汎用予約済手続きステップ状態遷移図 

   状態   
イベント 予約された 進行中 一時停止さ

れた 
完了した 中止された

汎用予約済手続きステ

ップが開始された 
In Progress 

(SCU) 
    

汎用予約済手続きステ

ップは完了した 
 Completed 

(SCU) 
   

汎用予約済手続きステ

ップが一次停止された

 Suspended 
(SCU) 

   

汎用予約済手続きステ

ップが再開された 
  In Progress 

(SCU) 
  

汎用予約済手続きステ

ップが中止された 
 Discontinued

(SCU) 
   

汎用予約済手続きステ

ップは完了した 
    Completed 

(SCP) 
汎用予約済手続きステ

ップは再予約された 
 Scheduled 

(SCU) 
  Scheduled 

(SCP) 
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Ｆ．１．７ 汎用実施済手続きステップ管理状態 

汎用実施済手続きステップオブジェクトは，実世界手続きステップの「予約された」セグメントでは

なく「実行された」セグメントだけを表す。 

ＳＣＵが，汎用実施済手続きステップ（ＧＰ－ＰＰＳ）の実行に作用し始めると直ちに，ＧＰ－ＰＰ

Ｓオブジェクトは生成されるだろう，そして，最初の状態は IN PROGRESSにセットされる。 

IN PROGRESSのＧＰ－ＰＰＳが一旦完了すれば，その状態は COMPLETEDにセットされる。 

もしＧＰ－ＰＰＳが完成しなければ，ＳＣＵはいつでもＧＰ－ＰＰＳを中止することがある。そうす

るために，ＧＰ－ＰＰＳ状態は DISCONTINUEDにセットされる。 

状態「DISCONTINUED」は，汎用手続きステップの実行は始動されたが，ＳＣＵによって終了させる
ことができない場合に起こることがある，キャンセルされたか不成功に終了したことを意味する。状

態「COMPLETED」は，ステップが成功裡に完了し，そしてＳＣＵが汎用実施済手続きステップに必
要なすべての属性値を供給したことを意味する。 

ＳＣＰは，一旦その状態が COMPLETEDまたは DISCONTINUEDになると，ＧＰ－ＰＰＳがどれくら
いの時間存続するか決定することに責任がある。 

汎用実施済手続きステップに関連する状態情報は，汎用実施済手続きステップＩＯＤによって，属性

「汎用実施済手続きステップ状態」 (0040,4002) の中で明記される。 

表Ｆ．１－７は有効な汎用実施済手続きステップ状態を記述する。 

表Ｆ．１－７ 汎用実施済手続きステップ状態 

状態 記述 
In Progress 生成され，実行中である汎用予約済手続きステップ 
Discontinued 実施済手続きステップの実行はＳＣＵによってキャンセルされた 
Completed 実施済手続きステップは完了した。 

 

表Ｆ．１－８は，汎用実施済手続きステップに対する有効な状態遷移を定義する。上記の定義された

状態のそれぞれに対して，イベントの発生の結果として生じる有効な状態が明記される。これらの状

態遷移は，汎用実施済手続きステップＳＯＰクラスによって管理される。 

表Ｆ．１－８ 汎用実施済手続きステップ状態遷移図 

  状態  
イベント 進行中 中止された 完了した 
汎用実施済手続きステ

ップが中止された 
Discontinued 

(SCU) 
  

汎用実施済手続きステ

ップは完了した 
Completed 

(SCU) 
  

 

Ｆ．２ 適合性概要 

このサービスクラス定義によって取り扱われる応用レベルサービスは，下記の個々のＳＯＰクラス経

由で明記される： 
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ａ．分離検査管理ＳＯＰクラス 

ｂ．検査構成要素管理ＳＯＰクラス 

ｃ．モダリティ実施済手続きステップＳＯＰクラス 

ｄ．モダリティ実施済手続きステップ通知ＳＯＰクラス 

ｅ．モダリティ実施済手続きステップ取得ＳＯＰクラス 

ｆ． 汎用予約済手続きステップＳＯＰクラス 

ｇ． 汎用実施済手続きステップＳＯＰクラス 

各ＳＯＰクラスは，検査ＩＯＤ，モダリティ実施済手続きステップＩＯＤ，検査構成要素ＩＯＤ，汎

用予約済手続きステップＩＯＤ，あるいは汎用実施済手続きステップＩＯＤの部分集合上で動作する，

そしてＳＯＰクラスに適用可能な属性，操作，通知および挙動を明記する。応用エンティティの適合

性は，検査および検査構成要素管理ＳＯＰおよびメタＳＯＰクラスの一つ以上を選択することによっ

て定義される。各ＳＯＰクラスに対して，適合性必要条件はサービスクラス提供者（ＳＣＰ）および

サービスクラス利用者（ＳＣＵ）の見地から明記される。 

注： 図Ｆ．２－１の中で示す例は，検査管理および検査構成要素ＳＯＰクラスの使用法の例である。それは，
これらの二つＳＯＰクラスに基づく一つの単純なデータ流れを図示するが，しかし，関係した流れをカバ

ーすることは意図していない（例えば画像の保存，患者管理，結果管理，など）。この例（図Ｆ．２－１

参照）は３ノードを含む。ノードＡ（例えば，画像収集システム）およびノードＣ（例えば，観察システ

ム）はＳＣＵとして，そしてノードＢ（例えば，情報管理システム）はＳＣＰとして，検査ＳＯＰおよび

検査構成要素ＳＯＰクラスをサポートする。 

 ノードＢは，Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴ検査通知（１）を発行することによって，検査が予約されて
いることをノードＡに通知する（ＳＣＰとしてノードＢ上に内部的に生成されたＳＯＰインスタンス）。

Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴ検査通知（１）の中で通信されたＳＯＰインスタンスＵＩＤを使用するこ

とで，ノードＡは，Ｎ－ＧＥＴ検査（２）によってさらに情報を得ることがある。多くの画像がノードＡ

の上で生成されるので，このノードは，Ｎ－ＣＲＥＡＴＥ検査構成要素（３）を発行して，以前に受信し

たＮ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴ検査通知（１）から知られている検査ＳＯＰインスタンスＵＩＤを使用

して，生成されたインスタンスを検査ＳＯＰインスタンスへ関係づける。すべての必要な画像が作成され

た時，ノードＡは，Ｎ－ＳＥＴ検査構成要素（４）を使用することによって，検査構成要素の状態を後刻

更新することがある。 

 検査構成要素状態の変化に基づき（内部的方針および構成），ノードＢは，Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲ
Ｔ検査通知（５）をノードＣに発行することを決める。検査ＳＯＰインスタンスＵＩＤを使用することに

よって，Ｎ－ＧＥＴ検査（６）は，検査情報，および特に検査構成要素ＳＯＰインスタンスＵＩＤの現在

のリストを得るために発行されることがある。Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴ検査通知（５）の中で通信

された検査構成要素のＳＯＰインスタンスＵＩＤを使用することによって，Ｎ－ＧＥＴ検査構成要素（７）

は，特定の検査構成要素についての情報を得るために同様に発行されることがある（例えば検査構成要素

に関係したシリーズＵＩＤ／画像ＵＩＤ）。 
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ノードＡ

（画像モダリティ）

ノードＢ

（情報システム）

ノードＣ

（ワークステーション）

検査

検査構成要素

(1) N-EVENT-REPORT

検査通知

(2) N-GET 検査

(3) N-CREATE

検査構成要素

(4) N-SET 検査構成要素 (5) N-EVENT-REPORT

検査通知
(6) N-GET

 検査(7) N-GET

検査構成要素

 

図Ｆ．２－１ 検査管理および検査構成要素ＳＯＰクラスの用途の例 

Ｆ．２．１ アソシエーション折衝 

アソシエーションの確立は，同位のＤＩＣＯＭ ＡＥ間の通信のあらゆるインスタンスの最初の段階で
ある。ＰＳ３．７の中で明記されるアソシエーション折衝手続きは，サポートされるＳＯＰクラスま

たはメタＳＯＰクラスを折衝するために使用される。 

ＳＣＰ／ＳＣＵ役割選択折衝に対するサポートは必須である。ＳＯＰクラス拡張折衝はサポートされ

ない。 

注： イベント通知は，複数アソシエーションにわたって理論的に拡張するプロセスである。ＳＣＰ実装は，イ
ベント通知が送られるべきＳＣＵのローカル表をサポートする。 

Ｆ．３ 分離検査管理ＳＯＰクラス 

分離検査管理ＳＯＰクラスは，実世界の検査およびその状態における変化の通知についての情報の転

送を必要とするこれらの応用エンティティのために意図されている。ＳＯＰクラスは，何れの応用エ

ンティティも他方に直接には影響することができないという理由で，「分離」と呼ばれる。応用エン

ティティは，情報についての通知または要求に基づくいくつかの行動をとることを選ぶことがあるが，

しかし，そのようにすることを要求はされない。 

注： １．たとえば，一つの構成の中で，ＲＩＳは検査に関係したデータを維持することについて責任があると
する。ＰＡＣＳが新しく取得した画像を観察ワークステーションに自動ルート（自動的に移動）するため

に，ＰＡＣＳは，その検査が何時完了されたかを知る必要がある。そのような構成の中でＲＩＳはＳＣＰ

であり，ＰＡＣＳはＳＣＵである。ＰＡＣＳがこの通知を受けたとき，それは新しく収集した画像を収集
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応用（モダリティ）から取得することがあり，または行動をとらないことを選ぶことがある。 

 ２．前の例の中で使用される用語ＲＩＳ，ＰＡＣＳおよび収集応用は，説明の目的のためにだけ使用され
る。この文書は，このサービスクラス仕様に適合するＨＩＳ，ＲＩＳ，ＰＡＣＳまたは収集応用エンティ

ティの目的または役割を定義しないし強制もしない。 

Ｆ．３．１ ＤＩＭＳＥサービスグループ 

表Ｆ．３－１は，分離検査管理ＳＯＰクラスの下で検査ＩＯＤに適用可能なＤＩＭＳＥ－Ｎサービス

を示す。 

ＤＩＭＳＥ－Ｎサービスおよびプロトコルは，ＰＳ３．７の中で明記される。 

表Ｆ．３－１ ＤＩＭＳＥ－Ｎサービスグループ 

ＤＩＭＳＥサービス要素 使用法 ＳＣＵ／ＳＣＰ 
Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴ M/M 
Ｎ－ＧＥＴ U/M 
Ｎ－ＳＥＴ U/M 

 

Ｆ．３．２ 操作 

このＳＯＰクラスに適合性をＳＣＵとして主張する応用エンティティは，下記の操作を起動すること

を許される。このＳＯＰクラスに適合性をＳＣＰとして主張する応用エンティティは，下記の操作を

提供することが可能である。 

Ｆ．３．２．１ 検査情報を得る 

この操作は，分離検査管理ＳＯＰインスタンスとして表現される特定実世界の検査についての情報を，

ＳＣＵが分離検査管理ＳＣＰによって取得することを可能にする。この操作は，適切な分離検査管理

ＳＯＰインスタンスと共に使用されるＤＩＭＳＥ Ｎ－ＧＥＴサービスを通して起動される。 

Ｆ．３．２．１．１ 検査ＩＯＤサブセット仕様 

このＳＯＰクラスへの適合性をＳＣＵとして主張する応用エンティティは，ＳＯＰクラスの操作およ

び通知を経由してＳＣＵが受信する，ＳＣＰによって維持される属性を解釈することを選択すること

がある。ＳＣＰとして分離検査管理ＳＯＰクラスに適合性を主張する応用エンティティは，表Ｆ．３．

２の中で明記する検査ＩＯＤ属性のサブセットをサポートする。 

表Ｆ．３－２ 分離検査管理ＳＯＰクラスＮ－ＧＥＴ属性 

属性 タグ 必要条件タイプ ＳＣＵ／ＳＣＰ 
特定文字集合 (0008,0005)  3/1C（拡張／置換え文字集合が使用される場合は

必要） 
参照検査構成要素シーケンス (0008,1111)  3/1C（参照検査構成要素が存在する場合は必要）
> 参照ＳＯＰクラスＵＩＤ (0008,1150) 3/1C（シーケンスが存在する場合は必要） 
> 参照ＳＯＰインスタンスＵＩ
Ｄ 

(0008,1155) 3/1C（シーケンスが存在する場合は必要） 

参照患者シーケンス (0008,1120) 3/1 
> 参照ＳＯＰクラスＵＩＤ (0008,1150) 3/1C（シーケンスが存在する場合は必要） 



  PS 3.4-2001 翻訳原稿 

   2002/09/06 100

> 参照ＳＯＰインスタンスＵＩ
Ｄ 

(0008,1155) 3/1C（シーケンスが存在する場合は必要） 

参照来院シーケンス (0008,1125) 3/1 
> 参照ＳＯＰクラスＵＩＤ (0008,1150) 3/1C（シーケンスが存在する場合は必要） 
> 参照ＳＯＰインスタンスＵＩ
Ｄ 

(0008,1155) 3/1C（シーケンスが存在する場合は必要） 

受付番号 (0008,0050) 3/2 
参照結果シーケンス (0008,1100)  3/2 
> 参照ＳＯＰクラスＵＩＤ (0008,1150) 3/1C（シーケンスが存在する場合は必要） 
> 参照ＳＯＰインスタンスＵＩ
Ｄ 

(0008,1155) 3/1C（シーケンスが存在する場合は必要） 

検査ＩＤ (0020,0010) 3/2 
他の全ての定義された属性  3/3 

 

Ｆ．３．２．１．２ サービスクラス利用者 

ＳＣＵは，Ｎ－ＧＥＴ要求プリミティブの中で，属性値がそれに対して返されるべき分離検査管理Ｓ

ＯＰインスタンスのＵＩＤを明記する。ＳＣＵは，節Ｆ．３．２の中で明記されるどの分離検査管理

ＳＯＰクラス属性に対しても，属性値が返されることを要求することを許される。更に，属性値が任

意選択の検査ＩＯＤ属性に対して要求されることがある。 

ＳＣＵは属性値がそれに対して返されるべき管理検査ＳＯＰクラス属性のリストを明記する。このリ

ストに対する符号化規則はＰＳ３．７の中で明記されるＮ－ＧＥＴ要求プリミティブの中で明記され

る。 

Ｎ－ＧＥＴ操作の中で，項目のシーケンス内で定義される属性の値は，ＳＣＵによって要求されない，

そしてＳＣＰによって返されない。 

ＳＣＵは，ＳＣＰによって提供される全ての要求された属性値を，Ｎ－ＧＥＴ指示プリミティブへの

応答の中で受信することが可能である。ＳＣＵは，ＳＣＰによって維持されていない任意選択の属性

に対して属性値を要求することがある。この場合，ＳＣＰがこれらの属性に対する値を返すか返さな

いかにかかわらず，ＳＣＵは適切に機能する。このサービスクラス仕様は，この情報を受信した結果

としてＳＣＵが何を行うかについて必要条件を置かない。 

注： 返される属性値のために使用される文字集合を正確に解釈するために，特定文字集合 (0008,0005) につい
ての属性値が，該当する場合はＮ－ＧＥＴ要求プリミティブの中で要求されることが推奨される。 

Ｆ．３．２．１．３ サービスクラス提供者 

この操作は，特定の分離検査管理ＳＯＰインスタンスに対して選択された属性値を，ＳＣＵがＳＣＰ

に要求することを可能にする。この操作は，適切な分離検査管理ＳＯＰインスタンスと共に使用され

るＤＩＭＳＥ Ｎ－ＧＥＴサービスの使用を通して起動される。 

ＳＣＰは，Ｎ－ＧＥＴ応答プリミティブを経由して，関連する要求に適用可能なＮ－ＧＥＴ応答状態

コードを返す。Ｎ－ＧＥＴ応答状態を条件として，ＳＣＰは，Ｎ－ＧＥＴ応答プリミティブを経由し

て，ＳＣＰによって維持される全ての要求された属性に対して属性値を返す（表Ｆ．３．２）。 
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Ｆ．３．２．１．４ 状態コード 

このＳＯＰクラスおよびＤＩＭＳＥサービスについて特有の状態値が，表Ｆ．３－３の中で示される。 

応答状態コードについてはＰＳ３．７を参照のこと。 

表Ｆ．３－３ 応答状態 

サービス状態 詳細な意味 応答状態コード 
警告 要求された任意選択属性はサポートされない 0001 
 

Ｆ．３．２．２ 検査情報をセットする 

この操作は，分離検査管理ＳＣＰによって分離検査管理ＳＯＰインスタンスとして表現される特定の

実世界の検査についての情報を，ＳＣＵが提供することを可能にする。この操作は，適切な分離検査

管理ＳＯＰインスタンスと共に使用されるＤＩＭＳＥ Ｎ－ＳＥＴサービスを通して起動される。 

Ｆ．３．２．２．１ 検査ＩＯＤサブセット仕様 

ＳＣＵとしてこのＳＯＰクラスへの適合性を主張する応用エンティティは，ＳＣＰによって維持され

る属性のサブセットを修正することを選ぶことがある。分離検査管理ＳＯＰクラスにＳＣＰとして適

合性を主張する応用エンティティは，表Ｆ．３－４の中で指定される検査ＩＯＤ属性のサブセットを

サポートする。 

Ｎ－ＳＥＴを使用して更新される属性値に対して使用される文字集合は，ＳＣＰによって使用される

ものとと同じである。 

注： 特定文字集合 (0008,0005) に対する属性値がＮ－ＧＥＴ要求プリミティブの中で要求されることが推奨
される。 

表Ｆ．３－４ 分離検査管理ＳＯＰクラスＮ－ＳＥＴ属性 

属性名 タグ 必要条件タイプ（ＳＣＵ／ＳＣＰ） 
検査日付 (0008,0020)  3/1 
検査時刻 (0008,0030)  3/1 
検査状態ＩＤ (0032,000A)  3/1 
検査確認日付 (0032,0032)  3/1 
検査確認時刻 (0032,0033)  3/1 
検査完了日付 (0032,1050)  3/1 
検査完了時刻 (0032,1051)  3/1 
検査到着日付 (0032,1040)  3/1 
検査到着時刻 (0032,1041)  3/1 
 

Ｆ．３．２．２．２ サービスクラス利用者 

ＳＣＵは，Ｎ－ＳＥＴ要求プリミティブの中で，属性値がそれについて提供されるべき分離検査管理

ＳＯＰインスタンスのＵＩＤを明記する。ＳＣＵは，Ｆ．３．２．２．１の中で指定されるどの分離

検査管理ＳＯＰクラス属性に対しても，属性値が更新されることを要求することを許される。 

ＳＣＵは，属性値がそれに対して提供されるべき検査管理ＳＯＰクラス属性のリストを明記する。こ

のリストに対する符号化規則は，ＰＳ３．７の中で明記されるＮ－ＳＥＴ要求プリミティブの中で明
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記される。 

Ｆ．３．２．２．３ サービスクラス提供者 

この操作は，特定の分離検査管理ＳＯＰインスタンスに対する選択された属性値をＳＣＰが更新する

ことを，ＳＣＵが要求することを可能にする。この操作は，適切な分離検査管理ＳＯＰインスタンス

と共に使用されるＤＩＭＳＥ Ｎ－ＳＥＴサービスを通して起動される。 

ＳＣＰは，Ｎ－ＳＥＴ応答プリミティブを経由して，関連する要求に適用可能なＮ－ＳＥＴ応答状態

コードを返す。 

Ｆ．３．２．２．４ 状態コード 

特定状態コードはない。応答状態コードについてはＰＳ３．７を参照。 

Ｆ．３．３ 通知 

このＳＯＰクラスへＳＣＵとして適合性を主張する応用エンティティは，下記の通知を受信すること

を許される。このＳＯＰクラスへＳＣＰとして適合性を主張する応用エンティティは，下記の通知を

供給することが可能である。 

Ｆ．３．３．１ 検査状態イベント通知を受信する 

この通知は，（検査状態属性の値によって表わされる）検査状態における予期しない変化の通知を，

ＳＣＵがＳＣＰから受信することを可能にする。これらの通知は，適切な分離検査管理ＳＯＰインス

タンスと共に使用されるＤＩＭＳＥ Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴサービスの使用を通してＳＣＰ
によって起動される。 

ＳＣＵは，Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴ応答プリミティブを経由して，関連した要求に適用可能な

Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴ応答状態コードを返す。ＳＣＵは，どの通知の中にも含まれる全ての

属性を受諾する。 

分離検査管理のＳＣＵは，予約済検査の一部として作成される全ての画像ＳＯＰインスタンスを識別

するための検査インスタンスＵＩＤ (0020,000D) として予約済検査イベントと関連する分離検査管理
ＳＯＰインスタンスＵＩＤ (0000,1000) の値を利用する。 

Ｆ．３．３．２ 検査状態イベント通知を供給する 

これらの通知は，（検査状態属性によって表現される）検査状態における予期しない変化の通知を，

ＳＣＵがＳＣＰから受信することを可能にする。この通知は，適切な分離検査管理ＳＯＰインスタン

スと共に使用されるＤＩＭＳＥ Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴサービスの使用を通してＳＣＰによ
って起動される。 

ＳＣＰは，Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴ要求プリミティブの中で，イベントがそれに対して関連す

る分離検査管理ＳＯＰインスタンスのＵＩＤおよびイベントタイプＩＤを明記する。ＳＣＰは，表Ｆ．

３－５の中で定義されるイベントに関連する属性を追加して含む。ＳＣＰによって維持されるこれら

の属性のみが，通知の中に含まれることがある。 

注： 通知イベント情報の符号化は，ＰＳ３．７の中で定義される。 
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表Ｆ．３－５ 検査通知イベント情報 

イベントタ

イプ名 
イベントタ

イプＩＤ

属性 タグ 必要条件タイプ 
ＳＣＵ／ＳＣＰ 

検査が登録 １ インスタンス作成日 (0008,0012) -/1 
された  参照患者シーケンス (0008,1120) -/1 
  > 参照ＳＯＰクラスＵＩＤ (0008,1150) -/1C（シーケン 

スが存在する場合は必要）

  > 参照ＳＯＰインスタンスＵ
ＩＤ 

(0008,1155) -/1C（シーケンスが存在する
場合は必要） 

  参照来院シーケンス (0008,1125) -/1 
  > 参照ＳＯＰクラスＵＩＤ (0008,1150) -/1C（シーケンスが存在する

場合は必要） 
  > 参照ＳＯＰインスタンスＵ

ＩＤ 
(0008,1155) -/1C（シーケンスが存在する

場合は必要） 
  インスタンス作成時刻 (0008,0013) -/2 
  インスタンス作成者ＵＩＤ (0008,0014) -/2 
  検査状態ＩＤ (0032,000A) -/2 
  他の全ての定義された属性  -/3 
検査が予約

された 
２ 特定文字集合 (0008,0005)  -/1C（拡張／置換文字集合が

使用される場合，必要） 
  参照患者シーケンス (0008,1120) -/1 
  > 参照ＳＯＰクラスＵＩＤ (0008,1150) -/1C（シーケンスが存在する

場合は必要） 
  > 参照ＳＯＰインスタンスＵ

ＩＤ 
(0008,1155) -/1C（シーケンスが存在する

場合は必要） 
  参照来院シーケンス (0008,1125) -/1 
  > 参照ＳＯＰクラスＵＩＤ (0008,1150) -/1C（シーケンスが存在する

場合は必要） 
  > 参照ＳＯＰインスタンスＵ

ＩＤ 
(0008,1155) -/1C（シーケンスが存在する

場合は必要） 
  予約済検査開始日付 (0032,1000) -/1 
  予約済検査開始時刻 (0032,1001) -/1 
  予約済検査場所 (0032,1020) -/2 
  予約済検査場所ＡＥ名称 (0032,1021) -/2 
  依頼済手続き記述 (0032,1060) -/2 
  依頼済手続きコードシーケン

ス 
(0032,1064) -/2 

  > コード値 (0008,0100) -/1C（シーケンスが存在する
場合は必要） 

  > 符号化体系指定子 (0008,0102) -/1C（シーケンスが存在する
場合は必要） 

  > 符号化体系版 (0008,0103) -/3 
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  > コード意味 (0008,0104) -/1C（シーケンスが存在する
場合は必要） 

患者が到 ３ 検査到着日付 (0032,1040) -/1 
着した  検査到着時刻 (0032,1041) -/1 
検査を開 ４ 検査日付 (0008,0020) -/1 
始した  検査時刻 (0008,0030) -/1 
検査を完了

した 
５ 参照検査構成要素シーケンス (0008,1111)  -/1 

  > 参照ＳＯＰクラスＵＩＤ (0008,1150) -/1C（シーケンスが存在する
場合は必要） 

  > 参照ＳＯＰインスタンスＵ
ＩＤ 

(0008,1155) -/1C（シーケンスが存在する
場合は必要） 

  検査完了日付 (0032,1050) -/1 
  検査完了時刻 (0032,1051) -/1 
検査を確認

した 
６ 参照検査構成要素シーケンス (0008,1111)  -/1 

  > 参照ＳＯＰクラスＵＩＤ (0008,1150) -/1C（シーケンスが存在する
場合は必要） 

  > 参照ＳＯＰインスタンスＵ
ＩＤ 

(0008,1155) -/1C（シーケンスが存在する
場合は必要） 

  検査確認日付 (0032,0032) -/1 
  検査確認時刻 (0032,0033) -/1 
検査を読 ７ 検査読影日付 (0032,0034) -/1 
影した  検査読影時刻 (0032,0035) -/1 
検査を削除

した 
８    

検査を更新

した 
９ 全ての更新された属性  -/1 

 

Ｆ．３．３．３ 状態コード 

このＳＯＰクラスについての特定の状態値コードはない。応答状態コードについてはＰＳ３．７を参

照。 

Ｆ．３．４ 分離検査管理ＳＯＰクラスＵＩＤ 

分離検査管理ＳＯＰクラスは，値 “1.2.840.10008.3.1.2.3.1” をもつ分離検査管理ＳＯＰクラスＵＩＤに
よって唯一に識別される。 

Ｆ．３．５ 適合性必要条件 

分離検査管理ＳＯＰクラスに標準ＳＯＰクラス適合性を提供する実装は，下記の節の中で記述される

ように適合し，そしてそれらの適合性宣言内に次の節の中で記述される情報を含む。 

実装は，このＳＯＰクラスにＳＣＵ，ＳＣＰ，または両方として適合することがある。適合性宣言は，

ＰＳ３．２の中で定義されるフォーマットである。 
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Ｆ．３．５．１ ＳＣＵ適合性 

このＳＯＰクラスにＳＣＵとして適合する実装は，下記に対する適合性必要条件に合致する： 

― それが起動する操作 

― それが受け取る通知 

Ｆ．３．５．１．１ 操作 

属性値が（Ｎ－ＧＥＴサービスを使用して）ＳＣＵによって要求されることがあるどの任意選択の属

性も，ＳＣＵ操作宣言の中で列挙される。ＳＣＵ操作宣言はＰＳ３．２の中で定義されるように書式

化される。 

属性値が（Ｎ－ＳＥＴサービスを使用する）ＳＣＵによって提供されることがあるどの任意選択の属

性も，ＳＣＵ操作宣言の中で列挙される。ＳＣＵ操作宣言はＰＳ３．２の中で定義されるように書式

化される。 

Ｆ．３．５．１．２ 通知 

通知がＳＣＵによって要求されることがある全ての標準イベントタイプは，ＳＣＵ通知宣言の中に列

挙される。ＳＣＵ通知宣言は，サポートするイベントタイプの列挙リストを含む： 

［－検査が登録された；］ 

［－検査が予約された；］ 

［－患者が到着した；］ 

［－検査が開始された；］ 

［－検査が完了した；］ 

［－検査が確認された；］ 

［－検査が読影された；］ 

［－検査が更新された；］ 

［－検査が削除された；］ 

Ｆ．３．５．２ ＳＣＰ適合性 

このＳＯＰクラスにＳＣＰとして適合する実装は，下記に対する適合性必要条件に合致する： 

― それが実行する操作 

― それが起動する通知 

Ｆ．３．５．２．１ 操作 

属性値が（Ｎ－ＧＥＴサービスを使用して）ＳＣＵによって要求されることがあるどの任意選択の属

性も，ＳＣＰ操作宣言の中で列挙される。ＳＣＰ操作宣言は，ＰＳ３．２の中で定義されるようにフ

ォーマットされる。 

属性値が（Ｎ－ＳＥＴサービスを使用しれ）ＳＣＵによって更新されることがあるどの任意選択の属

性も，ＳＣＰ操作宣言の中で列挙される。ＳＣＰ操作宣言は，ＰＳ３．２の中で定義されるようにフ

ォーマットされる。 
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Ｆ．３．５．２．２ 通知 

ＳＣＵへの標準通知の中に含まれることがある任意選択の属性は，ＳＣＰ通知宣言の中に列挙される。

ＳＣＰ通知宣言は，ＰＳ３．２の中で定義されるようにフォーマットされる。この宣言に続き，イベ

ントタイプおよび任意選択の属性のリストがある。 

Ｆ．４ 検査構成要素管理ＳＯＰクラス 

検査構成要素管理ＳＯＰクラスは，検査と関連する一組のシリーズの存在，内容と発生元場所を，一

つの応用エンティティが，もう一つの応用エンティティに通知することを可能にする，応用レベルの

サービスのクラスを定義する。 

注： このＳＯＰクラスの使用法の例は，その装置の制御下にあるオーダーされた検査の取得されている部分に
属している全ての画像を，検査管理のＳＣＰに通信するための効率的でそして標準化された方法を，収集

装置に提供することである。 

ＤＩＣＯＭ検査構成要素ＳＯＰクラスに対してＳＣＰとして行動する装置は，同様に分離検査管理Ｓ

ＯＰクラスに対してＳＣＰとして行動する。ＳＣＰは，関連する検査構成要素ＳＯＰインスタンスお

よび分離検査管理ＳＯＰインスタンス間の状態情報を同期させることに対して責任がある。状態同期

についての規則は，ローカルな方針によって決定される，そしてＤＩＣＯＭ規格の適用範囲外である。 

Ｆ．４．１ ＤＩＭＳＥサービスグループ 

表Ｆ．４－１の中で示されるＤＩＭＳＥ－Ｎサービスは，検査構成要素管理ＳＯＰクラスの下で検査

構成要素ＩＯＤに適用可能である。 

表Ｆ．４－１ ＤＩＭＳＥ－Ｎサービスグループ 

ＤＩＭＳＥサービス要素 使用法 ＳＣＵ／ＳＣＰ 
Ｎ－ＣＲＥＡＴＥ M/M 
Ｎ－ＳＥＴ U/M 
Ｎ－ＧＥＴ U/M 

 

ＤＩＭＳＥ－Ｎサービスとプロトコルは，ＰＳ３．７の中で明記される。 

注： 応用エンティティは，他の応用エンティティによって作成される検査構成要素に対する情報を得るために，
検査構成要素管理に対するＳＣＵ役割をサポートすることがある。 

Ｆ．４．２ 操作 

ＳＣＵとしてこのＳＯＰクラスに適合性を主張する応用エンティティは下記の操作を起動することを

許される，そしてＳＣＰとして適合性を主張する応用エンティティは下記の操作を提供することが可

能である。 

Ｆ．４．２．１ 検査構成要素インスタンスを生成する 

この操作は，検査構成要素ＳＯＰのインスタンスを作成すること，そして，特定の実世界の検査（特

に，ＳＣＵの制御下にある実世界の検査の部分）についての情報を提供することを，ＳＣＵに許す。

この操作は，ＤＩＭＳＥ Ｎ－ＣＲＥＡＴＥサービスを通して起動される。 

Ｆ．４．２．１．１ 検査構成要素ＩＯＤサブセット仕様 

このＳＯＰクラスにＳＣＵとして適合性を主張する応用エンティティは，ＳＣＰによって維持される
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属性のサブセットを提供することを選択することがある。ＳＣＰとして検査構成要素管理ＳＯＰクラ

スへの適合性を主張する応用エンティティは，表Ｆ．４－２の中で指定された検査構成要素ＩＯＤ属

性のサブセットをサポートする。 

表Ｆ．４－２ 検査構成要素管理ＳＯＰクラスＮ－ＣＲＥＡＴＥ属性 

属性名 タグ 必要条件タイプ（ＳＣＵ／ＳＣＰ） 
特定文字集合 (0008,0005) -/1C（拡張／置換文字集合が使用される場合は

必要） 
モダリティ (0008,0060) 1/1 
参照検査シーケンス (0008,1110) 1/1 
> 参照ＳＯＰクラスＵＩＤ (0008,1150) -/1C（シーケンスが存在する場合は必要） 
> 参照ＳＯＰインスタンスＵＩＤ (0008,1155) -/1C（シーケンスが存在する場合は必要） 
手続きコードシーケンス (0008,1032)  1/1 
> コード値 (0008,0100)  -/1C（シーケンスが存在する場合は必要） 
> 符号化体系指定子 (0008,0102)  -/1C（シーケンスが存在する場合は必要） 
> 符号化体系版 (0008,0103)  -/3 
> コード意味 (0008,0104)  -/1C（シーケンスが存在する場合は必要） 
検査構成要素状態ＩＤ (0032,1055) 1/1 
検査記述 (0008,1030) 2/2 
検査ＩＤ (0020,0010) 2/2 
参照シリーズシーケンス (0008,1115) 2/2 
> シリーズ日付 (0008,0021) 2/2C（シーケンスが存在する場合は必要） 
> シリーズ時刻 (0008,0031) 2/2C（シーケンスが存在する場合は必要） 
> シリーズインスタンスＵＩＤ (0020,000E) 2/2C（シーケンスが存在する場合は必要） 
> 取得ＡＥ名称 (0008,0054) 2C/1C（この属性は画像がシリーズ問合せ／取

得レベルで取得されることがある場合にのみ

存在する。この巻の付属書Ｃ参照） 
> 保存媒体ファイル集合ＩＤ (0088,0130) 2C/1C（この属性は画像が媒体保存を用いてシ

リーズレベルで取得されることがある場合に

のみ存在する。この巻の付属書Ｃ参照） 
> 保存媒体ファイル集合ＵＩＤ (0088,0140) 2C/1C（この属性は画像が媒体保存を用いてシ

リーズレベルで取得されることがある場合に

のみ存在する。この巻の付属書Ｃ参照） 
> 参照画像シーケンス (0008,1140) 2/2C（シーケンスが存在する場合は必要） 
>> 参照ＳＯＰクラスＵＩＤ (0008,1150) 2/2C（シーケンスが存在する場合は必要） 
>> 参照ＳＯＰインスタンスＵＩＤ (0008,1155) 2/2C（シーケンスが存在する場合は必要） 
>> 取得ＡＥ名称 (0008,0054) 2C/1C［この属性は，それが参照シリーズシー

ケンス (0008,1115) の中に存在せず，画像が画
像問合せ／取得レベルで取得されることがあ

る場合にのみ存在する。この巻の付属書Ｃ参

照。］ 
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>> 保存媒体ファイル集合ＩＤ (0088,0130) 2C/1C［この属性は，それが参照シリーズシー
ケンス (0008,1115) の中に存在せず，画像が媒
体保存を使用して画像レベルで取得されるこ

とがある場合にのみ存在する。］ 
>> 保存媒体ファイル集合ＵＩＤ (0088,0140) 2C/1C［この属性は，それが参照シリーズシー

ケンス (0008,1115) の中に存在せず，そして画
像が媒体保存を使用して画像レベルで取得さ

れることがある場合にのみ存在する。］ 
他の全ての属性  3/3 

 

Ｆ．４．２．１．２ サービスクラス利用者 

ＳＣＵは，節Ｆ．４．２．１．１の中で指定される検査構成要素管理ＳＯＰクラス属性に対して属性

値を提供する。更に，値は，ＳＣＰによってサポートされる任意選択の検査構成要素ＩＯＤ属性に対

して提供されることがある。検査構成要素管理ＳＯＰクラス属性のための符号化規則は，ＰＳ３．７

の中でＮ－ＣＲＥＡＴＥ要求プリミティブ仕様の中で明記される。 

Ｎ－ＧＥＴ操作の中で，項目のシーケンス内で定義される属性の値は，ＳＣＵによって要求されない，

そしてＳＣＰによって返されない。 

ＳＣＵは，Ｎ－ＣＲＥＡＴＥ要求プリミティブの中で，全ての必要とされる属性値をＳＣＰに提供す

ることが可能である。ＳＣＵは，ＳＣＰによって維持されていない任意選択の属性に対して属性値を

提供することがある。そのような場合，ＳＣＰがそれらの属性に対する値を受け取るかどうかにかか

わらず，ＳＣＵは正しく機能する。 

参照検査シーケンス (0008,1111) の参照ＳＯＰインスタンスＵＩＤに対して提供される値は，検査に
関連する全ての画像を識別する検査インスタンスＵＩＤ (0020,000D) の値と正確に等しい。 

注： １．提供される属性値に対して使用される文字集合を正確に解釈するために，特定文字集合 (0008,0005) 
についての属性値が，Ｎ－ＣＲＥＡＴＥ要求プリミティブの中で提供されることが推奨される。 

 ２．Ｎ－ＣＲＥＡＴＥ要求プリミティブは，作成される検査構成要素ＳＯＰインスタンスが分離検査管理
ＳＯＰインスタンスにリンクされることを可能にするために，参照検査シーケンスについての値を必要と

する。検査構成要素ＳＣＵは，検査構成要素ＳＯＰインスタンスを作成することに先立ち，参照検査シー

ケンス属性についての有効な値を受信することが，仮定される。この情報は，Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯ

ＲＴの中で分離された検査管理のＳＣＰによって提供されていることがある。 

 ３．挙動の二つのモードが，ＳＣＵに利用可能である：全ての検査構成要素属性についての値は，Ｎ－Ｃ
ＲＥＡＴＥプリミティブ（タイプ２属性を含む）とともに提供される，そして検査構成要素状態ＩＤは 
COMPLETED に設定されることがある，または，タイプ１の属性に対する値のみが提供される，検査構
成要素状態ＩＤは CREATED に設定される，そして後刻，残りの属性に対する値はＮ－ＳＥＴプリミテ
ィブを使用して検査構成要素状態ＩＤの適切な更新とともに提供をされることがある。 

Ｆ．４．２．１．３ サービスクラス提供者 

この操作は，特定の検査構成要素管理ＳＯＰインスタンスに対する選択された属性値を，ＳＣＵがＳ

ＣＰに提供することを可能にする。この操作は，適切な検査構成要素管理ＳＯＰインスタンスと共に

使用されるＤＩＭＳＥ Ｎ－ＣＲＥＡＴＥサービスの使用を通して起動される。 

ＳＣＰは，Ｎ－ＣＲＥＡＴＥ応答プリミティブを経由して，関連した要求に適用可能なＮ－ＣＲＥＡ
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ＴＥ応答状態コードを返す。Ｎ－ＣＲＥＡＴＥ応答状態に依存して，ＳＣＰは，参照分離検査管理Ｓ

ＯＰインスタンスの参照検査構成要素シーケンス属性を更新する。 

Ｆ．４．２．１．４ 状態コード 

特定の状態コードはない。応答状態コードについてはＰＳ３．７を参照のこと。 

Ｆ．４．２．２ 検査構成要素情報をセットする 

この操作は，検査構成要素ＳＯＰのインスタンスの属性値をセットすること，そして特定実世界検査

（より明確にはＳＣＵの制御下にある実世界検査の部分）についての情報を提供することを，ＳＣＵ

に許す。この操作は，ＤＩＭＳＥ Ｎ－ＳＥＴサービスを通して起動される。 

Ｆ．４．２．２．１ 検査構成要素ＩＯＤサブセット仕様 

このＳＯＰクラスへの適合性をＳＣＵとして主張する応用エンティティは，ＳＣＰによって維持され

る属性のサブセットを修正することを選択することがある。ＳＣＰとして検査構成要素管理ＳＯＰク

ラスへの適合性を主張する応用エンティティは，表Ｆ．４－３の中で明記される検査構成要素ＩＯＤ

属性のサブセットをサポートする。 

Ｎ－ＳＥＴを使用した属性値更新のために使用される文字集合は，ＳＣＰによって使用されるものと

同一である。 

注： 特定文字集合 (0008,0005) に対する属性値が，Ｎ－ＳＥＴが実行される前に，Ｎ－ＧＥＴ要求プリミティ
ブの中で要求されることが推奨される。 

表Ｆ．４－３ 検査構成要素管理ＳＯＰクラスＮ－ＳＥＴ属性 

属性名 タグ 必要条件タイプ（ＳＣＵ／ＳＣＰ） 
検査記述 (0008,1030) 3/1 
手続きコードシーケンス (0008,1032)  3/1 
> コード値 (0008,0100)  3/1C（シーケンスが存在する場合は必要） 
> 符号化体系指定子 (0008,0102)  3/1C（シーケンスが存在する場合は必要） 
> 符号化体系版 (0008,0103)  3/3 
> コード意味 (0008,0104)  3/1C（シーケンスが存在する場合は必要） 
検査構成要素状態ＩＤ (0032,1055) 3/1 
検査ＩＤ (0020,0010) 3/1 
参照シリーズシーケンス (0008,1115) 3/1 
> シリーズ日付 (0008,0021) 3/1C（シーケンスが存在する場合は必要） 
> シリーズ時刻 (0008,0031) 3/1C（シーケンスが存在する場合は必要） 
> シリーズインスタンスＵＩＤ (0020,000E) 3/1C（シーケンスが存在する場合は必要） 
> 取得ＡＥ名称 (0008,0054) 3/1C（この属性は，画像がシリーズ問合せ／取得

レベルで取得されることがある場合にのみ存在す

る。この巻の付属書Ｃ参照） 
> 保存媒体ファイル集合ＩＤ (0088,0130) 3/1C（この属性は，画像が媒体保存を使用してシ

リーズレベルで取得されることがある場合にのみ

存在する。） 
> 保存媒体ファイル集合ＵＩＤ (0088,0140) 3/1C（この属性は，画像が媒体保存を使用してシ

リーズレベルで取得されることがある場合に存在

する。） 
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> 参照画像シーケンス (0008,1140) 3/1C（シーケンスが存在する場合は必要） 
>> 参照ＳＯＰクラスＵＩＤ (0008,1150) 3/1C（シーケンスが存在する場合は必要） 
>> 参照ＳＯＰインスタンスＵＩ
Ｄ 

(0008,1155) 3/1C（シーケンスが存在する場合は必要） 

>> 取得ＡＥ名称 (0008,0054) 3/1C［この属性は，それが参照シリーズシーケン
ス (0008,1115) の中に存在しない，そして画像が
画像問合せ／取得レベルで取得されることがある

場合にのみ存在する。この巻の付属書Ｃ参照。］

>> 保存媒体ファイル集合ＩＤ (0088,0130) 3/1C［この属性は，それが参照シリーズシーケン
ス (0008,1115) の中に存在しない，そして画像が
媒体保存を使用して画像レベルで取得されること

がある場合にのみ存在する。］ 
>> 保存媒体ファイル集合ＵＩＤ (0088,0140) 3/1C［この属性は，それが参照シリーズシーケン

ス (0008,1115) の中に存在しない，そして画像が
媒体保存を使用して画像レベルで取得されること

がある場合にのみ存在する。］ 
 

Ｆ．４．２．２．２ サービスクラス利用者 

ＳＣＵは，Ｎ－ＳＥＴ要求プリミティブの中で，属性値がそれに対して提供されるべき検査構成要素

管理ＳＯＰインスタンスのＵＩＤを明記する。 

ＳＣＵは，属性値が節Ｆ．４．２．２．１の中で明記される検査構成要素管理ＳＯＰクラス属性に対

して更新されることを要求することを許される。ＳＣＵは，属性値がそれに対して提供されるべき検

査構成要素管理ＳＯＰクラス属性のリストを明記する。このリストに対する符号化規則は，ＰＳ３．

７の中で明記されるＮ－ＳＥＴ要求プリミティブの中で明記される。 

Ｆ．４．２．２．３ サービスクラス提供者 

この操作は，ＳＣＰが特定検査構成要素管理ＳＯＰインスタンスに対して選択された属性値を更新す

ることを，ＳＣＵが要求することを可能にする。この操作は，適切な検査構成要素管理ＳＯＰインス

タンスと共に使用されるＤＩＭＳＥ Ｎ－ＳＥＴサービスの使用を通して起動される。 

ＳＣＰは，Ｎ－ＳＥＴ応答プリミティブを経由して，関連する要求に適用可能なＮ－ＳＥＴ応答状態

コードを返す。Ｎ－ＳＥＴ応答状態に依存して，ＳＣＰは参照分離検査管理ＳＯＰインスタンスの参

照検査構成要素シーケンス属性を更新する。 

Ｆ．４．２．２．４ 状態コード 

特定の状態コードはない。応答状態コードについてはＰＳ３．７を参照のこと。 

Ｆ．４．２．３ 検査構成要素情報を取得する 

この操作は，検査構成要素管理ＳＣＰによって検査構成要素管理ＳＯＰインスタンスとして表現され

る特定実世界検査についての情報を，ＳＣＵが取得することを可能にする。この操作は，適切な検査

構成要素管理ＳＯＰインスタンスと共に使用されるＤＩＭＳＥ Ｎ－ＧＥＴサービスを通して起動さ
れる。 

注： 応用エンティティは，他の応用エンティティによって作成される検査構成要素についての情報を得るため
に，検査構成要素管理に対するＳＣＵ役割をサポートすることがある。 
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Ｆ．４．２．３．１ 検査構成要素ＩＯＤサブセット仕様 

このＳＯＰクラスへの適合性をＳＣＵとして主張する応用エンティティは，ＳＣＵがＳＯＰクラスの

操作を経由して受信するＳＣＰによって維持される属性を解釈することを選択することがある。ＳＣ

Ｐとして検査構成要素管理ＳＯＰクラスに適合性を主張する応用エンティティは，表Ｆ．４－４の中

で明記される検査構成要素ＩＯＤ属性のサブセットをサポートする。 

表Ｆ．４－４ 検査構成要素管理ＳＯＰクラスＮ－ＧＥＴ属性 

属性名 タグ 必要条件タイプ（ＳＣＵ／ＳＣＰ） 
特定文字集合 (0008,0005) 3/1C（拡張または置換文字集合が使用される場合，

必要） 
モダリティ (0008,0060) 3/1 
検査記述 (0008,1030) 3/1 
参照検査シーケンス (0008,1110) 3/1 
> 参照ＳＯＰクラスＵＩＤ (0008,1150) 3/1C（シーケンスが存在する場合は必要） 
> 参照ＳＯＰインスタンスＵＩ
Ｄ 

(0008,1155) 3/1C（シーケンスが存在する場合は必要） 

手続きコードシーケンス (0008,1032)  3/1 
> コード値 (0008,0100)  3/1C（シーケンスが存在する場合は必要） 
> 符号化体系指定子 (0008,0102)  3/1C（シーケンスが存在する場合は必要） 
> 符号化体系版 (0008,0103)  3/3 
> コード意味 (0008,0104)  3/1C（シーケンスが存在する場合は必要） 
検査構成要素状態ＩＤ (0032,1055) 3/1 
検査ＩＤ (0020,0010) 3/2 
参照シリーズシーケンス (0008,1115) 3/2 
> シリーズ日付 (0008,0021) 3/1C（シーケンスが存在する場合は必要） 
> シリーズ時刻 (0008,0031) 3/1C（シーケンスが存在する場合は必要） 
> シリーズインスタンスＵＩＤ (0020,000E) 3/1C（シーケンスが存在する場合は必要） 
> 取得ＡＥ名称 (0008,0054) 3C/1C（この属性は，画像がシリーズ問合せ／取得

レベルで取得されることがある場合にのみ存在す

る。この巻の付属書Ｃ参照） 
> 保存媒体ファイル集合ＩＤ (0088,0130) 2C/1C（この属性は，画像が媒体保存を使用してシ

リーズレベルで取得されることがある場合にのみ

存在する。） 
> 保存媒体ファイル集合ＵＩＤ (0088,0140) 2C/1C（この属性は，画像が媒体保存を使用してシ

リーズレベルで取得されることがある場合にのみ

存在する。） 
> 参照画像シーケンス (0008,1140) 3/1C（シーケンスが存在する場合は必要） 
>> 参照ＳＯＰクラスＵＩＤ (0008,1150) 3/1C（シーケンスが存在する場合は必要） 
>> 参照ＳＯＰインスタンスＵＩ
Ｄ 

(0008,1155) 3/1C（シーケンスが存在する場合は必要） 
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> > 取得ＡＥ名称 (0008,0054) 3C/1C［この属性は，それが参照シリーズシーケン
ス (0008,1115) の中に存在しない，そして画像が
画像問合せ／取得レベルで取得されることがある

場合にのみ存在する。］ 
>> 保存媒体ファイル集合ＩＤ (0088,0130) 3C/1C［この属性は，それが参照シリーズシーケン

ス (0008,1115) の中に存在しない，そして画像が
媒体保存を使用して画像レベルで取得されること

がある場合にのみ存在する。］ 
>> 保存媒体ファイル集合ＵＩＤ (0088,0140) 3C/1C［この属性は，それが参照シリーズシーケン

ス (0008,1115) の中に存在しない，そして画像が
媒体保存を使用して画像レベルで取得されること

がある場合にのみ存在する。］ 
他の全ての属性  3/3 

 

Ｆ．４．２．３．２ サービスクラス利用者 

ＳＣＵは，検査構成要素管理ＳＯＰインスタンスを取得することをＳＣＰに要求するためにＮ－ＧＥ

Ｔサービス要素を使用する。ＳＣＵは，取得されるべきＳＯＰインスタンスのＵＩＤを明記する。Ｓ

ＣＵは，属性値が節Ｆ．４．２．３．１の中で明記される何れの検査構成要素管理ＳＯＰクラス属性

に対しても返されることを要求することを許される。更に，値は，任意選択の検査構成要素ＩＯＤ属

性に対して要求されることがある。 

ＳＣＵは，属性値がそれに対して返されるべき検査構成要素管理ＳＯＰクラス属性のリストを明記す

る。このリストに対する符号化規則は，ＰＳ３．７の中で明記されたＮ－ＧＥＴ要求プリミティブの

中で明記される。 

ＳＣＵは，Ｎ－ＧＥＴ指示プリミティブへの応答の中で，ＳＣＰによって提供された全ての要求属性

値を受け取ることが可能である。ＳＣＵが，ＳＣＰによって維持されない任意選択の属性に対する属

性値を要求することがある。そのような場合， ＳＣＵは，ＳＣＰがそれらの属性についての値を返す
か否かにかかわらず，正しく機能する。このサービスクラス仕様は，この情報を受信した結果として

ＳＣＵが何を行うかについて必要条件を置かない。 

注： 返される属性値のために使用される文字集合を正確に解釈するために，特定文字集合（0008,0005）のた
めの属性値が，Ｎ－ＧＥＴ要求プリミティブの中で要求されることが推奨される。 

Ｆ．４．２．３．３ サービスクラス提供者 

この操作は，特定の検査構成要素管理ＳＯＰインスタンスに対する選択された属性値を，ＳＣＵがＳ

ＣＰに要求することを可能にする。この操作は，適切な検査構成要素管理ＳＯＰインスタンスと共に

使用されるＤＩＭＳＥ Ｎ－ＧＥＴサービスの使用を通して起動される。 

ＳＣＰは，Ｎ－ＧＥＴ応答プリミティブを経由して，関連する要求に適用可能なＮ－ＧＥＴ応答状態

コードを返す。失敗状態コードは，ＳＣＰがＳＯＰインスタンスを取得していないことを示す。Ｎ－

ＧＥＴ応答状態に依存して，ＳＣＰは，Ｎ－ＧＥＴ応答プリミティブを経由して，ＳＣＰによって維

持される全ての要求された属性に対する属性値を返す。 

Ｆ．４．２．３．４状態コード 

このＳＯＰクラスおよびＤＩＭＳＥサービスに対する特有状態値は，表Ｆ．４－５の中で示される通
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り定義される。応答状態コードについてはＰＳ３．７を参照のこと。 

表Ｆ．４－５ 応答状態 

サービス状態 詳細な意味 応答状態コード 
警告 要求された任意選択属性はサポートされない 0001 

 

Ｆ．４．３ 検査構成要素管理ＳＯＰクラスＵＩＤ 

検査構成要素管理ＳＯＰクラスは，値 “1.2.840.10008.3.1.2.3.2” を持つ検査構成要素管理ＳＯＰクラス
ＵＩＤによって，唯一に識別される。 

Ｆ．４．４ 適合性必要条件 

検査構成要素管理ＳＯＰクラスに標準ＳＯＰクラス適合性を提供する実装は，下記の節の中で記述さ

れるように適合する，そしてその適合性宣言内に下記の節の中で記述される情報を含む。 

実装はこのＳＯＰクラスに，ＳＣＵ，ＳＣＰまたはその両方として適合することがある。適合性宣言

は，ＰＳ３．２の中で定義される書式である。 

Ｆ．４．４．１ ＳＣＵ適合性 

このＳＯＰクラスにＳＣＵとして適合する実装は，下記に対する適合性必要条件に合致する： 

― それが起動する操作 

― それが受信する通知 

Ｆ．４．４．１．１ 操作 

それに対する属性値が（Ｎ－ＧＥＴサービスを使用して）ＳＣＵによって要求されることがある任意

選択の属性が，ＳＣＵ操作宣言の中で列挙される。ＳＣＵ操作宣言は，ＰＳ３．２の中で定義される

ように書式化される。 

それに対する属性値が（Ｎ－ＣＲＥＡＴＥサービスを使用して）ＳＣＵによって提供されることがあ

る任意選択の属性が，ＳＣＵ操作宣言の中で列挙される。ＳＣＵ操作宣言は，ＰＳ３．２の中で定義

されるように書式化される。 

それに対する属性値が（Ｎ－ＳＥＴサービスを使用して）ＳＣＵによって提供されることがある任意

選択の属性が，ＳＣＵ操作宣言の中で列挙される。ＳＣＵ操作宣言は，ＰＳ３．２の中で定義される

ように書式化される。 

Ｆ．４．４．２ ＳＣＰ適合性 

このＳＯＰにクラスにＳＣＰとして適合する実装は，下記のための適合性必要条件に合致する： 

― それが実行する操作 

― それが起動する通知 

Ｆ．４．４．２．１ 操作 

それに対する属性値が（Ｎ－ＧＥＴサービスを使用して）ＳＣＵによって要求されることがある任意

選択の属性が，ＳＣＰ操作宣言の中で列挙される。ＳＣＰ操作宣言は，ＰＳ３．２の中で定義される

ように書式化される。 
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それに対する属性値が（Ｎ－ＣＲＥＡＴＥサービスを使用して）ＳＣＵによって更新されることがあ

る任意選択の属性が，ＳＣＰ操作宣言の中で列挙される。ＳＣＰ操作宣言は，ＰＳ３．２の中で定義

されるように書式化される。 

それに対する属性値が（Ｎ－ＳＥＴサービスを使用して）ＳＣＵによって更新されることがある任意

選択の属性が，ＳＣＰ操作宣言の中で列挙される。ＳＣＰ操作宣言は，ＰＳ３．２の中で定義される

ように書式化される。 

Ｆ．５ 検査管理メタＳＯＰクラス 

検査管理メタＳＯＰクラスは，分離検査管理ＳＯＰクラスおよび検査構成要素管理ＳＯＰクラスの連

合を表現する。それは，前述のＳＯＰクラスの両方に適合するそれらの応用エンティティに対して意

図されている。分離検査管理ＳＯＰクラスおよび検査構成要素管理ＳＯＰクラスに対して明記される

全ての必要条件は，検査管理メタＳＯＰクラスに適合する応用エンティティによって満たされる。検

査管理メタＳＯＰクラス必要条件については，節Ｆ．３から節Ｆ．４．５．２．１を参照のこと。 

Ｆ．５．１ 検査管理メタＳＯＰクラスＵＩＤ 

検査管理メタＳＯＰクラスは，値 “1.2.840.10008.3.1.2.5.5” を持つ検査管理メタＳＯＰクラスＵＩＤに
よって唯一に識別される。 

Ｆ．６ 特殊化ＳＯＰクラス適合性 

実装は，標準ＳＯＰクラスの機能性の適切なスーパーセットを提供することによって特殊化ＳＯＰク

ラス適合性を提供することがある。特殊化ＳＯＰクラス適合性を検査管理ＳＯＰクラスに提供する実

装は，下記の節の中で記述されるように適合する，そしてそれらの適合性宣言内に次の節の中で記述

される情報を含む。 

Ｆ．６．１ 適合性タイプ 

実装は，標準ＳＯＰクラスの特殊化にＳＣＵ，ＳＣＰまたはその両方として適合することを許される。

適合性タイプ宣言は，ＰＳ３．２の中で定義されるように書式化される。 

Ｆ．６．２ 特殊化ＳＯＰクラス識別 

標準ＳＯＰクラスを特殊化する何れの実装も，その特殊化を標準ＳＯＰクラスの異形態サブクラスと

して定義する。このように，特殊化はそれ自身の固有ＳＯＰクラス識別を持つ。 

適合性宣言は，ＰＳ３．２の中で定義されるように，特殊化ＳＯＰクラスを識別するＳＯＰ名とＳＯ

ＰクラスＵＩＤを宣言するＳＯＰクラス識別宣言を含む。ＳＯＰ名は，唯一であることは保証されな

いが，ＳＯＰクラスの非公式の識別のために提供される。ＳＯＰクラスＵＩＤは，特殊化ＳＯＰクラ

スを唯一に識別する，そしてＰＳ３．５の中で明記されるＤＩＣＯＭ ＵＩＤ必要条件に適合する。 

Ｆ．６．３ ＳＣＵ適合性 

特殊化ＳＯＰクラスにＳＣＵとして適合する実装は，下記に対する適合性必要条件に合致する： 

― それが起動する操作 

― それが受信する通知 

Ｆ．６．３．１ 操作 

標準ＳＯＰクラスは，追加標準ＤＩＭＳＥ－Ｎ操作および／または追加私的属性をサポートすること
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によって特殊化されることがある。ＳＣＵ操作宣言は，これらの特殊化を記述する，そしてＰＳ３．

２の中で定義されるように書式化される。 

この宣言に続いて，下記のリストがある： 

― 私的属性の追加によって拡張される標準ＳＯＰクラスによってサポートされる標準操作 

― 標準操作，および標準ＳＯＰクラスによってサポートされないしかし特殊化によってサポート
される関連する標準および私的属性。 

各追加操作は，それがサポートする属性のリストと共に列挙される。 

Ｆ．６．３．２ 標準通知 

ＳＣＵによって拡張なしで受信される標準通知が，節Ｆ．３．３．２の中で明記されるように列挙さ

れる。 

Ｆ．６．３．３ 拡張通知 

標準属性に追加して標準通知の中で受信されることがある何れの私的属性も，ＳＣＵ通知宣言の中で

列挙される。 

更に，それに対する通知がＳＣＵによって要求されることがある私的イベントタイプが，ＳＣＵ通知

宣言の中で列挙される。ＳＣＵ通知宣言は，ＰＳ３．２の中で定義されるように書式化される。 

この宣言に続いて，以下のリストがある： 

― 私的属性の追加によって拡張される標準イベントタイプ 

― 拡張されるイベントタイプおよび関連する標準および私的属性 

Ｆ．６．４ ＳＣＰ適合性 

特殊化ＳＯＰクラスにＳＣＰとして適合する実装は，下記に対する適合性必要条件に合致する： 

― それが実行する操作 

― それが起動する通知 

Ｆ．６．４．１ 操作 

標準ＳＯＰクラスは，追加の標準ＤＩＭＳＥ－Ｎ操作および／または追加の私的属性をサポートする

ことによって特殊化されることがある。ＳＣＰ操作宣言は，これらの特殊化を記述する，そしてＰＳ

３．２の中で定義されるように書式化される。 

この宣言に続いて，下記のリストがある： 

― 私的属性の追加によって拡張される標準ＳＯＰクラスによってサポートされる標準操作 

― 標準操作および，標準ＳＯＰクラスによってサポートされないが，しかし特殊化によってサポ
ートされる関連する標準および私的属性 

各追加操作は，それがサポートする属性のリストとともに列挙される。 

Ｆ．６．４．２ 通知 

ＳＣＵへの標準通知の中に含まれることがある何れの私的属性も，ＳＣＰ通知宣言の中で列挙される。 

更に，それに対する通知がＳＣＵに送られることがある何れの私的イベントタイプも，ＳＣＰ通知宣
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言の中で列挙される。ＳＣＵ通知宣言は，ＰＳ３．２の中で定義されるように書式化される。 

この宣言に続いて，下記のリストがある： 

― 私的属性の追加によって拡張される標準イベントタイプ 

― 拡張されるイベントタイプおよび関連した標準および私的属性。 

Ｆ．７ モダリティ実施済手続きステップＳＯＰクラス 

Ｆ．７．１ ＤＩＭＳＥサービスグループ 

表Ｆ．７．１－１の中で示されるＤＩＭＳＥサービスは，モダリティ実施済手続きステップＳＯＰク

ラスの下のモダリティ実施済手続きステップＩＯＤに適用可能である。 

表Ｆ．７．１－１ ＤＩＭＳＥサービスグループ 

ＤＩＭＳＥサービス要素 使用法 ＳＣＵ／ＳＣＰ 
Ｎ－ＣＲＥＡＴＥ M/M 
Ｎ－ＳＥＴ M/M 

 

ＤＩＭＳＥサービスおよびプロトコルは，ＰＳ３．７の中で明記される。 

Ｆ．７．２ 操作 

このＳＯＰクラスへの適合性をＳＣＵとして主張する応用エンティティは下記の操作を起動すること

を許される，そしてＳＣＰとして適合性を主張する応用エンティティは下記の操作を提供する能力を

もつ。 

Ｆ．７．２．１ モダリティ実施済手続きステップＳＯＰインスタンスを作成する 

この操作は，ＳＣＵがモダリティ実施済手続きステップＳＯＰクラスのインスタンスを作成する，そ

してＳＣＵの制御下にある特定の実世界の実施済手続きステップについての情報を提供することを可

能にする。この操作はＤＩＭＳＥ Ｎ－ＣＲＥＡＴＥサービスを通して起動される。 

注： モダリティは，手続きステップの実行が開始されたことを，Ｎ－ＣＲＥＡＴＥサービス要求を送ることに
よって，できるだけ早く情報システムに通知しなければならない。これは，モダリティワークリストＳＯ

ＰクラスのＳＣＰが（サポートされる場合は）モダリティワークリストを更新することを可能にする。属

性値のいくつかは手続きステップの始めに既に知られている，それらはＮ－ＣＲＥＡＴＥコマンドの中で

送られることを必要とされる。他の必須属性は実施済手続きステップの終わりでのみ知られる，それらは

Ｎ－ＳＥＴコマンド中で値を割り当てられる。 

同じＳＯＰインスタンスＵＩＤは三つのモダリティ実施済手続きステップＳＯＰクラスの全てによっ

て共有される。これは，モダリティ実施済手続きステップＳＯＰクラスのサービスを使用して生成さ

れそして設定されたＳＯＰインスタンスが，モダリティ実施済手続きステップ取得ＳＯＰクラスのサ

ービス内でそのＳＯＰインスタンスＵＩＤを使用して取得することができることを意味する。その状

態の変化は，モダリティ実施済手続きステップ通知ＳＯＰクラスのサービス内でそのＳＯＰインスタ

ンスＵＩＤを使用することによって通知されることができる。ＤＩＭＳＥ Ｎ－ＣＲＥＡＴＥおよびＮ
－ＳＥＴの中で指定されるＳＯＰクラスＵＩＤは，モダリティ実施済手続きステップＳＯＰクラスの

ＵＩＤである。 

モダリティ実施済手続きステップＳＯＰインスタンスＵＩＤは，検査構成要素サービスクラスのＳＯ

Ｐインスタンスを識別するためには使用されない。 
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Ｆ．７．２．１．１ モダリティ実施済手続きステップサブセット仕様 

このＳＯＰクラスへの適合性をＳＣＵとして主張する応用エンティティは，表Ｆ．７．２－１の中で

明記される必要属性の全てを提供しなければならない。ＳＣＰによって維持される任意選択属性が，

同様に提供されることがある。ＳＣＰとしてこのＳＯＰクラスへの適合性を主張する応用エンティテ

ィは，表Ｆ．７．２－１の中で明記されるモダリティ実施済手続きステップ属性の部分集合をサポー

トする。 

表Ｆ．７．２－１ モダリティ実施済手続きステップＳＯＰクラスＮ－ＣＲＥＡＴＥ，Ｎ－ＳＥＴ，

および最終状態属性 

属性名 タグ 必要タイプ 
Ｎ－ＣＲＥＡＴＥ

（ＳＣＵ／ＳＣＰ）

必要タイプ 
Ｎ－ＳＥＴ 
（ＳＣＵ／ＳＣＰ） 

必要タイプ 
最終状態 
（注１参照）

特定文字集合 (0008,0005) 1C/1C （拡張また
は置換文字集合が

使用される場合は

必要） 

許されない  

実施済手続きステップ関係     
予約済ステップ属性シーケ

ンス 
(0040,0270) 1/1 許されない  

> 検査インスタンスＵＩＤ (0020,000D) 1/1 
 

許されない  
 

>参照検査シーケンス  (0008,1110) 2/2 許されない  
 

>> 参照ＳＯＰクラスＵＩ
Ｄ 

(0008,1150) 1C/1 （シーケンス
項が存在する場合

は必要） 

許されない  

>>参照ＳＯＰインスタンス
ＵＩＤ 

(0008,1155) 1C/1 （シーケンス
項が存在する場合

は必要） 

許されない  

> 受付番号 (0008,0050) 2/2 許されない  
 

> 発注側オーダー番号／画
像サービス依頼 

(0040,2016) 3/3 許されない  

> 受注側オーダー番号／画
像サービス依頼 

(0040,2017) 3/3 許されない  

> 依頼済手続きＩＤ (0040,1001) 2/2 許されない  
 

> 依頼済手続き記述 (0032,1060) 2/2 許されない  
> 予約済手続きステップＩ
Ｄ 

(0040,0009) 2/2 許されない  

> 予約済手続きステップ記
述 

(0040,0007) 2/2 許されない  
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> 予約済プロトコルコード
シーケンス 

(0040,0008) 2/2 許されない  

>> コード値 (0008,0100) 1C/1 （シーケンス
項が存在する場合

は必要） 

許されない  

>> 符号化体系指定子 (0008,0102) 1C/1 （シーケンス
項が存在する場合

は必要） 

許されない  

>> 符号化体系版 (0008,0103) 3/3 許されない  
>> コード意味 (0008,0104) 3/3 許されない   
患者の名前 (0010,0010) 2/2 許されない  
患者ＩＤ (0010,0020) 2/2 許されない  
患者の誕生日 (0010,0030) 2/2 許されない  
患者の性別 (0010,0040) 2/2 許されない  
参照患者シーケンス (0008,1120) 2/2  許されない  
> 参照ＳＯＰクラスＵＩＤ (0008,1150) 1C/1 （シーケンス

項が存在する場合

は必要） 

許されない  

> 参照ＳＯＰインスタンス
ＵＩＤ 

(0008,1155) 1C/1 （シーケンス
項が存在する場合

は必要） 

許されない  

実施済手続きステップ情報     
実施済手続きステップＩＤ (0040,0253) 1/1 許されない  
実施済ステーションＡＥ名

称 
(0040,0241) 1/1 許されない  

実施済ステーション名 (0040,0242) 2/2 許されない  
実施済場所 (0040,0243) 2/2 許されない  
実施済手続きステップ開始

日 
(0040,0244) 1/1 許されない  

実施済手続きステップ開始

時刻 
(0040,0245) 1/1 許されない  

実施済手続きステップ状態 (0040,0252) 1/1 3/1  
実施済手続きステップ記述 (0040,0254) 2/2 3/2  
実施済手続きタイプ記述 (0040,0255) 2/2 3/2  
手続きコードシーケンス  (0008,1032) 2/2 3/2  
> コード値 (0008,0100) 1C/1 （シーケンス

項が存在する場合

は必要） 

1C/1 （シーケンス
項が存在する場合

は必要） 

 

> 符号化体系指定子 (0008,0102) 1C/1 （シーケンス
項が存在する場合

は必要） 

1C/1 （シーケンス
項が存在する場合

は必要） 

 

>> 符号化体系版 (0008,0103) 3/3 3/3  
> コード意味 (0008,0104) 3/3 3/3  
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実施済手続きステップ終了

日 
(0040,0250) 2/2 3/1 1 

実施済手続きステップ終了

時刻 
(0040,0251) 2/2 3/1 1 

実施済手続きステップに関

するコメント 
(0040,0280) 3/3 3/3  

画像収集結果      
モダリティ (0008,0060) 1/1 許されない  
検査ＩＤ (0020,0010) 2/2 許されない  
実施済プロトコルコードシ

ーケンス 
(0040,0260) 2/2 3/2  

> コード値 (0008,0100) 1C/1 （シーケンス
項が存在する場合

は必要） 

1C/1（シーケンス項
が存在する場合は

必要） 

 

> 符号化体系指定子 (0008,0102) 1C/1 （シーケンス
項が存在する場合

は必要） 

1C/1 （シーケンス
項が存在する場合

は必要） 

 

>> 符号化体系版 (0008,0103) 3/3 3/3  
> コード意味 (0008,0104) 3/3 3/3  
実施済シリーズシーケンス (0040,0340) 2/2 3/1 1（注２参照）
> 実施医師の名前 (0008,1050) 2C/2 （シーケンス

項が存在する場合

は必要） 

2C/2 （シーケンス
項が存在する場合

は必要） 

2 

> プロトコル名 (0018,1030) 1C/1 （シーケンス
項が存在する場合

は必要） 

1C/1 （シーケンス
項が存在する場合

は必要） 

1 

> 操作者の名前 (0008,1070) 2C/2 （シーケンス
項が存在する場合

は必要） 

2C/2 （シーケンス
項が存在する場合

は必要） 

2 

> シリーズインスタンスＵ
ＩＤ 

(0020,000E) 1C/1 （シーケンス
項が存在する場合

は必要） 

1C/1 （シーケンス
項が存在する場合

は必要） 

1 

> シリーズ記述 (0008,103E) 2C/2 （シーケンス
項が存在する場合

は必要） 

2C/2 （シーケンス
項が存在する場合

は必要） 

2 

> 取得ＡＥ名称 (0008,0054) 2C/2 （シーケンス
項が存在する場合

は必要） 

2C/2 （シーケンス
項が存在する場合

は必要） 

2 

> 参照画像シーケンス (0008,1140) 2C/2 （シーケンス
項が存在する場合

は必要） 

2C/2 （シーケンス
項が存在する場合

は必要） 

F.7.2.2.2 参照 
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>> 参照ＳＯＰクラスＵＩ
Ｄ   

(0008,1150) 1C/1（シーケンス項
が存在する場合は

必要） 

1C/1 （シーケンス
項が存在する場合

は必要） 

 

>> 参照ＳＯＰインスタン
スＵＩＤ 

(0008,1155) 1C/1 （シーケンス
項が存在する場合

は必要） 

1C/1 （シーケンス
項が存在する場合

は必要） 

 

> 参照非画像複合ＳＯＰイ
ンスタンスシーケンス  

(0040,0220) 2C/2 （シーケンス
項が存在する場合

は必要） 

2C/2 （シーケンス
項が存在する場合

は必要） 

F.7.2.2.2 参照 

>> 参照ＳＯＰクラスＵＩ
Ｄ 

(0008,1150) 1C/1 （シーケンス
項が存在する場合

は必要） 

1C/1 （シーケンス
項が存在する場合

は必要） 

 

>> 参照ＳＯＰインスタン
スＵＩＤ 

(0008,1155) 1C/1 （シーケンス
項が存在する場合

は必要） 

1C/1 （シーケンス
項が存在する場合

は必要） 

 

> 実施済シリーズシーケン
スからの他の全ての属性 

 3/3 3/3  

放射線量モジュールおよび

請求書作成および材料コー

ドモジュールからの他の全

属性 

 3/3 3/3  

 

注： １．最終状態のための必要条件は，Ｆ．７．２．２．２の中で記述されるように，実施済手続きステップ
状態 (0040,0252) が COMPLETED または DISCONTINUED の値にＮ－ＳＥＴされる時に適用されるも
のである。それは，Ｎ－ＣＲＥＡＴＥに対するＳＣＰ必要条件と異なる場合にのみ，記述されている。 

  ２．実施済シリーズシーケンス (0040,0340) は，実施済手続きステップ状態 (0040,0252) が COMPLETED 
または DISCONTINUED の値にＮ－ＳＥＴされる時に空（零長さ）ではないことがある。言いかえれば，
Ｆ．７．２．２．２の中で記述されるように，どれも作成されなかった場合，それが画像あるいは非画像

複合オブジェクトを含んでいないことがあるが，シリーズはすべての実施済手続きステップのために存在

しなければならない。 

３．属性 (0040,1006) 発注側オーダー番号／手続きおよび (0040,1007) 受注側オーダー番号／手続きはＤ
ＩＣＯＭの中で定義されていた。それらは今退役した（ＰＳ３．３－１９９８を参照）。 

４．属性 (0040,2006) および (0040,2007) はＤＩＣＯＭの中で定義されていた。それらは今退役した（Ｐ
Ｓ３．３－１９９８を参照）。 

Ｆ．７．２．１．２ サービスクラス利用者 

ＳＣＵは，Ｎ－ＣＲＥＡＴＥ要求プリミティブの中で，作成される，そして属性値がそれに対して提

供されるモダリティ実施済手続きステップＳＯＰインスタンスのクラスおよびインスタンスＵＩＤを

明記する。 

注： この必要条件は，実施済手続きステップの間で生成される複合ＳＯＰインスタンスの中に関連した属性の
包含を容易にする。 

ＳＣＵは，表Ｆ．７．２－１の中で明記される，モダリティ実施済手続きステップＳＯＰクラス属性

に対して属性値を提供する。更に，値が，ＳＣＰによってサポートされる任意選択のモダリティ実施
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済手続きステップＩＯＤ属性に対して提供されることがある。モダリティ実施済手続きステップ属性

に対する符号化規則は，ＰＳ３．７の中の Ｎ－ＣＲＥＡＴＥ要求プリミティブ仕様の中で明記される。 

ＳＣＵは，Ｎ－ＣＲＥＡＴＥ要求プリミティブの中でＳＣＰに全ての必要とされる属性値を提供する

能力をもつ。ＳＣＵは，ＳＣＰによって維持されない任意選択属性に対して属性値を提供することが

ある。そのような場合は，ＳＣＵは，ＳＣＰがそれらの属性に対する値を受諾するか否かに関わらず

正しく機能する。 

全ての属性は，それらが設定されることができる前に，作成される。シーケンス属性は，それらが満

たされることができる前に，作成される。シーケンス項目属性は零長さでは作成されない。 

注： 作成することができるすべての属性が，後で設定されることができるとは限らない。（表Ｆ．７．２－１
を参照） 

ＳＣＵは，“IN PROGRESS”に設定した属性「実施済手続きステップ状態」 (0040,0252) に対する値
をもつＮ－ＣＲＥＡＴＥ要求プリミティブを送るだけである。 

注： ＳＣＵ（モダリティ）が基礎ワークリスト管理ＳＯＰクラスの範囲内の検査インスタンスＵＩＤを受け取
ることが仮定されているが，必須ではない。 

Ｆ．７．２．１．３ サービスクラス提供者 

Ｎ－ＣＲＥＡＴＥ操作は，特定のモダリティ実施済手続きステップＳＯＰインスタンスに対する選択

された属性値を，ＳＣＵがＳＣＰに提供することを可能にする。この操作は，該当するモダリティ実

施済手続きステップＳＯＰインスタンスと共に使用されるＤＩＭＳＥ Ｎ－ＣＲＥＡＴＥサービスの
使用を通して起動される。 

ＳＣＰは，Ｎ－ＣＲＥＡＴＥ応答プリミティブを経由して，関連する要求に適用できるＮ－ＣＲＥＡ

ＴＥ応答状態コードを返す。 

属性「実施済手続きステップ状態」 (0040,0252) の値が「IN PROGRESS」である場合のみ，ＳＣＰは
Ｎ－ＣＲＥＡＴＥ要求プリミティブを受理する。実施済手続きステップ状態属性が別の値を持つ場合

は，ＳＣＰは属性リストと共に失敗状態コード「無効の属性値 Invalid attribute value」（コード 0106H）
を送る。 

注： ＳＣＰは，それが存在する場合は参照検査管理ＳＯＰインスタンスの中の参照検査構成要素シーケンス属
性を更新することがある，そしてモダリティワークリストが基づいている予約情報を更新することがある。 

Ｆ．７．２．１．４ 状態コード 

特有の状態コードはない。応答状態コードについてはＰＳ３．７を参照。 

Ｆ．７．２．２ モダリティ実施済手続きステップ情報をセットする 

この操作は，モダリティ実施済手続きステップＳＯＰクラスのインスタンスの属性値をセットする，

そしてＳＣＵの制御下にある特定の実世界モダリティ実施済手続きステップに関する情報を提供する

ことを，ＳＣＵに許す。この操作は，ＤＩＭＳＥ Ｎ－ＳＥＴサービスを通して起動される。 

Ｆ．７．２．２．１ モダリティ実施済手続きステップＩＯＤサブセット仕様 

このＳＯＰクラスへの適合性をＳＣＵとして主張する応用エンティティは，ＳＣＰによって維持され

る属性のサブセットを修正することを選択することがある。ＳＣＰとしてこのＳＯＰクラスへの適合

性を主張する応用エンティティは，表Ｆ．７．２－１の中で明記されるモダリティ実施済手続きステ

ップ属性のサブセットをサポートする。 
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Ｎ－ＳＥＴを使用して更新される属性値に対して使用される文字集合は，Ｎ－ＣＲＥＡＴＥ要求プリ

ミティブによって明記されるものと同一である。 

Ｆ．７．２．２．２ サービスクラス利用者 

ＳＣＵは，Ｎ－ＳＥＴ要求プリミティブの中で，それに対して属性値を設定することを望むモダリテ

ィ実施済手続きステップＳＯＰインスタンスのＵＩＤを明記する。 

ＳＣＵは，表Ｆ．７．２－１の中で明記される何れのモダリティ実施済手続きステップＳＯＰクラス

属性に対しても，属性値を設定することを許される。ＳＣＵは，それに対して属性値を設定すること

を望むモダリティ実施済手続きステップＳＯＰクラス属性のリストを明記する。ＳＣＵは，一以上の

Ｎ－ＳＥＴ要求プリミティブとともに，表Ｆ．７．２－１の中で明記される属性値を提供する。モダ

リティ実施済手続きステップ属性に対する符号化規則は，ＰＳ３．７の中でＮ－ＳＥＴ要求プリミテ

ィブ仕様の中で明記される。ＳＣＵは，Ｎ－ＣＲＥＡＴＥ要求で既に作成されている属性値を設定す

るだけである。 

ＳＣＵは，属性「実施済手続きステップ状態」 (0040,0252) に対する値が「COMPLETED」または
「DISCONTINUED」をもつＮ－ＳＥＴ要求プリミティブが送られた後は，モダリティ実施済手続きス
テップＳＯＰインスタンスのためにＮ－ＳＥＴ要求プリミティブを送らない。 

シーケンスがＮ－ＳＥＴコマンドの中に含まれている場合は，シーケンスの全ての項目はコマンドの

中に含まれるべきである，そして更新されるべき項目だけではない。 

一度モダリティ実施済手続きステップ状態 (0040,0252) が「COMPLETED」あるいは
「DISCONTINUED」に設定された場合は，ＳＣＵはもはやモダリティ実施済手続きステップＳＯＰイ
ンスタンスを修正しない，そして同じモダリティ実施済手続きステップＳＯＰインスタンスの一部と

して新しい複合ＳＯＰインスタンスを作成しない。 

注： 複合ＳＯＰインスタンスを生成することを続けるか再開することを望むモダリティは，新しいモダリティ
実施済手続きステップを作成することがある。 

モダリティ実施済手続きステップ状態 (0040,0252) が “COMPLETED” あるいは “DISCONTINUED” 
に設定される前あるいはその時に，ＳＣＵは，表Ｆ．７．２－１の最終状態の列における必要条件に

従って属性を全て作成済である，または設定済である。 

モダリティ実施済手続きステップ状態 (0040,0252) が「COMPLETED」あるいは「DISCONTINUED」
に設定される前あるいはその時に，ＳＣＵは，それぞれ参照画像シーケンス (0008,1140) および参照
非画像複合ＳＯＰインスタンスシーケンス (0040,0220) の中で手続きステップの間に作成された，全
画像ＳＯＰインスタンスおよび全非画像複合ＳＯＰインスタンスのリストを，ＳＣＰに送付済みであ

る。 

注： １．意図は，完了したあるいは中止したモダリティ実施済手続きステップエンティティは作成された全て
の画像および非画像複合ＳＯＰインスタンスの完全なリストを含むであろうということである。 

２．画像および非画像のリスト間の区別は歴史的な理由だけのために存在し，意味論的な意味はない。 

リストが画像参照または非画像複合ＳＯＰインスタンス参照の何れをも含んでいない場合，そのよう

なインスタンスが作成されなかったのでなければ，モダリティ実施済手続きステップ状態 (0040,0252) 
は「COMPLETED」あるいは「DISCONTINUED」に設定されない。 

Ｆ．７．２．２．３ サービスクラス提供者 

Ｎ－ＳＥＴ操作は，ＳＣＰが特定モダリティ実施済手続きステップＳＯＰインスタンスに対する選択
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された属性値を更新することを，ＳＣＵが要求することを可能にする。この操作は，適切なモダリテ

ィ実施済手続きステップＳＯＰインスタンスと共に使用されるＤＩＭＳＥ Ｎ－ＳＥＴサービスの使
用を通して起動される。 

ＳＣＰは，Ｎ－ＳＥＴ応答プリミティブを経由して，関連する要求に適用可能なＮ－ＳＥＴ応答状態

コード返す。Ｎ－ＳＥＴ応答状態に依存して，ＳＣＰは参照実施済手続きステップ属性を更新する。 

ＳＣＰは，既に存在する属性「実施済手続きステップ状態」 (0040,0252) の値が「IN PROGRESS」で
ある場合にだけ，Ｎ－ＳＥＴ要求プリミティブを受諾する。既に存在する実施済手続きステップ状態

属性がその他の値を持つ場合，ＳＣＰは，特定のエラーコメントをもつ失敗状態コード「Processing 
failure」（コード： 0110H）を送る。（節Ｆ．７．２．２．４を参照） 

「実施済手続きステップ状態」 (0040,0252) が「COMPLETED」あるいは「DISCONTINUED」に設定
された後にだけ，ＳＣＰは，モダリティ実施済手続きステップＳＯＰインスタンスの任意の属性を，

それ自身修正することがある。 

注： １．ＳＣＰによる属性のそのような強制は，例えば，患者識別情報あるいは不正確に選択された予約情報
を修正するために必要であることがある。そのような操作は，表Ｆ．７．２－１の中に記述される必要条

件によってＳＣＵには許されていない，そしてそれは同じ目的を達成するために新しいモダリティ実施済

手続きステップＳＯＰインスタンスを作成する可能性がある。 

  ２．例外的な環境の下では，例えばモダリティが故障した場合，ＳＣＰ自体が実施済手続きステップ状態 
(0040,0252) を COMPLETED または DISCONTINUED に設定することが，ＳＣＰにとって必要なことが
ある。モダリティが回復するとき，後続するＮ－ＳＥＴは失敗することがある。 

Ｆ．７．２．２．４ 状態コード 

Ｎ－ＳＥＴ－ＲＳＰの中の状態コードとして返されることがある特定エラーコメントは，表Ｆ．７．

２－２の中で定義される。追加の応答状態コードについてはＰＳ３．７を参照のこと。 

表Ｆ．７．２－２ Ｎ－ＳＥＴ状態 

状態 エラーコメント エラーＩＤ 
0110H 実施済手続きステップオブジェクトがもはや更

新されないことがある 
A710 

 

Ｆ．７．３ モダリティ実施済手続きステップＳＯＰクラスＵＩＤ 

モダリティ実施済手続きステップＳＯＰクラスは，値 “1.2.840.10008.3.1.2.3.3” を持つモダリティ実施
済手続きステップＳＯＰクラスＵＩＤによって，唯一に識別される。 

Ｆ．７．４ 適合性必要条件 

モダリティ実施済手続きステップＳＯＰクラスへの適合性を提供する実装は，次の節の中で記述され

る通りに適合する，そしてそれらの適合性宣言情報内に下記に記述される通りに含める。 

実装は，ＳＣＵとして，あるいはＳＣＰとして，このＳＯＰクラスに適合することがある。適合性宣

言は，ＰＳ３．２の中で定義される書式である。 

Ｆ．７．４．１ ＳＣＵ適合性 

このＳＯＰクラスにＳＣＵとして適合する実装は，それが起動する操作に対する適合性必要条件に合

致する。 
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Ｆ．７．４．１．１ 操作 

それに対する属性値が（Ｎ－ＣＲＥＡＴＥサービスを使用して）ＳＣＵによって提供されることがあ

る何れの属性も，ＳＣＵ操作宣言の中で列挙される。ＳＣＵ操作宣言は，ＰＳ３．２の中で定義され

る書式である。 

それに対する属性値が（Ｎ－ＳＥＴサービスを使用して）ＳＣＵによって提供されることがある何れ

の属性も，ＳＣＵ操作宣言の中で列挙される。ＳＣＵ操作宣言は，ＰＳ３．２の中で定義される書式

である。 

このＳＯＰクラスにＳＣＵとして適合する実装は，実世界実施済手続きステップの実行の間に，どの

条件下でそれがＳＯＰクラスインスタンスを作成するであろうか，そしてどの条件下でそれが状態値

を COMPLETED および DISCONTINUED に設定するであろうかを明記する。 

Ｆ．７．４．２ ＳＣＰ適合性 

このＳＯＰクラスにＳＣＰとして適合する実装は，それが実行する操作のための適合性必要条件に合

致する。 

Ｆ．７．４．２．１ 操作 

それに対する属性値が（Ｎ－ＣＲＥＡＴＥサービスを使用して）ＳＣＵによって提供されることがあ

る何れの属性も，ＳＣＰ操作宣言の中に列挙される。ＳＣＰ操作宣言は，ＰＳ３．２の中で定義され

る書式である。 

それに対する属性値が（Ｎ－ＳＥＴサービスを使用して）ＳＣＵによって更新されることがある何れ

の属性も，ＳＣＰ操作宣言の中で列挙される。ＳＣＰ操作宣言は，ＰＳ３．２の中で定義される書式

である。 

ＳＣＰ操作適合性宣言は，下記の出来事における，ＳＣＰ（情報システム）の挙動に関する情報を同

様に提供する： 

― 状態「IN PROGRESS」をもつモダリティ実施済手続きステップＳＯＰクラスの新しいインスタ
ンスの作成。予約情報の上で，そしてモダリティワークリスト管理ＳＯＰクラスの属性値の上

で，その処理の結果が明記される。 

― 属性「実施済手続きステップ状態」の更新，即ち状態「IN PROGRESS」から 「DISCONTINUED」
への，あるいは「COMPLETED」への変化。 

― 状態が「IN PROGRESS」あるいは「DISCONTINUED」に，あるいは「COMPLETED」に設定
された後に，ＳＣＰはどの属性を強制することがあるか。 

― どの位の時間にわたって，モダリティ実施済手続きステップＳＯＰインスタンスはＳＣＰの上
に存続するだろうか。 

Ｆ．８ モダリティ実施済手続きステップ取得ＳＯＰクラス 

Ｆ．８．１ ＤＩＭＳＥサービスグループ 

表Ｆ．８．１－１の中で示されるＤＩＭＳＥサービスは，モダリティ実施済手続きステップ取得ＳＯ

Ｐクラスの下のモダリティ実施済手続きステップＩＯＤに適用可能である。 
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表Ｆ．８．１－１ ＤＩＭＳＥサービスグループ 

ＤＩＭＳＥサービス要素 使用法ＳＣＵ／ＳＣＰ 
Ｎ－ＧＥＴ M/M 

 

ＤＩＭＳＥサービスおよびプロトコルは，ＰＳ３．７の中で明記される。モダリティ実施済手続きス

テップオブジェクトがもはや利用可能でない場合は，要求プリミティブは，失敗状態メッセージ「そ

のようなオブジェクトインスタンスはない No Such Object Instance」で答えられるだろう。 

Ｆ．８．２ 操作 

このＳＯＰクラスへの適合性をＳＣＵとして主張する応用エンティティは下記の操作を起動すること

を許される，そしてＳＣＰとして適合性を主張する応用エンティティは下記の操作を提供する能力を

もつ。 

Ｆ．８．２．１ モダリティ実施済手続きステップＳＯＰインスタンスをＧＥＴする 

この操作は，モダリティ実施済手続きステップ取得ＳＯＰインスタンスとしてモダリティ実施済手続

きステップ取得ＳＣＰによって表現される特定の実世界実施済手続きステップに関する情報を，ＳＣ

Ｕが得ることを可能にする。操作はモダリティ実施済手続きステップＩＯＤ上で実行される。この操

作は，適切なモダリティ実施済手続きステップ取得ＳＯＰインスタンスと共に使用されるＤＩＭＳＥ 
Ｎ－ＧＥＴサービスを通して起動される。 

同じＳＯＰインスタンスＵＩＤは三つのモダリティ実施済手続きステップＳＯＰクラスの全てによっ

て共有される。これは，モダリティ実施済手続きステップＳＯＰクラスのサービスを使用して生成さ

れそして設定されるＳＯＰインスタンスが，モダリティ実施済手続きステップ取得ＳＯＰクラスのサ

ービス内でそのＳＯＰインスタンスＵＩＤを使用して取得することができることを意味する。その状

態の変化は，モダリティ実施済手続きステップ通知ＳＯＰクラスのサービス内でそのＳＯＰインスタ

ンスＵＩＤを使用することによって通知することができる。ＤＩＭＳＥ Ｎ－ＧＥＴサービスの中で明
記されるＳＯＰクラスＵＩＤは，モダリティ実施済手続きステップ取得ＳＯＰクラスのＵＩＤである。 

モダリティ実施済手続き取得ステップＳＯＰインスタンスＵＩＤは，検査構成要素サービスクラスの

ＳＯＰインスタンスを識別するためには使用されない。 

注： 応用エンティティは，他の応用エンティティによって作成される実施済手続きステップに関する情報を得
るために，モダリティ実施済手続きステップ取得ＳＯＰクラスのＳＣＵ役割をサポートすることがある。 

Ｆ．８．２．１．１ モダリティ実施済手続きステップ取得ＩＯＤサブセット仕様 

このＳＯＰクラスへの適合をＳＣＵとして主張する応用エンティティは，ＳＣＵがこのＳＯＰクラス

の操作を経由して受信するＳＣＰによって維持される属性値を解釈することを選択することがある。

ＳＣＰとしてこのモダリティ実施済手続きステップ取得ＳＯＰクラスへの適合を主張する応用エンテ

ィティは，表Ｆ．８．２－１の中で明記されるモダリティ実施済手続きステップ取得属性の部分集合

をサポートする。 

表Ｆ．８．２－１ モダリティ実施済手続きステップ取得ＳＯＰクラスＮ－ＧＥＴ属性 

属性 タグ 必要条件タイプ（ＳＣＵ／ＳＣＰ） 
特定文字集合 (0008,0005) 3/1C （拡張または置換文字集合が使用される

場合は必要） 
実施済手続きステップ関係   
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予約済ステップ属性シーケンス  (0040,0270) 3/1 
> 検査インスタンスＵＩＤ (0020,000D) -/1 
> 参照検査シーケンス (0008,1110) -/2 
>> 参照ＳＯＰクラスＵＩＤ (0008,1150) -/1C （シーケンス項が存在する場合は必要）
>> 参照ＳＯＰインスタンスＵＩＤ  (0008,1155) -/1C （シーケンス項が存在する場合は必要）
> 受付番号 (0008,0050) -/2 
> 発注側オーダー番号／画像サービ
ス依頼 

(0040,2016) -/3 

> 受注側オーダー番号／画像サービ
ス依頼 

(0040,2017) -/3 

> 依頼済手続き記述 (0032,1060)  -/2 
> 依頼済手続きＩＤ (0040,1001) -/2 
> 予約済手続きステップＩＤ (0040,0009) -/2 
> 予約済手続きステップ記述 (0040,0007) -/2 
> 予約済プロトコルコードシーケン
ス 

(0040,0008) -/2 

>> コード値 (0008,0100) -/1C （シーケンス項が存在する場合は必要）
>> 符号化体系指定子 (0008,0102) -/1C （シーケンス項が存在する場合は必要）
>> 符号化体系版 (0008,0103) -/3 
>> コード意味 (0008,0104) -/3 
患者の名前 (0010,0010) 3/2 
患者ＩＤ (0010,0020) 3/2 
患者の誕生日 (0010,0030) 3/2 
患者の性別 (0010,0040) 3/2 
参照患者シーケンス (0008,1120) 3/2  
> 参照ＳＯＰクラスＵＩＤ (0008,1150) -/1C （シーケンス項が存在する場合は必要）
> 参照ＳＯＰインスタンスＵＩＤ (0008,1155) -/1C （シーケンス項が存在する場合は必要）
実施済手続きステップ情報   
実施済ステーションＡＥ名称 (0040,0241) 3/1 
実施済ステーション名  (0040,0242) 3/2 
実施済場所 (0040,0243) 3/2 
実施済手続きステップ開始日 (0040,0244) 3/1 
実施済手続きステップ開始時刻 (0040,0245) 3/1 
実施済手続きステップＩＤ (0040,0253) 3/1 
実施済手続きステップ状態 (0040,0252) 3/1 
実施済手続きステップ終了日 (0040,0250) 3/2 
実施済手続きステップ終了時刻 (0040,0251) 3/2 
実施済手続きステップ記述  (0040,0254) 3/2 
実施済手続きタイプ記述  (0040,0255) 3/2 
手続きコードシーケンス (0008,1032) 3/2 
> コード値 (0008,0100) -/1C （シーケンス項が存在する場合は必要）
> 符号化体系指定子 (0008,0102) -/1C （シーケンス項が存在する場合は必要）
>> 符号化体系版 (0008,0103) -/3 
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> コード意味 (0008,0104) -/3 
実施済手続きステップに関するコメ

ント 
(0040,0280) 3/3 

画像収集結果   
実施済シリーズシーケンス  (0040,0340) 3/2 
> 実施医師の名前 (0008,1050) -/2C （シーケンス項が存在する場合は必要）
> プロトコル名 (0018,1030) -/1C （シーケンス項が存在する場合は必要）
> 操作者の名前 (0008,1070) -/2C （シーケンス項が存在する場合は必要）
> シリーズインスタンスＵＩＤ (0020,000E) -/1C （シーケンス項が存在する場合は必要）
> シリーズ記述 (0008,103E) -/2C （シーケンス項が存在する場合は必要）
> 取得ＡＥ名称 (0008,0054) -/2C （シーケンス項が存在する場合は必要）
> 参照画像シーケンス  (0008,1140) -/2C （シーケンス項が存在する場合は必要）
>> 参照ＳＯＰクラスＵＩＤ (0008,1150) -/1C （シーケンス項が存在する場合は必要）
>> 参照ＳＯＰインスタンスＵＩＤ (0008,1155) -/1C （シーケンス項が存在する場合は必要）
> 参照非画像複合ＳＯＰインスタン
スシーケンス 

(0040,0220) -/2C （シーケンス項が存在する場合は必要）

>> 参照ＳＯＰクラスＵＩＤ (0008,1150) -/1C （シーケンス項が存在する場合は必要）
>> 参照ＳＯＰインスタンスＵＩＤ (0008,1155) -/1C （シーケンス項が存在する場合は必要）
> 実施済シリーズシーケンスからの
他の全ての属性 

 -/3 

モダリティ (0008,0060) 3/1 
検査ＩＤ (0020,0010) 3/2 
実施済プロトコルコードシーケンス (0040,0260) 3/2 
> コード値 (0008,0100) -/1C （シーケンス項が存在する場合は必要）
> 符号化体系指定子 (0008,0102) -/1C （シーケンス項が存在する場合は必要）
>> 符号化体系版 (0008,0103) -/3 
> コード意味 (0008,0104) -/3 
放射線量モジュールおよび請求書作

成および材料コードモジュールから

の他の全属性 

 3/3 

 

注： １．属性 (0040,1006) 発注側オーダー番号／手続きおよび (0040,1007) 受注側オーダー番号／手続きはＤ
ＩＣＯＭの中で定義されていた。それらは今退役した（ＰＳ３．３－１９９８を参照）。 

２．属性 (0040,2006) および (0040,2007) はＤＩＣＯＭの中で定義されていた。それらは今退役した（Ｐ
Ｓ３．３－１９９８を参照）。 

Ｆ．８．２．１．２ サービスクラス利用者 

ＳＣＵはモダリティ実施済手続きステップ取得ＳＯＰインスタンスを得ることをＳＣＰに要求するた

めに，Ｎ－ＧＥＴサービス要素を使用する。ＳＣＵは，モダリティ実施済手続きステップＳＯＰイン

スタンスのＵＩＤである，取得されるべきＳＯＰインスタンスのＵＩＤを指定する。ＳＣＵは，表Ｆ．

８．２－１の中で明記される何れのモダリティ実施済手続きステップ取得ＳＯＰクラス属性に対して

も，属性値が返されることを要求することを許される。更に，任意選択モダリティ実施済手続きステ

ップＩＯＤ属性に対して，値が要求されることがある。 
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ＳＣＵは，それに対して値が返されるべきモダリティ実施済手続きステップ取得ＳＯＰクラス属性の

リストを明記する。モダリティ実施済手続きステップ属性に対する符号化規則は，ＰＳ３．７におけ

るＮ－ＧＥＴ要求プリミティブ仕様の中で明記される。 

Ｎ－ＧＥＴ操作の中で，項目のシーケンス内で定義される属性の値はＳＣＵによって要求されない。 

ＳＣＵは，ＳＣＰによってＮ－ＧＥＴ指示プリミティブへの応答の中で提供される，全ての要求した

属性値を受信することが可能である。ＳＣＵは，ＳＣＰによって維持されていない任意選択属性に対

する属性値を要求することがある。そのような場合には，ＳＣＵは，ＳＣＰがそれらの属性に対する

値を返すかどうかにかかわらず適切に機能する。このサービスクラス仕様は，ＳＣＵがこの情報を受

信する結果として何を行うかについて必要条件を置かない。 

注： 返される属性値に使用される文字集合を正確に解釈するために，特定文字集合 (0008,0005) に対する属性
値がＮ－ＧＥＴ要求プリミティブ中で要求されることが推奨される。 

Ｆ．８．２．１．３ サービスクラス提供者 

Ｎ－ＧＥＴ操作は，モダリティ実施済手続きステップ取得ＳＯＰインスタンス経由で，特定モダリテ

ィ実施済手続きステップＳＯＰインスタンスに対する選択属性値を，ＳＣＵがＳＣＰに要求すること

を可能にする。この操作は，モダリティ実施済手続きＳＯＰインスタンスに等しい適切なモダリティ

実施済手続きステップ取得ＳＯＰインスタンスと共に使用される，ＤＩＭＳＥ Ｎ－ＧＥＴサービスの
使用を通して起動される。ＳＣＰは指示されたモダリティ実施済手続きステップＳＯＰインスタンス

から選択属性値を取得する。 

ＳＣＰは，Ｎ－ＧＥＴ応答プリミティブ経由で，関連する要求に適用可能なＮ－ＧＥＴ応答状態コー

ドを返す。失敗コードは，ＳＣＰがＳＯＰインスタンスを取得していないことを示す。Ｎ－ＧＥＴ応

答状態に依存して，ＳＣＰは，Ｎ－ＧＥＴ応答プリミティブ経由で，ＳＣＰによって維持される全て

の要求された属性に対する属性値を返す。 

Ｆ．８．２．１．４ 状態コード 

このＳＯＰクラスおよびＤＩＭＳＥサービスに特有な状態値は，表Ｆ．８．２－２の中で定義される。

追加の応答状態コードについてはＰＳ３．７を参照のこと。 

表Ｆ．８．２－２ 応答状態 

サービス状態 詳細な意味 エラーＩＤ 
警告  Warning  依頼された任意選択属性はサポートされていない 0001 
 

Ｆ．８．３ モダリティ実施済手続きステップ取得ＳＯＰクラスＵＩＤ 

モダリティ実施済手続きステップ取得ＳＯＰクラスは，値 “1.2.840.10008.3.1.2.3.4” を持つモダリティ
実施済手続きステップ取得ＳＯＰクラスＵＩＤによって，唯一に識別される。 

Ｆ．８．４ 適合性必要条件 

モダリティ実施済手続きステップ取得ＳＯＰクラスへの適合性を提供する実装は，次の節の中で記述

される通りに適合する，そしてそれらの適合性宣言内に下記に記述される情報を含める。 

実装はこのＳＯＰクラスに，ＳＣＵとして，あるいはＳＣＰとして適合することがある。適合性宣言

は，ＰＳ３．２の中で定義される書式である。 
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Ｆ．８．４．１ ＳＣＵ適合性 

このＳＯＰクラスにＳＣＵとして適合する実装は，それが起動する操作に対する適合性必要条件に合

致する。 

Ｆ．８．４．１．１ 操作 

それに対する属性値が（Ｎ－ＧＥＴサービスを使用して）ＳＣＵによって要求されることがある何れ

の属性も，ＳＣＵ操作宣言の中に列挙される。ＳＣＵ操作宣言は，ＰＳ３．２の付属書Ａの中で定義

される書式である。 

Ｆ．８．４．２ ＳＣＰ適合性 

このＳＯＰクラスにＳＣＰとして適合する実装は，それが実行する操作に対する適合性必要条件に合

致する。 

Ｆ．８．４．２．１ 操作 

それに対する属性値が（Ｎ－ＧＥＴサービスを使用して）ＳＣＵによって要求されることがある何れ

の属性も，ＳＣＰ操作宣言の中に列挙される。ＳＣＰ操作宣言は，ＰＳ３．２の付属書Ａの中で定義

される書式である。 

Ｆ．９ モダリティ実施済手続きステップ通知ＳＯＰクラス 

モダリティ実施済手続きステップ通知ＳＯＰクラスは，モダリティ実施済手続きステップの状態にお

ける変化の通知を必要とする応用エンティティのために意図されている。 

応用エンティティは，情報のために通知あるいは要求に基づいたいくつかの行動を取ることを決める

ことがある，しかしそのように行うために必要とされる方法はない。 

注： １．例えば，ある構成では，ＩＳは実施済手続きステップに関係するデータを維持することに責任を負う
ことができる。ＰＡＣＳ観察ワークステーションは，任意の検査を観察するために画像を表示することを

必要とすることがある。ＰＡＣＳにおいて画像を検査にリンクするために，ＰＡＣＳは手続きステップが

実行されたときは何時でも通知を受け取ることがある。そのような構成では，ＩＳがＳＣＰであり，そし

てＰＡＣＳはＳＣＵである。ＰＡＣＳがこの通知を受け取るとき，それは，画像および実施済手続きステ

ップをその内部データベース内の検査にリンクすることがある，あるいは行動を起こさないことを選ぶこ

とがある。 

  ２．前の例の中で使用した用語ＩＳおよびＰＡＣＳは説明の目的のためだけに提供される。この文書は，
このサービスクラス仕様に適合する何れのＩＳ，ＰＡＣＳあるいは収集応用エンティティの目的あるいは

役割も定義しない，あるいは制約しない。 

Ｆ．９．１ ＤＩＭＳＥサービスグループ 

表Ｆ．９．１－１は，モダリティ実施済手続きステップ通知ＳＯＰクラスの下のモダリティ実施済手

続きステップＩＯＤに適用可能であるＤＩＭＳＥ－Ｎサービスを示す。 

ＤＩＭＳＥサービスおよびプロトコルは，ＰＳ３．７の中で明記される。 

表Ｆ．９．１－１ ＤＩＭＳＥ－Ｎサービスグループ 

ＤＩＭＳＥサービス要素 使用法 ＳＣＵ／ＳＣＰ 
Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴ M/M 
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Ｆ．９．２ 通知 

ＳＣＵとしてこのＳＯＰクラスへの適合性を主張する応用エンティティは，下記の通知を受信するこ

とを許される。ＳＣＰとしてこのＳＯＰクラスへの適合性を主張する応用エンティティは，下記の通

知を提供する能力がある。 

Ｆ．９．２．１ モダリティ実施済手続きステップイベント通知を受信する 

この通知は，モダリティ実施済手続きステップＳＯＰインスタンスにおける変化の任意割込み通知を，

ＳＣＵがＳＣＰから受け取ることを可能にする。これらの通知は，関連するモダリティ実施済手続き

ステップＳＯＰインスタンスと共に使用されるＤＩＭＳＥ Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴサービス
の使用を通してＳＣＰによって起動される。 

ＳＣＵは，Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴ応答プリミティブ経由で，関連する要求に適用可能なＮ－

ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴ応答状態コードを返す。ＳＣＵは何れの通知の中にも含まれる全ての属性

も受諾する。このサービスクラス仕様は，ＳＣＵがこの情報を受信した結果として何を行うかについ

て必要条件を置かない。 

同じＳＯＰインスタンスＵＩＤは三つのモダリティ実施済手続きステップＳＯＰクラスの全てによっ

て共有される。これは，モダリティ実施済手続きステップＳＯＰクラスのサービスを使用して作成さ

れそして設定されたＳＯＰインスタンスが，モダリティ実施済手続きステップ取得ＳＯＰクラスのサ

ービス内でそのＳＯＰインスタンスＵＩＤを使用して取得することが可能であることを意味する。そ

の状態における変化は，モダリティ実施済手続きステップ通知ＳＯＰクラスのサービス内でそのＳＯ

ＰインスタンスＵＩＤを使用することによって，通知されることが可能である。ＤＩＭＳＥ Ｎ－ＥＶ
ＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴサービスの中で明記されるＳＯＰクラスＵＩＤは，モダリティ実施済手続きス

テップ通知ＳＯＰクラスのＵＩＤである。 

モダリティ実施済手続きステップ通知ＳＯＰインスタンスＵＩＤは，検査構成要素サービスクラスの

ＳＯＰインスタンスを識別するためには使用されない。 

Ｆ．９．２．２ モダリティ実施済手続きステップイベント通知を提供する 

これらの通知は，実世界の実施済手続きステップの状態における変化の任意割込みの通知を，ＳＣＵ

がＳＣＰから受信することを可能にする。この通知は，関連するモダリティ実施済手続きステップＳ

ＯＰインスタンスと共に使用されるＤＩＭＳＥ Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴサービスの使用を通
してＳＣＰによって起動される。 

ＳＣＰは，Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴ要求プリミティブの中で，イベントが関係しているモダリ

ティ実施済手続きステップＳＯＰインスタンスのＵＩＤおよびイベントタイプＩＤを明記する。 

注： 通知イベント情報の符号化はＰＳ３．７の中で定義される。 

Ｆ．９．２．３ 状態コード 

特定の状態コードはない。応答状態コードについてはＰＳ３．７を参照のこと。 

Ｆ．９．３ モダリティ実施済手続きステップ通知ＳＯＰクラスＵＩＤ 

モダリティ実施済手続きステップ通知ＳＯＰクラスは，値「1.2.840.10008.3.1.2.3.5」を持つモダリティ
実施済手続きステップ通知ＳＯＰクラスＵＩＤによって，唯一に識別される。 

Ｆ．９．４ 適合性必要条件 

モダリティ実施済手続きステップ通知ＳＯＰクラスへの標準ＳＯＰクラス適合性を提供する実装は次
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の節の中で記述される通りに適合する，そしてそれらの適合性宣言内に次の節の中で記述される情報

を含める。 

実装はこのＳＯＰクラスに，ＳＣＵとして，あるいはＳＣＰとして適合することがある。適合性宣言

はＰＳ３．２の中で定義される書式である。 

表Ｆ．９．２－１ 実施済手続きステップ通知イベント情報 

イベントタイプ名 イベント

タイプＩ

Ｄ 

属性 タグ 必要条件タイプ 
ＳＣＵ／ＳＣＰ 

進行中の実施済手続きステップ 1    
完了した実施済手続きステップ 2    
中断した実施済手続きステップ 3    
更新した実施済手続きステップ 4   更新イベントは実施済手続き

ステップ状態 (0040,0252) に
おける変化を通知するために

は使用されない。 
削除した実施済手続きステップ 5    
 

注： 通知イベント情報はＰＳ３．７の中で定義されるものを越えた属性は含んでいない。通知を受け取ったそ
してさらに詳しい情報を必要とするＳＣＵは，またモダリティ実施済手続きステップ取得ＳＯＰクラスの

ＳＣＵであることがある，そしてモダリティ実施済手続きステップＳＯＰインスタンスのＮ－ＧＥＴを実

行するために，影響されたＳＯＰインスタンスＵＩＤ (0000,1000) を使用することがある。 

Ｆ．９．４．１ ＳＣＵ適合 

このＳＯＰクラスにＳＣＵとして適合する実装は，下記に対する適合必要条件に合致する： 

― それが受け取る通知 

Ｆ．９．４．１．１ 通知 

通知がＳＣＵによって要求されることがある全ての標準イベントタイプはＳＣＵ通知宣言の中で列挙

される。ＳＣＵ通知宣言は，サポートされるイベントタイプの列挙されたリストを含む： 

［― 進行中の実施済手続きステップ；］ 

［― 完了した実施済手続きステップ；］ 

［― 中断された実施済手続きステップ；］ 

［― 更新された実施済手続きステップ；］ 

［― 削除された実施済手続きステップ；］ 

Ｆ．９．４．２ ＳＣＰ適合 

このＳＯＰクラスにＳＣＰとして適合する実装は，下記に対する適合必要条件を満たす： 

― それが起動する通知 

Ｆ．９．４．２．１ 通知 

ＳＣＵへの標準通知の中に含まれることがある何れの任意選択属性もＳＣＰ通知宣言の中に列挙され
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る。ＳＣＰ通知宣言は，ＰＳ ３．２の中で定義されるように書式化される。この宣言に続くものは，
イベントタイプおよび任意選択属性のリストである。 

Ｆ．１０ 汎用予約済手続きステップＳＯＰクラス 

Ｆ．１０．１ ＤＩＭＳＥサービスグループ 

表Ｆ．１０．１－１で示されるＤＩＭＳＥサービスは，汎用予約済手続きステップＳＯＰクラスの下

の汎用予約済手続きステップＩＯＤに適用可能である。 

表Ｆ．１０．１－１ ＤＩＭＳＥサービスグループ 

ＤＩＭＳＥサービス要素 使用法 ＳＣＵ／ＳＣＰ 
Ｎ－ＡＣＴＩＯＮ M/M 

 

ＤＩＭＳＥサービスおよびプロトコルはＰＳ３．７の中で明記される。 

Ｆ．１０．２ 操作 

ＳＣＵとしてこのＳＯＰクラスへの適合性を主張するＤＩＣＯＭ ＡＥは，Ｎ－ＡＣＴＩＯＮ操作を起
動する。ＳＣＰとしてこのＳＯＰクラスへの適合性を主張するＤＩＣＯＭ ＡＥは，Ｎ－ＡＣＴＩＯＮ
操作をサポートする。 

Ｆ．１０．２．１ 汎用予約済手続きステップ情報変更要求 

この操作は，ＳＣＵが，汎用予約済手続きステップＳＯＰクラスのインスタンスの属性値の変更を要

求し，ＳＣＰの制御下にある特定の実世界汎用予約済手続きステップに関する情報を提供することを

可能にする。このオペレーションはＤＩＭＳＥ Ｎ－ＡＣＴＩＯＮサービスによって起動される。 

Ｆ．１０．２．１．１ 実行情報 

ＳＣＵとしてこのＳＯＰクラスへの適合性を主張する応用エンティティは，ＳＣＰによって維持され

た属性の部分集合の変更を要求することを選択することがある。 

ＳＣＵおよび・またはＳＣＰとしてこのＳＯＰクラスへの適合性を主張するＤＩＣＯＭ ＡＥは，表Ｆ．
１０．２－１の中で明記される実行タイプおよび実行情報をサポートする。 

表Ｆ．１０．２－１ ＧＰ－ＳＰＳ情報要求－実行情報の変更 

実行タイプ

名 
実行タイプ

ＩＤ 
属性 タグ 必要条件タイプ 

ＳＣＵ／ＳＣＰ 
ＧＰ－ＳＰ

Ｓ状態変更

を要求する 

１ 汎用予約済手続きステップ

状態 
(0040,4001) 1/1 

  処理ＵＩＤ (0008,1195) 1/1 
  実際の人間実行者シーケン

ス 
(0040,4035) 3/1 

  >人間実行者コードシーケ
ンス 

(0040,4009) 1/1 

  >>コード値 (0008,0100) 1/1 
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  >>符号化体系指定子 

 

(0008,0102) 1/1 

  >>コード意味 (0008,0104) 1/1 
  >人間実行者の名前 (0040,4037) 3/3 
  >人間実行者の組織 (0040,4036) 3/3 

 

Ｆ．１０．２．１．２ サービスクラス利用者挙動 

表Ｆ．１０．２－１の中で明記されるように，ＳＣＵは，Ｎ－ＡＣＴＩＯＮ要求プリミティブの依頼

済ＳＯＰインスタンスＵＩＤパラメタの中で，それが実行情報を変更することを望む，汎用予約済手

続きステップＳＯＰインスタンスのＵＩＤを指定する。 

注： ここに記述された使用法では，Ｎ－ＡＣＴＩＯＮプリミティブが操作することがあるＳＯＰインスタンス
の明示的な生成はない。その代わりに，Ｎ－ＡＣＴＩＯＮプリミティブは，ＳＣＰによって以前に生成さ

れたＳＯＰインスタンスの上に操作する。ＳＣＵは，汎用ワークリストＣ－ＦＩＮＤサービスの手段によ

ってＳＯＰインスタンスＵＩＤに対する値を取得するであろう。 

ＳＣＵは，実行情報の中で属性「汎用予約済手続きステップ状態」 (0040,4001) に対する要求値を明
記する。 

汎用予約済手続きステップ実行情報のための符号化規則は，ＰＳ３．７のＮ－ＡＣＴＩＯＮ要求プリ

ミティブ仕様の中で明記される。 

そのＳＯＰインスタンスの属性「汎用予約済手続きステップ状態」 (0040,4001) が「COMPLETED」
あるいは「DISCONTINUED」である場合，ＳＣＵは，汎用予約済手続きステップＳＯＰインスタンス
のためのＮ－ＡＣＴＩＯＮ要求プリミティブを送信しない。 

ＳＣＵは，属性「汎用予約済手続きステップ状態」 (0040,4001) の値の「IN PROGRESS」への変更を
要求するＧＰ－ＳＰＳ情報変更要求を識別するために「処理ＵＩＤ」属性 (0008,1195) を提供する。
同じ処理ＵＩＤは「IN PROGRESS」から「SUSPENDED」,「SCHEDULED」,「COMPLETED」，
「DISCONTINUED」に状態の変更を要求するために使用される。状態が一旦「IN PROGRESS」の他の
いかなる値も持てば，この処理ＵＩＤをもはや使用しない。 

注： この「処理ＵＩＤ」属性 (0008,1195) は，汎用手続きステップＳＯＰインスタンスの所有権ではなく，「IN 
PROGRESS」状態への単一遷移を識別するために使用される。 

Ｆ．１０．２．１．３ サービスクラス提供者挙動 

Ｎ－ＡＣＴＩＯＮ操作は，ＳＣＰが特定の汎用予約済手続きステップＳＯＰインスタンスのための選

択された属性値を更新することを，ＳＣＵが要求することを可能にする。この操作は，適切な汎用予

約済手続きステップＳＯＰインスタンスと共に使用されるＤＩＭＳＥ Ｎ－ＡＣＴＩＯＮサービスの
使用を通じて起動される。 

ＳＣＰは，Ｎ－ＡＣＴＩＯＮ応答プリミティブ経由で，関連する要求に適用可能なＮ－ＡＣＴＩＯＮ

応答状態コードを返す。Ｎ－ＡＣＴＩＯＮ応答状態を条件として，ＳＣＰは参照された汎用予約済手

続きステップ属性を更新する。 

ＳＣＰは，そのＳＯＰインスタンスの属性「汎用予約済手続きステップ状態」 (0040,4001) の値が，
「SCHEDULED」あるいは「SUSPENDED」あるいは「IN PROGRESS」である場合のみ，ＳＯＰイン
スタンスのためのＮ－ＡＣＴＩＯＮ要求プリミティブを受諾する。汎用予約済手続きステップ状態属



  PS 3.4-2001 翻訳原稿 

   2002/09/06 134

性が「COMPLETED」あるいは「DISCONTINUED」の値を持っている場合，ＳＣＰは節Ｆ．１０．２．
１．４に明記される失敗状態コードを送信する。 

ＳＯＰインスタンスの属性「汎用予約済手続きステップ状態」 (0040,4001) の値が「IN PROGRESS」
である場合，要求プリミティブの処理ＵＩＤがこの属性の値の「IN PROGRESS」への変更を成功裡に
要求した要求プリミティブの処理ＵＩＤと等しい場合にのみ，ＳＣＰはＮ－ＡＣＴＩＯＮ要求プリミ

ティブを受諾する。別の値が使用される場合，ＳＣＰは節Ｆ．１０．２．１．４に明記される失敗状

態コードを送信する。 

Ｆ．１０．２．１．４ 状態コード 

このＳＯＰクラスに特定の状態値は表Ｆ．１０．２－２の中で定義される。 

表Ｆ．１０．２－２ ＳＯＰクラス状態値 

状態 意味 コード 
Success 属性値の要求された変更が実行される。 0000 
Failure 汎用予約済手続きステップオブジェクトがもはや

更新されることがないので，拒絶した。 
A501 

 間違っている処理ＵＩＤが使用されているので，

拒絶した。 
A502 

 汎用予約済手続きステップＳＯＰインスタンスが

既に「IN PROGRESS」状態であるので，拒絶した。
A503 

 

Ｆ．１０．３ 汎用予約済手続きステップＳＯＰクラスＵＩＤ 

汎用予約済手続きステップＳＯＰクラスは，値「1.2.840.10008.5.1.4.32.2」を持つ汎用予約済手続きス
テップＳＯＰクラスＵＩＤによって唯一に識別される。 

Ｆ．１０．４ 適合性必要条件 

汎用予約済手続きステップＳＯＰクラスに適合性を提供する実装は，次の節に記述されるとおり

conformantである，そしてそれらの適合性宣言情報内に下記に述べられるとおり含める。 

実装はＳＣＵとして，あるいはＳＣＰとしてこのＳＯＰクラスに適合することがある。適合性宣言は，

ＰＳ３．２の付属書Ａに定義された書式である。 

汎用予約済手続きステップＳＯＰクラスに適合する実装は，さらに汎用ワークリスト管理メタＳＯＰ

クラスをサポートする。 

Ｆ．１０．４．１ ＳＣＵ適合性 

ＳＣＵとしてこのＳＯＰクラスに conformantである実装は，それが起動する操作のための適合性必要
条件を満たす。 

Ｆ．１０．４．１．１ 操作 

ＳＣＵ適合性宣言は，ＰＳ３．２の付属書Ａに定義された書式である。 

ＳＣＵとしてこのＳＯＰクラスに適合する実装は，実世界実施済手続きステップの実行の間に，それ

が属性「汎用予約済手続きステップ状態」 (0040,4001) の値の「IN PROGRESS」，「SUSPENDED」，
「COMPLETED」，「DISCONTINUED」，「SCHEDULED」への変更を依頼するであろう，状態を明
記する. 
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Ｆ．１０．４．２ ＳＣＰ適合性 

ＳＣＰとしてこのＳＯＰクラスに conformantである実装は，それが実行する操作のための適合性必要
条件を満たす。 

Ｆ．１０．４．２．１ 操作 

ＳＣＰ適合性宣言は，ＰＳ３．２の付属書Ａに定義された書式である。 

ＳＣＰ適合性宣言は，ＳＣＰ（ワークフロー管理者）の挙動に関する情報を次の発生で提供する： 

－ 状態「SCHEDULED」をもつ汎用予約済手続きステップＳＯＰクラスの新しいインスタンスの
生成。予約情報への，および汎用ワークリストＳＯＰクラスの属性値への，その処理の結果を

明記する。 

－ 属性「汎用予約済手続きステップ状態」 (0040,4001) の更新，すなわち，状態
「DISCONTINUED」から「COMPLETED」への，あるいは「SCHEDULED」への変更の
ための条件。 

－ 状態が「IN PROGRESS」あるいは「SUSPENDED」あるいは「DISCONTINUED」あるい
は「COMPLETED」へセットされた後，ＳＣＰが更新することがあるいずれかの属性。 

－ その状態が「COMPLETED」あるいは「DISCONTINUED」に一旦セットされてから，汎
用予約済手続きステップＳＯＰインスタンスがＳＣＰの上でどれくらいの時間持続する

だろうか。 

Ｆ．１１ 汎用実施済手続きステップＳＯＰクラス 

Ｆ．１１．１ ＤＩＭＳＥサービスグループ 

表Ｆ．１１．１－１で示されるＤＩＭＳＥサービスは，汎用実施済手続きステップＳＯＰクラスの下

の汎用実施済手続きステップＩＯＤに適用可能である。 

表Ｆ．１１．１－１ ＤＩＭＳＥサービスグループ 

ＤＩＭＳＥサービス要素 使用法 ＳＣＵ／ＳＣＰ 
N-CREATE M/M 
N-SET M/M 
N-GET U/M 

 

ＤＩＭＳＥサービスおよびプロトコルはＰＳ３．７の中で明記される。 

Ｆ．１１．２ 操作 

ＳＣＵとしてこのＳＯＰクラスへの適合性を主張する応用エンティティは，下記の操作を起動するこ

とを許される，そしてＳＣＰとして適合性を主張する応用エンティティは，下記の操作を提供するこ

とができる。 

Ｆ．１１．２．１ 汎用実施済手続きステップＳＯＰインスタンスの生成 

この操作はＳＣＵが，汎用実施済手続きステップＳＯＰクラスのインスタンスを生成する，そしてＳ

ＣＵの制御下にある特定の実世界実施済手続きステップに関する情報を提供することを可能にする。

この操作はＤＩＭＳＥ Ｎ－ＣＲＥＡＴＥサービスによって起動される。 
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注： 属性値のうちのいくつかは，汎用実施済手続きステップの初めに既に知られている。それらはＮ－ＣＲＥ
ＡＴＥコマンドの中で送信することが要求される。他の必須属性は，汎用実施済手続きステップの終わり

にのみ知られる。それらは，Ｎ－ＳＥＴコマンド中で値を割り当てられる。 

Ｆ．１１．２．１．１ 汎用実施済手続きステップ部分集合仕様 

ＳＣＵとしてこのＳＯＰクラスへの適合性を主張する応用エンティティは，表Ｆ．１１．２－１の中

で明記される全ての必要属性を提供しなければならない。ＳＣＰによって維持された任意選択属性は

同様に提供されることがある。このＳＯＰクラスへＳＣＰとして適合性を主張する応用エンティティ

は，表Ｆ．１１．２－１の中で明記された汎用実施済手続きステップ属性の部分集合をサポートする。 

表Ｆ．１１．２－１ 汎用実施済手続きステップＳＯＰクラスＮ－ＣＲＥＡＴＥ，Ｎ－ＳＥＴおよび

最終状態属性 

属性名 タグ 必要タイプ 
Ｎ－ＣＲＥＡＴＥ

（ＳＣＵ／ＳＣＰ）

必要タイプ 
Ｎ－ＳＥＴ 
（ＳＣＵ／ＳＣＰ） 

必要タイプ 
最終状態 
（注１参照）

特定文字集合 (0008,0005) 1C/1C （拡張また
は置換文字集合が

使用される場合は

必要） 

許されない  

汎用実施済手続きステップ

関係 
    

参照依頼シーケンス (0040,A370) 2/2 許されない  
> 検査インスタンスＵＩＤ (0020,000D) 1C/1  

（シーケンス項目

がある場合は必要）

許されない  
 

> 参照検査シーケンス (0008,1110) 2C/2  
（シーケンス項目

がある場合は必要）

許されない  
 

>> 参照ＳＯＰクラスＵＩ
Ｄ 

(0008,1150) 1C/1 
（シーケンス項目

がある場合は必要）

許されない  

>> 参照ＳＯＰインスタン
スＵＩＤ 

(0008,1155) 1C/1 
（シーケンス項目

がある場合は必要）

許されない  

> 受付番号  (0008,0050) 2C/2 
（シーケンス項目

がある場合は必要）

許されない  
 

> 依頼済手続きコードシー
ケンス  

(0032,1064) 2C/2 
（シーケンス項目

がある場合は必要）

許されない  

>> コード値  (0008,0100) 1C/1 
（シーケンス項目

がある場合は必要）

許されない  
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>> 符号化体系指定子  (0008,0102) 1C/1 
（シーケンス項目

がある場合は必要）

許されない  

>> 符号化体系版  (0008,0103) 3/3 許されない  
>> コード意味  (0008,0104) 1C/1 

（シーケンス項目

がある場合は必要）

許されない   

> 発注側オーダー番号／画
像サービス依頼  

(0040,2016) 3/3 許されない  

> 受注側オーダー番号／画
像サービス依頼  

(0040,2017) 3/3 許されない  

> 依頼済手続きＩＤ (0040,1001) 2C/2 
（シーケンス項目

がある場合は必要）

許されない  
 

> 依頼済手続き記述  (0032,1060) 2C/2 
（シーケンス項目

がある場合は必要）

許されない  

参照汎用予約済手続きステ

ップシーケンス 
(0040,4016) 1C/1C 

関連する汎用予約

済手続きステップ

がある場合は必要

許されない  

> 参照ＳＯＰクラスＵＩＤ (0008,1150) 1C/1 
（シーケンス項目

がある場合は必要）

許されない  

> 参照ＳＯＰインスタンス
ＵＩＤ 

(0008,1155) 1C/1 
（シーケンス項目

がある場合は必要）

許されない  

>参照汎用予約済手続きス
テップ処理ＵＩＤ 

(0040,4023) 1C/1 
（シーケンス項目

がある場合は必要）

許されない  

患者の名前 (0010,0010) 2/2 許されない  
患者ＩＤ (0010,0020) 2/2 許されない  
患者の誕生日 (0010,0030) 2/2 許されない  
患者の性別 (0010,0040) 2/2 許されない  
汎用実施済手続きステップ

情報 
    

実際の人間実行者シーケン

ス 
(0040,4035) 2/2 許されない  

> 人間実行者コードシーケ
ンス  

(0040,4009) 1C/1 
（シーケンス項目

がある場合は必要）

許されない  
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>> コード値  (0008,0100) 1C/1 
（シーケンス項目

がある場合は必要）

許されない  

>> 符号化体系指定子  (0008,0102) 1C/1 
（シーケンス項目

が存在する場合は

必要） 

許されない  

>> 符号化体系版  (0008,0103) 3/3 許されない  
>> コード意味  (0008,0104) 1C/1 

（シーケンス項目

がある場合は必要）

許されない  

> 人間実行者の名前  (0040,4037) 3/3 許されない  
> 人間実行者の組織 (0040,4036) 3/3 許されない  
実施済手続きステップＩＤ (0040,0253) 1/1 許されない  
実施済ステーション名コー

ドシーケンス 
(0040,4028) 2/2 許されない  

> コード値  (0008,0100) 1C/1 
（シーケンス項目

がある場合は必要）

許されない  

> 符号化体系指定子  (0008,0102) 1C/1 
（シーケンス項目

がある場合は必要）

許されない  

> 符号化体系版  (0008,0103) 3/3 許されない  
> コード意味  (0008,0104) 1C/1 

（シーケンス項目

がある場合は必要）

許されない  

実施済ステーションクラス

コードシーケンス 
(0040,4029) 2/2 許されない  

> コード値 (0008,0100) 1C/1 
（シーケンス項目

がある場合は必要）

許されない  

> 符号化体系指定子  (0008,0102) 1C/1 
（シーケンス項目

がある場合は必要）

許されない  

> 符号化体系版 (0008,0103) 3/3 許されない  
> コード意味 (0008,0104) 1C/1 

（シーケンス項目

がある場合は必要）

許されない  

実施済ステーション所在場

所コードシーケンス 
(0040,4030) 2/2 許されない  

> コード値  (0008,0100) 1C/1 
（シーケンス項目

がある場合は必要）

許されない  
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> 符号化体系指定子  (0008,0102) 1C/1 
（シーケンス項目

がある場合は必要）

許されない  

> 符号化体系版  (0008,0103) 3/3 許されない  
> コード意味  (0008,0104) 1C/1 

（シーケンス項目

がある場合は必要）

許されない  

実施済処理応用コードシー

ケンス 
(0040,4007) 2/2 許されない  

> コード値  (0008,0100) 1C/1 
（シーケンス項目

がある場合は必要）

許されない  

> 符号化体系指定子  (0008,0102) 1C/1 
（シーケンス項目

がある場合は必要）

許されない  

> 符号化体系版  (0008,0103) 3/3 許されない  
> コード意味  (0008,0104) 1C/1 

（シーケンス項目

がある場合は必要）

許されない  

実施済手続きステップ開始

日 
(0040,0244) 1/1 許されない  

実施済手続きステップ開始

時刻 
(0040,0245) 1/1 許されない  

汎用実施済手続きステップ

状態 
(0040,4002) 1/1 3/1  

実施済手続きステップ記述 (0040,0254) 2/2 3/2  
実施済手続きステップに関

するコメント 
(0040,0280) 3/3 3/3  

実施済ワークアイテムコー

ドシーケンス 
(0040,4019) 2/2 許されない  

> コード値 (0008,0100) 1C/1 
（シーケンス項目

がある場合は必要）

許されない  

> 符号化体系指定子 (0008,0102) 1C/1 
（シーケンス項目

がある場合は必要）

許されない  

> 符号化体系版 (0008,0103) 3/3 許されない  
> コード意味 (0008,0104) 1C/1 

（シーケンス項目

がある場合は必要）

許されない   

実施済手続きステップ終了

日 
(0040,0250) 2/2 3/1 1 
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実施済手続きステップ終了

時刻 
(0040,0251) 2/2 3/1 1 

汎用結果     
出力情報シーケンス (0040,4033) 2/2 

 
2/2 
 

F.11.2.2.2 参照.

> 検査インスタンスＵＩＤ (0020,000D) 1C/1 
（シーケンス項目

がある場合は必要）

1C/1 
（シーケンス項目

がある場合は必要） 

 

> 参照シリーズシーケンス (0008,1115) 1C/1 
（シーケンス項目

がある場合は必要）

1C/1 
（シーケンス項目

がある場合は必要） 

 

>> シリーズインスタンス
ＵＩＤ 

(0020,000E) 1C/1 
（シーケンス項目

がある場合は必要）

1C/1 
（シーケンス項目

がある場合は必要） 

 

>> 取得ＡＥ名称 (0008,0054) 2C/2 
（シーケンス項目

が存在する，そして

保存媒体ファイル

集合ＩＤ 
(0088,0130) あるい
は保存媒体ファイ

ル集合ＵＩＤ 
(0088 0140) が存在
しない場合は必要）

2C/2 
（シーケンス項目

が存在する，そして

保存媒体ファイル

集合ＩＤ 
(0088,0130) あるい
は保存媒体ファイ

ル集合ＵＩＤ 
(0088 0140) が存在
しない場合は必要） 

 

>> 保存媒体ファイル集合
ＩＤ 

(0088,0130) 2C/2 
（シーケンス項目

が存在する，そして

取得 AE名称 
(0008,0054) が存在
しない場合は必要）

2C/2 
（シーケンス項目

が存在する，そして

取得 AE名称 
(0008,0054) が存在
しない場合は必要） 

 

>> 保存媒体ファイル集合
ＵＩＤ 

(0088,0140) 2C/2 
（シーケンス項目

が存在する，そして

取得 AE名称 
(0008,0054) が存在
しない場合は必要）

2C/2 
（シーケンス項目

が存在する，そして

取得 AE名称 
(0008,0054) が存在
しない場合は必要） 

 

>> 参照ＳＯＰシーケンス (0008,1199) 1C/1 
（シーケンス項目

がある場合は必要）

1C/1 
（シーケンス項目

がある場合は必要） 

 

>> 参照ＳＯＰクラスＵＩ
Ｄ 

(0008,1150) 1C/1 
（シーケンス項目

がある場合は必要）

1C/1 
（シーケンス項目

がある場合は必要） 
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>> 参照ＳＯＰインスタン
スＵＩＤ 

(0008,1155) 1C/1 
（シーケンス項目

がある場合は必要）

1C/1 
（シーケンス項目

がある場合は必要） 

 

依頼済後続ワークアイテム

コードシーケンス 
(0040,4031) 2/2 2/2  

> コード値 (0008,0100) 1C/1 
（シーケンス項目

がある場合は必要）

1C/1 
（シーケンス項目

がある場合は必要） 

 

> 符号化体系指定子 (0008,0102) 1C/1 
（シーケンス項目

がある場合は必要）

1C/1 
（シーケンス項目

がある場合は必要） 

 

> 符号化体系版 (0008,0103) 3/3 3/3  
> コード意味 (0008,0104) 1C/1 

（シーケンス項目

がある場合は必要）

1C/1 
（シーケンス項目

がある場合は必要） 

 

非ＤＩＣＯＭ出力コードシ

ーケンス 
(0040,4032) 2/2 2/2  

> コード値 (0008,0100) 1C/1 
（シーケンス項目

がある場合は必要）

1C/1 
（シーケンス項目

がある場合は必要） 

 

> 符号化体系指定子 (0008,0102) 1C/1 
（シーケンス項目

がある場合は必要）

1C/1 
（シーケンス項目

がある場合は必要） 

 

> 符号化体系版 (0008,0103) 3/3 3/3  
> コード意味 (0008,0104) 1C/1 

（シーケンス項目

がある場合は必要）

1C/1 
（シーケンス項目

がある場合は必要） 

 

 

注： 最終状態のための必要条件は，Ｆ．１１．２．２．２に記述されるように，汎用実施済手続きステップ状
態 (0040,4002) が COMPLETEDまたは DISCONTINUEDの値へＮ－ＳＥＴされる時に適用される。それ
がＮ－ＣＲＥＡＴＥのためのＳＣＰ必要条件とは異なる場合にのみ，それは記述される。 

Ｆ．１１．２．１．２ サービスクラス利用者 

ＳＣＵは，生成され，それに対して属性値が提供される，汎用実施済手続きステップＳＯＰインスタ

ンスのＳＯＰクラスおよびＳＯＰインスタンスＵＩＤを，Ｎ－ＣＲＥＡＴＥ要求プリミティブの中で

明記する。 

ＳＣＵは，表Ｆ．１１．２－１の中で明記される，汎用実施済手続きステップＳＯＰクラス属性に属

性値を供給する。さらに，ＳＣＰによってサポートされる任意選択の汎用実施済手続きステップＩＯ

Ｄ属性に，値が供給されることがある。汎用実施済手続きステップ属性のための符号化規則は，ＰＳ

３．７のＮ－ＣＲＥＡＴＥ要求プリミティブ仕様の中で明記される。 

ＳＣＵは，Ｎ－ＣＲＥＡＴＥ要求プリミティブ中で，すべての必要な属性値をＳＣＰに供給すること

ができる。ＳＣＵは，ＳＣＰによって維持されない任意選択の属性に属性値を供給することがある。

そのような場合，ＳＣＵは，ＳＣＰがそれらの属性に対する値を受理するかどうかにかかわらず適切
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に機能する。 

すべて属性は，それらをセットすることができる前に，生成される。シーケンス属性は，それらを満

たすことができる前に，生成される。シーケンス項目属性は零長さでは生成されない。 

注： 生成することができるすべての属性は後でセットすることができるとは限らない（表Ｆ．１１．２－１を
参照）。 

ＳＣＵは，「IN PROGRESS」にセットした属性「汎用実施済手続きステップ状態」 (0040,4002) への
値をもつＮ－ＣＲＥＡＴＥ要求プリミティブを単に送信する。 

Ｆ．１１．２．１．３ サービスクラス提供者 

Ｎ－ＣＲＥＡＴＥ操作は，ＳＣＵが，特定の汎用実施済手続きステップＳＯＰインスタンスのための

選択した属性値をＳＣＰに提供することを可能にする。この操作は，適切な汎用実施済手続きステッ

プＳＯＰインスタンスと共に使用されるＤＩＭＳＥ Ｎ－ＣＲＥＡＴＥサービスの使用を通じて起動
される。 

ＳＣＰは，Ｎ－ＣＲＥＡＴＥ応答プリミティブを経由して，関連する要求に適用可能なＮ－ＣＲＥＡ

ＴＥ応答状態コードを返す。 

ＳＣＰは，属性「汎用実施済手続きステップ状態」 (0040,4002) の値が「IN PROGRESS」である場合
にのみ， N-CREATE要求プリミティブを受諾する。汎用実施済手続きステップ状態属性が別の値を持
つ場合，ＳＣＰは属性リストで失敗状態コード「無効の属性値」（符号: 0106H）をセットする。 

汎用実施済手続きステップＳＯＰインスタンスが，汎用予約済手続きステップＳＯＰインスタンスに

関連する場合には，属性「汎用予約済手続きステップ状態」 (0040,4001) の値が値「IN PROGRESS」
を持つ場合にのみ，ＳＣＰはＮ－ＣＲＥＡＴＥ要求プリミティブを受諾する。汎用予約済手続きステ

ップ状態属性が別の値を持つ場合，ＳＣＰは節Ｆ．１１．２．１．４に明記される失敗状態コードを

送信する。 

参照汎用予約済手続きステップシーケンス (0040,4016) 項目がＮ－ＣＲＥＡＴＥ要求の中に存在する
場合には，そのなかに含まれていた参照汎用予約済手続きステップ処理ＵＩＤ (0040,4023) は，汎用
予約済手続きステップ状態 (0040,4001) の処理を「IN PROGRESS」に識別する，処理ＵＩＤ (0008,1195) 
と同じである。処理 UIDが一致しない場合，ＳＣＰは節Ｆ．１１．２．１．４に明記される失敗状態
コードを送信する。 

注： 予約されていない場合には，関連した汎用予約済手続きステップは存在しない，したがって，処理ＵＩＤ
のための規則は適用されない。 

参照汎用予約済手続きステップシーケンス (0040,4016) 項目が，Ｎ－ＣＲＥＡＴＥ要求の中に存在す
る場合，ＳＣＰは，識別された汎用予約済手続きステップＳＯＰインスタンスの中で，属性結果とし

の汎用実施済手続きステップシーケンス (0040,4015) を更新する。 

Ｆ．１１．２．１．４ 状態コード 

このＳＯＰクラスに特定の状態値は表Ｆ．１１．２－２で定義される。 
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表Ｆ．１１．２－２ ＳＯＰクラス状態値 

状態 意味 コード 
Failure 関連する汎用予約済手続きステップＳＯＰインス

タンスが「IN PROGRESS」状態でないので，拒絶
した。 

A504 

 参照汎用予約済手続きステップ処理ＵＩＤがＮ－

ＡＣＴＩＯＮ要求の処理ＵＩＤと一致しないの

で，拒絶した。 

A505 

 

Ｆ．１１．２．２ 汎用実施済手続きステップセット情報 

この操作は，ＳＣＵが，汎用実施済手続きステップＳＯＰクラスのインスタンスの属性値をセットし，

ＳＣＵの制御下にある特定の実世界汎用実施済手続きステップに関する情報を提供することを可能に

する。この操作はＤＩＭＳＥ Ｎ－ＳＥＴサービスによって起動される。 

Ｆ．１１．２．２．１ 汎用実施済手続きステップＩＯＤ部分集合仕様 

ＳＣＵとしてこのＳＯＰクラスへの適合性を主張する応用エンティティは，ＳＣＰによって維持され

た属性の部分集合を変更することを選択することがある。このＳＯＰクラスへＳＣＰとして適合性を

主張する応用エンティティは，表Ｆ．１１．２－１の中で明記された汎用実施済手続きステップ属性

の部分集合をサポートする。 

Ｎ－ＳＥＴを使用して更新された属性値に対して使用される文字集合は，Ｎ－ＣＲＥＡＴＥ要求プリ

ミティブによって明記されたそれと同一である。 

Ｆ．１１．２．２．２ サービスクラス利用者 

ＳＣＵは，Ｎ－ＳＥＴ要求プリミティブの中で，それが属性値をセットすることを希望する汎用実施

済手続きステップＳＯＰインスタンスのＵＩＤを明記する。 

ＳＣＵは，表Ｆ．１１．２－１の中で明記された任意の汎用実施済手続きステップＳＯＰクラス属性

のために属性値をセットすることを許される。ＳＣＵは，それが属性値をセットすることを希望する

汎用実施済手続きステップＳＯＰクラス属性のリストを明記する。ＳＣＵは，一以上のＮ－ＳＥＴ要

求プリミティブによって，表Ｆ．１１．２－１の中で明記された属性値を提供する。汎用実施済手続

きステップ属性のための符号化規則は，ＰＳ３．７のＮ－ＳＥＴ要求プリミティブ仕様の中で明記さ

れる。ＳＣＵは，Ｎ－ＣＲＥＡＴＥ要求で既に生成されている属性値を単にセットする。 

属性「汎用実施済手続きステップ状態」 (0040,4002) に対する値が「COMPLETED」または
「DISCONTINUED」であるＮ－ＳＥＴ要求プリミティブが送信された後は，ＳＣＵは，汎用実施済手
続きステップＳＯＰインスタンスのためにＮ－ＳＥＴ要求プリミティブを送信しない。 

汎用実施済手続きステップ状態 (0040,4002) が「COMPLETED」あるいは「DISCONTINUED」に一旦
セットされると，ＳＣＵはもはや汎用実施済手続きステップＳＯＰインスタンスを変更しない，そし

て同じ汎用実施済手続きステップＳＯＰインスタンスの一部として新しい複合ＳＯＰインスタンスを

生成しない。 

シーケンスがＮ－ＳＥＴコマンドの中に含まれている場合，シーケンスのすべての項目はコマンドの

中に含まれる，そして項目だけは更新されない。 

汎用実施済手続きステップ状態 (0040,4002) が「COMPLETED」あるいは「DISCONTINUED」にセッ
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トされる前あるいはその時に，ＳＣＵは，表Ｆ．１１．２－１の最終状態の欄の必要条件に従って，

属性をすべて生成済みである，あるいはセット済みである。 

汎用実施済手続きステップ状態 (0040,4002) が「COMPLETED」あるいは「DISCONTINUED」にセッ
トされる前あるいはその時に，ＳＣＵは，出力情報シーケンス (0040,4033) の中で，手続きステップ
の間に生成したすべての複合ＳＯＰインスタンスのリストを，ＳＣＰに送信済みである。 

注： 意図は，完成したか中止した汎用実施済手続きステップエンティティが生成されたすべての複合インスタ
ンスの完全なリストを含むだろうということである。 

リストが複合インスタンス参照を含んでいない場合，もしそのようなインスタンスが生成されたなら

ば，汎用実施済手続きステップ状態 (0040,4002) は「COMPLETED」あるいは「DISCONTINUED」に
セットされない。 

Ｆ．１１．２．２．３ サービスクラス提供者 

Ｎ－ＳＥＴ操作は，ＳＣＰが特定の汎用実施済手続きステップＳＯＰインスタンスのための選択され

た属性値を更新することを，ＳＣＵが要求することを認める。この操作は，適切な汎用実施済手続き

ステップＳＯＰインスタンスと共に使用されるＤＩＭＳＥ Ｎ－ＳＥＴサービスの使用を通じて起動
される。 

ＳＣＰは，Ｎ－ＳＥＴ応答プリミティブを経由して，関連する要求に適用可能なＮ－ＳＥＴ応答状態

コードを返す。Ｎ－ＳＥＴ応答状態に従って，ＳＣＰは参照実施済手続きステップ属性を更新する。 

既存の属性「汎用実施済手続きステップ状態」 (0040,4002) の値が，「IN PROGRESS」である場合に
のみ，ＳＣＰはＮ－ＳＥＴ要求プリミティブを受諾する。既存の汎用実施済手続きステップ状態属性

が別の値を持っている場合，ＳＣＰは節Ｆ．１１．２．２．４に明記される失敗状態コードを送信す

る。 

ＳＣＰは，「汎用実施済手続きステップ状態」 (0040,4002) が，「COMPLETED」あるいは
「DISCONTINUED」にセットされている後か，エラー状態がそのような変更を必要とする場合にのみ，
汎用実施済手続きステップＳＯＰインスタンスのどんな属性もそれ自身で変更することがある。 

注： 例外の状況の下では，ＳＣＰが実施済手続きステップ状態 (0040,0252) を COMPLETEDまたは
DISCONTINUEDにそれ自体でセットすることが必要なことがある，例えば，実施装置が故障した場合。
ＳＣＵが回復した場合，次のＮ－ＳＥＴは失敗することがある。 

Ｆ．１１．２．２．４ 状態コード 

このＳＯＰクラスに特定の状態値は表Ｆ．１１．２－３に定義される。 

表Ｆ．１１．２－３ ＳＯＰクラス状態値 

状態 意味 コード 
Failure 汎用実施済手続きステップＳＯＰインスタンスが

「IN PROGRESS」状態にないので，拒絶した。 
A506 

 

Ｆ．１１．２．３ 汎用実施済手続きステップ情報をＧＥＴする 

この操作は，ＳＣＵが，汎用実施済手続きステップＳＣＰによって，汎用実施済手続きステップＳＯ

Ｐインスタンスとして表現される特定の実世界実施済手続きステップに関する情報を取得することを

可能にする。操作は，汎用実施済手続きステップＩＯＤ上で実行される。この操作は，適切な汎用実
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施済手続きステップＳＯＰインスタンスと共に使用されるＤＩＭＳＥ Ｎ－ＧＥＴサービスによって
起動される。 

Ｆ．１１．２．３．１ 汎用実施済手続きステップＩＯＤサブセット仕様 

ＳＣＵとしてこのＳＯＰクラスへの適合性を主張する応用エンティティは，ＳＣＵがこのＳＯＰクラ

スの操作によって受信する，ＳＣＰによって維持された属性値を解釈することを選ぶことがある。こ

の汎用実施済手続きステップＳＯＰクラスへＳＣＰとして適合性を主張する応用エンティティは，表

Ｆ．１１．２－３の中で明記された汎用実施済手続きステップ属性の部分集合をサポートする。 

表Ｆ．１１．２－３ 汎用実施済手続きステップＳＯＰクラスＮ－ＧＥＴ属性 

属性 タグ 必要条件タイプ（ＳＣＵ／ＳＣＰ） 
特定文字集合 (0008,0005) 3/1C （拡張または置換文字集合が使用される

場合は必要） 
汎用実施済手続きステップ関係   
参照依頼シーケンス (0040,A370) 3/2 
> 検査インスタンスＵＩＤ (0020,000D) -/1 

 
> 参照検査シーケンス (0008,1110) -/2 
>> 参照ＳＯＰクラスＵＩＤ (0008,1150) -/1 
>> 参照ＳＯＰインスタンスＵＩＤ (0008,1155) -/1 
> 受付番号 (0008,0050) -/2 
> 依頼済手続きコードシーケンス (0032,1064) -/2 
>> コード値 (0008,0100) -/1 
>> 符号化体系指定子 (0008,0102) -/1 
>> 符号化体系版 (0008,0103) -/3 
>> コード意味 (0008,0104) -/1 
> 発注側オーダー番号／画像サービ
ス依頼 

(0040,2016) -/3 

> 受注側オーダー番号／画像サービ
ス依頼 

(0040,2017) -/3 

> 依頼済手続きＩＤ (0040,1001) -/2 
> 依頼済手続き記述 (0032,1060) -/2 
参照汎用予約済手続きステップシー

ケンス 
(0040,4016) 3/2 

> 参照ＳＯＰクラスＵＩＤ (0008,1150) -/1 
> 参照ＳＯＰインスタンスＵＩＤ (0008,1155) -/1 
> 参照汎用予約済手続きステップ処
理ＵＩＤ 

(0040,4023) -/1 

患者の名前 (0010,0010) 3/2 
患者ＩＤ (0010,0020) 3/2 
患者の誕生日 (0010,0030) 3/2 
患者の性別 (0010,0040) 3/2 
汎用実施済手続きステップ情報   
実際の人間実行者シーケンス (0040,4035) -/2 



  PS 3.4-2001 翻訳原稿 

   2002/09/06 146

> 人間実行者コードシーケンス (0040,4009) -/1 
>> コード値 (0008,0100) -/1 
>> 符号化体系指定子 (0008,0102) -/1 
>> 符号化体系版 (0008,0103) -/3 
>> コード意味 (0008,0104) -/1 
> 人間実行者の名前 (0040,4037) -/3 
> 人間実行者の組織 (0040,4036) -/3 
実施済手続きステップＩＤ (0040,0253) 3/1 
実施済ステーション名コードシーケ

ンス 
(0040,4028) 3/2 

> コード値 (0008,0100) -/1 
> 符号化体系指定子 (0008,0102) -/1 
> 符号化体系版 (0008,0103) -/3 
> コード意味 (0008,0104) -/1 
実施済ステーションクラスコードシ

ーケンス 
(0040,4029) 3/2 

> コード値 (0008,0100) -/1 
> 符号化体系指定子 (0008,0102) -/1 
> 符号化体系版 (0008,0103) -/3 
> コード意味 (0008,0104) -/1 
実施済ステーション所在場所コード

シーケンス 
(0040,4030) 3/2 

> コード値 (0008,0100) -/1 
> 符号化体系指定子 (0008,0102) -/1 
> 符号化体系版 (0008,0103) -/3 
> コード意味 (0008,0104) -/1 
実施済処理応用コードシーケンス (0040,4007) 3/2 
> コード値 (0008,0100) -/1 
> 符号化体系指定子 (0008,0102) -/1 
> 符号化体系版 (0008,0103) -/3 
> コード意味 (0008,0104) -/1 
実施済手続きステップ開始日 (0040,0244) 3/1 
実施済手続きステップ開始時刻 (0040,0245) 3/1 
汎用実施済手続きステップ状態 (0040,4002) 3/1 
実施済手続きステップ記述 (0040,0254) 3/2 
実施済手続きステップに関するコメ

ント 
(0040,0280) 3/3 

実施済ワークアイテムコードシーケ

ンス 
(0040,4019) 3/2 

> コード値 (0008,0100) -/1 
> 符号化体系指定子 (0008,0102) -/1 
> 符号化体系版 (0008,0103) -/3 
> コード意味 (0008,0104) -/1 
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実施済手続きステップ終了日 (0040,0250) 3/2 
実施済手続きステップ終了時刻 (0040,0251) 3/2 
汎用結果   
出力情報シーケンス (0040,4033) -/2 
> 検査インスタンスＵＩＤ (0020,000D) -/1 
> 参照シリーズシーケンス (0008,1115) -/1 
>> シリーズインスタンスＵＩＤ (0020,000E) -/1 
>> 取得ＡＥ名称 (0008,0054) -/2C 

保存媒体ファイル集合ＩＤ (0088,0130) また
は保存媒体ファイル集合ＵＩＤ (0088 0140) 
が存在する場合は存在しない。 

>> 保存媒体ファイル集合ＩＤ (0088,0130) -/2C 
取得 AE名称 (0008,0054) が存在する場合は存
在しない。 

>> 保存媒体ファイル集合ＵＩＤ (0088,0140) -/2C 
取得 AE名称 (0008,0054) が存在する場合は存
在しない。 

>> 参照ＳＯＰシーケンス (0008,1199) -/1 
>> 参照ＳＯＰクラスＵＩＤ (0008,1150) -/1 
>> 参照ＳＯＰインスタンスＵＩＤ (0008,1155) -/1 
依頼済後続ワークアイテムコードシ

ーケンス 
(0040,4031) 3/2 

> コード値 (0008,0100) -/1 
> 符号化体系指定子 (0008,0102) -/1 
> 符号化体系版 (0008,0103) -/3 
> コード意味 (0008,0104) -/1 
非ＤＩＣＯＭ出力コードシーケンス (0040,4032) 3/2 
> コード値 (0008,0100) -/1 
> 符号化体系指定子 (0008,0102) -/1 
> 符号化体系版 (0008,0103) -/3 
> コード意味 (0008,0104) -/1 
 

Ｆ．１１．２．３．２ サービスクラス利用者 

ＳＣＵは，汎用実施済手続きステップＳＯＰインスタンスを取得することをＳＣＰに要求するために

Ｎ－ＧＥＴサービス要素を使用する。ＳＣＵは，取得するＳＯＰインスタンスのＵＩＤを明記する。

ＳＣＵは，表Ｆ．１１．２－３の中で明記された任意の汎用実施済手続きステップＳＯＰクラス属性

に対して属性値を返すことを要求することを許される。さらに，任意選択の汎用実施済手続きステッ

プＩＯＤ属性に対して，値を要求することがある。 

ＳＣＵは，値が返されるべき汎用実施済手続きステップＳＯＰクラス属性のリストを明記する。汎用

実施済手続きステップ属性のための符号化規則は，ＰＳ３．７のＮ－ＧＥＴ要求プリミティブ仕様の

中で明記される。 

Ｎ－ＧＥＴ操作の中で，項目のシーケンス内で定義された属性の値は，ＳＣＵによって要求されない。 
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ＳＣＵは，Ｎ－ＧＥＴ指示プリミティブに応答してＳＣＰによって提供されるすべての要求した属性

値を受取ることが可能である。ＳＣＵは，ＳＣＰによって維持されていない任意選択の属性に対して

属性値を要求することがある。そのような場合には，ＳＣＰがそれらの属性に対する値を返すかどう

かにかかわらず，ＳＣＵは適切に機能する。このサービスクラス仕様は，ＳＣＵがこの情報を受信し

た結果として行うことに関して必要条件を置かない。 

注： 返された属性値に対して使用された文字集合を正確に解釈するために，特定文字集合 (0008,0005) に対す
る属性値を，Ｎ－ＧＥＴ要求プリミティブの中で要求することを推奨する。 

Ｆ．１１．２．３．３ サービスクラス提供者 

Ｎ－ＧＥＴ操作は，特定の汎用実施済手続きステップＳＯＰインスタンスのための選択属性値をＳＣ

Ｐから要求することを，ＳＣＵに認める。この操作は，適切な汎用実施済手続きステップＳＯＰイン

スタンスと共に使用されるＤＩＭＳＥ Ｎ－ＧＥＴサービスの使用を通じて起動される。ＳＣＰは，指
示された汎用実施済手続きステップＳＯＰインスタンスから選択された属性値を取得する。 

ＳＣＰは，Ｎ－ＧＥＴ応答プリミティブを経由して，関連した要求に適用可能なＮ－ＧＥＴ応答状態

コードを返す。失敗コードは，ＳＣＰがＳＯＰインスタンスを取得していないことを示す。Ｎ－ＧＥ

Ｔ応答状態に従って，ＳＣＰは，Ｎ－ＧＥＴ応答プリミティブを経由して，ＳＣＰによって維持され

た，すべての要求された属性に対する属性値を返す。 

Ｆ．１１．２．３．４ 状態コード 

このＳＯＰクラスおよびＤＩＭＳＥサービスに特有の状態値は，表Ｆ．１１．２－４で定義される。

追加の応答状態コードについてはＰＳ３．７を参照すること。 

表Ｆ．１１．２－４ Ｎ－ＧＥＴ状態 

状態 意味 コード 

Warning 要求された任意選択の属性はサポートされていな

い。 
0001 

 

Ｆ．１１．３ 汎用実施済手続きステップＳＯＰクラスＵＩＤ 

汎用実施済手続きステップＳＯＰクラスは，値「1.2.840.10008.5.1.4.32.3」を持つ汎用実施済手続きス
テップＳＯＰクラスＵＩＤによってユニークに識別される。 

Ｆ．１１．４ 適合性必要条件 

汎用実施済手続きステップＳＯＰクラスに適合性を提供する実装は，次の節に記述されるとおり

conformantである，そして下記に述べられるとおりそれらの適合性宣言情報内に含める。 

実装はＳＣＵとして，あるいはＳＣＰとしてこのＳＯＰクラスに適合する。適合性宣言は，ＰＳ３．

２の付属書Ａに定義された書式である。 

汎用実施済手続きステップＳＯＰクラスに適合する実装は，汎用ワークリスト管理メタＳＯＰクラス

を同様にサポートする。 

Ｆ．１１．４．１ ＳＣＵ適合性 

ＳＣＵとしてこのＳＯＰクラスへの conformantである実装は，それが起動する操作のための適合性必
要条件を満たす。 
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Ｆ．１１．４．１．１ 操作 

属性値がＳＣＵによって（Ｎ－ＣＲＥＡＴＥサービスを使用して）供給されることがあるいかなる属

性も，ＳＣＵ適合性宣言の中で列挙する。ＳＣＵ適合性宣言は，ＰＳ３．２の付属書Ａに定義される

書式による。 

属性値がＳＣＵによって（Ｎ－ＳＥＴサービスを使用して）供給されることがあるいかなる属性も，

ＳＣＵ適合性宣言の中で列挙する。 

ＳＣＵとしてこのＳＯＰクラスに適合する実装は，実世界実施済手続きステップの実行中のどのよう

な状態の場合にそれがＳＯＰクラスインスタンスを生成するか，そして，どのような状態の場合に，

それが汎用実施済手続きステップ状態 (0040,4002) 値を COMPLETEDと DISCONTINUEDに設定する
かについて明記する。 

属性値がＳＣＵによって（Ｎ－ＧＥＴサービスを使用して）要求されることがあるいかなる属性も，

ＳＣＵ適合性宣言の中で列挙する。 

Ｆ．１１．４．２ ＳＣＰ適合性 

ＳＣＰとしてこのＳＯＰクラスへ conformantである実装は，それが実行する操作のための適合性必要
条件を満たす。 

Ｆ．１１．４．２．１ 操作 

属性値がＳＣＵによって（Ｎ－ＣＲＥＡＴＥサービスを使用して）供給されることがあるいかなる属

性も，ＳＣＰ適合性宣言の中に列挙される。ＳＣＰ適合性宣言は，ＰＳ３．２の付属書Ａに定義され

る書式による。 

属性値がＳＣＵによって（Ｎ－ＳＥＴサービスを使用して）更新されることがあるいかなる属性も，

ＳＣＰ適合性宣言の中で列挙される。 

属性値がＳＣＵによって（Ｎ－ＧＥＴサービスを使用して）要求されることがあるいかなる属性も，

ＳＣＰ適合性宣言の中で列挙される。 

ＳＣＰ適合性宣言は，さらに次の場合にＳＣＰ（情報システム）の挙動についての情報を提供する： 

－ 状態「IN PROGRESS」をもつ汎用実施済手続きステップＳＯＰクラスの新しいインスタンスの
生成。予約情報への，および汎用ワークリストＳＯＰクラスの属性値へのその処理の結果を明

記する。 

－ 属性「実施済手続きステップ状態」の更新，すなわち，状態「IN PROGRESS」から
「DISCONTINUED」への，あるいは「COMPLETED」への変更。 

－ 状態が「IN PROGRESS」あるいは「DISCONTINUED」へ，あるいは「COMPLETED」へ設定
された後に，ＳＣＰが強制することがある属性。 

－ どれくらいの時間にわたって，汎用実施済手続きステップＳＯＰインスタンスはＳＣＰの上に
存続するだろうか。 
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付属書Ｇ（規格） 結果管理サービスクラス 

Ｇ．１ 概要 

Ｇ．１．１ 適用範囲 

結果管理サービスクラスは，結果および関連する診断解釈の作成と追跡を容易にする応用レベルのサ

ービスのクラスを定義する。 

他のサービスクラス（例えば保存，問合せ／取得）は，結果情報のいくつかを（複合ＩＯＤメタファ

ーの使用を通して）部分的に明記するけれども，そのようなサービスクラスの主な焦点は画像であり，

結果ではない。このサービスクラスは結果情報，そして検査を構成する収集画像に関係する方法に焦

点を置くという点で，このサービスクラスはそのような画像起源のサービスクラスと区別することが

できる。画像起源のサービスクラスとこのサービスクラスの間にはほとんど機能の重複がない，そし

て多くの実装が，応用機能性の一そろいを提供するためにこのサービスクラスおよび一つ以上の画像

起源サービスクラスの両方をサポートする可能性がある。 

結果管理サービスクラスの目標は，一つ以上の検査に対する結果の記録（口述），転写，承認および

補正に関連する情報へのアクセスを必要とする応用エンティティをサポートすることである。請求書

作成および保険のような応用は，このサービスクラスの範囲外である。 

Ｇ．１．２ 結果管理機能モデル 

結果管理機能モデルは図Ｇ．１－１の中で描写される。このモデルは，このサービスクラスによって

使用される結果管理応用の機能的な考え方を主に描写する。モデルは，プロセス（円）およびデータ

の流れ（矢印）で構成される。簡単のために，最も基本的なデータの流れのみが示される，そして発

生することがある付加のデータの流れは図の中に表現されていない。 



  PS 3.4-2001 翻訳原稿 

   2002/09/06 151

 

結果を作

成する 

.1 

結果／修正を

記録する 

.2

結果／修正 

を筆写する 

.3 

結果／修正 

を承認する 

.4

口述 

保存 

作成され

た結果 

記録された

結果／修正

筆写された

結果／修正

録音された

結果／修正 

読影され

た検査
関係する 

検査および

結果 

承認された

結果／修正 

関係する 

検査および 

結果 

検査を

読影する
結果 

オーダー 

録音された

結果／修正

 

図Ｇ．１－１ 結果管理機能モデル 

Ｇ．１．２．１ 結果を作成する 

このプロセスは（検査の完了によって引き起こされて）結果に対するオーダーを取得する，そして結

果を管理するために必要な情報を作成する。作成される結果に関連する情報の例は，結果識別である。 

Ｇ．１．２．２ 結果を記録する 

このプロセスの中で，医師は，読影された検査に対する結果（診断レポート）を記録する（書取らせ

る）ために，読影された検査および（以前の患者来院からの）関係する検査および結果とともに，作

成された結果情報を使用する。このプロセスからの出力は，口述保存に送られる音声結果（口述され

た報告）である。記録された結果は，同様に出力される。記録された結果と関連する情報の例は，記

録日付および時間そして記録者である。 

Ｇ．１．２．３ 結果を筆写する 

音声と記録された結果情報は，結果を文書形式に筆写するためにこのプロセスによって使用される。

筆写された結果に関連する情報の例は，筆写日付および時刻および筆記者である。 

Ｇ．１．２．４ 結果を承認する 

このプロセスにおいて，筆写結果は正確のために再検討される（読影される検査および関係する検査

および結果とともに）。承認された結果と関連する情報の例は，承認日付および時刻および承認者で

ある。一人以上の人が，結果を承認することがあることに注意する。 
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Ｇ．１．２．５ 修正を記録する 

承認された結果は，このプロセスで修正される。修正を記録する場合に最初の結果を記録する場合と

同様の活動があるので，これらの二つのプロセスは図Ｇ．１－１の中で一つのプロセスとして表現さ

れる。修正の記録と関連する情報の例は記録された日付および時刻および記録者である。 

Ｇ．１．２．６ 修正を筆写する 

結果修正はこのプロセスの中で筆写される。修正を筆写する場合に最初の結果を筆写する場合と同じ

活動があるので，これらの二つのプロセスは図Ｇ．１－１の中で一つのプロセスとして表現される。

筆写された修正と関連する情報の例は，筆写日付および時刻および筆記者である。 

Ｇ．１．２．７ 修正を承認する 

修正された結果は，このプロセスで承認される。修正を承認する場合に最初の結果を承認する場合と

同じ活動があるので，これらの二つのプロセスは図Ｇ．１－１の中で一つのプロセスとして表現され

る。承認修正と関連のある情報は，承認日付および時刻および承認者である。一人以上の人が修正報

告（最初の解釈）を承認することがあることに注意する。 

Ｇ．１．３ 結果管理情報モデル 

結果管理情報モデルは，結果管理機能モデルがその上に実行するデータの考え方である。したがって

図Ｇ．１－１の中の多くのデータ流れは結果管理情報モデルの中で明記される。 

データはＰＳ３．３の中で定義される情報オブジェクト定義（ＩＯＤ）の使用を通してモデル化され

る。結果および解釈ＩＯＤの二つのＩＯＤは，このサービスクラスによって使用される。結果ＩＯＤ

は，結果（結果識別子のような）についてのマクロ情報を明記する，そして解釈ＩＯＤは特定の解釈

（報告または修正）に関係している情報を明記する。図Ｇ．１－１の中で使用される情報の大部分は，

解釈ＩＯＤの中で明記される。結果および解釈ＩＯＤの詳細情報についてはＰＳ３．３を参照にこと。 

Ｇ．１．４ 結果管理状態 

結果管理情報モデルと密接に関連して，結果およびそれに関連した解釈の主な状態がある。表Ｇ．１

－１は有効な結果管理状態を記述する。結果および解釈ＩＯＤ間の情報の区分の理由から，状態情報

は解釈ＩＯＤによって主に明記される。 

表Ｇ．１－１ 結果管理状態 

状態 指定するＩＯＤ 記述 
作成された 結果 結果を作成する過程の完了の出力 
記録された 解釈 解釈が記録された 
筆写された 解釈 解釈が筆写された 
承認された 解釈 解釈が承認された 

 

表Ｇ．１－２は結果についての有効な状態遷移を定義する。上で定義された状態の各々に対して，機

能モデルに関係するイベントの発生からの結果である有効な状態が明記される。これらの状態遷移は，

結果および解釈管理ＳＯＰクラスの両方によって管理される。 



  PS 3.4-2001 翻訳原稿 

   2002/09/06 153

表Ｇ．１－２ 結果管理状態遷移図 

  状 態  
イベント 作成された 記録された 筆写された 承認された 

報告または修正が記録された 記録された    
報告または修正が筆写された 筆写された 筆写された   
報告または修正が承認された 承認された 承認された 承認された  

 

Ｇ．２ 適合性概要 

このサービスクラス定義によって取り組まれる応用レベルサービスは，三つの別個のＳＯＰクラスを

経由して明記される： 

ａ）分離結果管理ＳＯＰクラス 

ｂ）分離解釈管理ＳＯＰクラス 

ｃ）分離結果管理メタＳＯＰクラス 

各ＳＯＰクラスは，結果ＩＯＤまたは解釈ＩＯＤのサブセットに操作する，そして属性，操作，通知，

およびＳＯＰクラスに適用可能な挙動を明記する。適合性必要条件は，サービスクラス提供者（ＳＣ

Ｐ）とサービスクラス利用者（ＳＣＵ）の観点から表現される。 

各ＳＯＰクラスは，結果ＩＯＤまたは解釈ＩＯＤのサブセットに操作する，そして属性，操作，通知，

およびＳＯＰクラスに適用可能な挙動を明記する。応用エンティティの適合性は，結果および解釈管

理ＳＯＰおよびメタＳＯＰクラスの一つ以上を選択することによって定義される。各ＳＯＰクラスに

対して，適合性必要条件は，サービスクラス提供者（ＳＣＰ）とサービスクラス利用者（ＳＣＵ）の

観点から明記される。 

Ｇ．２．１ アソシエーション折衝 

アソシエーションの確立は，同位のＤＩＣＯＭ ＡＥ間の通信の任意のインスタンスの最初の段階であ
る。ＰＳ３．７の中で明記されるアソシエーション折衝手続きは，サポートされるＳＯＰクラスまた

はメタＳＯＰクラスの折衝のために使用される。 

ＳＣＰ／ＳＣＵ役割選択折衝に対するサポートは，必須である。ＳＯＰクラス拡張折衝はサポートさ

れない。 

注： イベント通知は，複数アソシエーションを横切って論理的に拡張するプロセスである。ＳＣＰの実装は，
イベント通知がそれに対して送られるべきＳＣＵのローカルテーブルをサポートする。 

Ｇ．３ 分離結果管理ＳＯＰクラス 

分離結果管理ＳＯＰクラスは，実世界の結果とその状態の変化の通知についての情報の転送を必要と

するこれらの応用エンティティのために意図される。ＳＯＰクラスは，どちらの応用エンティティも

他方に直接に影響を及ぼすことができないとの理由から，「分離」と呼ばれる。応用エンティティは，

情報に対して通知または要求に基づくいくつかの行動をとることを選択することがあるが，しかしそ

のように行うことを必要とはされない。 

注： １．たとえば，一つの構成の中で，ＲＩＳは結果に関係するデータを維持することに責任があることがあ
る。ＰＡＣＳ観察ワークステーションは，観察される検査のために結果を表示することを必要とされる。

ＰＡＣＳは結果を検査にリンクするために，結果が登録されたときはいつでも，ＰＡＣＳは通知を受ける
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ことがある。そのような構成の中で，ＲＩＳはＳＣＰである，そしてＰＡＣＳはＳＣＵである。ＰＡＣＳ

がこの通知を受けるとき，それは結果をその内部のデータベースの内で検査にリンクすることがある，ま

たは行動をとらないことを選択することがある。 

 ２．前の例の中で使用される用語ＲＩＳとＰＡＣＳは，説明の目的に対してのみ提供される。この文書は，
このサービスクラス仕様に適合しているＨＩＳ，ＲＩＳ，ＰＡＣＳまたは収集応用エンティティの目的ま

たは役割を定義しないし，強制もしない。 

Ｇ．３．１ ＤＩＭＳＥサービスグループ 

表Ｇ．３－１は，分離結果管理ＳＯＰクラスの下の結果ＩＯＤへ適用可能なＤＩＭＳＥ－Ｎサービス

を示す。 

ＤＩＭＳＥ－ＮサービスおよびプロトコルはＰＳ３．７の中で定義される。 

表Ｇ．３－１ ＤＩＭＳＥ－Ｎサービスグループ 

ＤＩＭＳＥサービス要素 使用法 ＳＣＵ／ＳＣＰ 
Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴ M/M 
Ｎ－ＧＥＴ U/M 

 

Ｇ．３．２ 操作 

このＳＯＰクラスにＳＣＵとして適合性を主張する応用エンティティは，次の操作を起動することを

許される。ＳＣＰとしてこのＳＯＰクラスへ適合性を主張する応用エンティティは，次の操作を提供

することが可能である。 

Ｇ．３．２．１ 結果情報を得る 

この操作は，分離結果管理ＳＣＰによって分離結果管理ＳＯＰインスタンスとして表現される特定の

実世界の結果についての情報を，ＳＣＵが得ることを可能にする。この操作は，適切な分離結果管理

ＳＯＰインスタンスと共に使用されるＤＩＭＳＥ Ｎ－ＧＥＴサービスを通して起動される。 

Ｇ．３．２．１．１ 結果ＩＯＰサブセット仕様 

このＳＯＰクラスにＳＣＵとして適合性を主張する応用エンティティは，ＳＯＰクラスの操作を経由

してＳＣＵが受け取るＳＣＰによって維持される属性を解釈することを選択することがある。ＳＣＰ

として分離結果管理ＳＯＰクラスに適合性を主張する応用エンティティは，表Ｇ．３－２に明記され

た結果ＩＯＤ属性のサブセットをサポートする。 

表Ｇ．３－２ 分離結果管理ＳＯＰクラスＮ－ＧＥＴ属性 

属性名 タグ 必要条件タイプ（ＳＣＵ／ＳＣＰ） 
特定文字集合 (0008,0005) 3/1C（拡張／置換文字集合が使用される場合は必

要） 
参照検査シーケンス (0008,1110) 3/1 
> 参照ＳＯＰクラスＵＩＤ (0008,1150) 3/1C（シーケンスが存在する場合は必要） 
> 参照ＳＯＰインスタンスＵＩ
Ｄ 

(0008,1155) 3/1C（シーケンスが存在する場合は必要） 

結果ＩＤ (4008,0040) 3/2 
参照解釈シーケンス (4008,0050) 3/2 
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> 参照ＳＯＰクラスＵＩＤ (0008,1150) 3/1C（シーケンスが存在する場合は必要） 
> 参照ＳＯＰインスタンスＵＩ
Ｄ 

(0008,1155) 3/1C（シーケンスが存在する場合は必要） 

印象 (4008,0300) 3/2 
他の全ての属性  3/3 

 

Ｇ．３．２．１．２ サービスクラス利用者 

ＳＣＵは，Ｎ－ＧＥＴ要求プリミティブの中で，属性値が返されるべき分離結果管理ＳＯＰインスタ

ンスのＵＩＤを明記する。ＳＣＵは，節Ｇ．３．２．１．１の中で明記される任意の分離結果管理Ｓ

ＯＰクラス属性に対しても属性値が返されることを要求することを許される。更に，それがサポート

することをＳＣＰが（その適合性宣言の中で）述べる任意選択の結果ＩＯＤ属性に対しても，値が要

求されることがある。 

ＳＣＵは，それにたいする属性値が返されるべき分離結果管理ＳＯＰクラス属性のリストを明記する。

このリストに対する符号化規則は，ＰＳ３．７の中で明記されるＮ－ＧＥＴ要求プリミティブの中で

明記される。 

Ｎ－ＧＥＴ操作において，項目のシーケンス内で定義される属性の値は，ＳＣＵによって要求されな

い，そしてＳＣＰによって返されない。 

ＳＣＵは，ＳＣＰによって提供される全ての要求された属性値を，Ｎ－ＧＥＴ指示プリミティブへの

応答の中で，受けることが可能である。ＳＣＵは，ＳＣＰによって維持されない任意選択の属性に対

する属性値を要求することがある。そのような場合，ＳＣＰがそれらの属性に対して値を返すか否か

にかかわらず，ＳＣＵは正常に機能する。このサービスクラス仕様は，ＳＣＵがこの情報を受信した

結果として何を行うかについて，必要条件を置かない。 

注： 返される属性値に対して使用される文字集合を正確に解釈するために，特定文字集合（0008,0005）に対
する性値が，Ｎ－ＧＥＴ要求プリミティブの中で要求されることが推奨される。 

Ｇ．３．２．１．３ サービスクラス提供者 

この操作は，特定の分離結果管理ＳＯＰインスタンスに対する選択された属性値を，ＳＣＵがＳＣＰ

に要求することを可能にする。この操作は，適切な分離結果管理ＳＯＰインスタンスと共に使用され

るＤＩＭＳＥ Ｎ－ＧＥＴサービスの使用を通して起動される。 

ＳＣＰは，Ｎ－ＧＥＴ応答プリミティブを経由して，関連する要求に適用可能なＮ－ＧＥＴ応答状態

コードを返す。Ｎ－ＧＥＴ応答状態に依存して，ＳＣＰは，Ｎ－ＧＥＴ応答プリミティブを経由して，

ＳＣＰによって維持される全ての要求された属性に対する属性値を返す（表Ｇ．３－２参照）。 

Ｇ．３．２．１．４ 状態コード 

このＳＯＰクラスおよびＤＩＭＳＥサービスに対して特有の状態値が，表Ｇ．３－３の中に示すよう

に定義される。応答状態コードについては，ＰＳ３．７を参照のこと。 

表Ｇ．３－３ 応答状態 

サービス状態 詳細な意味 応答状態コード 
警告 要求された任意選択属性は，サポートされていない  0001 
 



  PS 3.4-2001 翻訳原稿 

   2002/09/06 156

Ｇ．３．３ 通知 

ＳＣＵとしてこのＳＯＰクラスへ適合性を主張する応用エンティティは，次の通知を受信することを

許される。ＳＣＰとしてこのＳＯＰクラスへ適合性を主張する応用エンティティは，次の通知を供給

することが可能である。 

Ｇ．３．３．１ 結果イベント通知を受信する 

この通知は，分離結果管理ＳＯＰインスタンスにおける変化の予期しない通知を，ＳＣＵがＳＣＰか

ら受信することを可能にする。これらの通知は，適切な分離結果管理ＳＯＰインスタンスに関連して

使用されるＤＩＭＳＥ Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴサービスの使用を通して起動される。 

ＳＣＵは，Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴ応答プリミティブを経由して，関連のある要求に適用可能

なＮ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴ応答状態コードを返す。ＳＣＵは何れの通知の中にも含まれる全て

の属性を受諾する。このサービスクラス仕様は，この情報を受信した結果としてＳＣＵが何を行うか

について，必要条件を置かない。 

Ｇ．３．３．２ 結果イベント通知を供給する 

これらの通知は，実世界の結果の状態における変化の予期しない通知を，ＳＣＵがＳＣＰから受信す

ることを可能にする。この通知は，ＳＣＰによって，適切な分離結果管理ＳＯＰインスタンスと共に

使用されるＤＩＭＳＥ Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴの使用を通して起動される。 

ＳＣＰは，Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴ要求プリミティブの中で，イベントが関連する分離結果管

理ＳＯＰインスタンスのＵＩＤおよびイベントタイプＩＤを明記する。ＳＣＰは，表Ｇ．３－４の中

で定義されるイベントに関係する属性を追加して含む。 

注： 通知イベント情報の符号化は，ＰＳ３．７の中で定義される。 

表Ｇ．３－４ 結果通知イベント情報 

イベントタ

イプ名 
イベントタ

イプＩＤ 
属性 タグ 必要条件タイプ 

ＳＣＵ／ＳＣＰ 
結果が作成

された 
１ 特定文字集合 (0008,0005) -/1C（拡張／置換文字集合が使

用される場合，必要） 
  インスタンス作成日 (0008,0012) -/1 
  参照検査シーケンス (0008,1110) -/1 
  > 参照ＳＯＰクラスＵＩＤ (0008,1150) -/1C（シーケンスが存在する場

合は必要） 
  > 参照ＳＯＰインスタンス

ＵＩＤ 
(0008,1155) -/1C（シーケンスが存在する場

合は必要） 
  インスタンス作成時刻 (0008,0013) -/2 
  インスタンス作成者ＵＩＤ (0008,0014) -/2 
  結果ＩＤ (4008,0040) -/2 
  参照解釈シーケンス (4008,0050) -/2 
  > 参照ＳＯＰクラスＵＩＤ (0008,1150) -/1C（シーケンスが存在する場

合は必要） 
  > 参照ＳＯＰインスタンス

ＵＩＤ 
(0008,1155) -/1C（シーケンスが存在する場

合は必要） 
  他の全ての定義された属性  -/3 
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結果が削除

された 
 結果ＩＤ (4008,0040) -/2 

結果が更新

された 
 全ての更新された属性  -/1 

 

Ｇ．３．３．３ 状態コード 

特定の状態コードはない。応答状態コードについてはＰＳ３．７を参照のこと。 

Ｇ．３．４ 分離結果管理ＳＯＰクラスＵＩＤ 

分離結果管理ＳＯＰクラスは，値 “1.2.840.10008.3.1.2.5.1” を持つ分離結果管理ＳＯＰクラスＵＩＤに
よって唯一に識別される。 

Ｇ．３．５ 適合性必要条件 

標準ＳＯＰクラス適合性を分離結果管理ＳＯＰクラスに提供する実装は，次の節の中で記述されるよ

うに適合する，そして次の節の中で記述される情報をその適合性宣言内に含む。 

実装は，このＳＯＰクラスにＳＣＵ，ＳＣＰ，または両方として適合することがある。適合性宣言は

ＰＳ３．２の中で定義される書式である。 

Ｇ．３．５．１ ＳＣＵ適合性 

このＳＯＰクラスにＳＣＵとして適合する実装は，下記に対する適合性必要条件に合致する： 

― それが起動する操作 

― それが受信する通知 

Ｇ．３．５．１．１ 操作 

それに対する属性値が（Ｎ－ＧＥＴサービスを使用して）ＳＣＵによって要求されることがある任意

選択の属性が，ＳＣＵ操作宣言の中で列挙される。ＳＣＵ操作宣言はＰＳ３．２の中で定義されるよ

うに書式化される。 

Ｇ．３．５．１．２ 通知 

それに対する通知がＳＣＵによって要求されることがある全ての標準イベントタイプは，ＳＣＵ通知

宣言の中で列挙される。ＳＣＵ通知宣言は，サポートするイベントタイプの列挙リストを含む： 

［― 結果が作成された］ 

［― 結果が更新された］ 

［― 結果が削除された］ 

Ｇ．３．５．２ ＳＣＰ適合性 

このＳＯＰクラスにＳＣＰとして適合する実装は，下記に対する適合性必要条件に合致する： 

― それが実行する操作 

― それが起動する通知 

Ｇ．３．５．２．１ 操作 

それに対する属性値が（Ｎ－ＧＥＴサービスを使用して）ＳＣＵによって要求されることがある任意
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選択の属性が，ＳＣＰ操作宣言の中で列挙される。ＳＣＰ操作宣言は，ＰＳ３．２の中で定義される

ように書式化される。 

Ｇ．３．５．２．２ 通知 

ＳＣＵへの標準通知の中に含まれることがある任意選択の属性は，ＳＣＰ通知宣言の中で列挙される。

ＳＣＰ通知宣言は，ＰＳ３．２の中で定義されるように書式化される。この宣言に続き，イベントタ

イプおよび任意選択の属性のリストがある。 

Ｇ．４ 分離解釈管理ＳＯＰクラス 

分離解釈管理ＳＯＰクラスは，実世界の解釈についての情報とそれらの状態における変化の通知の転

送を必要とするこれらの応用エンティティのために意図されている。 

注： １．たとえば，一つの構成の中で，ＲＩＳは結果解釈に関係するデータを維持することに対して責任があ
るとする。ＰＡＣＳ観察ワークステーションは，観察する任意の検査に対するすべての承認された解釈を

表示することが必要とされる。ＰＡＣＳに対して解釈を検査にリンクするために，ＰＡＣＳは，解釈が承

認されたときはいつでも通知を受信することがある。そのような構成の中で，ＲＩＳはＳＣＰである，そ

してＰＡＣＳはＳＣＵである。ＰＡＣＳがこの通知を受けるとき，それはその内部データベースを受信解

釈通知で更新することがある，または行動をとらないことを選ぶことがある。 

 ２．前の例の中で使用される語ＲＩＳ，ＰＡＣＳは，説明目的のためにだけ提供される。この文書は，こ
のサービスクラス仕様に適合するＨＩＳ，ＲＩＳ，ＰＡＣＳまたは収集応用エンティティのその目的また

は役割を定義しないし強制もしない。 

Ｇ．４．１ ＤＩＭＳＥサービスグループ 

表Ｇ．４－１の中で示されるＤＩＭＳＥ－Ｎサービスは，分離解釈管理ＳＯＰクラスの下で解釈ＩＯ

Ｄに適用される。 

ＤＩＭＳＥ－ＮサービスおよびプロトコルはＰＳ３．７の中で定義される。 

表Ｇ．４－１ ＤＩＭＳＥ－Ｎサービスグループ 

ＤＩＭＳＥサービス要素 使用法 ＳＣＵ／ＳＣＰ 
Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴ M/M 
Ｎ－ＧＥＴ U/M 
Ｎ－ＳＥＴ U/M 

 

Ｇ．４．２ 操作 

このＳＯＰクラスへの適合性をＳＣＵとして主張する応用エンティティは，次の操作を起動すること

を許されるが，しかし必要とはされない。ＳＣＰとしてこのＳＯＰクラスへの適合性を主張する応用

エンティティは，次の操作を提供することが可能である。 

Ｇ．４．２．１ 解釈情報を取得する 

この操作は，分離解釈管理ＳＣＰによって分離解釈管理ＳＯＰインスタンスとして表現される特定の

実世界解釈についての情報を，ＳＣＵが取得することを可能にする。この操作は適切な分離解釈管理

ＳＯＰインスタンスと共に使用されるＤＩＭＳＥ Ｎ－ＧＥＴサービスを通して起動される。 
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Ｇ．４．２．１．１ 解釈ＩＯＤサブセット仕様 

このＳＯＰクラスへの適合性をＳＣＵとして主張する応用エンティティは，ＳＣＵがＳＯＰクラスの

操作を経由して受信する，ＳＣＰによって維持される属性を解釈することを選択することがある。Ｓ

ＣＰとして分離解釈管理ＳＯＰクラスへの適合性を主張する応用エンティティは，表Ｇ．４－２の中

で明記される患者ＩＯＤ属性のサブセットをサポートする。 

表Ｇ．４－２ 分離解釈管理ＳＯＰクラスＮ－ＧＥＴ属性 

属性名 タグ 必要条件タイプ（ＳＣＵ／ＳＣＰ） 
特定文字集合 (0008,0005) 3/1C（拡張／置換文字集合が使用される場合は必

要） 
参照結果シーケンス (0008,1100) 3/1 
> 参照ＳＯＰクラスＵＩＤ (0008,1150) 3/1C（シーケンスが存在する場合は必要） 
> 参照ＳＯＰインスタンスＵＩ
Ｄ 

(0008,1155) 3/1C（シーケンスが存在する場合は必要） 

解釈テキスト (4008,010B) 3/2 
解釈ＩＤ (4008,0200) 3/2 
解釈タイプＩＤ (4008,0210) 3/2 
解釈状態ＩＤ (4008,0212) 3/2 
他の全ての属性  3/3 
 

Ｇ．４．２．１．２ サービスクラス利用者 

ＳＣＵは，Ｎ－ＧＥＴ要求プリミティブの中で，それに対する属性値が返されるべき分離解釈管理Ｓ

ＯＰインスタンスＵＩＤを明記する。ＳＣＵは，節Ｇ．４．２．１．１の中で明記される何れの分離

解釈管理ＳＯＰクラス属性に対しても，属性値が返されることを要求することを許される。更に，Ｓ

ＣＰがサポートすることをＳＣＰが（その適合性宣言の中で）述べた任意選択の患者ＩＯＤ属性に対

しても，値が要求されることがある。 

ＳＣＵは，それに対して属性値が返されるべき解釈管理ＳＯＰクラス属性のリストを明記する。この

リストに対する符号化規則は，ＰＳ３．７の中で明記されるＮ－ＧＥＴ要求プリミティブの中で明記

される。 

Ｎ－ＧＥＴ操作の中で，項目のシーケンス内で定義される属性の値は，ＳＣＵによって要求されない，

そしてＳＣＰによって返されない。 

ＳＣＵは，ＳＣＰによってＮ－ＧＥＴ指示プリミティブへの応答の中で提供される全ての要求された

属性値を受信することが可能である。ＳＣＵは，ＳＣＰによって維持されていない任意選択の属性に

対する属性値を要求することがある。このような場合，ＳＣＰがこれらの属性に対する値を返すかど

うかにかかわらず，ＳＣＵは正確に機能する。このサービスクラス仕様はこの情報を受信した結果と

して，ＳＣＵが何を行うかについて必要条件を置かない。 

注： 返される属性値に対して使用される文字集合を正確に解釈するために，特定文字集合 (0008,0005) に対す
る属性値が，適当なときにＮ－ＧＥＴ要求プリミティブの中で要求されることが推奨される。 

Ｇ．４．２．１．３ サービスクラス提供者 

この操作は，特定の分離解釈管理ＳＯＰインスタンスに対する選択された属性値を，ＳＣＵがＳＣＰ
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に要求することを可能にする。この操作は，適切な分離解釈管理ＳＯＰインスタンスと共に使用され

るＤＩＭＳＥ Ｎ－ＧＥＴサービスの使用を通して起動される。 

ＳＣＰは，Ｎ－ＧＥＴ応答プリミティブを経由して，関連する要求に適用可能なＮ－ＧＥＴ応答状態

コードを返す。Ｎ－ＧＥＴ応答状態を条件として，ＳＣＰは，Ｎ－ＧＥＴ応答プリミティブを経由し

て，全ての要求された属性に対する，ＳＣＰによって維持される属性値を返す（表Ｇ．４－２）。 

Ｇ．４．２．１．４ 状態コード 

このＳＯＰクラスとＤＩＭＳＥサービスに対する特定の状態値が，表Ｇ．４－３の中で示される。 

応答状態コードについてはＰＳ３．７を参照のこと。 

表Ｇ．４－３ 応答状態 

サービス状態 詳細な意味 応答状態コード 
警告 要求された任意選択属性はサポートされていない  0001 
 

Ｇ．４．２．２ 解釈情報をセットする 

この操作は，分離解釈管理ＳＯＰインスタンスとして分離解釈管理ＳＣＰによって表現される特定の

実世界解釈について情報を，ＳＣＵが提供することを可能にする。この操作は，適切な分離解釈管理

ＳＯＰインスタンスと共に使用されるＤＩＭＳＥ Ｎ－ＳＥＴサービスを通して起動される。 

Ｇ．４．２．２．１ 解釈ＩＯＤサブセット仕様 

このＳＯＰクラスへの適合性をＳＣＵとして主張する応用エンティティは，ＳＣＰによって維持され

る属性のサブセットを修正することを選ぶことがある。ＳＣＰとして分離解釈管理ＳＯＰクラスへの

適合性を主張する応用エンティティは，表Ｇ．４－４の中で明記される解釈ＩＯＤ属性のサブセット

をサポートする。 

表Ｇ．４－４ 分離解釈管理ＳＯＰクラスＮ－ＳＥＴ属性 

属性名 タグ 必要条件タイプ（ＳＣＵ／ＳＣＰ） 
解釈状態ＩＤ (4008,0212 3/1 
 

Ｎ－ＳＥＴを使用して更新される属性値のために使用される文字集合は，ＳＣＰによって使用される

ものとと同一である。 

注： 特定文字集合 (0008,0005 ) に対する属性値が，Ｎ－ＧＥＴ要求プリミティブの中で要求されることが推
奨される。 

Ｇ．４．２．２．２ サービスクラス利用者 

ＳＣＵは，Ｎ－ＳＥＴ要求プリミティブの中で，それに対する属性値が提供される分離解釈管理ＳＯ

ＰインスタンスのＵＩＤを明記する。ＳＣＵは，節Ｇ．４．２．２．１の中で明記される何れの分離

解釈管理ＳＯＰクラス属性に対しても，属性値が更新されることを要求することを許される。 

ＳＣＵは，それに対する属性値が提供されるべき解釈管理ＳＯＰクラス属性のリストを明記する。こ

のリストに対する符号化規則は，ＰＳ３．７の中で明記されるＮ－ＳＥＴ要求プリミティブの中で明

記される。 
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Ｇ．４．２．２．３ サービスクラス提供者 

この操作は，ＳＣＰが特定分離解釈管理ＳＯＰインスタンスに対する選択された属性値を更新するこ

とを，ＳＣＵが要求することを可能にする。この操作は，適切な分離解釈管理ＳＯＰインスタンスと

共に使用されるＤＩＭＳＥ Ｎ－ＳＥＴサービスの使用を通して起動される。 

ＳＣＰは，Ｎ－ＳＥＴ応答プリミティブを経由して，関連する要求に適用可能なＮ－ＳＥＴ応答状態

コードを返す。 

Ｇ．４．２．２．４ 状態コード 

特定の状態コードはない。応答状態コードについてはＰＳ３．７を参照。 

Ｇ．４．３ 通知 

ＳＣＵとしてこのＳＯＰクラスへの適合性を主張する応用エンティティは，次の通知を受け取ること

を許可される。ＳＣＰとしてこのＳＯＰクラスへの適合性を主張する応用エンティティは，次の通知

を供給することが可能である。 

Ｇ．４．３．１ 解釈イベント通知を受信する 

この通知は，分離解釈管理ＳＯＰインスタンスに関連したイベントの予期しない通知を，ＳＣＵがＳ

ＣＰから受信することを可能にする。これらの通知は，適切な分離解釈管理ＳＯＰインスタンスと共

に使用されるＤＩＭＳＥ Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴサービスの使用を通して，ＳＣＰによって起
動される。 

ＳＣＵは，Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴ応答プリミティブを経由して，関連する要求に適用可能な

Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴ応答状態コードを返す。ＳＣＵは，任意の通知の中に含まれる全ての

属性を受諾する。このサービスクラス仕様は，この情報を受信した結果としてＳＣＵが何を行うかに

ついて，必要条件を置かない。 

Ｇ．４．３．２ 解釈状態イベント通知を提供する 

これらの通知は，解釈の状態における変化の予期しない通知を，ＳＣＵがＳＣＰから受信することを

可能にする。この通知は，適切な分離解釈管理ＳＯＰインスタンスと共に使用されるＤＩＭＳＥ Ｎ－
ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴサービスの使用を通して，ＳＣＰによって起動される。 

ＳＣＰは，Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴ要求プリミティブの中で，イベントが関連する分離解釈管

理ＳＯＰインスタンスのＵＩＤおよびイベントタイプＩＤを指定する。ＳＣＰは，表Ｇ．４－５の中

で定義されるイベントに関係する属性を追加して含む。ＳＣＰによって維持されるこれらの属性のみ

が通知の中に含まれることがある。 

注： 通知イベント情報の符号化は，ＰＳ３．７の中で定義される。 

表Ｇ．４－５ 解釈通知イベント情報 

イベントタ

イプ名 
イベントタ

イプＩＤ 
属性 タグ 必要タイプ 

ＳＣＵ／ＳＣＰ 
解釈が作成 １ インスタンス作成日 (0008,0012) -/1 
された  参照結果シーケンス (0008,1100) -/1 
  > 参照ＳＯＰクラスＵＩＤ (0008,1150) -/1C（シーケンスが存在する場

合は必要） 
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  > 参照ＳＯＰインスタンス
ＵＩＤ 

(0008,1155) -/1C（シーケンスが存在する場
合は必要） 

  インスタンス作成時刻 (0008,0013) -/2 
  インスタンス作成者ＵＩＤ (0008,0014) -/2 
  解釈タイプＩＤ (4008,0210) -/2 
  解釈状態ＩＤ (4008,0212) -/2 
  他の全ての定義された属性  -/3 
解釈が記録 ２ 解釈記録日付 (4008,0100) -/1 
された  解釈記録時刻 (4008,0101) -/2 
  解釈記録者 (4008,0102) -/2 
  解釈タイプＩＤ (4008,0210) -/2 
  解釈状態ＩＤ (4008,0212) -/2 
  録音された音声への参照 (4008,0103) -/3 
解釈が筆記 ３ 解釈転写日付 (4008,0108) -/1 
された  解釈作成者 (4008,010C) -/1 
  解釈転写時刻 (4008,0109) -/2 
  解釈タイプＩＤ (4008,0210) -/2 
  解釈状態ＩＤ (4008,0212) -/2 
解釈が承認 ４ 解釈承認者シーケンス (4008,0111)  -/1 
された  > 解釈承認日付 (4008,0112) -/1 
  > 解釈承認時刻 (4008,0113) -/2 
  > 解釈を承認する医師 (4008,0114) -/1 
  解釈診断記述 (4008,0115) -/2 
  解釈診断コードシーケンス (4008,0117)  -/2 
  > コード値 (0008,0100)  -/1C（シーケンスが存在する場

合は必要） 
  > 符号化体系指定子 (0008,0102)  -/1C（シーケンスが存在する場

合は必要） 
  > 符号化体系版 (0008,0103)  -/3 
  > コード意味 (0008,0104)  -/1C（シーケンスが存在する場

合は必要） 
  解釈状態ＩＤ (4008,0212) -/2 
解釈が削除

された 
５    

解釈が更新

された 
６ すべての更新された属性  -/1 

 

Ｇ．４．３．３ 状態コード 

特定の状態コードはない。応答状態コードについてはＰＳ３．７を参照。 

Ｇ．４．４ 分離解釈管理ＳＯＰクラスＵＩＤ 

分離解釈管理ＳＯＰクラスは，値 “1.2.840.10008.3.1.2.6.1” をもつ分離解釈管理ＳＯＰクラスＵＩＤに
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よって唯一に識別される。 

Ｇ．４．５ 適合性必要条件 

標準ＳＯＰクラス適合性を分離解釈管理ＳＯＰクラスに提供する実装は，次の節の中で記述される通

りに適合する，そしてその適合性宣言内に次の節の中で記述される情報を含む。 

実装はこのＳＯＰクラスに，ＳＣＵ，ＳＣＰ，または両方として適合することがある。適合性宣言は

ＰＳ３．２の中で定義される書式である。 

Ｇ．４．５．１ ＳＣＵ適合性 

このＳＯＰクラスにＳＣＵとして適合する実装は，下記に対する適合性必要条件に合致する： 

― それが起動する操作 

― それが受信する通知 

Ｇ．４．５．１．１ 操作 

属性値が（Ｎ－ＧＥＴサービスを使用して）ＳＣＵによって要求されることがある任意選択の属性は，

ＳＣＵ操作宣言の中で列挙される。ＳＣＵ操作宣言は，ＰＳ３．２の中で定義されるように書式化さ

れる。 

属性値が（Ｎ－ＳＥＴサービスを使用する）ＳＣＵによって提供されることがある任意選択の属性が，

ＳＣＵ操作宣言の中で列挙される。ＳＣＵ操作宣言は，ＰＳ３．２の中で定義されるように書式化さ

れる。 

Ｇ．４．５．２．２ 通知 

それに対する通知がＳＣＵによって要求されることがある全ての標準イベントタイプは，ＳＣＵ通知

宣言の中に列挙される。ＳＣＵ通知宣言は，サポートするイベントタイプの列挙リストを含む： 

［― 解釈が作成された；］ 

［― 解釈が記録された；］ 

［― 解釈が筆記された；］ 

［― 解釈が承認された；］ 

［― 解釈が更新された；］ 

［― 解釈が削除された；］ 

Ｇ．４．５．２ ＳＣＰ適合性 

このＳＯＰクラスにＳＣＰとして適合する実装は，下記に対する適合性必要条件に合致する： 

― それが実行する操作 

― それが起動する通知 

Ｇ．４．５．２．１ 操作 

それに対する属性値が（Ｎ－ＧＥＴサービスを使用して）ＳＣＵによって要求されることがある任意

選択の属性が，ＳＣＰ操作宣言の中で列挙される。ＳＣＰ操作宣言は，ＰＳ３．２の中で定義される

ように書式化される。 
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それに対する属性値が（Ｎ－ＳＥＴサービスを使用して）ＳＣＵによって更新されることがある任意

選択の属性が，ＳＣＰ操作宣言の中で列挙される。ＳＣＰ操作宣言は，ＰＳ３．２の中で定義される

ように書式化される。 

Ｇ．４．５．２．２ 通知 

ＳＣＵへの標準通知の中に含まれることがある任意選択属性は，ＳＣＰ通知宣言の中に列挙される。

ＳＣＰ通知宣言は，ＰＳ３．２の中で定義されるように書式化される。この宣言に続き，イベントタ

イプおよび任意選択属性のリストがある。 

Ｇ．５ 分離結果管理メタＳＯＰクラス 

分離結果管理メタＳＯＰクラスは，分離結果管理ＳＯＰクラスおよび分離解釈管理ＳＯＰクラスの連

合を表現する。それは，前述のＳＯＰクラスの両方に適合するそれらの応用エンティティに対して意

図されている。分離結果管理ＳＯＰクラスおよび分離解釈管理ＳＯＰクラスに対して明記される全て

の必要条件は，分離結果管理メタＳＯＰクラスに適合する応用エンティティによって満たされる。分

離結果管理メタＳＯＰクラス必要条件については，節Ｇ．３からＧ．４．５．２．２を参照のこと。 

Ｇ．５．１ 分離結果管理メタＳＯＰクラスＵＩＤ 

分離結果管理メタＳＯＰクラスは，値 “1.2.840.10008.3.1.2.5.4”を持つ分離結果管理メタＳＯＰクラス
ＵＩＤによって唯一に識別される。 

Ｇ．６ 特殊化ＳＯＰクラス適合性 

実装は，特殊化される標準ＳＯＰクラスの機能性の適切なスーパーッセットを提供することによって

特殊化ＳＯＰクラス適合性を提供することがある。この付属書の中で定義されるＳＯＰクラスの一つ

に特殊化ＳＯＰクラス適合性を提供する実装は，次の節の中で記述されるように適合する，そしてそ

の適合性宣言内に次の節の中で記述される情報を含む。 

Ｇ．６．１適合性タイプ 

実装は，標準ＳＯＰクラスの特殊化として，ＳＣＵ，ＳＣＰまたはその両方として，適合することを

許される。適合性タイプ宣言は，ＰＳ３．２の中で定義されるように書式化される。 

Ｇ．６．２ 特殊化ＳＯＰクラス識別 

標準ＳＯＰクラスを特殊化するどの実装も，標準ＳＯＰクラスの異形態サブクラスとして，その特殊

化を定義する。このように，特殊化はそれ自身の固有ＳＯＰクラス識別を持つ。 

適合性宣言は，特殊化ＳＯＰクラスを識別するＳＯＰ名とＳＯＰクラスＵＩＤを宣言している，ＰＳ

３．２の中で定義されるＳＯＰクラス識別宣言を含む。ＳＯＰ名は唯一であることは保証されないが，

ＳＯＰクラスの非公式識別のために提供される。ＳＯＰクラスＵＩＤは，特殊化ＳＯＰクラスを唯一

に識別し，そしてＰＳ３．５の中で明記されるＤＩＣＯＭ ＵＩＤ必要条件に適合する。 

Ｇ．６．３ ＳＣＵ適合性 

特殊化ＳＯＰにクラスにＳＣＵとして適合する実装は，下記に対する適合性必要条件に合致する： 

― それが起動する操作 

― それが受信する通知 
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Ｇ．６．３．１ 操作 

標準ＳＯＰクラスは，追加の標準ＤＩＭＳＥ－Ｎ操作および／または追加の私的属性をサポートする

ことによって特殊化されることがある。ＳＣＵ操作宣言は，これらの特殊化を記述する，そしてＰＳ

３．２の中で定義されるようにフォーマットされる。 

この宣言に続いて，以下のリストがある： 

― 私的属性の追加によって拡張される標準ＳＯＰクラスによってサポートされる標準操作 

― 標準ＳＯＰクラスによってサポートされないしかし特殊化によってサポートされる標準操作
および関連する標準および私的属性。 

各追加操作は，それがサポートする属性のリストと共に列挙される。 

Ｇ．６．３．２ 標準通知 

ＳＣＵによって拡張なしで要求されるどの標準通知も，節Ｇ．３．３．２および節Ｇ．４．３．２の

中で明記されるように列挙される。 

Ｇ．６．３．３ 拡張通知 

標準属性に追加して標準通知の中で受信することがあるどの私的属性も，ＳＣＵ通知宣言の中で列挙

される。 

更に，それに対する通知がＳＣＵによって受信されることがある何れの私的イベントタイプも，ＳＣ

Ｕ通知宣言の中で列挙される。ＳＣＵ通知宣言は，ＰＳ３．２の中で定義されるように書式化される。 

この宣言に続いて，以下のリストがある： 

― 私的属性の追加によって拡張された標準イベントタイプ 

― 拡張されたイベントタイプおよび関連する標準および私的属性。 

Ｇ．６．４ ＳＣＰ適合性 

特殊化ＳＯＰにクラスにＳＣＰとして適合する実装は，下記に対する適合性必要条件に合致する： 

― それが実行する操作 

― それが起動する通知 

Ｇ．６．４．１ 操作 

標準ＳＯＰクラスは，追加の標準ＤＩＭＳＥ－Ｎ操作および／または追加の私的属性をサポートする

ことによって特殊化されることがある。ＳＣＰ操作宣言は，これらの特殊化を記述する，そしてＰＳ

３．２の中で定義されるように書式化される。 

この宣言に続いて，下記のリストがある： 

― 私的属性の追加によって拡張される標準ＳＯＰクラスによってサポートされる標準操作 

― 標準ＳＯＰクラスによってサポートされない，しかし特殊化によってサポートされる標準操作
および関連する標準および私的属性 

各追加操作は，それがサポートする属性のリストと共に列挙される。 
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Ｇ．６．４．２ 通知 

ＳＣＵへの標準通知の中に含まれることがあるどの私的な属性も，ＳＣＰ通知宣言の中で列挙される。 

更に，それに対する通知がＳＣＵに送られることがある何れの私的イベントタイプも，ＳＣＵ通知宣

言の中で列挙される。ＳＣＵ通知宣言はＰＳ３．２の中で定義されるように書式化される。 

この宣言に続いて，下記のリストがある： 

― 私的属性の追加によって拡張される標準イベントタイプ 

― 拡張されるイベントタイプおよび関連した標準および私的属性 
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付属書Ｈ（規格） プリント管理サービスクラス 

Ｈ．１ 概要 

プリント管理サービスクラスは，画像および画像に関連するデータのハードコピー媒体上へのプリン

トを容易にする応用レベルのサービスのクラスを定義する。 

注： ＤＩＣＯＭプリント管理サービスクラスは，標準化されたレイアウト中に医用画像をプリントする汎用の
場合を対象にする。応用は，ＤＩＣＯＭプリント管理の中で使用される画素行列の直接の操作によって，

あるいは一般に入手可能なプロトコルを使用するプリントシステムと通信する（Postscript または PDF 
のような）ページ記述言語で書かれたページ記述を利用することによって，より柔軟なレイアウト，注釈

および書式を得ることができる。これらの他のページ記述言語はＤＩＣＯＭプロトコルを使用して通信さ

れない。そして，それらの使用はＤＩＣＯＭ規格の適用範囲の外である。 

Ｈ．２ プリント管理モデル 

Ｈ．２．１ プリント管理データフローモデル 

Ｈ．２．１．１ グローバルデータフローモデル 

プリント管理データフローモデル（図Ｈ．２－１）は，三つの主要プロセスで構成される： 

― フィルムセッション管理プロセス 

― キュー管理プロセス 

― プリントプロセス 

注： この規格は，フィルムという単語を，異なるタイプのハードコピー媒体についての一般名として使用する
（例えば，写真フィルム，紙）。 

提示

パラメタ

キュー管理

フィルムセッション管理 キュー管理 プリントプロセス

プリント

ジョブ
プリント

ジョブ

フィルム

シートの

集合

画像

 

図Ｈ．２－１ プリント管理データフローモデル 

フィルムセッション管理プロセスは，フィルムセッションをプリントするために必要である全ての情

報を獲得することに対して責任がある。フィルムセッションは，プリント管理応用の核になる作業パ
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ッケージであり，そして一つのホスト（例えば，ワークステーション，診断モダリティ）から発生さ

れる，そして一つのハードコピープリンタ上でプリントされる，利用者が定義する方法（例えば，同

一検査，患者に属している）において関係する一枚以上のフィルムを含む。 

各フィルムは，一枚以上の画像および零以上のフィルムに関係する注釈から構成される。注釈は一行

以上のテキストから構成される。 

各画像は，画素データ，および零以上のオーバレイ面から構成される。利用者は，プリントパラメタ

に値を割り当てることによってフィルムの外観を制御する。 

プリントパラメタは，フィルムセッション，フィルム，画像，および注釈レベルで定義される。パラ

メタレベルは，プリントパラメタの操作の範囲を決定する（例えば，画像レベルのプリントパラメタ

は，対応する画像に対して有効である）。 

フィルムセッション管理プロセスの入力は，次のものである： 

― 画像および画像に関連するデータの集合 

― フィルムの外観を記述する提示データ 

フィルムセッション管理プロセスの出力は，プリントジョブである，そしてそれはフィルムセッショ

ンをプリントするための全ての情報を含んでいる。 

キュー管理プロセスは，種々のプリントジョブを管理する。利用者はキューの中身を操作することが

できる：例えば，プリントジョブを削除する，プリントジョブに優先度をつける。 

プリントプロセスは，プリントジョブの中の情報に基づき，フィルムの集合をプリントする。プリン

トプロセスは，実装に特有なものである，そしてその管理はＤＩＣＯＭ規格の範囲を越える。 

Ｈ．２．１．２ グレースケール変換 

プリント管理サービスクラスは，オリジナル画像をプリント画像に変換するグレースケール変換およ

び空間変換の二つををサポートする。 

空間変換のシーケンス（例えば，拡大および画像と注釈の融合），およびそれらのグレースケール変

換との関係は，実装に特有である，そしてＤＩＣＯＭ規格の範囲を越える。 

グレースケール変換のシーケンスは，異なる変換の非直交性の理由から，一定の画像品質を達成する

ために重要である。図Ｈ．２－２は，グレースケール変換のシーケンスを記述する。 

注： この節は以前にはモダリティＬＵＴおよびＶＯＩ ＬＵＴ変換を詳細に述べていた。参照プ
リントＳＯＰクラスが退役したので，これらの記述はもはやプリント管理サービスクラスに

は適応されない。ＰＳ３．４－１９９８を参照。 

 

画像発生 
モダリティお

よび利用者特

有の変換 

提示ＬＵＴ 

変換 
極性変換

プリントＳＣＵ プリントＳＣＰ

 

図Ｈ．２－２ プリント管理データフローモデル 
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Ｈ．２．１．２．１ モダリティおよび使用者特定変換 

これらの変換の例は，モダリティＬＵＴ，マスクサブトラクション，およびＶＯＩ ＬＵＴである。 

モダリティＬＵＴは製造者依存の画素値をモダリティにとって意味がありそして製造者に依存しない

画素値に変換する。 

ＶＯＩ ＬＵＴは，モダリティ画素値を利用者あるいは応用にとって意味のある画素値に変換する。例
えば，それはＣＴ画像における軟部組織または骨ウィンドウのような，表示のために最適化された画

素値の範囲を選択する。 

Ｈ．２．１．２．２ 極性 

極性は，最小入力画素値が黒として表示されるかあるいは白として表示されるかを指定する。極性 
(2020,0020) が NORMAL である場合は，そのときには入力画素値は光度測定解釈によって明記される
通りに表示されるであろう；極性 (2020,0020) が REVERSEである場合は，そのときは入力画素値は
光度測定解釈によって明記されるのと反対の極性で表示されるであろう。 

極性 (2020,0020) は画像ボックスＩＯＤの属性である。 

Ｈ．２．１．２．３ 提示ＬＵＴ 

提示ＬＵＴ変換は極性画素値を，画像の表示に対して意味のある提示（プレゼンテーション）値（Ｐ

値）に変換する。Ｐ値は人間の人間の知覚応答にほぼ関係している。それらはハードコピーおよびソ

フトコピー表示装置の両方に対して共通入力をもつ一貫した表示を容易にすること，そして特定のク

ラスあるいは表示装置の特性に依存しないことが意図されている。それは特定のモダリティ，応用お

よび利用者の好みに合わせた画像表示を実現するために使用される。 

印刷管理サービスクラスにおいては，提示ＬＵＴは提示ＬＵＴ ＩＯＤの一部である。 

ハードコピー装置は印刷するためにＰ値を光学濃度に変換する。この変換は希望する画像最高濃度お

よび最低濃度に依存する。それはさらに，透過フィルムに対するライトボックス輝度のような予期さ

れた観察条件に依存する。印刷濃度への変換は提示ＬＵＴ ＳＯＰクラスの中で明記される。 

モダリティがその出力としてＰ値を本来指定することを望む場合は，それは提示ＬＵＴのサポートに

ついて折衝することができるが，しかし恒等関数であるＬＵＴを指定することができる。恒等関数は，

それ以上の変換が必要ではないことを表示装置に通知する。 

注： プリンタにおけるこの変換の実行は，この変換が既存の８ビットモダリティの多く上で実行されることに
なっていた場合に，生じる可能性のある正確さ（詳細）の潜在的な損失を防ぐ。 

Ｈ．２．２ プリント管理サービスクラス構造 

プリント管理サービスクラスの構造は，図Ｈ．２－３の中で示される。 

プリント管理ＳＣＵおよびプリント管理ＳＣＰは，同位のＤＩＣＯＭプリント管理応用エンティティ

である。プリント管理ＳＣＰの応用エンティティは，一つ以上のハードコピープリンタに対応する。

ＳＣＰ応用エンティティが複数のプリンタに対応する場合は，ＳＣＰ応用エンティティは，各プリン

トジョブに対して，プリントジョブがプリントされるプリンタを選択する。 
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任意選択ＳＯＰクラス
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ーション

サービス
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図Ｈ．２－３ プリント管理サービスクラス構造 

プリント管理ＳＣＵおよびプリント管理ＳＣＰは，ＯＳＩ上位サービスのアソシエーションサービス

を使用することによってアソシエーションを確立する。アソシエーションの確立の間に，ＤＩＣＯＭ

プリント管理応用エンティティは，サポートするＳＯＰクラスを折衝する。折衝手続きは，節Ｈ．５

の中で定義される。 

図Ｈ．２－４は，一つのホストからの画像および画像関連データを，複数のプリンタでプリントする

ための，二者択一の構成を示す。 

－ 構成１：一つのＳＣＵ応用エンティティがホストに相当する，そして一つのＳＣＰ応用エンテ
ィティが複数のプリンタに相当する。ＳＣＵは，各プリンタのプリントパラメタを，そしてプ

リントジョブのプリント宛先を，制御しない。 

－ 構成２：一つのＳＣＵ応用エンティティがホストに相当する，そして一つのＳＣＰ応用エンテ
ィティが各プリンタに相当する。ＳＣＵは，各プリンタのプリントパラメタを，そしてプリン

トジョブのプリント宛先を，明示的に制御する。各ＳＣＰ応用エンティティは，ＳＣＵ応用エ

ンティティと共に一つのアソシエーションを持つ，そしてその応用エンティティ名称によって

識別される。 
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図Ｈ．２－４ 複数プリンタでプリントするための構成 

Ｈ．２．３ プリント管理ＳＯＰクラス 

プリント管理ＳＣＵは，プリント管理ＳＯＰクラスを，ＤＩＭＳＥサービスの手段によって操作する

ことによって，プリントプロセスを制御する。プリント管理ＳＯＰクラスは，プリント管理ＳＣＰに

よって管理される。 

プリント管理ＳＯＰクラスは，次のように分類される： 

－ 内容に関係するＳＯＰクラス；これらのＳＯＰクラスはフィルムの内容（例えば，画素データ，
テキスト列）の抽象概念である。内容に関係するＳＯＰクラスは，この巻の節Ｈ．４の中で記

述される画像に関係するＳＯＰクラスに相当する。 

― 提示に関係するＳＯＰクラス：これらのＳＯＰクラスは，フィルムの提示（例えば，レイアウ
ト情報）の抽象概念である，そして正規化ＩＯＤおよび正規化ＤＩＭＳＥ－Ｎサービスによっ

て定義される。提示に関係するＳＯＰクラスは，この巻の節Ｈ．４の中で定義される。 

― キューに関係するＳＯＰクラス：これらのＳＯＰクラスは，プリントキューの抽象概念である，
そして正規化ＩＯＤおよび正規化ＤＩＭＳＥ－Ｎサービスによって定義される。キューに関係

するＳＯＰクラスは，この巻の節Ｈ．４の中で定義される。 

― プリンタに関係するＳＯＰクラス：これらのＳＯＰクラスは，プリンタ構成および状態の抽象
概念である，そして正規化ＩＯＤによって定義される。プリンタＳＯＰクラスは，この巻の節

Ｈ．４の中で定義される。 
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Ｈ．２．４ 使用法の仕様 

ＳＯＰクラスの構築用ブロックは，モジュールおよびＤＩＭＳＥサービスである。モジュールは，必

須（Ｍ）または任意選択（Ｕ）である関連する属性を含む。使用法はＳＣＵおよびＳＣＰに対して異

なることがある。使用法は文字の対として指定される：前者はＳＣＵの使用法を示し，後者はＳＣＰ

の使用法を示す。 

ＤＩＭＳＥサービスは，この巻の節５．４の中で明記される通り，必須（Ｍ）または任意選択（Ｕ）

であることがある。 

プリント管理サービスクラスのための属性についての使用法仕様の意味と挙動は次の通りである： 

Ｍ／Ｍ ＳＣＵは，属性のために値を提供する。ＳＣＵが値を供給しない場合は，ＳＣＰは

失敗状態（「見つからない属性」，コード 0120H）を返す。ＳＣＰは，属性の少な
くとも一つの値をサポートする。ＳＣＰが，ＳＣＵによって指定された値をサポー

トしない場合，失敗状態（「無効な属性値」，コード 0106H）を返す。 

－／Ｍ ＳＣＵの属性の使用法は未定義。ＳＣＰは，属性の少なくとも一つの値をサポート

する。 

Ｕ／Ｍ ＳＣＵは，属性のために値を提供することがある。ＳＣＰが，ＳＣＵによって指定

される値をサポートしない場合は，それは，失敗状態（「無効な属性値」，コード 
0106H）または警告状態（属性値範囲外，コード 0116H）の何れかを返す。警告状
態の場合，ＳＣＰは，ＳＣＰ適合性宣言の中で定義されるデフォルト値を適用する。 

Ｕ／Ｕ ＳＣＵは，属性のために値を提供することがある。ＳＣＰが，ＳＣＵによって指定

される値をサポートしないが，しかし属性はサポートする場合は，失敗状態（「無

効な属性値」，コード 0106H），または警告状態（属性値範囲外，コード 0116H）
を返す。警告状態の場合は，ＳＣＰはＳＣＰ適合性宣言の中で定義されるデフォル

ト値を適用する。 

 ＳＣＰが，ＳＣＵによって指定された属性をサポートしない場合，それは，失敗状

態（「そのような属性は無い」，コード 0105H），または警告状態（属性値リスト
エラー，コード 0107H）を返す。警告状態の場合，ＳＣＰの挙動は，ＳＣＰ適合性
宣言の中で定義される。 

使用法タイプ指示が「Ｃ」によって変更される（例えば，ＭＣ／Ｍ）場合は，上に述べた仕様は，指

定された条件が満足される場合は，属性がサポートされるとの必要条件を含むために，修正される。 

Ｈ．２．５ 状態コードの分類 

プリント管理サービスクラスのＳＯＰクラス上で要求される全ての操作に対して，状態コードが返さ

れるであろう。これらの状態コードは成功，警告あるいは失敗分類に分類される。 

注： これらの状態コード分類はＰＳ３．７の中で定義される： 

  成功は，ＳＣＰが要求された操作を要求された通りに実行したことを示す。 

  警告は，ＳＣＰが要求を受け取っており，そしてそれを処理するであろうことを示す。しかしながら，要
求の即時の処理，またはＳＣＵによって指定された方法での処理は，可能ではないことがある。ＳＣＰは，

ＳＣＵによるＤＩＣＯＭインタフェースを横切ったそれ以上の行動なしに，要求を完了することができる

ことを期待する。ＳＣＰの正確な挙動は適合性宣言に記述される。 

  失敗は，ＳＣＰが要求を実行することができないことを示す。要求がＳＣＵによって後刻に繰り返される
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のでなければ，要求は処理されないであろう。ＳＣＰの正確な挙動は適合性宣言の中で記述される。 

Ｈ．３ プリント管理適合性 

Ｈ．３．１ 概要 

プリント管理適合性は，サポートするメタＳＯＰクラス，これは必須機能に相当する，およびサポー

トする任意選択ＳＯＰクラス，これは追加機能に相当する，によって定義される。 

メタＳＯＰクラスは，ＳＯＰクラスの予め定義されたグループに相当する。以下のプリント管理メタ

ＳＯＰクラスインスタンスが定義される： 

― 基本グレースケールプリント管理メタＳＯＰクラス 

― 基本カラープリント管理メタＳＯＰクラス 

― プル保存プリント管理メタＳＯＰクラス 

プリント管理サービスクラスの全てのＳＣＵおよびＳＣＰは，基本プリント管理メタＳＯＰクラスの

少なくとも一つをサポートする。 

加えて，他のメタＳＯＰクラスまたは任意選択ＳＯＰクラスがサポートされることがある。 

メタＳＯＰクラスレベルの折衝は，プリント機能の最小集合を定義するために使用される；ＳＯＰク

ラスレベルの折衝は，追加機能を定義するために使用される。 

複数のメタＳＯＰクラスおよび一つ以上の任意選択ＳＯＰクラスが折衝される場合，ＳＣＰは，全て

のメタＳＯＰクラスと共に，全ての任意選択のＳＯＰクラスをサポートする。 

アソシエーション構成時に，プリント管理ＳＣＵおよびＳＣＰの間の折衝プロセスは，下記に対して

発生する 

― 節Ｈ．３．３．２の中で明記される一以上のメタＳＯＰクラスおよび零以上の任意選択ＳＯＰ
クラス；または 

― 一個以上のプリンタＳＯＰクラス，プリントジョブ，およびプリンタ構成取得ＳＯＰクラス 

注： ＳＣＰがプリントのためのアソシエーションをサポートする，そしてプリンタに関する状態情報を交換す
る唯一の目的のために追加アソシエーションを同様にサポートすることが可能である。 

Ｈ．３．２ プリント管理メタＳＯＰクラス 

Ｈ．３．２．１ 記述 

基本プリント管理メタＳＯＰクラスは，プリント管理サービスクラスの実装がサポートする最小機能

性に相当する。基本プリント管理メタＳＯＰクラスは，下記の必須特徴をサポートする： 

― 事前フォーマット済グレースケール画像または事前フォーマット済カラー画像；事前フォーマ
ット済画像は注釈，グラフィックス，オーバレイが焼き込まれている画像である 

― 事前定義済フィルムレイアウト（画像表示フォーマット） 

― フィルムセッション，フィルムボックスおよび画像ボックスレベルでの基本提示パラメタ 

― 基本装置管理 

節Ｈ．３．３の中で記述される任意選択ＳＯＰクラスは，基本プリント管理メタＳＯＰクラスと共に

使用されることがある。 
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プル保存プリント管理メタＳＯＰクラスは，基本プリント管理メタＳＯＰクラスの拡張である。それ

は下記の必須特徴をサポートする： 

― フィルムボックス（ページ）レベル印刷 

― ハードコピーグレースケール／カラーおよび他の事前フォーマット済画像の印刷 

― 画像はプリントパラメタから分離して送られる。 

― プリントパラメタは保存プリント保存ＳＯＰインスタンスの中に保存される。 

― 保存プリント保存ＳＯＰインスタンスおよび画像ＳＯＰインスタンスは様々な保存ＳＯ
Ｐクラスによってプリンタに送られる。 

下記の特徴は，ＳＣＵおよびＳＣＰに対して任意選択である： 

― フィルムボックス注釈 

― 分離画像オーバレイ 

― 提示ＬＵＴ 

プル保存プリント管理メタＳＯＰクラスの一つの用途は，プリント管理メタＳＯＰクラスの一つで最

初に印刷された画像の追加プリントを作ることである。それは，プリンタに最初に送った情報の全て

を同一プリンタあるいは別のプリンタに送ることを可能にする。二番目のプリンタに関する特定の結

果は，下記を含む多くの要因に依存するだろう： 

― 最初の印刷処理の中で指定されていない属性に対して使用されるプリンタデフォルト 

― 最初のプリンタと後のプリンタの能力における差 

特に後のプリントが異なる型式のプリンタ上で作られる場合，最初のプリントと比較して，後のプリ

ントに違いが恐らくあるだろう。これらの違いの大きさおよび特定臨床環境におけるそれらの許容性

は，ＤＩＣＯＭ規格の範囲外である。 

Ｈ．３．２．２ メタＳＯＰクラス定義 

Ｈ．３．２．２．１ 基本グレースケールプリント管理メタＳＯＰクラス 

メタＳＯＰクラスは，下記のサポートするＳＯＰクラスの集合によって定義される。 

ＳＯＰクラス名 参照 使用法ＳＣＵ／ＳＣＰ 
基本フィルムセッションＳＯＰクラス H.4.1 M/M 
基本フィルムボックスＳＯＰクラス H.4.2 M/M 
基本グレースケール画像ボックスＳＯＰクラス H.4.3.1 M/M 
プリンタＳＯＰクラス H.4.6 M/M 

 

注： 画像画素データは，基本グレースケール画像ボックスＳＯＰクラスの一部である。 

使用法ＳＣＵ／ＳＣＰの意味は，節Ｈ．２．４の中で記述される。 

基本グレースケールプリント管理メタＳＯＰクラスＵＩＤは，値 “1.2.840.10008.5.1.1.9” を持つ。 

Ｈ．３．２．２．２ 基本カラープリント管理メタＳＯＰクラス 

メタＳＯＰクラスは，下記のサポートするＳＯＰクラスの集合によって定義される。 
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ＳＯＰクラス名 参照 使用法ＳＣＵ／ＳＣＰ 
基本フィルムセッションＳＯＰクラス H.4.1 M/M 
基本フィルムボックスＳＯＰクラス H.4.2 M/M 
基本カラー画像ボックスＳＯＰクラス H.4.3.2 M/M 
プリンタＳＯＰクラス H.4.6 M/M 

 

注： 画像画素データは，基本カラー画像ボックスＳＯＰクラスの一部である。 

使用法ＳＣＵ／ＳＣＰの意味は，節Ｈ．２．４の中で記述される。 

基本カラープリント管理メタＳＯＰクラスＵＩＤは，値 “1.2.840.10008.5.1.1.18”を持つ。 

Ｈ．３．２．２．３ 参照グレースケールプリント管理メタＳＯＰクラス（退役） 

この節は以前にＤＩＣＯＭ規格において定義された。それはここで退役した。ＰＳ３．４－１９９８

を参照。 

Ｈ．３．２．２．４ 参照カラープリント管理メタＳＯＰクラス（退役） 

この節はＤＩＣＯＭにおいて以前に定義されていた。それは現在退役している。ＰＳ３．４－１９９

８を参照。 

Ｈ．３．２．２．５ プル保存プリント管理メタＳＯＰクラス 

メタＳＯＰクラスは，下記のサポートするＳＯＰクラスの集合によって定義される。 

ＳＯＰクラス名 参照 使用法ＳＣＵ／ＳＣＰ 
プルプリント依頼ＳＯＰクラス H.4.9 M/M 
プリンタＳＯＰクラス H.4.6 M/M 

 

ＳＣＰは，ハードコピーグレースケール画像保存ＳＯＰクラスまたはハードコピーカラー画像保存Ｓ

ＯＰクラスを，ＳＣＵとして同様にサポートする。それらはこれらのＳＯＰクラスの両方をサポート

することがある。 

ＳＣＰは他の画像保存ＳＯＰクラスを同様にサポートすることがある。 

注： 保存プリントＩＯＤによって参照される他の画像保存ＳＯＰクラスは事前フォーマット済画像を記述す
る。ＰＳ３．３参照。 

ＳＣＰは，検査ルート問い合せ／取得情報モデル―ＭＯＶＥ ＳＯＰクラスを，ＳＣＵとして同様にサ
ポートする。 

プル保存プリント管理メタＳＯＰクラスＵＩＤは値 “1.2.840.10008.5.1.1.32” を持つ。 

Ｈ．３．３ 任意選択ＳＯＰクラス 

Ｈ．３．３．１ 記述 

任意選択ＳＯＰクラスは，プリント管理メタＳＯＰクラスの機能性を越えた機能性に取り組む。一つ

以上の任意選択ＳＯＰクラスが，プリント管理メタＳＯＰクラスに加えて使用されることがある。 

以下の機能は，任意選択ＳＯＰクラスによってサポートされる： 

― 注釈（一枚のフィルムに結合したテキスト） 
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― プリントセッションの印刷の追跡 

― オーバレイ（画像に結合したテキストまたはグラフィックス） 

― プリンタ構成情報の取得 

― 提示ＬＵＴ 

これらの任意選択ＳＯＰクラスの使用は，画像と共にまたは画像の上にプリントすべき情報を，画像

画素の中に情報を焼き込まずに，ＳＣＵが提供することを可能にする。これらの任意選択ＳＯＰクラ

スがＳＣＵおよびＳＣＰの両方によってサポートされない場合は，そのときにはそれらがＳＣＰに送

られる前に画像画素に焼き込まれた情報のみがプリントされるであろう。任意選択ＳＯＰクラスがサ

ポートされない場合は，ＳＣＵは期待されるテキストまたはグラフィックスの全てを画像画素の中に

焼き込むことに責任がある。 

Ｈ．３．３．２ 任意選択ＳＯＰクラスのリスト 

下記の任意選択ＳＯＰクラスは，節Ｈ．３．２．２の中で指定される基本プリント管理メタＳＯＰク

ラスと共に使用されることがある。 

ＳＯＰクラス名 参照 使用法ＳＣＵ／ＳＣＰ 
基本注釈ボックスＳＯＰクラス H.4.4 U/U 
プリントジョブＳＯＰクラス H.4.5 U/U 
   
基本プリント画像オーバレイボックスＳＯＰクラ

ス 
H.4.12 U/U 

提示ＬＵＴ ＳＯＰクラス H.4.9 U/U 
プリント構成取得ＳＯＰクラス H.4.11 U/U 

 

注： 提示ＬＵＴ ＳＯＰクラスの折衝は，ＳＣＰの中のいかなる挙動も意味しない。提示ＬＵＴ ＳＯＰクラス
が，フィルムセッション，フィルムボックス，あるいは画像ボックスレベルの何れかで作成され，そして

参照される場合，挙動は明示的である。 

下記の任意選択ＳＯＰクラスは，節Ｈ．３．２．２の中で指定されるプル保存プリント管理メタＳＯ

Ｐクラスと共に使用されることがある。 

ＳＯＰクラス名 参照 使用法ＳＣＵ／ＳＣＰ 
プリントジョブＳＯＰクラス H.4.5 U/U 
提示ＬＵＴ ＳＯＰクラス H.4.9 U/U 
プリント構成取得ＳＯＰクラス H.4.11 U/U 

 

注： 提示ＬＵＴ ＳＯＰクラスの折衝は，ＳＣＰの中のいかなる挙動も意味しない。提示ＬＵＴ ＳＯＰクラス
が，フィルムセッション，フィルムボックス，あるいは画像ボックスレベルの何れかで作成され，そして

参照される場合，挙動は明示的である。 

Ｈ．３．４ 適合性宣言 

これらのＳＯＰクラスの実装適合性宣言は，ＰＳ３．２に従う。 

ＳＣＵ適合性宣言は，次の項目を明記する： 
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― 同時にサポートするアソシエーションの最大数 

― サポートするＳＯＰクラスおよびメタＳＯＰクラスのリスト 

― サポートするＳＯＰクラスおよびメタＳＯＰクラスのそれぞれに対して 

― サポートする任意選択ＳＯＰクラス属性およびＤＩＭＳＥサービス要素のリスト 

― 各々のサポートする属性（必須および任意選択属性）に対して，値の有効範囲 

ＳＣＰ適合性宣言は，次の項目を明記する： 

― 同時にサポートするアソシエーションの最大数 

― サポートするＳＯＰクラスおよびメタＳＯＰクラスのリスト 

― サポートするフィルムサイズごとに，プリント可能画素マトリックスの最小および最大数 

― サポートするＳＯＰクラスの各々に対して： 

― サポートする任意選択ＳＯＰクラス属性およびＤＩＭＳＥサービス要素のリスト 

― それぞれのサポートする属性（必須および任意選択属性）に対して： 

― 値の有効範囲 

― 値がＳＣＵによって供給されない場合のデフォルト値 

― ＳＣＵが範囲外の値を供給する場合の状態コード（失敗または警告） 

― サポートするＤＩＭＳＥサービスの各々に対して，全ての特定状態コードに対するＳＣＰの挙
動 

― 各々のサポートされる特注画像表示フォーマット (2010,0010) の記述，例えば，構成する画像
ボックスそれぞれの位置および寸法，画像位置の番号付け体系 

― 各々のサポートされる注釈表示フォーマットＩＤ (2010,0030) の記述，例えば，注釈ボックス
の位置および寸法，フォント，文字の数 

― 各々のサポートされる構成表の記述（例えば，識別，内容） 

― ＳＣＰがフィルムセッションＳＯＰクラスに対するＮ－ＡＣＴＩＯＮをサポートする場合は，
そのときにはＳＣＰは丁合するフィルムの最大数を指定する。 

― カラー画像を印刷するグレースケールプリンタの場合，カラー画像印刷の挙動 

― プルプリント依頼メタＳＯＰクラスＳＣＰに対して，画像オーバレイ，注釈，および提示ＬＵ
Ｔ任意選択が保存プリント保存ＳＯＰクラスの中に含まれる場合の挙動 

― 刈り込みをサポートする場合は，行および列を画像から取り除くアルゴリズム 

Ｈ．４ プリント管理ＳＯＰクラス定義 

Ｈ．４．１ 基本フィルムセッションＳＯＰクラス 

Ｈ．４．１．１ ＩＯＤ記述 

基本フィルムセッションＩＯＤは，フィルムセッションのフィルムの全てに対して共通である提示パ

ラメタを記述する（例えば，フィルムの枚数，フィルム宛先）。 
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基本フィルムセッションＳＯＰインスタンスは，一以上の基本フィルムボックスＳＯＰインスタンス

を参照する。 

Ｈ．４．１．２ ＤＩＭＳＥサービス記述 

ＩＯＤに適用可能なＤＩＭＳＥサービスは，表Ｈ．４－１の中で示される。 

表Ｈ．４－１ ＤＩＭＳＥサービスグループ 

ＤＩＭＳＥサービス要素 使用法ＳＣＵ／ＳＣＰ 
Ｎ－ＣＲＥＡＴＥ M/M 
Ｎ－ＳＥＴ U/M 
Ｎ－ＤＥＬＥＴＥ U/M 
Ｎ－ＡＣＴＩＯＮ U/U 

 

使用法ＳＣＵ／ＳＣＰの意味は，節Ｈ．２．４の中で定義される。 

この節は，このＩＯＤに対して特有であるＤＩＭＳＥサービスの挙動を記述する。ＤＩＭＳＥサービ

スの一般的挙動はＰＳ３．７の中で明記される。 

Ｈ．４．１．２．１ Ｎ－ＣＲＥＡＴＥ 

Ｎ－ＣＲＥＡＴＥは，基本フィルムセッションＳＯＰクラスのインスタンスを作成するために使用さ

れる。 

Ｈ．４．１．２．１．１ 属性 

Ｎ－ＣＲＥＡＴＥの属性リストは，表Ｈ．４－２の中で示される。 

表Ｈ．４－２ Ｎ－ＣＲＥＡＴＥ属性リスト 

属性名 タグ 使用法ＳＣＵ／ＳＣＰ 
コピーの数 (2000,0010) U/M 
プリント優先度 (2000,0020) U/M 
媒体タイプ (2000,0030) U/M 
フィルム出力先 (2000,0040) U/M 
フィルムセッションラベル (2000,0050) U/U 
メモリ割当て (2000,0060) U/U 
所有者ＩＤ (2100,0160) U/U 
提案済検査シーケンス (2130,00A0) U/U 
> 患者の名前 (0010,0010) U/U 
> 患者ＩＤ (0010,0020) U/U 
> 患者の誕生日 (0010,0030) U/U 
> 患者の性別 (0010,0040) U/U 
> 患者の誕生時刻 (0010,0032) U/U 
> 他の患者ＩＤ (0010,1000) U/U 
> 患者の他の名前 (0010,1001) U/U 
> 民族グループ (0010,2160) U/U 
> 患者コメント (0010,4000) U/U 
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> 検査インスタンスＵＩＤ (0020,000D) U/U 
> 検査日付 (0008,0020) U/U 
> 検査時刻 (0008,0030) U/U 
> 照会医師の名前 (0008,0090) U/U 
> 検査ＩＤ (0020,0010) U/U 
> 受付番号 (0008,0050) U/U 
> 検査記述 (0008,1030) U/U 
> 検査読影医師の名前 (0008,1060) U/U 
> 受診時診断記述 (0008,1080) U/U 
> 患者の年齢 (0010,1010) U/U 
> 患者の身長 (0010,1020) U/U 
> 患者の体重 (0010,1030) U/U 
> 職業 (0010,2180) U/U 
> 患者の追加病歴 (0010,21B0) U/U 
> シリーズ番号 (0020,0011) U/U 
 

注： １．メモリ割当て属性は，デッドロック状況を防ぐためにプリントジョブの中に，“コピー済み”フィル
ムセッション階層構造の外に，“作業中”フィルムセッション階層構造を蓄積するために充分なメモリを，

ＳＣＵが確保することを可能にする。 

  ２．所有者ＩＤ (2100,0160) は基本フィルムセッションでは使用者オプションである。しかしながら，プ
リントキュー管理サービスクラスを同様に実装するＳＣＵは，プリントキューの中のプリントジョブを成

功裏に消去する，または優先度を再設定するために，所有者ＩＤを供給することを必要とされる。 

  ３．提案検査シーケンス (2130,0040) は，このフィルムセッションを保存するために生成される保存プリ
ント保存およびハードコピー画像ＳＯＰインスタンスを識別するために使用されることがある 

  ４．ＰＳ３．３の中で明記された必要条件を満足するために，保存プリント保存ＳＯＰインスタンスの検
査インスタンスＵＩＤは，提案検査シーケンス (2130,0040) の中の検査インスタンスＵＩＤと同一でなけ
ればならない。新しいシリーズインスタンスおよび画像インスタンスＵＩＤは，保存プリント保存ＳＯＰ

インスタンスを作成した装置によって供給されるであろう。 

使用法ＳＣＵ／ＳＣＰの意味は，節Ｈ．２．４の中で記述される。 

フィルムセッション内で，確保されたメモリは，ＳＯＰインスタンスが生成される時に消費される，

そしてＳＯＰインスタンスが削除される時に再利用のために解放される。確保されたメモリの全ては，

アソシエーションの終了，またはフィルムセッションＳＯＰインスタンスの削除に従い解放される。 

Ｈ．４．１．２．１．２ 状態 

このＳＯＰクラスに対して特有である状態値は，次のように定義される： 

状態 意味 コード 
成功 フィルムセッションが成功して作成された 0000 
警告 メモリ割当てはサポートされない B600 
 

注： 状態コード “0106H” （無効な属性値）は，要求されたメモリ割当てが提供されることができないことを
示す；状態コード “0213H” （資源限界）は，要求された割当てが一時的に提供できないことを示す。 
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Ｈ．４．１．２．１．３ 挙動 

ＳＣＵは，基本フィルムセッションＳＯＰインスタンスを作成することをＳＣＰに要求するために，

Ｎ－ＣＲＥＡＴＥを使用する。ＳＣＵは，節Ｈ．２．４の中で明記されるように，ＳＯＰクラスの属

性を初期化する。 

ＳＣＰは，ＳＯＰインスタンスを作成する，そして節Ｈ．２．４の中で明記されるようにＳＯＰクラ

スの属性を初期化する。 

ＳＣＰは，要求されたＳＯＰインスタンス作成の状態コードを返す。成功，警告，および失敗状態コ

ードの意味は節Ｈ．２．５の中で定義される。 

基本フィルムセッションＳＯＰインスタンスは，フィルムボックスＳＯＰインスタンスが作成される

前に作成される。 

如何なる時も，ＳＣＵ／ＳＣＰは，一つの基本フィルムセッションＳＯＰインスタンスのみをアソシ

エーション上にサポートする。 

注： 複数フィルムセッションは，複数アソシエーションを確立することによって取り扱われることがある。 

Ｈ．４．１．２．２ Ｎ－ＳＥＴ 

Ｎ－ＳＥＴは，基本フィルムセッションＳＯＰクラスのインスタンスを更新するために使用されるこ

とがある。 

Ｈ．４．１．２．２．１ 属性 

表Ｈ．４－２の中の全ての属性および使用法は，Ｎ－ＳＥＴに適用される。 

Ｈ．４．１．２．２．２ 状態 

このＳＯＰクラスに対して特有である状態値は，節Ｈ．４．１．２．１．２の中で明記される。 

Ｈ．４．１．２．２．３ 挙動 

ＳＣＵは，基本フィルムセッションＳＯＰインスタンスを更新することＳＣＰに要求するために，Ｎ

－ＳＥＴを使用する。ＳＣＵは，更新されるべきＳＯＰインスタンスＵＩＤを指定する，そしてそれ

に対する属性値が設定されるべき属性のリストを指定する。 

ＳＣＰは，指定されたＳＯＰインスタンスの指定された属性に対して新しい値を設定する。 

ＳＣＰは，要求されたＳＯＰインスタンス更新の状態コードを返す。成功，警告，および失敗状態コ

ードの意味は，節Ｈ．２．５の中で定義される。 

Ｈ．４．１．２．３ Ｎ－ＤＥＬＥＴＥ 

Ｎ－ＤＥＬＥＴＥは，基本フィルムセッションＳＯＰインスタンス階層構造の全部を削除するために

使用される。その結果，フィルムセッション内の画像ＳＯＰインスタンスへの全ての参照は削除され

る。 

基本フィルムセッションＳＯＰインスタンス階層構造は，一つの基本フィルムセッションＳＯＰイン

スタンス，一以上の基本フィルムボックスＳＯＰインスタンス，一以上の画像ボックスＳＯＰインス

タンス，零以上の基本注釈ボックスＳＯＰインスタンス，零以上の提示ＬＵＴ ＳＯＰインスタンス，
および零以上の基本プリント画像オーバレイボックスＳＯＰインスタンスで構成されている。 

注： 基本フィルムセッションＳＯＰインスタンス階層構造は，ルートとしての基本フィルムセッションＳＯＰ
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インスタンス，および葉としての画像ボックスＳＯＰインスタンスを持つ逆ツリーとして可視化すること

ができる。 

Ｈ．４．１．２．３．１ 状態 

特有の状態コードはない。 

Ｈ．４．１．２．３．２ 挙動 

ＳＣＵは，基本フィルムセッションＳＯＰインスタンス階層構造を削除することをＳＣＰに要求する

ために，Ｎ－ＤＥＬＥＴＥを使用する。ＳＣＵは，基本フィルムセッション（ルート）のＳＯＰイン

スタンスＵＩＤを指定する。 

ＳＣＰは，指定されたＳＯＰインスタンス階層構造を削除する。 

ＳＣＰは，これらのＳＯＰインスタンスへの未解決の参照があるかぎり，階層構造の中のＳＯＰイン

スタンスを削除しない。 

注： ＳＣＰが，未解決のＳＯＰインスタンスを何時実際に削除するかを指定することは，規格の範囲外である。
節Ｈ．４．３．３．２．１．３の注を参照。 

ＳＣＰは，要求されたＳＯＰインスタンス削除の状態コードを返す。成功，警告，失敗状態コードは，

節Ｈ．２．５の中で定義される。 

Ｈ．４．１．２．４ Ｎ－ＡＣＴＩＯＮ 

Ｎ－ＡＣＴＩＯＮは，フィルムセッションをプリントするために使用される；すなわち，フィルムセ

ッションに属する全てのフィルムをプリントするために使用される。 

フィルムセッションの複数コピーが要求された場合，ＳＣＰはコピーを丁合する。これは，４枚のフ

ィルムの２枚のコピーが指定された場合は，プリントするシーケンスは，１２３４１２３４であるこ

とを意味する。 

Ｈ．４．１．２．４．１ 属性 

Ｎ－ＡＣＴＩＯＮの引数は，表Ｈ．４－３の中で定義される。 

実行応答引数はＤＩＣＯＭデータ集合として符号化される。データ集合は，参照ＳＯＰクラスＵＩＤ 
(0008,1150) と参照ＳＯＰインスタンスＵＩＤ (0008,1155) を含む属性参照プリントジョブシーケンス 
(2100,0500) のみを含む。 

ＳＣＰがプリントジョブＳＯＰクラスまたはプリントキュー管理をサポートする場合は，実行応答引

数はＮ－ＡＣＴＩＯＮ応答の中に含まれる。そうでなければ，実行応答はＮ－ＡＣＴＩＯＮ応答の中

に含まれない。 

表Ｈ．４－３ Ｎ－ＡＣＴＩＯＮ引数 

実行タイプ

名 
実行タイプ

ＩＤ 
属性 タグ 使用方法ＳＣＵ／ＳＣＰ 

プリント １ 参照プリントジ

ョブシーケンス 
(2100,0500) -M/C （プリントジョブＳＯＰクラスが

サポートれる場合は必要） 
  > 参照ＳＯＰク

ラスＵＩＤ 
(0008,1150) -M/C （参照プリントジョブシーケンス

(2100,0500) が存在する場合は必要） 
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  > 参照ＳＯＰイ
ンスタンスＵＩ

Ｄ 

(0008,1155) -M/C （参照プリントジョブシーケンス
(2100,0500) が存在する場合は必要） 

  > プリントジョ
ブＩＤ 

(2100,0010) -M/C （プリントキュー管理ＳＯＰクラ
スがサポートされる場合は必要） 

 

Ｈ．４．１．２．４．２ 状態 

このＳＯＰクラスに対して特有である状態値は，表Ｈ．４－４の中で定義される。 

表Ｈ．４－４ ＳＯＰクラス状態値 

状態 意味 コード 
成功 フィルムセッションに属するフィルムは，プリントのために受諾され

た；サポートされる場合は，プリントジョブＳＯＰインスタンスが作

成される 

0000 

警告 フィルムセッションプリント（丁合）はサポートされない。 B601 
 フィルムセッションＳＯＰインスタンス階層構造は，画像ボックスＳ

ＯＰインスタンスを含まない（空ページ）。 
B602 

 画像サイズが画像ボックスサイズよりも大きい，画像は縮小された。 B604 
 画像サイズが画像ボックスサイズよりも大きい。画像は適合するため

に刈り込まれた。 
B609 

 画像サイズまたは結合プリント画像サイズが画像ボックスサイズよ

りも大きい。画像または結合プリント画像は適合するために縮小され

た。 

B60A 

失敗 フィルムセッションＳＯＰインスタンス階層構造は，フィルムボック

スＳＯＰインスタンスを含まない 
C600 

 プリントジョブＳＯＰインスタンスを作成することができない；プリ

ントキューが一杯である 
C601 

 画像サイズは画像ボックスサイズよりも大きい C603 
 結合プリント画像サイズが画像ボックスサイズよりも大きい。 C613 
 

注： ＤＩＣＯＭ規格の前の版は，C604 の状態コードを定義した。このコードは画像位置衝突の事例のために
明記された。画像位置衝突は可能な状態ではないので，コードは退役した。 

Ｈ．４．１．２．４．３ 挙動 

ＳＣＵは，確認されたフィルムセッションに属するフィルムを全てプリントすることをＳＣＰに要求

するために，Ｎ－ＡＣＴＩＯＮを使用する。 

ＳＣＰは，プリントプロセスを制御するための情報を全て含む「作業中」基本フィルムセッションＳ

ＯＰインスタンス階層構造のコピーを作る。したがって，ＳＣＵは以前のプリント要求の結果に影響

することなしに「作業中」ＳＯＰインスタンス階層構造を更に更新することがある。プリントプロセ

スの実行は，プリントジョブＳＯＰインスタンス（ＳＣＰによってサポートされる場合は）およびプ

リンタＳＯＰクラスによって監視される。 

ＳＣＰがプリントジョブＳＯＰクラスをサポートする場合は，ＳＣＰは「作業中」基本フィルムセッ
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ションＳＯＰインスタンス階層構造のコピーを含んでいるプリントジョブＳＯＰインスタンスを作成

する，そして実行応答引数の属性参照プリントジョブシーケンスの中のプリントジョブＳＯＰクラス

／インスタンスＵＩＤ対を返す。 

注： ＳＣＰがプリントジョブＳＯＰクラスをサポートする場合は，そのフィルムセッションのフィルムの全て
のために，単一プリントジョブを作成する。 

ＳＣＰは，要求された操作の状態コードを返す。成功，警告，および失敗状態コードの意味はは節Ｈ．

２．５の中で定義される。 

Ｎ－ＡＣＴＩＯＮは，基本フィルムセッションＳＯＰインスタンス階層構造が少なくとも一つのフィ

ルムボックスＳＯＰインスタンスを含む場合にのみ，発行される。 

Ｈ．４．１．３ ＳＯＰクラス定義およびＵＩＤ 

基本フィルムセッションＳＯＰクラスＵＩＤは，値 “1.2.840.10008.5.1.1.1” を持つ。 

Ｈ．４．２ 基本フィルムボックスＳＯＰクラス 

Ｈ．４．２．１ ＩＯＤの記述 

基本フィルムボックスＩＯＤは，フィルムセッションの一枚のフィルムの提示の抽象概念である。基

本フィルムボックスＩＯＤは，与えられた一枚のフィルム上の全画像に対して共通である提示パラメ

タを記述する。 

基本フィルムボックスＳＯＰインスタンスは，一以上の画像ボックスＳＯＰインスタンス，零以上の

フィルム関連注釈ボックスＳＯＰインスタンス，および零以上の提示ＬＵＴ ＳＯＰインスタンスを参
照する。 

Ｈ．４．２．２ ＤＩＭＳＥサービスグループ 

表Ｈ．４－５は，ＩＯＤに適用可能なＤＩＭＳＥサービスグループを示す。 

表Ｈ．４－５ ＤＩＭＳＥサービスグループ 

ＤＩＭＳＥサービス要素 使用法ＳＣＵ／ＳＣＰ 
Ｎ－ＣＲＥＡＴＥ M/M 
Ｎ－ＡＣＴＩＯＮ M/M 
Ｎ－ＤＥＬＥＴＥ U/M 
Ｎ－ＳＥＴ U/U 

 

使用法ＳＣＵ／ＳＣＰの意味は，節Ｈ．２．４の中で記述される。 

この節は，このＩＯＤに対して特有であるＤＩＭＳＥサービスの挙動を記述する。ＤＩＭＳＥサービ

スの一般的な挙動は，ＰＳ３．７の中で指定される。 

Ｈ．４．２．２．１ Ｎ－ＣＲＥＡＴＥ 

Ｎ－ＣＲＥＡＴＥは基本フィルムボックスＳＯＰクラスのインスタンスを作成するために使用される。 

Ｈ．４．２．２．１．１ 属性 

Ｎ－ＣＲＥＡＴＥの属性リストは表Ｈ．４－６の中で示される。 
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表Ｈ．４－６ Ｎ－ＣＲＥＡＴＥ属性リスト 

属性名 タグ 使用法ＳＣＵ／ＳＣＰ 
画像表示フォーマット  (2010,0010) M/M 
参照フィルムセッションシーケンス (2010,0500) M/M 
> 参照ＳＯＰクラスＵＩＤ (0008,1150) M/M 
> 参照ＳＯＰインスタンスＵＩＤ (0008,1155) M/M 
参照画像ボックスシーケンス (2010,0510) -/M 
> 参照ＳＯＰクラスＵＩＤ (0008,1150) -/M 
> 参照ＳＯＰインスタンスＵＩＤ (0008,1155) -/M 
参照基本注釈ボックスシーケンス (2010,0520) -/MC （任意選択注釈ＳＯＰが折衝された場合

は必要） 
> 参照ＳＯＰクラスＵＩＤ (0008,1150) -/MC （シーケンスが存在する場合は必要） 
> 参照ＳＯＰインスタンスＵＩＤ (0008,1155) -/MC （シーケンスが存在する場合は必要） 
フィルム方向 (2010,0040) U/M 
フィルムサイズＩＤ (2010,0050) U/M 
拡大タイプ (2010,0060) U/M 
最高濃度 (2010,0130) U/M 
構成情報 (2010,0150) U/M 
参照提示ＬＵＴシーケンス (2050,0500) -/MC （提示ＬＵＴがサポートされる場合は必

要） 
> 参照ＳＯＰクラスＵＩＤ (0008,1150) -/MC （シーケンスが存在する場合は必要） 
> 参照ＳＯＰインスタンスＵＩＤ (0008,1155) -/MC （シーケンスが存在する場合は必要） 
注釈表示フォーマットＩＤ (2010,0030) U/U 
平滑タイプ (2010,0080) U/U 
縁取り濃度 (2010,0100) U/U 
空画像濃度 (2010,0110) U/U 
最低濃度 (2010,0120) U/U 
ふち飾り (2010,0140) U/U 
照明 (2010,015E) U/MC（提示ＬＵＴがサポートされる場合は必

要） 
反射周囲光 (2010,0160) U/MC（提示ＬＵＴがサポートされる場合は必

要） 
依頼解像度ＩＤ (2020,0050) U/U 
 

使用法ＳＣＵ／ＳＣＰの意味は，節Ｈ．２．４の中で記述される。 

それぞれ L0 および La で表記される照明 (2010,015E) および反射周囲光 (2010,0160) 値が作成され

ていない場合，次の省略時選択値が推奨される： 

透過フィルムに対して： L0 = 2000 cd/m2. 
   La = 10 cd/m2. 

反射媒体に対して： L0 = 150 cd/m2. 
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Ｈ．４．２．２．１．２ 状態 

このＳＯＰクラスに対して特有の状態値は下記のように定義される： 

状態 意味 コード 
成功 フィルムボックスが成功して作成された 0000 
警告 プリンタの動作範囲外の最低濃度または最高濃度が要求された。プリ

ンタは代わりにそのそれぞれ最低濃度あるいは最高濃度を使用する

であろう。 

B605 

失敗 プリントれていない既存のフィルムボックスがある。また，フィルム

セッションレベルでの N-ACTION はサポートされていない。前のフ
ィルムボックスが印字されていなかった場合，新しいフィルムボック

スは生成されないだろう。 

C616 

 

Ｈ．４．２．２．１．３ 挙動 

ＳＣＵは，基本フィルムボックスＳＯＰインスタンスを作成することをＳＣＰに要求するために，Ｎ

－ＣＲＥＡＴＥを使用する。ＳＣＵは，節Ｈ．２．４の中で明記されるようにＳＯＰクラスの属性を

初期化する。 

ＳＣＰは，ＳＯＰインスタンスを作成する，そして節Ｈ．２．４で明記されるようにＳＯＰクラスの

属性を初期化する。 

注： プリントされていないフィルムボックスＳＯＰインスタンスが存在し，ＳＣＰがフィルムセッションにお
けるＮ－ＡＣＴＩＯＮをサポートしない場合，ＳＣＰは新しいＳＯＰインスタンスのＮ－ＣＲＥＡＴＥに

失敗するべきである。 

基本フィルムボックスＳＯＰインスタンスの作成に際して，ＳＣＰは，基本フィルムボックスＳＯＰ

インスタンスを基本フィルムセッションＳＯＰインスタンスへリンクするために，親の基本フィルム

セッションＳＯＰインスタンスの属性参照フィルムボックスシーケンス (2000,0500) へ，作成した基
本フィルムボックスＳＯＰインスタンスのＳＯＰクラス／インスタンスＵＩＤ対を追加する。 

ＳＣＰは，属性画像表示フォーマット (2010,0010) によって定義されるように，各画像ボックスに対
して適切な画像ボックスＳＯＰクラスの画像ボックスＳＯＰインスタンスを作成する。作成された画

像ボックスＳＯＰインスタンスのＳＯＰクラスは，メタＳＯＰクラスコンテキストに依存する。例え

ば，グレースケール画像ボックスＳＯＰクラスは，基本グレースケールプリント管理メタＳＯＰクラ

スに関係する。メタＳＯＰクラスコンテキストは，メタＳＯＰクラスに対応するプレゼンテーション

コンテキストＩＤによって伝達される，そしてアソシエーション確立時に定義される。 

ＳＣＰは，各画像ボックスＳＯＰインスタンスを基本フィルムボックスＳＯＰインスタンスにリンク

するために，作成された画像ボックスＳＯＰインスタンスのＳＯＰクラス／インスタンスＵＩＤ対を，

親の基本フィルムボックスＳＯＰインスタンスの参照画像ボックスシーケンス属性に追加する。ＳＣ

Ｐは，Ｎ－ＣＲＥＡＴＥ応答メッセージの属性参照画像ボックスシーケンス (2010,0510) の中で，画
像ボックスＳＯＰクラス／インスタンスＵＩＤ対のリストを返す。 

サポートされる場合は，ＳＣＰは，属性注釈表示フォーマットＩＤによって定義される各注釈ボック

スのために基本注釈ボックスＳＯＰインスタンスを作成する，そして，各基本注釈ボックスＳＯＰイ

ンスタンスを基本フィルムボックスＳＯＰインスタンスにリンクするために，親の基本フィルムボッ

クスＳＯＰインスタンスの参照注釈ボックスシーケンス属性に，作成された基本注釈ボックスＳＯＰ
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インスタンスのＳＯＰクラス／インスタンスＵＩＤ対を追加する。ＳＣＰは，Ｎ－ＣＲＥＡＴＥ応答

メッセージの属性参照注釈ボックスシーケンスの中で，基本注釈ボックスＳＯＰクラス／インスタン

スＵＩＤ対のリストを返す。 

ＳＣＰは，要求されたＳＯＰインスタンス生成の状態コードを返す。成功，警告，および失敗状態コ

ードの意味はは節Ｈ．２．５の中で定義される。 

Ｈ．４．２．２．２ Ｎ－ＳＥＴ 

Ｎ－ＳＥＴは基本フィルムボックスＳＯＰクラスの最後に作成されたインスタンスを更新するために

使用されることがある。 

Ｈ．４．２．２．２．１ 属性 

更新されることがある属性は，表Ｈ．４－７の中で示される。 

表Ｈ．４－７ Ｎ－ＳＥＴ属性 

属性名 タグ 使用法ＳＣＵ／ＳＣＰ 
拡大タイプ (2010,0060) U/M 
最高濃度 (2010,0130) U/M 
構成情報 (2010,0150) U/M 
参照提示ＬＵＴシーケンス (2050,0500) -/MC （提示ＬＵＴがサポートされる場合は必

要） 
> 参照ＳＯＰクラスＵＩＤ (0008,1150) -/MC （シーケンスが存在する場合は必要） 
> 参照ＳＯＰインスタンスＵＩＤ (0008,1155) -/MC （シーケンスが存在する場合は必要） 
平滑タイプ (2010,0080) U/U 
縁取り濃度 (2010,0100) U/U 
空画像濃度 (2010,0110) U/U 
最低濃度 (2010,0120) U/U 
ふち飾り (2010,0140) U/U 
照明 (2010,015E) U/MC（提示ＬＵＴがサポートされる場合は必

要） 
反射周囲光 (2010,0160) U/MC（提示ＬＵＴがサポートされる場合は必

要） 
 

使用法ＳＣＵ／ＳＣＰの意味は，節Ｈ．２．４の中で記述される。 

Ｈ．４．２．２．２．２ 状態 

このＳＯＰクラスに対して特有である状態値は，節Ｈ．４．２．２．１．２の中で定義される。 

Ｈ．４．２．２．２．３ 挙動 

ＳＣＵは，基本フィルムボックスＳＯＰインスタンスを更新することをＳＣＰに要求するために，Ｎ

－ＳＥＴを使用する。ＳＣＵは，最後に作成された基本フィルムボックスＳＯＰインスタンスのＳＯ

ＰインスタンスＵＩＤのみを指定する，そしてそれに対して属性値が設定されるべき属性のリストを

指定する。 

ＳＣＰは，指定されたＳＯＰインスタンスの指定された属性に対して，新しい値を設定する。 
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ＳＣＰは，要求されたＳＯＰインスタンス更新の状態コードを返す。成功，警告，および失敗状態コ

ードの意味は，節Ｈ．２．５の中で定義される。 

Ｈ．４．２．２．３ Ｎ－ＤＥＬＥＴＥ 

Ｎ－ＤＥＬＥＴＥは，最後に作成された基本フィルムボックスＳＯＰインスタンス階層構造を削除す

るために使用される。その結果，最後のフィルムを記述する情報は全て削除される。 

基本フィルムボックスＳＯＰインスタンス階層構造は，一つの基本フィルムボックスＳＯＰインスタ

ンス，一以上の画像ボックスＳＯＰインスタンス，零以上の基本注釈ボックスＳＯＰインスタンス，

零以上の提示ＬＵＴ ＳＯＰインスタンス，および零以上の基本プリント画像オーバレイボックスＳＯ
Ｐインスタンスで構成される。 

注： ＤＩＣＯＭ規格の中に，以前に作成されたフィルムボックスＳＯＰインスタンスを削除する規定はない。 

Ｈ．４．２．２．３．１ 挙動 

ＳＣＵは，基本フィルムボックスＳＯＰインスタンス階層構造を削除することをＳＣＰに要求するた

めに，Ｎ－ＤＥＬＥＴＥを使用する。ＳＣＵは，最後に生成された基本フィルムボックス（ルート）

のＳＯＰインスタンスＵＩＤを指定する。 

ＳＣＰは，指定されたＳＯＰインスタンス階層構造を削除する，そして削除された基本フィルムボッ

クスＳＯＰインスタンスのＵＩＤを，親の基本フィルムセッションＳＯＰインスタンスのフィルムボ

ックスＵＩＤ属性のＳＯＰインスタンスＵＩＤのリストから取り除く。 

ＳＣＰは，要求されたＳＯＰインスタンス階層構造削除の状態コードを返す。成功，警告，および失

敗状態コードは，節Ｈ．２．５の中で定義される。 

ＳＣＰは，これらのＳＯＰインスタンスへの未解決の参照がある間は，階層構造におけるＳＯＰイン

スタンスを削除しない。 

注： ＳＣＰが，未解決の参照をもつ画像ＳＯＰインスタンスを何時実際に削除するかを指定する
ことは，規格の範囲外である。節Ｈ．４．３．３．２．１．３の注を参照。 

Ｈ．４．２．２．４ Ｎ－ＡＣＴＩＯＮ 

Ｎ－ＡＣＴＩＯＮは，フィルムボックスの最後に生成したインスタンスの一枚以上のコピーをプリン

トするために使用される。 

Ｈ．４．２．２．４．１ 属性 

Ｎ－ＡＣＴＩＯＮの引数は表Ｈ．４－８の中で示されるように定義される。 

実行応答引数はＤＩＣＯＭデータ集合として符号化される。データ集合は，参照ＳＯＰクラスＵＩＤ 
(0008,1150) と参照ＳＯＰインスタンスＵＩＤ (0008,1155) を含む属性参照プリントジョブシーケンス 
(2100,0500) のみを含む。 

ＳＣＰがプリントジョブＳＯＰクラスまたはプリントキュー管理をサポートする場合は，実行応答引

数はＮ－ＡＣＴＩＯＮ応答の中に含まれる。そうでなければ，実行応答はＮ－ＡＣＴＩＯＮ応答の中

に含まれない。 
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表Ｈ．４－８ Ｎ－ＡＣＴＩＯＮ引数 

実行タイプ

名 
実行タイプ

ＩＤ 
属性 タグ 使用方法ＳＣＵ／ＳＣＰ 

プリント １ 参照プリントジ

ョブシーケンス 
(2100,0500) -M/C （プリントジョブＳＯＰクラスが

サポートれる場合は必要） 
  > 参照ＳＯＰク

ラスＵＩＤ 
(0008,1150) -M/C （参照プリントジョブシーケンス

(2100,0500) が存在する場合は必要） 
  > 参照ＳＯＰイ

ンスタンスＵＩ

Ｄ 

(0008,1155) -M/C （参照プリントジョブシーケンス
(2100,0500) が存在する場合は必要） 

  > プリントジョ
ブＩＤ 

(2100,0010) -M/C （プリントキュー管理ＳＯＰクラ
スがサポートされる場合は必要） 

 

Ｈ．４．２．２．４．２ 状態 

このＳＯＰクラスに対して特有である状態値は，表Ｈ．４－９の中で示されるように定義される。 

表Ｈ．４－９ 状態値 

状態 意味 コード 
成功 プリントするためにフィルムを受諾された；サポートされる場合，プ

リントジョブＳＯＰインスタンスが生成される 
0000 

警告 フィルムボックスＳＯＰインスタンス階層構造が画像ボックスＳＯ

Ｐインスタンスを含まない（空ページ） 
B603 

 画像サイズが画像ボックスサイズよりも大きい，画像は縮小された。 B604 
 画像サイズが画像ボックスサイズよりも大きい。画像は適合するため

に刈り込まれた。 
B609 

 画像サイズまたは結合プリント画像サイズが画像ボックスサイズよ

りも大きい。画像または結合プリント画像は適合するために縮小され

た。 

B60A 

失敗 プリントジョブＳＯＰインスタンスを作成することができない；プリ

ントキューが一杯である 
C602 

 画像サイズは画像ボックスサイズよりも大きい C603 
 結合プリント画像サイズが画像ボックスサイズよりも大きい。 C613 
 

注： ＤＩＣＯＭ規格の前の版は，C604 の状態コードを定義した。このコードは画像位置衝突の事例のために
明記された。画像位置衝突は可能な状態ではないので，コードは退役した。 

Ｈ．４．２．２．４．３ 挙動 

ＳＣＵは，フィルムセッションの単一フィルムの一枚以上のコピーをプリントすることをＳＣＰに依

頼するために，Ｎ－ＡＣＴＩＯＮを使用する。ＳＣＵは，最後の生成された基本フィルムボックスＳ

ＯＰインスタンスのＳＯＰインスタンスＵＩＤを指定するだけである。 

ＳＣＰは，プリントプロセスを制御するための情報を全て含んでいる「作業中」基本フィルムセッシ

ョンＳＯＰインスタンスおよび「作業中」基本フィルムボックスＳＯＰインスタンス階層構造のコピ
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ーを作る。従って，ＳＣＵは，以前のプリント要求の結果に影響を与えることなしに，「作業中」Ｓ

ＯＰインスタンスを更に更新することがある。プリントプロセスの実行は，プリントジョブＳＯＰク

ラス（ＳＣＰによってサポートされる場合は）およびプリンタＳＯＰクラスによって監視される。 

ＳＣＰがプリントジョブＳＯＰクラスをサポートする場合は，ＳＣＰは「作業中」基本フィルムセッ

ションＳＯＰインスタンス階層構造のコピーを含んでいるプリントジョブＳＯＰインスタンスを生成

する，そして実行応答引数の属性参照プリントジョブシーケンスの中で，プリントジョブＳＯＰクラ

ス／インスタンスＵＩＤ対を返す。 

ＳＣＰは，要求された操作の状態コードを返す。成功，警告，および失敗状態コードの意味は，節Ｈ．

２．５の中で定義される。 

Ｈ．４．２．３ ＳＯＰクラス定義およびＵＩＤ 

基本フィルムボックスＳＯＰクラスＵＩＤは，値 “1.2.840.10008.5.1.1.2” を持つ。 

Ｈ．４．３ 画像ボックスＳＯＰクラス 

Ｈ．４．３．１ 基本グレースケール画像ボックスＳＯＰクラス 

Ｈ．４．３．１．１ ＩＯＤ記述 

基本画像ボックスＩＯＤは，フィルムの画像領域における画像および画像関連データの提示の抽象概

念である。基本画像ボックスＩＯＤは，一枚のフィルムの単一画像に適用する提示パラメタおよび画

像画素データを記述する。 

基本グレースケール画像ボックスＳＯＰインスタンスは，基本フィルムボックスＳＯＰインスタンス

が作成される時に，基本フィルムボックスの属性画像表示フォーマット (2010,0010) の値に基づいて，
ＳＣＰによって作成される。 

基本グレースケール画像ボックスＳＯＰインスタンスは，零または一つの画像オーバレイボックスＳ

ＯＰインスタンスおよび零または一つの提示ＬＵＴ ＳＯＰインスタンスを参照する。 

Ｈ．４．３．１．２ ＤＩＭＳＥサービスグループ 

ＩＯＤに適用可能なＤＩＭＳＥサービスは，次に示される。 

ＤＩＭＳＥサービス要素 使用法ＳＣＵ／ＳＣＰ 
Ｎ－ＳＥＴ M/M 

 

使用法ＳＣＵ／ＳＣＰの意味は，節Ｈ．２．４の中で定義される。 

注： 基本グレースケール画像ボックスＳＯＰクラスのインスタンスが，フィルムボックスＳＯＰインスタンス
のＮ－ＣＲＥＡＴＥの結果としてＳＣＰによって作成されるので，Ｎ－ＣＲＥＡＴＥは無い。 

この節は，このＩＯＤに対して特有であるＤＩＭＳＥサービスの挙動を記述する。ＤＩＭＳＥサービ

スの一般的挙動は，ＰＳ３．７の中で明記される。 

Ｈ．４．３．１．２．１ Ｎ－ＳＥＴ 

Ｎ－ＳＥＴは，基本グレースケール画像ボックスＳＯＰクラスのインスタンスを更新するために使用

されることがある。 
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Ｈ．４．３．１．２．１．１ 属性 

更新されることがある属性は，表Ｈ．４－１０の中で示される。 

表Ｈ．４－１０ Ｎ－ＳＥＴ属性 

属性名 タグ 使用法ＳＣＵ／ＳＣＰ 
画像位置 (2020,0010) M/M 
基本グレースケール画像シーケンス (2020,0110) M/M 
> 画素あたりサンプル (0028,0002) M/M 
> 光度測定解釈 (0028,0004) M/M 
> 行 (0028,0010) M/M 
> 列 (0028,0011) M/M 
> 画素アスペクト比 (0028,0034) MC/M （アスペクト比が 1¥1 でない場合は必

要） 
> 割当ビット (0028,0100) M/M 
> 格納ビット (0028,0101) M/M 
> 高位ビット (0028,0102) M/M 
> 画素表現 (0028,0103) M/M 
> 画素データ (7FE0,0010) M/M 
極性 (2020,0020) U/M 
参照画像オーバレイボックスシーケ

ンス 
(2020,0130) U/MC （任意選択のオーバレイＳＯＰが折衝さ

れる場合は必要） 
> 参照ＳＯＰクラスＵＩＤ (0008,1150) MC/M（シーケンスが存在する場合は必要） 
> 参照ＳＯＰインスタンスＵＩＤ (0008,1155) MC/M（シーケンスが存在する場合は必要） 
拡大タイプ (2010,0060) U/U 
平滑タイプ (2010,0080) U/U 
最低濃度 (2010,0120) U/U 
最高濃度 (2010,0130) U/U 
構成情報 (2010,0150) U/U 
依頼画像寸法 (2020,0030) U/U 
依頼縮小／刈り込み挙動 (2020,0040) U/U 
参照提示ＬＵＴシーケンス (2050,0500) U/U 
> 参照ＳＯＰクラスＵＩＤ (0008,1150) U/U 
> 参照ＳＯＰインスタンスＵＩＤ (0008,1155) U/U 
オリジナル画像シーケンス (2130,00C0) U/U 
> 検査インスタンスＵＩＤ (0020,000D) MC/M（シーケンスが存在する場合は必要） 
> シリーズインスタンスＵＩＤ (0020,000E) MC/M（シーケンスが存在する場合は必要） 
> 患者ＩＤ (0010,0020) MC/M（シーケンスが存在し，値が既知の場合

は必要） 
> 参照ＳＯＰクラスＵＩＤ (0008,1150) MC/M（シーケンスが存在する場合は必要） 
> 参照ＳＯＰインスタンスＵＩＤ (0008,1155) MC/M（シーケンスが存在する場合は必要） 
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> 参照フレーム番号 (0008,1160) MC/M（シーケンスが存在する，そしてオリジ
ナル画像が複数フレーム画像である場合は必

要） 
> インスタンス番号 (0020,0013) MC/M（シーケンスが存在する，そして値が既

知の場合は必要） 
 

使用法ＳＣＵ／ＳＣＰの意味は，節Ｈ．２．４の中で定義される。 

特定画像ボックスの拡大タイプ (2010,0060) および平滑タイプ (2010,0080) の値は，フィルムボックス
の拡大タイプおよび平滑タイプの値を無効にする。 

参照提示ＬＵＴシーケンスに対する値は，基本フィルムボックスで設定されていることがある何れの

提示ＬＵＴも無効にする。最低／最高濃度に対する値は，基本フィルムボックスで設定されているこ

とがある何れの濃度値も無効にする。 

Ｈ．４．３．１．２．１．２ 状態 

このＳＯＰクラスに対して特有である状態値は，次のように定義される。 

状態 意味 コード 
成功 画像は画像ボックスの中に成功して保存された 0000 
警告 画像ボックスサイズよりも大きな画像サイズ，画像が縮小された。 B604 
 プリンタの動作範囲外の最低濃度または最高濃度が要求された。プリ

ンタは代わりにそのそれぞれ最低輝度あるいは最高輝度を使用する

であろう。 

B605 

 画像サイズが画像ボックスサイズよりも大きい。画像は適合するため

に刈り込まれた。 
B609 

 画像サイズまたは結合プリント画像サイズが画像ボックスサイズよ

りも大きい。画像または結合プリント画像は適合するために縮小され

た。 

B60A 

失敗 画像サイズは画像ボックスサイズよりも大きい C603 
 プリンタの中に画像を保存するために充分なメモリが無い C605 
 結合プリント画像サイズが画像ボックスサイズよりも大きい。 C613 
 

Ｈ．４．３．１．２．１．３ 挙動 

ＳＣＵは，基本グレースケール画像ボックスＳＯＰインスタンスを更新することをＳＣＰに要求する

ために，Ｎ－ＳＥＴを使用する。ＳＣＵは，最後に作成されたフィルムボックスＳＯＰインスタンス

に属している基本グレースケール画像ボックスのＳＯＰインスタンスＵＩＤのみを指定する，そして

属性値が設定されるべき属性のリストを指定する。 

画像を消すことを画像位置の中でＳＣＰに指示するために，ＳＣＵは，属性基本グレースケール画像

シーケンス (2020,0110) において，長さを零そして値を無しに設定する。 

ＳＣＰは，指定されたＳＯＰインスタンスの指定された属性に対して，新しい値を設定する。 

注：このＮ－ＳＥＴの中の画像は，あらかじめ画像ボックスの中にセットされた任意の画像に取って

代わる。 
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ＳＣＰは，要求されたＳＯＰインスタンス更新の状態コードを返す。成功，警告，および失敗状態コ

ードの意味は，節Ｈ．２．５の中で定義される。 

要求された縮小／刈り込み挙動 (2020,0040) が DECIMATE を指定する，拡大タイプ (2010,0060) は 
NONE を指定する，そして画像は大きすぎて画像ボックスに適合することができない場合は，ＳＣＰ
はＮ－ＳＥＴを失敗する。 

Ｈ．４．３．１．３ ＳＯＰクラス定義およびＵＩＤ 

基本グレースケール画像ボックスＳＯＰクラスのＵＩＤは，値 “1.2.840.10008.5.1.1.4” を持つ。 

Ｈ．４．３．２ 基本カラー画像ボックスＳＯＰクラス 

Ｈ．４．３．２．１ ＩＯＤ記述 

基本画像ボックスＩＯＤは，フィルムの画像領域における画像および画像関連データの提示の抽象概

念である。基本画像ボックスＩＯＤは，一枚のフィルムの単一画像に適用する提示パラメタおよび画

像画素データを記述する。 

基本カラー画像ボックスＳＯＰインスタンスは，基本フィルムボックスＳＯＰインスタンスが作成さ

れる時に，基本フィルムボックスの属性画像表示フォーマット (2010,0010) の値に基づいて，ＳＣＰ
によって作成される。 

基本カラー画像ボックスＳＯＰインスタンスは，零または一個の画像オーバレイボックスＳＯＰイン

スタンスを参照する。 

Ｈ．４．３．２．２ ＤＩＭＳＥサービスグループ 

次のＤＩＭＳＥサービスが，ＩＯＤに適用される： 

ＤＩＭＳＥサービス要素 使用法ＳＣＵ／ＳＣＰ 
Ｎ－ＳＥＴ M/M 

 

使用法ＳＣＵ／ＳＣＰの意味は，節Ｈ．２．４の中で定義される。 

注： 基本カラー画像ボックスＳＯＰクラスのインスタンスが，フィルムボックスＳＯＰインスタンスのＮ－Ｃ
ＲＥＡＴＥの結果としてＳＣＰによって作成されるので，Ｎ－ＣＲＥＡＴＥは無い。 

この節は，このＩＯＤに対して特有であるＤＩＭＳＥサービスの挙動を記述する。ＤＩＭＳＥサービ

スの一般的挙動は，ＰＳ３．７の中で明記される。 

Ｈ．４．３．２．２．１ Ｎ－ＳＥＴ 

Ｎ－ＳＥＴは，基本カラー画像ボックスＳＯＰクラスのインスタンスを更新するために使用されるこ

とがある。 

Ｈ．４．３．２．２．１．１ 属性 

更新されることがある属性は，表Ｈ．４－１１の中で示される。 

使用法ＳＣＵ／ＳＣＰの意味は，節Ｈ．２．４の中で定義される。 

特定の画像ボックスの拡大タイプ (2010,0060) および平滑タイプ (2010,0080) の値は，フィルムボック
スの拡大タイプおよび平滑タイプの値を無効にする。 
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表Ｈ．４－１１ Ｎ－ＳＥＴ属性 

属性名 タグ 使用法ＳＣＵ／ＳＣＰ 
画像位置 (2020,0010) M/M 
基本カラー画像シーケンス (2020,0111) M/M 
> 画素あたりサンプル (0028,0002) M/M 
> 光度測定解釈 (0028,0004) M/M 
> 面構成 (0028,0006) M/M 
> 行 (0028,0010) M/M 
> 列 (0028,0011) M/M 
> 画素アスペクト比 (0028,0034) MC/M （アスペクト比が 1¥1 でない場合は必

要） 
> 割当ビット (0028,0100) M/M 
> 格納ビット (0028,0101) M/M 
> 高位ビット (0028,0102) M/M 
> 画素表現 (0028,0103) M/M 
> 画素データ (7FE0,0010) M/M 
極性 (2020,0020) U/M 
参照画像オーバレイボックスシーケ

ンス 
(2020,0130) U/MC （任意選択オーバレイＳＯＰが折衝され

た場合は必要） 
> 参照ＳＯＰクラスＵＩＤ (0008,1150) MC/M （シーケンスが存在する場合は必要）
> 参照ＳＯＰインスタンスＵＩＤ (0008,1155) MC/M （シーケンスが存在する場合は必要）
拡大タイプ (2010,0060) U/U 
平滑タイプ (2010,0080) U/U 
依頼画像寸法 (2020,0030) U/U 
依頼縮小／刈り込み挙動 (2020,0040) U/U 
オリジナル画像シーケンス (2130,00C0) U/U 
> 検査インスタンスＵＩＤ (0020,000D) MC/M （シーケンスが存在する場合は必要）
> シリーズインスタンスＵＩＤ (0020,000E) MC/M （シーケンスが存在する場合は必要）
> 患者ＩＤ (0010,0020) MC/M （シーケンスが存在し，値が既知の場

合は必要） 
> 参照ＳＯＰクラスＵＩＤ (0008,1150) MC/M （シーケンスが存在する場合は必要）
> 参照ＳＯＰインスタンスＵＩＤ (0008,1155) MC/M （シーケンスが存在する場合は必要）
> 参照フレーム番号 (0008,1160) MC/M （シーケンスが存在する，そしてオリ

ジナル画像が複数フレーム画像である場合は

必要） 
> インスタンス番号 (0020,0013) MC/M （シーケンスが存在する，そして値が

既知の場合は必要） 
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Ｈ．４．３．２．２．１．２ 状態 

このＳＯＰクラスに対して特有である状態値は，次のように定義される。 

状態 意味 コード 
警告 画像ボックスサイズよりも大きな画像サイズ，画像が縮小された。 B604 
 画像サイズが画像ボックスサイズよりも大きい。画像は適合するため

に刈り込まれた。 
B609 

 画像サイズまたは結合プリント画像サイズが画像ボックスサイズよ

りも大きい。画像または結合プリント画像は適合するために縮小され

た。 

B60A 

失敗 画像サイズは画像ボックスサイズよりも大きい C603 
 プリンタに画像を保存するために充分なメモリが無い C605 
 結合プリント画像サイズが画像ボックスサイズよりも大きい。 C613 
 

Ｈ．４．３．２．２．１．３ 挙動 

ＳＣＵは，基本カラー画像ボックスＳＯＰインスタンスを更新することをＳＣＰに要求するために，

Ｎ－ＳＥＴを使用する。ＳＣＵは，最後に作成されたフィルムボックスＳＯＰインスタンスに属して

いる基本カラー画像ボックスのＳＯＰインスタンスＵＩＤのみを指定する，そして属性値が設定され

るべき属性のリストを指定する。 

画像を消すことを画像位置の中でＳＣＰに指示するために，ＳＣＵは，属性基本カラー画像シーケン

ス (2020,0111) において，長さ零そして値を無しに設定する。 

ＳＣＰは，指定されたＳＯＰインスタンスの指定された属性に対して，新しい値を設定する。 

注：このＮ－ＳＥＴの中の画像は，あらかじめ画像ボックスの中にセットされた任意の画像に取って

代わる。ＳＣＰは，要求されたＳＯＰインスタンス更新の状態コードを返す。成功，警告，および失

敗状態コードの意味は，節Ｈ．２．５の中で定義される。 

要求された縮小／刈り込み挙動 (2020,0040) が DECIMATE を指定する，拡大タイプ (2010,0060) は 
NONE を指定する，そして画像は大きすぎて画像ボックスに適合することができない場合は，ＳＣＰ
はＮ－ＳＥＴを失敗する。 

 

Ｈ．４．３．２．３ ＳＯＰクラス定義およびＵＩＤ 

基本カラー画像ボックスＳＯＰクラスＵＩＤは，値 “1.2.840.10008.5.1.1.4.1” を持つ。 

Ｈ．４．３．３ 参照画像ボックスＳＯＰクラス（退役） 

この節はＤＩＣＯＭにおいて以前に定義されていた。それは現在退役している。ＰＳ３．４－１９９

８を参照。 

Ｈ．４．４ 基本注釈ボックスＳＯＰクラス 

Ｈ．４．４．１ ＩＯＤ記述 

基本注釈ボックスＩＯＤは，フィルム上の注釈（例えば，テキスト文字列）の提示の抽象概念である。

基本注釈ボックスＩＯＤは，最も使用されているテキスト関係提示パラメタを記述する。 
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基本注釈ボックスＳＯＰインスタンスは，基本フィルムボックスＳＯＰインスタンスが作成される時

に，基本フィルムボックスの属性注釈表示フォーマットＩＤ (2010,0030) の値に基づいて，ＳＣＰに
よって作成される。 

Ｈ．４．４．２ ＤＩＭＳＥサービスグループ 

ＩＯＤに適用可能であるＤＩＭＳＥサービスは，次に示される。 

ＤＩＭＳＥサービス要素 使用法ＳＣＵ／ＳＣＰ 
Ｎ－ＳＥＴ U/M 

 

使用法ＳＣＵ／ＳＣＰの意味は，節Ｈ．２．４の中で定義される。 

注： 基本注釈ボックスＳＯＰクラスのインスタンスが，フィルムボックスＳＯＰインスタンスによって生成さ
れるので，Ｎ－ＣＲＥＡＴＥは無い。 

この節は，このＩＯＤに対して特有であるＤＩＭＳＥサービスの挙動を記述する。ＤＩＭＳＥサービ

スの一般的挙動は，ＰＳ３．７の中で明記される。 

Ｈ．４．４．２．１ Ｎ－ＳＥＴ 

Ｎ－ＳＥＴは，基本注釈ボックスＳＯＰインスタンスを更新するために使用される。 

Ｈ．４．４．２．１．１ 属性 

更新されることがある属性は，表Ｈ．４－１３の中で示される。 

表Ｈ．４－１３ Ｎ－ＳＥＴ属性 

属性名 タグ 使用法ＳＣＵ／ＳＣＰ 
注釈位置 (2030,0010) M/M 
テキスト列 (2030,0020) U/M 
 

使用法ＳＣＵ／ＳＣＰの意味は，節Ｈ．２．４の中で定義される。 

Ｈ．４．４．２．１．２ 状態 

特有の状態コードはない。 

Ｈ．４．４．２．１．３ 挙動 

ＳＣＵは，基本注釈ボックスＳＯＰインスタンスを更新することをＳＣＰに要求するために，Ｎ－Ｓ

ＥＴを使用する。ＳＣＵは，最後に生成されたフィルムボックスＳＯＰインスタンスに属している基

本注釈ボックスのＳＯＰインスタンスＵＩＤのみを指定する，そしてそれに対して属性値が設定され

るべき属性のリストを明記する。ＳＣＵは，属性テキスト列（2030,0020）の中で，零長さ値を設定す
ることによって，テキスト列を削除することがある。 

ＳＣＰは，指定されたＳＯＰインスタンスの指定された属性に対して新しい値を設定する。 

ＳＣＰは，要求されたＳＯＰインスタンス更新の状態コードを返す。成功，警告，および失敗状態コ

ードの意味は，節Ｈ．２．５の中で定義される。 

Ｈ．４．４．３ ＳＯＰクラス定義およびＵＩＤ 

基本注釈ボックスＳＯＰクラスＵＩＤは，値 “1.2.840.10008.5.1.1.15” を持つ。 
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Ｈ．４．５ プリントジョブＳＯＰクラス 

Ｈ．４．５．１ ＩＯＤ記述 

プリントジョブＩＯＤは，プリントジョブ処理の抽象概念である，そしてプリントプロセスの実行を

監視する基本情報エンティティである。プリントジョブは，同じフィルムセッションに全て属してい

る一枚のフィルムまたは複数フィルムを含む。 

プリントジョブＳＯＰクラスは，フィルムセッションＳＯＰクラス，フィルムボックスＳＯＰクラス，

またはプルプリント依頼ＳＯＰクラスのＮ－ＡＣＴＩＯＮ操作によって作成される。プリントジョブ

ＳＯＰインスタンスは，フィルムがプリントされた後に，あるいは失敗状態の後に削除される。 

Ｈ．４．５．２ ＤＩＭＳＥサービスグループ 

ＩＯＤに適用可能であるＤＩＭＳＥサービスは，次に示される。 

ＤＩＭＳＥサービス要素 使用法ＳＣＵ／ＳＣＰ 
Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴ M/M 
Ｎ－ＧＥＴ U/M 

 

使用法ＳＣＵ／ＳＣＰの意味は，節Ｈ．２．４の中で定義される。 

この節は，このＩＯＤに対して特有であるＤＩＭＳＥサービスの挙動を記述する。ＤＩＭＳＥサービ

スの一般的挙動は，ＰＳ３．７の中で明記される。 

Ｈ．４．５．２．１ Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴ 

Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴは実行状態の変化をＳＣＵに報告するために，非同期の方法の中で使

用される。 

Ｈ．４．５．２．１．１ 属性 

Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴの引数は，表Ｈ．４－１４の中で示されるように定義される。 

注： 通知イベント情報の符号化は，ＰＳ３．７の中で定義される。 

表Ｈ．４－１４ 通知イベント情報 

イベント 
タイプ名 

イベント 
タイプＩＤ

属性 タグ 使用方法 
ＳＣＵ／ＳＣＰ 

未決定 １ 実行状態情報 (2100,0030) U/M 
  プリントジョブ

ＩＤ 
(2100,0010) U/MC （プリントキュー管理ＳＯＰクラ

スがサポートされる場合は必要） 
  フィルムセッシ

ョンラベル 
(2000,0050) U/U 

  プリンタ名 (2110,0030) U/U 
プリント中 ２ 実行状態情報 (2100,0030) U/M 
  プリントジョブ

ＩＤ 
(2100,0010) U/MC （プリントキュー管理ＳＯＰクラ

スがサポートされる場合は必要） 
  フィルムセッシ

ョンラベル 
(2000,0050) U/U 

  プリンタ名 (2110,0030) U/U 
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完了 ３ 実行状態情報 (2100,0030) U/M 
  プリントジョブ

ＩＤ 
(2100,0010) U/MC （プリントキュー管理ＳＯＰクラ

スがサポートされる場合は必要） 
  フィルムセッシ

ョンラベル 
(2000,0050) U/U 

  プリンタ名 (2110,0030) U/U 
失敗 ４ 実行状態情報 (2100,0030) U/M 
  プリントジョブ

ＩＤ 
(2100,0010) U/MC （プリントキュー管理ＳＯＰクラ

スがサポートれる場合は必要） 
  フィルムセッシ

ョンラベル 
(2000,0050) U/U 

  プリンタ名 (2110,0030) U/U 
 

Ｈ．４．５．２．１．２ 挙動 

ＳＣＰは，各々の実行の変化についてＳＣＵに通知するために，Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴを使

用する。ＳＣＰは，プリントジョブＳＯＰインスタンスがその中で生成されたアソシエーションのコ

ンテキスト内で，Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴのみを使用する。 

注： ＳＣＵがプリントジョブの完全な実行プロセスを監視することを希望する場合は，ＳＣＵは，イベントタ
イプ「完了」あるいは「失敗」の受信の後にのみアソシエーションを解放する。 

ＳＣＵは，確認をＮ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴ操作から返す。 

イベントタイプ名が失敗または未決定の場合は，そのときはエラー／未決定状態が，実行状態情報引

数の中に保存される。実行状態情報引数の可能な値は，Ｈ．４．５．３の中で定義される。 

イベントタイプ名が失敗または完了の場合は，そのときにはＳＣＰは確認をＳＣＵから受信した後に，

プリントジョブＳＯＰインスタンスを削除する。 

Ｈ．４．５．２．２ Ｎ－ＧＥＴ 

Ｎ－ＧＥＴは，プリントジョブＳＯＰクラスのインスタンスを取得するために使用される。 

Ｈ．４．５．２．２．１ 属性 

取得されることがある属性は，表Ｈ．４－１５の中で示される。 

表Ｈ．４－１５ Ｎ－ＧＥＴ属性 

属性名 タグ 使用法ＳＣＵ／ＳＣＰ 
実行状態 (2100,0020) U/M 
実行状態情報 (2100,0030) U/M 
プリント優先度 (2000,0020) U/M 
作成日付 (2100,0040) U/U 
作成時刻 (2100,0050) U/U 
プリンタ名 (2110,0030) U/U 
発行元 (2100,0070) U/U 
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使用法ＳＣＵ／ＳＣＰの意味は，節Ｈ．２．４の中で定義される。 

Ｈ．４．５．２．２．２ 挙動 

ＳＣＵは，プリントジョブＳＯＰインスタンスを得ることを，ＳＣＰに要求するためにＮ－ＧＥＴを

使用する。ＳＣＵは，取得されるべきＳＯＰインスタンスのＵＩＤを指定する。 

ＳＣＰは，指定されたＳＯＰインスタンスの指定された属性に対して値を返す。 

ＳＣＰは，要求されたＳＯＰインスタンス取得の状態コードを返す。成功，警告，および失敗状態コ

ードの意味は，節Ｈ．２．５の中で定義される。 

Ｈ．４．５．３ 実行状態情報 

状態情報は，ＰＳ３．３の中で定義される。実装特有の警告およびエラーコードは，適合性宣言の中

で定義される。 

Ｈ．４．５．４ ＳＯＰクラス定義およびＵＩＤ 

プリントジョブＳＯＰクラスＵＩＤは，値 “1.2.840.10008.5.1.1.14” を持つ。 

Ｈ．４．６ プリンタＳＯＰクラス 

Ｈ．４．６．１ ＩＯＤ記述 

プリンタＩＯＤは，ハードコピープリンタの抽象概念である，そしてプリンタの状態を監視するため

の基礎情報エンティティである。 

プリンタＳＯＰインスタンスは，ハードコピープリンタの起動時に，ＳＣＰによって作成される，そ

して周知のＳＯＰインスタンスＵＩＤを持つ。 

Ｈ．４．６．２ ＤＩＭＳＥサービスグループ 

ＩＯＤに適用可能なＤＩＭＳＥサービスは，次に示される。 

ＤＩＭＳＥサービス要素 使用法ＳＣＵ／ＳＣＰ 
Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴ M/M 
Ｎ－ＧＥＴ U/M 

 

使用法ＳＣＵ／ＳＣＰの意味は，節Ｈ．２．４の中でで定義される。 

この節は，このＩＯＤに対して特有であるＤＩＭＳＥサービスの挙動を記述する。ＤＩＭＳＥサービ

スの一般的挙動は，ＰＳ３．７の中で明記される。 

Ｈ．４．６．２．１ Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴ 

Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴは，プリンタの状態の変化を，非同期の方法の中で報告するために使

用される。 

Ｈ．４．６．２．１．１ 属性 

Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴの引数は，表Ｈ．４－１６の中で示されるように定義される。 

注： 通知イベント情報の符号化は，ＰＳ３．７の中で定義される。 
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表Ｈ．４－１６ 通知イベント情報 

イベント 
タイプ名 

イベント 
タイプＩＤ

属性 タグ 使用方法 
ＳＣＵ／ＳＣＰ 

正常 １    
警告 ２ プリンタ状態情報 (2110,0020) U/M 
  フィルム出力先 (2000,0040) U/U 
  プリンタ名 (2110,0030) U/U 
失敗 ３ プリンタ状態情報 (2110,0020) U/M 
  フィルム出力先 (2000,0040) U/U 
  プリンタ名 (2110,0030) U/U 
 

Ｈ．４．６．２．１．２ 挙動 

ＳＣＰは，各々の実行の変化についてＳＣＵに通知するために，Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴを使

用する。ＳＣＰは，ＳＣＰが（プリンタの）状態が変化するプリンタを使用しているアソシエーショ

ンを（ＳＣＵと）持っている，全てのＳＣＵにイベントを送る。 

ＳＣＵは，Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴ操作の確認を返す。 

イベントタイプ名が警告または失敗の場合は，警告／失敗条件がプリンタ状態情報引数の中に保存さ

れる。プリンタ状態情報引数の可能な値は，節Ｈ．４．６．３の中で定義される。 

Ｈ．４．６．２．２ Ｎ－ＧＥＴ 

Ｎ－ＧＥＴは，プリンタＳＯＰクラスのインスタンスを取得するために使用される。 

Ｈ．４．６．２．２．１ 属性 

取得されることがある属性は，表Ｈ．４－１７の中で示される。 

表Ｈ．４－１７ Ｎ－ＧＥＴ属性 

属性名 タグ 使用法ＳＣＵ／ＳＣＰ 
プリンタ状態 (2110,0010) U/M 
プリンタ状態情報 (2110,0020) U/M 
プリンタ名 (2110,0030) U/U 
製造者 (0008,0070) U/U 
製造者のモデル名 (0008,1090) U/U 
装置製造番号 (0018,1000) U/U 
ソフトウェア版 (0018,1020) U/U 
最終較正の日付 (0018,1200) U/U 
最終較正の時刻 (0018,1201) U/U 
 

使用法ＳＣＵ／ＳＣＰの意味は，節Ｈ．２．４の中で定義される。 

Ｈ．４．６．２．２．２ 挙動 

ＳＣＵは，プリンタＳＯＰインスタンスを得ることをＳＣＰに要求するためにＮ－ＧＥＴを使用する。

ＳＣＵは，取得されるべきＳＯＰインスタンスのＵＩＤを指定する。 
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ＳＣＰは，指定されたＳＯＰインスタンスの指定された属性についての値を返す。 

ＳＣＰは，要求されたＳＯＰインスタンス取得の状態コードを返す。成功，警告，および失敗状態コ

ードの意味は，節Ｈ．２．５の中で定義される。 

Ｈ．４．６．３ プリンタ状態情報 

状態情報は，ＰＳ３．３の中で定義される。実装特有の警告およびエラーコードは，適合性宣言の中

で定義される。 

Ｈ．４．６．４ ＳＯＰクラス定義およびＵＩＤ 

プリンタＳＯＰクラスＵＩＤは，値 “1.2.840.10008.5.1.1.16” を持つ。 

Ｈ．４．６．５ 予約済識別子 

プリンタＳＯＰインスタンスの周知のＵＩＤは値 “1.2.840.10008.5.1.1.17” を持つ。 

Ｈ．４．７ ＶＯＩ ＬＵＴボックスＳＯＰクラス（退役） 

この節はＤＩＣＯＭにおいて以前に定義されていた。これは現在退役している。ＰＳ３．４－１９９

８を参照。 

Ｈ．４．８ 画像オーバレイボックスＳＯＰクラス（退役） 

この節はＤＩＣＯＭにおいて以前に定義されていた。これは現在退役している。ＰＳ３．４－１９９

８を参照。 

Ｈ．４．９ 提示ＬＵＴ ＳＯＰクラス 

Ｈ．４．９．１ 情報オブジェクト記述 

提示ＬＵＴ情報オブジェクトは，提示ＬＵＴの抽象的概念である（節Ｈ．２．１．１を参照）。提示

ＬＵＴの目的は，特定のモダリティ，応用，および利用者の好みに対して調整された画像表示を実現

することである。それは，ＰＳ３．１４において定義されたグレースケール標準表示関数に適合する

装置上での表示のために画像画素データを準備するために使用される。 

注： 最低濃度から最高濃度までの印刷されるべき濃度範囲は，フィルムボックスあるいは画像ボックスの何れ
かで指定される。標準応答を計算するとき，要求された最低濃度がプリンタ最低濃度より低いか，要求さ

れた最高濃度がプリンタ最高濃度より大きな場合，ＰＳ３．３における最低濃度および最高濃度に対する

定義に従って，プリンタはその最低または最高濃度をそれぞれ使用するであろう。 

提示ＬＵＴの出力は，プレゼンテーション値（Ｐ値）である。Ｐ値は，人間の知覚応答にほぼ関係し

ている。それらは，ハードコピーおよびソフトコピー表示装置の両方に対する共通入力を容易にする

ことを意図されている。Ｐ値は，表示装置の特定のクラスあるいは特性に依存しないように意図され

ている。 

提示ＬＵＴは，光度測定解釈 (0028,0004) および極性 (2020,0020) によって明記される，画素値の外観
を変更することは意図していない。 

基本フィルムボックス情報オブジェクト，基本画像ボックス情報オブジェクトおよび参照画像ボック

ス情報オブジェクトは，提示ＬＵＴを参照する。 

基本フィルムボックスＩＯＤの構成属性 (2010,0150) が提示ＬＵＴに似た情報を含んでいる場合は，
そのときは提示ＬＵＴ属性が優先される。 
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Ｈ．４．９．１．１ Ｐ値の光学濃度への写像 

グレースケール標準表示関数の数学的な定義，およびＰ値の反射および透過形プリンタに対する光学

濃度への写像は，ＰＳ３．１４の中に含まれている。 

Ｈ．４．９．２．ＤＩＭＳＥサービスグループ 

下記のＤＩＭＳＥサービスは，提示ＬＵＴ情報オブジェクトに関係するアソシエーションに適用可能

である： 

ＤＩＭＳＥサービス要素 使用法ＳＣＵ／ＳＣＰ 
Ｎ－ＣＲＥＡＴＥ M/M 
Ｎ－ＤＥＬＥＴＥ U/M 

 

使用法ＳＣＵ／ＳＣＰの意味は，Ｈ．２．４の中で記述される。 

この節は，この情報オブジェクトに特有のＤＩＭＳＥサービスの挙動を記述する。ＤＩＭＳＥサービ

スの一般的挙動は，ＰＳ３．７の中で定義される。 

Ｈ．４．９．２．１ Ｎ－ＣＲＥＡＴＥ 

Ｎ－ＣＲＥＡＴＥサービス要素は，提示ＬＵＴ ＳＯＰクラスのインスタンスを作成するために使用さ
れる。 

Ｈ．４．９．２．１．１ 属性 

Ｎ－ＣＲＥＡＴＥサービス要素の属性リストは，表Ｈ．４－２３の中で示すように定義される。 

表Ｈ．４－２３ Ｎ－ＣＲＥＡＴＥ属性リスト 

属性名 タグ 使用法ＳＣＵ／ＳＣＰ 
提示ＬＵＴシーケンス (2050,0010) MC/M （提示ＬＵＴ形状 (2050,0020) が存在しな

い場合は必要。それ以外は許されない。） 
>ＬＵＴ記述子 (0028,3002) MC/M （シーケンスが存在する場合は必要。 

一番目の値（ＬＵＴの中の登録の数）は下記に等

しい 
格納ビット＝8の場合，256 
格納ビット＝12の場合，4096。 
二番目の値は 0に等しい。 
The first value (number of entries in the LUT) shall be 
equal to 
256 if Bits Stored = 8 
4096 if Bits Stored = 12. 
The second value shall be equal to 0. 
三番目の値（各ＬＵＴ登録に対するビットの数）

は 10 から 16 である。） 
 
詳細の説明はＰＳ３．３を参照。 
See the definition is PS 3.3 for further explanation. 

>ＬＵＴ説明 (0028,3003) U/U 
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>ＬＵＴデータ (0028,3006) MC/M （シーケンスが存在する場合は必要） 
提示ＬＵＴ形状 (2050,0020) MC/M （提示ＬＵＴシーケンス (2050,0010) が存

在しない場合は必要。それ以外は許されない。）

ＳＣＰは列挙値 IDENTITY および LIN OD をサ
ポートする。 

 

Ｈ．４．９．２．１．２ 状態 

このＳＯＰクラスに対して特有の状態値は下記の通りに定義される： 

状態 意味 コード 
成功 提示ＬＵＴが成功して作成された 0000 
警告 プリンタの動作範囲外の最低濃度または最高濃度が要求された。プリ

ンタは代わりにそのそれぞれ最低濃度あるいは最高濃度を使用する

であろう。 

B605 

 

Ｈ．４．９．２．１．３ 挙動 

ＳＣＵは，提示ＬＵＴ ＳＯＰインスタンスを作成することをＳＣＰに要求するために，Ｎ－ＣＲＥＡ
ＴＥサービス要素を使用する。ＳＣＵは，節Ｈ．２．４の中で明記されるようにＳＯＰクラスの属性

を初期化する。 

ＳＣＵは，フィルムセッション，フィルムボックスあるいは画像ボックスを参照するのに先立って提

示ＬＵＴを作成する。 

それがその中で作成されたアソシエーションが開いているか，明示的Ｎ－ＤＥＬＥＴＥがＳＣＵによ

って発行される限り，提示ＬＵＴはＳＣＰの中に存続する。 

ＳＣＰは，要求されたＳＯＰインスタンス作成の状態コードを返す。成功，警告，および失敗状態コ

ードの意味は，節Ｈ．２．５の中で定義される。 

ＳＣＰは提示ＬＵＴの出力を印刷のための濃度に変換するためにＰＳ３．１４の中で明記されるグレ

ースケール標準表示関数を使用する。ＳＣＵが照明 (2010,015E) および／または反射周囲光 
(2010,0160) に対する値を指定する場合は，これらの値はＳＣＰの省略時選択あるいは設定値の代わり
に使用される。これらの値が供給されない場合は，ＳＣＰはその省略時選択あるいは設定値値を使用

する。（推奨省略時選択に関してはＨ．４．２．２．１．１を参照のこと）。 

Ｈ．４．９．２．２ Ｎ－ＤＥＬＥＴＥ 

Ｎ－ＤＥＬＥＴＥサービス要素は，提示ＬＵＴ ＳＯＰインスタンスを削除するために使用される。 

Ｈ．４．９．２．２．１ 状態 

特別なエラーコードはない。 

Ｈ．４．９．２．２．２ 挙動 

ＳＣＵは，提示ＬＵＴ ＳＯＰインスタンスを削除することをＳＣＰに要求するために，Ｎ－ＤＥＬＥ
ＴＥサービス要素を使用する。ＳＣＵは，提示ＬＵＴ ＳＯＰインスタンスＵＩＤを明記する。 

ＳＣＰは，それへの未解決の参照がある限り，提示ＬＵＴ ＳＯＰインスタンスを削除しない。そうで
なければ，それは指定された提示ＬＵＴ ＳＯＰインスタンスを削除する。提示ＬＵＴのＮ－ＤＥＬＥ
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ＴＥは，ＳＣＵがさらにそれを参照することを防ぐだろう。ＳＣＵは前に削除された提示ＬＵＴを参

照しない。ＳＣＰは，要求された提示ＬＵＴ ＳＯＰインスタンス削除の状態コードを返す。成功，警
告，および失敗状態コードの意味は，節Ｈ．２．５の中で定義される。 

Ｈ．４．９．２．４ ＳＯＰクラス定義およびＵＩＤ 

提示ＬＵＴ ＳＯＰクラスＵＩＤは， “1.2.840.10008.5.1.1.23” である。 

Ｈ．４．１０ プルプリント依頼ＳＯＰクラス 

Ｈ．４．１０．１ ＩＯＤ記述 

プルプリント依頼ＳＯＰクラスは，一枚以上のフィルムページを印刷するためにプリントパラメタの

全てを記述する，プルプリント依頼ＩＯＤに基づいている。プルプリント依頼ＳＯＰインスタンスは，

印刷処理に関係する情報（例えば，優先度，コピーの枚数），およびプリント提示パラメタおよび画

像への参照を含んでいる保存プリント保存ＳＯＰインスタンスへの参照を含んでいる。 

ＳＣＰ（プリンタ）は，プリントパラメタおよび画像の全ての取得に対して責任を負う。ＳＣＵは，

情報が保存される装置のＡＥ名称，および取得されるべきＳＯＰのＳＯＰクラスおよびＳＯＰインス

タンスＵＩＤを供給する。 

注： 正規化フィルムセッションＳＯＰインスタンスは，二つのＳＯＰインスタンスに分割される： 

－ レイアウト情報および画像への参照を含んでいる，保存プリント保存ＳＯＰインスタンス。保存プ
リント保存ＳＯＰインスタンスは，（同じフィルムセッションの）その後の再印刷の間は不変のま

まである情報を含んでいる。保存プリント保存ＳＯＰインスタンスは保管されることがある。 

－ プルプリント依頼ＳＯＰインスタンス，それはその後の再印刷の間に変わることがある情報を含ん
でいる。 

Ｈ．４．１０．２ ＤＩＭＳＥサービスグループ 

下記のＤＩＭＳＥサービスがＩＯＤに適用可能である。 

ＤＩＭＳＥサービス要素 使用法ＳＣＵ／ＳＣＰ 
Ｎ－ＣＲＥＡＴＥ M/M 
Ｎ－ＡＣＴＩＯＮ M/M 
Ｎ－ＤＥＬＥＴＥ U/M 

 

使用法ＳＣＵ／ＳＣＰの意味は，節Ｈ．２．４の中で記述される。 

この節は，このＩＯＤに対して明記されるＤＩＭＳＥサービスの挙動を記述する。ＤＩＭＳＥサービ

スの一般的挙動はＰＳ３．７の中で明記される。 

Ｈ．４．１０．２．１ Ｎ－ＣＲＥＡＴＥ 

Ｎ－ＣＲＥＡＴＥはプルプリント依頼ＳＯＰクラスのインスタンスを作成するために使用される。 

Ｈ．４．１０．２．１．１ 属性 

Ｎ－ＣＲＥＡＴＥの属性リストは，表Ｈ．４－２４の中で示されるように定義される。 
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表Ｈ．４－２４ Ｎ－ＣＲＥＡＴＥ属性リスト 

属性名 タグ 使用法ＳＣＵ／ＳＣＰ 
参照保存プリントシーケンス (2000,0510) M/M 
> 取得ＡＥ名称 (0008,0054) M/M 
> 参照ＳＯＰクラスＵＩＤ (0008,1150) M/M 
> 参照ＳＯＰインスタンスＵＩＤ (0008,1155) M/M 
> 検査インスタンスＵＩＤ (0020,000D) M/M 
> シリーズインスタンスＵＩＤ (0020,000E) M/M 
> 患者ＩＤ (0010,0020) MC/M （値が既知の場合は必要。） 
コピーの数 (2000,0010) U/M 
プリント優先度 (2000,0020) U/M 
媒体タイプ (2000,0030) U/M 
フィルム出力先 (2000,0040) U/M 
カラー画像印刷フラグ (2000,0062) U/M 
注釈フラグ (2000,0065) U/M 
画像オーバレイフラグ (2000,0067) U/M 
提示ＬＵＴフラグ (2000,0069) U/M 
画像ボックス提示ＬＵＴフラグ (2000,006A) U/M 
構成情報 (2010,0150) U/M 
フィルムセッションラベル (2000,0050) U/U 
メモリ割当て (2000,0060) U/U 
丁合フラグ (2000,0063) U/U 
照明 (2010,015E) U/U 
反射周囲光 (2010,0160) U/U 
所有者ＩＤ (2100,0160) U/U 
 

注： メモリ割当て属性は，デッドロック状況を防ぐために，画像を含むフィルムページ記述を保存するために
充分なメモリを，ＳＣＵが予約することを可能にする。 

プリントセッション内で，割当てられたメモリはＳＯＰインスタンスが生成されるとき消費される，

そしてＳＯＰインスタンスが削除されるとき再使用のために解放される。割当てられたメモリの全て

は，アソシエーションの終了，またはプルプリント依頼ＳＯＰインスタンスの削除に続いて解放され

る。 

Ｈ．４．１０．２．１．２ 状態 

このＳＯＰクラスに対して明記される状態値は下記のように定義される。 

状態 意味 コード 
成功 プリント依頼は成功して作成された 0000 
警告 メモリ割当てがサポートされていない B600 
 

注： 状態コード “0106H” （無効な属性値）は依頼されたメモリ割当てが提供されることができないことを示
す；状態コード “0213H” （資源の制約）は依頼された割当てが一時的に提供されることができないこと
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を示す 

Ｈ．４．１０．２．１．３ 挙動 

ＳＣＵは，プルプリント依頼ＳＯＰインスタンスを作成することをＳＣＰに依頼するためにＮ－ＣＲ

ＥＡＴＥを使用する。ＳＣＵは，節Ｈ．２．４の中で明記されるようにＳＯＰインスタンスの属性を

初期化する。 

ＳＣＰは，ＳＯＰインスタンスを作成する，そして節Ｈ．２．４の中で明記されるようにＳＯＰクラ

スの属性を初期化する。 

参照された保存プリント保存ＳＯＰインスタンスは，任意選択属性注釈内容シーケンス (2130,0050) 
および／または画像オーバレイボックス内容シーケンス (2130,0060) を含むことがある。これらの任
意選択属性の使用は，情報を画像画素の中に焼き込まないで，画像と共に，または画像の上にプリン

トされるべき情報を，ＳＣＵが提供することを可能にする。これらの任意選択属性がＳＣＵおよびＳ

ＣＰの両方によってサポートされない場合には，それらがＳＣＰに送られる前に画像画素の中に焼き

込まれた情報のみがプリントされるであろう。任意選択属性がサポートされない場合は，ＳＣＵは期

待されるテキストまたはグラフィックスの全てを画像画素の中に焼き込むことに責任がある。 

ＳＣＰは，依頼されたＳＯＰインスタンス作成の状態コードを返す。成功，警告，および失敗状態コ

ードの意味は，節Ｈ．２．５の中で定義される。 

ＳＣＵ／ＳＣＰは何時でも，アソシエーション上で一つのプルプリント依頼ＳＯＰインスタンスをサ

ポートするだけである。 

注： 複数印刷依頼は，複数アソシエーションを確立することによって扱われることがある。 

フィルムを丁合することができないＳＣＰは，丁合フラグ (2000,0063) を無視する。 

アソシエーションの終了は，開かれたプリント依頼上でＮ－ＤＥＬＥＴＥを有効に実行するだろう。

節Ｈ．４．１０．２．３．２の中の注を参照のこと。 

Ｈ．４．１０．２．２ Ｎ－ＡＣＴＩＯＮ 

Ｎ－ＡＣＴＩＯＮは，保存プリント保存ＳＯＰインスタンスおよび画像ＳＯＰインスタンスを指定さ

れたＡＥ名称から取得すること，そしてプリント依頼ＳＯＰインスタンスの中の情報に基づいて一枚

以上のフィルムを印刷することを，ＳＣＰに依頼するためにＳＣＵによって開始される。 

Ｈ．４．１０．２．２．１ 属性 

Ｎ－ＡＣＴＩＯＮの引数は，次の通りに定義される。 

表Ｈ．４－２５ Ｎ－ＡＣＴＩＯＮ引数 

実行タイプ

名 
実行タイプ

ＩＤ 
属性 タグ 使用法ＳＣＵ／ＳＣＰ 

プリント １ 参照プリントジョブ

シーケンス 
(2100,0500) -/MC （プリントジョブＳＯＰがサポ

ートされる場合は必要） 
  > 参照ＳＯＰクラス

ＵＩＤ 
(0008,1150) -/MC （参照プリントジョブシーケン

スが存在する場合は必要） 
  > 参照ＳＯＰインス

タンスＵＩＤ 
(0008,1155) -/MC （参照プリントジョブシーケン

スが存在する場合は必要） 
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  > プリントジョブＩ
Ｄ 

(2100,0010) -/MC （プリントキュー管理ＳＯＰク
ラスがサポートされる場合は必要）

 

実行応答引数は，ＤＩＣＯＭデータ集合として符号化される。データ集合は，参照ＳＯＰクラスＵＩ

Ｄ (0008,1150) および参照ＳＯＰインスタンスＵＩＤ (0008,1155) を含んでいる属性参照プリントジ
ョブシーケンス (2100,0500) のみを含む。 

ＳＣＰがプリントジョブＳＯＰインスタンスをサポートしない場合は，実行応答引数は，Ｎ－ＡＣＴ

ＩＯＮ応答の中に含まれない。 

Ｈ．４．１０．２．２．２ 状態 

このＳＯＰクラスに対して特有である状態値は下記のように定義される。 

ＳＯＰクラス状態値 

状態 意味 コード 
成功 印刷依頼は印刷するために受諾された；サポートされる場合はプリン

トジョブＳＯＰインスタンスが作成される 
0000 

警告 メモリ割当てがサポートされない（H.4.1.2.1.2 を参照） B600 
 フィルムセション印刷（丁合）はサポートされない。 B601 
 フィルムセションは画像ボックスを含んでいない（空のページ）。 B602 
 フィルムボックスは画像ボックスを含んでいない。 B603 
 注釈ボックスはサポートされていない，画像は注釈なしで印刷され

た。 
B604 

 画像オーバレイボックスはサポートされていない，画像はオーバレイ

なしで印刷された。 
B605 

 提示ＬＵＴはサポートされていない，画像は如何なる提示ＬＵＴも適

用せずに印刷された。 
B606 

 提示ＬＵＴは画像ボックスレベルでサポートされていない，画像はフ

ィルムボックス提示ＬＵＴで印刷された。 
B608 

 画像サイズが画像ボックスサイズよりも大きい。画像は適合するため

に刈り込まれた。 
B609 

 画像サイズまたは結合プリント画像サイズが画像ボックスサイズよ

りも大きい。画像または結合プリント画像は適合するために縮小され

た。 

B60A 

失敗 保存プリント保存ＳＯＰインスタンスはフィルムボックスを含んで

いない。 
C600 

 プリントジョブＳＯＰインスタンスを生成することができない；プリ

ントキューが一杯である。 
C601 

 プリントキューが一杯である。 C602 
 画像サイズが画像ボックスサイズよりも大きい（指定された拡大値を

使用することによって）。 
C603 

 画像を保存するためにメモリが不十分 C605 
 保存プリント保存ＳＯＰインスタンスが取得ＡＥから得られない C607 
 画像ＳＯＰインスタンスが取得ＡＥから得られない C608 
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 保存プリント保存ＳＯＰインスタンスの取得に失敗 C609 
 画像ＳＯＰインスタンスの取得に失敗 C60A 
 未知の取得ＡＥタイトル C60B 
 プリンタがカラー画像を扱うことができないために，プリント依頼が

拒絶された 
C60C 

 保存プリント保存ＳＯＰインスタンスは画像ボックスを含んでいな

い（空のページ）。 
C60D 

 注釈ボックスがサポートされていない C60E 
 画像オーバレイボックスがサポートされていない C60F 
 提示ＬＵＴがサポートされていない C610 
 結合プリント画像サイズが画像ボックスサイズよりも大きい。 C613 
 提示ＬＵＴが画像ボックスレベルでサポートされていない C614 
 アソシエーションを取得ＡＥと確立できない C615 
 

Ｈ．４．１０．２．２．３ 挙動 

ＳＣＵは，保存プリント保存ＳＯＰインスタンス，画像ＳＯＰインスタンスを取得すること，そして

フィルムセッションを印刷することをＳＣＰに依頼するために，Ｎ－ＡＣＴＩＯＮを使用する。 

ＳＣＵは，下記の実行のシーケンスを厳守する： 

― ＳＣＵはプルプリント依頼ＳＯＰクラスのＮ－ＣＲＥＡＴＥサービス要素を使用して，プルプ
リント依頼ＳＯＰインスタンスをＳＣＰに送る。 

― ＳＣＵは，プルプリント依頼ＳＯＰインスタンスのＮ－ＡＣＴＩＯＮを発行する。 

ＳＣＰは，指定された応用エンティティから，プルプリント依頼ＳＯＰインスタンスによって参照さ

れた，依頼された保存プリント保存ＳＯＰインスタンスを取得する。それは，その後，保存プリント

保存ＳＯＰインスタンスによって参照された，依頼された画像ＳＯＰインスタンスを取得する。成功

した取得の後に，ＳＣＰは，（保存プリント保存ＳＯＰインスタンスの）プリントパラメタおよび画

像を含んでいるプリントジョブを作成する。 

プルプリント依頼ＳＯＰインスタンスのＮ－ＣＲＥＡＴＥの中に含まれている構成情報 (2010,0150)，
照明 (2010,015E)，および反射周囲光 (2010,0160) の値は，保存プリント保存ＳＯＰインスタンスの中
の何れの対応する値も無効にする。 

ＳＣＰによってサポートされる場合は，保存プリント保存ＳＯＰインスタンスの中の参照提示ＬＵＴ

シーケンス (2050,0500) は，プルプリント依頼ＳＯＰインスタンスおよび／または保存プリント保存
ＳＯＰインスタンスの中の構成情報 (2010,0150) の中に含まれているグレースケール変換情報を無効
にする。 

ＳＣＰは，それがプリント依頼情報を有効にしたとき，状態コードを返す。成功，警告，および失敗

状態コードの意味は，節Ｈ．２．５の中で定義される。 

取得プロセスおよびプリントプロセスの実行は，プリントジョブインスタンス（サポートされる場合

は）によって，あるいは（サポートされる場合は）キュー管理ＳＯＰインスタンスによって監視され

る。ＳＣＰがキュー管理ＳＯＰクラスをサポートする場合，ＳＣＰはプリントジョブＳＯＰインスタ

ンスおよびプリントキューの中の登録を作成する。ＳＣＰは，実行応答引数の中でプリントジョブＳ

ＯＰクラス／インスタンスＵＩＤ対を返す。 
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Ｈ．４．１０．２．３ Ｎ－ＤＥＬＥＴＥ 

Ｎ－ＤＥＬＥＴＥは，参照保存プリント保存ＳＯＰインスタンスおよび画像ＳＯＰインスタンスを含

んでいる，プルプリント依頼を削除するために使用される。 

Ｈ．４．１０．２．３．１ 状態 

特定の状態コードはない。 

Ｈ．４．１０．２．３．２ 挙動 

ＳＣＵは，プルプリント依頼ＳＯＰインスタンスを削除することをＳＣＰに依頼するために，Ｎ－Ｄ

ＥＬＥＴＥを使用する。ＳＣＵは，プルプリント依頼ＳＯＰインスタンスのＳＯＰインスタンスＵＩ

Ｄを指定する。 

ＳＣＵは，最後に生成したプルプリント依頼ＳＯＰインスタンスを単に削除する。 

ＳＣＰは，指定されたプルプリント依頼ＳＯＰインスタンス，参照保存プリント保存ＳＯＰインスタ

ンスおよび参照画像ＳＯＰインスタンスを削除する。ＳＣＰは状態コードを返す。 

注： ＳＣＰが画像ＳＯＰインスタンスを何時実際に削除するか指定することは規格の範囲外である。節Ｈ．４．
３．３．２．１．３の注を参照。 

ＳＣＰは，依頼されたＳＯＰインスタンス削除の状態コードを返す。成功，警告，および失敗状態コ

ードの意味は節Ｈ．２．５の中で定義される。失敗状態コードは，ＳＣＰがプリント依頼を印刷して

いないことを示す。 

失敗コードは，ＳＣＰが指定されたＳＯＰインスタンスを削除していないことを示す。 

Ｈ．４．１０．４ ＳＯＰクラス定義およびＵＩＤ 

プルプリント依頼ＳＯＰクラスＵＩＤは “1.2.840.10008.5.1.4.1.1.31” である。 

Ｈ．４．１１ プリンター構成取得ＳＯＰクラス 

Ｈ．４．１１．１ ＩＯＤ記述 

プリンタ構成ＩＯＤはハードコピープリンタの抽象概念である，そしてプリンタの主要画像化特性を

取得するための基本情報エンティティである。 

プリンタ構成取得ＳＯＰインスタンスは，ハードコピープリンタの初期動作時にＳＣＰによって生成

される，そして周知のＳＯＰインスタンスＵＩＤを持つ。 

Ｈ．４．１１．２ ＤＩＭＳＥサービスグループ 

ＩＯＤに適用可能であるＤＩＭＳＥサービスが下記に示される。 

ＤＩＭＳＥサービス要素 使用法ＳＣＵ／ＳＣＰ 
N-GET M/M 

 

使用法ＳＣＵ／ＳＣＰの意味は，節Ｈ．２．４の中で記述される。 

この節は，このＩＯＤに対して指定されるＤＩＭＳＥサービスの挙動を記述する。ＤＩＭＳＥサービ

スの一般的挙動はＰＳ３．７の中で明記される。 
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Ｈ．４．１１．２．２ Ｎ－ＧＥＴ 

Ｎ－ＧＥＴはプリンタ構成取得ＳＯＰクラスのインスタンスを取得するために使用される。 

Ｈ．４．１１．２．２．１ 属性 

取得される属性リストは，表Ｈ．４－２６の中に示される。 

表Ｈ．４－２６ Ｎ－ＧＥＴ属性リスト 

属性名 タグ 使用法ＳＣＵ／ＳＣＰ 
プリンタ構成シーケンス (2000,001E) U/M 
> サポートするＳＯＰクラス (0008,115A) －/M 
> 最大メモリ割当て (2000,0061) －/M 
> メモリビット深さ (2000,00A0) －/M 
> プリントビット深さ (2000,00A1) －/M 
> 組込媒体シーケンス (2000,00A2) －/M 
>> 項目番号 (0020,0019) －/M 
>> 媒体タイプ (2000,0030) －/M 
>> フィルムサイズＩＤ (2010,0050) －/M 
>> 最低濃度 (2010,0120) －/MＣ 

シーケンスが存在し最低濃度が既知である

場合は必要 
>> 最高濃度 (2010,0130) －/M 
> 他の利用可能な媒体シーケンス (2000,00A4) －/M 
>> 媒体タイプ (2000,0030) －/M 
>> フィルムサイズＩＤ (2010,0050) －/M 
>> 最低濃度 (2010,0120) －/MＣ 

シーケンスが存在し最低濃度が既知である

場合は必要 
>> 最高濃度 (2010,0130) －/M 
> サポートする画像表示フォーマッ
トシーケンス 

(2000,00A8) －/M 

>> 行 (0028,0010) －/MＣ 
表示フォーマットの中の全画像ボックスが

同じ数の行および列を持つ場合は必要。 
>> 列 (0028,0011) －/MＣ 

表示フォーマットの中の全画像ボックスが

同じ数の行および列を持つ場合は必要。 
>> 画像表示フォーマット (2010,0010) －/M 
>> フィルム方向 (2010,0040) －/M 
>> フィルムサイズＩＤ (2010,0050) －/M 
>> プリンタ解像度ＩＤ (2010,0052) －/M 
>> プリンタ画素間隔 (2010,0376) －/M 
>> 依頼画像サイズフラグ (2020,00A0) －/M 
> デフォルトプリンタ解像度ＩＤ (2010,0054) －/M 
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> デフォルト拡大タイプ (2010,00A6) －/M 
> 他の利用可能な拡大タイプ (2010,00A7) －/M 
> デフォルト平滑タイプ (2010,00A8) －/M 
> 他の利用可能な平滑タイプ (2010,00A9) －/M 
> 構成情報記述 (2010,0152) －/M 
> 最大丁合フィルム (2010,0154) －/M 
> 縮小／刈り込み結果 (2020,00A2) －/M 
> 製造者 (0008,0070) －/M 
> 製造者のモデル名 (0008,1090) －/M 
> プリンタ名 (2110,0030) －/M 
 

使用法ＳＣＵ／ＳＣＰの意味は節Ｈ．２．４の中に記述される。 

Ｈ．４．１１．２．２．２ 挙動 

ＳＣＵは，プリンタ構成取得ＳＯＰインスタンスを得ることをＳＣＰに依頼するためにＮ－ＧＥＴを

使用しする。ＳＣＵは取得すべきＳＯＰインスタンスのＵＩＤを指定する。 

ＳＣＰは指定されたＳＯＰインスタンスの指定された属性に対して値を返す。 

ＳＣＰは要求されたＳＯＰインスタンス取得の状態コードを返す。 

失敗状態コードは，ＳＣＰがＳＯＰインスタンスを取得していないことを示す。 

Ｈ．４．１１．３ ＳＯＰクラス定義およびＵＩＤ 

プリンタ構成取得ＳＯＰクラスＵＩＤは， “1.2.840.10008.5.1.1.16.376” である。 

Ｈ．４．１１．４  予約識別子 

プリンタ構成取得ＳＯＰインスタンスの周知のＵＩＤは， “1.2.840.10008.5.1.1.17.376” である。 

Ｈ．４．１２ 基本プリント画像オーバレイボックスＳＯＰクラス 

Ｈ．４．１２．１ ＩＯＤ説明 

基本プリント画像オーバレイボックスＩＯＤは画像ボックスにおける画像オーバレイの提示の抽象概

念である。基本プリント画像オーバレイボックスは一個以上の基本画像ボックスＩＯＤによって参照

される。基本画像ボックスＩＯＤはカラーまたはグレイスケールの何れかであることがある。しかし

ながら，ＳＯＰクラスの中にオーバレイをカラーでプリントするための規定はない。 

下記の機能はこのＳＯＰクラスによって提供される： 

－ オーバレイデータはＳＯＰインスタンスに含まれる。 

－ 単一の１ビットオーバレイが提供される。 

－ オーバレイ行および列は画像行および列と異なることがある。 

－ それらが重ねられる前に，オーバレイまたは画像（しかし両方ではない）は拡大されることが
ある。 

－ オーバレイおよび画像は，画像が印刷するためにさらに処理される（例えば，拡大およびグレ
イスケール変換の適用）前に，結合プリント画像を形成するために重ねられる。 
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このＳＯＰクラスは下記の機構は提供しない： 

－ 画像ボックスに適合するために結合プリント画像を刈り込むことを必要とする画像を印刷す
ること，または 

－ 異なる画素横縦比を持つ画像およびオーバレイを重ねあわせそして印刷すること。 

注： 結合プリント画像は，画像およびオーバレイを重ねることによって作成された画素行列であ
る，そのサイズは重ねられた画像およびオーバレイを包む最小の長方形によって定義される。 

Ｈ．４．１２．２ ＤＩＭＳＥサービスグループ 

表Ｈ．４－２７はＩＯＤに適応されるＤＩＭＳＥサービスである 

表Ｈ．４－２７ ＩＯＤＤＩＭＳＥサービス 

ＤＩＭＳＥサービス要素 使用法ＳＣＵ／ＳＣＰ 
N-CREATE M/M 
N-SET U/M 
N-DELETE U/M 

 

使用法ＳＣＵ／ＳＣＰの意味は節Ｈ．２．４の中で説明される。 

この節は，このＩＯＤに対して特有のＤＩＭＳＥサービスの挙動を記述する。ＤＩＭＳＥサービスの

一般的挙動はＰＳ３．７の中で明記される。 

Ｈ．４．１２．２．１ Ｎ－ＣＲＥＡＴＥ 

Ｎ－ＣＲＥＡＴＥは，基本プリント画像オーバレイボックスＳＯＰクラスのインスタンスを生成する

ために使用される。 

Ｈ．４．１２．２．１．１ 属性 

Ｎ－ＣＲＥＡＴＥの属性リストは，表Ｈ．４－２８の中で示される。 

表Ｈ．４－２８ Ｎ－ＣＲＥＡＴＥおよびＮ－ＳＥＴ属性 

属性名 タグ Ｎ－ＣＲＥＡＴＥ 
使用法ＳＣＵ／ＳＣＰ 

Ｎ－ＳＥＴ 
使用法ＳＣＵ／ＳＣＰ 

オーバレイ画素データシー

ケンス 
(2040,0020) M/M U/M 

> オーバレイ行 (6000,0010) M/M U/M 
> オーバレイ列 (6000,0011) M/M U/M 
> オーバレイ原点 (6000,0050) M/M M/M 
> オーバレイ割当てビット (6000,0100) M/M U/M 
> オーバレイビット位置 (6000,0102) M/M U/M 
> オーバレイデータ (6000,3000) M/M U/M 
オーバレイまたは画像拡大 (2040,0072) MC/M 

拡大後の列の数 
(2040,0074) が存在する場
合は必要。 

MC/M 
拡大後の列の数 
(2040,0074) が存在する場
合は必要。 
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拡大後の列の数 (2040,0074) MC/M 
オーバレイまたは画像拡大

(2040,0072) が存在する場
合は必要。 

MC/M 
オーバレイまたは画像拡大

(2040,0072) が存在する場
合は必要。 

オーバレイ拡大タイプ (2040,0060) U/M U/M 
オーバレイ前面濃度 (2040,0080) U/M U/M 
オーバレイ背景濃度 (2040,0082) U/M U/M 
オーバレイ平滑タイプ (2040,0070) U/U U/U 
 

Ｈ．４．１２．２．１．２ 状態 

このＳＯＰクラスに対して特有の状態値は下記のとおり定義される。 

状態 意味 コード 
失敗 結合プリント画像は画像ボックスに合致するために刈り込む

ことが必要である。これはこのＳＯＰクラスではサポートされ

ない。 

C616 

 

Ｈ．４．１２．２．１．３ 挙動 

ＳＣＵは，基本プリント画像オーバレイボックスＳＯＰインスタンスを生成することをＳＣＰに要求

するためにＮ－ＣＲＥＡＴＥを使用する。ＳＣＵは，それを参照するのに先立って基本プリント画像

オーバレイボックスのインスタンスを作成する。ＳＣＵは，節Ｈ．２．４の中で指定するようにＳＯ

Ｐクラスの属性を初期化する。 

ＳＣＰは，ＳＯＰインスタンスを生成する，そして節Ｈ．２．４の中で指定するようにＳＯＰクラス

の属性を初期化する。 

ＳＣＰは要求されたＳＯＰインスタンス生成の状態コードを返す。成功，警告，および失敗状態コー

ドの意味は節Ｈ．２．５の中で定義される。 

ＳＣＰは，画像およびオーバレイを重ねるに先立って，拡大後の列の数 (2040,0074) によって指定さ
れたオーバレイまたは画像の中の列の数を産出するためにオーバレイまたは画像拡大 (2040,0072) に
よってオーバレイまたは画像を拡大することによって，結合プリント画像を作成する。同一の拡大率

がオーバレイまたは画像の行および列に適用される。 

オーバレイおよび画像は，画像が印刷するためにさらに処理される（例えば，拡大およびグレイスケ

ール変換の適用）前に重ねられる。したがって，オーバレイ前面濃度 (2040,0080) が WHITE として
指定され，そして極性が REVERSE である場合，印刷されたオーバレイ画素は黒であろう。その後に
適用される任意の提示ＬＵＴは，それが画像画素に行うものと同一のオーバレイ画素の変換を生じる

であろう。 

ＳＣＰが画像行および列の刈り込みをサポートする，そして結合プリント画像の刈り込みが画像ボッ

クスに適合するためにそれに対して要求されるであろう場合，失敗コード C616 が返される。 

Ｈ．４．１２．２．２ Ｎ－ＳＥＴ 

Ｎ－ＳＥＴは，基本プリント画像オーバレイボックスＳＯＰクラスのインスタンスの更新に使用され

ることがある。 
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Ｈ．４．１２．２．２．１ 属性 

更新されることがある属性は，表Ｈ．４－％の中で示される。 

Ｈ．４．１２．２．２．２ 状態 

特有の状態コードは無い。 

Ｈ．４．１２．２．２．３ 挙動 

ＳＣＵは基本プリント画像オーバレイボックスＳＯＰインスタンスを更新することをＳＣＰに要求す

るためにＮ－ＳＥＴを使用する。ＳＣＵは更新されるべきＳＯＰインスタンスＵＩＤを指定する，そ

して属性値が設定されるべき属性のリストを指定する。 

ＳＣＰは，指定されたＳＯＰインスタンスの指定された属性に対して，新しい値を設定する。 

ＳＣＰは，要求されたＳＯＰインスタンス更新の状態コードを返す。成功，警告，および失敗の状態

コードは節．２．５の中で定義される。 

Ｈ．４．１２．２．３ Ｎ－ＤＥＬＥＴＥ 

Ｎ－ＤＥＬＥＴＥは，基本プリント画像オーバレイボックスＳＯＰインスタンスを消去するために使

用される。 

Ｈ．４．１２．２．３．１ 状態 

特定の状態コードはない。 

Ｈ．４．１２．２．３．２ 挙動 

ＳＣＵは，基本プリント画像オーバレイボックスＳＯＰインスタンスを削除することをＳＣＰに要求

するために，Ｎ－ＤＥＬＥＴＥを使用する。ＳＣＵは，基本プリント画像オーバレイボックスＳＯＰ

インスタンスＵＩＤを指定する。 

指定された基本プリント画像オーバレイボックスＳＯＰインスタンスへの未解決の参照が無い場合は，

ＳＣＰはそれを削除する。ＳＣＵは前に削除された基本プリント画像オーバレイボックスＳＯＰイン

スタンスを参照しない。ＳＯＰインスタンスへの未解決の参照がある場合にはＳＣＰはそれを削除し

ない。ＳＣＰは要求された基本プリント画像オーバレイボックスＳＯＰインスタンス削除の状態コー

ドを返す。成功，警告，および失敗の状態コードの意味は節Ｈ．２．５の中で定義される。 

Ｈ．４．１２．３ ＳＯＰクラス定義およびＵＩＤ 

基本プリント画像オーバレイボックスＳＯＰクラスＵＩＤは， “1.2.840.10008.5.1.1.24.1” である。 

Ｈ．５ アソシエーションの折衝 

アソシエーションの確立は，同位のＤＩＣＯＭ ＡＥの間の通信の任意のインスタンスの最初の段階で
ある。アソシエーションの折衝手続きは，サポートするＳＯＰクラスまたはメタＳＯＰクラスを折衝

するために使用される。ＰＳ３．７はアソシエーション手続きを明記する。 

折衝手続きは，サポートするメタＳＯＰクラスおよびサポートする任意選択ＳＯＰクラスを折衝する

ために使用される。ＳＣＵおよびＳＣＰは，少なくとも一つのメタＳＯＰクラスＵＩＤ（例えば，基

本グレースケールプリント管理メタＳＯＰクラス）をサポートする，そして追加の任意選択ＳＯＰク

ラスをサポートすることがある。 

プリント管理サービスクラスは，拡張折衝をサポートしない。 
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ＳＣＵは，Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ要求の中で，プレゼンテーションコンテキストの中で，各々のサ

ポートするＳＯＰクラスまたはメタＳＯＰクラスに対して，一つの抽象構文を指定する。 

アソシエーションが解放されるか，中止される場合には，プリントジョブＳＯＰインスタンスおよび

プリンタＳＯＰインスタンスを除く全てのＳＯＰインスタンスは削除される。 

注： 未処理（Pending）のプリントジョブは，アソシエーションの解放または中止の後，依然プリントされる
であろう。 

Ｈ．６ プリント管理ＳＣＵセッションの例（情報） 

Ｈ．６．１ 簡単な例 

プリント管理ＳＣＵセッションのこの例は，情報提供の目的のためにだけ提供される。それは，基本

プリント管理メタＳＯＰクラスの一つの使用法を説明する。 

 
A-ASSOCIATE 
N-GET (PRINTER SOP Instance) 
N-CREATE (Film Session SOP Instance) 
for (each film of film session) 
{ 

N-CREATE (Film Box SOP Instance) 
for (each image of film) 
{ 

N-SET (Image Box SOP Instance which encapsulates a PREFORMATTED IMAGE 
SOP Instance) 

} 
if (no collation) 
{ 

   N-ACTION (PRINT, Film Box SOP Instance) 
   N-DELETE (Film Box SOP Instance) 

} 
} 
if (collation) 
{ 

N-ACTION (PRINT, Film Session SOP Instance) 
N-DELETE (Film Session SOP Instance) 

} 
N-EVENT-REPORT (PRINTER SOP Instance) 
A-RELEASE 

Ｈ．６．２ 高度な例（退役） 

この節はＤＩＣＯＭにおいて以前に定義されていた。それは現在退役している。ＰＳ３．４－１９９

８を参照。 

Ｈ．７ プルプリント依頼メタＳＯＰクラスの例（情報） 

この例は，プルプリント依頼メタＳＯＰクラスのコマンドの関係を示す。コマンド５を除いて，他の

コマンド応答は示されていない。それは，保存プリントおよび画像ＳＯＰインスタンスの保存が既に

発生したと仮定する。装置の他の組み合わせは可能である，例えば，ホストデバイスは例の中で同様

に示される保管装置でありうる。 

装置間の複数アソシエーションは必要とされる，そしてアソシエーションＡ，Ｂなどによって示され
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る。コマンド１，２および５は同一アソシエーション上にあることが必要とされる。Ｎ－ＡＣＴＩＯ

Ｎ要求（２）を受信した後に，およびＮ－ＡＣＴＩＯＮ応答（５）を発行する前に，プリンタは保存

プリント保存および画像ＳＯＰインスタンスを取得しそして処理するであろうから，コマンド２と５

の間の時間は長くなりうる。 

コマンド３ａおよび４ａは，アソシエーションＡではない，同一アソシエーション上にあり得る。 

コマンド３ａおよび４ａは，単一のＣ－ＭＯＶＥ要求の中に組み合わせられる場合のみ，コマンド３

ｂおよび４ｂは同一アソシエーション上にあり得る。 

問い合せ／取得ＳＯＰクラス仕様については付属書Ｃを参照のこと。 

（３ａ）保存プリントＳＯＰインス

タンスのＣ－ＭＯＶＥ（アソシエー

ションＢ）

（４ａ）画像ＳＯＰインスタンスの

Ｃ－ＭＯＶＥ（アソシエーション

ホスト

保管庫

プリンタ

プリント保存管理

ＳＣＵ

保存ＳＣＰ

取得ＳＣＵ

（１）プルプリント依頼ＳＯＰイン

スタンスのＮ－ＣＲＥＡＴＥ（アソ

シエーションＡ）

（２）プルプリント依頼ＳＯＰイン

スタンスのＮ－ＡＣＴＩＯＮ応答

（アソシエーションＡ）

保存ＳＣＵ

（３ｂ）保存プリント保存ＳＯ

ＰインスタンスのＣ－ＳＴＯ

ＲＥ（アソシエーションＣ）

（４ｂ）画像ＳＯＰインスタン

スのＣ－ＳＴＯＲＥ（アソシエ

ーションＥ）

取得ＳＣＰ

プリント保存

管理ＳＣＰ

（５）プルプリント依頼ＳＯＰイン

スタンスのＮ－ＡＣＴＩＯＮ応答

（アソシエーションＡ）

 

Ｈ．８ オーバレイの例（情報） 

これらの例は情報目的のためだけに提供される。オーバレイと画像を重ねた幾つかの例を示す。 



  PS 3.4-2001 翻訳原稿 

   2002/09/06 216

例１ 

画像行，列 256, 256 
オーバレイ行，列 512, 512 
オーバレイまたは画像拡大 IMAGE 
拡大後の列の数 512 
オーバレイ原点 1¥1 
 

この場合，画像はオーバレイと重ねられる前に５１２の行および列を持つために拡大される。オーバ

レイの上左角は画像の原点上に置かれる。結合プリント画像は５１２の行および列を持つ。 

画像

オーバーレイ

結合プリント画像

 

 

例２ 

画像行，列 512, 512 
オーバレイ行，列 512, 599 
オーバレイまたは画像拡大 なし 
拡大後の列の数 なし 
オーバレイ原点 1¥1 
 

この場合，オーバレイまたは画像の何れもが画像に焼き込まれる前に拡大されない。オーバレイの上

左角は画像の原点（1¥1）上に置かれる。結合プリント画像は５１２の行および５９９の列を持つ。 

画像

オーバーレイ

結合プリント画像

０に設定され，そして画像に重ねられないオー

バーレイ画素はオーバーレイ背景濃度

(2040,0082) でプリントされる。
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例３ 

画像行，列 512, 512 
オーバレイ行，列 256, 300 
オーバレイまたは画像拡大 OVERLAY 
拡大後の列の数 600 
オーバレイ原点 1¥-43 
 

この例では，オーバレイは５１２の行および６００の列を持つように拡大される。オーバレイおよび

画像は，画像の原点（1¥1）の左に４４画素のオーバレイ原点で重ねられる。結合プリント画像は５１
２の行および６００の列を持つ。 

 

画像 

オーバーレイ 

結合プリント画像 

０に設定され，そして画像に重ねられないオー

バーレイ画素はオーバーレイ背景濃度

(2040,0082) でプリントされる。 
 

例４ 

画像行，列 256, 256 
オーバレイ行，列 512, 512 
オーバレイまたは画像拡大 IMAGE 
拡大後の列の数 512 
オーバレイ原点 100¥100 
 

この場合，画像はオーバレイと重ねられる前に５１２の行および列を持つために拡大される。オーバ

レイの上左角は画像の原点上の９９画素下および右に置かれる。結合プリント画像は６１１の行およ

び列を持つ。 

 

画像 

オーバーレイ

結合プリント画像 

０に設定され，そして画像に重ねられないオー

バーレイ画素はオーバーレイ背景濃度

(2040,0082) でプリントされる。 

オーバーレイまたは画像の一部でない結合プリ

ント画像はオーバーレイ背景濃度 (2040,0082)
でプリントされる。  
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付属書Ｉ（規格） 媒体保存サービスクラス 

Ｉ．１ 概要 

Ｉ．１．１ 適用範囲 

媒体保存サービスクラスは，保存媒体の手段によって，ＤＩＣＯＭ ＡＥ間で画像と関連情報の単純な
転送を容易にする応用レベルのサービスのクラスを定義する。それは下記をサポートする： 

ａ． 画像および広い範囲の関連情報の相互交換をサポートする。これは媒体保存サービスクラスの
相互交換オプションと呼ばれる； 

ｂ． ハードコピープリントのためのオフライン方法における転送を保証する，フィルムセッション
に組織された画像の保存をサポートする。これは媒体保存サービスクラスのプリントオプショ

ンと呼ばれる； 

ｃ． 上記ａ，ｂで導入した，交換オプションおよびプリントオプションの組み合わせた使用。 

Ｉ．１．２ サービス定義 

ＤＩＣＯＭ ＡＥは，三つの役割ＦＳＣ，ＦＳＲまたはＦＳＵの中の一つ以上の役割をサポートするこ
とによって，媒体保存サービスクラスの相互交換オプションのＳＯＰクラスを実装する。ＤＩＣＯＭ 
ＡＥは，二つの役割ＦＳＣまたはＦＳＵの中の一つ以上の役割をサポートすることによって，媒体保

存サービスクラスのプリントオプションのＳＯＰクラスを実装する。（何れかのオプションの）媒体

保存サービスクラスのＳＯＰクラスは，媒体保存操作（Ｍ－ＷＲＩＴＥ，Ｍ－ＲＥＡＤ，Ｍ－ＤＥＬ

ＥＴＥ，Ｍ－ＩＮＱＵＩＲＥ ＦＩＬＥ－ＳＥＴ，およびＭ－ＩＮＱＵＩＲＥ ＦＩＬＥ）を使用して
実装される。これらの操作によって提供されるサービスは，ＰＳ３．１０の中で定義される。 

Ｉ．２ 挙動 

この節は媒体保存サービスクラスのＳＯＰクラスに対するＦＳＣ，ＦＳＲおよびＦＳＵの挙動を議論

する。 

Ｉ．２．１ ＦＳＣの挙動 

ＦＳＣは，対応するＩＯＤの必要条件に合致するＳＯＰインスタンスをもつ M-WRITE 操作を起動す
ることによって，作成されたファイル集合に対する媒体保存ディレクトリＳＯＰクラスを含むＤＩＣ

ＯＭＤＩＲファイルを作成すること，および，ファイル集合に属する一つ以上のファイルを作成する

こと，が可能である。Ｍ－ＷＲＩＴＥが正確にフォーマットされたＤＩＣＯＭファイルの作成に帰着

することを保証することは，ＦＳＣの責任である。これが達成される方法はＤＩＣＯＭ規格の適用範

囲外である。 

ＦＳＣは，媒体保存操作Ｍ－ＩＮＱＵＩＲＥ ＦＩＬＥ－ＳＥＴをサポートする，そして任意選択でＭ
－ＩＮＱＵＩＲＥ ＦＩＬＥをサポートする。 

プリントオプションに対して，下記を特に適用する： 

― プリントキューディレクトリエンティティの中にフィルムセッションディレクトリレコード
を置くことによって，そしてフィルムセッションディレクトリレコードの実行状態 (2100,0020) 
をペンディングにセットすることによって，フィルムセッションがＦＳＵによってプリントさ

れることを，ＦＳＣは要求する。 

― プリントされることが要求されているフィルムセッションに対して，ペンディングの実行状態 
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(2100,0020) をもつフィルムボックスのみが，プリントされることが要求される。 

Ｉ．２．２ ＦＳＲの挙動 

この挙動は，媒体保存サービスクラスの相互交換オプションにのみ適用する。ＦＳＲは，媒体保存デ

ィレクトリＳＯＰクラスを含むファイル集合と対応するＤＩＣＯＭＤＩＲを認識することが可能であ

る。有効なファイル集合が，ＤＩＣＯＭＤＩＲのみを含み，他のファイルは含まないことがある。フ

ァイル集合が，保存されたＳＯＰインスタンスをもつ他のファイルを含む場合は，ＦＳＲはファイル

集合のファイルの内容にアクセスするためにＭ－ＲＥＡＤ操作を起動することが可能である。これが

達成される方法は，ＤＩＣＯＭ規格の適用範囲外である。 

ＦＳＲは，媒体保存操作Ｍ－ＩＮＱＵＩＲＥ ＦＩＬＥをサポートする，そして任意選択でＭ－ＩＮＱ
ＵＩＲＥ ＦＩＬＥ－ＳＥＴをサポートすることがある。 

Ｉ．２．３ ＦＳＵの挙動 

ＦＳＵは，媒体保存ディレクトリＳＯＰクラスを含むファイル集合と対応するＤＩＣＯＭＤＩＲを認

識することが可能である。有効なファイル集合が，ＤＩＣＯＭＤＩＲのみを含み，他のファイルは含

まないことがある。ファイル集合が，保存されたＳＯＰインスタンスをもつ他のファイルを含む場合

は，ＦＳＵはファイル集合のファイルの内容にアクセスするためにＭ－ＲＥＡＤ操作を起動すること

が可能である。これが達成される方法はＤＩＣＯＭ規格の適用範囲外である。 

ＦＳＵは，媒体保存操作Ｍ－ＩＮＱＵＩＲＥ ＦＩＬＥをサポートする，そして任意選択でＭ－ＩＮＱ
ＵＩＲＥ ＦＩＬＥ－ＳＥＴをサポートすることがある。 

ＦＳＵは，対応するＩＯＤの必要条件を満足するＳＯＰインスタンスをもつＭ－ＷＲＩＴＥ操作を起

動することによって，ファイル集合に属する一つ以上の新しいファイルを作成することが可能である。

Ｍ－ＷＲＩＴＥが正確にフォーマットされたＤＩＣＯＭファイルの作成に帰着することを保証するこ

とは，ＦＳＵの責任である。これが達成される方法はＤＩＣＯＭ規格の適用範囲外である。ＦＳＵは，

Ｍ－ＤＥＬＥＴＥおよび，またはＭ－ＷＲＩＴＥ操作を使用することによって，ＤＩＣＯＭＤＩＲフ

ァイルの内容を更新すること可能である。 

プリントオプションに対して，下記を特に適用する： 

ａ） ペンディングの実行状態 (2100,0020) をもつプリントキューディレクトリエンティティの中に
存在するフィルムセッションディレクトリレコードをもつフィルムセッションのみが，印刷さ

れるべき候補である； 

ｂ） 印刷するための候補であるフィルムセッションに対して，ペンディングの実行状態 (2100,0020) 
をもつフィルムボックスが，印刷されるための候補である； 

注： 完了の実行状態 (2100,0020) をもつフィルムセッションおよびフィルムボックスに関係するＦＳＵ
の挙動は，ＤＩＣＯＭ規格の範囲外である。それらは，ＦＳＵによってプリントされることがあり，

されないことがある。 

ｃ） フィルムボックスの成功した印刷に続いて，プリントオプションをサポートするＦＳＵは，対
応するフィルムボックスディレクトリレコードの実行状態 (2100,0020) を完了に変更する。一
度，フィルムセッションのフィルムボックスの全てがＦＳＵによって成功して印刷された場合

は，フィルムセッションディレクトリレコード実行状態は，完了に更新される。フィルムセッ

ション，関連するフィルムボックスディレクトリレコード，参照フィルムセッション，フィル

ムボックスおよび画像ボックスＳＯＰインスタンスが，ファイル集合からＦＳＵによって削除

されることがあるかどうかを決めることは，このサービスクラスのプリントオプションの範囲
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外である。 

ｄ） フィルムセッションからの一つ以上のフィルムボックスを印刷することを失敗したのに続い
て，ＦＳＵは，対応するフィルムボックスディレクトリレコードの状態を未決定のままにする。

フィルムセッションの中に未決定のフィルムボックスがある間，フィルムセッションの実行状

態は未決定に留まる。フィルムボックスの印刷の失敗に続いて，どのような復旧動作が取られ

るかは，このサービスクラスのプリントオプションの適用範囲外である。 

注： その様な失敗の場合，参照されるフィルムセッション，フィルムボックスおよび画像ボックスＳＯ
Ｐインスタンスと同様に，フィルムセッションおよび関連するフィルムボックスディレクトリレコ

ードは，ファイル集合からＦＳＵによって削除されないことが推奨される。このサービスクラスの

プリントオプションは，ＤＩＣＯＭＤＩＲファイルの更新を除いて，ファイルに対するＭ－ＤＥＬ

ＥＴＥ操作の使用を含まない。ＦＳＵの役割をもつ媒体保存サービスクラスの相互交換オプション

は，そのような機能に対して使用されることが意図されている。 

Ｉ．３ 適合性 

Ｉ．３．１ ＦＳＣとしての適合性 

媒体保存サービスクラスのＳＯＰクラスの一つに適合する実装は： 

ａ） 節Ｉ．２．１の中で明記される必要条件に合致する； 

ｂ） ＰＳ３．１０の中で明記される必要条件に合致する； 

ｃ） メタファイル情報におけるＳＯＰクラスＵＩＤによって識別されるＳＯＰクラス仕様に従っ
てＭ－ＷＲＩＴＥ操作を実行する。 

ｄ） （ＤＩＯＭＤＩＲファイルの中に保存された）媒体保存ディレクトリＳＯＰクラスをサポート
する。それが相互交換オプションのみをサポートする場合は，ディレクトリはディレクトリ情

報モジュールを含まないことがある。プリントオプションをサポートする場合は，ディレクト

リは，適切なディレクトリレコード（プリントキュー，フィルムセッション，フィルムボック

ス，および画像ボックス）をもつディレクトリ情報モジュールを含む。 

ｅ） ファイルへの複数参照をＭＲＤＲディレクトリレコードを通して作成するディレクトリレコ
ードをもつ媒体保存ディレクトリＳＯＰクラスを含むＤＩＣＯＭＤＩＲファイルを作成する

ことがある。 

Ｉ．３．２ ＦＳＲとしての適合性 

相互交換オプションをもつ媒体保存サービスクラスのＳＯＰクラスの一つに適合する実装は： 

ａ） 節Ｉ．２．２の中で明記される必要条件に合致する； 

ｂ） ＰＳ３．１０の中で明記される必要条件に合致する； 

ｃ） メタファイル情報におけるＳＯＰクラスＵＩＤによって識別されるＳＯＰクラス仕様に従っ
てＭ－ＲＥＡＤ操作を実行する。サポートしていないＳＯＰクラスのＭ－ＲＥＡＤはそのよう

な保存されたデータ集合を無視することに単に帰着する； 

ｄ） ファイルへの複数参照をＭＲＤＲディレクトリレコードを通して作成するディレクトリレコ
ードをもつ媒体保存ディレクトリＳＯＰクラスを含むＤＩＣＯＭＤＩＲファイルを読む。 

ｅ） ディレクトリ情報モジュールをもたない，あるいは実装によってサポートされていないタイプ
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のディレクトリレコードを含んでいるディレクトリ情報モジュールをもつ，ＤＩＣＯＭＤＩＲ

ファイルを読む。 

Ｉ．３．３ ＦＳＵとしての適合性 

媒体保存サービスクラスのＳＯＰクラスの一つに適合する実装は： 

ａ） 節Ｉ．２．３の中で明記される必要条件に合致する； 

ｂ） ＰＳ３．１０の中で明記される必要条件に合致する； 

ｃ） メタファイル情報の中のＳＯＰクラスＵＩＤによって識別されるＳＯＰクラス仕様に従って
Ｍ－ＲＥＡＤ操作を実行する。サポートしていないＳＯＰクラスのＭ－ＲＥＡＤはそのような

保存されたデータ集合を無視することに単に帰着する； 

ｄ） メタファイル情報の中のＳＯＰクラスＵＩＤによって識別されるＳＯＰクラス仕様に従って
Ｍ－ＷＲＩＴＥ操作を実行する； 

ｅ）（ＤＩＯＭＤＩＲファイルに保存された）媒体保存ディレクトリＳＯＰクラスをサポートする。

ディレクトリ情報モジュールを含んでいるディレクトリは，ＦＳＵによって更新される。ディ

レクトリ情報モジュールを含んでいないディレクトリは，ＦＳＵによって更新されない； 

ｆ） ファイルへの複数参照をＭＲＤＲディレクトリレコードを通して作成するディレクトリレコ
ードをもつ媒体保存ディレクトリＳＯＰクラスを含むＤＩＣＯＭＤＩＲファイルを読む； 

ｇ） ファイルへの複数参照が必要とされるＭＲＤＲディレクトリレコードを利用して，ディレクト
リレコードを作成することによって，媒体保存ディレクトリＳＯＰクラスを含むＤＩＣＯＭＤ

ＩＲファイルを任意選択で更新することがある； 

ｈ） ディレクトリ情報モジュールをもたない，あるいは実装によってサポートされていないタイプ
のディレクトリレコードを含んでいるディレクトリ情報モジュールをもつ，ＤＩＣＯＭＤＩＲ

ファイルを読む。 

Ｉ．３．４ 適合性宣言必要条件 

媒体保存サービスクラスの実装は，表Ｉ．３－１の中で明記される一つ以上の役割および関係するオ

プションをサポートすることがある。更に，実装は節Ｉ．４の中で定義される媒体保存サービスクラ

スの一つ以上のＳＯＰクラスに適合することがある。適合性宣言はＰＳ３．２によって定義される書

式である。 

表Ｉ．３－１ 役割とオプションの許される組み合わせ 

任意選択 役割 ＦＳＲ ＦＳＣ ＦＳＵ 
相互交換オプショ

ン 
ディレクトリ情報

モジュールを持つ 
許される 許される 許される。 

ディレクトリが更

新される 
 ディレクトリ情報

モジュールを持た

ない 

許される 許される 許される。 
ディレクトリが更

新されない 
プリントオプショ

ン 
ディレクトリ情報

モジュールを持つ 
許されない 許される 許される。 

ディレクトリが更

新される 
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 ディレクトリ情報

モジュールを持た

ない 

許されない 許されない 許されない 

 

次の問題は，媒体保存ＳＯＰクラスの一つへの適合性を主張する実装の適合性宣言の中で文書化され

る： 

― サポートされる基本ディレクトリ情報オブジェクトモデルのサブセット； 

― サービスクラスオプションの何れがサポートされるか：相互交換オプション，あるいはプリン
トオプション，あるいは両方； 

－ ディレクトリ情報モジュールが存在しても存在しなくても，相互交換オプションについて； 

－ ディレクトリ情報モジュールが作成されるかまたは（サポートされるディレクトリ情報モジュ
ールが）更新される時，ディレクトリレコードの中に含まれることがある任意選択標準キーが

文書化される。私的キーおよび私的レコードも同様に文書化されることがある。 

Ｉ．３．５ 標準拡張，特殊化および私的適合性 

標準媒体保存ＳＯＰクラスに加えて，実装は，ＰＳ３．２によって定義される標準拡張，特殊化およ

び／または私的ＳＯＰクラスをサポートすることがある。 

ＳＯＰクラスの三タイプの全てに対して，実装は，ＦＳＣ，ＦＳＲ，両方またはＦＳＵとして適合す

ることを許される。適合性宣言は，ＰＳ３．２の中で定義される書式である。 

Ｉ．４ 媒体保存標準ＳＯＰクラス 

媒体保存サービスクラスにおけるＳＯＰクラスは，保存される複合および正規化ＩＯＤを識別する。

次の標準ＳＯＰクラスは，表Ｉ．４－１の中で識別される。 

表Ｉ．４－１ 媒体保存標準ＳＯＰクラス 

ＳＯＰクラス名 ＳＯＰクラスＵＩＤ ＩＯＤ仕様 
コンピューティッドラジオグ

ラフィ画像保存 
1.2.840.10008.5.1.4.1.1.1 ＰＳ３．３で定義されるＩＯＤ 

ＣＴ画像保存 1.2.840.10008.5.1.4.1.1.2 ＰＳ３．３で定義されるＩＯＤ 
ハードコピーグレースケール

画像保存 
1.2.840.10008.5.1.1.29 ＰＳ３．３で定義されるＩＯＤ 

ハードコピーカラー画像保存 1.2.840.10008.5.1.1.30 ＰＳ３．３で定義されるＩＯＤ 
分離解釈管理保存 1.2.840.10008.3.1.2.6.1 節 G.4.2.1 の N-GET 属性参照 
分離患者管理保存 1.2.840.10008.3.1.2.1.1 節 E.3.2.1 の N-GET 属性参照 
分離結果管理保存 1.2.840.10008.3.1.2.5.1 節 G.3.2.1 の N-GET 属性参照 
分離検査構成要素管理保存 1.2.840.10008.3.1.2.3.2 節 F.4.2.1 の N-GET 属性参照 
分離検査管理保存 1.2.840.10008.3.1.2.3.1 節 F.3.2.1 の N-GET 属性参照 
分離来院管理保存 1.2.840.10008.3.1.2.2.1 節 E.4.2.1 の N-GET 属性参照 
媒体保存ディレクトリ保存 1.2.840.10008.1.3.10 ＰＳ３．３で定義されるＩＯＤ 
ＭＲ画像保存 1.2.840.10008.5.1.4.1.1.4 ＰＳ３．３で定義されるＩＯＤ 
核医学画像保存 1.2.840.10008.5.1.4.1.1.20 ＰＳ３．３で定義されるＩＯＤ 
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ＲＴ画像保存 1.2.840.10008.5.1.4.1.1.481.1 ＰＳ３．３で定義されるＩＯＤ 
ＲＴ線量保存 1.2.840.10008.5.1.4.1.1.481.2 ＰＳ３．３で定義されるＩＯＤ 
ＲＴ構造集合保存 1.2.840.10008.5.1.4.1.1.481.3 ＰＳ３．３で定義されるＩＯＤ 
ＲＴ計画保存 1.2.840.10008.5.1.4.1.1.481.5 ＰＳ３．３で定義されるＩＯＤ 
ＲＴビーム治療記録保存 1.2.840.10008.5.1.4.1.1.481.4 ＰＳ３．３で定義されるＩＯＤ 
ＲＴ近接照射治療記録保存 1.2.840.10008.5.1.4.1.1.481.6 ＰＳ３．３で定義されるＩＯＤ 
ＲＴ治療要約記録保存 1.2.840.10008.5.1.4.1.1.481.7 ＰＳ３．３で定義されるＩＯＤ 
二次取得画像保存 1.2.840.10008.5.1.4.1.1.7 ＰＳ３．３で定義されるＩＯＤ 
複数フレームシングルビット

二次取得画像保存 
1.2.840.10008.5.1.4.1.1.7.1 複数フレームシングルビット二次取

得画像 
複数フレームグレースケール

バイト二次取得画像保存 
1.2.840.10008.5.1.4.1.1.7.2 複数フレームグレースケールバイト

二次取得画像 
複数フレームグレースケール

ワード二次取得画像保存 
1.2.840.10008.5.1.4.1.1.7.3 複数フレームグレースケールワード

二次取得画像 
複数フレームトゥルーカラー

二次取得画像保存 
1.2.840.10008.5.1.4.1.1.7.4 複数フレームトゥルーカラー二次取

得画像 
独立カーブ保存 1.2.840.10008.5.1.4.1.1.9 ＰＳ３．３で定義されるＩＯＤ 
１２リードＥＣＧ波形保存 1.2.840.10008.5.1.4.1.1.9.1.1 １２リードＥＣＧ波形 
一般ＥＣＧ波形保存 1.2.840.10008.5.1.4.1.1.9.1.2 一般ＥＣＧ波形 
歩行ＥＣＧ波形保存 1.2.840.10008.5.1.4.1.1.9.1.3 歩行ＥＣＧ波形 
血行動態波形保存 1.2.840.10008.5.1.4.1.1.9.2.1 血行動態波形 
心臓電気生理学波形保存 1.2.840.10008.5.1.4.1.1.9.3.1 心臓電気生理学波形 
基本音声オーディオ波形保存 1.2.840.10008.5.1.4.1.1.9.4.1 基本音声オーディオ波形 
独立モダリティＬＵＴ保存 1.2.840.10008.5.1.4.1.1.10 ＰＳ３．３で定義されるＩＯＤ 
独立オーバレイ保存 1.2.840.10008.5.1.4.1.1.8 ＰＳ３．３で定義されるＩＯＤ 
独立ＶＯＩ ＬＵＴ保存 1.2.840.10008.5.1.4.1.1.11 ＰＳ３．３で定義されるＩＯＤ 
グレースケールソフトコピー 1.2.840.10008.5.1.4.1.1.11.1 グレースケールソフトコピー提示状

態 
保存プリント保存 1.2.840.10008.5.1.1.27 ＰＳ３．３で定義されるＩＯＤ 
超音波画像保存 1.2.840.10008.5.1.4.1.1.6. 1 ＰＳ３．３で定義されるＩＯＤ 
超音波複数フレーム画像保存 1.2.840.10008.5.1.4.1.1.3. 1 ＰＳ３．３で定義されるＩＯＤ 
Ｘ線アンギオグラフィ画像保

存 
1.2.840.10008.5.1.4.1.1.12.1 ＰＳ３．３で定義されるＩＯＤ 

Ｘ線ラジオフロロスコピィ画

像保存 
1.2.840.10008.5.1.4.1.1.12.2 ＰＳ３．３で定義されるＩＯＤ 

デジタルX線画像保存 – 提示
用 

1.2.840.10008.5.1.4.1.1.1.1 ＤＸ ＩＯＤ 

デジタルX線画像保存 – 処理
用 

1.2.840.10008.5.1.4.1.1.1.1.1 ＤＸ ＩＯＤ 

デジタルマンモグラフィ画像

保存 – 提示用 
1.2.840.10008.5.1.4.1.1.1.2 デジタルマンモグラフィＩＯＤ 

デジタルマンモグラフィ画像

保存 – 処理用 
1.2.840.10008.5.1.4.1.1.1.2.1 デジタルマンモグラフィＩＯＤ 
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デジタル口腔内 X線画像保存 
– 提示用 

1.2.840.10008.5.1.4.1.1.1.3 デジタル口腔内Ｘ線ＩＯＤ 

デジタル口腔内 X線画像保存 
– 処理用 

1.2.840.10008.5.1.4.1.1.1.3.1 デジタル口腔内Ｘ線ＩＯＤ 

ＶＬ内視鏡画像保存 1.2.840.10008.5.1.4.1.1.77.1.1 ＶＬ内視鏡画像 
ＶＬ顕微鏡画像保存 1.2.840.10008.5.1.4.1.1.77.1.2 ＶＬ顕微鏡画像 
ＶＬスライド座標微鏡画像保

存 
1.2.840.10008.5.1.4.1.1.77.1.3 ＶＬスライド座標微鏡画像 

ＶＬ写真画像保存 1.2.840.10008.5.1.4.1.1.77.1.4 ＶＬ写真画像 
基本テキストＳＲ 1.2.840.10008.5.1.4.1.1.88.11 基本テキストＳＲ 
拡張ＳＲ 1.2.840.10008.5.1.4.1.1.88.22 拡張ＳＲ 
包括的ＳＲ 1.2.840.10008.5.1.4.1.1.88.33 包括的ＳＲ 
マンモグラフィＣＡＤ ＳＲ 1.2.840.10008.5.1.4.1.1.88.50 マンモグラフィＣＡＤ ＳＲ ＩＯＤ
キーオブジェクト選択文書 1.2.840.10008.5.1.4.1.1.88.59 キーオブジェクト選択文書 
 

注： １．媒体保存ディレクトリＳＯＰクラスを除いて，上記の媒体保存標準ＳＯＰクラスは対応するネットワ
ーク通信ＳＯＰクラスとして同じＵＩＤ値が割り当てられている。これはＵＩＤ割当を簡単にするために

行われた。これらのＳＯＰクラスは異なる操作に基づいているが，それらの使用法のコンテキストは媒体

保存ＳＯＰクラスをネットワーク通信ＳＯＰクラスから明確に区別しなければならない。 

２．媒体上の正規化プリントＳＯＰインスタンスの保存はＤＩＣＯＭの中で定義されていた。それらは退

役した。ＰＳ３．４－１９９８を参照。 

Ｉ．４．１  標準ＳＯＰクラスの特殊化 

Ｉ．４．１．１ グレースケールソフトコピー提示状態保存ＳＯＰクラス 

付属書Ｎを参照。 

Ｉ．４．１．２ 構造化報告書作成保存ＳＯＰクラス 

付属書Ｏの必要条件は次のＳＯＰクラスに適用される： 

・ 基本テキストＳＲ 

・ 拡張ＳＲ 

・ 包括的ＳＲ 

・ マンモグラフィＣＡＤ ＳＲ 

付属書Ｏ必要条件は，キーのオブジェクト選択文書ＳＯＰクラスには適用されない。 

Ｉ．５ 退役標準ＳＯＰクラス 

表Ｉ．５－１の中のＳＯＰクラスは，ＤＩＣＯＭ規格の前の版で定義された。それらは現在退役して

いる，そして表Ｉ．４－１の中で示される新しい標準ＳＯＰクラスによって置き換えられた。 

注： 退役ＳＯＰクラスの使用はＤＩＣＯＭによって許される。しかしながら新規の実装はより新しいＳＯＰク
ラスを実装することを強く推奨される。 
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表Ｉ．５－１ 退役標準ＳＯＰクラス 

ＳＯＰクラス名 ＳＯＰクラスＵＩＤ 
核医学画像保存 1.2.840.10008.5.1.4.1.1.5 
超音波画像保存 1.2.840.10008.5.1.4.1.1.6 
超音波複数フレーム画像保存 1.2.840.10008.5.1.4.1.1.3 
Ｘ線アンギオグラフィバイプレン画像保存画像保

存 
1.2.840.10008.5.1.4.1.1.12.3 
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付属書Ｊ（規格） 保存委託サービスクラス 

Ｊ．１ 概要 

Ｊ．１．１ 適用範囲 

ＳＯＰインスタンスのネットワークに基づいた保存に対して，ＤＩＣＯＭの中で現在定義されている

機構，保存サービスクラスは，画像および（オーバレイやカーブのような）他の情報を，サービスク

ラス利用者（ＳＣＵ）がサービスクラス提供者（ＳＣＰ）へ転送することを可能にする。しかしなが

ら，保存サービスクラスは，ＳＣＰがデータの保護に対する責任を明示的に取ることを考慮して明記

していない。つまり，ＳＣＰが転送されたＳＯＰインスタンスを受け入れるよりも多くを行う約束は

ない。医用画像の通信に加えて医用画像の管理を行うためには，ＳＯＰインスタンスを保存する明示

的に定義された約束があることを保証するＤＩＣＯＭ内のサービスクラスに対する要求がある。 

保存委託サービスクラスは，保存へのこの約束を容易にする応用レベルのサービスのクラスを定義す

る。保存委託サービスクラスは，ＳＯＰインスタンスの保護に対する約束をすること（即ち，ＳＯＰ

インスタンスが実装特有の期間の間保持されるであろう，そして取得できること）を，ＳＣＵとして

動作している応用エンティティ（ＡＥ）が，ＳＣＰとして動作している別の応用エンティティ（ＡＥ）

に要求することを可能にする。そのようなＳＯＰインスタンスが取得されることが後でできるＡＥは，

保存委託が受諾されたＳＣＰであることがある，あるいはそれはそのＳＣＰとは異なることがある。 

ＳＣＰ実装は，それがその保存への約束を提供する方法を定義する。あるＳＣＰは，ＳＯＰインスタ

ンスを永久的に保存することを約束することがある（例えば，保管庫システム），一方他のＳＣＰは，

限られた期間の間ＳＯＰインスタンスの保存を提供することを約束することがある。ＳＣＰはその適

合性宣言の中に，その保存への約束の性質（例えば，保存の期間，取得能力と応答時間，容量）を文

書化することを必要とされる。 

一度，ＳＣＰがＳＯＰインスタンスを保存する約束を受諾した場合は，ＳＣＵはＳＯＰインスタンス

のその複写を削除することが適切であると決定することがある。この種の方針はこの規格の適用範囲

外であるが，ＳＣＵはその適合性宣言の中にこれらの方針を文書化することを必要とされる。 

Ｊ．１．２ モデルの概要 

保存委託に対する要求は，二つの基本モデル，プッシュモデルおよびプルモデルの一つを使用して達

成することができる。 

プッシュモデルは，このサービスクラスの適用範囲外の適当な機構を使用して，ＳＣＵがＳＯＰイン

スタンスをＳＣＰへ送信することを期待する。保存委託は，それから，一つ以上のＳＯＰインスタン

スの集合への参照を含んでいる保存委託要求を送信することによって開始される。保存委託の成功ま

たは失敗は，ＳＣＰからＳＣＵへの通知を経由してその後で示される。 

プルモデルは，ＳＣＰに現在存在しないＳＯＰインスタンスへの参照を含んでいる保存委託要求を，

ＳＣＵが送信することを可能にする。ＳＣＰはそれから，このサービスクラスの適用範囲外の機構を

使用して，ＳＯＰインスタンスをそれらの現在の場所から取得しなければならない。保存委託の成功

あるいは失敗は，ＳＣＰからＳＣＵへの通知を経由してその後で示される。 

注： 上述の通り，ＳＯＰインスタンスをＳＣＵからＳＣＰへ転送するために使用される機構は，このサービス
クラスの適用範囲外である。しかしながら，典型的な機構は，保存サービスクラス，問合せ／取得サービ

スクラス，または媒体交換の中で見つけられる。 
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Ｊ．２ 適合性の概要 

このサービスクラスによって取り組まれる応用レベルのサービスは二つの別個のＳＯＰクラス経由で

明記される： 

ａ） 保存委託プッシュモデルＳＯＰクラス 

ｂ） 保存委託プルモデルＳＯＰクラス 

保存委託サービスクラスのＳＣＰ実装は，保存委託プッシュモデルＳＯＰクラスをサポートする。Ｓ

ＣＰが保存委託プルモデルＳＯＰクラスをサポートする場合は，保存委託プッシュモデルＳＯＰクラ

スを同様にサポートする。 

各々のＳＯＰクラスは，ＳＯＰクラスに適用可能な属性，操作，通知，そして挙動を明記する。応用

エンティティの適合性は，保存委託ＳＯＰクラスの一つあるいは両方を選択することによって定義さ

れる。各々のＳＯＰクラスに対して，適合性必要条件は，サービスクラス提供者（ＳＣＰ）とサービ

スクラス利用者（ＳＣＵ）の観点から明記される。 

保存委託サービスクラスは，ＰＳ３．３の中で定義される保存委託ＩＯＤ，およびＰＳ３．７の中で

明記されるＮ－ＡＣＴＩＯＮおよびＮ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴ ＤＩＭＳＥサービスを使用する。 

Ｊ．２．１ アソシエーション折衝 

アソシエーションの確立は，同位ＤＩＣＯＭ ＡＥ間の通信のインスタンスの最初の段階である。ＰＳ
３．７の中で明記されるアソシエーション折衝規則が，サポートされるＳＯＰクラスを折衝するため

に使用される。 

ＳＣＰ／ＳＣＵ役割選択折衝に対するサポートは必須である。ＳＯＰクラス拡張折衝はサポートされ

ない。 

保存委託サービスクラスのＳＣＰ実装は，保存委託プッシュモデルＳＯＰクラスをサポートする。Ｓ

ＣＰが保存委託プルモデルＳＯＰクラスに対するプレゼンテーションコンテキストを受諾する場合は，

それは保存委託プッシュモデルＳＯＰクラスに対するプレゼンテーションコンテキストを同様に受託

する。 

Ｊ．３ 保存委託プッシュモデルＳＯＰクラス 

保存委託プッシュモデルＳＯＰクラスは，ＳＯＰインスタンスが転送される時刻をＳＣＵが決める，

保存委託を要求するそれらの応用エンティティに対して意図されている。ＳＣＵは適当な機構を使用

してＳＯＰインスタンスをＳＣＰに転送する。保存委託に対する要求は，一つ以上のＳＯＰインスタ

ンスへの参照のリストと共にＳＣＰへ送信される。保存委託の成功または失敗は，ＳＣＰからＳＣＵ

への通知によってその後に示される。 

Ｊ．３．１ ＤＩＭＳＥサービスグループ 

下記のＤＩＭＳＥ―Ｎサービスが，保存委託プッシュモデルＳＯＰクラスに適用可能である。 

ＤＩＭＳＥサービス要素 用法ＳＣＵ/ＳＣＰ 
Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴ M/M 
Ｎ－ＡＣＴＩＯＮ M/M 

 

ＤＩＭＳＥ－ＮサービスとプロトコルはＰＳ３．７の中で明記される。 
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Ｊ．３．２ 操作 

このＳＯＰクラスへの適合性をＳＣＵとして主張するＤＩＣＯＭ ＡＥは，Ｎ－ＡＣＴＩＯＮ操作を起
動する。このＳＯＰクラスへの適合性をＳＣＰとして主張するＤＩＣＯＭ ＡＥは，Ｎ－ＡＣＴＩＯＮ
操作をサポートする。 

Ｊ．３．２．１ 保存委託要求 

保存委託要求操作は，ＳＯＰインスタンスの集合の保護を約束することを，ＳＣＵがＳＣＰに依頼す

ることを可能にする。この操作はＮ－ＡＣＴＩＯＮプリミティブを通して起動される。 

Ｊ．３．２．１．１ 実行情報 

このＳＯＰクラスへの適合性をＳＣＵおよび／またはＳＣＰとして主張するＤＩＣＯＭ ＡＥは，表Ｊ．
３－１の中で明記される実行タイプおよび実行情報をサポートする。 

表Ｊ．３－１ 保存委託要求―実行情報 

実行タイプ

名 
実行タイプ

ＩＤ 
属性 タグ 必要条件タイプ 

ＳＣＵ/ＳＣＰ 
保存委託要

求 
1 処理ＵＩＤ (0008,1195) 1/1 

  保存媒体ファイル集合ＩＤ (0088,0130) 3/3 
節 J.3.2.1.1.1 を参照 

  保存媒体ファイル集合ＵＩＤ (0088,0140) 3/3 
節 J.3.2.1.1.1 を参照 

  参照ＳＯＰシーケンス (0008,1199) 1/1 
  > 参照ＳＯＰクラスＵＩＤ (0008,1150) 1/1 
  > 参照ＳＯＰインスタンスＵ

ＩＤ 
(0008,1155) 1/1 

  > 保存媒体ファイル集合ＩＤ (0088,0130) 3/3 
節 J.3.2.1.1.1 を参照 

  > 保存媒体ファイル集合ＵＩ
Ｄ 

(0088,0140) 3/3 
節 J.3.2.1.1.1 を参照 

  参照検査構成要素シーケンス (0008,1111) 1C/1 
節 J.3.2.1.1.2 を参照 

  > 参照ＳＯＰクラスＵＩＤ (0008,1150) 1/1 
  > 参照ＳＯＰインスタンスＵ

ＩＤ 
(0008,1155) 1/1 

 

Ｊ．３．２．１．１．１ 保存媒体ファイル集合ＩＤ属性 

存在する場合は，保存媒体ファイル集合ＩＤ (0088,0130) と保存媒体ファイル集合ＵＩＤ (0088,0140) 
は参照ＳＯＰシーケンス (0008,1199) の外側か，そのシーケンス内の一つ以上の項目内に現れる，し
かし両方ではない。それらがシーケンスの外側に現れる場合は，そのときはシーケンス内のＳＯＰイ

ンスタンスの全てが，指定された保存媒体ファイル集合から取得可能である。それらがそのシーケン

スの項目内に現れる場合は，そのときはその項目によって参照されるＳＯＰインスタンスが，指定さ

れる保存媒体ファイル集合から取得可能である。 
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Ｊ．３．２．１．１．２ 参照検査構成要素シーケンス属性 

参照検査構成要素シーケンス (0008,1111) 属性は，参照ＳＯＰシーケンス (0008,1199) 内で参照される
全てのＳＯＰインスタンスが同一の検査構成要素に属している，そしてその検査構成要素に対するＳ

ＯＰインスタンスの完全な集合を表している場合は，提供される（即ち，参照されるＳＯＰインスタ

ンスが完全な検査構成要素を表していない場合は，この属性は送られない）。単一のＳＯＰクラス／

インスタンスＵＩＤ対がこのシーケンスの中に存在することがある。 

注： 検査構成要素についての詳細情報については検査管理サービスクラスを参照のこと。 

Ｊ．３．２．１．２ サービスクラス利用者の挙動 

ＳＣＵは，ＳＯＰインスタンスの集合の保護をＳＣＰに要求するために，Ｎ－ＡＣＴＩＯＮプリミテ

ィブを使用する。ＳＯＰインスタンスは，表３－１の中で明記される実行情報の中で参照される。実

行タイプＩＤは，保存委託のための要求を指定する１に設定される。 

ＳＣＵは，各々の保存委託要求をユニークに識別するために処理ＵＩＤ属性 (0008,1195) を供給する。
処理ＵＩＤ属性の値は，ＳＣＰによって保存委託結果の中に含まれるであろう（節Ｊ．３．３．１を

参照）。処理ＵＩＤ属性の使用は，同一または異なるアソシエーション上で発生することがある要求

および結果を，ＳＣＵが対応させることを可能にする。 

Ｎ－ＡＣＴＩＯＮプリミティブは，その要求されたＳＯＰインスタンスＵＩＤパラメタの中に，（節

Ｊ．３．５の中で定義される）周知の保存委託プッシュモデルＳＯＰインスタンスＵＩＤを含む。 

注： ここで述べられている使用法において，Ｎ－ＡＣＴＩＯＮプリミティブが操作することがあるＳＯＰイン
スタンスの明示的な作成はない。その代わり，Ｎ－ＡＣＴＩＯＮプリミティブは，一定の周知なＳＯＰイ

ンスタンス上で操作する。このＳＯＰインスタンスは，各保存委託サービスクラスＳＣＰ応用の起動の間

に概念的に作成される。 

成功Ｎ－ＡＣＴＩＯＮ応答状態コードをＳＣＰから受け取り次第，ＳＣＵは，ＳＣＰがＮ－ＡＣＴＩ

ＯＮ要求を受け取ったことをその時に知る。それ以外のＮ－ＡＣＴＩＯＮ応答状態コードをＳＣＰか

ら受け取り次第，ＳＣＵは，ＳＣＰが要求を処理しない，そして従って保存委託要求によって参照さ

れるＳＯＰインスタンスの保存を約束しないであろうことをその時に知る。状態を受け取り次第ＳＣ

Ｕによって取られる行動は，この規格の範囲を越える。失敗状態を受け取ったとき，処理ＵＩＤはも

はや有効ではない，そして他の処理に対して再利用されない。 

Ｎ－ＡＣＴＩＯＮ応答の受信の受信の後に，ＳＣＵは，それがＮ－ＡＣＴＩＯＮ要求を送ったアソシ

エーションを解放することがある。 

注： １．保存委託の失敗は，Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴプリミティブ経由で合図されるであろう。 

  ２．ＳＯＰインスタンスが媒体相互交換経由で転送される状態では，参照されるＳＯＰインスタンスを含
んでいるその媒体がまだ読み込まれていないことがあるので，保存委託要求は失敗することがある。媒体

相互交換の場合，属性ファイル集合ＩＤ (0088,0130) とファイル集合ＵＩＤ (0088,0140) は存在すること
があり，しないことがある。これらは，保存委託 ＳＣＰによって，転送されたＳＯＰインスタンスを含
んでいる媒体の識別を容易にするために提供されることがある。 

Ｊ．３．２．１．３ サービスクラス提供者の挙動 

Ｎ－ＡＣＴＩＯＮ要求を受け取り次第，ＳＣＰは，Ｎ－ＡＣＴＩＯＮ応答プリミティブ経由で，関連

する要求に適用可能なＮ－ＡＣＴＩＯＮ応答状態コードを返す。成功状態はＳＣＰが要求を成功して

受け取ったことを伝達する。失敗状態はＳＣＰが要求を処理していないことを伝達する。 
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注： １．保存委託の失敗は，Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴプリミティブ経由で合図されるであろう。 

  ２．保存委託要求がＳＣＰによって受け取られる時，それは保存委託要求が要求される参照のリストを直
ちに確認し，Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴを返すことがある。ＳＯＰインスタンスが媒体相互交換経由

で転送される状況では，参照されるＳＯＰインスタンスを含んでいるその媒体がまだ読み込まれていない

ことがあるので，Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴは失敗することがある。媒体相互交換の場合，属性ファ

イル集合ＩＤ (0088,0130) とファイル集合ＵＩＤ (0088,0140) は存在することがあり，しないことがある。
これらは，保存委託ＳＣＰによって，転送されたＳＯＰインスタンスを含んでいる媒体の識別を容易にす

るために使用されることがある。 

Ｊ．３．２．１．４ 状態コード 

サービスクラス特有の状態値はＮ－ＡＣＴＩＯＮサービスに対して定義されていない。一般応答状態

コードについてはＰＳ３．７を参照のこと。 

Ｊ．３．３ 通知 

このＳＯＰクラスへの適合性をＳＣＰとして主張するＤＩＣＯＭ ＡＥは，Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯ
ＲＴ要求を起動する。このＳＯＰクラスへの適合性をＳＣＵとして主張するＤＩＣＯＭ ＡＥは，Ｎ－
ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴ要求を受け取る能力がある。 

Ｊ．３．３．１ 保存委託結果 

保存委託結果通知は，それが保存委託要求によって参照されるＳＯＰインスタンスに対する保存委託

責任を受諾するか否かを，ＳＣＰがＳＣＵに通知することを可能にする。この通知は，エラー情報（即

ち，保存委託が参照ＳＯＰインスタンスの一つ以上に対して実施できなかった）を伝達するために同

様に使用される。この通知は，Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴプリミティブを通して起動される。 

Ｊ．３．３．１．１ イベント情報 

このＳＯＰクラスへの適合性をＳＣＵおよび／またはＳＣＰとして主張するＤＩＣＯＭ ＡＥは，表Ｊ
３－２の中に明記されるイベントタイプとイベント情報をサポートする。 

表Ｊ．３－２ 保存委託結果―イベント情報 

イベントタ

イプ名 
イベントタ

イプＩＤ 
属性 タグ 必要性タイプ 

ＳＣＵ/ＳＣＰ 
保存委託要

求成功 
１ 処理ＵＩＤ (0008,1195) -/1 

  取得ＡＥ名称 (0008,0054) -/3 
節 J.3.3.1.1.1 を参照 

  保存媒体ファイル集合ＩＤ (0088,0130) -/3 
節 J.3.3.1.1.2 を参照 

  保存媒体ファイル集合ＵＩＤ (0088,0140) -/3 
節 J.3.3.1.1.2 を参照 

  参照ＳＯＰシーケンス (0008,1199) -/1 
  > 参照ＳＯＰクラス ＵＩＤ (0008,1150) -/1 
  > 参照ＳＯＰインスタンス Ｕ

ＩＤ 
(0008,1155) -/1 

  > 取得ＡＥ名称 (0008,0054) -/3 
節 J.3.3.1.1.1 を参照 
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  > 保存媒体ファイル集合 ＩＤ (0088,0130) -/3 
節 J.3.3.1.1.2 を参照 

  > 保存媒体ファイル集合 ＵＩ
Ｄ 

(0088,0140) -/3 
節 J.3.3.1.1.2 を参照 

保存委託要

求完了 
2 処理ＵＩＤ (0008,1195) -/1 

―失敗が存

在する 
 取得ＡＥ名称 (0008,0054) -/3 

節 J.3.3.1.1.1 を参照 
  保存媒体ファイル集合 ＩＤ (0088,0130) -/3 

節 J.3.3.1.1.2 を参照 
  保存媒体ファイル集合 ＵＩＤ (0088,0140) -/3 

節 J.3.3.1.1.2 を参照 
  参照ＳＯＰシーケンス (0008,1199) -/1C 

この属性は一つ以上のＳＯ

Ｐインスタンスに対する保

存委託が成功している場合

に提供される。 
  > 参照ＳＯＰクラス ＵＩＤ (0008,1150) -/1 
  > 参照ＳＯＰインスタンス Ｕ

ＩＤ 
(0008,1155) -/1 

  > 取得ＡＥ名称 (0008,0054) -/3 
節 J.3.3.1.1.1 を参照 

  > 保存媒体ファイル集合ＩＤ (0088,0130) -/3 
節 J.3.3.1.1.2 を参照 

  > 保存媒体ファイル集合ＵＩ
Ｄ 

(0088,0140) -/3 
節 J.3.3.1.1.2 を参照 

  失敗ＳＯＰシーケンス (0008,1198) -/1 
  > 参照ＳＯＰクラス ＵＩＤ (0008,1150) -/1 
  > 参照ＳＯＰインスタンス Ｕ

ＩＤ 
(0008,1155) -/1 

  > 失敗理由 (0008,1197) -/1 
 

Ｊ．３．３．１．１．１ 取得ＡＥ名称属性 

存在する場合は，取得ＡＥ名称 (0008,0054) は参照ＳＯＰシーケンス (0008,1199) の外側か，またはそ
のシーケンス内の一つ以上の項目内に現れる，しかし両方ではない。それらがシーケンスの外側に現

れる場合には，シーケンス内のＳＯＰインスタンスの全てが，指定された取得ＡＥ名称から取得可能

である。それらがそのシーケンスの項目内に現れる場合には，その項目によって参照されるＳＯＰイ

ンスタンスが指定された取得ＡＥ名称から取得可能である。 

Ｊ．３．３．１．１．２ 保存媒体ファイル集合ＩＤ属性 

存在する場合は，保存媒体ファイル集合ＩＤ (0088,0130) および保存媒体ファイル集合ＵＩＤ 
(0088,0140) は，参照ＳＯＰシーケンス (0008,1199) の外側か，またはそのシーケンス内の一つ以上の
項目内に現れる，しかし両方ではない。それらがシーケンスの外側に現れる場合には，シーケンス内
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のＳＯＰインスタンスの全てが，指定される保存媒体ファイル集合から取得可能である。それらがそ

のシーケンスの項目内に現れる場合には，その項目によって参照されるＳＯＰインスタンスが指定さ

れた保存媒体ファイル集合から取得可能である。 

Ｊ．３．３．１．２ サービスクラス提供者の挙動 

ＳＣＰが，保存委託要求によって参照されるＳＯＰインスタンスの全てに対して保存委託が成功して

完了したと決定した場合，ＳＣＰは，１に設定したイベントタイプＩＤ（保存委託要求成功）をもつ

Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴを発行する。このイベントは，成功して保存されたＳＯＰインスタン

スへの参照を含む。ＳＣＰは，保存サービスクラスの中で定義される水準２に従って参照ＳＯＰイン

スタンスを保存する（即ち，私的属性を含み，全ての属性）。保存サービスクラスはＰＳ３．４の中

で定義される。Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴが送られた後は，処理ＵＩＤはもはや活動しない，そ

して他の処理に対しては再使用されない。 

保存委託が参照ＳＯＰインスタンスの一つ以上に対して達成することができないことが決定された場

合，ＳＣＰは，ＳＣＰが全てのＳＯＰインスタンスを保存することを約束しないことを伝達する，２

に設定したイベントタイプＩＤ（保存委託要求完了―失敗が存在する）をもつＮ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥ

ＰＯＲＴを発行する。このイベントは，成功して保存されたこれらのＳＯＰインスタンスへの参照と

共に，失敗したＳＯＰインスタンスへの参照を含む。各々の失敗したＳＯＰインスタンスに対して，

失敗に対する理由が失敗理由属性によって記述される。Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴが送られた後

は，処理ＵＩＤはもはや活動しない，そして他の処理に対しては再使用されない。 

開始側Ｎ－ＡＣＴＩＯＮの中で，参照ＳＯＰシーケンス (0008,1150) によって参照されるＳＯＰイン
スタンスの完全な集合は，両方のイベントタイプの中に存在する。 

Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴは，開始側Ｎ－ＡＣＴＩＯＮの中に含まれるものと同じ処理ＵＩＤ属

性 (0008,1195) 値を含む。 

ＳＣＰは，Ｎ－ＡＣＴＩＯＮ操作が実行されたものとは異なるアソシエーション上でＮ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰ

ＯＲＴを発行することができる。注： １．ＳＣＰは，同一アソシエーション上でＮ－ＥＶＥＮＴ－
ＲＥＰＯＲＴを発行することを試みることがあるが，しかし，ＳＣＵがそれがＮ－ＡＣＴＩＯＮリクエス

トを送ったアソシエーションを自由にいつでも解放することができるので，この操作は失敗することがあ

る。ＤＩＣＯＭがＳＣＵ役割へのアソシエーション要求者を履行しないので，ＳＣＰ（すなわちアソシエ

ーション要求者）はＳＣＵ／ＳＣＰ役割折衝を使用して，ＳＣＰ役割を折衝する（ＰＳ３．７を参照） 

  ２．イベント情報内の任意選択属性である取得ＡＥ名称 (0008,0054) ，保存媒体ファイル集合ＩＤ 
(0088,0130) ，保存媒体ファイル集合ＵＩＤ (0088,0140) は，それがＳＯＰインスタンスを保護するため
に保存した場所を，ＳＣＰが示すことを可能にする。例えば，ＳＣＰは，ＳＯＰインスタンスを第三の応

用エンティティに，このサービスクラスを使用して中継することができる。その場合，それはデータの実

際の場所を示すために取得ＡＥ名称を使用することができる。別の例は，ＳＣＰがデータを媒体に保存す

る場合，それは保存媒体ファイル集合ＩＤとＵＩＤ属性を使用してこれを示すことができる。 

Ｊ．３．３．１．３ サービスクラス利用者の挙動 

ＳＣＵは，Ｎ－ＡＣＴＩＯＮ操作が実行されたものとは異なるアソシエーション上でＮ－ＥＶＥＮＴ

－ＲＥＰＯＲＴを受取ることができる。 

注：このＮ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴを受け取るために，ここでＳＣＰ役割がアソシエーション要求側とし

て行動している保存委託ＳＣＰによって提案されるアソシエーションを，ＳＣＵは受諾する。 

ＳＣＵは，Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴ応答プリミティブを経由して，関連した要求に適用可能な

Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴ応答状態コードを返す。Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴを受け取った
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ときＳＣＵによって取られる行動はこの規格の範囲外であるが，しかし適合性宣言の中で述べられる。 

注： ＳＣＰがいくつかのＳＯＰインスタンスに対して保存委託を達成できないことを示す場合，ＳＣＵは，例
えば，失敗したＳＯＰインスタンスをＳＣＰへ再送し（保存サービスクラス経由），そしてＮ－ＡＣＴＩ

ＯＮ要求を再送するかも知れない。しかしながら，この挙動はこの規格の範囲外である。 

Ｊ．３．３．１．４ 状態コード 

Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴサービスに対して定義されるサービスクラス特有の状態値はない。一

般応答状態コードについてはＰＳ３．７を参照のこと。 

注： この節は，Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴ応答プリミティブによって返される状態コードを参照する。保
存委託結果―イベント情報（ＰＳ３．３を参照）の中で返される失敗理由属性は保存委託ＩＯＤの中で記

述される。 

Ｊ．３．４ 保存委託プッシュモデルＳＯＰクラスＵＩＤ 

保存委託プッシュモデルＳＯＰクラスは，値 “1.2.840.10008.1.20.1” を持つ保存委託プッシュモデルＳ
ＯＰクラスＵＩＤによって唯一に識別される。 

Ｊ．３．５ 保存委託プッシュモデルの予約識別番号 

保存委託プッシュモデルＳＯＰインスタンスの周知のＵＩＤは，値 “1.2.840.10008.1.20.1.1” を持つ。 

Ｊ．３．６ 適合性必要条件 

保存委託プッシュモデルＳＯＰクラスへの標準ＳＯＰクラス適合性を主張する実装は，この節の中で

記述されるとおり適合する，そしてこの節および小節の中に記述されるとおりそれらの適合性宣言情

報内に含む。 

実装はこのＳＯＰクラスへの適合性を，ＳＣＵ，ＳＣＰ，あるいは両方として主張することがある。

適合性宣言は，ＰＳ３．２の中で定義される書式である。 

Ｊ．３．６．１ ＳＣＵ適合性 

このＳＯＰクラスにＳＣＵとして適合する実装は，次に対する適合性必要条件を満足する： 

― それが起動する操作と行動 

― それが受信する通知 

ＳＣＵによってＳＯＰインスタンスをＳＣＰへ転送するために使用される機構は，文書化される。 

Ｊ．３．６．１．１ 操作 

ＳＣＵは，ＳＣＵ操作宣言の中で，Ｎ－ＡＣＴＩＯＮプリミティブ（保存委託要求）をＳＣＵに生成

させる行動と挙動を文書化する。 

ＳＣＵは，それがそれに対する保存委託を要求することがあるＳＯＰクラスＵＩＤを明記する。 

ＳＣＵは，それが参照検査構成要素シーケンス属性をサポートする場合は，明記する。 

ＳＣＵは，処理ＵＩＤの適用可能な期間を明記する。これは，期限，あるいは処理の終わりを定義す

る方針（例えば，ＳＣＵがＮ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴをどれだけ待つか）として明記されること

がある。 

ＳＣＵは，それが任意選択保存媒体ファイル集合ＩＤおよびＵＩＤ属性をＮ－ＡＣＴＩＯＮの中でサ

ポートする場合は，明記する。これらの属性がサポートされる場合は，ＳＣＵはどの保存媒体応用プ
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ロフィールがサポートされるか明記する。 

ＳＣＵ操作宣言はＰＳ３．２の中で定義される書式である。 

Ｊ．３．６．１．２ 通知 

ＳＣＵは，ＳＣＵ通知宣言の中で，Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴプリミティブ（保存委託結果）を

受信したときに，ＳＣＵによって取られる挙動と行動を文書化する。 

ＳＣＵは，成功状態が受信された時に実行される挙動と行動を明記する（即ち，ローカルＳＯＰイン

スタンスの複写が削除されるかそして何時削除されるか）。 

ＳＣＵは，失敗状態が受信された時に実行される挙動と行動を明記する（即ち，回復機構など）。 

ＳＣＵ通知宣言は，ＰＳ３．２の中で定義される書式である。 

Ｊ．３．６．２ ＳＣＰ適合性 

このＳＯＰクラスにＳＣＰとして適合する実装は，次に対する適合性必要条件に合致する： 

― それが実行する操作と行動 

― それが生成する通知 

Ｊ．３．６．２．１ 操作 

ＳＣＰは，ＳＣＰ操作宣言の中で，Ｎ－ＡＣＴＩＯＮプリミティブ（保存委託要求）を受信したとき

のＳＣＰの挙動と行動を文書化する。 

ＳＣＰは，保存委託の水準を示す次の様なパラメタを明記する： 

― どのような条件でＳＣＰがＳＯＰインスタンスを削除するか 

― 保存の持続性 

― 容量 

― 揮発性 

― 他の関係がある情報 

ＳＣＰは，下記のような保存されたＳＯＰインスタンスの取得の機構と特性を明記する： 

― サポートする問合せ／取得サービス 

― 待ち時間 

― 他の関係した情報 

ＳＣＰは，それが任意選択保存媒体ファイル集合ＩＤおよびＵＩＤ属性をＮ－ＡＣＴＩＯＮの中でサ

ポートするかどうかを，明記する。これらの属性がサポートされる場合は，ＳＣＰはサポートされる

保存媒体応用プロファイルを同様に明記する。 

ＳＣＰ操作宣言は，ＰＳ３．２の中で定義される書式である。 

Ｊ．３．６．２．２ 通知 

ＳＣＰは，ＳＣＰ通知宣言の中で，Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴプリミティブ（保存委託結果）を

ＳＣＰに生成させる挙動と行動を文書化する。 
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ＳＣＰは，それが任意選択保存媒体ファイル集合ＩＤおよびＵＩＤ属性をＮ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯ

ＲＴの中でサポートするかどうか明記する，そして媒体が使用される方法に対する方針を記述する。

ＳＣＰは，サポートされる保存媒体応用プロファイルを同様に明記する。 

ＳＣＰは，それがＮ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴの中で任意選択の取得ＡＥ名称 (0008,0054) 属性を
サポートするかどうか明記する，そしてそれが使用される方法に対する方針を記述する。 

ＳＣＰ通知宣言はＰＳ３．２で定義される書式である。 

Ｊ．４ 保存委託プルモデルＳＯＰクラス 

保存委託プルモデルＳＯＰクラスは，ＳＣＰがＳＯＰインスタンスが転送される時刻を決める，保存

委託を要求するそれらの応用エンティティのために意図されている。保護のために保持されるＳＯＰ

インスタンスは，ＳＣＰへ伝送された保存委託要求の中で参照される。ＳＣＰはそのあと，ＳＯＰイ

ンスタンスを適当な場所から取得する。保存委託の成功または失敗は，ＳＣＰからＳＣＵへの通知に

よってその後に示される。 

Ｊ．４．１ ＤＩＭＳＥサービスグループ 

下記のＤＩＭＳＥ－Ｎサービスは，保存委託プルモデルＳＯＰクラスに適用可能である。 

ＤＩＭＳＥサービス要素 用法ＳＣＵ／ＳＣＰ 
Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴ M/M 
Ｎ－ＡＣＴＩＯＮ M/M 

 

ＤＩＭＳＥ－Ｎサービスおよびプロトコルは，Ｐ３．７の中で明記される。 

Ｊ．４．２ 操作 

このＳＯＰクラスへ適合性をＳＣＵとして主張するＤＩＣＯＭ ＡＥは，Ｎ－ＡＣＴＩＯＮ操作を起動
する。このＳＯＰクラスへ適合性をＳＣＰとして主張するＤＩＣＯＭ ＡＥは，Ｎ－ＡＣＴＩＯＮ操作
をサポートする。 

Ｊ．４．２．１ 保存委託要求 

保存委託要求操作は，ＳＯＰインスタンスの集合の保護を約束することを，ＳＣＵがＳＣＰに要求す

ることを可能にする。この操作はＮ－ＡＣＴＩＯＮプリミティブを通して起動される。 

Ｊ．４．２．１．１ 実行情報 

このＳＯＰクラスへの適合性をＳＣＵおよび／またはＳＣＰとして主張するＤＩＣＯＭ ＡＥは，表Ｊ．
４－１の中で明記される実行タイプと実行情報をサポートする。 

表Ｊ．４－１ 保存委託要求―実行情報 

実行タイプ

名 
実行タイプ

ＩＤ 
属性 タグ 必要条件タイプ 

ＳＣＵ/ＳＣＰ 
保存委託要

求 
1 処理ＵＩＤ (0008,1195) 1/1 

  取得ＡＥ名称 (0008,0054) 1C/1 
J.4.2.1.1.1 参照 

  参照ＳＯＰシーケンス (0008,1199) 1/1 
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  > 参照ＳＯＰクラスＵＩＤ (0008,1150) 1/1 
  > 参照ＳＯＰインスタンスＵ

ＩＤ 
(0008,1155) 1/1 

  > 取得ＡＥ名称 (0008,0054) 1C/1 
J.4.2.1.1.1 参照 

  参照検査構成要素シーケンス (0008,1111) 1C/1 
J.4.2.1.1.2 参照 

  > 参照ＳＯＰクラスＵＩＤ (0008,1150) 1/1 
  > 参照ＳＯＰインスタンスＵ

ＩＤ 
(0008,1155) 1/1 

 

Ｊ．４．２．１．１．１ 取得ＡＥ名称属性 

取得ＡＥ名称 (0008,0054) は参照ＳＯＰシーケンス (0008,1199) の外側か，またはそのシーケンス内の
一つ以上の項目内に現れる，しかし両方ではない。それがシーケンスの外側に現れる場合には，シー

ケンス内のＳＯＰインスタンスの全てが，指定された取得ＡＥ名称から取得可能である。それがその

シーケンスの項目内に現れる場合には，その項目によって参照されるＳＯＰインスタンスが指定され

た取得ＡＥ名称から取得可能である。 

Ｊ．４．２．１．１．２ 参照検査構成要素シーケンス属性 

参照ＳＯＰシーケンス (0008,1199) 内で参照される，ＳＯＰインスタンスの全てが，同じ検査構成要
素に属している，そしてその検査構成要素に対するＳＯＰインスタンスの完全な集合を表している場

合は，参照検査構成要素シーケンス (0008,1111) 属性は供給される（即ち，参照されたＳＯＰインス
タンスが完全な検査構成要素を代表していない場合は，この属性は送られない)。ただ一つのＳＯＰク
ラス／インスタンス対が，このシーケンスの中に存在することがある。 

Ｊ．４．２．１．２ サービスクラス利用者の挙動 

ＳＣＵは，ＳＣＰがＳＯＰインスタンスの集合に対する保存委託を提供することを要求するために，

Ｎ－ＡＣＴＩＯＮプリミティブを使用する。ＳＯＰインスタンスは，表Ｊ．４－１の中に明記された

実行情報の中で参照される。実行タイプＩＤは，保存委託のための要求を指定する１に設定される。 

ＳＣＵは，各々の保存委託要求を唯一に識別するために処理ＵＩＤ属性 (0008,1195) を提供する。処
理ＵＩＤ属性の値は，ＳＣＰによって，保存委託結果の中に含まれるであろう（節Ｊ．４．３．１参

照）。処理ＵＩＤ属性の使用は，同一または異なるアソシエーション上で起こることがある要求と結

果を，ＳＣＵが対応させることを可能にする。 

Ｎ－ＡＣＴＩＯＮプリミティブは，その要求したＳＯＰインスタンスＵＩＤパラメタの中に，（節Ｊ．

４．５の中で定義される）周知の保存委託プルモデルＳＯＰインスタンスＵＩＤを含む。 

注： ここで記述された使用法の中に，Ｎ－ＡＣＴＩＯＮプリミティブが操作することがあるＳＯＰインスタン
スの明示的な作成はない。代わりに，Ｎ－ＡＣＴＩＯＮプリミティブは，一定の周知のＳＯＰインスタン

スを操作する。このＳＯＰインスタンスは，各保存委託サービスクラスＳＣＰ応用の起動時に，概念的に

生成される。 

成功のＮ－ＡＣＴＩＯＮ応答状態コードをＳＣＰから受け取り次第，ＳＣＵはＳＣＰがＮ－ＡＣＴＩ

ＯＮ要求を処理していることを，この時に知る。他のＮ－ＡＣＴＩＯＮ応答状態コードをＳＣＰから

受け取り次第，ＳＣＵはＳＣＰが要求を処理していないであろうこと，そしてそれ故に保存委託要求
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によって参照されたＳＯＰインスタンスを取得することを試みないであろうことをこの時知る。ＳＣ

Ｕによって状態を受信するときに取られる行動は，この規格の範囲外である。失敗状態を受け取り次

第，処理ＵＩＤはもはや有効ではない，そして他の処理に対して再利用されない。 

注： 失敗保存委託は，Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴプリミティブを経由して合図されるであろう。 

Ｊ．４．２．１．３ サービスクラス提供者の挙動 

Ｎ－ＡＣＴＩＯＮ要求を受け取り次第，ＳＣＰは，Ｎ－ＡＣＴＩＯＮ応答プリミティブを経由して，

関係した要求に適用可能なＮ－ＡＣＴＩＯＮ応答状態コードを返す。成功状態は，ＳＣＰが要求を成

功して受信したことを伝達する。失敗状態は，ＳＣＰが要求を処理していないことを伝達する。 

成功状態がＮ－ＡＣＴＩＯＮ応答状態コードの中で返される場合は，ＳＣＰは保存委託要求の中で参

照されるＳＯＰインスタンスを取得することを試みる（表Ｊ．４－１参照）。ＳＯＰインスタンスを

取得するためにＳＣＰによって使用される機構は，このサービスクラスの範囲外であるが，その適合

性宣言の中で文書化される。しかしながら，ネットワークによる取得が使用される場合には，ＳＣＰ

はＳＯＰインスタンスを取得するために独立したアソシエーションを使用する。 

注： １．保存委託の失敗は，Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴプリミティブを経由して合図されるであろう。 

  ２．述べられているように，ＳＣＰによってＳＯＰインスタンスを取得するために使用される実際の機構
は，このサービスクラスの範囲外である。しかしながら，典型的な機構は，問合せ／取得サービスクラス

の中で見いだせる。問合せ／取得サービスクラスのＳＣＰとして働く応用エンティティは，保存委託サー

ビスクラスのＳＣＵと同じである必要はない。これは，保存委託が第三者によって開始されるシナリオを

許す。 

Ｊ．４．２．１．４ 状態コード 

サービスクラス特有の状態値は，Ｎ－ＡＣＴＩＯＮサービスに対して，定義されていない。応答コー

ドについてはＰＳ３．７を参照のこと。 

Ｊ．４．３ 通知 

このＳＯＰクラスへの適合性をＳＣＰとして主張するＤＩＣＯＭ ＡＥは，Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯ
ＲＴ要求を起動する。このＳＯＰクラスへの適合性をＳＣＵとして主張するＤＩＣＯＭ ＡＥは，Ｎ－
ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴ要求をサポートする。 

Ｊ．４．３．１ 保存委託結果 

保存委託結果通知は，それが保存委託責任を保存委託要求に参照されたＳＯＰインスタンスに対して

受諾したか否かを，ＳＣＰがＳＣＵに通知することを可能にする。この通知は，エラー情報を伝達す

るために同様に使用される（即ち，保存委託が参照ＳＯＰインスタンスの一つ以上に対して達成でき

なかった)。この通知は，Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴプリミティブを経由して起動される。 

Ｊ．４．３．１．１ イベント情報 

このＳＯＰクラスへの適合性をＳＣＵおよび／またはＳＣＰとして主張するＤＩＣＯＭ ＡＥは，表Ｊ．
４－２の中に明記されたイベントタイプとイベント情報をサポートする。 
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表Ｊ．４－２ 保存委託結果―イベント情報 

イベントタ

イプ名 
イベントタ

イプＩＤ 
属性 タグ 必要条件タイプ 

ＳＣＵ/ＳＣＰ 
保存委託要

求成功 
1 処理ＵＩＤ (0008,1195) -/1 

  取得ＡＥ名称 (0008,0054) -/3 
J.4.3.1.1.1 参照 

  保存媒体ファイル集合ＩＤ (0088,0130) -/3 
J.4.3.1.1.2 参照 

  保存媒体ファイル集合ＵＩＤ (0088,0140) -/3 
J.4.3.1.1.2 参照 

  参照ＳＯＰシーケンス (0008,1199) -/1 
  > 参照ＳＯＰクラスＵＩＤ (0008,1150) -/1 
  > 参照ＳＯＰインスタンスＵ

ＩＤ 
(0008,1155) -/1 

  > 取得ＡＥ名称 (0008,0054) -/3 
J.4.3.1.1.1 参照 

  > 保存媒体ファイル集合ＩＤ (0088,0130) -/3 
J.4.3.1.1.2 参照 

  > 保存媒体ファイル集合ＵＩ
Ｄ 

(0088,0140) -/3 
J.4.3.1.1.2 参照 

保存委託要

求完了― 
2 処理ＵＩＤ (0008,1195) -/1 

失敗が存在

する 
 取得ＡＥ名称 (0008,0054) -/3 

J.4.3.1.1.1 参照 
  保存媒体ファイル集合ＩＤ (0088,0130) -/3 

J.4.3.1.1.2 参照 
  保存媒体ファイル集合ＵＩＤ (0088,0140) J.4.3.1.1.2 参照 
  参照ＳＯＰシーケンス (0008,1199) -/1C 

一つ以上のＳＯＰインスタ

ンスへの保存委託が成功し

た場合はこの属性は供給さ

れる。 
  > 参照ＳＯＰクラスＵＩＤ (0008,1150) -/1 
  > 参照ＳＯＰインスタンスＵ

ＩＤ 
(0008,1155) -/1 

  > 取得ＡＥ名称 (0008,0054) -/3 
J.4.3.1.1.1 参照 

  > 保存媒体ファイル集合ＩＤ (0088,0130) -/3 
J.4.3.1.1.2 参照 

  > 保存媒体ファイル集合ＵＩ
Ｄ 

(0088,0140) -/3 
J.4.3.1.1.2 参照 

  失敗ＳＯＰシーケンス (0008,1198) -/1 
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  > 参照ＳＯＰクラスＵＩＤ (0008,1150) -/1 
  > 参照ＳＯＰインスタンスＵ

ＩＤ 
(0008,1155) -/1 

  > 失敗理由 (0008,1197) -/1 
 

Ｊ．４．３．１．１．１ 取得ＡＥ名称属性 

存在する場合は，取得ＡＥ名称 (0008,0054) は参照ＳＯＰシーケンス (0008,1199) の外側か，またはそ
のシーケンス内の一つ以上の項目内に現れる，しかし両方ではない。それらがシーケンスの外側に現

れる場合には，シーケンス内のＳＯＰインスタンスの全てが，指定された取得ＡＥ名称から取得可能

である。それらがそのシーケンスの項目内に現れる場合には，その項目によって参照されるＳＯＰイ

ンスタンスは，指定された取得ＡＥ名称から取得可能である。 

Ｊ．４．３．１．１．２ 保存媒体ファイル集合ＩＤ属性 

存在する場合は，保存媒体ファイル集合ＩＤ (0088,0130) と保存媒体ファイル集合ＵＩＤ (0088,0140) 
は，参照ＳＯＰシーケンス (0008,1199) の外側か，またはそのシーケンス内の一つ以上の項目内に現
れる，しかし両方ではない。それらがシーケンスの外側に現れる場合には，シーケンス内のＳＯＰイ

ンスタンスの全てが，指定される保存媒体ファイル集合から取得可能である。それらがそのシーケン

スの項目内に現れる場合には，その項目によって参照されるＳＯＰインスタンスは，指定された保存

媒体ファイル集合から取得可能である。 

Ｊ．４．３．１．２ サービスクラス提供者の挙動 

ＳＣＰが，保存委託要求によって参照されるＳＯＰインスタンスの全てに対して保存委託が成功して

完了したと決定した場合，ＳＣＰは，１に設定したイベントタイプＩＤ（保存委託要求成功）をもつ

Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴを発行する。このイベントは，成功して保存されたＳＯＰインスタン

スへの参照を含む。ＳＣＰは，保存サービスクラスの中で定義される水準２に従って参照ＳＯＰイン

スタンスを保存する（即ち，私的属性を含む全ての属性）。保存サービスクラスはこの巻の付属書Ｂ

の中で定義される。Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴが送られた後，処理ＵＩＤはもはや活動しない，

そして他の処理に対しては再使用されない。 

保存委託が参照されるＳＯＰインスタンスの一つ以上に対して実施できなかったと決定された場合，

ＳＣＰは，ＳＣＰが全てのＳＯＰインスタンスを保存することを約束しないことを伝達する２に設定

したイベントタイプＩＤ（保存委託要求完了―失敗が存在する）をもつ最終Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰ

ＯＲＴを発行する。このイベントは，成功して保存されたこれらのＳＯＰインスタンスへの参照と共

に，失敗したＳＯＰインスタンスへの参照を含む。各々の失敗したＳＯＰインスタンスのために，失

敗に対するその理由が失敗理由属性によって記述される。Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴが送られた

後，処理ＵＩＤはもはや活動しない，そして他の処理に対しては再使用されない。 

開始側Ｎ－ＡＣＴＩＯＮの中で，参照ＳＯＰシーケンス (0008,1150) によって参照されるＳＯＰイン
スタンスの完全な集合は，両方のイベントタイプの中に存在する。 

Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴは，開始側Ｎ－ＡＣＴＩＯＮの中に含まれるものと同じ処理ＵＩＤ属

性 (0008,1195) 値を含む。 

Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴは，Ｎ－ＡＣＴＩＯＮ操作とは異なるアソシエーション上で生じるこ

とがある。 

注： イベント情報内の任意選択属性取得ＡＥ名称 (0008,0054) ，保存媒体ファイル集合ＩＤ (0088,0130) およ
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び保存媒体ファイル集合ＵＩＤ (0088,0140) は，ＳＯＰインスタンスを保護のために保存した場所を，Ｓ
ＣＰが示すことを可能にする。例えば，ＳＣＰは，このサービスクラスを使用して，ＳＯＰインスタンス

を第三の応用エンティティに中継することができる。その場合，それは取得ＡＥ名称をデータの実際の場

所を示すために使用することができる。別の例は，ＳＣＰがデータを媒体に保存する場合，それは保存媒

体ファイル集合ＩＤとＵＩＤ属性を使用してこれを示すことができる。 

Ｊ．４．３．１．３ サービスクラス利用者の挙動 

ＳＣＵは，Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴ応答プリミティブを経由して，関係した要求に適用可能な

Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴ応答状態コードを返す。Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴを受信したと

きＳＣＵにより取られる行動は，この規格の範囲外であるが，しかしその適合性宣言の中で述べられ

る。 

Ｊ．４．３．１．４ 状態コード 

サービスクラス特有の状態値はＮ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴサービスに対して定義されない。一般

応答状態コードについてはＰＳ３．７を参照のこと。 

注： この節は，Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴ応答プリミティブによって返される状態コードを参照する。保
存委託結果―イベント情報の中で返される失敗理由属性（表Ｊ．４－２）は，保存委託ＩＯＤの中で記述

される。 

Ｊ．４．４ 保存委託プルモデルＳＯＰクラスＵＩＤ 

保存委託プルモデルＳＯＰクラスは，値 “1.2.840.10008.1.20.2” を持つ保存委託プルモデルＳＯＰクラ
スＵＩＤによって唯一に識別される。 

Ｊ．４．５ 保存委託プルモデル予約済識別子 

保存委託プルモデルＳＯＰインスタンスの周知のＵＩＤは，値 “1.2.840.10008.1.20.2.1” を持つ。 

Ｊ．４．６ 適合性必要条件 

保存委託プルモデルＳＯＰクラスに標準ＳＯＰクラス適合性を主張する実装は，この節の中で記述さ

れるとおり適合する，そしてそれらの適合宣言情報内にこの節およびその小節の中で記述されるよう

に含む。 

実装は，このＳＯＰクラスへの適合性をＳＣＵ，ＳＣＰ，または両方として主張することがある。適

合性宣言は，ＰＳ３．２に定義される書式である。 

Ｊ．４．６．１ ＳＣＵ適合性 

このＳＯＰクラスにＳＣＵとして適合する実装は，次に対する適合性必要条件に合致する： 

― それが起動する操作と行動 

― それが受信する通知 

Ｊ．４．６．１．１ 操作 

ＳＣＵは，ＳＣＵ操作宣言の中で，Ｎ－ＡＣＴＩＯＮプリミティブ（保存委託要求）をＳＣＵに生成

させる行動と挙動を文書化する。 

ＳＣＵは，それがそれに対する保存委託を要求することがあるＳＯＰクラスＵＩＤを明記する。 

ＳＣＵは，それが参照検査構成要素シーケンス属性をサポートする場合は，明記する。 
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ＳＣＵは，処理ＵＩＤの適用可能な期間を明記する。これは，期限，あるいは処理の終わりを定義す

る方針（例えば，ＳＣＵがＮ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴをどれだけ待つか）として明記されること

がある。 

ＳＣＵ操作宣言はＰＳ３．２の中で定義される書式である。 

Ｊ．４．６．１．２ 通知 

ＳＣＵは，ＳＣＵ通知宣言の中で，Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴプリミティブ（保存委託結果）を

受信したときに，ＳＣＵによって取られる挙動と行動を文書化する。 

ＳＣＵは，成功状態が受信された時に実行される挙動と行動を明記する（即ち，ローカルＳＯＰイン

スタンスの複写が削除されるかそして何時削除されるか）。 

ＳＣＵは，失敗状態が受信された時に実行される挙動と行動を明記する（即ち，回復機構など） 

ＳＣＵ通知宣言は，ＰＳ３．２の中で定義される書式である。 

Ｊ．４．６．２ ＳＣＰ適合性 

このＳＯＰクラスにＳＣＰとして適合する実装は，次に対する適合性必要条件に合致する： 

― それが実行する操作と行動 

― それが生成する通知 

Ｊ．４．６．２．１ 操作 

ＳＣＰは，ＳＣＰ操作宣言の中で，Ｎ－ＡＣＴＩＯＮプリミティブ（保存委託要求）を受信したとき

のＳＣＰの挙動と行動を文書化する。 

ＳＣＰは，ＳＯＰインスタンスを取得するために使用する機構を明記する。 

ＳＣＰは，保存委託の水準を示す次の様なパラメタを明記する： 

― どの様な条件でＳＣＰがＳＯＰインスタンスを削除するか 

― 保存の持続性 

― 容量 

― 揮発性 

― 他の関係がある情報 

ＳＣＰは，下記のような保存されたＳＯＰインスタンスの取得の機構と特性を明記する： 

― サポートする問合せ／取得サービス 

― 待ち時間 

― 他の関係した情報 

ＳＣＰ操作宣言は，ＰＳ３．２の中で定義される書式である。 

Ｊ．４．６．２．２ 通知 

ＳＣＰは，ＳＣＰ通知宣言の中で，Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴプリミティブ（保存委託結果）を

ＳＣＰに生成させる挙動と行動を，文書化する。 
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ＳＣＰは，それが任意選択属性保存媒体ファイル集合ＩＤ (0088,0130) および保存媒体ファイル集合
ＵＩＤ (0088,0140) をＮ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴの中でサポートするかどうか明記する。これら
の属性がサポートされる場合は，ＳＣＰは，サポートされる保存媒体応用プロファイルを同様に明記

する。 

ＳＣＰ通知宣言はＰＳ３．２で定義される書式である。 

Ｊ．５ 保存委託の例（情報） 

この節とその小節は，保存委託サービスクラスが使用され得る方法の例を含む。これは，筋書きの完

全な集合ではなく，むしろ例の集合を意味している。 

Ｊ．５．１ プッシュモデルの例 

図Ｊ．５－１は，保存委託プッシュモデルＳＯＰクラスの使用の例である。 

 

ノードＡ

（画像装置）

ノードＢ

（委託された

保存装置）（２）Ｎ－ＡＣＴＩＯＮ（保存委託を要求する）

（１）画像，オーバレイなどの保存

（３）Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴ（結果状態）

 

図Ｊ．５－１ 保存委託プッシュモデルＳＯＰクラスの例 

ノードＡ（ＳＣＵ）は，一つ以上のＳＯＰインスタンスをノードＢ（ＳＣＰ）に伝送するために保存

サービスクラスのサービスを使用する（１）。ノードＡは，それから，ＳＣＰがＳＯＰインスタンス

の保存委託に対する責任を取ることを要求して，ＳＯＰインスタンスへの参照のリストを含んでいる

Ｎ－ＡＣＴＩＯＮをノードＢ（ＳＣＰ）に発行する（２）。ＳＣＰが，全てのＳＯＰインスタンスが

存在すること，そしてそれがＳＯＰインスタンスの集合に対する保存委託を成功して完了したことを

確認した場合，それは状態成功（３）と保存されたＳＯＰインスタンスのリストをもつＮ－ＥＶＥＮ

Ｔ－ＲＥＰＯＲＴを発行する。ノードＡは，ノードＢがＳＯＰインスタンスを保存するための委託を

受諾したことを，この時知る。ノードＡは，ＳＯＰインスタンスのその複写を削除することがそれに

対してこの時適切であると決定して良い。Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴは，Ｎ－ＡＣＴＩＯＮと同

じアソシエーション上で起こることがあり，起こらないことがある。 

ＳＣＰが，委託された保存が，何らかの理由で，Ｎ－ＡＣＴＩＯＮ要求によって参照される一つ以上

のＳＯＰインスタンスに対して提供されることができないと判断した場合は，そのときは成功を報告

する代わりに，それは完了―失敗が存在の状態をもつＮ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴを発行するであ

ろう。Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴと共に，それは成功して保存されたＳＯＰインスタンスのリス

トそしてまた保存が失敗したＳＯＰインスタンスのリストを含んでいるであろう。 
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Ｊ．５．２ プルモデル例 

図Ｊ．５－２は，保存委託プルモデルＳＯＰクラスの使用の例である。それは，二つのノード間の一

つの可能性なデータの流れを示している（保存委託の要求側と画像がそれから取得される装置が区別

される例を含めて，他の構成も同様に使用できる)。 

 

ノードＡ

（画像装置）

ノードＢ

（委託された

保存装置）

（１）Ｎ－ＡＣＴＩＯＮ（保存委託を要求する）

（２）画像の取得（例えば，問い合わせ／取得

サービスクラスを使用することによって）

（３）Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴ（応答状態）

 

図Ｊ．５－２ 保存委託プルモデルＳＯＰクラスの例 

ノードＡ，保存委託プルモデルＳＯＰクラスのＳＣＵは，ノードＢ，ＳＣＰに，ＳＯＰインスタンス

への参照のリストを含んでいるＮ－ＡＣＴＩＯＮを発行することによって，保存の委託に対するその

要望の通知を行う（１）。ノードＢは，その後，ノードＡからＳＯＰインスタンスを取得するために

問合せ／取得サービスクラスのサービスを使用する（２）。ＳＣＰが，保存委託要求の中で明記され

た全てのＳＯＰインスタンスが成功して取得されたこと，そしてそれが保存委託を成功して完了した

ことを確認した場合は，それは成功の状態（３）と保存されたＳＯＰインスタンスのリストをもつＮ

－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴを発行する。ノードＡは，ノードＢがＳＯＰインスタンスを保存したこ

とを，この時知る。ノードＡは，ＳＯＰインスタンスのその複写を削除することがそれに対してその

時適切であると決定して良い。 

ＳＣＰが，保存委託が何らかの理由で，Ｎ－ＡＣＴＩＯＮ要求によって参照される一つ以上のＳＯＰ

インスタンスに対して提供されることができないと判断した場合は，そのときは成功を報告する代わ

りに，完了―失敗が存在の状態をもつＮ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴを発行するであろう。Ｎ－ＥＶ

ＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴと共に，それは成功して保存されたＳＯＰインスタンスのリストそしてまた保

存が失敗したＳＯＰインスタンスのリストを含んでいるであろう。 

Ｊ．５．３ ＳＣＰによるデータの遠隔保存 

図Ｊ．５－３は，取得ＡＥ名称の使用法を説明する，そしてプッシュモデルとプルモデルの両方に適

用される。プッシュモデルまたはプルモデルの何れかを使用して，ＳＯＰインスタンスの集合は，Ｓ

ＣＵからＳＣＰに伝送されるであろう。ＳＣＰは，データを局所的に保存することを決めることがあ

る，または代わりに，遠隔場所にデータを保存することを決めることがある。この例は，後者の場合

を取り扱う方法を図示する。 
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（１）Ｎ－ＡＣＴＩＯＮ（保存委託を要求する）

（２）ＳＯＰインスタンスのノードＣへの転送

ノードＡ

（画像装置）

ノードＢ

（委託された

保存装置）（３）ノードＣのＡＥ名称を含んでいる

Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴ（応答状態）

ノードＣ

（委託された

保存装置）

 

図Ｊ．５－３ ＳＯＰインスタンスの遠隔保存の例 

ノードＡ，保存委託プルモデルあるいは保存委託プッシュモデルの何れかのＳＣＵは，ノードＢ，対

応するＳＯＰクラスのＳＣＰに，ＳＯＰインスタンスへの参照のリストを含むＮ－ＡＣＴＩＯＮを発

行することによって，保存委託に対するその希望の通知を行う（１）。問題のＳＯＰクラスに依存し

て，ＳＯＰインスタンスは，ノードＡからノードＢに既に転送されているであろう（プッシュモデル），

あるいは，Ｎ－ＡＣＴＩＯＮの結果として転送されるであろう（プルモデル）（２）。保存委託が，

（ノードＡからの）最初の保存委託要求の中で指定された，全てのＳＯＰインスタンスに対して，ノ

ードＣにおいて達成されたとＳＣＰが判断した場合は，それは前述の例と同様にＮ－ＥＶＥＮＴ－Ｒ

ＥＰＯＲＴ（３）を発行する。しかしながら，データが保存されるであろう場所のアドレスについて

ＳＣＵに通知するために，ＳＣＰはＮ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴの中にノードＣの応用エンティテ

ィ名称を含める。 

取得ＡＥ名称は，Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴの中に二つの異なる水準で含むことができる。問題

の全てのＳＯＰインスタンスがノードＣに保存される場合は，単一の取得ＡＥ名称を全体のデータ集

合に対して使用することができる。しかしながら，ＳＣＰは全てのＳＣＰインスタンスを同一の場所

に保存しないことを選択することができる。この場合，取得ＡＥ名称属性は，参照ＳＯＰインスタン

スシーケンスの中で各単一ＳＯＰインスタンスの水準で供給されなければならない。 

この例は，ＳＣＰがＳＯＰインスタンスを保存媒体に保存することを決定する状況でも同様に適用さ

れる。取得ＡＥ名称を提供する代わりに，ＳＣＰはその時には保存媒体ファイル集合ＩＤとＵＩＤの

対を提供するであろう。 
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Ｊ．５．４ 保存媒体の使用に関連する保存委託 

図Ｊ．５－４は，保存媒体をもつプッシュモデルを，ＳＯＰインスタンスの実際の転送を実行するた

めに使用する方法の例である。 

ノードＡ

（画像装置）
ノードＢ

（委託された

保存装置）

（２）保存媒体ファイル集合ＩＤ／ＵＩＤを含む

Ｎ－ＡＣＴＩＯＮ（保存委託を要求する）

（１）オフライン手段による保存媒体上の画像，

オーバレイなどの保存

（３）Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴ（応答状態）

 

図Ｊ．５－４ 保存媒体と結合された保存委託の例 

ノードＡ（ＳＣＵ）は，それに対して委託された保存が必要とされるＳＯＰインスタンスを，ある種

類の保存媒体上のオフライン手段によって，ノードＢ（ＳＣＰ）に転送することによって開始する（１）。

データがノードＢに到着したと判断されたとき，ノードＡは，ＳＣＰがこれらのＳＯＰインスタンス

の保存委託を実行することを要求して，保存媒体上に含まれるＳＯＰインスタンスへの参照のリスト

を含む，Ｎ－ＡＣＴＩＯＮをノードＢに発行することができる（２）。全ての参照ＳＯＰインスタン

スが存在すること（それらは，システムの中に既に取り込まれていることがある，またはそれらはま

だ保存媒体上に存在していることがある)，そしてＳＯＰインスタンスに対する保存委託が成功して完
了していることを，ＳＣＰが決定した場合は，それは前の例と同様に成功状態（３）と保存されたＳ

ＯＰインスタンスのリストをもつＮ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴを発行する。 

保存媒体がまだ到着していない場合，または何らかの他の理由でＮ－ＡＣＴＩＯＮ要求によって参照

される一つ以上のＳＯＰインスタンスに対して保存委託が供給できていないとＳＣＰが判断した場合

は，それは完了―失敗が存在の状態をもつＮ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴを発行するであろう。Ｎ－

ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴと共に，それは成功して保存されたＳＯＰインスタンスのリストと保存が

失敗したＳＯＰインスタンスのリストを含むであろう。ＳＣＰは保存媒体の到着を待つことを要求さ

れていない（しかしながら，それは待つことを選択しても良い），しかし保存委託要求を直ちに拒絶

することは自由である。そうする場合は，ＳＣＵは別のＮ－ＡＣＴＩＯＮを後刻に再発行することを

決定することがある。 
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付属書Ｋ（規格） 基本ワークリスト管理サービスクラス 

Ｋ．１ 概要 

Ｋ．１．１ 適用範囲 

基本ワークリスト管理サービスクラスは，ワークリストへのアクセスを容易にする応用レベルのサー

ビスのクラスを定義する。 

ワークリストは，仕事の特定の集合に関係する情報を提示するための構造である。それは，各々の仕

事のために特定の詳細を明記する。情報は，最初に実行されるべき仕事の選択をサポートする，そし

てその仕事の実行をサポートする。 

注： 一つの例は，予約済画像手続きに関する情報を，画像モダリティでそしてそのモダリティの操作者へ提示
するために使用されるワークリストである。もう一つの例は，放射線報告ステーションで，どの検査が実

行されたか，そして報告されるために待っているかを示すために提示されるワークリストである。 

この付属書は，そのようなワークリストを伝達するためのサービスを定義する。以下は，このサービ

スクラスに関する特性である： 

― ワークリストは，ワークリストの中に含まれた作業が，その上で，あるいはそれによって，実
行されなければならない応用と関連付けられた応用エンティティ（ＡＥ）によって問合せられ

なければならない。この問合せの中で，各特定ワークリストＳＯＰクラスに対して定義される，

幾つかの検索キーが使用されることが可能である。 

― ワークリストは，各項目が一つの作業に関係した，ワークリスト項目から構成される。ワーク
リスト項目は，作業に関係した，異なったオブジェクトからの属性を含む。 

注： １．このサービスクラスは，ＳＱＬのような包括的な一般化されたデータベース問合せ機構を提供するこ
とは意図されていない。その代わりに，基本ワークリスト管理サービスクラスは，一致キーとして使用さ

れる共通キー属性または応答属性の小さな集合を使用する，基本的な問合せの方へ焦点が置かれている。

基本ワークリスト情報モデルは，階層的でない。 

  ２．基本ワークリスト情報モデルは，一つ以上のエンティティから構成されることがある一つの問合せレ
ベルから常に構成される。基本ワークリスト管理サービスクラスの中で Ｃ－ＦＩＮＤの階層的および関
係的使用の間に差異はない。 

Ｋ．１．２ 規約 

キー属性は，一致キー属性と応答キー属性として使用されることがある二つの目的をつとめる。一致

キー属性が，一致のために使用されることがある（Ｃ－ＦＩＮＤ要求の中でエンティティが問合せに

一致するかどうか決めるために使用される基準）。応答キー属性が，希望された応答属性を（一致キ

ー属性に加えて，どの要素がＣ－ＦＩＮＤ応答の中で返されねばならないか）明記するために使用さ

れることがある。 

注： 一致キーは，ＳＱＬ ‘where’ 節の中で典型的に使用される。応答キーは，ＳＱＬ ‘select’ 節の中で属性値
を伝達するために典型的に使用される。 

一致キー属性は，タイプ「必要」（Ｒ）または「任意選択」（Ｏ）のことがある。応答キー属性は，

ＰＳ３．５の中で定義されるタイプ１，１Ｃ，２，２Ｃ，３のことがある。 

Ｋ．１．３ ワークリスト情報モデル 

基本ワークリストサービスクラスのサービスクラス提供者（ＳＣＰ）の役目を果たすために，ＤＩＣ



  PS 3.4-2001 翻訳原稿 

   2002/09/06 247

ＯＭ応用エンティティ（ＡＥ）は，幾つかの管理されたワークリスト登録の属性に関する情報を所有

する。この情報は，ワークリスト情報モデルの中に組織化される。 

ワークリストは，明確に定義された情報モデルに対して実装される。基本ワークリストサービスクラ

スの特定ＳＯＰクラスは，情報的概要，情報モデル定義およびＤＩＭＳＥ－Ｃサービスグループから

構成される。このサービスクラスの中で，情報モデルは，ほとんどの他のＤＩＣＯＭサービスクラス

の情報オブジェクト定義（ＩＯＤ）と同様の役割を果たす。 

Ｋ．１．４ サービス定義 

二つの同位ＤＩＣＯＭ ＡＥは，ＳＣＵ役割をつとめる一つとＳＣＰ役割をつとめる一つとをもつ基本
ワークリストサービスクラスのＳＯＰクラスを実装する。基本ワークリストサービスクラスのＳＯＰ

クラスは，ＰＳ３．７の中で定義されるＤＩＭＳＥ－Ｃ Ｃ－ＦＩＮＤサービスを使用して実装される。 

ＤＩＭＳＥ－Ｃ Ｃ－ＦＩＮＤの基準挙動だけが，サービスクラスの中で使用される。 

ＤＩＭＳＥ－Ｃ Ｃ－ＦＩＮＤサービスの下記の記述は，ＳＣＵ／ＳＣＰ意味の簡単な概要を提供する。 

Ｃ－ＦＩＮＤサービスは下記の意味を伝達する： 

― ＳＣＵは，ＳＣＰが，ＳＣＰが所有する情報に対して，ＳＯＰクラスの中で明記されるオブジ
ェクトに，要求の識別子の中で明記された一致キーに対する一致を実行することそして応答キ

ーに対する値を返すことを要求する。 

注： この付属書の中で，用語「識別子」は，ＰＳ３．７の中で定義されるＣ－ＦＩＮＤサービスの識別子サー
ビスパラメタを参照する。 

― ＳＣＰは，全ての一致キー属性および要求された全ての既知応答キー属性の値を含んでいる識
別子をもつ各一致に対して，Ｃ－ＦＩＮＤ応答を生成する。各応答は，一つのワークリスト項

目を含む。全てのそのような応答は未決定の状態を含むであろう。未決定の状態は一致の処理

が完了していないことを示す。 

― 一致の処理が完了したとき，Ｃ－ＦＩＮＤ応答は，成功の状態をもちそして識別子なしで送ら
れる。 

― Ｃ－ＦＩＮＤ要求への拒否または失敗応答は，ＳＣＰが要求を処理することができないことを
示す。 

－ ＳＣＵは，Ｃ－ＦＩＮＤサービスの処理の間は何時でも，Ｃ－ＣＡＮＣＥＬ－ＦＩＮＤ要求を
発行することによってＣ－ＦＩＮＤサービスを取り消すことがある。ＳＣＰは，全ての一致を

中断する，そして取消の状態を返すであろう。 

注： ＳＣＰがＣ－ＣＡＮＣＥＬ－ＦＩＮＤ要求を最後に処理するまでは，ＳＣＵはＳＣＰによって送られたＣ
－ＦＩＮＤ応答を受信するために準備されている必要がある。 

Ｋ．２ ワークリスト情報モデル定義 

ワークリスト情報モデルは，アソシエーション確立時に折衝されたＳＯＰクラスによって識別される。

ＳＯＰクラスは，情報モデルとＤＩＭＳＥ－Ｃサービスグループの両方で構成される。 

ワークリストサービスクラスの標準ＳＯＰクラスのための情報モデル定義は，この付属書の中で定義

される。ワークリスト情報モデル定義は次のものを含む： 

― エンティティ－関係モデル定義 
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― キー属性定義。 

Ｋ．２．１ エンティティ－関係モデル定義 

基本ワークリスト情報モデルは，それは要求の中でＳＣＵからＳＣＰに送られることがある，そして，

その値が応答（あるいは，ワークリスト項目）の各々の中でＳＣＰからＳＣＵに返されることが期待

される，全ての一致キー属性と全ての応答キー属性を含む，単一のレベルから構成される。要求の中

の一致キー属性値は，応答の中で返されるべきワークリスト項目を明記する。要求の中の全てのキー

属性（一致キー属性と応答キー属性）は，どの属性値が応答の中でそのワークリストのために返され

るかを決める。 

ワークリスト項目は，基本ワークリスト情報モデルのための根源を定義している実世界オブジェクト

と，一対一の関係をもつ。それに加えて，ワークリスト項目は，実世界のモデルからの幾つかの他の

オブジェクトに関係する。これらの実世界オブジェクトの各々は，（内部）エンティティ－関係モデ

ルの中で組織化されたエンティティの階層によって表現される。 

Ｋ．２．２ 属性定義 

属性は，各エンティティに対して内部エンティティ－関係モデルの中で定義される。Ｃ－ＦＩＮＤ要

求の中の識別子は，ワークリスト情報モデルの中でエンティティの属性に対して一致をとるべき値を

含む。ワークリスト要求に対して，属性がそれに対して返されるエンティティの集合が，識別子の中

で明記される一致および応答キー属性の集合によって決められる。 

Ｋ．２．２．１ 属性タイプ 

ワークリスト情報モデルにおけるエンティティの全ての属性は，一致キー属性（必要か任意選択），

そして応答キー属性の両方として明記される。 

Ｋ．２．２．１．１ 一致キー属性 

一致キー属性は，要求されたワークリストの中に含まれるべきワークリスト項目を選択するキーであ

る。 

Ｋ．２．２．１．１．１ 必要とされる一致キー属性 

基本ワークリスト管理ＳＣＰは，Ｃ－ＦＩＮＤ要求の全ての必要とされる一致キー属性の値に基づく

一致をサポートする。複数エンティティが，必要キーに対する与えられた値に一致することがある。 

ＳＣＰが未知の属性値（即ち，零長さ）をもつエンティティを管理する場合は，未知の値は何れの一

致キー値にも一致することに失敗する。 

注： １．そのようなエンティティに一致を実行する手段がないとしても，それらは，零長さ値（ユニバーサル
照合）をもつ，あるいは単一のワイルドカード（ワイルドカード照合）によるＣ－ＦＩＮＤ要求を使用す

る応答キー属性として問合せられることがある。 

  ２．ＳＣＵは，必要一致キー属性のサブセットを供給することを選ぶことがある。 

Ｋ．２．２．１．１．２ 任意選択の一致キー属性 

ワークリスト情報モデルの中で，属性の集合は，任意選択一致キー属性として定義されることがある。

Ｃ－ＦＩＮＤ要求の識別子の中に含まれる任意選択一致キー属性は，ＳＣＰによる一致に対するサポ

ートに依存して挙動の二つの異なるタイプを誘発することがある。 

― ＳＣＰが任意選択一致キー属性上で一致をサポートしない場合には，任意選択一致キー属性は，
一致に対して無視されるが，しかし応答キー属性と同じ方法で処理される。 
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― ＳＣＰが任意選択一致キー属性の照合をサポートする場合には，任意選択一致キー属性は必要
一致キーと同じ方法で処理される。 

注： １．ＳＣＰの適合性宣言は，一致のためにサポートされる任意選択一致キー属性を記載する。 

  ２．ＳＣＵは，ＳＣＰが任意選択の一致キーへの一致をサポートすることを期待することはできない。 

Ｋ．２．２．１．２ 応答キー属性 

ワークリストと共に取得されるべき応答キー属性の値は，Ｃ－ＦＩＮＤ要求の中で零長さ（ユニバー

サル一致）で明記される。ＳＣＰは，ＰＳ３．５の中で定義されるデータ要素タイプ（１，１Ｃ，２，

２Ｃ，３）に従って，ワークリスト情報モデルによって定義される応答キー属性をサポートする。 

あらゆる一致キー属性は，同様に応答キー属性とみなされる。したがって，Ｃ－ＦＩＮＤ応答は，依

頼された応答キー属性の値に加えて，依頼された一致キー属性の値を含む。 

注： １．ＳＣＰの適合性宣言は，サポートされるタイプ３の応答キー属性を記載する。 

  ２．ＳＣＵは，応答キー属性のサブセットを供給することを選ぶことがある。 

  ３．ＳＣＵは，タイプ３応答キー属性を受信することを期待することはできない。 

Ｋ．２．２．２ 属性一致 

ＰＳ３．４の中で問合せ／取得サービスクラスによって定義される，次の一致のタイプが，基本ワー

クリストサービスクラスの中で一致キー属性に実行されることがある。異なる一致キー属性は，異な

る一致タイプの対象であることがある。ワークリスト情報モデルは，各々の必要一致キー属性のため

に一致のタイプを定義する。ＳＣＰの適合性宣言は，各々の任意選択一致キー属性のために一致のタ

イプを定義する。 

― 単一値一致 

― ＵＩＤのリスト一致 

― ワイルドカード一致 

― 範囲一致 

― シーケンス一致 

この巻の付属書Ｃの中で問合せ／取得サービスクラスによって定義される次の一致のタイプは，基本

ワークリストサービスクラスの中で応答キー属性に実行される。 

― ユニバーサル一致 

Ｋ．２．２．３ 複数値一致 

１を超える値複数度を持つ属性の一致を求めるとき，値の何れかが一致する場合には，そのときは全

ての値が返される。 

Ｋ．３ ワークリスト情報モデル 

各ワークリスト情報モデルは，一つのＳＯＰクラスに関連付けられる。次のワークリスト情報モデル

が定義される： 

― モダリティワークリスト情報モデル 

－ 汎用ワークリスト情報モデル 
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Ｋ．４ ＤＩＭＳＥ－Ｃサービスグループ 

一つのＤＩＭＳＥ－Ｃサービスは，基本ワークリスト管理サービスクラスのＳＯＰクラスの構築に

おいて使用される。次のＤＩＭＳＥ－Ｃ操作が，使用される： 

― Ｃ－ＦＩＮＤ 

Ｋ．４．１ Ｃ－ＦＩＮＤ操作 

基本ワークリスト管理サービスクラスのいくらかのＳＯＰクラスのＳＣＰは，ＰＳ３．７の中で記述

されるＣ－ＦＩＮＤ操作を使用して問合せを処理することができる。Ｃ－ＦＩＮＤ操作は，問合せが

それによって実行される機構である。識別子の中に存在するキーへの一致は，Ｃ－ＦＩＮＤ応答の中

で返される。 

Ｋ．４．１．１ Ｃ－ＦＩＮＤサービスパラメタ 

Ｋ．４．１．１．１ ＳＯＰクラスＵＩＤ 

ＳＯＰクラスＵＩＤは，Ｃ－ＦＩＮＤがそれに対して実行されるべきワークリスト情報モデルを識別

する。ＳＯＰクラスＵＩＤに対するサポートは，このＣ－ＦＩＮＤ操作によって使用されるプレゼン

テーションコンテキストの抽象構文ＵＩＤによって暗示される。 

Ｋ．４．１．１．２ 優先度 

優先度属性は，同じＳＣＰによって実行されている他のＤＩＭＳＥ操作に関して，Ｃ－ＦＩＮＤ操作

の要求優先度を定義する。 

優先度要求の処理は，ＳＣＰで必要とされない。ＳＣＰが優先度処理をサポートするかしないかにか

かわらず，異なる優先度レベルの意味はＳＣＰの適合性宣言の中で述べられる。 

Ｋ．４．１．１．３ 識別子 

Ｃ－ＦＩＮＤ要求と応答の両者は，データ集合（ＰＳ３．５を参照）として符号化された識別子を含

む。 

Ｋ．４．１．１．３．１ 要求識別子構造 

Ｃ－ＦＩＮＤ要求の中の識別子は下記を含む 

― そのＳＯＰクラスの中で明記された属性の値に対して一致されるべきキー属性値 

問合せのために許されるキー属性と値は，対応するワークリスト情報モデルのためにＳＯＰクラス定

義の中で定義される。 

Ｋ．４．１．１．３．２ 応答識別子構造 

Ｃ－ＦＩＮＤ 応答の中の識別子は下記を含む： 

― 要求の識別子の中に含まれるキー属性に対応する値もつキー属性（節Ｋ．２．２．１の中で定
義されるキー属性） 

Ｋ．４．１．１．４ 状態 

表Ｋ．４－１は，Ｃ－ＦＩＮＤ応答の中で返されることがある状態コード値を定義する。状態コード

値に関係する領域は，ＰＳ３．７の中で定義される。 
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表Ｋ．４－１ Ｃ－ＦＩＮＤ応答状態値 

サービス状態 詳細な意味 状態コード 関係領域 
拒絶 資源不足 A700 (0000,0902) 
失敗 識別子はＳＯＰクラスに一致しない A900 (0000,0901 

(0000,0902) 
 処理することができない Cxxx (0000,0901) 

(0000,0902) 
取消 取消し要求のために一致が終了した FE00 なし 
成功 一致が完了した―最終的な識別子は供給されない。 0000 なし 
未決定 一致が続いている―現在の一致が供給される，そし

て任意選択キーは必要キーと同じ方法でサポートさ

れた。 

FF00 識別子 

 一致が続いている―一つ以上の任意選択キーがこの

識別子に対して存在のためにサポートされなかった

ことを警告する 

FF01 識別子 

 

注： 状態コードがＤＩＭＳＥ応答メッセージの中で返される（ＰＳ３．７参照）。「状態コード」欄の中で述
べられるコード値は，状態コマンド要素 (0000,0900) の中で返される。 

Ｋ．４．１．２ Ｃ－ＦＩＮＤ ＳＣＵ挙動 

全てのＣ－ＦＩＮＤ ＳＣＵが，「ワークリスト」検索方法の必要条件に合致する問合せ要求を生成す
ることができる（Ｋ．４．１．３．１を参照）。 

ワークリストに関連する必要キーと任意選択キーは，識別子の中に含まれることがある。 

ＳＣＵは，Ｃ－ＦＩＮＤ要求と応答を使用して，以下の意味を伝達する： 

― ＳＣＵは，要求の識別子の中で明記される全てのキーの一致を，それが所有する要求の中で明
記されたワークリストの情報に対して，ＳＣＰが実行することを要求する。 

― ＳＣＵは，エンティティの一致の属性を伝達するために，未決定応答を解釈する。 

― ＳＣＵは，未決定応答の終わりを伝達するために，成功，失敗，拒絶，または取消に等しい状
態もつ応答を解釈する。 

― ＳＣＵは，ＳＣＰが要求を処理することができないことの指示として，Ｃ－ＦＩＮＤ要求への
拒否または失敗応答を解釈する。 

― ＳＣＵは，Ｃ－ＦＩＮＤの処理の間に何時でも，Ｃ－ＦＩＮＤ－ＣＡＮＣＥＬ要求を発行する
ことによってＣ－ＦＩＮＤサービスを取り消すことがある。ＳＣＵは，Ｃ－ＦＩＮＤ－ＣＡＮ

ＣＥＬが成功したことを示すために，取消の状態を認識する。 

Ｋ．４．１．３ Ｃ－ＦＩＮＤ ＳＣＰ挙動 

全てのＣ－ＦＩＮＤ ＳＣＰは，「ワークリスト」検索（Ｋ．４．１．３．１を参照）の必要条件に合
致する問合せを処理することが可能である。 

ＳＣＰは，Ｃ－ＦＩＮＤ要求と応答を使用して以下の意味を伝達する： 

― ＳＣＰは，要求の識別子の中で明記される全てのキーの一致を，それが所有する情報に対して，
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実行することを要求される。属性照合は，節Ｋ．２の中で定義されるＣ－ＦＩＮＤ要求の識別

子の中で明記されるキー値を使用して実行される。 

― ＳＣＰは，「ワークリスト」検索方法を使用して各一致のためにＣ－ＦＩＮＤ応答を生成する。
そのような応答の全ては，単一一致からの値をその属性が含む識別子を含む。全てのそのよう

な応答は，未決定の状態を含む。 

― 全ての一致が送られたとき，ＳＣＰは成功の状態を含むＣ－ＦＩＮＤ応答を生成する。成功の
状態は，ＳＣＰに既知の各一致に対して応答が送られたことを示す。 

注： 成功の状態もつ応答には，ＩＤは含まれない。完全な定義についてはＰＳ３．７を参照。 

― ＳＣＰは，それが要求を処理することができない場合は，拒否または失敗の状態をもつ応答を
生成する。拒否または失敗応答は，識別子を含まない。 

― ＳＣＰが，それが一致の処理を完了する前に，Ｃ－ＦＩＮＤ－ＣＡＮＣＥＬ指示を受信する場
合は，それは一致処理を中断する，そして取消の状態を返す。 

Ｋ．４．１．３．１ 「ワークリスト」検索方法 

下記の手続きは，一致を生成するために使用される。 

Ｃ－ＦＩＮＤ要求の識別子の中に含まれるキー一致文字列は，各ワークリストエンティティに対する

キー属性の値に対して一致させられる。明記された一致文字列の全てに属性が一致する各エンティテ

ィに対して，識別子を構築する。この識別子は，Ｃ－ＦＩＮＤ要求の中でそれらに一致するこのエン

ティティに対する属性の値の全てを含む。そのような識別子の各々に対して応答を返す。一致キーが

ない場合は，そのときには一致はない，成功に等しい状態をもちそして識別子をもたない応答を返す。 

Ｋ．５ アソシエーション折衝 

アソシエーションの確立は，同位ＤＩＣＯＭ ＡＥ間の通信のあらゆるインスタンスの最初の段階であ
る。ＰＳ３．７の中で明記されるアソシエーション折衝手続きは，サポートされるＳＯＰクラスまた

はメタＳＯＰクラスを折衝するために使用される。 

ＳＣＰ／ＳＣＵ役割選択折衝のサポートは，任意選択である。ＳＯＰクラス拡張折衝は，サポートさ

れない。 

Ｋ．６ ＳＯＰクラス定義 

Ｋ．６．１ モダリティワークリストＳＯＰクラス 

Ｋ．６．１．１ モダリティワークリストＳＯＰクラス概要 

基本ワークリスト管理サービスクラス内で定義されるモダリティワークリストＳＯＰクラスは，予約

済手続きステップについての画像モダリティへの情報の通信を容易にする応用レベルのサービスのク

ラス，そして予約済手続きステップに関係するエンティティを定義する。下記で詳述されるように，

ワークリスト機構によって運ばれる情報の一部分は，画像モダリティ自身によって使用されることが

意図されている，しかし情報の多くは，モダリティ操作者に提示されることが意図されている。 

このワークリストは，予約済手続きステップに従って構築される。手続きステップは，依頼された画

像手続きのコンテキストの中のサービスの単位である。 

モダリティワークリストＳＯＰクラスは，以下の必要条件をサポートする： 
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― 患者を確認する（例えば，検査される人が意図された患者であることを確認するために，患者
記述情報をＩＳからモダリティにダウンロードする）。 

― 予約済手続きステップをＩＳから選択する（例えば，手続きステップ情報をＩＳからモダリテ
ィにダウンロードする）。モダリティワークリストＳＯＰクラスは，この必要条件の実現のた

めに，部門の異なる組織方法をサポートする二つの選択肢をサポートする： 

― モダリティが，予約済手続きステップのリストをＩＳから取得することがある。リストの
表示およびリストからの選択は，モダリティで行われる。 

― ＩＳ上でリストが表示される，そして選択が実行される。これは，情報がモダリティによ
って，予約済手続きステップが始まる寸前に取得されることを意味する。 

― 予約済手続きステップの実行を準備する。 

― ＤＩＣＯＭ画像をＩＳからの関連情報にあいまいなく結合する（例えば，患者記述，手続き記
述，ＩＳからのＩＤデータ構造，文脈上のＩＳ情報）。 

― ＤＩＣＯＭ画像オブジェクトに挿入すべき必須である全ての属性を，ＩＳから獲得する。 

モダリティワークリストＳＯＰクラスは，モダリティ操作者または担当医師に興味があることがある

全てのＩＳ情報とサービスへのアクセスを提供することは意図していない。その主な焦点は画像取得

機器の効率的な操作である。モダリティワークリストＳＯＰクラスの範囲を越えている，既存の分離

患者管理ＳＯＰクラスのようなＤＩＣＯＭ ＳＯＰクラスと非ＤＩＣＯＭサービスが，必要とされるこ
とがある。 

モダリティワークリストＳＯＰクラスは，モダリティから情報システムへの情報の伝逹をサポートし

ない。 

Ｋ．６．１．２ モダリティワークリスト情報モデル 

Ｋ．６．１．２．１ Ｅ／Ｒモデル 

与えられたＣ－ＦＩＮＤ要求に応答して，ＳＣＰはいくつかのＣ－ＦＩＮＤ応答（即ち，一致ワーク

リスト項目あたり一つのＣ－ＦＩＮＤ応答）を送らなければならないかもしれない。各ワークリスト

項目は，一つの予約済手続きステップと関連した情報に注目する。図Ｋ．６－１の中で提示されるＥ

－Ｒ図が，一つのＣ－ＦＩＮＤ要求の内容を描写する，すなわち： 

― 一致予約済手続きステップ，予約済手続きステップが寄与する依頼済手続き，関連する依頼済
手続きがオーダーされた画像サービス要求，関連した来院，そして手続きの主題であるべき患

者。 

従って，与えられたＣ－ＦＩＮＤ要求に対して，与えられた予約済手続きステップは，結果として生

ずるＣ－ＦＩＮＤ応答の一つだけの中に現れるであろう。明らかに，依頼済手続き，画像サービス要

求，来院および患者に関する情報は，これらのＣ－ＦＩＮＤ応答のいくつかの中で言及されることが

ある。 

モダリティワークリスト情報モデルは，図Ｋ．６－１の中で示されるエンティティ関係図によって表

現される。 

注： モダリティワークリストＳＯＰクラスに関係したメッセージの中に現れるエンティティは，モダリティワ
ークリストモデルに従うことを必要とされる。しかしながら，ＤＩＣＯＭはデータベースの内部構造を定

義しない。 
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モダリティワークリストの登録ポイントは，予約済手続きステップエンティティである。 

予約済手続きステップワークリストの属性が，ＰＳ３．３の中の下記のモジュールの中で見出すこと

ができる。 

― 患者関係モジュール 

― 患者識別モジュール 

― 患者記述モジュール 

― 患者医療モジュール 

― 来院関係モジュール 

― 来院識別モジュール 

― 来院状態モジュール 

― 来院受診モジュール 

― 予約済手続きステップモジュール 

― 依頼済手続きモジュール 

― 画像サービス要求モジュール 
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予約済手続き

ステップ

中に含む

依頼済手続き
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について
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来院

患者

1

について

実施した

0-1

は含まれる

1

1

ワークリスト

項目

 

図Ｋ．６－１ モダリティワークリスト情報モデルＥ／Ｒ図 

Ｋ．６．１．２．２ モダリティワークリスト属性 

表Ｋ．６－１は，モダリティワークリスト情報モデルの属性を定義する： 
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表Ｋ．６－１ モダリティワークリスト情報モデルのための属性 

記述／モジュール タグ 一致キ

ータイ

プ 

応答キ

ータイ

プ 

注意／一致タイプ 

ＳＯＰ共通     
特定文字集合 (0008,0005) O 1C 拡張あるいは置換文字集合が使用さ

れる場合は，この属性は必要である。

予約済手続きステップ     
予約済手続きステップシー

ケンス 
(0040,0100) R 1 予約済手続きステップの属性はシー

ケンス一致で取得されるだけであ

る。 
予約済手続きステップシーケンスは

単一項目だけを含む。 
> 予約済ステーションＡＥ
名称 

(0040,0001) R 1 予約済ステーションＡＥ名称は単一

値一致のみで取得される。 
> 予約済手続きステップ開
始日付 

(0040,0002) R 1 予約済手続きステップ開始日付は単

一値一致か範囲一致で取得される。

予約済手続きステップ開始時刻 
(0040,0003) の注意を参照。 

> 予約済手続きステップ開
始時刻 

(0040,0003) R 1 予約済手続きステップ開始時刻は単

一値一致か範囲一致で取得される。

予約済ステップ開始日付と予約済ス

テップ開始時刻は範囲一致を仮定す

る。 
両方のキーが範囲一致のために指定

される場合は，例えば日付範囲 “July 
5¥July 7” と時刻範囲 “10am¥6pm” 
は，7月 5日午前 10時から始まり 7
月 7日午後 6時までの時間範囲を指
定する。 
注：情報システムが個々の手続きステッ

プのために予約を提供しない場合は，そ

れが所有する最も近い予約されている情

報を使用することを許される（例えば，

手続きは手続きステップの代わりに予約

に従う）。 

> モダリティ (0008,0060) R 1 モダリティは，単一値一致で取得さ

れる。 
> 予約済 jissi 実行医師の
名前 

(0040,0006) R 2 予約された実行医師の名前は，単一

値一致またはワイルドカード照合で

取得される。 
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> 予約済手続きステップ記
述 

(0040,0007) O 1C 予約済手続きステップ記述 
(0040,0007) か予約済プロトコルコー
ドシーケンス (0040,0008) または両
方が，ＳＣＰによってサポートされ

る。 
> 予約済ステーション名 (0040,0010) O 2  
> 予約済手続きステップ場
所 

(0040,0011) O 2  

> 予約済プロトコルコード
シーケンス 

(0040,0008) O 1C 予約済手続きステップ記述 
(0040,0007) か予約済プロトコルコー
ドシーケンス (0040,0008) または両
方が，ＳＣＰによってサポートされ

る。 
予約済プロトコルコードシーケンス

は，一つ以上の実行項目を含む。 
>> コード値 (0008,0100) O 1C シーケンス項目が在る場合は必要。

>> 符号化体系版 (0008,0103) O 3  
>> 符号化体系指定子 (0008,0102) O 1C シーケンス項目が在る場合は必要。

>> コード意味 (0008,0104) O 3  
> 事前薬物投与 (0040,0012) O 2C 事前薬物投与がその予約済手続きス

テップに適用されるべきである場合

は必要。 
> 予約済手続きステップＩ
Ｄ 

(0040,0009) O 1  

> 依頼済造影剤 (0032,1070) O 2C 造影剤がその予約済手続きステップ

に適用されるべきである場合は必

要。 
> 予約済手続きステップ状
態 

(0040,0020) O 3  

> 予約済手続きステップモ
ジュールからの他の全ての

属性 

 O 3  

依頼済手続き     
依頼済手続きＩＤ (0040,1001) O 1  
依頼済手続き記述 (0032,1060) O 1C 依頼手続き記述 (0032,1060) 依頼手

続きコードシーケンス (0032,1064)，
あるいは両方が，ＳＣＰによってサ

ポートされる。 
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依頼済手続きコードシーケ

ンス 
(0032,1064) O 1C 依頼手続き記述 (0032,1060) または

依頼手続きコードシーケンス 
(0032,1064) ，あるいは両方が，ＳＣ
Ｐによってサポートされる。 
依頼手続きコードシーケンスは単一

項目だけを含む。 
> コード値 (0008,0100) O 1C シーケンス項目が在る場合は必要。

> 符号化体系指定子 (0008,0102) O 1C シーケンス項目が在る場合は必要。

> 符号化体系版 (0008,0103) O 3  
> コード意味 (0008,0104) O 3  
検査インスタンスＵＩＤ (0020,000D) O 1  
参照検査シーケンス (0008,1110) O 2  
> 参照ＳＯＰクラスＵＩＤ (0008,1150) O 1C シーケンス項目が在る場合は必要。

> 参照ＳＯＰインスタンス
ＵＩＤ 

(0008,1155)  O 1C シーケンス項目が在る場合は必要。

依頼済手続き優先度 (0040,1003) O 2  
患者移送手配 (0040,1004) O 2  
依頼済手続きモジュールか

らの他の全ての属性 
 O 3  

画像サービス要求     
受付番号 (0008,0050) O 2  
依頼側医師 (0032,1032) O 2  
照会医師の名前 (0008,0090) O 2  
画像サービス要求モジュー

ルからの他の全ての属性 
 O 3  

来院識別     
受診ＩＤ (0038,0010) O 2  
来院識別モジュールからの

他の全ての属性 
 O 3  

来院状態     
現在の患者の所在 (0038,0300) O 2  
来院状態モジュールからの

他の全ての属性 
 O 3  

来院関係     
参照患者シーケンス (0008,1120) O 2  
> 参照ＳＯＰクラスＵＩＤ (0008,1150) O 2  
> 参照ＳＯＰインスタンス
ＵＩＤ 

(0008,1155) O 2  

来院関係モジュールからの

他の全ての属性 
 O 3  

来院受診     
来院受診モジュールからの

全ての属性 
 O 3  
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患者関係     
患者関係モジュールからの

全ての属性 
 O 3  

患者識別     
患者の名前 (0010,0010) R 1 患者名前は単一値一致かワイルドカ

ード照合で取得される。 
患者ＩＤ (0010,0020) R 1 患者ＩＤは単一値一致で取得され

る。 
患者識別モジュールからの

他の全ての属性 
 O 3  

患者記述     
患者の誕生日 (0010,0030) O 2  
患者の性別 (0010,0040) O 2  
患者の主要言語コードシー

ケンス 
(0010,0101) O 3 患者と意思を通じ合うために使用す

ることができる言語。 
返されれる場合は，患者の主要言語

コードシーケンスは一以上の項目を

含む。項目は，好みの順に並べられ

る（最も好まれた言語から最も好ま

れなかった言語へ）。 
> コード値 (0008,0100) O 1  
> 符号化体系指定子 (0008,0102) O 1  
> コード意味 (0008,0104) - 1 コード意味は照合キーとして使用し

ない。 
> 患者の主要言語コード修
飾子シーケンス 

(0010,0102) O 3 患者の主要言語のための修飾子。民

族の言語変異を明記するために使用

することができる。返される場合は，

患者の主要な言語コード修飾子シー

ケンスは単一項目だけを含む。 
>> コード値 (0008,0100) O 1  
>> 符号化体系指定子 (0008,0102) O 1  
>> コード意味 (0008,0104) - 1 コード意味は照合キーとして使用し

ない。 
患者の体重 (0010,1030) O 2  
患者データ守秘事項の記述 (0040,3001) O 2  
患者記述モジュールからの

他の全ての属性 
 O 3  

患者診療     
患者の状態 (0038,0500) O 2  
妊娠の状態 (0010,21C0) O 2  
医学的注意事項 (0010,2000) O 2  
造影剤アレルギー (0010,2110) O 2  
特別な介助 (0038,0050) O 2  
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患者診療モジュールからの

他の全ての属性 
 O 3  

 

注： １．問合せ／取得サービスクラスの中で明記されたシリーズと画像エンティティのように，ＳＣＵかＳＣ
Ｐの何れかが，ワークリスト情報モデルに含まれていない任意選択一致キー属性および／またはタイプ３

応答キー属性をサポートすることがある（即ち，標準または私的属性）。これは，標準拡張ＳＯＰクラス

（ＰＳ３．２を参照）とみなされる。 

  ２．各モジュールは，コメント属性を含む。これは，モダリティの操作者に表示されることがある，非構
造化情報を送るために使用されることがある。 

Ｋ．６．１．３ 適合性必要条件 

実装は，ＳＣＵかＳＣＰとしてモダリティワークリストＳＯＰクラスに適合することがある。適合性

宣言は，ＰＳ３．２の中で定義される形式である。 

Ｋ．６．１．３．１ ＳＣＵ適合性 

モダリティワークリストＳＯＰクラスに適合する実装は，この付属書の節Ｋ．４．１．２の中で記述

される基準Ｃ－ＦＩＮＤ ＳＣＵ挙動を使用して，この付属書の節Ｋ．６．１．２の中で記述されるワ
ークリスト情報モデルへの問合せをサポートする。 

モダリティワークリストＳＯＰクラスにＳＣＵとして適合する実装は，その適合性宣言の中で，それ

が任意選択一致キー属性に一致することを必要とするかどうかを宣言する。それがタイプ３応答キー

属性を要求する場合には，それはこれらの任意選択応答キー属性を列記する。 

Ｋ．６．１．３．２ ＳＣＰ適合性 

モダリティワークリストＳＯＰクラスに適合する実装は，この付属書の節Ｋ．４．１．３の中で記述

されるＣ－ＦＩＮＤ ＳＣＰ挙動を使用して，この付属書の節Ｋ．６．２．１の中で記述されるワーク
リスト情報モデルへの問合せをサポートする。 

モダリティワークリストＳＯＰクラスにＳＣＰとして適合する実装は，その適合性宣言の中で，それ

が任意選択一致キー属性に一致することを必要とするかどうかを宣言する。それがタイプ３応答キー

属性をサポートする場合は，それはそれがサポートする任意選択応答キー属性を列記する。 

ＳＣＰとしてモダリティワークリストＳＯＰクラスに適合する実装は，その適合性宣言の中で，それ

はＰＮ ＶＲ属性に対して大文字と小文字を区別しない照合をサポートするか述べ，そしてこれが適用
する属性のリストを記載する。 

Ｋ．６．１．４ ＳＯＰクラス 

基本ワークリストサービスクラスの中のモダリティワークリストＳＯＰクラスは，モダリティワーク

リスト情報モデル，そしてサポートされるＤＩＭＳＥ－Ｃ操作を識別する。次の標準ＳＯＰクラスが

識別される： 

ＳＯＰクラス名 ＳＯＰクラスＵＩＤ 
モダリティワークリスト情報モデル－ＦＩＮＤ 1.2.840.10008.5.1.4.31 
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Ｋ．６．２ 汎用ワークリストＳＯＰクラス 

Ｋ．６．２．１ 汎用ワークリストＳＯＰクラス概要 

基本ワークリスト管理サービスクラスの中で定義された汎用ワークリストＳＯＰクラスは，汎用予約

済手続きステップと関連エンティティに関する，任意の応用あるいは機器への情報の通信を容易にす

る，サービスの応用レベルクラスを定義する。下記に詳述されるように，ワークリスト機構によって

伝えられた情報の一部は，応用自体によって使用されることが意図される，そして，情報の多くは，

仕事を実行する人に提示されることが意図される。自動化された応用では，すべての情報が応用に行

くだろう。 

ワークリストは汎用予約済手続きステップのリストである，すなわち，各ワークリスト項目は，単一

手続きステップと関連エンティティに焦点をあわせる。 

汎用ワークリストＳＯＰクラスは広範囲の仕事をカバーする，そして，関連エンティティは実行され

る手続きステップの詳細に依存して異なることがある。例えば，汎用ワークリストは下記の仕事のた

めの手続きステップを予約するために使用されることがある： 

・画像処理 

・品質管理 

・計算機支援診断 

・計算機支援検出 

・解釈 

・筆写 

・報告検証 

・印刷 

特定の仕事のための詳細の行為はワークアイテムコードの手段によって伝えられるだろう。関連エン

ティティ，すなわち，実行者が仕事を行うために必要な入力情報と実行者が生産しなければならない

出力情報は，特定のワークアイテムコードに基づいて，条件付きで存在することがある。 

これらのエンティティの例は次のとおりである：画像，歴史的画像，（構造化）報告，フィルム，提

示状態，音声記録，依頼済手続きテキスト。 

汎用ワークリストＳＯＰクラスは，応用操作者に興味のあることがあるすべてのＩＳ情報とサービス

へのアクセスを提供することを意図していない。その主な焦点は処理応用の効率的な操作である。非

ＤＩＣＯＭサービスと同様に，実施済手続きステップＳＯＰクラスのような他のＤＩＣＯＭ ＳＯＰク
ラスも，このＳＯＰクラスと共に必要とされることがある。 

汎用ワークリストＳＯＰクラスは，応用からワークリスト供給者への情報の通信をサポートしない。

検査管理サービスクラスの節の汎用予約済手続きステップ，汎用実施済手続きステップ，および他の

ＤＩＣＯＭサービスはその通信をサポートするために定義される。 

Ｋ．６．２．２ 汎用ワークリスト情報モデル 

Ｋ．６．２．２．１ Ｅ／Ｒモデル 

与えられたＣ－ＦＩＮＤ要求に応答して，汎用ワークリストＳＣＰはいくつかのＣ－ＦＩＮＤ応答（す

なわち，照合ワークリスト項目ごとに一個のＣ－ＦＩＮＤ応答）を送信しなければならないことがあ
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る。各ワークリスト項目は，単一の汎用予約済手続きステップと関連情報に焦点を合わせる。 

図Ｋ．６－２で示されたＥ－Ｒ図は，一個のＣ－ＦＩＮＤ要求の内容を描く，すなわち： 

－ 照合する汎用予約済手続きステップ，汎用予約済手続きステップが寄与する依頼済手続きのリ
スト，関連する依頼済手続きを配列した画像診断サービス要求，そして，関心のある患者。 

したがって，与えられたＣ－ＦＩＮＤ要求に対して，与えられた汎用予約済手続きステップは，結果

としてのＣ－ＦＩＮＤ応答のただ一つの中に現われるだろう。明白に，依頼済手続き，画像診断サー

ビス要求および患者に関する情報は，これらのＣ－ＦＩＮＤ応答のいくつかの中で言及されることが

ある。 

エンティティ－関係モデルでは，一つの属性が，汎用予約済手続きステップのための固有キーとして

定義される。固有キー属性中の単一値が，単一エンティティを唯一に識別する。すなわち，二つのエ

ンティティが同一の固有キー値を持たないことがある。 

注： この場合の固有キーは，汎用予約済手続きステップインスタンスのＳＯＰインスタンスＵＩＤである。表
Ｋ．６－２を参照すること。 

ワークリスト提供者は，汎用ワークリスト情報モデルによって定義された固有キーの存在と照合をサ

ポートする。ワークリスト提供者によって管理されたすべてのエンティティは特定の長さが零でない

固有キー値を持つ。 

固有キーは，Ｃ－ＦＩＮＤ要求の識別子の中に含まれることがある。 

汎用ワークリスト情報モデルは，図Ｋ．６－２で示されるエンティティ関係図によって表される。 

汎用ワークリストの入口点は，汎用予約済手続きステップエンティティである。 

汎用ワークリストの属性は下記で見つけることができる： 

－ ＰＳ３．３「患者関係モジュール」 
－ ＰＳ３．３「患者識別モジュール」 
－ ＰＳ３．３「患者記述モジュール」 
－ ＰＳ３．３「患者診療モジュール」 
－ ＰＳ３．３「汎用予約済手続きステップ関係モジュール」 
－ ＰＳ３．３「汎用予約済手続きステップ情報モジュール」 
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図Ｋ．６－２ 汎用ワークリスト情報モデルＥ－Ｒ図 

Ｋ．６．２．２．２ 汎用ワークリスト属性 

表Ｋ．６－２は，汎用ワークリスト情報モデルの属性を定義する： 

表Ｋ．６－２ 汎用ワークリスト情報モデルのための属性 

記述／モジュール タグ 一致キ

ータイ

プ 

応答キ

ータイ

プ 

注釈／一致タイプ 

ＳＯＰ共通     
特定文字集合 (0008,0005) O 1C 拡張あるいは置換文字集合が使用さ

れる場合は，この属性は必要である。

ＳＯＰクラスＵＩＤ (0008,0016) O 1 汎用予約済手続きステップのＳＯＰ

クラスを固有に識別する。詳細説明

は節Ｋ６．２．２．３を参照。 
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ＳＯＰインスタンスＵＩＤ (0008,0018) U 1 汎用予約済手続きステップのＳＯＰ

インスタンスを固有に識別する。 
詳細説明は節Ｋ６．２．２．３を参

照。 
ＳＯＰインスタンスＵＩＤは単一値

照合で取得される。 
汎用予約済手続きステップ

情報 
    

汎用予約済手続きステップ

状態 
(0040,4001) R 1 汎用予約済手続きステップ状態は単

一値照合で取得される。 
入力可能性フラグ (0040,4020) R 1 入力可能性フラグは単一値照合で取

得される。 
汎用予約済手続きステップ

優先度 
(0040,4003) R 1 汎用予約済手続きステップ優先度は

単一値照合で取得される。 
予約済手続きステップＩＤ (0040,0009) O 1  
予約済ワークアイテムコー

ドシーケンス 
(0040,4018) R 1 予約済ワークアイテムコードシーケ

ンスの属性はシーケンス照合でのみ

取得される。 
予約済ワークアイテムコードシーケ

ンスは単一項目だけを含む。 
> コード値 (0008,0100) R 1 コード値は単一値照合で取得され

る。 
> 符号化体系指定子 (0008,0102) R 1 符号化体系指定子は単一値照合で取

得される。 
> コード意味 (0008,0104) - 1 コード意味は照合キーとして使用さ

れない。 
予約済処理応用コードシー

ケンス 
(0040,4004) O 2  

> コード値 (0008,0100) O 1  
> 符号化体系指定子 (0008,0102) O 1  
> コード意味 (0008,0104) - 1 コード意味は照合キーとして使用さ

れない。 
予約済ステーション名コー

ドシーケンス 
(0040,4025) R 2 予約済ステーション名コードシーケ

ンスの属性はシーケンス照合でのみ

取得される。 
> コード値 (0008,0100) R 1 コード値は単一値照合で取得され

る。 
> 符号化体系指定子 (0008,0102) R 1 符号化体系指定子は単一値照合で取

得される。 
> コード意味 (0008,0104) - 1 コード意味は照合キーとして使用さ

れない。 
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予約済ステーションクラス

コードシーケンス 
(0040,4026) R 2 予約済ステーションクラスコードシ

ーケンスの属性はシーケンス照合で

のみ取得される。 
> コード値 (0008,0100) R 1 コード値は単一値照合で取得され

る。 
> 符号化体系指定子 (0008,0102) R 1 符号化体系指定子は単一値照合で取

得される。 
> コード意味 (0008,0104) - 1 コード意味は照合キーとして使用さ

れない。 
予約済ステーション所在場

所コードシーケンス 
(0040,4027) R 2 予約済ステーション所在場所コード

シーケンスの属性はシーケンス照合

でのみ取得される。 
> コード値 (0008,0100) R 1 コード値は単一値照合で取得され

る。 
> 符号化体系指定子 (0008,0102) R 1 符号化体系指定子は単一値照合で取

得される。 
> コード意味 (0008,0104) - 1 コード意味は照合キーとして使用さ

れない。 
予約済手続きステップ開始

日時 
(0040,4005) R 1 予約済手続きステップ開始日時は単

一値照合あるいは範囲照合で取得さ

れる。 
予期された終了日時 (0040,4011) R 2 予期された終了日付時間は，単一値

照合あるいは範囲照合で取得され

る。 
予約済人間実行者シーケン

ス 
(0040,4034) R 2 予約済人間実行者シーケンスの属性

はシーケンス照合でのみ取得され

る。 
> 人間実行者コードシーケ
ンス 

(0040,4009) R 1 予約済人間実行者コードシーケンス

の属性はシーケンス照合でのみ取得

される。 
>> コード値 (0008,0100) R 1 コード値は単一値照合で取得され

る。 
>> 符号化体系指定子 (0008,0102) R 1 符号化体系指定子は単一値照合で取

得される。 
>> コード意味 (0008,0104) - 1 コード意味は照合キーとして使用さ

れない。 
> 人間実行者の名前 (0040,4037) O 3  
> 人間実行者の組織 (0040,4036) O 3  
参照検査構成要素シーケン

ス 
(0008,1111) O 2  

> 参照ＳＯＰクラスＵＩＤ (0008,1150) O 1  
> 参照ＳＯＰインスタンス
ＵＩＤ 

(0008,1155) O 1  
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入力情報シーケンス (0040,4021) O 2  
> 検査インスタンスＵＩＤ (0020,000D) O 1  
> 参照シリーズシーケンス (0008,1115) O 1  
>> シリーズインスタンス
ＵＩＤ 

(0020,000E) O 1  

>> 取得ＡＥ名称 (0008,0054) O 2C 保存媒体ファイル集合ＩＤ 
(0088,0130) あるいは保存媒体ファイ
ル集合ＵＩＤ (0088,0140) が存在す
る場合は存在しない。  

>> 保存媒体ファイル集合
ＩＤ 

(0088,0130) O 2C 取得ＡＥ名称 (0008,0054) が存在す
る場合は存在しない。  

>> 保存媒体ファイル集合
ＵＩＤ 

(0088,0140) O 2C 取得ＡＥ名称 (0008,0054) が存在す
る場合は存在しない。  

>> 参照ＳＯＰシーケンス (0008,1199) O 1  
>> 参照ＳＯＰクラスＵＩ
Ｄ 

(0008,1150) O 1  

>> 参照ＳＯＰインスタン
スＵＩＤ 

(0008,1155) O 1  

関連情報シーケンス (0040,4022) O 2  
> 検査インスタンスＵＩＤ (0020,000D) O 1  
> 参照シリーズシーケンス (0008,1115) O 3  
>> シリーズインスタンス
ＵＩＤ 

(0020,000E) O 1  

>> 取得ＡＥ名称 (0008,0054) O 2C 保存媒体ファイル集合ＩＤ 
(0088,0130) あるいは保存媒体ファイ
ル集合ＵＩＤ (0088,0140) が存在す
る場合は存在しない。 

>> 保存媒体ファイル集合
ＩＤ 

(0088,0130) O 2C 取得ＡＥ名称 (0008,0054) が存在す
る場合は存在しない。  

>> 保存媒体ファイル集合
ＵＩＤ 

(0088,0140) O 2C 取得ＡＥ名称 (0008,0054) が存在す
る場合は存在しない。 

>> 参照ＳＯＰシーケンス (0008,1199) O 1  
>> 参照ＳＯＰクラスＵＩ
Ｄ 

(0008,1150) O 1  

>> 参照ＳＯＰインスタン
スＵＩＤ 

(0008,1155) O 1  

結果としての汎用実施済手

続きステップシーケンス 
(0040,4015) O 2 関連する汎用実施済手続きステップ

ＳＯＰインスタンスが生成される場

合は，このシーケンスが更新される。

> 参照ＳＯＰクラスＵＩＤ (0008,1150) O 1  
> 参照ＳＯＰインスタンス
ＵＩＤ 

(0008,1155) O 1  
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実際の人間実行者シーケン

ス 
(0040,4035) O 2 汎用予約済手続きステップ情報変更

Ｎ－ＡＣＴＩＯＮ要求にこの情報が

含まれる場合，このシーケンスが更

新される。 
> 人間実行者コードシーケ
ンス 

(0040,4009) O 1  

>> コード値 (0008,0100) O 1  
>> 符号化体系指定子 (0008,0102) O 1  
>> コード意味 (0008,0104) - 1 コード意味は照合キーとして使用さ

れない。. 
> 人間実行者の名前 (0040,4037) O 3  
> 人間実行者の組織 (0040,4036) O 3  
検査インスタンスＵＩＤ (0020,000D) O 1 これはこのワークリスト項目からの

結果としての複合ＳＯＰインスタン

スを識別するために使用される検査

インスタンスＵＩＤである。 
複数複写フラグ (0040,4006) O 1 この属性は複合ＳＯＰインスタンス

の複数の複写を生成しなければなら

ないかどうか決めるために使用され

る。 
汎用予約済手続きステップ

情報モジュールからの他す

べての属性 

 O 3  

汎用予約済手続きステップ

関係 
    

参照依頼シーケンス (0040,A370) O 1  
> 検査インスタンスＵＩＤ (0020,000D) O 1 複数の複写が生成される場合，これ

はＳＲオブジェクトの同一の複写を

識別するために使用される検査イン

スタンスＵＩＤである。 
> 参照検査シーケンス (0008,1110) O 2  
>> 参照ＳＯＰクラスＵＩ
Ｄ 

(0008,1150) O 1  

>> 参照ＳＯＰインスタン
スＵＩＤ 

(0008,1155) O 1  

> 依頼済手続きＩＤ (0040,1001) O 1  
> 依頼済手続き記述 (0032,1060) O 1C 依頼済手続き記述 (0032,1060) ある

いは依頼済手続きコードシーケンス 
(0032,1064) ，あるいは両方が，ＳＣ
Ｐによってサポートされる。 
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> 依頼済手続きコードシー
ケンス 

(0032,1064) O 1C 依頼済手続き記述 (0032,1060) ある
いは依頼済手続きコードシーケンス 
(0032,1064) ，あるいは両方が，ＳＣ
Ｐによってサポートされる。 
依頼済手続きコードシーケンスは単

一項目だけを含む。 
>> コード値 (0008,0100) O 1  
>> 符号化体系指定子 (0008,0102) O 1  
>> コード意味 (0008,0104) - 1 コード意味は照合キーとして使用さ

れない。 
> 受付番号 (0008,0050) R 2 受付番号は単一値照合で取得され

る。 
> 依頼側医師 (0032,1032) O 2  
> 汎用予約済手続きステッ
プ関係モジュール中の依頼

済手続きおよび画像診断サ

ービス要求に関係のあるす

べての他の属性 

 O 3  

患者関係     
患者関係モジュールからの

すべての属性 
 O 3  

患者識別     
患者の名前 (0010,0010) R 1 患者の名前は，単一値照合あるいは

ワイルドカード照合で取得される。

患者ＩＤ (0010,0020) R 1 患者ＩＤは単一値照合で取得され

る。 
患者識別モジュールからの

すべての他の属性 
 O 3  

患者記述     
患者の誕生日 (0010,0030) O 2  
患者の性別 (0010,0040) O 2  
患者記述モジュールからの

すべての他の属性 
 O 3  

患者診療     
患者診療モジュールからの

すべての属性 
 O 3  

 

Ｋ．６．２．２．３ 汎用ワークリスト項目の固有識別 

ＳＯＰクラスＵＩＤおよびＳＯＰインスタンスＵＩＤ属性はすべてのＤＩＣＯＭ ＩＯＤに対して定
義される。正規化ＩＯＤについては，それらはＩＯＤの中で符号化されないが，ＤＩＭＳＥサービス

のそれぞれの属性の中に含まれる。汎用予約済手続きステップＳＯＰインスタンスは持続性のオブジ

ェクトであり，また，ＳＯＰクラスＵＩＤおよびＳＯＰインスタンスＵＩＤは汎用ワークリストに含



  PS 3.4-2001 翻訳原稿 

   2002/09/06 269

まれる。この属性に対する値は，ＳＣＰによる生成の時に対応するオブジェクトに割り当てられたＳ

ＯＰインスタンスＵＩＤが起源である。 

Ｋ．６．２．３ 適合性必要条件 

実装は，ＳＣＵとして，および・またはＳＣＰとして汎用ワークリストＳＯＰクラスに適合すること

がある。 

汎用ワークリストＳＯＰクラスに適合する実装は汎用ワークリスト管理メタＳＯＰクラスを同様にサ

ポートする。 

適合性宣言は，ＰＳ３．２の付属書Ａに定義される書式による。 

Ｋ．６．２．３．１ ＳＣＵ適合性 

汎用ワークリストＳＯＰクラスに適合する実装は，この付属書の節Ｋ．４．１．２に記述された基準

Ｃ－ＦＩＮＤ ＳＣＵ挙動を使用して，この付属書の節Ｋ．６．２．２に記述されたワークリスト情報
モデルに対して問い合わせをサポートする。 

ＳＣＵとして汎用ワークリストＳＯＰクラスに適合する実装は，その適合性宣言の中で，任意選択の

照合キー属性での照合を要求するかどうかについて述べる。それがタイプ３応答キー属性を要求する

場合には，これらの任意選択の応答キー属性を列挙する。 

Ｋ．６．２．３．２ ＳＣＰ適合性 

汎用ワークリストＳＯＰクラスに適合する実装は，この付属書の節Ｋ．６．２．２に記述されたワー

クリスト情報モデルに対して，この付属書の節Ｋ．４．１．３に記述されたＣ－ＦＩＮＤ ＳＣＰ挙動
を使用して，問い合わせをサポートする。 

ＳＣＰとして汎用ワークリストＳＯＰクラスに適合する実装は，その適合性宣言の中で，任意選択の

照合キー属性での照合をサポートするかどうかについて述べる。それがタイプ３応答キー属性をサポ

ートする場合には，それがサポートするすべての任意選択の応答キー属性を列挙する。 

Ｋ．６．２．４ ＳＯＰクラス 

汎用ワークリストサービスクラスの中の汎用ワークリストＳＯＰクラスは，汎用ワークリスト情報モ

デルと，サポートしたＤＩＭＳＥＣ操作を識別する。下記の標準ＳＯＰクラスが識別される： 

ＳＯＰクラス名 ＳＯＰクラスＵＩＤ 
汎用ワークリスト情報モデル－Ｃ－ＦＩＮＤ 1.2.840.10008.5.1.4.32.1 
 

Ｋ．６．２．５ 汎用ワークリスト管理メタＳＯＰクラス 

汎用ワークリスト管理メタＳＯＰクラスは，サポートされたＳＯＰクラスの次の集合によって定義さ

れる。 

ＳＯＰクラス名 参照 使用法 ＳＣＵ／ＳＣＰ 
汎用ワークリストＳＯＰクラス K.6.2 M/M 
汎用予約済手続きステップＳＯＰクラス F.10 M/M 
汎用実施済手続きステップＳＯＰクラス F.11 M/M 
 

汎用ワークリスト管理メタＳＯＰクラスは，前述のＳＯＰクラスの全部に適合する応用エンティティ
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のために意図される。 

汎用ワークリスト情報モデルＳＯＰクラス，汎用予約済手続きステップＳＯＰクラスおよび汎用実施

済手続きステップＳＯＰクラスに対して明記されたすべての必要条件は，汎用ワークリスト管理メタ

ＳＯＰクラスに適合する応用エンティティによって満たされる。 

Ｋ．６．２．５．１ 汎用ワークリスト管理メタＳＯＰクラスＵＩＤ 

汎用ワークリスト管理メタＳＯＰクラスは，値「1.2.840.10008.5.1.4.32」を持つ汎用ワークリスト管理
メタＳＯＰクラスＵＩＤによってユニークに識別される。 

Ｋ．７ モダリティワークリストの使用に対する例（情報） 

これらのモダリティワークリストの典型的な例は情報目的のみのために提供される。 

― 特定期間（例えば「１９９５年８月９日」）のために，そして特定の予約済ステーションＡＥ
名称（すなわち予約済手続きステップが実行される予定のモダリティ）のために予約された予

約済手続きステップエンティティから構成されるワークリスト。図Ｋ．７－１を参照。 

― 特定期間（例えば「１９９５年８月９日」）のために，そして特定のモダリティタイプ（例え
ばＣＴ装置）のために予約された予約済手続きステップエンティティから構成されるワークリ

スト。これは，予約が，モダリティ資源のプールに関係した，そして一つの資源に対してでは

ない，シナリオである。 

― 特定期間（例えば「１９９５年８月９日」）のために，そして，特定の予約された実行医師の
ために予約された予約済手続きステップエンティティから構成されるワークリスト。これは，

予約が，人間の資源に関係した，そして機器資源に対してではない，シナリオである。 

― 特定患者のために予約された単一の予約済手続きステップエンティティから構成されるワー
クリスト。このシナリオの中で，予約済手続きステップの選択は，前もってモダリティでなさ

れた。この特定ワークリストを取得する理論的根拠は，手続きステップが実行される直前に，

ＩＳから最も正確で最新の情報を伝達するためである。 

モダリティワークリストＳＯＰクラス利用者は，追加属性を取得することがある。これは，モダリテ

ィワークリストＳＯＰクラスの適用範囲外のサービスによって達成されるであろう。 

追加の属性は，追加の患者属性を取得するために，適切なサービスクラス提供者について，例えば分

離患者管理サービスクラスについて，Ｎ－ＧＥＴサービスを使用して取得されることがある。 
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...

モダリティ

情報システム

ワークリスト要求：
モダリティは，特定期間（例えば１９９５年８月９日）に対し

て，そして特定ステーションＡＥ名称（すなわちステップが実

行されるべきモダリティ）に対して予約されている，予約済手

続きステップエンティティに対してＩＳに問い合わせる。

ネットワーク境界

予約済手続きステッ

プ：1

依頼済手続き：123

画像サービス要求：
5578

来院： 95081234

患者： “Jones”

ワークリスト応答

予約済手続きス

テップ：n

依頼済手続き：345

画像サービス要求：
3422

来院： 95080476

患者： “Miller”

ワークリスト応答

 

図Ｋ．７－１ モダリティワークリストメッセージ流れの例 
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Ｋ．８ 汎用ワークリスト例（情報） 

Ｋ．８．１ はじめに 

この節は，汎用ワークリストＳＯＰクラスを使用する場合にメッセージ順序付け法の例を提供する。

この節は，使用例の網羅的な集合を提供することではなく，有益な例題を提供するように意図される。

等価な結果を得るために使用することができる他の有効なメッセージシーケンスがある，また，ワー

クフロー管理に含むことができる関係者の他の有効な組合せがある。 

 

Acquisition
Modality

Archive Workf low
Manager

Performing
Device

Acquisition Complete

Store SOP  Inst ances

Receive GP-SPS
Transmit SOP
Instances for Input
Information

Update GP -SPS (IN P ROGRESS )

Create GP-PPS (IN PROGRES S)
PROGRESSP ROGRESS)

Store Results

Set GP-PPS (COMPLETED)

Update GP -SPS (COMPLETED)

Query GP -SPS

Schedule Interpretation

 

図Ｋ．８－１ 汎用ワークリストメッセージ順序付けの例 

図Ｋ．８－１は，正常に完了する単一の汎用実施済手続きステップ（ＧＰ－ＰＰＳ）を使用して，汎

用予約済手続きステップ（ＧＰ－ＳＰＳ）を実行する場合における，メッセージシーケンス例を示す。

詳細な例は，中止，予約外，グループ，協同，および他の使用例に対して構築することができるが，

この教育的な節の中では考慮しない。図Ｋ．８－１の中のイタリック体のテキストは，保存，保存委

託および問合せ／取得のような他ＤＩＣＯＭサービスを使用して，一般に伝えられるであろう汎用ワ

ークリストの適用範囲外のメッセージを表示する。 

図Ｋ．８－１の中で示される関係者は次のとおりである： 

収集モダリティ：汎用ステップへの入力である画像を取得する 

保管庫：ＳＯＰインスタンスを保存する（画像，構造化報告など） 

ワークフロー管理者：ワークリストを管理し，手続きの実行を追跡する 
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実行装置：ワークリストによって明記された仕事を実行し，結果を生成する。 

Ｋ．８．２ 処理とメッセージフロー 

図Ｋ．８－１の中で，次の処理とメッセージが示される。 

Ｋ．８．２．１ 収集完了 

収集モダリティは，収集が完了したと報告する。このメッセージはモダリティ実施済手続きステップ

ＳＯＰクラスを使用して，一般には伝えられるだろう。このメッセージを受け取ると，ワークフロー

管理者は，入力が可能であることを示し，そしてこれらの複合ＳＯＰインスタンスを識別するために，

汎用予約済手続きステップのそのワークリストを更新できる。 

Ｋ．８．２．２ 保存ＳＯＰインスタンス 

収集モダリティは，保管庫へＳＯＰインスタンスを保存する。このメッセージは保存および保存委託

サービスクラスを使用して，一般には伝えられるだろう。収集完了メッセージに先立ってこのメッセ

ージを同様に送信することができる。 

Ｋ．８．２．３ ＧＰ－ＳＰＳを問い合わす 

実行装置は，その探索基準と一致する汎用予約済手続きステップ（ＧＰ－ＳＰＳ）をワークフロー管

理者に問い合わす。例えば「SCHEDULED」の汎用予約済手続きステップ状態 (0040,4001) ，
「COMPLETE」の入力可能性フラグ (0040,4020) そして現在のアクティブ利用者の予約済人間実行者
シーケンス (0040,4034) をもつすべてのワークリスト項目。このメッセージは，汎用ワークリストＳ
ＯＰクラスのＣ－ＦＩＮＤ要求プリミティブを使用して伝えられる。 

Ｋ．８．２．４ ＧＰ－ＳＰＳを受け取る 

実行装置は，問合せＧＰ－ＳＰＳメッセージからの結果である汎用予約済手続きステップ（ＧＰ－Ｓ

ＰＳ）の集合を受け取る。受信ＧＰ－ＳＰＳメッセージは，各応答は単一ＧＰ－ＳＰＳワークリスト

項目の要求された属性を含む状態 PENDINGをもつ，汎用ワークリストＳＯＰクラスの一以上のＣ－
ＦＩＮＤ応答プリミティブによって伝えられる。 

Ｋ．８．２．５ 使用されるＳＯＰインスタンスを送信する。 

保管庫は，タスクの間に入力情報として使用されるＳＯＰインスタンスを実行装置へ送信する。この

メッセージは，ＧＰ－ＳＰＳの中に包含される情報に基づいた，問合せ／取得サービスクラスを経由

して，実行装置によって始動することができる，あるいは，必要なＳＯＰインスタンスが使用前に使

用可能であることを保証するために保管庫あるいはワークフロー管理者によって同様に始動すること

ができる，保存サービスクラスを使用して，一般には伝えられるだろう。 

Ｋ．８．２．６ ＧＰ－ＳＰＳを更新する（進行中） 

実行装置は，項目の仕事を始動すると，状態 IN PROGRESSを持つために，ワークフロー管理者によ
って管理された汎用予約済手続きステップ（ＧＰ－ＳＰＳ）を更新する。ＧＰ－ＳＰＳのＳＯＰイン

スタンスＵＩＤは，ワークリスト項目として受信ＧＰ－ＳＰＳメッセージ経由で，通常得られている

だろう。このメッセージは，実行タイプ「ＧＰ－ＳＰＳ状態変更要求」をもつ汎用予約済手続きステ

ップＳＯＰクラスのＮ－ＡＣＴＩＯＮプリミティブを使用して伝えられる。このメッセージは，ワー

クフロー管理者がそのワークリストを更新することを可能にし，他の実行装置がＧＰ－ＳＰＳが既に

作業していることを検出することを可能にする。 
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Ｋ．８．２．７ ＧＰ－ＰＰＳを生成する（進行中） 

実行装置は，汎用予約済手続きステップ（ＧＰ－ＳＰＳ）での作業を開始すると，ワークフロー管理

者に新しい汎用実施済手続きステップ（ＧＰ－ＰＰＳ）インスタンスを生成する。このメッセージは，

汎用実施済手続きステップＳＯＰクラスのＮ－ＣＲＥＡＴＥプリミティブを使用して伝えられる。生

成に際して，ＧＰ－ＰＰＳは，IN PROGRESSのＧＰ－ＰＰＳ状態を持たなければならないが，関連Ｇ
Ｐ－ＳＰＳへの参照を含み，そしてＧＰ－ＰＰＳを始動するときに知った他の任意の属性に対する値

を持つ。 

Ｋ．８．２．８ ＧＰ－ＰＰＳをセットする（完了した） 

実行装置は，実施済ステップの完了にともないＧＰ－ＰＰＳ状態を COMPLETEDにセットし，実施済
ステップと任意の結果（結果は保存結果メッセージによってそれら自身伝えられる）への参照の詳細

を含める。このメッセージは，汎用実施済手続きステップＳＯＰクラスのＮ－ＳＥＴプリミティブを

使用して伝えられる。完了に際して，ＧＰ－ＰＰＳのすべての必須属性は値を割り当てられなければ

ならない。 

Ｋ．８．２．９ ＧＰ－ＳＰＳを更新する（完了した） 

実行装置は，予約済ステップの完了に際して，ＧＰ－ＳＰＳ状態を COMPLETEDへ更新する。このメ
ッセージは，実行タイプ「ＧＰ－ＳＰＳ状態変更要求」をもつ汎用予約済手続きステップＳＯＰクラ

スのＮ－ＡＣＴＩＯＮプリミティブを使用して伝えられる。このメッセージは，ＧＰ－ＳＰＳが現在

完了し，後続のＧＰ－ＰＰＳが生成されないだろうとワークフロー管理者に通知する。 

Ｋ．８．２．１０ 保存結果 

実行装置は，いかなる生成された結果も保管庫へ保存する。 

このメッセージは，保存および保存委託サービスクラスを使用して一般には伝えられるであろう，そ

して構造化報告，画像あるいは他の関連する複合ＳＯＰインスタンスを含むことがある。このメッセ

ージは，ＧＰ－ＰＰＳセット（COMPLETED）メッセージに先立って同様に送信することができるこ
とがある。結果への参照はＧＰ－ＰＰＳセット（COMPLETED）メッセージの中で，ＧＰ－ＰＰＳに
関連付けられる。 
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付属書Ｌ（規格） キュー管理サービスクラス 

Ｌ．１ 適応範囲 

キュー管理サービスクラスは，ネットワークにおけるキューの管理を容易にする応用レベルのサービ

スのクラスを定義する。キュー管理サービスクラスは下記の機能をカバーする： 

― キューの内容を要求する，そして監視する 

― キューの内容を操作する（例えば，ジョブの優先度付け，キュー登録の削除） 

キュー管理サービスクラスは，似たような挙動を全て共有する，応用特有のキューの集合をカバーす

る（例えばプリンタキュー）。 

Ｌ．２ アソシエーション折衝 

キュー管理サービスクラスは，対応するサーバー（例えばプリント管理ＳＣＰ）を制御するアソシエ

ーションと同一であるか異なることがあるアソシエーションを使用する。 

注： キュー管理サービスクラス提供者と対応するサーバー（例えばプリント管理ＳＣＰ）の間には，１対１の
関係がある。 

アソシエーション折衝手続きは，サポートされるＳＯＰクラスを折衝するために使用される。ＰＳ３．

７はアソシエーション手続きを明記する。 

キュー管理サービスクラスは，拡張折衝をサポートしない。 

アソシエーションの解放は，キューの内容にいかなる影響も持たない。 

Ｌ．３ 適合性宣言 

このＳＯＰクラスの実装に対する適合性宣言は，ＰＳ３．２に従う。 

ＳＣＵ適合性宣言は下記の項目を明記する： 

― 同時にサポートするアソシエーションの最大数 

― サポートするＳＯＰクラスのリスト 

― サポートするＳＯＰクラスの各々に対して，サポートするオプションのＳＯＰクラス属性およ
びＤＩＭＳＥサービス要素のリスト 

― 各々のサポートするＮ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴサービス要素に対して，サポートするイベ
ントタイプＩＤのリスト 

― 各々のＮ－ＡＣＴＩＯＮサービス要素に対して，サポートする実行タイプＩＤのリスト 

― 各々のサポートする必須および任意選択属性に対して，値の有効範囲 

ＳＣＰ適合性宣言は下記の項目を明記する： 

― 同時にサポートするアソシエーションの最大数 

― サポートするＳＯＰクラスのリスト 

― 電源投入時に発生するキューの回復があるか否か：ある，または，ない 

― Ｎ－ＡＣＴＩＯＮサービス要素の挙動（ジョブが処理されている間に，ジョブの優先度が変更
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されることが可能か否か，ジョブが消去されるかことが可能か否か） 

― サポートするＳＯＰクラスの各々に対して，サポートする任意選択ＳＯＰクラス属性およびＤ
ＩＭＳＥサービス要素のリスト 

― 各々のサポートするＮ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴサービス要素に対して，サポートするイベ
ントタイプＩＤのリスト 

― 各々のサポートするＮ－ＡＣＴＩＯＮサービス要素に対して，サポートする実行タイプＩＤの
リスト 

― 各々のサポートする必須および任意選択属性に対して： 

― 値の有効範囲 

― 値がＳＣＵによって供給されない場合のデフォルト値 

― ＳＣＵが範囲外の値を供給した場合の状態コード（失敗または警告） 

― 各々のサポートするＤＩＭＳＥサービスに対して，全ての特定状態コードに対するＳＣＰ挙動 

Ｌ．４ プリントキュー管理ＳＯＰクラス定義 

プリントキュー管理ＳＯＰクラスはＳＣＵに下記のことを許す： 

― プリントキューの状態の監視 

― キューの中のジョブ全てに関する情報の取得 

― それが所有者ＩＤを知っているジョブの消去または優先度の変更 

プリントジョブＳＯＰクラスは，このＳＯＰクラスと共にＳＣＰによってサポートされる。 

注 ＳＣＵはプリントジョブＳＯＰクラスをサポートしないことを選ぶことがある。これらがサポートしない
場合は，これらは，ジョブがキューに提出されたときに，プリントジョブＵＩＤとプリントジョブＩＤの

通知を受け取らないであろう。 

Ｌ．４．１ 情報オブジェクト記述 

プリントキューＩＯＤは，一台のプリンタまたはプリンタのグループのキューの抽象である。プリン

トキューＩＯＤは，プリンタまたはプリンタのグループを記述するプリンタＩＯＤに関係している。 

プリントキュー管理ＳＯＰインスタンスは，キューを管理している装置の起動時にＳＣＰによって生

成される，そして周知のＳＯＰインスタンスＵＩＤを持つ。 

プリントキューＩＯＤはキューの内容および状態を記述する。それはキュー登録のリストを含む。キ

ュー登録はプリントジョブ遷移の抽象である，そしてプリント処理の実行を監視するための基本情報

エンティティである。プリントジョブは，同一フィルムセッションに全て属している一枚のフィルム

または複数のフィルムを含む。 

プリントジョブは，フィルムセッションまたはフィルムボックス上のＳＣＵのＮ－ＡＣＴＩＯＮの結

果としてＳＣＰによってキューに加えられる。プリントジョブは，それらが成功して印刷される，ま

たはＳＣＵによるＮ－ＡＣＴＩＯＮ＝ＤＥＬＥＴＥの結果として成功して消去されるとき，ＳＣＰに

よってキューから削除されることがある。 

ＳＣＰは記録を維持すること，そして失敗したまた完了したジョブを報告することは必要条件ではな

い。しかしながらそれは，プリントジョブが完了したまたは失敗した後の暫くの間，これらのプリン
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トジョブを維持する，そして報告することを選択することがある。 

Ｌ．４．２ ＤＩＭＳＥサービスグループ 

ＩＯＤに適応可能なＤＩＭＳＥサービスは表Ｌ．４－１の中で示される。 

表Ｌ．４－１ ＤＩＭＳＥサービスグループ 

ＤＩＭＳＥサービス要素 使用方法ＳＣＵ／ＳＣＰ 
Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴ M/M 
Ｎ－ＧＥＴ U/M 
Ｎ－ＡＣＴＩＯＮ U/M 

 

使用方法ＳＣＵ／ＳＣＰの意味は，節Ｈ．２．４の中で記述される。 

この節は，この情報オブジェクトに対して特有であるＤＩＭＳＥサービスの挙動を記述する。ＤＩＭ

ＳＥサービスの一般的挙動についてはＰＳ３．７の中で明記される。 

Ｌ．４．２．１ Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴ 

Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴサービス要素は，実行状態変化をＳＣＵに非同期の方法で報告するた

めに使用される。 

Ｌ．４．２．１．１ 属性 

Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴサービス要素の引き数は，表Ｌ．４－２の中で定義される。 

表Ｌ．４－２ Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴ属性 

イベントタイプ

名 
イベントタ

イプＩＤ 
記述 属性 タグ 使用方法 

ＳＣＵ／ＳＣＰ

HALTED 停止中 １ キュー操作は停止されている － － U/M 
FULL 一杯 ２ キューは一杯である － － U/M 
NORMAL 正常 ３ キューは操作できる － － U/M 
 

通知イベント情報属性はデータ集合として符号化される。 

ＰＳ３．２は，属性がＮ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴ属性表の中に列記されているかされていないか

に関わらず， Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴのサブジェクトであるＳＯＰクラスのあらゆる標準属性
の応答を許す。プリントキュー管理ＳＯＰクラスに対するＮ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴの場合は，

ＳＣＰはＳＣＵがそれを要求するかしないかに関わらず，所有者ＩＤ (2100,0160) を返さない。 

注： ＳＣＰが所有者ＩＤを返さない理由は，権限のないエンティティがプリントキューの中のプリントジョブ
を消去したり優先度を変更する機会を最小限にするためである。 

Ｌ．４．２．１．２ 挙動 

ＳＣＰは，キュー状態の変化についてＳＣＵに通知するためにＮ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴサービ

ス要素を使用する。 

ＳＣＰは，プリントキューＳＯＰインスタンスをサポートするアソシエーションのコンテキスト内で，

Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴサービス要素のみを使用する。 
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注： １．プリントキューＳＯＰインスタンスが複数のアソシエーションによって同時にサポートされる場合に
は，イベントタイプはこれらの活動中のアソシエーションの上にマルチキャストされることがある。 

  ２．Ｎ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴを伝達するアソシエーションを確立するためのＳＣＰの能力はサポー
トされない。 

  ３．ＳＣＵは，プリントキュー管理ＳＯＰクラスおよびプリントジョブＳＯＰクラスの両方をサポートす
ることを選択することがある。両方のＳＯＰクラスがサポートされる，そしてその上でＳＣＵとＳＣＰが

通信しているアソシエーションが開かれている場合は，キュー状態の中に変化が起きたときに，ＳＣＵは

２つのＮ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴを受け取ることがある。一つはＳＣＵによって提出された特定プリ

ントジョブへの変更を示すであろう。他はプリントキューへの変更を示すであろう。 

ＳＣＵはＮ－ＥＶＥＮＴ－ＲＥＰＯＲＴ操作から確認を返す。 

Ｌ．４．２．２ Ｎ－ＧＥＴ 

Ｎ－ＧＥＴサービス要素は，プリントキュー管理ＳＯＰクラスのインスタンスを取得するために使用

される。 

Ｌ．４．２．２．１ 属性 

Ｎ－ＧＥＴサービス要素の引数は表Ｌ．４－３の中で定義される。 

表Ｌ．４－３ Ｎ－ＧＥＴ属性 

属性名 タグ 使用方法ＳＣＵ／ＳＣＰ 
キュー状態 (2120,0010) U/M 
プリントジョブ記述シーケンス (2120,0050) U/MC（キューの中に一つ以上のジョブがある

場合は必要） 
> プリントジョブＩＤ (2100,0010) U/MC（シーケンスがある場合は必要） 
> 実行状態 (2100,0020) U/MC（シーケンスがある場合は必要） 
> 実行状態情報 (2100,0030) U/MC（シーケンスがある場合は必要） 
> 作成日付 (2100,0040) U/U 
> 作成時刻 (2100,0050) U/U  
> プリント優先度 (2000,0020) U/MC（シーケンスがある場合は必要） 
> 発行元ＡＥ (2100,0070) U/U 
> 出力先ＡＥ (2100,0140) U/U 
> プリンタ名 (2110,0030) U/MC（シーケンスがある場合は必要） 
> フィルム出力先 (2000,0040) U/U 
> フィルムセッションラベル (2000,0050) U/U 
> 媒体タイプ (2000,0030) U/U 
> フィルムの数 (2100,0170) U/U 
> 参照プリントジョブシーケンス (2120,0070) U/MC（シーケンスがある場合は必要） 
>> 参照ＳＯＰクラスＵＩＤ (0008,1150) U/MC（シーケンスがある場合は必要） 
>> 参照ＳＯＰインスタンスＵＩＤ (0008,1155) U/MC（シーケンスがある場合は必要） 
 

使用方法ＳＣＵ／ＳＣＰの意味は節Ｈ．２．４の中で記述される。 

注： 属性プリントジョブＩＤ (2100,0010) は，プリントジョブを識別する。それはプリント管理ＳＣＰによっ
て供給される，そしてプリントジョブをプリントキューの中に入れることを引き起こすＮ－ＡＣＴＩＯＮ
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への実行応答の中に含まれる。 

ＰＳ３．２は，属性がＮ－ＧＥＴ属性表の中に列記されているかいないかに関わらず， Ｎ－ＧＥＴの
サブジェクトであるＳＯＰクラスのあらゆる標準属性を，返すことを許す。プリントキュー管理ＳＯ

Ｐクラスに対するＮ－ＧＥＴの場合は，ＳＣＰはＳＣＵがそれを要求しているかいないかに関わらず，

所有者ＩＤ (2100,0160) を返さない。 

注： ＳＣＰが所有者ＩＤを返さない理由は，権限のないエンティティがプリントキューの中のプリントジョブ
を消去するまたは優先度を変更する機会を最小限にするためである。 

Ｌ．４．２．２．２ 状態情報 

状態情報はＰＳ３．３の中で定義される。実装に特有の警告およびエラーコードは適合性宣言の中で

定義される。 

Ｌ．４．２．２．３ 挙動 

ＳＣＵは，プリントキュ－ＳＯＰインスタンスを得ることをＳＣＰに要求するためにＮ－ＧＥＴサー

ビス要素を使用する。ＳＣＵはプリントキュ－ＳＯＰインスタンスの周知のＵＩＤを明記する。 

ＳＣＰは，表Ｌ．４－３の中で定義される指定されたＳＯＰインスタンスの指定された属性に対して

値を返す。 

ＳＣＰは，要求されたＳＯＰインスタンス取得の状態コードを返す。 

一杯 FULL のキュー状態値は，新しいジョブはその時は受諾できないこと，しかしキューの中のジョ
ブは処理中である，そして新しいジョブは人の介在なしに後刻に受諾されられるであろうことを示す。 

停止中 HALTED のキュー状態値は，新しいジョブは何らかの理由，例えばスプリンタサービス，の
ために，受諾できないことを示す。既存のジョブは処理されることがあり，されないことがある，そ

してジョブの優先度変更や消去はＳＣＰによって受諾されることがあり，されないことがある。 

失敗状態コードは，ＳＣＰがＳＯＰインスタンスを取得しなかったことを示す。 

Ｌ．４．２．３ Ｎ－ＡＣＴＩＯＮ 

Ｎ－ＡＣＴＩＯＮサービス要素はキュー内容の操作のために使用される。 

Ｌ．４．２．３．１ 属性 

Ｎ－ＡＣＴＩＯＮサービス要素の引数は表Ｌ．４－４の中で定義される。 

表Ｌ．４－４ Ｎ－ＡＣＴＩＯＮ属性 

実行タイプ名 実行タイ
プＩＤ

記述 属性 タグ 使用方法 
ＳＣＵ／ＳＣＰ

PRIORITIZE 
優先度をつけ

る 

１ キュー登録の優先

度を変更する 
プリントジョブＩＤ (2100,0010) M/M 

   プリント優先度 (2000,0020) M/M 
   所有者ＩＤ (2100,0160) M/M 
DELETE 
消去 

２ キュー登録を削除

する 
プリントジョブＩＤ (2100,0010) M/M 

   所有者ＩＤ (2100,0160) M/M 
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注： 所有者ＩＤ (2100,0160) は基本フィルムセッションに対しては使用者オプションである（節Ｈ．４．１．
２．１参照）。しかしながら，プリントキュー管理ＳＯＰクラスを実装するＳＣＵは，プリンタキューの

中のプリントジョブの成功した消去や優先度変更のために所有者ＩＤを供給することを必要とされる。 

実行情報引数および実行応答引数はＤＩＣＯＭデータ集合として符号化される。 

Ｌ．４．２．３．２ 状態 

このＳＯＰクラスに特有の状態値は下記のように定義される： 

状態 意味 コード 
成功 操作は成功して完了した 0000 
失敗 プリントキューは停止されている（新しいジョブは受諾されていない，Ｎ

－ＡＣＴＩＯＮはＳＣＰによって処理されることがあり，されないことが

ある） 

C651 

 所有者ＩＤの不一致 C652 
 ジョブは処理中なので実行は失敗した C653 
 

Ｌ．４．２．３．３ 挙動 

ＳＣＵは，特定のプリンタに関係した，キューの一つのプリントジョブへの実行を遂行することをＳ

ＣＰに要求するために，Ｎ－ＡＣＴＩＯＮサービス要素を使用することがある。 

注： 規格は，ＳＣＰが処理中のジョブを消去するまたは優先度を変更することが可能でなければならないかど
うかは明記しない。これはＳＣＰ適合性宣言の中で明記される。 

ＳＣＰは，Ｎ－ＡＣＴＩＯＮ属性の中の所有者ＩＤが対応するプリントジョブの所有者ＩＤに対応す

る場合にのみ，要求された操作を遂行する；そうでなければＳＣＰは操作を拒絶する。 

成功したＮ－ＡＣＴＩＯＮ＝ DELETE の場合は，プリントジョブはプリントされない。 

成功したＮ－ＡＣＴＩＯＮ＝ PRIORITIZE の場合は，ＳＣＰがＮ－ＡＣＴＩＯＮ＝ PRIORITIZE を
処理した時点で，新しい優先度をもつ新しいプリントジョブがキューに登録された場合は，プリント

ジョブは発生した順序でプリントされる。 

ＳＣＰは要求された操作の状態コードを返す。失敗状態コードは要求された操作がＳＣＰによって完

了できなかったことを示す。 

Ｌ．４． ３ ＳＯＰクラス定義およびＵＩＤ 

プリントキュー管理ＳＯＰクラスのＵＩＤは， “1.2.840.10008.5.1.1.26” である。 

Ｌ．４． ４ 予約済み識別子 

プリントキューＳＯＰインスタンスの周知のＵＩＤは， “1.2.840.10008.5.1.1.25” である。 
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付属書Ｍ（情報） 識別パラメタの取り扱い 

Ｍ．１ この付属書の目的 

ＤＩＣＯＭ規格は１９９３年に出版され，医用機器と情報システム（ＩＳ）間のデータ交換と同様に，

医用モダリティ，ワークステーションおよび他の医用機器間の医用画像通信に取り組んでいる。ＤＩ

ＣＯＭは，情報システムによって管理された患者，来院および検査情報をもつＳＯＰインスタンスを

定義する，そしてこれらのオブジェクトの属性値を通信することを可能にする。 

ＤＩＣＯＭ規格の出版以来，大きな努力がＤＩＣＯＭ規格の情報モデルを他の関連する規格のモデル，

特にＨＬ７モデルおよび CEN TC 251 WG3 PT 022 モデルと調和させるためになされてきた。これら
の努力の結果は，病院における様々な実際的な状況のよりよい理解，およびこれらの状況へのモデル

の適応である。モデルの議論では，情報エンティティの定義およびそれらの識別パラメタが非常に重

要な役割を果たす。 

この情報的付属書の目的は，画像ＳＯＰインスタンスおよびそれらの関連するモダリティ実施済手続

きステップ（ＭＰＰＳ）ＳＯＰインスタンスに含まれることがある識別パラメタを示すことである。

異なるシナリオは，接続が一時的に利用不可能である状況と同様に，モダリティの情報システムとの

統合の変化するレベルを記述するために，解明される。 

注： この付属書では，「画像ＳＯＰインスタンス」が，独立オーバレイ，ＬＵＴ，カーブ保存ＳＯＰインスタ
ンスなどと同様に，全ての複合画像保存ＳＯＰインスタンスに対する集合的用語としても使用される。 

ここに記述されるシナリオは情報のためである，そしてＤＩＣＯＭ規格の規格の節を構成しない。 

Ｍ．２ 統合された環境 

「統合された」は，このコンテキストの中で，収集モダリティが，モダリティワークリストＳＯＰク

ラスのＳＣＰ，あるいはモダリティ実施済手続きステップＳＯＰクラスのＳＣＰ，あるいは両方であ

ることがある情報システムまたは複数の情報システムに接続されていることを意味する。次の記述の

中では「モダリティ」の挙動だけが言及されるが，ＩＳが同じＳＯＰクラスに適合しなければならな

いことは言うまでもない。 

モダリティはモダリティワークリストＳＣＰに問合せることにより識別パラメタを受け取る，そして

画像生成の間に他の属性値を生成する。これらの識別パラメタがＭＰＰＳオブジェクトの中と同様に

画像ＳＯＰインスタンスの中に一貫した方法で含まれることが望ましい。統合されているがしかし識

別パラメタを受け取ることあるいは送ることができないモダリティ，例えば，リンクが切れる，緊急

事態，の場合は，モダリティはあたかもそれが統合されていないかのように振舞うことがある。 

検査インスタンスＵＩＤは，画像ＳＯＰインスタンス（その検査はそれらの検査インスタンスＵＩＤ

によって識別される），参照としてそれを含んでいるモダリティ実施済手続きステップＳＯＰインス

タンス，および実際あるいは概念的依頼済手続き（即ち，検査）およびＩＳの中の関連する画像サー

ビス要求を関連づけるために使用される重要な属性である。実際のあるいは概念上の分離検査管理エ

ンティティを管理するＩＳが，検査インスタンスＵＩＤがＩＳによって提供されるかあるいはモダリ

ティによって生成されるかにかかわらず，この検査インスタンスＵＩＤを分離検査管理ＳＯＰインス

タンスのＳＯＰインスタンスＵＩＤに関連づけることができることが期待される。 
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Ｍ．２．１ モダリティワークリストとＭＰＰＳ ＳＯＰクラスに適合するモダリティ 

モダリティは下記のことを行うことがある： 

― ＭＰＰＳ ＳＯＰインスタンスをＮ－ＣＲＥＡＴＥし，そしてそのＳＯＰインスタンスＵＩＤを参
照検査構成要素シーケンス属性内の画像ＳＯＰインスタンスの中に含める。 

― 次の属性値を，モダリティワークリスト情報から画像ＳＯＰインスタンスの中に，そして関係す
るＭＰＰＳ ＳＯＰインスタンスの中に複写する： 

― 検査インスタンスＵＩＤ 

― 参照検査シーケンス 

― 受付番号 

― 依頼済手続きＩＤ 

― 予約済手続きステップＩＤ 

― 予約済手続きステップ記述 

― 予約済プロトコルコードシーケンス 

― 次の属性値を作成する，そしてそれを画像ＳＯＰインスタンスおよび関係するＭＰＰＳ ＳＯＰイ
ンスタンスの中に含める： 

― 実施済手続きステップＩＤ 

― 画像収集中に生成されることがある次の属性値を，サポートされる場合は画像ＳＯＰインスタン
スおよび関係するＭＰＰＳ ＳＯＰインスタンスの中に含める： 

― 実施済手続きステップ開始日 

― 実施済手続きステップ開始時刻 

― 実施済手続きステップ記述 

― 検査ＩＤ 

Ｍ．２．２ モダリティワークリストＳＯＰクラスにのみ適合するモダリティ 

モダリティは下記のことを行うことがある： 

― ＭＰＰＳ ＳＯＰインスタンスをＮ－ＣＲＥＡＴＥする能力がない場合は，ＭＰＰＳ ＳＯＰイン
スタンスＵＩＤを生成する，そして画像ＳＯＰインスタンスの参照検査構成要素シーケンス属性

の中にそれを含める。ＭＰＰＳ ＳＯＰインスタンスを後でＮ－ＣＲＥＡＴＥするシステムは，関
係する画像ＳＯＰインスタンスから抽出したこのＵＩＤを使用することがある。 

― 次の属性値を，モダリティワークリスト情報から画像ＳＯＰインスタンスの中へ複写する： 

― 検査インスタンスＵＩＤ 

― 参照検査シーケンス 

― 受付番号 

― 依頼済手続きＩＤ 

― 予約済手続きステップＩＤ 
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― 予約済手続きステップ記述 

― 予約済プロトコルコードシーケンス 

― 次の属性値を作成する，そしてそれを画像ＳＯＰインスタンスの中へ含める： 

― 実施済手続きステップＩＤ 

 ＭＰＰＳ ＳＯＰインスタンスを後でＮ－ＣＲＥＡＴＥするシステムは，関係する画像ＳＯＰイン
スタンスから抽出したこの属性値を使用することがある。 

― 画像収集中に生成されることがある次の属性値を，サポートされる場合は，画像ＳＯＰインスタ
ンスの中へ含める： 

― 実施済手続きステップ開始日 

― 実施済手続きステップ開始時刻 

― 実施済手続きステップ記述 

― 検査ＩＤ 

 ＭＰＰＳ ＳＯＰインスタンスを後でＮ－ＣＲＥＡＴＥするシステムは，関係する画像ＳＯＰイン
スタンスから抽出したこの属性値を使用することがある。 

Ｍ．２．３ ＭＰＰＳ ＳＯＰクラスにのみ適合するモダリティ 

モダリティは下記のことを行うことがある： 

― ＭＰＰＳ ＳＯＰインスタンスをＮ－ＣＲＥＡＴＥする，そしてそのＳＯＰインスタンスＵＩＤを
参照検査構成要素シーケンス属性内の画像ＳＯＰインスタンスの中に含める。 

― 次の属性値を作成する，そしてそれらを画像ＳＯＰインスタンスの中へ，そして関係するＭＰＰ
Ｓ ＳＯＰインスタンスの中に含める： 

― 検査インスタンスＵＩＤ（節Ｍ．６を同様に参照） 

― 実施済手続きステップＩＤ 

― 次の属性値を，モダリティに可能な場合は，画像ＳＯＰインスタンスの中へ，そして関係するＭ
ＰＰＳ ＳＯＰインスタンスの中に複写する： 

― 受付番号 

― 患者ＩＤ 

― 患者の名前 

― 患者の誕生日 

― 患者の性別 

 充分な識別情報が含まれている場合は，それは，画像ＳＯＰインスタンスおよびＭＰＰＳ ＳＯＰ
インスタンスが，依頼済手続きおよび実際あるいは概念の分離検査管理エンティティに後で関係

付けることを可能にするであろう。 

― 画像収集中に生成されることがある次の属性値を，サポートされる場合は，画像ＳＯＰインスタ
ンスおよび関係するＭＰＰＳ ＳＯＰインスタンスの中に含める： 
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― 実施済手続きステップ開始日 

― 実施済手続きステップ開始時刻 

― 実施済手続きステップ記述 

― 検査ＩＤ 

Ｍ．３ 統合されていない環境 

「統合されていない」は，このコンテキスト中で，収集モダリティが情報システムに接続されていな

い，モダリティワークリストＳＯＰクラスのＳＣＰから属性値を受け取らない，そして実施済手続き

ステップＳＯＰインスタンスを作成することができないことを意味する。 

モダリティは以下のことを行うことがある： 

― ＭＰＰＳ ＳＯＰインスタンスをＮ－ＣＲＥＡＴＥする能力の欠如の中で，ＭＰＰＳ ＳＯＰイン
スタンスＵＩＤを生成する，そしてそれを画像ＳＯＰインスタンスの参照検査構成要素シーケン

ス属性の中へ含める。ＭＰＰＳ ＳＯＰインスタンスを後でＮ－ＣＲＥＡＴＥするシステムは，関
係する画像ＳＯＰインスタンスから抽出されたこのＵＩＤを使用することがある。 

― 次の属性値を作成する，そしてそれらを画像ＳＯＰインスタンスの中へ含める： 

― 検査インスタンスＵＩＤ（節Ｍ．６を同様に参照） 

― 実施済手続きステップＩＤ 

 ＭＰＰＳ ＳＯＰインスタンスを後でＮ－ＣＲＥＡＴＥするシステムは，関係する画像ＳＯＰイン
スタンスから抽出したこれらの属性値を使用することがある。 

― 次の属性値を，モダリティに可能な場合は，画像ＳＯＰインスタンスの中へ複写する： 

― 受付番号 

― 患者ＩＤ 

― 患者の名前 

― 患者の誕生日 

― 患者の性別 

 充分な識別情報が含まれている場合は，それは，画像ＳＯＰインスタンスが，依頼済手続きおよ
び実際あるいは概念の分離検査管理エンティティに，後で関係付けられることを可能にするであ

ろう。 

― 画像収集の間に生成されることがある次の属性値を，サポートされる場合は，画像ＳＯＰインス
タンスの中へ含める： 

― 実施済手続きステップ開始日 

― 実施済手続きステップ開始時刻 

― 実施済手続きステップ記述 

― 検査ＩＤ 

 ＭＰＰＳ ＳＯＰインスタンスを後でＮ－ＣＲＥＡＴＥするシステムは，関係する画像ＳＯＰイン
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スタンスから抽出したこれらの属性値を使用することがある。 

Ｍ．４ 一つのＭＰＰＳが二つ以上の依頼済手続きに応じて作成される 

ＭＰＰＳ ＳＯＰインスタンスの中で，予約済手続きステップまたは複数の予約済手続きステップの特
定属性の全てが，予約済ステップ属性シーケンスの中に含まれる。画像ＳＯＰインスタンスの中で，

これらの属性は，要求属性シーケンスの中に含まれることがある。これは，新しい必要とされる属性

を加えるか既存の属性の意味を変更することによって，既存のＳＯＰクラスの定義を変更しないため

の任意選択のシーケンスである。 

一つより多い依頼済手続きが単一の実施済手続きステップに帰着する場合，両方のシーケンスは一項

目よりも多くを持つことがある。 

既存の画像ＳＯＰクラスにおける既存の属性の定義の理由で，次の解決は妥協である。第一のものは，

単一値の属性検査インスタンスＵＩＤおよび受付番号のために値を選ぶか作成する。第二のものは，

属性検査インスタンスＵＩＤおよび受付番号に対して異なる値をもつ画像データを完全に複製する。 

Ｍ．４．１ 検査インスタンスＵＩＤおよび受付番号に対して値を選ぶか作成する 

モダリティは下記のことを行うことがある： 

― 画像ＳＯＰインスタンスの中で： 

― 各々が次の属性を含んでいる二つ以上の項目を含んでいる要求属性シーケンスを作成す
る：  

― 依頼済手続きＩＤ 

― 予約済手続きステップＩＤ 

― 予約済手続きステップ記述 

― 予約済プロトコルコードシーケンス 

― モダリティワークリストからの検査ＳＯＰインスタンスＵＩＤ値を含むのに充分な二つ
以上の項目を含む参照検査シーケンスを，両方の依頼済手続きのために作成する。 

― 次のものに対してモダリティワークリストから一つの値を選ぶか，あるいは新しい値を生
成する： 

― 検査インスタンスＵＩＤ（Ｍ．６を同様に参照） 

― 次のもの対してモダリティワークリストから一つの値を選ぶか，あるいは新しい値を生成
するか，あるいは空の値を割り当てる： 

― 受付番号 

― ＭＰＰＳ ＳＯＰインスタンスの中で： 

― 各々が次の属性を含んでいる二つ以上の項目を含んでいる予約済ステップ属性シーケン
スを作成する： 

― 検査インスタンスＵＩＤ 

― 参照検査シーケンス 

― 受付番号 
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― 依頼済手続きＩＤ 

― 予約済手続きステップＩＤ 

― 予約済手続きステップ記述 

― 予約済プロトコルコードシーケンス 

― 画像収集の間に生成されることがある次の属性値を，サポートされる場合は，含める： 

― 手続きコードシーケンス 

― 画像ＳＯＰインスタンスおよびＭＰＰＳ ＳＯＰインスタンスの両方において 

― 実施済手続きステップＩＤを作成する 

― 画像収集の間に生成されることがある次の属性値を，サポートされる場合は，含める： 

― 実施済手続きステップ開始日 

― 実施済手続きステップ開始時刻 

― 実施済手続きステップ記述 

― 検査ＩＤ 

Ｍ．４．２ 画像ＩＯＤを複製する 

代わりの方法は，新しいＳＯＰインスタンスＵＩＤをもつ画像ＳＯＰインスタンス全体を複製する，

そして各画像ＩＯＤにそれ自身の識別属性を割り当てることである。この場合，検査インスタンスＵ

ＩＤおよび受付番号値の各々は，それら自身の画像ＳＯＰインスタンスの中で使用することができる。 

両方の画像ＳＯＰインスタンスは，（参照検査構成要素シーケンスの中のＭＰＰＳ ＳＯＰインスタン
スＵＩＤを経由して）一つのＭＰＰＳ ＳＯＰインスタンスを参照することがある。 

各々の個々の画像ＳＯＰインスタンスは，それが存在する場合は（参照検査シーケンスを経由して）

それ自身の関係する検査ＳＯＰインスタンスを参照することがある。この検査ＳＯＰインスタンスは，

対応する依頼済手続きと一対一の関係を持つ。 

ＭＰＰＳ ＳＯＰインスタンスが作成される場合，それは両方の関係する検査ＳＯＰインスタンスを参
照することがある。 

モダリティは下記のことを行うことがある： 

― ＭＰＰＳの中のすべてのシリーズに対して，新しいシリーズインスタンスＵＩＤを使用して，画
像のシリーズ全体を複製する 

― 二つ以上の依頼済手続きの各々に対して，新しいシリーズインスタンスＵＩＤを使用する異なる
ＳＯＰインスタンスＵＩＤをもつ複製された画像ＳＯＰインスタンスを作成する。 

― 対応する依頼済手続きからの値を使用して，画像ＳＯＰインスタンスの各々の中で： 

― 下記の属性を含む項目を含む要求属性シーケンスを作成する： 

― 依頼済手続きＩＤ 

― 予約済手続きステップＩＤ 

― 予約済手続きステップ記述 
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― 予約済プロトコルコードシーケンス 

― モダリティワークリストから複写する： 

― 検査インスタンスＵＩＤ 

― 受付番号 

― 下記の属性を含む項目を含む参照検査シーケンスを作成する： 

― ワークリストから参照検査シーケンスの中の検査ＳＯＰインスタンス 

― ＭＰＰＳ ＳＯＰインスタンスの中で（サポートされる場合は）： 

― 各々が次の属性を含む二つ以上の項目を含む予約済ステップ属性シーケンスを作成する： 

― 検査インスタンスＵＩＤ 

― 参照検査シーケンス 

― 受付番号 

― 依頼済手続きＩＤ 

― 予約済手続きステップＩＤ 

― 予約済手続きステップ記述 

― 予約済プロトコルコードシーケンス 

― サポートされる場合は，画像収集の間に生成されることがある次の属性値を含む： 

― 手続きコードシーケンス 

― 画像ＳＯＰインスタンスおよびＭＰＰＳ ＳＯＰインスタンスの両方の中で（サポートされる場合
は）： 

― 実施済手続きステップＩＤを作成する 

― サポートされる場合は，画像収集の間に生成されることがある次の属性値を含む： 

― 実施済手続きステップ開始日 

― 実施済手続きステップ開始時刻 

― 実施済手続きステップ記述 

― 検査ＩＤ 

Ｍ．５ （モダリティではない）別のシステムによって作成されたＭＰＰＳ ＳＯＰインスタンス 

ある理由のために，モダリティがＭＰＰＳ ＳＯＰインスタンスを作成することができなかった場合，
別のシステムはこのサービスを実行することを望むことがある。このシステムは，作成されたＰＰＳ 
ＳＯＰインスタンスが関係する画像ＳＯＰインスタンスと矛盾がないことを確かめなければならない。 

画像ＳＯＰインスタンスの中の属性に対する値の利用可能性および正確さに依存して，これらの値は

ＭＰＰＳ ＳＯＰインスタンスに複写されることがある，あるいは例えば，それらがＩＳから利用可能
な対応する値と一致していない場合は，それらは強制されなければならないことがある。 

例えば，ＭＰＰＳ ＳＯＰインスタンスＵＩＤが（参照検査構成要素シーケンスの中の）画像ＳＯＰイ
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ンスタンスの中で既に利用可能である場合は，それはＭＰＰＳ ＳＯＰインスタンスをＮ－ＣＲＥＡＴ
Ｅするために利用されることがある。利用可能でない場合は，新しいＭＰＰＳ ＳＯＰインスタンスＵ
ＩＤは，ＭＰＰＳ ＳＯＰインスタンスをＮ－ＣＲＥＡＴＥするために生成されそして使用されること
がある。この場合，対応する画像ＳＯＰインスタンスにおける参照検査構成要素シーケンスの中のＭ

ＰＰＳ ＳＯＰインスタンスＵＩＤがない場合がある。画像ＳＯＰインスタンスの更新は一貫性を回復
するであろう，しかしこれは必要とはされない。 

Ｍ．６ 検査インスタンスＵＩＤの検査ＳＯＰインスタンスＵＩＤへの写像 

モダリティがモダリティワークリストＳＯＰクラスのＳＣＰである情報システムに統合されていない

場合は，それらはＩＳ生成の検査インスタンスＵＩＤを受け取ることができない，そして従って，そ

れらはそれら自身の検査インスタンスＵＩＤを作成しなければならない。 

ＭＰＰＳは，そのような場合にモダリティによって生成された検査インスタンスＵＩＤをＩＳに逆に

伝える方法である。 

実施済手続きステップ（および対応する画像ＳＯＰインスタンス）のそれが対応する検査または画像

サービス要求との統合は，ＩＳの管理機能である。全ての通常の識別属性が存在しかつ一貫していて

も，完全に自動的方法でそのような整合を実行することは必ずしも可能だとは限らない場合がある。 

モダリティワークリスト情報モデル，画像および独立ＩＯＤ，およびモダリティ実施済手続きステッ

プＩＯＤの対応属性の比較 

モダリティワークリスト［応答

キータイプ］ (e) 
画像および独立ＩＯＤ［タイプ］ ＭＰＰＳ ＩＯＤ［ＳＣＵ／ＳＣ

Ｐタイプ］ 
---- ---- 予約済ステップ属性シーケンス 

[1/1] (c) 
検査インスタンスＵＩＤ [1] 検査インスタンスＵＩＤ [1] >検査インスタンスＵＩＤ [1/1]
参照検査シーケンス [2] (d)      参照検査シーケンス [3] © >参照検査シーケンス [2/2] (f) 
受付番号 [2] 受付番号[2] >受付番号 [2/2] 
---- 要求属性シーケンス [3] (a, c) ---- 
依頼済手続きＩＤ [1] >依頼済手続きＩＤ [1C]  >依頼済手続きＩＤ [2/2] 
予約済手続きステップＩＤ[1] >予約済手続きステップＩＤ 

[1C]  
>予約済手続きステップＩＤ 
[2/2] 

予約済手続きステップ記述 [1C] >予約済手続きステップ記述 [3] >予約済手続きステップ記述 
[2/2] 

予約済プロトコルコードシーケ

ンス[1C] 
>予約済プロトコルコードシーケ
ンス [3] 

実施済プロトコルコードシーケ

ンス [2/2] 
---- 検査ＩＤ [2] 検査ＩＤ [2/2] 
---- 実施済手続きステップＩＤ [3] 

(b) 
実施済手続きステップＩＤ [1/1]

---- 実施済手続きステップ開始日 [3] 
(b) 

実施済手続きステップ開始日 
[1/1] 

---- 実施済手続きステップ開始時刻 
[3] (b) 

実施済手続きステップ開始時刻 
[1/1] 

---- 実施済手続きステップ記述 [3] 実施済手続きステップ記述 [2/2]
依頼済手続き記述 [1C]   
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依頼済手続きコードシーケンス 
[1C] 

---- 手続きコードシーケンス [2/2] 

---- 参照検査構成要素シーケンス[3] 
(d) 

---- 

---- >参照ＳＯＰクラスＵＩＤ [1C] ＳＯＰクラスＵＩＤ [1/1] 
---- >参照ＳＯＰインスタンスＵＩＤ

[1C] 
ＳＯＰインスタンスＵＩＤ [1/1]

---- プロトコル名 [3] プロトコル名 [1/1] 
 実施済プロトコルコードシーケ

ンス 
実施済プロトコルコードシーケ

ンス [1/1] 
 

（ａ） モダリティがＳＣＵとしてモダリティワークリストＳＯＰクラスおよびモダリティ実施済
手続きステップに適合する場合，推奨される。 

（ｂ） モダリティがＳＣＵとしてモダリティ実施済手続きステップＳＯＰクラスに適合する場合，
推奨される。 

（ｃ） シーケンスは一以上の項目を持つことがある。 

（ｄ） シーケンスは一項目のみを持つことがある。 

（ｅ） ワークリストは一つのモダリティ実施済手続きステップに関係する一以上の項目を持つこ
とがある。 

（ｆ） 参照検査シーケンスは一項目のみを持つことがある。より多くの検査シーケンスがモダリテ
ィ実施済手続きステップに関係付けられるの場合，追加の予約済ステップ属性シーケンス項

目が作成されなければならない。 

（ｇ） プロトコル名はシリーズ特有のプロトコル識別である。それは，シリーズが生成されたとき
のモダリティ実施済手続きステップのための実施済プロトコルコードシーケンスによって伝えられた

ものと等しいこと，またはそれよりもより特殊なことがある。しかしながら，それは，実施済プロト

コルコードシーケンスの中で定義された，プロトコルの定義と矛盾することはできない。 
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付属書Ｎ（規格） グレースケールソフトコピー提示状態保存ＳＯＰクラス 

Ｎ．１ 概要 

Ｎ．１．１ 適用範囲 

グレースケールソフトコピー提示状態保存ＳＯＰクラスは，意図した提示状態を伝達するかあるいは

既存の提示状態を記録する能力を追加するために（付属書Ｂに定義された）保存サービスクラスの機

能性を拡張する。ＳＯＰクラスは，参照がＳＯＰクラスの内部から参照される画像を示すために（表

示）使用されることがある情報と挙動を明記する。 

それは下記を明記する能力を含む： 

ａ．Ｐ値における出力グレースケール空間 

ｂ．モダリティおよびＶＯＩ ＬＵＴを含むグレースケールコントラスト変換 

ｃ．複数フレーム画像のためのマスク減算 

ｄ．表示する画像の領域とそれを回転またはフリップするかの選択 

ｅ．画像と図形，テキストおよびオーバレイを含む表示関係注釈 

ソフトコピー提示状態は，画像がソフトコピー装置上に表示される時に，複合画像保存インスタンス

の中の保存画像画素データ値を提示値（Ｐ値）に転換するために明示的に定義された方法に適用され

ることになっているグレースケール画像変換を参照する。Ｐ値は，ＰＳ３．１４グレースケール標準

表示関数の中で公式に定義された装置から独立した知覚的線形空間の中にある。 

グレースケールソフトコピー提示状態保存ＳＯＰクラスは，画像当たり単一状態，あるいは複数の選

択画像によって共有される共通の状態を保存するために使用されることがある。 

状態が適用される全ての画像は，保存状態がその部分である同一検査の部分でなければならない，そ

して同一複合画像保存ＳＯＰクラスのものでなければならない。 

このＳＯＰクラスのＳＣＵがこの状態を記録するか生成する方法は，規格の範囲外である。 

注： 例えば，収集装置は，品質保証または印刷の目的で操作者によって後刻調べられる画像を，収
集し，再構成し，そしてワークステーションか保管庫に保存することがある。その時に，選択

された（ウィンドウレベル／幅操作のような）グレースケール変換は操作者によって適用され

ることがある，また，その活動は同じワークステーションあるいは保管庫へグレースケールソ

フトコピー提示状態保存ＳＯＰインスタンスとして取得され保存されることがある，それは他

の利用者によって使用することが引き続き可能である。別のワークステーションは後の使用の

ための状態を取得することがある。二者択一で，自動アルゴリズムは，画像統計，検査された

体位あるいは他特性の解析から状態を引き出すことがある。 

このＳＯＰクラスのＳＣＰが画像に適用される複数の状態間で選択する方法は，このＳＯＰクラスの

ＳＣＰとしての適合性の主張が，ＳＣＰが提示状態を装置の利用者に利用可能にすること，そして利

用者によって選択された場合は，規格の中で定義された方法の状態で保存された変換の全てを適用す

ることを暗黙に定義することを述べる他は，この規格の範囲外である。 

注：１．例えば，収集装置は，画像が再構成されるとともに，適切な省略時選択を表す適切な提示

状態を画像のシリーズに対して自動的に保存することがある。利用者かアルゴリズムは，画像

の内容をより有効に表示するより適切な提示状態を続いて決定する，または画像と直接関係し

たある注釈を記録する，そして画像のための別の提示状態としてそれを記録することがある。
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応用はその後，より最近保管した，あるいはより特定の提示状態を使用することを選択するこ

とによって自動的に画像を表示することがある，あるいはすべての画像に対するより汎用の省

略時選択提示状態を使用する，そして候補の提示状態が使用可能であると利用者に通知するこ

とがある。 

  ２．これらのＳＯＰクラスへの適合性を主張する二装置に画像を表示する同一提示状態の選択
は，両方の装置上に表示された画像が，表示システムの実際の能力にかかわらず，ＰＳ３．１

４グレースケール標準表示関数に定義された制限内で知覚的に類似しているであろうことを，

Ｐ値空間の定義によって暗黙に定義する。 

Ｎ．２ グレースケール変換シーケンス 

グレースケールソフトコピー提示状態保存ＳＯＰクラスは，表示画像への保存画像の変換を完全に定

義するグレースケール変換のシーケンスをサポートする。 

保存された画素値からグレースケール標準表示関数Ｐ値へのグレースケール変換のシーケンスは，概

念モデルの中で明示的に定義される。実装された実際のシーケンスは異なることがあるが，同一外観

に帰着しなければならない。図Ｎ．２－１は，グレースケール変換のこのシーケンスを記述する。 

注：１．たとえ複合画像保存ＳＯＰクラスが説明されたグレースケール変換の一部であるいずれか

のモジュールを含んでいないことがあっても，グレースケールソフトコピー提示状態保存ＳＯ

Ｐクラスはそれらを含んでいる。例えば，ＣＴ画像保存ＳＯＰクラスはＣＴ画像モジュールの

中にリスケール傾斜と切片を含んでいるが，モダリティＬＵＴモジュールを含んでおらず，従

って線形変換の記述に限定される。ＣＴ画像保存ＳＯＰインスタンスを参照する保存された提

示状態はモダリティＬＵＴを含んでいることがあり，従って非線形の変換を適用することがあ

る。これはグレースケールソフトコピー提示状態保存ＳＯＰクラスの拡張機能性の特徴である。 
  ２．シャッタ，注釈および空間変換については，それらが他の変換に関係した適用される順序
が異なる外観に帰着してはならない。一つの例外は，補間を実行する拡大を含んでいる空間の

変換がいつ適用されるかである。この場合，（ＶＯＩ ＬＵＴのような）コントラスト変換の
前か後に補間が実行されるかどうかは，わずかに異なる外形に帰着することがある。このシー

ケンスをより正確に共生することが必要であると考えられない。 
グレースケールソフトコピー提示状態保存ＳＯＰクラスの中で定義されたグレースケール変換は，参

照画像ＳＯＰインスタンスの中で定義されることがあるそれらを置換える。特別の変換がグレースケ

ールソフトコピー提示状態保存ＳＯＰクラスにおいて不在の場合には，恒等変換であることが仮定さ

れる，そして参照画像ＳＯＰインスタンスの中に任意の同値な変換が存在する場合は，それは代わり

に使用されない。 

その効果がグレースケール変換の適用によって定義されるので，参照画像ＳＯＰインスタンスの中の

光度測定解釈 (0028,0004) が無視される。 

注：これらの必要条件はグレースケールソフトコピー提示状態保存ＳＯＰクラスの中のグレースケ

ール変換全体の完全な定義を達成し，そして変化することがある参照画像ＳＯＰインスタンス

の内容に依存しないためにある。 
参照画像保存ＳＯＰインスタンスはさらにビットマップオーバレイとカーブを含んでいることがある。

グレースケールソフトコピー提示状態保存ＳＯＰクラスは，これらをオンにするか，オフにするか（す

なわち，それら表示するか，しないか）のための機構を明記する。 

グレースケールソフトコピー提示状態保存ＳＯＰクラスに提示関係属性は，不変である。それらは決

して修飾されない，または更新されない；新しいＳＯＰインスタンスＵＩＤをもつ派生したＳＯＰイ

ンスタンスだけが異なる提示を表すために生成されることがある。 
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図Ｎ．２－１ グレースケール画像変換モデル 

Ｎ．２．１ モダリティＬＵＴ 

モダリティＬＵＴ変換は製作者依存する画素値をモダリティに対して意味がある，そして製作者に依

存しない画素値に変形する（例えば，ＣＴモダリティのための Hounsfield 数，フィルムデジタイザの
ための光学的濃度）。これらは物理単位を表すことがあり，あるいは無次元のことがある。提示状態

の中のモダリティＬＵＴはモダリティに依存する，そして画像の中の同一モジュールに類似している。 

注：いくつかの場合に，ＣＴ画像保存ＳＯＰクラスのように，モダリティＬＵＴモジュールはＣＴ

画像ＩＯＤの一部ではないが，モダリティＬＵＴと同じ概念的ステップは，例えばＣＴ画像モ

ジュールの中でリスケール傾斜とリスケール切片属性として別の形式で明記される。 

線形変換の場合には，モダリティＬＵＴがリスケール傾斜 (0028,1053) とリスケール切片 (0028,1052) 
によって記述される。非線形の変換の場合には，モダリティＬＵＴがモダリティＬＵＴシーケンスに

よって記述される。 

モダリティＬＵＴの適用のための規則はＰＳ３．３モダリティＬＵＴモジュールの中で定義される。 

モダリティＬＵＴか等価な属性が画像および提示状態の両方の一部である場合には，提示状態モダリ

ティＬＵＴは画像の中の画像モダリティＬＵＴあるいは等価な属性の代わりに使用される。モダリテ

ィＬＵＴが提示状態の中に存在しない場合，それは恒等変換であると仮定される。画像の中のいかな

るモダリティＬＵＴあるいは等価な属性も使用されない。 

Ｎ．２．２ マスク 

マスク変換は複数フレーム画像の場合に適用されることがある，それに対して，固定フレーム位置あ

るいは現在のフレームに関係した時間間隔における他フレームが，現在のフレームから減算されるこ

とがある。複数マスクフレームは減算の前に平均化されることがあり，またサブ画素移動されること

がある。 

この変換は，複数フレーム画像を含んでいる任意の画像保存ＳＯＰインスタンスに適用されることが

あるが，Ｘ線血管造影画像保存ＳＯＰクラスの中で使用されるようなマスクモジュールを使用する。 
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Ｘ線画像の場合には，サブトラクションはＸ線強度に対して対数の空間で行われることが明記される。

保存画素値が既にそのような空間にない場合，そのような空間への実装定義変換がサブトラクション

に先立って実行されなければならない。モダリティＬＵＴモジュールがマスクモジュールと同様に存

在する場合には，モダリティＬＵＴはそのような対数空間へ変換を明記する，そうでなければ（たと

えモダリティＬＵＴが無視される参照画像の中に存在することがあっても）それは存在しない。 

注：１．ＸＡまたはＸＲＦの画像の場合は，画像の中の画素強度関係 (0028,1040) がＬＯＧである
場合には，たとえモダリティＬＵＴが（画素値をＸ線強度に線形に逆写像するために）画像の

中に存在する場合でも，対数値がサブトラクションのために必要であるので，モダリティＬＵ

Ｔは提示状態の中に存在しないだろう（すなわち，モダリティＬＵＴは恒等変換であるだろう）。

ＰＳ３．３Ｃ．８．７．１．１．２を参照。 

  ２．ＸＡまたはＸＲＦの画像の場合は，画素強度関係 (0028,1040) がＬＩＮである場合には，
モダリティＬＵＴは画像の中に存在しないであろう，しかし，ログ値が減算のために必要であ

るので，モダリティＬＵＴは提示状態の中に存在する必要があるだろう。 

  ３．ＸＡまたはＸＲＦの画像の場合は，画像の中の画素強度関係 (0028,1040) がＤＩＳＰであ
る場合には，たとえモダリティＬＵＴが（画素値をＸ線強度に線形に逆写像するために）画像

の中に存在しても存在しなくても，提示状態の作成者がＤＩＳＰ画素値から減算のための対数

空間への変換を生成することができる場合には，異なるモダリティＬＵＴは提示状態の中に存

在するだろう，あるいは，ＤＩＳＰ画素値が既にサブトラクションに対して必要とされる対数

値であることが知られている場合は，提示状態の中のモダリティＬＵＴは恒等変換であるだろ

う。 

結果はソースフレームよりも１だけ長いビット長をもつ符号付値であろう。 

対応する画素値間の差がなかった場合，サブトラクションされた画像画素は 0の値を持つだろう。 

現在のフレーム中の画素がマスクフレームの中のものよりも大きな値を持っている場合，生じるフレ

ームは正値を持つ。それがより小さな値を持っている場合，生じるフレームは負値を持つ。 

Ｎ．２．３ ＶＯＩ ＬＵＴ 

関心値（ＶＯＩ）ＬＵＴ変換の値はモダリティ画素値を利用者あるいは応用にとって意味のある画素

値に変形する。 

注：その効果がグレースケール変換の適用によって定義されるので，光度測定解釈 (0028,0004) が
無視される。 

提示状態の中のソフトコピーＶＯＩ ＬＵＴモジュールは，画像の中のＶＯＩ ＬＵＴモジュールと類
似している。線形変換の場合には，ＶＯＩ ＬＵＴが，ウィンドウ中心 (0028,1050) とウィンドウ幅 
(0028,1051) によって記述される。非線形変換の場合には，ＶＯＩ ＬＵＴがＶＯＩ ＬＵＴシーケンス
によって記述される。ＶＯＩ ＬＵＴの適用のための規則はＰＳ３．３ソフトコピーＶＯＩ ＬＵＴモ
ジュールの中で定義される。 

ＶＯＩ ＬＵＴは負の傾斜をもつ区画を持っていることがある。 

注：基本プリントサービスクラスでは，ＶＯＩ ＬＵＴは負の傾斜を持たないことがある。 

ＶＯＩ ＬＵＴが画像と提示状態の両方の部分である場合には，提示状態ＶＯＩ ＬＵＴは画像ＶＯＩ 
ＬＵＴの代わりに使用される。（画像に適用される）ＶＯＩ ＬＵＴが提示状態の中にない場合，恒等
変換であると仮定される。画像の中のいかなるＶＯＩ ＬＵＴあるいは等価な値も使用されない。 
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Ｎ．２．４ 提示ＬＵＴ 

提示ＬＵＴ変換は画素値をＰ値，ＰＳ３．１４グレースケール表示機能規格に定義されるような装置

に無関係な知覚的線形空間に変換する。ＶＯＩ ＬＵＴ変換の出力がＰ値の中にある場合，それは恒等
関数であることがある。 

注：提示ＬＵＴおよびＶＯＩ ＬＵＴステップが恒等変換であり，そしてマスクモジュールが不在の
場合，モダリティＬＵＴの出力は定義によってＰ値でなければならない。 

Ｐ値の他の出力空間はグレースケールソフトコピー提示状態保存ＳＯＰクラスに対しては定義されて

いない。 

線形変換の場合には，提示ＬＵＴは提示ＬＵＴ形状 (2050,0020) によって記述される。非線形の変換
の場合には，提示ＬＵＴは提示ＬＵＴシーケンスによって記述される。提示ＬＵＴの適用のための規

則はＰＳ３．３ソフトコピー提示ＬＵＴモジュールの中で定義される。 

注：１．グレースケール変換パイプラインは，参照画像オブジェクトの中の保存画素値に適用され

る変換をすべて完全に定義するので，参照画像オブジェクト中の光度測定解釈 (0028,0004) の
値は無視され無効にされる。これは，提示状態の作成者が光度測定解釈 (0028,0004) を反映す
るパイプラインを選択するか，光度測定解釈を無視するか無効にして，光度測定解釈によって

明記されるものに関係する画像を反転させることを選択するかの何れかである暗黙に定義す

る。モダリティＬＵＴとＶＯＩ ＬＵＴが負の傾斜を持っていない場合，MONOCHROME2 の
光度測定解釈の場合の黒ではなく白として，あるいは MONOCHROME1 の光度測定解釈の場
合の白色ではなく黒として，最小画素値を表示する IDENTITY あるいは INVERSE の提示Ｌ
ＵＴ形状を選択することによって画像の極性の反転の影響を達成することができる。提示ＬＵ

Ｔデータが送信される場合，極性の反転を達成するＬＵＴテーブルの中の登録の順序を逆転さ

せることができる。 

  ２．最小Ｐ値（零）は，最低強度が表示されるように常に命令される。 

  ３．個別の極性変換は定義されていない。 

ソフトコピー提示ＬＵＴモジュールは提示状態の中に常に存在する。提示ＬＵＴが画像の中に存在す

る場合，提示状態提示ＬＵＴは画像提示ＬＵＴの代わりに使用される。 

Ｎ．２．５ シャッタ 

シャッタ変換は，画像の領域の外側の周辺を除外する能力を提供する。グレーレベルはシャッタの下

の領域を置換えるために明記されることがある。 

この変換の１つの形式は，単一フレーム画像を含む任意の画像保存ＳＯＰインスタンスに適用される

ことがあるが，Ｘ線血管造影画像保存ＳＯＰクラスの中で使用されるような表示シャッタモジュール

を使用する。 

別の形式は，ビットマップ表示シャッタモジュールに記述されるように，明記されたグレーレベルに

よる置換によって表示から除外されるべき画像の任意領域を指示するためにビットマップオーバレイ

を使用する。 

注：１．注釈がパイプラインの中のシャッタ操作に続くので，シャッタ領域の中の注釈は不明瞭に

ならず見ることができる。 

  ２．参照画像オブジェクトの中に存在するいかなるシャッタも無視される（つまり，適用され
ない）。 
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Ｎ．２．６ 事前空間変換注釈 

事前空間的変換注釈変換は，オーバレイ面モジュールの中で定義されるようなビットマップオーバレ

イの適用，および（表示領域空間に対立するものとして）画像画素空間の中で定義される図形注釈モ

ジュールの中で記述されるような書式なし自由テキストあるいはベクトルグラフィックスを含んでい

る。 

Ｎ．２．７ 空間的変換 

いくつかのモダリティは，希望の回転で画像を引き渡さないことがあり，提示のための希望位置への

回転を明記する必要があることがある。空間変換モジュールの中で明記されたこの変換は，水平フリ

ップ（L <--> R）が後続する，９０度，１８０度，２７０度の時計方向回転を含んでいる。任意の角度
による回転はサポートされない。 

さらに，表示される画像画素空間の領域の選択は表示領域モジュールで明記される。 

これは，表示が選択領域をどの物理的寸法に描写するか指示されるかに依存してその領域を拡大する

（あるいは縮小する）効果があることがある。 

そうならば，補間（あるいはサブサンプリング）の方法は実装依存である。 

注： 特に下記の結果として，表示された画素の数は画像画素の数とは異なることがある： 

  －縮小（例えば４画像画素に対して１表示画素）， 

  －拡大（各画像画素に対して４表示画素）， 

  －補間（画像画素の中のそれら以外の値から導出された表示画素），および， 

  －サブサンプリング 

Ｎ．２．８ ポスト空間変換注釈 

ポスト空間変換注釈変換は，（画像画素空間に対立するものである）表示領域空間の中に定義される

図形注釈モジュールに記述されるような，書式なし自由テキストあるいはベクトル図形の応用を含ん

でいる。 

これは，空間的変換がすべて適用された後の画像であるとして，表示領域空間が定義されると暗黙に

定義する。 

それらは表示領域あるいは画像画素空間のいずれかの点に固着されることがあるけれども，これらの

注釈は表示空間の中で描写される。 

Ｎ．３ ＳＣＰの挙動 

Ｂ．２．２ＳＣＰの挙動の中で明記された保存サービスクラスのための挙動に加えて，次の追加の必

要条件がグレースケールソフトコピー提示状態保存ＳＯＰクラスのために明記される： 

－ このＳＯＰクラスのＳＣＰの役割を行う表示装置は，グレースケールソフトコピー提示状態保
存ＳＯＰクラスがサポートされる適合性宣言に定義されたすべての画像保存ＳＯＰクラスに

対して，表示装置利用者の裁量で，全ての必須提示属性を参照画像への適用に利用可能にする。 

Ｎ．４ 適合性 

Ｂ．４．３の中で明記された保存サービスクラスのための適合性宣言必要条件に加えて，下記の追加

の必要条件がグレースケールソフトコピー提示状態保存ＳＯＰクラスのために明記される： 
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Ｎ．４．１ ＳＣＵのための適合性宣言 

下記の問題は，ＳＣＵとしてグレースケールソフトコピー提示状態保存ＳＯＰクラスへの適合性を主

張する全ての実装の適合性宣言の中で文書化される： 

－ クラスのＳＯＰインスタンスを生成しているグレースケールソフトコピー提示状態保存ＳＯ
ＰクラスのＳＣＵに対して，提示に関連する属性が表示画像から導出された方法，操作者介入

あるいは省略時選択，およびＩＯＤの中に含まれる方法。 

－ グレースケールソフトコピー提示状態保存ＳＯＰクラスのＳＣＵに対して，ＳＣＵによって同
様にサポートされ，グレースケールソフトコピー提示状態保存ＳＯＰクラスのインスタンスに

よって参照されることがある画像保存ＳＯＰクラス。 

Ｎ．４．２ ＳＣＰのための適合性宣言 

下記の問題は，ＳＣＰとしてグレースケールソフトコピー提示状態保存ＳＯＰクラスへの適合性を主

張する全ての実装の適合性宣言の中で文書化される： 

－ クラスのＳＯＰインスタンスによって参照された画像を表示しているグレースケールソフト
コピー提示状態保存ＳＯＰクラスのＳＣＰに対して，画像の表示に影響を及ぼすために提示関

連属性が使用される方法。 

－ グレースケールソフトコピー提示状態保存ＳＯＰクラスのＳＣＰに対して，ＳＣＰによって同
様にサポートされ，グレースケールソフトコピー提示状態保存ＳＯＰクラスのインスタンスに

よって参照されることがある画像保存ＳＯＰクラス。 
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付属書Ｏ（規格） 構造化報告書作成保存ＳＯＰクラス 

Ｏ．１ 概要 

構造化報告書作成保存ＳＯＰクラスはＳＣＰ挙動と適合性必要条件を拡張するために，（付属書Ｂで

定義される）保存サービスクラスの機能を拡張する。 

Ｏ．２ 挙動 

Ｏ．２．１ ＳＣＵの挙動 

Ｏ．２．１．１ マンモグラフィＣＡＤ ＳＲ ＳＯＰクラス 

マンモグラフィＣＡＤ ＳＲオブジェクトの中の表現意図概念修飾子は一貫している。「提示用」の印
をつけた内容項目は，内容ツリーの中の「提示用ではない」あるいは「オプションの提示」の印をつ

けた内容項目に従属しない。同様に，「オプションの提示」の印のついた内容項目は，内容ツリーの

中の「提示用ではない」の印をつけた内容項目に従属しない。 

先のマンモグラフィＣＡＤ ＳＲのような，別のＳＲオブジェクトインスタンスから参照された内容項
目は，適切なオリジナル出典観察コンテキストを持って，新しいＳＲオブジェクトインスタンスの中

に値によって挿入される。別の出典から言い換えられた内容項目内に，表現意図および参照による関

係のための参照内容項目識別子を更新することが必要である。Ｏ．２．２ ＳＣＰの挙動 

構造化報告を表示または表現することを意図するＳＣＰは明白な方法でその完全な意味を伝達する。 

ＩＭＡＧＥ参照におけるアイコン画像は意味を持たない，そして表現される必要はない。これらの保

存ＳＯＰクラスのＳＣＵとＳＣＰの両方である装置に対して，Ｂ．２．２の中で明記される保存サー

ビスクラスのための挙動に加えて，次の追加の必要条件が構造化報告書作成保存ＳＯＰクラスに対し

て明記される。 

－ このＳＯＰクラスのＳＣＰは節Ｂ．４．１の中で定義されるレベル２の適合性をサポートする。 

注： この必要条件はＳＯＰクラスに関連する情報オブジェクト定義の中で定義される全てのタイプ１，タイプ
２，およびタイプ３属性が保存されるであろう，そしてアクセスされることがあることを意味する。 

Ｏ．２．２．１ マンモグラフィＣＡＤ ＳＲ ＳＯＰクラス 

マンモグラフィＣＡＤ ＳＲオブジェクトは，臨床医への提示用データだけでなく，その次のマンモグ
ラフィＣＡＤ解析の中でもっぱら使用されるデータを同様に含んでいる。 

ＳＣＵは，「個々の印象／勧告」，「複合特徴」および「単一画像所見」内容項目に関連した「表現

意図」概念修飾子経由で表現ガイドラインを提供する。 

「提示が必要とされる」と印のつけられたすべての内容項目が，ツリーの各ブランチに対して，「提

示用ではない」あるいは「オプションの提示」の最初のインスタンスまで表現される場合は，ＳＲの

完全な意味が提供される。 

ＳＲの意味の詳細の拡張が「オプションの提示」の印がつけられたデータのうちのいくつかあるいは

全部の表現によって遂行できる場合は，ＳＣＵの適合性宣言の使用が推奨される。 

「提示用ではない」と印のつけられたデータは，ＳＣＰによって表現されてはならない；それは，そ

の次のマンモグラフィＣＡＤ解析作業ステップへの入力として，ＳＲ内容ツリーの中へ埋め込まれる。 
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Ｏ．３ ＳＲ文書内容の修飾 

ＳＲ保存ＳＯＰクラスのＳＣＵである装置はそれが過去に送ったか受け取ったＳＯＰインスタンスの

なかの情報を修飾することがある。このＳＯＰインスタンスが修飾されてＳＣＰに送られるときは，

下記のどれかの条件が満たされればそれは新しいＳＯＰインスタンスＵＩＤを割り当てられる： 

－ ＳＲ文書一般モジュールまたはＳＲ文書内容モジュールのなかのどれかの属性の追加，削除あ
るいは更新； 

－ シリーズインスタンスＵＩＤ (0020,000E) の変更； 

－ 検査インスタンスＵＩＤ (0020,000D) の変更。 

Ｏ．４ 適合性 

Ｂ．４．３の中で明記される保存サービスクラスのための適合性宣言必要条件に加えて，次の追加必

要条件が構造化報告書作成保存ＳＯＰクラスに対して明記される。 

Ｏ．４．１ ＳＣＵに対する適合性宣言 

下記の事項が，ＳＣＵとして構造化報告書作成保存ＳＯＰクラスに適合性を主張するあらゆる実装の

適合性宣言の中で文書化される。 

－ ＳＣＵによって同様にサポートされる，そして構造化報告書作成保存ＳＯＰクラスのインスタ
ンスによって参照されることがある画像または他の複合オブジェクト保存ＳＯＰクラス。 

－ ＳＣＵによってサポートされる値タイプと関係タイプの範囲。 

－ 新しいＳＯＰインスタンスＵＩＤが既存のＳＲ文書に対して生成される条件。 

Ｏ．４．１．１ マンモグラフィＣＡＤ ＳＲ ＳＯＰクラス 

下記は，ＳＣＵとしてマンモグラフィＣＡＤ ＳＲ ＳＯＰクラスへの適合性を主張する任意の実装の
適合性宣言の中で文書化される： 

・ 装置が実行することができる検出または解析のタイプ： 

・ コンテキストグループ 6014マンモグラフィ単一画像所見の中に列記された検出から 

・ コンテキストグループ 6043マンモグラフィＣＡＤ解析のタイプの中に列記された解析か
ら 

・ サポートされる任意選択の内容項目 

・ 内容項目が「オプションの提示」の表現意図を割り当てられる条件 

・ 内容項目が「提示用でない」表現意図を割り当てられる条件。 

Ｏ．４．２ ＳＣＰに対する適合性宣言 

下記の事項が，ＳＣＰとして構造化報告書作成保存ＳＯＰクラスへの適合性を主張するあらゆる実装

の適合性宣言の中で文書化される。 

－ このクラスのＳＯＰインスタンスに含まれる構造化報告を表示するか表現する構造化報告書
作成保存ＳＯＰクラスのＳＣＰに対して，構造化報告関係属性が表現される一般的書式。 

－ 構造化報告書作成保存ＳＯＰクラスのＳＣＰに対して，ＳＣＰによって同様にサポートされる，
そして構造化報告書作成保存ＳＯＰクラスのインスタンスによって参照されることがある画
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像または他の複合オブジェクト保存ＳＯＰクラス，およびそれらが表示されるかあるいは表現

されるかどうか。 

－ このクラスのＳＯＰインスタンスによって参照される画像または他の複合オブジェクトを表
示するか表現しようとする構造化報告書作成保存ＳＯＰクラスのＳＣＰに対して，（空間座標

および参照提示状態のような）構造化報告関係属性が画像あるいはオブジェクトの表示に影響

を及ぼすために使用される方法。 

Ｏ．４．２．１ マンモグラフィＣＡＤ ＳＲ ＳＯＰクラス 

下記は，ＳＣＰとしてマンモグラフィＣＡＤ ＳＲ ＳＯＰクラスへの適合性を主張する任意の実装の
適合性宣言の中で文書化される： 

・ ＳＣＰが「オプションの提示」に設定した表現意図概念修飾子をもつ内容項目を表現するであ
ろう条件 
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